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　日
本
で
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
に
地
域
づ
く
り
を
し
よ
う
と
い
う

考
え
方
が
広
ま
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、1
9
9
3
年
の
地
域

密
着
を
掲
げ
た
J
リ
ー
グ
の
発
足
と
、「
2
0
0
2 

F
I
F
A

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」の
誘
致
活
動
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。近
年
で

は
2
0
1
9
年
に
開
催
さ
れ
た「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
日
本
大
会
」で
の
盛
り
上
が
り
が
思
い
出
さ
れ
る
。

　2
0
2
1
年
に
入
っ
て
も
、コ
ロ
ナ
禍
は
依
然
と
し
て
収
束

の
兆
し
を
見
せ
な
か
っ
た
が
、夏
季
に
は
一
年
延
期
と
な
っ
た

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」が
開
催
さ
れ
、各
地

で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　今
回
の「
観
光
文
化
」で
は
、長
い
年
月
を
か
け
て
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
や
国
際
交
流
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
5
つ
の
地

域
に
、取
り
組
み
の
歴
史
、現
状
と
課
題
、今
後
の
展
開
を
、コ
ロ

ナ
禍
で
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
き
た
の
か
な
ど
も
含
め
て
ご
寄
稿

い
た
だ
い
た
。「
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
地
域
振
興
」の
要
諦
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。



　1
9
6
4
年
、ア
ジ
ア
初
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

高
速
交
通
網
の
整
備
や
東
京
の
都
市
機
能
の
飛
躍
的
発

展
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
だ
け
で
な
く
、観
光
基
本
法
の

制
定
や
海
外
旅
行
の
自
由
化
、都
市
ホ
テ
ル
の
国
民
利

用
の
広
が
り
、外
食
産
業
の
発
展
、大
学
で
の
観
光
教
育

の
始
動
な
ど
日
本
の
観
光
振
興
に
多
く
の
レ
ガ
シ
ー
を

残
し
た
。

　2
0
0
2
年
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
、地

域
密
着
を
掲
げ
た
J
リ
ー
グ
の
発
足
も
あ
り
、ス
ポ
ー

ツ
を
地
域
振
興
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
発
想
が
社
会
的

に
注
目
さ
れ
た
。海
外
か
ら
の
観
戦
者
数
は
予
想
を
下

回
り
、経
済
的
な
効
果
は
期
待
通
り
と
は
言
え
な
か
っ

た
が
、わ
ず
か
8
日
間
の
カ
メ
ル
ー
ン
チ
ー
ム
の
滞
在

に
よ
っ
て
一
躍
脚
光
を
あ
び
た
大
分
県
中
津
江
村
の
例

な
ど
ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
振
興
に
結
び
つ
く
こ
と
を
社
会

に
認
知
さ
せ
た
。ま
た
、観
光
振
興
の
新
た
な
試
み
と
し

て
地
方
都
市
や
温
泉
地
な
ど
が「
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
誘

致
」に
取
り
組
ん
だ
。誘
致
に
成
功
し
た
自
治
体
は
全
国

で
27
カ
所
。各
地
で
選
手
と
子
供
達
な
ど
と
の
国
際
ス

ポ
ー
ツ
交
流
が
進
め
ら
れ
た
。

　2
0
1
9
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
、日

本
の
ラ
グ
ビ
ー
界
に
と
っ
て
画
期
的
な
年
と
し
て
歴
史

に
刻
ま
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。低
調
な
ま
ま
始
ま
っ
た

が
、日
本
チ
ー
ム
の
活
躍
と
と
も
に
大
き
な
盛
り
上
が

り
を
み
せ
た
。観
光
面
で
は
、は
じ
め
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
よ
る
地
域
振
興
効
果
が
確
認
さ
れ
た
国
際
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
と
い
え
る
だ
ろ
う
。正
確
な
訪
日
観
戦
者
数

は
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
が
、観
戦
者
と
非
観
戦
者

の
消
費
額
の
違
い
は
2
・
4
倍
に
達
し
た
。中
高
年
層
を

巻頭言

中
心
に
経
済
的
に
も
余
裕
の
あ
る
ラ
ク
ビ
ー
フ
ァ
ン
が

長
期
間
に
わ
た
っ
て
日
本
各
地
で
観
戦
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。

　そ
し
て
一
年
延
期
と
な
っ
た
2
0
2
1
年
。歴
史
上

は
じ
め
て「
無
観
客
」の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
と
な
っ
た
。万
全
な
準
備
を
進
め
て
き
た
地
域
の

関
係
者
の
喪
失
感
は
計
り
知
れ
ず
、未
曾
有
の
国
難
と

い
う
こ
と
で
自
ら
を
納
得
さ
せ
た
方
々
も
多
か
っ
た
と

拝
察
さ
れ
る
。た
だ
、コ
ロ
ナ
禍
の
度
重
な
る
移
動
制
限

を
経
験
し
、集
客
や
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
と

は
別
に
、日
常
生
活
圏
で
の
ス
ポ
ー
ツ
の
大
切
さ
を
改

め
て
考
え
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
か
ろ
う
。い
つ
で
も

誰
で
も
手
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
施
設
、気
軽
に
指

導
し
て
も
ら
え
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、そ
の
周
辺
に
広

が
る
美
し
い
緑
の
芝
生
や
歩
き
易
い
快
適
な
散
策
路
な

ど
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。

　か
つ
て
ド
イ
ツ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
プ
ラ
ン
に
よ
る
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
整
備
や
フ
ェ
ラ
イ
ン
と
い
う
地
域
に
密
着

し
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
存
在
な
ど
が
観
光
研
究
と
し

て
盛
ん
に
行
わ
れ
た
時
代
が
あ
っ
た
。ス
ポ
ー
ツ
を
大

規
模
な
国
際
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
捉
え
る
外
貨
獲
得
的
な

考
え
方
と
身
近
な
生
活
空
間
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
向
上
と

い
う
域
内
循
環
的
な
考
え
方
。無
論
、両
者
の
バ
ラ
ン
ス

が
大
切
な
の
だ
が
、こ
れ
か
ら
は
よ
り
一
層
生
活
の
質

を
向
上
さ
せ
る
と
い
う
点
で
後
者
が
重
要
と
な
っ
て
く

る
。遠
回
り
か
も
し
れ
な
い
が
、身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境

の
充
実
が
地
域
の
観
光
振
興
に
も
繋
が
る
レ
ガ
シ
ー
と

な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

国際スポーツイベント
と

観光振興
～「無観客」のレガシーを考える

※
1
9
6
0
年
に
ド
イ
ツ
で
始
ま
っ
た
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
政
策
。

梅川智也
（うめかわ・ともや）

日本観光研究学会会長。國學院大學研究開発推進機構教授。筑波大学第三学群社会工学類卒。1981年財団法人日本交通公
社入社、地域計画室長、研究調査部長、理事・観光政策研究部長。その後、立教大学観光学部特任教授などを経て、2020年4月
から現職。技術士（都市及び地方計画）。主な著書に『観光地経営の視点と実績［第２版］』（丸善出版、共著、2019年）、『観光計
画論Ⅰ』（原書房、編著、2018年）など。

※

第251号 November 20211



特
集国

際
ス
ポ
ーツ
イベン
ト
と

地
域
振
興

巻
頭
言

国
際
ス
ポ
ーツ
イベン
ト
と
観
光
振
興

〜「
無
観
客
」のレ
ガシ
ー
を
考
え
る

視座

機関誌

目次

原
口
大
志

（
ス
ポ
ー
ツ
庁
地
域
振
興
担
当
参
事
官
）

梅
川
智
也

（
日
本
観
光
研
究
学
会
会
長
）

森 

晃

（
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
理
事
長
）

増
田
明
美

（
ス
ポ
ーツ
ジャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

吉
澤
清
良

（
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

観
光
文
化
振
興
部
長
）

大
分
県
日
田
市

大
分
国
際
車い
す
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局

金
沢
市
文
化
ス
ポ
ーツ
局
ス
ポ
ーツ
振
興
課

金
沢
市
文
化
ス
ポ
ーツ
局
オ
リ
ン
ピッ
ク
関
連
事
業
推
進
室

釜
石
市

文
化
ス
ポ
ーツ
部

ス
ポ
ーツ
推
進
課

大
隅
一
志（「
旅
の
図
書
館
」副
館
長
）

小
田
禎
彦（
株
式
会
社
加
賀
屋
相
談
役
）

羽
生
冬
佳

（
立
教
大
学
観
光
学
部
教
授
）

【
連
載
】観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
・
第
11
回

立
教
大
学
観
光
学
部

第 号251

123

ス
ポ
ーツ
イベン
ト
と
地
域
振
興
の
要
諦
を
考
え
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身
近
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ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
は
、地
域
の
観
光
振
興
に
も
繋
が
る
レ
ガ
シ
ー
と
な
る

東
京
2
0
2
0
大
会
か
ら
、そ
の
先へ

【
特
別
寄
稿
】

多
様
性
を
尊
重
す
る
気
持
ち
が
、東
京
2
0
2
0
大
会
一
番
のレ
ガシ
ー
だ
。

増
田
明
美
さ
ん
の
視
点
で
捉
え
た
ス
ポ
ーツ
イベン
ト
が
開
催
地
に
与
え
る
好
影
響
。

パン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
、こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
状
況
下
で
も
、

学
生
達
の
中
に
は
様
々
な
活
動
に
工
夫
し
て
参
加
し
て
い
る
も
の
も
現
れ
て
い
る
。

教
員
側
の
模
索
も
続
く
。

わ
た
し
の
１
冊
・
第
23
回『
観
光
先
進
国
を
め
ざ
し
て
』田
川
博
己・著
／
中
央
経
済
社

特
集
関
連
の
蔵
書
紹
介

ス
ポ
ーツ
に
よ
る
地
方
創
生
・

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
組

「
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
に
向
け
て「
ス
ポ
ーツ
」を
最
大
限
活
用
す
る
。

ス
ポ
ーツ
庁
を
核
と
し
た
、地
方
創
生
の
新
し
い
取
組
が
始
ま
って
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
庁

〜
2
0
0
2
年
サ
ッ
カ
ー
W
杯
事
前
合
宿
の
誘
致
、深
ま
る
交
流
、そ
の
歴
史
〜

深
め
て
き
た
交
流
が
地
域
の
自
信
と
誇
り
に

今
も
続
く
カ
メル
ーン
と
の
交
流
。中
津
江
の
人々
は
、日
々
の
生
活
の
延
長
線
上
に
、手
作
り
で
歓
迎
の
意
を
示
し
て
き
た
。

こ
の
小
さ
な
成
功
体
験
の
積
み
重
ね
が
、最
大
の
レ
ガ
シ
ー
と
な
っ
た
。

大
分
県
日
田
市
中
津
江
村

5

〜「
ス
ポ
ー
ツ
で
人
と
ま
ち
を
元
気
に
す
る
」金
沢
市
が
実
践
し
て
き
た
こ
と
〜

金
沢
プ
ールの
整
備
について

金
沢
市
が
め
ざ
し
て
い
る
の
は
、ス
ポ
ーツ
を
す
る
、支
え
る
、応
援
す
る
、語
り
合
う
な
ど
ス
ポ
ーツ
が
日
常
と
な
り
、受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
。

「
金
沢
プ
ー
ル
」は
そ
の
シ
ン
ボ
ル
だ
。

石
川
県
金
沢
市

〜
表
に
は
現
れ
な
い
、「
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
」の
レ
ガ
シ
ー
〜

夢
の
続
き

新
日
鐵
釜
石
時
代
か
ら
続
く
釜
石
と
ラ
グ
ビ
ー
の
熱
愛
関
係
。

ラ
グ
ビ
ーワ
ール
ド
カップ
2
0
1
9
日
本
大
会
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
か
と
思
い
き
や
、さ
ら
に
世
界
と
つ
な
が
ろ
う
と
し
てい
る
。釜
石
の
夢
は
続
く
。

岩
手
県
釜
石
市

4

大
分
国
際
車い
す
マ
ラ
ソ
ン
の
４０
年

1
9
8
1
年
、「
障
が
い
者
ス
ポ
ーツ
の
父
」中
村
裕
博
士
の
提
案
に
よって
始
ま
った
こ
の
大
会
は
、

コロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、2
0
2
1
年
に
第
40
回
を
迎
え
た
。

大
分
県

6

村
民
主
導
の
地
域
づ
く
り
、スノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
実
現

「
イベン
ト
を
開
催
し
地
域
収
入
を
あ
げ
る
こ
と
と
、イベン
ト
を
通
じ
て
人
材
を
育
て
地
域
振
興
に
結
び
付
け
る
こ
と
は
、

長
いス
パンで
見
れ
ば
大
き
く
違
う
」

長
野
県
野
沢
温
泉
村

「
旅
の
図
書
館
」か
ら

羽
生
ゼ
ミ
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ス
ポ
ーツ
イベン
ト
と
地
域
振
興
の
要
諦
を
考
え
る

身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
は
、地
域
の
観
光
振
興
に
も
繋
が
る
レ
ガ
シ
ー
と
な
る

東
京
2
0
2
0
大
会
か
ら
、そ
の
先へ

【
特
別
寄
稿
】

多
様
性
を
尊
重
す
る
気
持
ち
が
、東
京
2
0
2
0
大
会
一
番
のレ
ガシ
ー
だ
。

増
田
明
美
さ
ん
の
視
点
で
捉
え
た
ス
ポ
ーツ
イベン
ト
が
開
催
地
に
与
え
る
好
影
響
。

パン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
、こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
状
況
下
で
も
、

学
生
達
の
中
に
は
様
々
な
活
動
に
工
夫
し
て
参
加
し
て
い
る
も
の
も
現
れ
て
い
る
。

教
員
側
の
模
索
も
続
く
。

わ
た
し
の
１
冊
・
第
23
回『
観
光
先
進
国
を
め
ざ
し
て
』田
川
博
己・著
／
中
央
経
済
社

特
集
関
連
の
蔵
書
紹
介

ス
ポ
ーツ
に
よ
る
地
方
創
生
・

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
組

「
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
に
向
け
て「
ス
ポ
ーツ
」を
最
大
限
活
用
す
る
。

ス
ポ
ーツ
庁
を
核
と
し
た
、地
方
創
生
の
新
し
い
取
組
が
始
ま
って
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
庁

〜
2
0
0
2
年
サ
ッ
カ
ー
W
杯
事
前
合
宿
の
誘
致
、深
ま
る
交
流
、そ
の
歴
史
〜

深
め
て
き
た
交
流
が
地
域
の
自
信
と
誇
り
に

今
も
続
く
カ
メル
ーン
と
の
交
流
。中
津
江
の
人々
は
、日
々
の
生
活
の
延
長
線
上
に
、手
作
り
で
歓
迎
の
意
を
示
し
て
き
た
。

こ
の
小
さ
な
成
功
体
験
の
積
み
重
ね
が
、最
大
の
レ
ガ
シ
ー
と
な
っ
た
。

大
分
県
日
田
市
中
津
江
村

5

〜「
ス
ポ
ー
ツ
で
人
と
ま
ち
を
元
気
に
す
る
」金
沢
市
が
実
践
し
て
き
た
こ
と
〜

金
沢
プ
ールの
整
備
について

金
沢
市
が
め
ざ
し
て
い
る
の
は
、ス
ポ
ーツ
を
す
る
、支
え
る
、応
援
す
る
、語
り
合
う
な
ど
ス
ポ
ーツ
が
日
常
と
な
り
、受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
。

「
金
沢
プ
ー
ル
」は
そ
の
シ
ン
ボ
ル
だ
。

石
川
県
金
沢
市

〜
表
に
は
現
れ
な
い
、「
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
」の
レ
ガ
シ
ー
〜

夢
の
続
き

新
日
鐵
釜
石
時
代
か
ら
続
く
釜
石
と
ラ
グ
ビ
ー
の
熱
愛
関
係
。

ラ
グ
ビ
ーワ
ール
ド
カップ
2
0
1
9
日
本
大
会
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
か
と
思
い
き
や
、さ
ら
に
世
界
と
つ
な
が
ろ
う
と
し
てい
る
。釜
石
の
夢
は
続
く
。

岩
手
県
釜
石
市

4

大
分
国
際
車い
す
マ
ラ
ソ
ン
の
４０
年

1
9
8
1
年
、「
障
が
い
者
ス
ポ
ーツ
の
父
」中
村
裕
博
士
の
提
案
に
よって
始
ま
った
こ
の
大
会
は
、

コロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、2
0
2
1
年
に
第
40
回
を
迎
え
た
。

大
分
県

6

村
民
主
導
の
地
域
づ
く
り
、スノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
実
現

「
イベン
ト
を
開
催
し
地
域
収
入
を
あ
げ
る
こ
と
と
、イベン
ト
を
通
じ
て
人
材
を
育
て
地
域
振
興
に
結
び
付
け
る
こ
と
は
、

長
いス
パンで
見
れ
ば
大
き
く
違
う
」

長
野
県
野
沢
温
泉
村

「
旅
の
図
書
館
」か
ら

羽
生
ゼ
ミ

表紙写真：上から）sportpoint74、nobuomatsumoto、s_fukumura、digi009、Yoshi-da／PIXTA、
表2：しろまる／PIXTA　表4：keite.tokyo／PIXTA
目次写真：下）Yoshi-da／PIXTA、上：反時計回りに）けいわい、いつか、dutch／PIXTA
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原
口
大
志

ス
ポ
ー
ツ
庁
地
域
振
興
担
当
参
事
官

スポーツ庁WEBサイト「JAPAN BUDO TOURISM」：
https://budotourism-japan.com/

モデル事業の詳細情報：
https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop09/jsa_00047.html

創
出
」な
ど
で
す
が
、最
近
で
は
、地
域
住
民

向
け
の「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
運
営
」、

「
健
康
増
進
・
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
」、

「
地
域
企
業
と
連
携
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
創
出
」な
ど
に
も
取
組
を
拡
大
さ
せ
て
い

ま
す
。

　
東
京
2
0
2
0
大
会
を
契
機
に
、各
地
で

地
域
S
C
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、2
0
1
7

年
の
56
団
体
か
ら
2
0
2
0
年
の
1
5
9
団

体
ま
で
、約
4
年
間
で
そ
の
数
は
3
倍
近
く

ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、2
0
2
0
年
に
新
規
設
立
さ
れ

た
笠
間
S
C（
茨
城
県
笠
間
市
）は
、主
要
な

観
光
資
源
が
笠
間
焼
を
は
じ
め
と
す
る
伝

統
・
文
化
に
関
わ
る
も
の
が
多
い
た
め
、若
年

層
へ
の
訴
求
が
低
い
と
い
う
地
域
課
題
に
対

し
、東
京
2
0
2
0
大
会
で
新
種
目
と
な
り

話
題
性
も
高
い「
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
」の
パ
ー

ク
整
備
を
契
機
に
ソ
フ
ト
事
業
を
推
進
す
る

た
め
の
地
域
S
C
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。（
ハ

ー
ド
×
ソ
フ
ト
）

　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
B
M
X
は
一
般
的
な

国
内
大
会
で
は
、多
く
の
集
客
が
期
待
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
と
の
認
識
が
現
在
は
ま
だ
低
い

で
す
が
、都
市
型
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
大
会
で

は
、ト
ッ
プ
選
手
の
演
技
に
加
え
、「
音
楽
」

「
グ
ル
メ
」と
い
っ
た
異
分
野
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、3
日
間
で
10
万
人
以

上
を
動
員
す
る
こ
と
が
可
能
な
メ
ガ
イ
ベ
ン

ト
で
あ
り
、大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め

て
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、競
技
団
体
の
実
情
に
詳
し
い
団
体
と
の

連
携
だ
け
で
は
な
く
、イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
・
運

営
等
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、宿
泊
施
設
の
整

備
、広
報
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組
織
化
等

の
様
々
な
競
技
と
は
か
け
離
れ
た
業
務
が
存

在
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、各
分
野
に
精
通
す
る
人
材
と
連
携
し
、参

加
者
や
観
光
客
に
み
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
特
有
の
カ
ル
チ
ャ
ー
面
と
競
技
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
の
面
と
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
異
業
種
間
の
人
材
、組
織
、知

見
、ノ
ウ
ハ
ウ
を
連
携
・
共
有
す
る
場
が
地
域

S
C
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。笠
間
S
C
は
、

事
務
局
を
笠
間
市
が
担
い
、そ
の
構
成
団
体

に
体
育
協
会
、観
光
協
会
、商
工
会
、民
間
団

体
・
企
業（
Ｊ
Ｒ
、（
株
）ム
ラ
サ
キ
ス
ポ
ー
ツ
、

茨
城
新
聞
社
、笠
間
自
転
車
d
e
街
づ
く
り

協
会
、明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
等
）と

多
種
多
様
な
団
体
が
参
画
し
、ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
い
う
立
場
に
大
学
教
授
や
競
技
団
体
、

そ
の
他
民
間
企
業
等
を
置
い
て
い
ま
す
。

　
東
京
2
0
2
0
大
会
以
降
、ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
競
技
の
施
設
建
設
は
他
自
治
体
で
も
増

加
し
て
い
ま
す
が
、ま
だ
少
な
い
競
技
人
口

に
加
え
て
、10
代
の
若
者
中
心
の
利
用
客
層

と
い
う
特
殊
な
競
技
特
性
に
対
応
出
来
て
い

る
自
治
体
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
運
営
に
は
そ
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
精
通
し
た
民
間
業
者
を
専
任
し
、ビ

ジ
ネ
ス
感
覚
を
も
っ
た
経
営
が
期
待
さ
れ
て

い
る
た
め
、笠
間
市
の
よ
う
な
地
域
S
C
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
イ
ベ
ン
ト
誘
致
等
へ
の
活
用
と
と
も
に
、

地
域
外
か
ら
の
訪
問
者
の
増
加
、ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
と
い
う
競
技
振
興
に
つ
な
げ
る
た
め

に
も
期
待
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、笠
間
市
の
場
合
は
、県
と
市
の
連
携

も
機
能
し
て
お
り
、「
茨
城
県
ま
ち
づ
く
り
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」や「
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」に
お
い
て
茨
城
県
か
ら

の
支
援
を
受
け
て
い
る
点
も
特
徴
的
で
す
。

　
東
京
2
0
2
0
大
会
で
は
、フ
ラ
ン
ス
の

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て

も
笠
間
S
C
は
様
々
な
役
割
を
果
た
し
ま
し

た
。今
後
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
聖
地
化
を
目

指
す
だ
け
で
は
な
く
、地
域
に
根
付
い
て
い

る
ゴ
ル
フ
、合
気
道
な
ど
の
競
技
や
、恵
ま
れ

た
自
然
環
境
を
生
か
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ

ー
ツ
へ
と
波
及
さ
せ
、地
域
を
巻
き
込
ん
だ

大
き
な
取
組
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
今

後
も
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

　
こ
う
し
た
地
域
S
C
が
全
国
各
地
に
増
え

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、地
域
な
ら
で
は
の
資

源
の
棚
卸
し
や
磨
き
上
げ
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
た
多
様
な
取
組
の
推
進
が
図
ら

れ
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
持
続
的
な
ま
ち

づ
く
り
が
活
性
化
し
て
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

政
府
の「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
」

施
策
の
登
場

ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
ま
ち
づ
く
り

　
こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
域
振

興
施
策
≒
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
流

れ
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
が
、2
0
1
9
年

に
政
府
決
定
さ
れ
た「
第
2
期
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略（
以
下「
総
合
戦
略
」

と
い
う
。）」で
す
。

　
こ
れ
は
、東
京
2
0
2
0
大
会
を
起
爆
剤

に
、「
オ
リ
パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー
」と
し
て
、本
格

的
に
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
特
色
あ
る「
ま

ち
づ
く
り
」の
全
国
的
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト（
政

府
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
」と

呼
称
）を
創
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で

す
。

体
制
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
動
き
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、

徐
々
に
地
域
で
の
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組

も
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
沖
縄
空
手
ツ
ー
リ
ズ
ム
、金
沢
版
武
道
ツ

ー
リ
ズ
ム（
弓
道
）、宮
崎
県
武
道
ツ
ー
リ
ズ

ム（
剣
道
、弓
道
）、九
州
全
域
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ

Ｉ
ツ
ー
リ
ズ
ム（
剣
道
、居
合
道
）な
ど
。

　
そ
の
中
で
も
、ス
ポ
ー
ツ
庁
が
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
も
支
援
し
た「
沖
縄
空
手
ツ
ー
リ

ズ
ム
」は
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
先
駆
的
な
存

在
と
し
て
他
を
牽
引
し
て
い
ま
す
。

　
モ
デ
ル
事
業
で
は
、琉
球
空
手
4
流
派
体

験
や
聖
地
巡
礼
ツ
ア
ー
な
ど
の
高
段
者
ま
で

大
満
足
な
コ
ア
な
内
容
か
ら
、空
手
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
や
空
手
ラ
テ（
カ
フ
ェ
）な
ど
の
初
心

者
・
無
関
心
者
ま
で
を
取
り
込
む
ラ
イ
ト
な

内
容
ま
で
、40
以
上
の
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を

創
出
し
、そ
れ
を
取
り
扱
う
10
以
上
の
事
業

者
を
開
拓
し
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
、コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、イ

ン
バ
ウ
ン
ド
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
で
も
、コ
ロ
ナ

終
息
後
に
ま
た
多
く
の
世
界
各
国
の
方
々
が

日
本
を
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
、引
き
続
き
魅

力
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
磨
き
上
げ
等
を
実
施

し
て
い
く
予
定
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
取
組
…
❷

担
い
手
た
る

地
域
ス
ポ
ー
ツ

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
中
心
に
、持
続
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
司

令
塔「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
以
下

「
地
域
S
C
」と
い
う
。）」の
設
立
促
進
や
設

立
後
の
活
動
の
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま

し
た
。

　
地
域
S
C
と
は
、地
方
公
共
団
体
、ス
ポ
ー

ツ
団
体
、観
光
団
体
、商
工
団
体
、大
学
、企
業

等
が
一
体
と
な
り
、ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
・
地
域
活
性
化
を
推
進
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
組
織
で
す
。

　
各
地
域
に
よ
っ
て
組
織
形
態
や
活
動
内
容

も
様
々
で
、ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
展

と
と
も
に
、ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
の

担
い
手
と
な
る
存
在
に
成
長
し
て
き
ま
し

た
。

　
地
域
S
C
の
主
な
取
組
は
、地
域
外
か
ら

参
加
者
を
呼
び
込
む「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
」、国
内
外
の
大
規
模
な

「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
」、プ
ロ
チ
ー
ム
や

大
学
な
ど
の「
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
キ
ャ
ン
プ
の

誘
致
」、「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
コ
ン
テ
ン
ツ
の

「
オ
リ
パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー
」に
は
、競
技
施
設
の

よ
う
な
有
形
の
遺
産
だ
け
で
な
く
、無
形
の

社
会
的
・
経
済
的
・
文
化
的
影
響
も
忘
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、こ
の
政
府

決
定
以
降
、関
係
省
庁
を
主
導
し
て
、「
オ
リ

パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー
」と
し
て
、全
国

各
地
で
、「
ス
ポ
ー
ツ
」を
活
用
し

た
特
色
あ
る「
ま
ち
づ
く
り
」の
創

出
・
定
着
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に

「
ス
ポ
ー
ツ
×
地
方
創
生
・
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、前
途

の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う

な
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む「
ア
ウ

タ
ー
政
策
」だ
け
で
な
く
、例
え

ば
、健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
の

よ
う
な
地
域
住
民
向
け
の「
イ
ン

ナ
ー
政
策
」、更
に
は
、障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
、地
元
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
、地

元
ア
ス
リ
ー
ト
、国
体
、ス
ポ
ー
ツ

産
業
な
ど
も「
地
方
創
生
」の
ツ
ー

ル
と
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し

た
特
色
あ
る「
ま
ち
づ
く
り
」を
、

自
治
体
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
自
治
体
を
あ
げ
て
と
記
載
し
た

　
極
端
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、「
ス
ポ
ー
ツ
」

か
ら「
ま
ち
づ
く
り
」に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の

で
は
な
く
、「
ま
ち
づ
く
り
」か
ら「
ス
ポ
ー

ツ
」に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
、と
い
う
く
ら

い
の
逆
転
の
発
想
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
か
ら
、「
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
に
向

け
て
、「
ス
ポ
ー
ツ
」を
最
大
限
活
用
す
る
発

想
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

室
伏
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
表
彰

「
ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
ま
ち
づ
く
り

優
良
自
治
体
認
定
表
彰

制
度
」の
創
設

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、東
京
2
0
2
0
大
会

後
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
方
創
生
・
ま
ち

づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
自

治
体
を
応
援
す
る
た
め
、今
年
1
月
に「
ス
ポ

ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
優
良
自
治
体
認
定

表
彰
制
度
」を
創
設
し
ま
し
た
。

　
第
1
回
目
の
表
彰
と
な
る
2
0
2
1
年

は
、7
月
か
ら
9
月
ま
で
募
集
を
行
い
、現
在

応
募
案
件
の
審
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。審

査
に
通
っ
た
自
治
体
に
つ
い
て
は
、12
月
上

旬
に
都
内
で
開
催
す
る
式
典
に
て
、室
伏
広

治
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
か
ら
各
自
治
体
の
首
長

様
に
直
接
表
彰
状
を
授
与
す
る
と
と
も
に
、

先
進
的
な
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、ス
ポ
ー
ツ

庁
が
中
心
と
な
っ
て
積
極
的
に
広
く
全
国
へ

ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

　
本
表
彰
は
、来
年
以
降
も
第
2
回
、第
3
回

と
続
け
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、今
回
応
募

に
至
ら
な
か
っ
た
自
治
体
の
皆
様
に
も
是
非

ご
応
募
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

関
係
者
の
皆
様
も
積
極
的
に
連
携
を
図
っ
て

い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　
東
京
2
0
2
0
大
会
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、国
の「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま

ち
づ
く
り
」の
取
組
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
。

　
ご
興
味
あ
る
自
治
体
、ス
ポ
ー
ツ
団
体
、関

係
団
体
の
皆
様
か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。一
緒
に
取
組
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

以
降
を
振
り
返
る
と
、地
域
振
興
施
策
と
し

て
主
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
が「
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
」で
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
取
り
組
む
べ
き
基
本
的
方

針
を
定
め
た「
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

に
お
い
て
も
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
振

興
の
具
体
的
施
策
と
し
て「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
」の
推
進
が
メ
イ
ン
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
合
宿
・
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の

参
加
や
観
戦
、地
域
資
源
と
ス
ポ
ー
ツ
が
融

合
し
た
観
光
を
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
、地
方
誘
客
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
、

幅
広
い
関
連
産
業
の
活
性
化
や
関
連
消
費
の

拡
大
等
、地
域
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　
実
際
に
、
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
や
東
京

2
0
2
0
大
会
等
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

開
催
に
加
え
、政
府
の
観
光
立
国
の
推
進
に

伴
い
、体
験
型
観
光
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
大
き
な
注
目
を
集
め
、そ
の
需
要

を
拡
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、大
き
な
経
済
効

果
や
社
会
的
効
果
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、主
に
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ

磨
き
上
げ
の
た
め
の
モ
デ
ル
事
業（
実
証
）

や
、国
内
外
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン（
認
知
度
向
上
）、関
連
団
体
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化（
土
台
作
り
）な
ど
に
取
り
組

み
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
方
誘
客
の
一
翼

を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
一
つ
例
を
あ
げ
る
と
、2
0
1
8
年
に
ス

ポ
ー
ツ
庁
が
重
点
テ
ー
マ
に
設
定
し
た「
武

道
ツ
ー
リ
ズ
ム
」の
取
組
が
あ
り
ま
す
。

　「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
」は
、武
道
発
祥
の
地

で
あ
る
日
本
で
し
か
体
験
で
き
な
い
ス
ポ
ー

ツ
と
文
化（
伝
統
文
化
・
精
神
文
化
）が
融
合

し
た
希
少
性
の
高
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
拡
大
の
み
な
ら
ず
、武
道

の
国
際
的
認
知
の
向
上
や
国
内
外
へ
の
普

及
・
発
信
を
目
的
に
、国
と
し
て
は
ス
ポ
ー
ツ

庁
が
初
め
て
取
組
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
初
年
度
の
2
0
1
8
年
度
、ま
ず
手
を
付

け
た
の
が
動
画
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。国
内
外
の
認
知
度
向

上
と
と
も
に
、属
性
情
報（
国
・
年
齢
等
）ご
と

の
ニ
ー
ズ
把
握
、国
内
関
係
者
へ
の
普
及
・
啓

発
を
狙
っ
て
実
施
し
、武
道
の
根
幹
で
あ
る

心
技
体
を
神
秘
的
な
音
楽
と
と
も
に
表
現

し
、海
外
か
ら
も
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し

た
。と
同
時
に
、実
際
に
体
験
で
き
る
コ
ン
テ

ン
ツ
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　
2
0
1
9
年
度
に
は
、武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
基
本
的
な
取
組
方
針
の
策
定
を
目
的
に

「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
研

究
会
」を
開
催
し
ま
し

た
。

　
初
め
て
幅
広
い
武

道
・
観
光
関
係
者
が
一

堂
に
会
し
様
々
な
議
論

が
行
わ
れ
、受
入
側
の

整
備
が
何
よ
り
も
急
務

で
あ
る
と
の
意
見
が
多

く
な
さ
れ
ま
し
た
。年

度
末
に
は「
武
道
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
方
針
」が

策
定
さ
れ
、そ
の
後
の

武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

の
指
針
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
2
0
2
0
年
度
に
な

る
と
、高
付
加
価
値
コ

ン
テ
ン
ツ
を
生
み
出
す

た
め
の
地
域
別
モ
デ
ル

事
業（
体
験
機
会
の
創

サ
イ
ト
の
構
築
な
ど
、次
々
と
新
た
な
取
組

を
展
開
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
全
国
推

進
組
織
で
あ
る（
一
社
）日
本
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
機
構（
J
S
T
A
）の
中
に
、

「
J
S
T
A
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
部
会
」が

創
設
さ
れ
、国
と
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り

と
は
？

　「
ス
ポ
ー
ツ
」と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
時
、

多
く
の
国
民
が
想
像
す
る
の
は
、オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
国
際
競
技
大
会

な
ど
の
競
技
振
興
、ス
ポ
ー
ツ「
の
」振
興
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
実
際
に
、東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会（
以
下「
東
京

2
0
2
0
大
会
」と
い
う
。）で
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
以
下「
新
型
コ
ロ
ナ
」

と
い
う
。）の
拡
大
に
よ
り
多
く
の
会
場
が
無

観
客
開
催
と
な
っ
た
も
の
の
、限
界
に
挑
む

選
手
た
ち
の
姿
、笑
顔
や
涙
、そ
こ
か
ら
発
せ

ら
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
り
、世
界
中
を
感

動
の
渦
に
包
み
ま
し
た
。

　
一
方
、ス
ポ
ー
ツ
に
は
、こ
う
し
た
ス
ポ
ー

ツ「
の
」振
興
と
い
う
側
面
に
加
え
、他
の
目

的
の
実
現
の
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
す

る
、ス
ポ
ー
ツ「
に
よ
る
」振
興
と
い
う
側
面

も
あ
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、競
技
と
し
て
の
ス
ポ

ー
ツ
だ
け
で
な
く
、体
を
動
か
す
日
常
的
な

身
体
活
動
全
般
を
広
く
ス
ポ
ー
ツ
と
捉
え
る

こ
と
が
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。例
え
ば
、散

歩
や
草
刈
り
、防
災
訓
練
、ゴ
ミ
拾
い
、雪
下

ろ
し
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
身
体
活
動
を
、ス
ポ
ー

ツ
と
捉
え
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を「
す
る
」「
み
る
」「
支
え
る
」と

い
っ
た
形
で
そ
れ
自
体
を
楽
し
む
だ
け
で
な

く
、地
域
の
少
子
高
齢
化
、地
域
住
民
の
健
康

増
進
、地
域
の
過
疎
化
、地
域
経
済
の
衰
退
と

い
っ
た
、今
多
く
の
地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
課
題
を
解
決
に
導
く
ツ
ー
ル
と
し

て
活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
が
、「
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
」で

す
。

　
地
方
を
中
心
と
し
た
人
口
減
少
、経
済
衰

退
が
言
わ
れ
る
中
、「
地
方
創
生
」は
ス
ポ
ー

ツ
庁
だ
け
で
な
く
政
府
全
体
の
国
家
的
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
庁
と
し
て
も
、

ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
素
晴
ら
し
い
ツ
ー
ル
を
積

極
的
に
活
用
し
て
、全
国
各
地
で
の「
地
方
創

生
」の
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
取
組
…
❶

メ
イ
ン
は

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
ま
ず
、こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
取
組

を
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
創
設
さ
れ
た
2
0
1
5
年

「

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

取
組
」

出
）、こ
れ
ま
で
に
存
在
し
な
か
っ
た
武
道

施
設
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化（
見
え
る
化
）、外

国
人
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の
海
外
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
、事
業
者
向
け
ベ
ー
シ

ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム（
空
手
ツ
ー
リ
ズ
ム
用
の

動
画
及
び
テ
キ
ス
ト
）の
策
定
、疑
似
体
験

（
V
R
）コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
、特
設
W
E
B

沖縄空手ツーリズムの取組

の
は
、従
来
の
ス
ポ
ー
ツ
部
局
、観
光
部
局
、

健
康
福
祉
部
局
等
が
タ
テ
割
り
の
既
存
の
枠

の
中
で
行
っ
て
き
た
取
組
を
、地
方
創
生
・
ま

ち
づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
ヨ
コ
串
を
入
れ

る
こ
と
が
重
要
だ
か
ら
で
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
に
向
け
て「
ス
ポ
ー
ツ
」を
最
大
限
活
用
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
を
核
と
し
た
、地
方
創
生
の
新
し
い
取
組
が
始
ま
っ
て
い
る
。

1

特
集

「スポーツによる地方創生・まちづくりに向けた取組」1

4



原
口
大
志

ス
ポ
ー
ツ
庁
地
域
振
興
担
当
参
事
官

スポーツ庁WEBサイト「JAPAN BUDO TOURISM」：
https://budotourism-japan.com/

モデル事業の詳細情報：
https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop09/jsa_00047.html

創
出
」な
ど
で
す
が
、最
近
で
は
、地
域
住
民

向
け
の「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
運
営
」、

「
健
康
増
進
・
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
」、

「
地
域
企
業
と
連
携
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
創
出
」な
ど
に
も
取
組
を
拡
大
さ
せ
て
い

ま
す
。

　
東
京
2
0
2
0
大
会
を
契
機
に
、各
地
で

地
域
S
C
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、2
0
1
7

年
の
56
団
体
か
ら
2
0
2
0
年
の
1
5
9
団

体
ま
で
、約
4
年
間
で
そ
の
数
は
3
倍
近
く

ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、2
0
2
0
年
に
新
規
設
立
さ
れ

た
笠
間
S
C（
茨
城
県
笠
間
市
）は
、主
要
な

観
光
資
源
が
笠
間
焼
を
は
じ
め
と
す
る
伝

統
・
文
化
に
関
わ
る
も
の
が
多
い
た
め
、若
年

層
へ
の
訴
求
が
低
い
と
い
う
地
域
課
題
に
対

し
、東
京
2
0
2
0
大
会
で
新
種
目
と
な
り

話
題
性
も
高
い「
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
」の
パ
ー

ク
整
備
を
契
機
に
ソ
フ
ト
事
業
を
推
進
す
る

た
め
の
地
域
S
C
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。（
ハ

ー
ド
×
ソ
フ
ト
）

　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
B
M
X
は
一
般
的
な

国
内
大
会
で
は
、多
く
の
集
客
が
期
待
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
と
の
認
識
が
現
在
は
ま
だ
低
い

で
す
が
、都
市
型
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
大
会
で

は
、ト
ッ
プ
選
手
の
演
技
に
加
え
、「
音
楽
」

「
グ
ル
メ
」と
い
っ
た
異
分
野
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、3
日
間
で
10
万
人
以

上
を
動
員
す
る
こ
と
が
可
能
な
メ
ガ
イ
ベ
ン

ト
で
あ
り
、大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め

て
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、競
技
団
体
の
実
情
に
詳
し
い
団
体
と
の

連
携
だ
け
で
は
な
く
、イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
・
運

営
等
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、宿
泊
施
設
の
整

備
、広
報
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組
織
化
等

の
様
々
な
競
技
と
は
か
け
離
れ
た
業
務
が
存

在
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、各
分
野
に
精
通
す
る
人
材
と
連
携
し
、参

加
者
や
観
光
客
に
み
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
特
有
の
カ
ル
チ
ャ
ー
面
と
競
技
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
の
面
と
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
異
業
種
間
の
人
材
、組
織
、知

見
、ノ
ウ
ハ
ウ
を
連
携
・
共
有
す
る
場
が
地
域

S
C
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。笠
間
S
C
は
、

事
務
局
を
笠
間
市
が
担
い
、そ
の
構
成
団
体

に
体
育
協
会
、観
光
協
会
、商
工
会
、民
間
団

体
・
企
業（
Ｊ
Ｒ
、（
株
）ム
ラ
サ
キ
ス
ポ
ー
ツ
、

茨
城
新
聞
社
、笠
間
自
転
車
d
e
街
づ
く
り

協
会
、明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
等
）と

多
種
多
様
な
団
体
が
参
画
し
、ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
い
う
立
場
に
大
学
教
授
や
競
技
団
体
、

そ
の
他
民
間
企
業
等
を
置
い
て
い
ま
す
。

　
東
京
2
0
2
0
大
会
以
降
、ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
競
技
の
施
設
建
設
は
他
自
治
体
で
も
増

加
し
て
い
ま
す
が
、ま
だ
少
な
い
競
技
人
口

に
加
え
て
、10
代
の
若
者
中
心
の
利
用
客
層

と
い
う
特
殊
な
競
技
特
性
に
対
応
出
来
て
い

る
自
治
体
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
運
営
に
は
そ
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
精
通
し
た
民
間
業
者
を
専
任
し
、ビ

ジ
ネ
ス
感
覚
を
も
っ
た
経
営
が
期
待
さ
れ
て

い
る
た
め
、笠
間
市
の
よ
う
な
地
域
S
C
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
イ
ベ
ン
ト
誘
致
等
へ
の
活
用
と
と
も
に
、

地
域
外
か
ら
の
訪
問
者
の
増
加
、ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
と
い
う
競
技
振
興
に
つ
な
げ
る
た
め

に
も
期
待
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、笠
間
市
の
場
合
は
、県
と
市
の
連
携

も
機
能
し
て
お
り
、「
茨
城
県
ま
ち
づ
く
り
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」や「
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」に
お
い
て
茨
城
県
か
ら

の
支
援
を
受
け
て
い
る
点
も
特
徴
的
で
す
。

　
東
京
2
0
2
0
大
会
で
は
、フ
ラ
ン
ス
の

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て

も
笠
間
S
C
は
様
々
な
役
割
を
果
た
し
ま
し

た
。今
後
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
聖
地
化
を
目

指
す
だ
け
で
は
な
く
、地
域
に
根
付
い
て
い

る
ゴ
ル
フ
、合
気
道
な
ど
の
競
技
や
、恵
ま
れ

た
自
然
環
境
を
生
か
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ

ー
ツ
へ
と
波
及
さ
せ
、地
域
を
巻
き
込
ん
だ

大
き
な
取
組
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
今

後
も
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

　
こ
う
し
た
地
域
S
C
が
全
国
各
地
に
増
え

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、地
域
な
ら
で
は
の
資

源
の
棚
卸
し
や
磨
き
上
げ
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
た
多
様
な
取
組
の
推
進
が
図
ら

れ
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
持
続
的
な
ま
ち

づ
く
り
が
活
性
化
し
て
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

政
府
の「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
」

施
策
の
登
場

ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
ま
ち
づ
く
り

　
こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
域
振

興
施
策
≒
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
流

れ
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
が
、2
0
1
9
年

に
政
府
決
定
さ
れ
た「
第
2
期
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略（
以
下「
総
合
戦
略
」

と
い
う
。）」で
す
。

　
こ
れ
は
、東
京
2
0
2
0
大
会
を
起
爆
剤

に
、「
オ
リ
パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー
」と
し
て
、本
格

的
に
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
特
色
あ
る「
ま

ち
づ
く
り
」の
全
国
的
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト（
政

府
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
」と

呼
称
）を
創
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で

す
。

体
制
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
動
き
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、

徐
々
に
地
域
で
の
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組

も
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
沖
縄
空
手
ツ
ー
リ
ズ
ム
、金
沢
版
武
道
ツ

ー
リ
ズ
ム（
弓
道
）、宮
崎
県
武
道
ツ
ー
リ
ズ

ム（
剣
道
、弓
道
）、九
州
全
域
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ

Ｉ
ツ
ー
リ
ズ
ム（
剣
道
、居
合
道
）な
ど
。

　
そ
の
中
で
も
、ス
ポ
ー
ツ
庁
が
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
も
支
援
し
た「
沖
縄
空
手
ツ
ー
リ

ズ
ム
」は
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
先
駆
的
な
存

在
と
し
て
他
を
牽
引
し
て
い
ま
す
。

　
モ
デ
ル
事
業
で
は
、琉
球
空
手
4
流
派
体

験
や
聖
地
巡
礼
ツ
ア
ー
な
ど
の
高
段
者
ま
で

大
満
足
な
コ
ア
な
内
容
か
ら
、空
手
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
や
空
手
ラ
テ（
カ
フ
ェ
）な
ど
の
初
心

者
・
無
関
心
者
ま
で
を
取
り
込
む
ラ
イ
ト
な

内
容
ま
で
、40
以
上
の
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を

創
出
し
、そ
れ
を
取
り
扱
う
10
以
上
の
事
業

者
を
開
拓
し
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
、コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、イ

ン
バ
ウ
ン
ド
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
で
も
、コ
ロ
ナ

終
息
後
に
ま
た
多
く
の
世
界
各
国
の
方
々
が

日
本
を
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
、引
き
続
き
魅

力
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
磨
き
上
げ
等
を
実
施

し
て
い
く
予
定
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
取
組
…
❷

担
い
手
た
る

地
域
ス
ポ
ー
ツ

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
中
心
に
、持
続
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
司

令
塔「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
以
下

「
地
域
S
C
」と
い
う
。）」の
設
立
促
進
や
設

立
後
の
活
動
の
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま

し
た
。

　
地
域
S
C
と
は
、地
方
公
共
団
体
、ス
ポ
ー

ツ
団
体
、観
光
団
体
、商
工
団
体
、大
学
、企
業

等
が
一
体
と
な
り
、ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
・
地
域
活
性
化
を
推
進
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
組
織
で
す
。

　
各
地
域
に
よ
っ
て
組
織
形
態
や
活
動
内
容

も
様
々
で
、ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
展

と
と
も
に
、ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
の

担
い
手
と
な
る
存
在
に
成
長
し
て
き
ま
し

た
。

　
地
域
S
C
の
主
な
取
組
は
、地
域
外
か
ら

参
加
者
を
呼
び
込
む「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
」、国
内
外
の
大
規
模
な

「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
」、プ
ロ
チ
ー
ム
や

大
学
な
ど
の「
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
キ
ャ
ン
プ
の

誘
致
」、「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
コ
ン
テ
ン
ツ
の

「
オ
リ
パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー
」に
は
、競
技
施
設
の

よ
う
な
有
形
の
遺
産
だ
け
で
な
く
、無
形
の

社
会
的
・
経
済
的
・
文
化
的
影
響
も
忘
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、こ
の
政
府

決
定
以
降
、関
係
省
庁
を
主
導
し
て
、「
オ
リ

パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー
」と
し
て
、全
国

各
地
で
、「
ス
ポ
ー
ツ
」を
活
用
し

た
特
色
あ
る「
ま
ち
づ
く
り
」の
創

出
・
定
着
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に

「
ス
ポ
ー
ツ
×
地
方
創
生
・
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、前
途

の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う

な
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む「
ア
ウ

タ
ー
政
策
」だ
け
で
な
く
、例
え

ば
、健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
の

よ
う
な
地
域
住
民
向
け
の「
イ
ン

ナ
ー
政
策
」、更
に
は
、障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
、地
元
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
、地

元
ア
ス
リ
ー
ト
、国
体
、ス
ポ
ー
ツ

産
業
な
ど
も「
地
方
創
生
」の
ツ
ー

ル
と
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し

た
特
色
あ
る「
ま
ち
づ
く
り
」を
、

自
治
体
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
自
治
体
を
あ
げ
て
と
記
載
し
た

　
極
端
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、「
ス
ポ
ー
ツ
」

か
ら「
ま
ち
づ
く
り
」に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の

で
は
な
く
、「
ま
ち
づ
く
り
」か
ら「
ス
ポ
ー

ツ
」に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
、と
い
う
く
ら

い
の
逆
転
の
発
想
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
か
ら
、「
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
に
向

け
て
、「
ス
ポ
ー
ツ
」を
最
大
限
活
用
す
る
発

想
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

室
伏
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
表
彰

「
ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
ま
ち
づ
く
り

優
良
自
治
体
認
定
表
彰

制
度
」の
創
設

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、東
京
2
0
2
0
大
会

後
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
方
創
生
・
ま
ち

づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
自

治
体
を
応
援
す
る
た
め
、今
年
1
月
に「
ス
ポ

ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
優
良
自
治
体
認
定

表
彰
制
度
」を
創
設
し
ま
し
た
。

　
第
1
回
目
の
表
彰
と
な
る
2
0
2
1
年

は
、7
月
か
ら
9
月
ま
で
募
集
を
行
い
、現
在

応
募
案
件
の
審
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。審

査
に
通
っ
た
自
治
体
に
つ
い
て
は
、12
月
上

旬
に
都
内
で
開
催
す
る
式
典
に
て
、室
伏
広

治
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
か
ら
各
自
治
体
の
首
長

様
に
直
接
表
彰
状
を
授
与
す
る
と
と
も
に
、

先
進
的
な
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、ス
ポ
ー
ツ

庁
が
中
心
と
な
っ
て
積
極
的
に
広
く
全
国
へ

ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

　
本
表
彰
は
、来
年
以
降
も
第
2
回
、第
3
回

と
続
け
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、今
回
応
募

に
至
ら
な
か
っ
た
自
治
体
の
皆
様
に
も
是
非

ご
応
募
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

関
係
者
の
皆
様
も
積
極
的
に
連
携
を
図
っ
て

い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　
東
京
2
0
2
0
大
会
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、国
の「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま

ち
づ
く
り
」の
取
組
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
。

　
ご
興
味
あ
る
自
治
体
、ス
ポ
ー
ツ
団
体
、関

係
団
体
の
皆
様
か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。一
緒
に
取
組
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

以
降
を
振
り
返
る
と
、地
域
振
興
施
策
と
し

て
主
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
が「
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
」で
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
取
り
組
む
べ
き
基
本
的
方

針
を
定
め
た「
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

に
お
い
て
も
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
振

興
の
具
体
的
施
策
と
し
て「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
」の
推
進
が
メ
イ
ン
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
合
宿
・
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の

参
加
や
観
戦
、地
域
資
源
と
ス
ポ
ー
ツ
が
融

合
し
た
観
光
を
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
、地
方
誘
客
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
、

幅
広
い
関
連
産
業
の
活
性
化
や
関
連
消
費
の

拡
大
等
、地
域
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　
実
際
に
、
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
や
東
京

2
0
2
0
大
会
等
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

開
催
に
加
え
、政
府
の
観
光
立
国
の
推
進
に

伴
い
、体
験
型
観
光
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
大
き
な
注
目
を
集
め
、そ
の
需
要

を
拡
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、大
き
な
経
済
効

果
や
社
会
的
効
果
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、主
に
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ

磨
き
上
げ
の
た
め
の
モ
デ
ル
事
業（
実
証
）

や
、国
内
外
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン（
認
知
度
向
上
）、関
連
団
体
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化（
土
台
作
り
）な
ど
に
取
り
組

み
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
方
誘
客
の
一
翼

を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
一
つ
例
を
あ
げ
る
と
、2
0
1
8
年
に
ス

ポ
ー
ツ
庁
が
重
点
テ
ー
マ
に
設
定
し
た「
武

道
ツ
ー
リ
ズ
ム
」の
取
組
が
あ
り
ま
す
。

　「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
」は
、武
道
発
祥
の
地

で
あ
る
日
本
で
し
か
体
験
で
き
な
い
ス
ポ
ー

ツ
と
文
化（
伝
統
文
化
・
精
神
文
化
）が
融
合

し
た
希
少
性
の
高
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
拡
大
の
み
な
ら
ず
、武
道

の
国
際
的
認
知
の
向
上
や
国
内
外
へ
の
普

及
・
発
信
を
目
的
に
、国
と
し
て
は
ス
ポ
ー
ツ

庁
が
初
め
て
取
組
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
初
年
度
の
2
0
1
8
年
度
、ま
ず
手
を
付

け
た
の
が
動
画
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。国
内
外
の
認
知
度
向

上
と
と
も
に
、属
性
情
報（
国
・
年
齢
等
）ご
と

の
ニ
ー
ズ
把
握
、国
内
関
係
者
へ
の
普
及
・
啓

発
を
狙
っ
て
実
施
し
、武
道
の
根
幹
で
あ
る

心
技
体
を
神
秘
的
な
音
楽
と
と
も
に
表
現

し
、海
外
か
ら
も
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し

た
。と
同
時
に
、実
際
に
体
験
で
き
る
コ
ン
テ

ン
ツ
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　
2
0
1
9
年
度
に
は
、武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
基
本
的
な
取
組
方
針
の
策
定
を
目
的
に

「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
研

究
会
」を
開
催
し
ま
し

た
。

　
初
め
て
幅
広
い
武

道
・
観
光
関
係
者
が
一

堂
に
会
し
様
々
な
議
論

が
行
わ
れ
、受
入
側
の

整
備
が
何
よ
り
も
急
務

で
あ
る
と
の
意
見
が
多

く
な
さ
れ
ま
し
た
。年

度
末
に
は「
武
道
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
方
針
」が

策
定
さ
れ
、そ
の
後
の

武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

の
指
針
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
2
0
2
0
年
度
に
な

る
と
、高
付
加
価
値
コ

ン
テ
ン
ツ
を
生
み
出
す

た
め
の
地
域
別
モ
デ
ル

事
業（
体
験
機
会
の
創

サ
イ
ト
の
構
築
な
ど
、次
々
と
新
た
な
取
組

を
展
開
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
全
国
推

進
組
織
で
あ
る（
一
社
）日
本
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
機
構（
J
S
T
A
）の
中
に
、

「
J
S
T
A
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
部
会
」が

創
設
さ
れ
、国
と
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り

と
は
？

　「
ス
ポ
ー
ツ
」と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
時
、

多
く
の
国
民
が
想
像
す
る
の
は
、オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
国
際
競
技
大
会

な
ど
の
競
技
振
興
、ス
ポ
ー
ツ「
の
」振
興
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
実
際
に
、東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会（
以
下「
東
京

2
0
2
0
大
会
」と
い
う
。）で
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
以
下「
新
型
コ
ロ
ナ
」

と
い
う
。）の
拡
大
に
よ
り
多
く
の
会
場
が
無

観
客
開
催
と
な
っ
た
も
の
の
、限
界
に
挑
む

選
手
た
ち
の
姿
、笑
顔
や
涙
、そ
こ
か
ら
発
せ

ら
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
り
、世
界
中
を
感

動
の
渦
に
包
み
ま
し
た
。

　
一
方
、ス
ポ
ー
ツ
に
は
、こ
う
し
た
ス
ポ
ー

ツ「
の
」振
興
と
い
う
側
面
に
加
え
、他
の
目

的
の
実
現
の
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
す

る
、ス
ポ
ー
ツ「
に
よ
る
」振
興
と
い
う
側
面

も
あ
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、競
技
と
し
て
の
ス
ポ

ー
ツ
だ
け
で
な
く
、体
を
動
か
す
日
常
的
な

身
体
活
動
全
般
を
広
く
ス
ポ
ー
ツ
と
捉
え
る

こ
と
が
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。例
え
ば
、散

歩
や
草
刈
り
、防
災
訓
練
、ゴ
ミ
拾
い
、雪
下

ろ
し
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
身
体
活
動
を
、ス
ポ
ー

ツ
と
捉
え
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を「
す
る
」「
み
る
」「
支
え
る
」と

い
っ
た
形
で
そ
れ
自
体
を
楽
し
む
だ
け
で
な

く
、地
域
の
少
子
高
齢
化
、地
域
住
民
の
健
康

増
進
、地
域
の
過
疎
化
、地
域
経
済
の
衰
退
と

い
っ
た
、今
多
く
の
地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
課
題
を
解
決
に
導
く
ツ
ー
ル
と
し

て
活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
が
、「
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
」で

す
。

　
地
方
を
中
心
と
し
た
人
口
減
少
、経
済
衰

退
が
言
わ
れ
る
中
、「
地
方
創
生
」は
ス
ポ
ー

ツ
庁
だ
け
で
な
く
政
府
全
体
の
国
家
的
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
庁
と
し
て
も
、

ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
素
晴
ら
し
い
ツ
ー
ル
を
積

極
的
に
活
用
し
て
、全
国
各
地
で
の「
地
方
創

生
」の
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
取
組
…
❶

メ
イ
ン
は

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
ま
ず
、こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
取
組

を
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
創
設
さ
れ
た
2
0
1
5
年

「

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

取
組
」

出
）、こ
れ
ま
で
に
存
在
し
な
か
っ
た
武
道

施
設
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化（
見
え
る
化
）、外

国
人
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の
海
外
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
、事
業
者
向
け
ベ
ー
シ

ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム（
空
手
ツ
ー
リ
ズ
ム
用
の

動
画
及
び
テ
キ
ス
ト
）の
策
定
、疑
似
体
験

（
V
R
）コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
、特
設
W
E
B

沖縄空手ツーリズムの取組

の
は
、従
来
の
ス
ポ
ー
ツ
部
局
、観
光
部
局
、

健
康
福
祉
部
局
等
が
タ
テ
割
り
の
既
存
の
枠

の
中
で
行
っ
て
き
た
取
組
を
、地
方
創
生
・
ま

ち
づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
ヨ
コ
串
を
入
れ

る
こ
と
が
重
要
だ
か
ら
で
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
に
向
け
て「
ス
ポ
ー
ツ
」を
最
大
限
活
用
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
を
核
と
し
た
、地
方
創
生
の
新
し
い
取
組
が
始
ま
っ
て
い
る
。
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創
出
」な
ど
で
す
が
、最
近
で
は
、地
域
住
民

向
け
の「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
運
営
」、

「
健
康
増
進
・
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
」、

「
地
域
企
業
と
連
携
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
創
出
」な
ど
に
も
取
組
を
拡
大
さ
せ
て
い

ま
す
。

　
東
京
2
0
2
0
大
会
を
契
機
に
、各
地
で

地
域
S
C
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、2
0
1
7

年
の
56
団
体
か
ら
2
0
2
0
年
の
1
5
9
団

体
ま
で
、約
4
年
間
で
そ
の
数
は
3
倍
近
く

ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、2
0
2
0
年
に
新
規
設
立
さ
れ

た
笠
間
S
C（
茨
城
県
笠
間
市
）は
、主
要
な

観
光
資
源
が
笠
間
焼
を
は
じ
め
と
す
る
伝

統
・
文
化
に
関
わ
る
も
の
が
多
い
た
め
、若
年

層
へ
の
訴
求
が
低
い
と
い
う
地
域
課
題
に
対

し
、東
京
2
0
2
0
大
会
で
新
種
目
と
な
り

話
題
性
も
高
い「
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
」の
パ
ー

ク
整
備
を
契
機
に
ソ
フ
ト
事
業
を
推
進
す
る

た
め
の
地
域
S
C
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。（
ハ

ー
ド
×
ソ
フ
ト
）

　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
B
M
X
は
一
般
的
な

国
内
大
会
で
は
、多
く
の
集
客
が
期
待
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
と
の
認
識
が
現
在
は
ま
だ
低
い

で
す
が
、都
市
型
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
大
会
で

は
、ト
ッ
プ
選
手
の
演
技
に
加
え
、「
音
楽
」

「
グ
ル
メ
」と
い
っ
た
異
分
野
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、3
日
間
で
10
万
人
以

上
を
動
員
す
る
こ
と
が
可
能
な
メ
ガ
イ
ベ
ン

ト
で
あ
り
、大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め

て
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、競
技
団
体
の
実
情
に
詳
し
い
団
体
と
の

連
携
だ
け
で
は
な
く
、イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
・
運

営
等
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、宿
泊
施
設
の
整

備
、広
報
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組
織
化
等

の
様
々
な
競
技
と
は
か
け
離
れ
た
業
務
が
存

在
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、各
分
野
に
精
通
す
る
人
材
と
連
携
し
、参

加
者
や
観
光
客
に
み
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
特
有
の
カ
ル
チ
ャ
ー
面
と
競
技
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
の
面
と
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
異
業
種
間
の
人
材
、組
織
、知

見
、ノ
ウ
ハ
ウ
を
連
携
・
共
有
す
る
場
が
地
域

S
C
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。笠
間
S
C
は
、

事
務
局
を
笠
間
市
が
担
い
、そ
の
構
成
団
体

に
体
育
協
会
、観
光
協
会
、商
工
会
、民
間
団

体
・
企
業（
Ｊ
Ｒ
、（
株
）ム
ラ
サ
キ
ス
ポ
ー
ツ
、

茨
城
新
聞
社
、笠
間
自
転
車
d
e
街
づ
く
り

協
会
、明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
等
）と

多
種
多
様
な
団
体
が
参
画
し
、ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
い
う
立
場
に
大
学
教
授
や
競
技
団
体
、

そ
の
他
民
間
企
業
等
を
置
い
て
い
ま
す
。

　
東
京
2
0
2
0
大
会
以
降
、ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
競
技
の
施
設
建
設
は
他
自
治
体
で
も
増

加
し
て
い
ま
す
が
、ま
だ
少
な
い
競
技
人
口

に
加
え
て
、10
代
の
若
者
中
心
の
利
用
客
層

と
い
う
特
殊
な
競
技
特
性
に
対
応
出
来
て
い

る
自
治
体
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
運
営
に
は
そ
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
精
通
し
た
民
間
業
者
を
専
任
し
、ビ

ジ
ネ
ス
感
覚
を
も
っ
た
経
営
が
期
待
さ
れ
て

い
る
た
め
、笠
間
市
の
よ
う
な
地
域
S
C
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
イ
ベ
ン
ト
誘
致
等
へ
の
活
用
と
と
も
に
、

地
域
外
か
ら
の
訪
問
者
の
増
加
、ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
と
い
う
競
技
振
興
に
つ
な
げ
る
た
め

に
も
期
待
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、笠
間
市
の
場
合
は
、県
と
市
の
連
携

も
機
能
し
て
お
り
、「
茨
城
県
ま
ち
づ
く
り
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」や「
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」に
お
い
て
茨
城
県
か
ら

の
支
援
を
受
け
て
い
る
点
も
特
徴
的
で
す
。

　
東
京
2
0
2
0
大
会
で
は
、フ
ラ
ン
ス
の

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て

も
笠
間
S
C
は
様
々
な
役
割
を
果
た
し
ま
し

た
。今
後
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
聖
地
化
を
目

指
す
だ
け
で
は
な
く
、地
域
に
根
付
い
て
い

る
ゴ
ル
フ
、合
気
道
な
ど
の
競
技
や
、恵
ま
れ

た
自
然
環
境
を
生
か
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ

ー
ツ
へ
と
波
及
さ
せ
、地
域
を
巻
き
込
ん
だ

大
き
な
取
組
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
今

後
も
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

　
こ
う
し
た
地
域
S
C
が
全
国
各
地
に
増
え

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、地
域
な
ら
で
は
の
資

源
の
棚
卸
し
や
磨
き
上
げ
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
た
多
様
な
取
組
の
推
進
が
図
ら

れ
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
持
続
的
な
ま
ち

づ
く
り
が
活
性
化
し
て
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

政
府
の「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
」

施
策
の
登
場

ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
ま
ち
づ
く
り

　
こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
域
振

興
施
策
≒
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
流

れ
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
が
、2
0
1
9
年

に
政
府
決
定
さ
れ
た「
第
2
期
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略（
以
下「
総
合
戦
略
」

と
い
う
。）」で
す
。

　
こ
れ
は
、東
京
2
0
2
0
大
会
を
起
爆
剤

に
、「
オ
リ
パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー
」と
し
て
、本
格

的
に
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
特
色
あ
る「
ま

ち
づ
く
り
」の
全
国
的
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト（
政

府
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
」と

呼
称
）を
創
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で

す
。

体
制
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
動
き
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、

徐
々
に
地
域
で
の
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組

も
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
沖
縄
空
手
ツ
ー
リ
ズ
ム
、金
沢
版
武
道
ツ

ー
リ
ズ
ム（
弓
道
）、宮
崎
県
武
道
ツ
ー
リ
ズ

ム（
剣
道
、弓
道
）、九
州
全
域
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ

Ｉ
ツ
ー
リ
ズ
ム（
剣
道
、居
合
道
）な
ど
。

　
そ
の
中
で
も
、ス
ポ
ー
ツ
庁
が
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
も
支
援
し
た「
沖
縄
空
手
ツ
ー
リ

ズ
ム
」は
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
先
駆
的
な
存

在
と
し
て
他
を
牽
引
し
て
い
ま
す
。

　
モ
デ
ル
事
業
で
は
、琉
球
空
手
4
流
派
体

験
や
聖
地
巡
礼
ツ
ア
ー
な
ど
の
高
段
者
ま
で

大
満
足
な
コ
ア
な
内
容
か
ら
、空
手
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
や
空
手
ラ
テ（
カ
フ
ェ
）な
ど
の
初
心

者
・
無
関
心
者
ま
で
を
取
り
込
む
ラ
イ
ト
な

内
容
ま
で
、40
以
上
の
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を

創
出
し
、そ
れ
を
取
り
扱
う
10
以
上
の
事
業

者
を
開
拓
し
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
、コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、イ

ン
バ
ウ
ン
ド
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
で
も
、コ
ロ
ナ

終
息
後
に
ま
た
多
く
の
世
界
各
国
の
方
々
が

日
本
を
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
、引
き
続
き
魅

力
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
磨
き
上
げ
等
を
実
施

し
て
い
く
予
定
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
取
組
…
❷

担
い
手
た
る

地
域
ス
ポ
ー
ツ

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
中
心
に
、持
続
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
司

令
塔「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
以
下

「
地
域
S
C
」と
い
う
。）」の
設
立
促
進
や
設

立
後
の
活
動
の
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま

し
た
。

　
地
域
S
C
と
は
、地
方
公
共
団
体
、ス
ポ
ー

ツ
団
体
、観
光
団
体
、商
工
団
体
、大
学
、企
業

等
が
一
体
と
な
り
、ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
・
地
域
活
性
化
を
推
進
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
組
織
で
す
。

　
各
地
域
に
よ
っ
て
組
織
形
態
や
活
動
内
容

も
様
々
で
、ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
展

と
と
も
に
、ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
の

担
い
手
と
な
る
存
在
に
成
長
し
て
き
ま
し

た
。

　
地
域
S
C
の
主
な
取
組
は
、地
域
外
か
ら

参
加
者
を
呼
び
込
む「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
」、国
内
外
の
大
規
模
な

「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
」、プ
ロ
チ
ー
ム
や

大
学
な
ど
の「
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
キ
ャ
ン
プ
の

誘
致
」、「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
コ
ン
テ
ン
ツ
の

「
オ
リ
パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー
」に
は
、競
技
施
設
の

よ
う
な
有
形
の
遺
産
だ
け
で
な
く
、無
形
の

社
会
的
・
経
済
的
・
文
化
的
影
響
も
忘
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、こ
の
政
府

決
定
以
降
、関
係
省
庁
を
主
導
し
て
、「
オ
リ

パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー
」と
し
て
、全
国

各
地
で
、「
ス
ポ
ー
ツ
」を
活
用
し

た
特
色
あ
る「
ま
ち
づ
く
り
」の
創

出
・
定
着
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に

「
ス
ポ
ー
ツ
×
地
方
創
生
・
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、前
途

の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う

な
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む「
ア
ウ

タ
ー
政
策
」だ
け
で
な
く
、例
え

ば
、健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
の

よ
う
な
地
域
住
民
向
け
の「
イ
ン

ナ
ー
政
策
」、更
に
は
、障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
、地
元
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
、地

元
ア
ス
リ
ー
ト
、国
体
、ス
ポ
ー
ツ

産
業
な
ど
も「
地
方
創
生
」の
ツ
ー

ル
と
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し

た
特
色
あ
る「
ま
ち
づ
く
り
」を
、

自
治
体
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
自
治
体
を
あ
げ
て
と
記
載
し
た

　
極
端
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、「
ス
ポ
ー
ツ
」

か
ら「
ま
ち
づ
く
り
」に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の

で
は
な
く
、「
ま
ち
づ
く
り
」か
ら「
ス
ポ
ー

ツ
」に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
、と
い
う
く
ら

い
の
逆
転
の
発
想
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
か
ら
、「
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
に
向

け
て
、「
ス
ポ
ー
ツ
」を
最
大
限
活
用
す
る
発

想
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

室
伏
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
表
彰

「
ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
ま
ち
づ
く
り

優
良
自
治
体
認
定
表
彰

制
度
」の
創
設

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、東
京
2
0
2
0
大
会

後
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
方
創
生
・
ま
ち

づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
自

治
体
を
応
援
す
る
た
め
、今
年
1
月
に「
ス
ポ

ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
優
良
自
治
体
認
定

表
彰
制
度
」を
創
設
し
ま
し
た
。

　
第
1
回
目
の
表
彰
と
な
る
2
0
2
1
年

は
、7
月
か
ら
9
月
ま
で
募
集
を
行
い
、現
在

応
募
案
件
の
審
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。審

査
に
通
っ
た
自
治
体
に
つ
い
て
は
、12
月
上

旬
に
都
内
で
開
催
す
る
式
典
に
て
、室
伏
広

治
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
か
ら
各
自
治
体
の
首
長

様
に
直
接
表
彰
状
を
授
与
す
る
と
と
も
に
、

先
進
的
な
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、ス
ポ
ー
ツ

庁
が
中
心
と
な
っ
て
積
極
的
に
広
く
全
国
へ

ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

　
本
表
彰
は
、来
年
以
降
も
第
2
回
、第
3
回

と
続
け
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、今
回
応
募

に
至
ら
な
か
っ
た
自
治
体
の
皆
様
に
も
是
非

ご
応
募
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

関
係
者
の
皆
様
も
積
極
的
に
連
携
を
図
っ
て

い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　
東
京
2
0
2
0
大
会
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、国
の「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま

ち
づ
く
り
」の
取
組
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
。

　
ご
興
味
あ
る
自
治
体
、ス
ポ
ー
ツ
団
体
、関

係
団
体
の
皆
様
か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。一
緒
に
取
組
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

以
降
を
振
り
返
る
と
、地
域
振
興
施
策
と
し

て
主
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
が「
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
」で
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
取
り
組
む
べ
き
基
本
的
方

針
を
定
め
た「
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

に
お
い
て
も
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
振

興
の
具
体
的
施
策
と
し
て「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
」の
推
進
が
メ
イ
ン
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
合
宿
・
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の

参
加
や
観
戦
、地
域
資
源
と
ス
ポ
ー
ツ
が
融

合
し
た
観
光
を
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
、地
方
誘
客
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
、

幅
広
い
関
連
産
業
の
活
性
化
や
関
連
消
費
の

拡
大
等
、地
域
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　
実
際
に
、
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
や
東
京

2
0
2
0
大
会
等
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

開
催
に
加
え
、政
府
の
観
光
立
国
の
推
進
に

伴
い
、体
験
型
観
光
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
大
き
な
注
目
を
集
め
、そ
の
需
要

を
拡
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、大
き
な
経
済
効

果
や
社
会
的
効
果
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、主
に
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ

磨
き
上
げ
の
た
め
の
モ
デ
ル
事
業（
実
証
）

や
、国
内
外
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン（
認
知
度
向
上
）、関
連
団
体
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化（
土
台
作
り
）な
ど
に
取
り
組

み
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
方
誘
客
の
一
翼

を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
一
つ
例
を
あ
げ
る
と
、2
0
1
8
年
に
ス

ポ
ー
ツ
庁
が
重
点
テ
ー
マ
に
設
定
し
た「
武

道
ツ
ー
リ
ズ
ム
」の
取
組
が
あ
り
ま
す
。

　「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
」は
、武
道
発
祥
の
地

で
あ
る
日
本
で
し
か
体
験
で
き
な
い
ス
ポ
ー

ツ
と
文
化（
伝
統
文
化
・
精
神
文
化
）が
融
合

し
た
希
少
性
の
高
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
拡
大
の
み
な
ら
ず
、武
道

の
国
際
的
認
知
の
向
上
や
国
内
外
へ
の
普

及
・
発
信
を
目
的
に
、国
と
し
て
は
ス
ポ
ー
ツ

庁
が
初
め
て
取
組
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
初
年
度
の
2
0
1
8
年
度
、ま
ず
手
を
付

け
た
の
が
動
画
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。国
内
外
の
認
知
度
向

上
と
と
も
に
、属
性
情
報（
国
・
年
齢
等
）ご
と

の
ニ
ー
ズ
把
握
、国
内
関
係
者
へ
の
普
及
・
啓

発
を
狙
っ
て
実
施
し
、武
道
の
根
幹
で
あ
る

心
技
体
を
神
秘
的
な
音
楽
と
と
も
に
表
現

し
、海
外
か
ら
も
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し

た
。と
同
時
に
、実
際
に
体
験
で
き
る
コ
ン
テ

ン
ツ
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　
2
0
1
9
年
度
に
は
、武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
基
本
的
な
取
組
方
針
の
策
定
を
目
的
に

「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
研

究
会
」を
開
催
し
ま
し

た
。

　
初
め
て
幅
広
い
武

道
・
観
光
関
係
者
が
一

堂
に
会
し
様
々
な
議
論

が
行
わ
れ
、受
入
側
の

整
備
が
何
よ
り
も
急
務

で
あ
る
と
の
意
見
が
多

く
な
さ
れ
ま
し
た
。年

度
末
に
は「
武
道
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
方
針
」が

策
定
さ
れ
、そ
の
後
の

武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

の
指
針
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
2
0
2
0
年
度
に
な

る
と
、高
付
加
価
値
コ

ン
テ
ン
ツ
を
生
み
出
す

た
め
の
地
域
別
モ
デ
ル

事
業（
体
験
機
会
の
創

サ
イ
ト
の
構
築
な
ど
、次
々
と
新
た
な
取
組

を
展
開
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
全
国
推

進
組
織
で
あ
る（
一
社
）日
本
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
機
構（
J
S
T
A
）の
中
に
、

「
J
S
T
A
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
部
会
」が

創
設
さ
れ
、国
と
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り

と
は
？

　「
ス
ポ
ー
ツ
」と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
時
、

多
く
の
国
民
が
想
像
す
る
の
は
、オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
国
際
競
技
大
会

な
ど
の
競
技
振
興
、ス
ポ
ー
ツ「
の
」振
興
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
実
際
に
、東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会（
以
下「
東
京

2
0
2
0
大
会
」と
い
う
。）で
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
以
下「
新
型
コ
ロ
ナ
」

と
い
う
。）の
拡
大
に
よ
り
多
く
の
会
場
が
無

観
客
開
催
と
な
っ
た
も
の
の
、限
界
に
挑
む

選
手
た
ち
の
姿
、笑
顔
や
涙
、そ
こ
か
ら
発
せ

ら
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
り
、世
界
中
を
感

動
の
渦
に
包
み
ま
し
た
。

　
一
方
、ス
ポ
ー
ツ
に
は
、こ
う
し
た
ス
ポ
ー

ツ「
の
」振
興
と
い
う
側
面
に
加
え
、他
の
目

的
の
実
現
の
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
す

る
、ス
ポ
ー
ツ「
に
よ
る
」振
興
と
い
う
側
面

も
あ
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、競
技
と
し
て
の
ス
ポ

ー
ツ
だ
け
で
な
く
、体
を
動
か
す
日
常
的
な

身
体
活
動
全
般
を
広
く
ス
ポ
ー
ツ
と
捉
え
る

こ
と
が
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。例
え
ば
、散

歩
や
草
刈
り
、防
災
訓
練
、ゴ
ミ
拾
い
、雪
下

ろ
し
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
身
体
活
動
を
、ス
ポ
ー

ツ
と
捉
え
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を「
す
る
」「
み
る
」「
支
え
る
」と

い
っ
た
形
で
そ
れ
自
体
を
楽
し
む
だ
け
で
な

く
、地
域
の
少
子
高
齢
化
、地
域
住
民
の
健
康

増
進
、地
域
の
過
疎
化
、地
域
経
済
の
衰
退
と

い
っ
た
、今
多
く
の
地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
課
題
を
解
決
に
導
く
ツ
ー
ル
と
し

て
活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
が
、「
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
」で

す
。

　
地
方
を
中
心
と
し
た
人
口
減
少
、経
済
衰

退
が
言
わ
れ
る
中
、「
地
方
創
生
」は
ス
ポ
ー

ツ
庁
だ
け
で
な
く
政
府
全
体
の
国
家
的
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
庁
と
し
て
も
、

ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
素
晴
ら
し
い
ツ
ー
ル
を
積

極
的
に
活
用
し
て
、全
国
各
地
で
の「
地
方
創

生
」の
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
取
組
…
❶

メ
イ
ン
は

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
ま
ず
、こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
取
組

を
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
創
設
さ
れ
た
2
0
1
5
年

出
）、こ
れ
ま
で
に
存
在
し
な
か
っ
た
武
道

施
設
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化（
見
え
る
化
）、外

国
人
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の
海
外
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
、事
業
者
向
け
ベ
ー
シ

ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム（
空
手
ツ
ー
リ
ズ
ム
用
の

動
画
及
び
テ
キ
ス
ト
）の
策
定
、疑
似
体
験

（
V
R
）コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
、特
設
W
E
B

の
は
、従
来
の
ス
ポ
ー
ツ
部
局
、観
光
部
局
、

健
康
福
祉
部
局
等
が
タ
テ
割
り
の
既
存
の
枠

の
中
で
行
っ
て
き
た
取
組
を
、地
方
創
生
・
ま

ち
づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
ヨ
コ
串
を
入
れ

る
こ
と
が
重
要
だ
か
ら
で
す
。

「スポーツによる地方創生・まちづくりに向けた取組」 1
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創
出
」な
ど
で
す
が
、最
近
で
は
、地
域
住
民

向
け
の「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
運
営
」、

「
健
康
増
進
・
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
」、

「
地
域
企
業
と
連
携
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
創
出
」な
ど
に
も
取
組
を
拡
大
さ
せ
て
い

ま
す
。

　
東
京
2
0
2
0
大
会
を
契
機
に
、各
地
で

地
域
S
C
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、2
0
1
7

年
の
56
団
体
か
ら
2
0
2
0
年
の
1
5
9
団

体
ま
で
、約
4
年
間
で
そ
の
数
は
3
倍
近
く

ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、2
0
2
0
年
に
新
規
設
立
さ
れ

た
笠
間
S
C（
茨
城
県
笠
間
市
）は
、主
要
な

観
光
資
源
が
笠
間
焼
を
は
じ
め
と
す
る
伝

統
・
文
化
に
関
わ
る
も
の
が
多
い
た
め
、若
年

層
へ
の
訴
求
が
低
い
と
い
う
地
域
課
題
に
対

し
、東
京
2
0
2
0
大
会
で
新
種
目
と
な
り

話
題
性
も
高
い「
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
」の
パ
ー

ク
整
備
を
契
機
に
ソ
フ
ト
事
業
を
推
進
す
る

た
め
の
地
域
S
C
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。（
ハ

ー
ド
×
ソ
フ
ト
）

　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
B
M
X
は
一
般
的
な

国
内
大
会
で
は
、多
く
の
集
客
が
期
待
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
と
の
認
識
が
現
在
は
ま
だ
低
い

で
す
が
、都
市
型
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
大
会
で

は
、ト
ッ
プ
選
手
の
演
技
に
加
え
、「
音
楽
」

「
グ
ル
メ
」と
い
っ
た
異
分
野
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、3
日
間
で
10
万
人
以

上
を
動
員
す
る
こ
と
が
可
能
な
メ
ガ
イ
ベ
ン

ト
で
あ
り
、大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め

て
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、競
技
団
体
の
実
情
に
詳
し
い
団
体
と
の

連
携
だ
け
で
は
な
く
、イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
・
運

営
等
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、宿
泊
施
設
の
整

備
、広
報
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組
織
化
等

の
様
々
な
競
技
と
は
か
け
離
れ
た
業
務
が
存

在
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、各
分
野
に
精
通
す
る
人
材
と
連
携
し
、参

加
者
や
観
光
客
に
み
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
特
有
の
カ
ル
チ
ャ
ー
面
と
競
技
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
の
面
と
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
異
業
種
間
の
人
材
、組
織
、知

見
、ノ
ウ
ハ
ウ
を
連
携
・
共
有
す
る
場
が
地
域

S
C
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。笠
間
S
C
は
、

事
務
局
を
笠
間
市
が
担
い
、そ
の
構
成
団
体

に
体
育
協
会
、観
光
協
会
、商
工
会
、民
間
団

体
・
企
業（
Ｊ
Ｒ
、（
株
）ム
ラ
サ
キ
ス
ポ
ー
ツ
、

茨
城
新
聞
社
、笠
間
自
転
車
d
e
街
づ
く
り

協
会
、明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
等
）と

多
種
多
様
な
団
体
が
参
画
し
、ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
い
う
立
場
に
大
学
教
授
や
競
技
団
体
、

そ
の
他
民
間
企
業
等
を
置
い
て
い
ま
す
。

　
東
京
2
0
2
0
大
会
以
降
、ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
競
技
の
施
設
建
設
は
他
自
治
体
で
も
増

加
し
て
い
ま
す
が
、ま
だ
少
な
い
競
技
人
口

に
加
え
て
、10
代
の
若
者
中
心
の
利
用
客
層

と
い
う
特
殊
な
競
技
特
性
に
対
応
出
来
て
い

る
自
治
体
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
運
営
に
は
そ
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
精
通
し
た
民
間
業
者
を
専
任
し
、ビ

ジ
ネ
ス
感
覚
を
も
っ
た
経
営
が
期
待
さ
れ
て

い
る
た
め
、笠
間
市
の
よ
う
な
地
域
S
C
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
イ
ベ
ン
ト
誘
致
等
へ
の
活
用
と
と
も
に
、

地
域
外
か
ら
の
訪
問
者
の
増
加
、ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
と
い
う
競
技
振
興
に
つ
な
げ
る
た
め

に
も
期
待
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、笠
間
市
の
場
合
は
、県
と
市
の
連
携

も
機
能
し
て
お
り
、「
茨
城
県
ま
ち
づ
く
り
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」や「
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」に
お
い
て
茨
城
県
か
ら

の
支
援
を
受
け
て
い
る
点
も
特
徴
的
で
す
。

　
東
京
2
0
2
0
大
会
で
は
、フ
ラ
ン
ス
の

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て

も
笠
間
S
C
は
様
々
な
役
割
を
果
た
し
ま
し

た
。今
後
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
聖
地
化
を
目

指
す
だ
け
で
は
な
く
、地
域
に
根
付
い
て
い

る
ゴ
ル
フ
、合
気
道
な
ど
の
競
技
や
、恵
ま
れ

た
自
然
環
境
を
生
か
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ

ー
ツ
へ
と
波
及
さ
せ
、地
域
を
巻
き
込
ん
だ

大
き
な
取
組
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
今

後
も
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

　
こ
う
し
た
地
域
S
C
が
全
国
各
地
に
増
え

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、地
域
な
ら
で
は
の
資

源
の
棚
卸
し
や
磨
き
上
げ
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
た
多
様
な
取
組
の
推
進
が
図
ら

れ
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
持
続
的
な
ま
ち

づ
く
り
が
活
性
化
し
て
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

政
府
の「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
」

施
策
の
登
場

ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
ま
ち
づ
く
り

　
こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
域
振

興
施
策
≒
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
流

れ
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
が
、2
0
1
9
年

に
政
府
決
定
さ
れ
た「
第
2
期
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略（
以
下「
総
合
戦
略
」

と
い
う
。）」で
す
。

　
こ
れ
は
、東
京
2
0
2
0
大
会
を
起
爆
剤

に
、「
オ
リ
パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー
」と
し
て
、本
格

的
に
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
特
色
あ
る「
ま

ち
づ
く
り
」の
全
国
的
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト（
政

府
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
」と

呼
称
）を
創
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で

す
。

体
制
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
動
き
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、

徐
々
に
地
域
で
の
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組

も
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
沖
縄
空
手
ツ
ー
リ
ズ
ム
、金
沢
版
武
道
ツ

ー
リ
ズ
ム（
弓
道
）、宮
崎
県
武
道
ツ
ー
リ
ズ

ム（
剣
道
、弓
道
）、九
州
全
域
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ

Ｉ
ツ
ー
リ
ズ
ム（
剣
道
、居
合
道
）な
ど
。

　
そ
の
中
で
も
、ス
ポ
ー
ツ
庁
が
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
も
支
援
し
た「
沖
縄
空
手
ツ
ー
リ

ズ
ム
」は
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
先
駆
的
な
存

在
と
し
て
他
を
牽
引
し
て
い
ま
す
。

　
モ
デ
ル
事
業
で
は
、琉
球
空
手
4
流
派
体

験
や
聖
地
巡
礼
ツ
ア
ー
な
ど
の
高
段
者
ま
で

大
満
足
な
コ
ア
な
内
容
か
ら
、空
手
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
や
空
手
ラ
テ（
カ
フ
ェ
）な
ど
の
初
心

者
・
無
関
心
者
ま
で
を
取
り
込
む
ラ
イ
ト
な

内
容
ま
で
、40
以
上
の
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を

創
出
し
、そ
れ
を
取
り
扱
う
10
以
上
の
事
業

者
を
開
拓
し
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
、コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、イ

ン
バ
ウ
ン
ド
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
で
も
、コ
ロ
ナ

終
息
後
に
ま
た
多
く
の
世
界
各
国
の
方
々
が

日
本
を
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
、引
き
続
き
魅

力
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
磨
き
上
げ
等
を
実
施

し
て
い
く
予
定
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
取
組
…
❷

担
い
手
た
る

地
域
ス
ポ
ー
ツ

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
中
心
に
、持
続
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
司

令
塔「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
以
下

「
地
域
S
C
」と
い
う
。）」の
設
立
促
進
や
設

立
後
の
活
動
の
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま

し
た
。

　
地
域
S
C
と
は
、地
方
公
共
団
体
、ス
ポ
ー

ツ
団
体
、観
光
団
体
、商
工
団
体
、大
学
、企
業

等
が
一
体
と
な
り
、ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
・
地
域
活
性
化
を
推
進
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
組
織
で
す
。

　
各
地
域
に
よ
っ
て
組
織
形
態
や
活
動
内
容

も
様
々
で
、ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
展

と
と
も
に
、ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
の

担
い
手
と
な
る
存
在
に
成
長
し
て
き
ま
し

た
。

　
地
域
S
C
の
主
な
取
組
は
、地
域
外
か
ら

参
加
者
を
呼
び
込
む「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
」、国
内
外
の
大
規
模
な

「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
」、プ
ロ
チ
ー
ム
や

大
学
な
ど
の「
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
キ
ャ
ン
プ
の

誘
致
」、「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
コ
ン
テ
ン
ツ
の

「
オ
リ
パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー
」に
は
、競
技
施
設
の

よ
う
な
有
形
の
遺
産
だ
け
で
な
く
、無
形
の

社
会
的
・
経
済
的
・
文
化
的
影
響
も
忘
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、こ
の
政
府

決
定
以
降
、関
係
省
庁
を
主
導
し
て
、「
オ
リ

パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー
」と
し
て
、全
国

各
地
で
、「
ス
ポ
ー
ツ
」を
活
用
し

た
特
色
あ
る「
ま
ち
づ
く
り
」の
創

出
・
定
着
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に

「
ス
ポ
ー
ツ
×
地
方
創
生
・
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、前
途

の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う

な
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む「
ア
ウ

タ
ー
政
策
」だ
け
で
な
く
、例
え

ば
、健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
の

よ
う
な
地
域
住
民
向
け
の「
イ
ン

ナ
ー
政
策
」、更
に
は
、障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
、地
元
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
、地

元
ア
ス
リ
ー
ト
、国
体
、ス
ポ
ー
ツ

産
業
な
ど
も「
地
方
創
生
」の
ツ
ー

ル
と
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し

た
特
色
あ
る「
ま
ち
づ
く
り
」を
、

自
治
体
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
自
治
体
を
あ
げ
て
と
記
載
し
た

　
極
端
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、「
ス
ポ
ー
ツ
」

か
ら「
ま
ち
づ
く
り
」に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の

で
は
な
く
、「
ま
ち
づ
く
り
」か
ら「
ス
ポ
ー

ツ
」に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
、と
い
う
く
ら

い
の
逆
転
の
発
想
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
か
ら
、「
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
に
向

け
て
、「
ス
ポ
ー
ツ
」を
最
大
限
活
用
す
る
発

想
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

室
伏
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
表
彰

「
ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
ま
ち
づ
く
り

優
良
自
治
体
認
定
表
彰

制
度
」の
創
設

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、東
京
2
0
2
0
大
会

後
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
方
創
生
・
ま
ち

づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
自

治
体
を
応
援
す
る
た
め
、今
年
1
月
に「
ス
ポ

ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
優
良
自
治
体
認
定

表
彰
制
度
」を
創
設
し
ま
し
た
。

　
第
1
回
目
の
表
彰
と
な
る
2
0
2
1
年

は
、7
月
か
ら
9
月
ま
で
募
集
を
行
い
、現
在

応
募
案
件
の
審
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。審

査
に
通
っ
た
自
治
体
に
つ
い
て
は
、12
月
上

旬
に
都
内
で
開
催
す
る
式
典
に
て
、室
伏
広

治
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
か
ら
各
自
治
体
の
首
長

様
に
直
接
表
彰
状
を
授
与
す
る
と
と
も
に
、

先
進
的
な
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、ス
ポ
ー
ツ

庁
が
中
心
と
な
っ
て
積
極
的
に
広
く
全
国
へ

ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

　
本
表
彰
は
、来
年
以
降
も
第
2
回
、第
3
回

と
続
け
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、今
回
応
募

に
至
ら
な
か
っ
た
自
治
体
の
皆
様
に
も
是
非

ご
応
募
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

関
係
者
の
皆
様
も
積
極
的
に
連
携
を
図
っ
て

い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　
東
京
2
0
2
0
大
会
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、国
の「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま

ち
づ
く
り
」の
取
組
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
。

　
ご
興
味
あ
る
自
治
体
、ス
ポ
ー
ツ
団
体
、関

係
団
体
の
皆
様
か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。一
緒
に
取
組
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

以
降
を
振
り
返
る
と
、地
域
振
興
施
策
と
し

て
主
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
が「
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
」で
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
取
り
組
む
べ
き
基
本
的
方

針
を
定
め
た「
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

に
お
い
て
も
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
振

興
の
具
体
的
施
策
と
し
て「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
」の
推
進
が
メ
イ
ン
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
合
宿
・
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の

参
加
や
観
戦
、地
域
資
源
と
ス
ポ
ー
ツ
が
融

合
し
た
観
光
を
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
、地
方
誘
客
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
、

幅
広
い
関
連
産
業
の
活
性
化
や
関
連
消
費
の

拡
大
等
、地
域
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　
実
際
に
、
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
や
東
京

2
0
2
0
大
会
等
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

開
催
に
加
え
、政
府
の
観
光
立
国
の
推
進
に

伴
い
、体
験
型
観
光
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
大
き
な
注
目
を
集
め
、そ
の
需
要

を
拡
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、大
き
な
経
済
効

果
や
社
会
的
効
果
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、主
に
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ

磨
き
上
げ
の
た
め
の
モ
デ
ル
事
業（
実
証
）

や
、国
内
外
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン（
認
知
度
向
上
）、関
連
団
体
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化（
土
台
作
り
）な
ど
に
取
り
組

み
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
方
誘
客
の
一
翼

を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
一
つ
例
を
あ
げ
る
と
、2
0
1
8
年
に
ス

ポ
ー
ツ
庁
が
重
点
テ
ー
マ
に
設
定
し
た「
武

道
ツ
ー
リ
ズ
ム
」の
取
組
が
あ
り
ま
す
。

　「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
」は
、武
道
発
祥
の
地

で
あ
る
日
本
で
し
か
体
験
で
き
な
い
ス
ポ
ー

ツ
と
文
化（
伝
統
文
化
・
精
神
文
化
）が
融
合

し
た
希
少
性
の
高
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
拡
大
の
み
な
ら
ず
、武
道

の
国
際
的
認
知
の
向
上
や
国
内
外
へ
の
普

及
・
発
信
を
目
的
に
、国
と
し
て
は
ス
ポ
ー
ツ

庁
が
初
め
て
取
組
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
初
年
度
の
2
0
1
8
年
度
、ま
ず
手
を
付

け
た
の
が
動
画
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。国
内
外
の
認
知
度
向

上
と
と
も
に
、属
性
情
報（
国
・
年
齢
等
）ご
と

の
ニ
ー
ズ
把
握
、国
内
関
係
者
へ
の
普
及
・
啓

発
を
狙
っ
て
実
施
し
、武
道
の
根
幹
で
あ
る

心
技
体
を
神
秘
的
な
音
楽
と
と
も
に
表
現

し
、海
外
か
ら
も
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し

た
。と
同
時
に
、実
際
に
体
験
で
き
る
コ
ン
テ

ン
ツ
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　
2
0
1
9
年
度
に
は
、武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
基
本
的
な
取
組
方
針
の
策
定
を
目
的
に

「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
研

究
会
」を
開
催
し
ま
し

た
。

　
初
め
て
幅
広
い
武

道
・
観
光
関
係
者
が
一

堂
に
会
し
様
々
な
議
論

が
行
わ
れ
、受
入
側
の

整
備
が
何
よ
り
も
急
務

で
あ
る
と
の
意
見
が
多

く
な
さ
れ
ま
し
た
。年

度
末
に
は「
武
道
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
方
針
」が

策
定
さ
れ
、そ
の
後
の

武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

の
指
針
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
2
0
2
0
年
度
に
な

る
と
、高
付
加
価
値
コ

ン
テ
ン
ツ
を
生
み
出
す

た
め
の
地
域
別
モ
デ
ル

事
業（
体
験
機
会
の
創

サ
イ
ト
の
構
築
な
ど
、次
々
と
新
た
な
取
組

を
展
開
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
全
国
推

進
組
織
で
あ
る（
一
社
）日
本
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
機
構（
J
S
T
A
）の
中
に
、

「
J
S
T
A
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
部
会
」が

創
設
さ
れ
、国
と
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り

と
は
？

　「
ス
ポ
ー
ツ
」と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
時
、

多
く
の
国
民
が
想
像
す
る
の
は
、オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
国
際
競
技
大
会

な
ど
の
競
技
振
興
、ス
ポ
ー
ツ「
の
」振
興
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
実
際
に
、東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会（
以
下「
東
京

2
0
2
0
大
会
」と
い
う
。）で
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
以
下「
新
型
コ
ロ
ナ
」

と
い
う
。）の
拡
大
に
よ
り
多
く
の
会
場
が
無

観
客
開
催
と
な
っ
た
も
の
の
、限
界
に
挑
む

選
手
た
ち
の
姿
、笑
顔
や
涙
、そ
こ
か
ら
発
せ

ら
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
り
、世
界
中
を
感

動
の
渦
に
包
み
ま
し
た
。

　
一
方
、ス
ポ
ー
ツ
に
は
、こ
う
し
た
ス
ポ
ー

ツ「
の
」振
興
と
い
う
側
面
に
加
え
、他
の
目

的
の
実
現
の
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
す

る
、ス
ポ
ー
ツ「
に
よ
る
」振
興
と
い
う
側
面

も
あ
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、競
技
と
し
て
の
ス
ポ

ー
ツ
だ
け
で
な
く
、体
を
動
か
す
日
常
的
な

身
体
活
動
全
般
を
広
く
ス
ポ
ー
ツ
と
捉
え
る

こ
と
が
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。例
え
ば
、散

歩
や
草
刈
り
、防
災
訓
練
、ゴ
ミ
拾
い
、雪
下

ろ
し
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
身
体
活
動
を
、ス
ポ
ー

ツ
と
捉
え
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を「
す
る
」「
み
る
」「
支
え
る
」と

い
っ
た
形
で
そ
れ
自
体
を
楽
し
む
だ
け
で
な

く
、地
域
の
少
子
高
齢
化
、地
域
住
民
の
健
康

増
進
、地
域
の
過
疎
化
、地
域
経
済
の
衰
退
と

い
っ
た
、今
多
く
の
地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
課
題
を
解
決
に
導
く
ツ
ー
ル
と
し

て
活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
が
、「
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
」で

す
。

　
地
方
を
中
心
と
し
た
人
口
減
少
、経
済
衰

退
が
言
わ
れ
る
中
、「
地
方
創
生
」は
ス
ポ
ー

ツ
庁
だ
け
で
な
く
政
府
全
体
の
国
家
的
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
庁
と
し
て
も
、

ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
素
晴
ら
し
い
ツ
ー
ル
を
積

極
的
に
活
用
し
て
、全
国
各
地
で
の「
地
方
創

生
」の
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
取
組
…
❶

メ
イ
ン
は

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
ま
ず
、こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
取
組

を
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
創
設
さ
れ
た
2
0
1
5
年

出
）、こ
れ
ま
で
に
存
在
し
な
か
っ
た
武
道

施
設
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化（
見
え
る
化
）、外

国
人
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の
海
外
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
、事
業
者
向
け
ベ
ー
シ

ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム（
空
手
ツ
ー
リ
ズ
ム
用
の

動
画
及
び
テ
キ
ス
ト
）の
策
定
、疑
似
体
験

（
V
R
）コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
、特
設
W
E
B

の
は
、従
来
の
ス
ポ
ー
ツ
部
局
、観
光
部
局
、

健
康
福
祉
部
局
等
が
タ
テ
割
り
の
既
存
の
枠

の
中
で
行
っ
て
き
た
取
組
を
、地
方
創
生
・
ま

ち
づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
ヨ
コ
串
を
入
れ

る
こ
と
が
重
要
だ
か
ら
で
す
。
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原
口
大
志（
は
ら
ぐ
ち・だ
い
し
）

ス
ポ
ー
ツ
庁
地
域
振
興
担
当
参
事

官
。1
9
7
4
年
広
島
県
生
ま
れ
。

1
9
9
9
年
農
林
水
産
省
入
省
。

食
品
流
通
行
政
、農
協
行
政
等
に

携
わ
る
と
と
も
に
、内
閣
官
房・内
閣
府
に
お
い
て
地

域
再
生
法
の
策
定
を
担
当
。水
産
庁
漁
業
保
険
管
理

官
補
佐
、在
カ
ナ
ダ
日
本
国
大
使
館
１
等
書
記
官
、水

産
庁
企
画
課
総
括
補
佐
、経
営
局
総
務
課
総
括
、水

産
庁
漁
政
課
総
括
等
を
歴
任
。2
0
1
6
年
か
ら
水

産
庁
資
源
管
理
部
国
際
課
漁
業
交
渉
官
、在
中
華
人

民
共
和
国
日
本
国
大
使
館
参
事
官
を
経
て
、

2
0
2
0
か
ら
現
職
。（
写
真
提
供：『
月
刊
事
業
構

想
』

創
出
」な
ど
で
す
が
、最
近
で
は
、地
域
住
民

向
け
の「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
運
営
」、

「
健
康
増
進
・
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
」、

「
地
域
企
業
と
連
携
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
創
出
」な
ど
に
も
取
組
を
拡
大
さ
せ
て
い

ま
す
。

　
東
京
2
0
2
0
大
会
を
契
機
に
、各
地
で

地
域
S
C
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、2
0
1
7

年
の
56
団
体
か
ら
2
0
2
0
年
の
1
5
9
団

体
ま
で
、約
4
年
間
で
そ
の
数
は
3
倍
近
く

ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、2
0
2
0
年
に
新
規
設
立
さ
れ

た
笠
間
S
C（
茨
城
県
笠
間
市
）は
、主
要
な

観
光
資
源
が
笠
間
焼
を
は
じ
め
と
す
る
伝

統
・
文
化
に
関
わ
る
も
の
が
多
い
た
め
、若
年

層
へ
の
訴
求
が
低
い
と
い
う
地
域
課
題
に
対

し
、東
京
2
0
2
0
大
会
で
新
種
目
と
な
り

話
題
性
も
高
い「
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
」の
パ
ー

ク
整
備
を
契
機
に
ソ
フ
ト
事
業
を
推
進
す
る

た
め
の
地
域
S
C
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。（
ハ

ー
ド
×
ソ
フ
ト
）

　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
B
M
X
は
一
般
的
な

国
内
大
会
で
は
、多
く
の
集
客
が
期
待
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
と
の
認
識
が
現
在
は
ま
だ
低
い

で
す
が
、都
市
型
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
大
会
で

は
、ト
ッ
プ
選
手
の
演
技
に
加
え
、「
音
楽
」

「
グ
ル
メ
」と
い
っ
た
異
分
野
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、3
日
間
で
10
万
人
以

上
を
動
員
す
る
こ
と
が
可
能
な
メ
ガ
イ
ベ
ン

ト
で
あ
り
、大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め

て
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、競
技
団
体
の
実
情
に
詳
し
い
団
体
と
の

連
携
だ
け
で
は
な
く
、イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
・
運

営
等
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、宿
泊
施
設
の
整

備
、広
報
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組
織
化
等

の
様
々
な
競
技
と
は
か
け
離
れ
た
業
務
が
存

在
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、各
分
野
に
精
通
す
る
人
材
と
連
携
し
、参

加
者
や
観
光
客
に
み
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
特
有
の
カ
ル
チ
ャ
ー
面
と
競
技
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
の
面
と
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
異
業
種
間
の
人
材
、組
織
、知

見
、ノ
ウ
ハ
ウ
を
連
携
・
共
有
す
る
場
が
地
域

S
C
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。笠
間
S
C
は
、

事
務
局
を
笠
間
市
が
担
い
、そ
の
構
成
団
体

に
体
育
協
会
、観
光
協
会
、商
工
会
、民
間
団

体
・
企
業（
Ｊ
Ｒ
、（
株
）ム
ラ
サ
キ
ス
ポ
ー
ツ
、

茨
城
新
聞
社
、笠
間
自
転
車
d
e
街
づ
く
り

協
会
、明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
等
）と

多
種
多
様
な
団
体
が
参
画
し
、ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
い
う
立
場
に
大
学
教
授
や
競
技
団
体
、

そ
の
他
民
間
企
業
等
を
置
い
て
い
ま
す
。

　
東
京
2
0
2
0
大
会
以
降
、ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
競
技
の
施
設
建
設
は
他
自
治
体
で
も
増

加
し
て
い
ま
す
が
、ま
だ
少
な
い
競
技
人
口

に
加
え
て
、10
代
の
若
者
中
心
の
利
用
客
層

と
い
う
特
殊
な
競
技
特
性
に
対
応
出
来
て
い

る
自
治
体
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
運
営
に
は
そ
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
精
通
し
た
民
間
業
者
を
専
任
し
、ビ

ジ
ネ
ス
感
覚
を
も
っ
た
経
営
が
期
待
さ
れ
て

い
る
た
め
、笠
間
市
の
よ
う
な
地
域
S
C
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
イ
ベ
ン
ト
誘
致
等
へ
の
活
用
と
と
も
に
、

地
域
外
か
ら
の
訪
問
者
の
増
加
、ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
と
い
う
競
技
振
興
に
つ
な
げ
る
た
め

に
も
期
待
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、笠
間
市
の
場
合
は
、県
と
市
の
連
携

も
機
能
し
て
お
り
、「
茨
城
県
ま
ち
づ
く
り
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」や「
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」に
お
い
て
茨
城
県
か
ら

の
支
援
を
受
け
て
い
る
点
も
特
徴
的
で
す
。

　
東
京
2
0
2
0
大
会
で
は
、フ
ラ
ン
ス
の

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て

も
笠
間
S
C
は
様
々
な
役
割
を
果
た
し
ま
し

た
。今
後
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
聖
地
化
を
目

指
す
だ
け
で
は
な
く
、地
域
に
根
付
い
て
い

る
ゴ
ル
フ
、合
気
道
な
ど
の
競
技
や
、恵
ま
れ

た
自
然
環
境
を
生
か
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ

ー
ツ
へ
と
波
及
さ
せ
、地
域
を
巻
き
込
ん
だ

大
き
な
取
組
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
今

後
も
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

　
こ
う
し
た
地
域
S
C
が
全
国
各
地
に
増
え

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、地
域
な
ら
で
は
の
資

源
の
棚
卸
し
や
磨
き
上
げ
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
た
多
様
な
取
組
の
推
進
が
図
ら

れ
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
持
続
的
な
ま
ち

づ
く
り
が
活
性
化
し
て
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

政
府
の「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
」

施
策
の
登
場

ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
ま
ち
づ
く
り

　
こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
域
振

興
施
策
≒
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
流

れ
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
が
、2
0
1
9
年

に
政
府
決
定
さ
れ
た「
第
2
期
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略（
以
下「
総
合
戦
略
」

と
い
う
。）」で
す
。

　
こ
れ
は
、東
京
2
0
2
0
大
会
を
起
爆
剤

に
、「
オ
リ
パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー
」と
し
て
、本
格

的
に
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
特
色
あ
る「
ま

ち
づ
く
り
」の
全
国
的
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト（
政

府
で
は「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
」と

呼
称
）を
創
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で

す
。

体
制
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
動
き
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、

徐
々
に
地
域
で
の
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組

も
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
沖
縄
空
手
ツ
ー
リ
ズ
ム
、金
沢
版
武
道
ツ

ー
リ
ズ
ム（
弓
道
）、宮
崎
県
武
道
ツ
ー
リ
ズ

ム（
剣
道
、弓
道
）、九
州
全
域
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ

Ｉ
ツ
ー
リ
ズ
ム（
剣
道
、居
合
道
）な
ど
。

　
そ
の
中
で
も
、ス
ポ
ー
ツ
庁
が
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
も
支
援
し
た「
沖
縄
空
手
ツ
ー
リ

ズ
ム
」は
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
先
駆
的
な
存

在
と
し
て
他
を
牽
引
し
て
い
ま
す
。

　
モ
デ
ル
事
業
で
は
、琉
球
空
手
4
流
派
体

験
や
聖
地
巡
礼
ツ
ア
ー
な
ど
の
高
段
者
ま
で

大
満
足
な
コ
ア
な
内
容
か
ら
、空
手
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
や
空
手
ラ
テ（
カ
フ
ェ
）な
ど
の
初
心

者
・
無
関
心
者
ま
で
を
取
り
込
む
ラ
イ
ト
な

内
容
ま
で
、40
以
上
の
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を

創
出
し
、そ
れ
を
取
り
扱
う
10
以
上
の
事
業

者
を
開
拓
し
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
、コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、イ

ン
バ
ウ
ン
ド
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
で
も
、コ
ロ
ナ

終
息
後
に
ま
た
多
く
の
世
界
各
国
の
方
々
が

日
本
を
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
、引
き
続
き
魅

力
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
磨
き
上
げ
等
を
実
施

し
て
い
く
予
定
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
取
組
…
❷

担
い
手
た
る

地
域
ス
ポ
ー
ツ

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
中
心
に
、持
続
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
司

令
塔「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
以
下

「
地
域
S
C
」と
い
う
。）」の
設
立
促
進
や
設

立
後
の
活
動
の
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま

し
た
。

　
地
域
S
C
と
は
、地
方
公
共
団
体
、ス
ポ
ー

ツ
団
体
、観
光
団
体
、商
工
団
体
、大
学
、企
業

等
が
一
体
と
な
り
、ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
・
地
域
活
性
化
を
推
進
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
組
織
で
す
。

　
各
地
域
に
よ
っ
て
組
織
形
態
や
活
動
内
容

も
様
々
で
、ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
展

と
と
も
に
、ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
の

担
い
手
と
な
る
存
在
に
成
長
し
て
き
ま
し

た
。

　
地
域
S
C
の
主
な
取
組
は
、地
域
外
か
ら

参
加
者
を
呼
び
込
む「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
」、国
内
外
の
大
規
模
な

「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
」、プ
ロ
チ
ー
ム
や

大
学
な
ど
の「
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
キ
ャ
ン
プ
の

誘
致
」、「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
コ
ン
テ
ン
ツ
の

「
オ
リ
パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー
」に
は
、競
技
施
設
の

よ
う
な
有
形
の
遺
産
だ
け
で
な
く
、無
形
の

社
会
的
・
経
済
的
・
文
化
的
影
響
も
忘
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、こ
の
政
府

決
定
以
降
、関
係
省
庁
を
主
導
し
て
、「
オ
リ

パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー
」と
し
て
、全
国

各
地
で
、「
ス
ポ
ー
ツ
」を
活
用
し

た
特
色
あ
る「
ま
ち
づ
く
り
」の
創

出
・
定
着
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に

「
ス
ポ
ー
ツ
×
地
方
創
生
・
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、前
途

の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う

な
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む「
ア
ウ

タ
ー
政
策
」だ
け
で
な
く
、例
え

ば
、健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
の

よ
う
な
地
域
住
民
向
け
の「
イ
ン

ナ
ー
政
策
」、更
に
は
、障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
、地
元
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
、地

元
ア
ス
リ
ー
ト
、国
体
、ス
ポ
ー
ツ

産
業
な
ど
も「
地
方
創
生
」の
ツ
ー

ル
と
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し

た
特
色
あ
る「
ま
ち
づ
く
り
」を
、

自
治
体
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
自
治
体
を
あ
げ
て
と
記
載
し
た

　
極
端
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、「
ス
ポ
ー
ツ
」

か
ら「
ま
ち
づ
く
り
」に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の

で
は
な
く
、「
ま
ち
づ
く
り
」か
ら「
ス
ポ
ー

ツ
」に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
、と
い
う
く
ら

い
の
逆
転
の
発
想
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
か
ら
、「
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
に
向

け
て
、「
ス
ポ
ー
ツ
」を
最
大
限
活
用
す
る
発

想
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

室
伏
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
表
彰

「
ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
ま
ち
づ
く
り

優
良
自
治
体
認
定
表
彰

制
度
」の
創
設

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、東
京
2
0
2
0
大
会

後
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地
方
創
生
・
ま
ち

づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
自

治
体
を
応
援
す
る
た
め
、今
年
1
月
に「
ス
ポ

ー
ツ
・
健
康
ま
ち
づ
く
り
優
良
自
治
体
認
定

表
彰
制
度
」を
創
設
し
ま
し
た
。

　
第
1
回
目
の
表
彰
と
な
る
2
0
2
1
年

は
、7
月
か
ら
9
月
ま
で
募
集
を
行
い
、現
在

応
募
案
件
の
審
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。審

査
に
通
っ
た
自
治
体
に
つ
い
て
は
、12
月
上

旬
に
都
内
で
開
催
す
る
式
典
に
て
、室
伏
広

治
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
か
ら
各
自
治
体
の
首
長

様
に
直
接
表
彰
状
を
授
与
す
る
と
と
も
に
、

先
進
的
な
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、ス
ポ
ー
ツ

庁
が
中
心
と
な
っ
て
積
極
的
に
広
く
全
国
へ

ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

　
本
表
彰
は
、来
年
以
降
も
第
2
回
、第
3
回

と
続
け
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、今
回
応
募

に
至
ら
な
か
っ
た
自
治
体
の
皆
様
に
も
是
非

ご
応
募
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

関
係
者
の
皆
様
も
積
極
的
に
連
携
を
図
っ
て

い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　
東
京
2
0
2
0
大
会
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、国
の「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま

ち
づ
く
り
」の
取
組
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
。

　
ご
興
味
あ
る
自
治
体
、ス
ポ
ー
ツ
団
体
、関

係
団
体
の
皆
様
か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。一
緒
に
取
組
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

以
降
を
振
り
返
る
と
、地
域
振
興
施
策
と
し

て
主
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
が「
ス
ポ
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
」で
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
取
り
組
む
べ
き
基
本
的
方

針
を
定
め
た「
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

に
お
い
て
も
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
振

興
の
具
体
的
施
策
と
し
て「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
」の
推
進
が
メ
イ
ン
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
合
宿
・
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の

参
加
や
観
戦
、地
域
資
源
と
ス
ポ
ー
ツ
が
融

合
し
た
観
光
を
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
、地
方
誘
客
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
、

幅
広
い
関
連
産
業
の
活
性
化
や
関
連
消
費
の

拡
大
等
、地
域
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　
実
際
に
、
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
や
東
京

2
0
2
0
大
会
等
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

開
催
に
加
え
、政
府
の
観
光
立
国
の
推
進
に

伴
い
、体
験
型
観
光
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
大
き
な
注
目
を
集
め
、そ
の
需
要

を
拡
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、大
き
な
経
済
効

果
や
社
会
的
効
果
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、主
に
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ

磨
き
上
げ
の
た
め
の
モ
デ
ル
事
業（
実
証
）

や
、国
内
外
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン（
認
知
度
向
上
）、関
連
団
体
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化（
土
台
作
り
）な
ど
に
取
り
組

み
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
方
誘
客
の
一
翼

を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
一
つ
例
を
あ
げ
る
と
、2
0
1
8
年
に
ス

ポ
ー
ツ
庁
が
重
点
テ
ー
マ
に
設
定
し
た「
武

道
ツ
ー
リ
ズ
ム
」の
取
組
が
あ
り
ま
す
。

　「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
」は
、武
道
発
祥
の
地

で
あ
る
日
本
で
し
か
体
験
で
き
な
い
ス
ポ
ー

ツ
と
文
化（
伝
統
文
化
・
精
神
文
化
）が
融
合

し
た
希
少
性
の
高
い
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
拡
大
の
み
な
ら
ず
、武
道

の
国
際
的
認
知
の
向
上
や
国
内
外
へ
の
普

及
・
発
信
を
目
的
に
、国
と
し
て
は
ス
ポ
ー
ツ

庁
が
初
め
て
取
組
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
初
年
度
の
2
0
1
8
年
度
、ま
ず
手
を
付

け
た
の
が
動
画
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。国
内
外
の
認
知
度
向

上
と
と
も
に
、属
性
情
報（
国
・
年
齢
等
）ご
と

の
ニ
ー
ズ
把
握
、国
内
関
係
者
へ
の
普
及
・
啓

発
を
狙
っ
て
実
施
し
、武
道
の
根
幹
で
あ
る

心
技
体
を
神
秘
的
な
音
楽
と
と
も
に
表
現

し
、海
外
か
ら
も
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し

た
。と
同
時
に
、実
際
に
体
験
で
き
る
コ
ン
テ

ン
ツ
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　
2
0
1
9
年
度
に
は
、武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
基
本
的
な
取
組
方
針
の
策
定
を
目
的
に

「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
研

究
会
」を
開
催
し
ま
し

た
。

　
初
め
て
幅
広
い
武

道
・
観
光
関
係
者
が
一

堂
に
会
し
様
々
な
議
論

が
行
わ
れ
、受
入
側
の

整
備
が
何
よ
り
も
急
務

で
あ
る
と
の
意
見
が
多

く
な
さ
れ
ま
し
た
。年

度
末
に
は「
武
道
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
方
針
」が

策
定
さ
れ
、そ
の
後
の

武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

の
指
針
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
2
0
2
0
年
度
に
な

る
と
、高
付
加
価
値
コ

ン
テ
ン
ツ
を
生
み
出
す

た
め
の
地
域
別
モ
デ
ル

事
業（
体
験
機
会
の
創

サ
イ
ト
の
構
築
な
ど
、次
々
と
新
た
な
取
組

を
展
開
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
全
国
推

進
組
織
で
あ
る（
一
社
）日
本
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
機
構（
J
S
T
A
）の
中
に
、

「
J
S
T
A
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
部
会
」が

創
設
さ
れ
、国
と
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り

と
は
？

　「
ス
ポ
ー
ツ
」と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
時
、

多
く
の
国
民
が
想
像
す
る
の
は
、オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
国
際
競
技
大
会

な
ど
の
競
技
振
興
、ス
ポ
ー
ツ「
の
」振
興
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
実
際
に
、東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会（
以
下「
東
京

2
0
2
0
大
会
」と
い
う
。）で
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
以
下「
新
型
コ
ロ
ナ
」

と
い
う
。）の
拡
大
に
よ
り
多
く
の
会
場
が
無

観
客
開
催
と
な
っ
た
も
の
の
、限
界
に
挑
む

選
手
た
ち
の
姿
、笑
顔
や
涙
、そ
こ
か
ら
発
せ

ら
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
り
、世
界
中
を
感

動
の
渦
に
包
み
ま
し
た
。

　
一
方
、ス
ポ
ー
ツ
に
は
、こ
う
し
た
ス
ポ
ー

ツ「
の
」振
興
と
い
う
側
面
に
加
え
、他
の
目

的
の
実
現
の
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
す

る
、ス
ポ
ー
ツ「
に
よ
る
」振
興
と
い
う
側
面

も
あ
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、競
技
と
し
て
の
ス
ポ

ー
ツ
だ
け
で
な
く
、体
を
動
か
す
日
常
的
な

身
体
活
動
全
般
を
広
く
ス
ポ
ー
ツ
と
捉
え
る

こ
と
が
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。例
え
ば
、散

歩
や
草
刈
り
、防
災
訓
練
、ゴ
ミ
拾
い
、雪
下

ろ
し
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
身
体
活
動
を
、ス
ポ
ー

ツ
と
捉
え
て
い
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を「
す
る
」「
み
る
」「
支
え
る
」と

い
っ
た
形
で
そ
れ
自
体
を
楽
し
む
だ
け
で
な

く
、地
域
の
少
子
高
齢
化
、地
域
住
民
の
健
康

増
進
、地
域
の
過
疎
化
、地
域
経
済
の
衰
退
と

い
っ
た
、今
多
く
の
地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
課
題
を
解
決
に
導
く
ツ
ー
ル
と
し

て
活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
が
、「
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
」で

す
。

　
地
方
を
中
心
と
し
た
人
口
減
少
、経
済
衰

退
が
言
わ
れ
る
中
、「
地
方
創
生
」は
ス
ポ
ー

ツ
庁
だ
け
で
な
く
政
府
全
体
の
国
家
的
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
庁
と
し
て
も
、

ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
素
晴
ら
し
い
ツ
ー
ル
を
積

極
的
に
活
用
し
て
、全
国
各
地
で
の「
地
方
創

生
」の
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
取
組
…
❶

メ
イ
ン
は

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
ま
ず
、こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
取
組

を
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
庁
が
創
設
さ
れ
た
2
0
1
5
年

出
）、こ
れ
ま
で
に
存
在
し
な
か
っ
た
武
道

施
設
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化（
見
え
る
化
）、外

国
人
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め
の
海
外
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
、事
業
者
向
け
ベ
ー
シ

ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム（
空
手
ツ
ー
リ
ズ
ム
用
の

動
画
及
び
テ
キ
ス
ト
）の
策
定
、疑
似
体
験

（
V
R
）コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
、特
設
W
E
B

の
は
、従
来
の
ス
ポ
ー
ツ
部
局
、観
光
部
局
、

健
康
福
祉
部
局
等
が
タ
テ
割
り
の
既
存
の
枠

の
中
で
行
っ
て
き
た
取
組
を
、地
方
創
生
・
ま

ち
づ
く
り
と
い
う
観
点
か
ら
ヨ
コ
串
を
入
れ

る
こ
と
が
重
要
だ
か
ら
で
す
。

「スポーツによる地方創生・まちづくりに向けた取組」1
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鯛
生
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の「
不
屈
の
ラ
イ
オ
ン
像
」の
前
で

（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ
ン
プ
）

ま
ず
、高
齢
者
は
ス
キ
ル
を
生
か
し
て
応
援

手
旗
の
手
作
り
。持
ち
手
は
、地
元
の
竹
を
切

り
出
し
、椎
茸
栽
培
を
し
て
い
る
協
力
者
宅

の
乾
燥
小
屋
で
仕
上
げ
。紙
の
貼
り
付
け
は
、

子
ど
も
達
と
と
も
に
行
っ
た
。

　
ま
た
、女
性
た
ち
の
尽
力
も
大
き
か
っ
た
。

「
中
津
江
村
の
思
い
出
を
持
っ
て
帰
っ
て
ほ

し
い
」「
練
習
で
疲
れ
る
選
手
た
ち
の
癒
し
に

な
る
よ
う
に
」と
、様
々
な
品
物
を
手
作
り
し

た
。歓
迎
や
激
励
の
気
持
ち
を
表
す
言
葉
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
コ
ー
ス
タ
ー
や
タ
ペ
ス
ト
リ

ー
を
は
じ
め
、中
津
江
の
四
季
か
ら
着
想
を

得
た
絵
手
紙
を
子
供
た
ち
と
一
緒
に
作
成

し
、選
手
た
ち
の
部
屋
に
備
え
た
。さ
ら
に
、

幹
線
道
路
の
清
掃
活
動
や
、国
旗
の
色
を
参

考
に
花
苗
を
植
栽
す
る
な
ど
し
て
歓
迎
。合

宿
中
は
、使
用
済
み
の
練
習
着
等
を
仕
分
け

る
作
業
ま
で
毎
日
担
っ
た
。

　
ま
た
、林
業
関
係
者
や
村
の
青
年
団
も
仕

事
の
合
間
を
縫
っ
て
、チ
ー
ム
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る「
不
屈
の
ラ
イ
オ
ン
」を
模
し
た
特
大

看
板
等
を
そ
れ
ぞ
れ
作
り
上
げ
、歓
迎
の
気

持
ち
を
表
現
し
た
。

　
小
・
中
学
校
で
は
、同
国
の
文
化
を
理
解
す

る
一
環
と
し
て
、村
の
国
際
交
流
員
の
指
導

の
も
と
公
用
語
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん

だ
ほ
か
、現
地
の
郷
土
料
理
を
給
食
で
食
し

た
。ま
た
、千
羽
鶴
を
折
っ
て
選
手
団
の
健
闘

を
祈
っ
た
。さ
ら
に
、選
手
団
を
迎
え
て
の
壮

行
会
で
は
、小
学
生
で
結
成
し
て
い
た
踊
り

隊
が
、練
習
を
重
ね
た
花
笠
音
頭
を
披
露
。選

手
た
ち
が
子
供
た
ち
の
輪
に
入
っ
て
一
緒
に

踊
り
出
す
と
い
う
嬉
し
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
起

こ
っ
た
。ま
た
、中
学
生
の
音
楽
部
に
よ
る
カ

メ
ル
ー
ン
国
歌
演
奏
の
際
は
、選
手
た
ち
は

一
斉
に
起
立
し
、演
奏
に
合
わ
せ
て
国
歌
を

斉
唱
し
た
。

　
そ
し
て
保
育
園
児
は
、選
手
団
と
高
校
生

の
交
流
試
合
に
お
い
て
、カ
メ
ル
ー
ン
選
手

た
ち
と
手
を
つ
な
ぎ
、エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ

と
し
て
入
場
。選
手
た
ち
は
、園
児
た
ち
を
膝

に
乗
せ
て
試
合
を
見
せ
る
な
ど
、楽
し
そ
う

に
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
っ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、住
民
た
ち
が
世
代
や
立
場

を
超
え
て
互
い
に
協
力
し
、そ
れ
ぞ
れ
に
出

来
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
。た
だ
、こ
れ
ら
の

お
も
て
な
し
の
数
々
は
、キ
ャ
ン
プ
受
け
入

れ
の
た
め
に
特
別
に
行
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、地
域
で
日
頃
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
原
点
で
あ
っ
た
。例
え
ば
、地
区
に
伝
わ

る
伝
統
行
事
の
継
承
、公
道
の
草
刈
り
。こ
れ

ら
は
、地
区
住
民
が
力
を
合
わ
せ
て
行
っ
て

き
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、日
常
生
活
の
中
で

培
わ
れ
て
い
た
住
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
共
に
助
け
合
う
活
動
の
延
長
に
、中

津
江
流
の
お
も
て
な
し
が
あ
っ
た
。こ
の
た

め
、キ
ャ
ン
プ
や
交
流
の
成
功
の
大
き
な
鍵

は
、住
民
が
平
素
か
ら
培
っ
て
き
た「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
力（
り
ょ
く
）」に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

暮
ら
し
の
再
評
価
と

そ
の
効
果

　
住
民
の
熱
意
を
持
続
で
き
た
の
は
、小
さ

な
成
功
体
験
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
た
こ
と
も

大
き
い
。住
民
が
日
ご
ろ
当
り
前
に
行
っ
て

き
く
寄
与
し
た
。

　
し
か
し
、最
も
大
き
な
効
果
は
、活
動
の
小

さ
な
ス
テ
ッ
プ
を
積
み
重
ね
る
ご
と
に
、住

民
が
中
津
江
村
の
交
流
の
あ
り
方
に
自
信
を

深
め
、誇
り
を
感
じ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
が
キ
ャ
ン
プ
誘
致
の
最
大
の
レ
ガ
シ
ー

で
あ
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
打
開
の

一
助
に

　
キ
ャ
ン
プ
誘
致
の
目
的
に
は
、村
の
知
名

度
を
上
げ
る
こ
と
の
ほ
か
に
、老
朽
化
し
つ

つ
あ
っ
た
施
設
の
大
規
模
な
改
修
も
含
ま
れ

て
い
た
こ
と
も
事
実
だ
。

　
村
が
誘
致
先
の
施
設
に
考
え
て
い
た
の
が

「
鯛
生
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」（
以
下「
ス
ポ
セ

ン
」）だ
っ
た
。こ
の
施
設
は
、県
内
外
の
中
高

生
等
が
ス
ポ
ー
ツ
や
学
習
の
た
め
に
利
用
す

る
合
宿
施
設
と
し
て
、村
が
1
9
9
0
年
に

建
設
し
た
。営
業
先
で
は
村
営
施
設
と
い
う

だ
け
で
、設
備
の
内
容
を
見
て
も
ら
う
ま
で

も
な
く
、利
用
検
討
の
対
象
外
と
な
る
こ
と

も
多
く
、施
設
の
経
営
も
非
常
に
厳
し
い
状

況
だ
っ
た
。ま
た
、施
設
は
大
規
模
な
施
設
改

修
を
は
じ
め
、グ
ラ
ウ
ン
ド
の
再
整
備
や
機

器
設
備
の
更
新
を
迫
ら
れ
る
こ
と
も
憂
慮
さ

れ
る
状
況
に
あ
っ
た
。

　
財
政
状
況
が
厳
し
か
っ
た
村
は
、「
Ｗ
杯
の

公
認
キ
ャ
ン
プ
地
」と
い
う
肩
書
を
得
る
こ

と
で
、こ
の
よ
う
な
問
題
も
解
決
し
、施
設
を

中
長
期
的
に
維
持
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

世
界
で
活
躍
す
る
選
手
た
ち
が
練
習
し
た
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
擁
す
る
施
設
と
な
れ
ば
、そ
の

知
名
度
で
多
く
の
集
客
が
見
込
め
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
が
あ
っ
た
。

〝
誰
も
知
ら
な
い
〞

カ
メ
ル
ー
ン

　
当
時
、W
杯
の
キ
ャ
ン
プ
地
に
立
候
補
し

た
所
は
全
国
で
84
地
区
あ
り
、大
分
県
内
で

は
当
村
を
含
む
4
地
区
が
立
候
補
し
て
い

た
。当
村
も
、当
時
の
坂
本
休
村
長
が
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
と
し
て
精
力
的
に
訪
問
し
、こ
れ

ら
の
努
力
の
結
果
、2
0
0
1
年
11
月
、遂
に

中
津
江
村
は
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
の
サ
ッ
カ

ー
代
表
チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
と
し

て
、Ｗ
杯
日
本
組
織
委
員
会
か
ら
正
式
に
公

認
さ
れ
、調
印
を
交
わ
し
た
。

　
し
か
し
、村
は
こ
こ
で
大
き
な
壁
に
突
き

当
た
る
。

　
議
員
や
職
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、住
民

の
多
く
が「
Ｗ
杯
」と
い
う
言
葉
も
聞
き
慣
れ

ず
、「
カ
メ
ル
ー
ン
」と
い
う
国
の
位
置
す
ら

よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。ま
た
、念
願
だ

っ
た
施
設
改
修
の
目
途
が
立
っ
た
も
の
の
、

〝
一
流
選
手
〞の
合
宿
に
応
え
得
る
施
設
と
は

ど
の
よ
う
な
施
設
な
の
か
、誰
に
も
見
当
が

つ
か
な
か
っ
た
。

　
村
に
前
例
も
な
く
、参
考
に
で
き
る
同
規

模
の
他
町
村
の
例
は
皆
無
に
近
い
。だ
か
ら

と
い
っ
て
事
業
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
き
る
広

告
代
理
店
等
に
業
務
委
託
す
る
こ
と
は
財
政

的
に
余
裕
の
な
い
村
に
は
不
可
能
だ
っ
た
。

こ
の
と
き
、村
に
残
さ
れ
て
い
た
貴
重
な
資

源
。そ
れ
は
、住
民
と
い
う「
人
」だ
っ
た
。

　
ま
た
、こ
の
前
代
未
聞
の
取
組
み
を
、マ
ス

コ
ミ
は「
小
さ
な
村
の
大
き
な
挑
戦
」と
題
し

て
報
道
し
た
の
だ
っ
た
。そ
し
て
、日
を
追
う

ご
と
に
マ
ス
コ
ミ
の
数
は
増
え
続
け
、最
終

的
に
は
選
手
団
の「
遅
刻
騒
動
」が
拍
車
を
掛

け
、
日
本
中
、
そ
し
て
世
界
中
で

「
N
A
K
A
T
S
U
E
‐
M
U
R
A
」が
連
日

報
道
さ
れ
続
け
る
こ
と
は
、こ
の
と
き
誰
も

予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。

住
民
が
主
役
と
な
り
、

行
政
が
伴
走
す
る

　
そ
う
し
て
決
ま
っ
た
事
前
キ
ャ
ン
プ
。村

は
各
方
面
の
協
力
を
得
な
が
ら
、受
け
入
れ

態
勢
を
整
え
た
。関
係
機
関
と
の
連
携
や
人

的
支
援
の
調
整
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、と
り

わ
け
村
が
重
き
を
置
い
た
の
は
、住
民
の
協

力
を
得
る
こ
と
、住
民
に
主
体
性
を
発
揮
し

て
も
ら
う
こ
と
だ
っ
た
。そ
こ
か
ら
、住
民
目

線
に
よ
る「
中
津
江
村
に
で
き
る
こ
と
」の
模

索
が
始
ま
っ
た
。

　「
選
手
た
ち
に
中
津
江
村
で
快
適
に
試
合

の
準
備
を
し
て
も
ら
う
こ
と
」を
行
政
と
住

民
の
共
通
目
標
と
し
て
、住
民
に
自
由
な
提

案
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、年
齢
を
問
わ
ず
様
々

な
ア
イ
デ
ア
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
村
が
採
っ
た
手
法
は「
住
民
の
マ
ン
パ
ワ

ー
を
生
か
し
、村
職
員
が
そ
れ
を
支
援
し
伴

走
す
る
」。そ
う
す
る
こ
と
で
、住
民
の
活
動

意
欲
が
増
し
、各
方
面
で
の
取
組
み
が
相
乗

的
に
効
果
を
上
げ
る
結
果
と
な
っ
た
。

成
功
の
鍵
は

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
」

　
村
は
住
民
の
提
案
を
調
整
し
な
が
ら
、

様
々
な
取
組
み
を
実
行
し
て
い
っ
た
。

合
う
な
ど
、カ
メ
ル
ー
ン
選
手
団
は
ま
じ
め

で
あ
り
、非
常
に
友
好
的
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、当
初
は
Ｗ
杯
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
で

使
用
し
た
ス
ポ
セ
ン
を
練
習
会
場
、宿
舎
の

メ
イ
ン
と
し
て
考
え
て
い
た
が
、団
体
競
技

種
目
が
な
く
な
り
、練
習
会
場
も
分
散
さ
れ

る
た
め
、ス
ポ
セ
ン
の
使
用
を
断
念
し
た
。

　
加
え
て
、折
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
、選
手
団
が
中
津
江
を
訪
問
す
る
こ
と

は
困
難
と
思
わ
れ
た
。し
か
し
な
が
ら
、選
手

団
の
意
向
も
あ
っ
て
、感
染
症
対
策
を
万
全

に
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、Ｗ
杯
で
合
宿
の
地

と
な
っ
た
ス
ポ
セ
ン
を
訪
れ
る
こ
と
が
実
現

し
た
。

　
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、住
民
と
選
手
団

の
直
接
的
な
交
流
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、

中
津
江
の
住
民
は
何
ら
か
の
お
も
て
な
し
が

で
き
な
い
も
の
か
地
域
で
模
索
し
た
。そ
こ

で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
住
民
自

治
組
織 

中
津
江
振
興
協
議
会（
以
下
、愛
称

「
中
津
江
む
ら
づ
く
り
役
場
」）で
あ
っ
た
。こ

の
組
織
は
、人
口
減
少
が
著
し
い
中
津
江
で
、

住
民
が
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
同
地
に
住
み

続
け
ら
れ
る
よ
う
、2
0
1
8
年
に
発
足
し

た
団
体
で
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
の
核
と

な
っ
て
い
る
団
体
で
あ
り
、こ
こ
を
中
心
に

検
討
し
た
結
果
、住
民
た
ち
で
応
援
グ
ッ
ズ

を
手
作
り
し
て
贈
呈
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。女
性
た
ち
を
中
心
に
手
作
り
さ
れ
た
の

は
、2
0
0
2
年
に
サ
ッ
カ
ー
の
選
手
団
に

も
大
変
好
評
を
得
た
コ
ー
ス
タ
ー
で
、こ
の

時
も
再
び
応
援
の
気
持
ち
を
表
す
言
葉
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
。ま
た
、練
習
着
入
れ
な
ど
に
し

て
も
ら
お
う
と
、片
側
に
日
本
特
有
の
和
柄

を
、も
う
片
側
に
は
カ
メ
ル
ー
ン
国
旗
の
色

を
あ
し
ら
っ
た
手
提
げ
バ
ッ
グ
も
制
作
し
、

同
国
と
中
津
江
村
の
一
体
感
を
表
現
し
た
。

ま
た
、両
国
の
国
旗
を
模
し
た
ミ
ニ
ワ
ッ
ペ

ン
も
手
作
り
し
て
バ
ッ
グ
に
取
り
付
け
た
。

　
さ
ら
に
、住
民
有
志
に
よ
っ
て
、勝
負
の
縁

起
を
担
ぐ
ダ
ル
マ
な
ど
を
折
り
紙
で
折
っ
て

も
ら
い
、励
ま
し
の
言
葉
と
と
も
に
色
紙
に

貼
り
付
け
装
飾
し
た
。そ
し
て
、保
育
園
児
が

カ
ラ
フ
ル
な
絵
の
具
を
使
っ
て
、前
述
の
色

紙
に
手
形
を
押
し
て
応
援
に
参
加
し
た
。

　
小
・
中
学
生
も
、同
国
の
国
旗
に
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
丁
寧
に
寄
せ
書
き
し
た
り
、同
国

の
郷
土
料
理
を
給
食
で
食
し
、カ
メ
ル
ー
ン

の
文
化
に
対
し
て
理
解
を
深
め
た
り
し
た
。

　
グ
ッ
ズ
作
り
で
は
、多
く
の
住
民
が
か
つ

て
の「
お
も
て
な
し
」を
す
ぐ
に
思
い
返
し
て

く
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。こ
の
た
め
、短
時
間
で

の
手
作
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
、非
常
に
丁
寧

で
心
の
こ
も
っ
た
応
援
グ
ッ
ズ
が
出
来
上
が

っ
た
。

　
選
手
に
直
接
渡
す
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、作
業
す
る
住
民
の
様
子
を
撮
影
し
た

数
々
の
写
真
を
贈
呈
コ
ー
ナ
ー
に
設
置
す
る

な
ど
し
て
、住
民
の
気
持
ち
を
で
き
る
限
り

伝
え
る
こ
と
に
努
め
た
。選
手
団
は
そ
の
写

真
を
代
わ
る
代
わ
る
見
つ
め
て
、贈
呈
さ
れ

た
グ
ッ
ズ
を
手
に
し
て
い
た
。ま
た
、グ
ッ
ズ

作
り
の
様
子
や
住
民
か
ら
の
声
援
は
、選
手

団
を
は
じ
め
、同
国
と
中
津
江
村
、そ
し
て
あ

ら
ゆ
る
人
々
が
世
界
各
地
で
ど
ん
な
時
間
も

自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
、動
画
編
集
さ
れ

て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

中
津
江
村
に
と
っ
て
の

地
域
振
興

　
地
域
振
興
は
、人
と
地
域
に
よ
っ
て
様
々

だ
。一
人
ひ
と
り
が
相
手
を
労
わ
る
小
さ
な

思
い
や
り
も
、な
か
な
か
来
な
い
相
手
を
信

じ
て
待
つ
と
い
う
こ
と
も
、時
に
文
化
の
異

な
る
相
手
や
国
中
の
人
々
の
心
も
動
か
す
立

派
な
地
域
振
興
と
な
る
。中
津
江
村
の
人
々

の
自
宅
に
は
、今
で
も
カ
メ
ル
ー
ン
に
ち
な

ん
だ
応
援
グ
ッ
ズ
が
必
ず
あ
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。特
別
な
こ
と
は
必
要
で
は

な
く
、日
々
の
暮
ら
し
の
再
評
価
や
、別
の
視

点
に
よ
る
新
た
な
価
値
付
け
が
、そ
の
地
域

振
興
に
つ
な
が
る
最
良
の
道
だ
と
い
う
こ
と

を
、今
で
も
続
く
こ
の
カ
メ
ル
ー
ン
と
の
交

流
が
物
語
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、地
域
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
で

あ
る「
人
」「
心
」。こ
れ
か
ら
も
大
事
に
引
き

継
い
で
い
き
た
い
。

友
好
の
軌
跡

　
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
と
中
津
江
村
の
交
流

は
、キ
ャ
ン
プ
受
け
入
れ
決
定
の
翌
年
か
ら

始
ま
っ
た
。

　
ま
ず
、2
0
0
3
年
。当
時
の
坂
本
休
村
長

が
同
国
を
訪
れ
、親
善
を
深
め
た
こ
と
を
皮

切
り
に
、メ
ヨ
メ
サ
ラ
市
と
中
津
江
村
の
友

好
親
善
協
定
を
締
結
し
た
。ま
た
、キ
ャ
ン
プ

誘
致
を
主
導
し
て
き
た
功
労
者
と
し
て
、坂

本
氏
に
同
国
最
高
位
の
シ
ュ
バ
リ
エ
勲
章
が

大
統
領
か
ら
授
与
さ
れ
た
。ま
た
、同
年
に
大

分
市
で
開
催
さ
れ
た
キ
リ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ

ッ
プ
の
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
チ
ー
ム
の
試
合

に
は
、当
時
、人
口
約
1
3
0
0
人
の
中
津
江

村
か
ら
約
4
0
0
人
の
村
民
が
応
援
に
駆
け

付
け
、選
手
に
熱
い
声
援
を
送
っ
た
。そ
の
後

も
、2
0
0
5
年
に
は
、日
本
の
Ｊ
リ
ー
グ
で

も
活
躍
し
、世
界
的
に
著
名
だ
っ
た
同
国
の

パ
ト
リ
ッ
ク
・
エ
ム
ボ
マ
選
手
が
、キ
ャ
ン
プ

地
の
ス
ポ
セ
ン
で
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
し

子
供
た
ち
と
交
流
し
た
。な
お
、同
年
に
中
津

江
村
は
市
町
村
合
併
に
よ
り
日
田
市
に
編
入

合
併
し
て
い
る
。日
田
市
の
一
地
域
と
な
っ

た
中
津
江
村
だ
が
、そ
の
後
も
同
国
と
の
交

流
は
継
続
す
る
。

　
2
0
0
7
年
は
、再
び
大
分
市
で
開
催
さ

れ
た
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
チ
ー
ム
の
試
合
へ

の
応
援
、2
0
0
8
年
は
駐
日
大
使
が
来
村

し
て
記
念
植
樹
の
実
施
。2
0
1
0
年
に
行

わ
れ
た
日
本
代
表
対
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
代

表
の
試
合
は
、村
内
に
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
を
設

置
し
て
村
民
一
丸
と
な
っ
て
応
援
し
た
。こ

の
年
は
、中
津
江
村
の
子
供
た
ち
が
応
援
フ

ラ
ッ
グ
を
作
っ
て
同
国
へ
贈
り
、現
地
の
子

供
た
ち
が
そ
の
フ
ラ
ッ
グ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
書
き
し
た
。こ
れ
を
、駐
日
大
使
が
預
か

り
、再
び
中
津
江
村
の
子
供
た
ち
へ
返
還
す

る
交
流
を
行
っ
た
。2
0
1
2
年
は
キ
ャ
ン

プ
か
ら
10
周
年
を
迎
え
、再
び
駐
日
大
使
が

村
を
訪
れ
記
念
植
樹
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、村
内
に
は
か
つ
て
金
の
採
掘
量
が

「
東
洋
一
」と
も
称
さ
れ
た
鯛
生
金
山
が
あ

り
、そ
の
遺
構
は
1
9
8
3
年
か
ら
観
光
施

設
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。2
0
1
3
年

は
、そ
の
金
山
で
施
設
開
業
30
周
年
を
迎
え

る
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、駐
日
大
使
が
足
を

運
ん
で
く
れ
た
。な
お
、元
村
長
の
坂
本
氏
に

お
い
て
は
、2
0
1
0
年
か
ら
2
0
1
7
年

に
か
け
て
、カ
メ
ル
ー
ン
代
表
チ
ー
ム
が
参

戦
す
る
国
際
試
合
を
応
援
す
る
た
め
に
、同

国
や
大
会
開
催
国
を
合
計
6
回
に
わ
た
っ
て

自
ら
訪
れ
、選
手
団
や
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国

と
の
交
流
に
尽
力
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、駐
日
大
使
館
が
例
年
、東
京
で
行

っ
て
い
た
同
国
の
建
国
祝
賀
会
を
、2
0
1
8

年
に
お
い
て
は
、友
好
の
意
を
改
め
て
表
す
た

め
に
中
津
江
村
で
実
施
し
た
。

　
そ
し
て
、2
0
2
1
年
。東
京
2
0
2
0
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
日
本
で
開
催
さ
れ
た
。そ
の

事
前
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
同
国
が
選
ん
だ
地

は
、中
津
江
村
の
あ
る
日
田
市
で
あ
っ
た
。

東
京
2
0
2
0

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

再
び
の
交
流

　
2
0
1
9
年
8
月
に
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国

か
ら
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
団

の
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
日
田
市
で
行
い
た
い
と

打
診
が
あ
っ
た
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
予
選
が
始

ま
っ
て
い
な
い
中
で
、選
手
団
の
規
模
、競
技

種
目
な
ど
分
か
ら
ず
、さ
ら
に
は
使
用
す
る

練
習
会
場
や
宿
泊
施
設
な
ど
、検
討
す
べ
き

課
題
が
多
く
あ
っ
た
が
、2
0
2
0
年
１
月

に
費
用
負
担
等
を
定
め
た
受
入
協
議
書
の
締

結
、2
0
2
1
年
2
月
に
事
前
キ
ャ
ン
プ
に

関
す
る
協
定
書
を
締
結
し
、事
前
キ
ャ
ン
プ

受
入
れ
の
準
備
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
団
体
競
技
種
目
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
予
選
で

敗
退
し
、す
べ
て
個
人
競
技（
陸
上
、ボ
ク
シ

ン
グ
、ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、柔
道
、レ

ス
リ
ン
グ
、水
泳
、卓
球
）と
な
り
、選
手
12
人

を
含
む
総
勢
26
名
が
7
月
5
日
に
日
田
市
に

到
着
し
た
。今
回
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
、

選
手
は
体
育
館
玄
関
で
脱
い
だ
靴
を
自
ら
揃

え
る
、市
職
員
が
準
備
し
て
い
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
容
器
を
自
ら
並
べ
る
、感
染
症
対
策
と
し

て
行
動
が
制
限
さ
れ
た
中
で
狭
い
宿
泊
施
設

内
で
の
自
主
ト
レ
、陽
気
に
市
職
員
と
触
れ

村
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
は

　「
こ
の
小
さ
な
村
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
は
、こ
れ
ま
で
と
違
う
発
想
が
必
要
だ
。」

　
2
0
0
2
年
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ（
以
下「
Ｗ
杯
」）の
事
前
キ
ャ
ン
プ

地
と
し
て
、中
津
江
村
が
名
乗
り
を
上
げ
る

契
機
と
な
っ
た
の
は
、一
人
の
村
職
員
の
発

案
だ
っ
た
。

　
中
津
江
村
は
、日
田
市
の
南
部
に
位
置
し
、

熊
本
県
と
福
岡
県
に
隣
接
す
る
県
境
の
地
域

だ
。2
0
0
5
年
に
市
町
村
合
併
し
、現
在
は

日
田
市
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。合
併
当
時
、

村
の
人
口
は
1
3
0
0
人
を
超
え
て
い
た

が
、現
在
は
約
7
0
0
人
。地
域
の
大
部
分
を

森
林
が
占
め
、人
々
は
そ
の
中
で
の
ど
か
に

暮
ら
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
遡
る
こ
と
今
か
ら
25
年
前
。

1
9
9
6
年
5
月
、W
杯
の
日
韓
共
同
開
催

が
決
定
し
、ア
ジ
ア
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る

Ｗ
杯
に
、日
本
国
中
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
た
。こ
の
と
き
、村
の
社
会
教
育
施
設
の

所
長
を
務
め
て
い
た
職
員
が
、こ
の
大
き
な

国
際
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
活
用
を
考
え

た
の
が
す
べ
て
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

い
る
こ
と
が
、実
は
価
値
あ
る
取

組
み
で
あ
る
こ
と
。些
細
な
こ
と

と
思
っ
て
い
た
小
さ
な
親
切
は
、

相
手
を
思
い
や
る
大
切
な
行
為

で
あ
る
こ
と
。こ
の「
地
方
ら
し

さ
」、「
中
津
江
ら
し
さ
」を
マ
ス
コ

ミ
と
い
う
第
三
者
は
、価
値
あ
る

も
の
と
前
向
き
に
報
道
し
た
。住

民
た
ち
は
そ
の
報
道
に
驚
き
な

が
ら
も
、そ
れ
ら
の
評
価
に
よ
っ

て
自
身
を
肯
定
し
地
域
へ
の
愛

着
を
強
め
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、全
国
的
な
報
道
に
よ
っ

て
国
内
外
で
中
津
江
村
の
知
名

度
は
大
き
く
上
昇
し
た
。こ
れ
に

よ
り
、村
を
訪
れ
る
観
光
客
数
や

ス
ポ
セ
ン
の
利
用
者
数
が
大
幅

に
増
大
し
、村
の
産
業
振
興
に
大

2

特
集

大
分
県
日
田
市
中
津
江
村

深
め
て
き
た

交
流
が

地
域
の
自
信
と

誇
り
に

2
0
0
2
年
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯

事
前
合
宿
の
誘
致
、

深
ま
る
交
流
、そ
の
歴
史

今
も
続
く
カ
メ
ル
ー
ン
と
の
交
流
。

中
津
江
の
人
々
は
、日
々
の
生
活
の
延
長
線
上
に
手
作
り
で
歓
迎
の
意
を
示
し
て
き
た
。

こ
の
小
さ
な
成
功
体
験
の
積
み
重
ね
が
最
大
の
レ
ガ
シ
ー
と
な
っ
た
。

大
分
県
日
田
市

深めてきた交流が地域の自信と誇りに2
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午前3時に村に到着した代表選手団（Ｗ杯）

選手団を嬉しそうに迎える住民たち（Ｗ杯）

ま
ず
、高
齢
者
は
ス
キ
ル
を
生
か
し
て
応
援

手
旗
の
手
作
り
。持
ち
手
は
、地
元
の
竹
を
切

り
出
し
、椎
茸
栽
培
を
し
て
い
る
協
力
者
宅

の
乾
燥
小
屋
で
仕
上
げ
。紙
の
貼
り
付
け
は
、

子
ど
も
達
と
と
も
に
行
っ
た
。

　
ま
た
、女
性
た
ち
の
尽
力
も
大
き
か
っ
た
。

「
中
津
江
村
の
思
い
出
を
持
っ
て
帰
っ
て
ほ

し
い
」「
練
習
で
疲
れ
る
選
手
た
ち
の
癒
し
に

な
る
よ
う
に
」と
、様
々
な
品
物
を
手
作
り
し

た
。歓
迎
や
激
励
の
気
持
ち
を
表
す
言
葉
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
コ
ー
ス
タ
ー
や
タ
ペ
ス
ト
リ

ー
を
は
じ
め
、中
津
江
の
四
季
か
ら
着
想
を

得
た
絵
手
紙
を
子
供
た
ち
と
一
緒
に
作
成

し
、選
手
た
ち
の
部
屋
に
備
え
た
。さ
ら
に
、

幹
線
道
路
の
清
掃
活
動
や
、国
旗
の
色
を
参

考
に
花
苗
を
植
栽
す
る
な
ど
し
て
歓
迎
。合

宿
中
は
、使
用
済
み
の
練
習
着
等
を
仕
分
け

る
作
業
ま
で
毎
日
担
っ
た
。

　
ま
た
、林
業
関
係
者
や
村
の
青
年
団
も
仕

事
の
合
間
を
縫
っ
て
、チ
ー
ム
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る「
不
屈
の
ラ
イ
オ
ン
」を
模
し
た
特
大

看
板
等
を
そ
れ
ぞ
れ
作
り
上
げ
、歓
迎
の
気

持
ち
を
表
現
し
た
。

　
小
・
中
学
校
で
は
、同
国
の
文
化
を
理
解
す

る
一
環
と
し
て
、村
の
国
際
交
流
員
の
指
導

の
も
と
公
用
語
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん

だ
ほ
か
、現
地
の
郷
土
料
理
を
給
食
で
食
し

た
。ま
た
、千
羽
鶴
を
折
っ
て
選
手
団
の
健
闘

を
祈
っ
た
。さ
ら
に
、選
手
団
を
迎
え
て
の
壮

行
会
で
は
、小
学
生
で
結
成
し
て
い
た
踊
り

隊
が
、練
習
を
重
ね
た
花
笠
音
頭
を
披
露
。選

手
た
ち
が
子
供
た
ち
の
輪
に
入
っ
て
一
緒
に

踊
り
出
す
と
い
う
嬉
し
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
起

こ
っ
た
。ま
た
、中
学
生
の
音
楽
部
に
よ
る
カ

メ
ル
ー
ン
国
歌
演
奏
の
際
は
、選
手
た
ち
は

一
斉
に
起
立
し
、演
奏
に
合
わ
せ
て
国
歌
を

斉
唱
し
た
。

　
そ
し
て
保
育
園
児
は
、選
手
団
と
高
校
生

の
交
流
試
合
に
お
い
て
、カ
メ
ル
ー
ン
選
手

た
ち
と
手
を
つ
な
ぎ
、エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ

と
し
て
入
場
。選
手
た
ち
は
、園
児
た
ち
を
膝

に
乗
せ
て
試
合
を
見
せ
る
な
ど
、楽
し
そ
う

に
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
っ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、住
民
た
ち
が
世
代
や
立
場

を
超
え
て
互
い
に
協
力
し
、そ
れ
ぞ
れ
に
出

来
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
。た
だ
、こ
れ
ら
の

お
も
て
な
し
の
数
々
は
、キ
ャ
ン
プ
受
け
入

れ
の
た
め
に
特
別
に
行
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、地
域
で
日
頃
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
原
点
で
あ
っ
た
。例
え
ば
、地
区
に
伝
わ

る
伝
統
行
事
の
継
承
、公
道
の
草
刈
り
。こ
れ

ら
は
、地
区
住
民
が
力
を
合
わ
せ
て
行
っ
て

き
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、日
常
生
活
の
中
で

培
わ
れ
て
い
た
住
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
共
に
助
け
合
う
活
動
の
延
長
に
、中

津
江
流
の
お
も
て
な
し
が
あ
っ
た
。こ
の
た

め
、キ
ャ
ン
プ
や
交
流
の
成
功
の
大
き
な
鍵

は
、住
民
が
平
素
か
ら
培
っ
て
き
た「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
力（
り
ょ
く
）」に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

暮
ら
し
の
再
評
価
と

そ
の
効
果

　
住
民
の
熱
意
を
持
続
で
き
た
の
は
、小
さ

な
成
功
体
験
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
た
こ
と
も

大
き
い
。住
民
が
日
ご
ろ
当
り
前
に
行
っ
て

き
く
寄
与
し
た
。

　
し
か
し
、最
も
大
き
な
効
果
は
、活
動
の
小

さ
な
ス
テ
ッ
プ
を
積
み
重
ね
る
ご
と
に
、住

民
が
中
津
江
村
の
交
流
の
あ
り
方
に
自
信
を

深
め
、誇
り
を
感
じ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
が
キ
ャ
ン
プ
誘
致
の
最
大
の
レ
ガ
シ
ー

で
あ
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
打
開
の

一
助
に

　
キ
ャ
ン
プ
誘
致
の
目
的
に
は
、村
の
知
名

度
を
上
げ
る
こ
と
の
ほ
か
に
、老
朽
化
し
つ

つ
あ
っ
た
施
設
の
大
規
模
な
改
修
も
含
ま
れ

て
い
た
こ
と
も
事
実
だ
。

　
村
が
誘
致
先
の
施
設
に
考
え
て
い
た
の
が

「
鯛
生
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」（
以
下「
ス
ポ
セ

ン
」）だ
っ
た
。こ
の
施
設
は
、県
内
外
の
中
高

生
等
が
ス
ポ
ー
ツ
や
学
習
の
た
め
に
利
用
す

る
合
宿
施
設
と
し
て
、村
が
1
9
9
0
年
に

建
設
し
た
。営
業
先
で
は
村
営
施
設
と
い
う

だ
け
で
、設
備
の
内
容
を
見
て
も
ら
う
ま
で

も
な
く
、利
用
検
討
の
対
象
外
と
な
る
こ
と

も
多
く
、施
設
の
経
営
も
非
常
に
厳
し
い
状

況
だ
っ
た
。ま
た
、施
設
は
大
規
模
な
施
設
改

修
を
は
じ
め
、グ
ラ
ウ
ン
ド
の
再
整
備
や
機

器
設
備
の
更
新
を
迫
ら
れ
る
こ
と
も
憂
慮
さ

れ
る
状
況
に
あ
っ
た
。

　
財
政
状
況
が
厳
し
か
っ
た
村
は
、「
Ｗ
杯
の

公
認
キ
ャ
ン
プ
地
」と
い
う
肩
書
を
得
る
こ

と
で
、こ
の
よ
う
な
問
題
も
解
決
し
、施
設
を

中
長
期
的
に
維
持
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

世
界
で
活
躍
す
る
選
手
た
ち
が
練
習
し
た
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
擁
す
る
施
設
と
な
れ
ば
、そ
の

知
名
度
で
多
く
の
集
客
が
見
込
め
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
が
あ
っ
た
。

〝
誰
も
知
ら
な
い
〞

カ
メ
ル
ー
ン

　
当
時
、W
杯
の
キ
ャ
ン
プ
地
に
立
候
補
し

た
所
は
全
国
で
84
地
区
あ
り
、大
分
県
内
で

は
当
村
を
含
む
4
地
区
が
立
候
補
し
て
い

た
。当
村
も
、当
時
の
坂
本
休
村
長
が
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
と
し
て
精
力
的
に
訪
問
し
、こ
れ

ら
の
努
力
の
結
果
、2
0
0
1
年
11
月
、遂
に

中
津
江
村
は
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
の
サ
ッ
カ

ー
代
表
チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
と
し

て
、Ｗ
杯
日
本
組
織
委
員
会
か
ら
正
式
に
公

認
さ
れ
、調
印
を
交
わ
し
た
。

　
し
か
し
、村
は
こ
こ
で
大
き
な
壁
に
突
き

当
た
る
。

　
議
員
や
職
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、住
民

の
多
く
が「
Ｗ
杯
」と
い
う
言
葉
も
聞
き
慣
れ

ず
、「
カ
メ
ル
ー
ン
」と
い
う
国
の
位
置
す
ら

よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。ま
た
、念
願
だ

っ
た
施
設
改
修
の
目
途
が
立
っ
た
も
の
の
、

〝
一
流
選
手
〞の
合
宿
に
応
え
得
る
施
設
と
は

ど
の
よ
う
な
施
設
な
の
か
、誰
に
も
見
当
が

つ
か
な
か
っ
た
。

　
村
に
前
例
も
な
く
、参
考
に
で
き
る
同
規

模
の
他
町
村
の
例
は
皆
無
に
近
い
。だ
か
ら

と
い
っ
て
事
業
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
き
る
広

告
代
理
店
等
に
業
務
委
託
す
る
こ
と
は
財
政

的
に
余
裕
の
な
い
村
に
は
不
可
能
だ
っ
た
。

こ
の
と
き
、村
に
残
さ
れ
て
い
た
貴
重
な
資

源
。そ
れ
は
、住
民
と
い
う「
人
」だ
っ
た
。

　
ま
た
、こ
の
前
代
未
聞
の
取
組
み
を
、マ
ス

コ
ミ
は「
小
さ
な
村
の
大
き
な
挑
戦
」と
題
し

て
報
道
し
た
の
だ
っ
た
。そ
し
て
、日
を
追
う

ご
と
に
マ
ス
コ
ミ
の
数
は
増
え
続
け
、最
終

的
に
は
選
手
団
の「
遅
刻
騒
動
」が
拍
車
を
掛

け
、
日
本
中
、
そ
し
て
世
界
中
で

「
N
A
K
A
T
S
U
E
‐
M
U
R
A
」が
連
日

報
道
さ
れ
続
け
る
こ
と
は
、こ
の
と
き
誰
も

予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。

住
民
が
主
役
と
な
り
、

行
政
が
伴
走
す
る

　
そ
う
し
て
決
ま
っ
た
事
前
キ
ャ
ン
プ
。村

は
各
方
面
の
協
力
を
得
な
が
ら
、受
け
入
れ

態
勢
を
整
え
た
。関
係
機
関
と
の
連
携
や
人

的
支
援
の
調
整
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、と
り

わ
け
村
が
重
き
を
置
い
た
の
は
、住
民
の
協

力
を
得
る
こ
と
、住
民
に
主
体
性
を
発
揮
し

て
も
ら
う
こ
と
だ
っ
た
。そ
こ
か
ら
、住
民
目

線
に
よ
る「
中
津
江
村
に
で
き
る
こ
と
」の
模

索
が
始
ま
っ
た
。

　「
選
手
た
ち
に
中
津
江
村
で
快
適
に
試
合

の
準
備
を
し
て
も
ら
う
こ
と
」を
行
政
と
住

民
の
共
通
目
標
と
し
て
、住
民
に
自
由
な
提

案
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、年
齢
を
問
わ
ず
様
々

な
ア
イ
デ
ア
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
村
が
採
っ
た
手
法
は「
住
民
の
マ
ン
パ
ワ

ー
を
生
か
し
、村
職
員
が
そ
れ
を
支
援
し
伴

走
す
る
」。そ
う
す
る
こ
と
で
、住
民
の
活
動

意
欲
が
増
し
、各
方
面
で
の
取
組
み
が
相
乗

的
に
効
果
を
上
げ
る
結
果
と
な
っ
た
。

成
功
の
鍵
は

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
」

　
村
は
住
民
の
提
案
を
調
整
し
な
が
ら
、

様
々
な
取
組
み
を
実
行
し
て
い
っ
た
。

合
う
な
ど
、カ
メ
ル
ー
ン
選
手
団
は
ま
じ
め

で
あ
り
、非
常
に
友
好
的
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、当
初
は
Ｗ
杯
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
で

使
用
し
た
ス
ポ
セ
ン
を
練
習
会
場
、宿
舎
の

メ
イ
ン
と
し
て
考
え
て
い
た
が
、団
体
競
技

種
目
が
な
く
な
り
、練
習
会
場
も
分
散
さ
れ

る
た
め
、ス
ポ
セ
ン
の
使
用
を
断
念
し
た
。

　
加
え
て
、折
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
、選
手
団
が
中
津
江
を
訪
問
す
る
こ
と

は
困
難
と
思
わ
れ
た
。し
か
し
な
が
ら
、選
手

団
の
意
向
も
あ
っ
て
、感
染
症
対
策
を
万
全

に
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、Ｗ
杯
で
合
宿
の
地

と
な
っ
た
ス
ポ
セ
ン
を
訪
れ
る
こ
と
が
実
現

し
た
。

　
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、住
民
と
選
手
団

の
直
接
的
な
交
流
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、

中
津
江
の
住
民
は
何
ら
か
の
お
も
て
な
し
が

で
き
な
い
も
の
か
地
域
で
模
索
し
た
。そ
こ

で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
住
民
自

治
組
織 

中
津
江
振
興
協
議
会（
以
下
、愛
称

「
中
津
江
む
ら
づ
く
り
役
場
」）で
あ
っ
た
。こ

の
組
織
は
、人
口
減
少
が
著
し
い
中
津
江
で
、

住
民
が
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
同
地
に
住
み

続
け
ら
れ
る
よ
う
、2
0
1
8
年
に
発
足
し

た
団
体
で
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
の
核
と

な
っ
て
い
る
団
体
で
あ
り
、こ
こ
を
中
心
に

検
討
し
た
結
果
、住
民
た
ち
で
応
援
グ
ッ
ズ

を
手
作
り
し
て
贈
呈
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。女
性
た
ち
を
中
心
に
手
作
り
さ
れ
た
の

は
、2
0
0
2
年
に
サ
ッ
カ
ー
の
選
手
団
に

も
大
変
好
評
を
得
た
コ
ー
ス
タ
ー
で
、こ
の

時
も
再
び
応
援
の
気
持
ち
を
表
す
言
葉
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
。ま
た
、練
習
着
入
れ
な
ど
に
し

て
も
ら
お
う
と
、片
側
に
日
本
特
有
の
和
柄

を
、も
う
片
側
に
は
カ
メ
ル
ー
ン
国
旗
の
色

を
あ
し
ら
っ
た
手
提
げ
バ
ッ
グ
も
制
作
し
、

同
国
と
中
津
江
村
の
一
体
感
を
表
現
し
た
。

ま
た
、両
国
の
国
旗
を
模
し
た
ミ
ニ
ワ
ッ
ペ

ン
も
手
作
り
し
て
バ
ッ
グ
に
取
り
付
け
た
。

　
さ
ら
に
、住
民
有
志
に
よ
っ
て
、勝
負
の
縁

起
を
担
ぐ
ダ
ル
マ
な
ど
を
折
り
紙
で
折
っ
て

も
ら
い
、励
ま
し
の
言
葉
と
と
も
に
色
紙
に

貼
り
付
け
装
飾
し
た
。そ
し
て
、保
育
園
児
が

カ
ラ
フ
ル
な
絵
の
具
を
使
っ
て
、前
述
の
色

紙
に
手
形
を
押
し
て
応
援
に
参
加
し
た
。

　
小
・
中
学
生
も
、同
国
の
国
旗
に
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
丁
寧
に
寄
せ
書
き
し
た
り
、同
国

の
郷
土
料
理
を
給
食
で
食
し
、カ
メ
ル
ー
ン

の
文
化
に
対
し
て
理
解
を
深
め
た
り
し
た
。

　
グ
ッ
ズ
作
り
で
は
、多
く
の
住
民
が
か
つ

て
の「
お
も
て
な
し
」を
す
ぐ
に
思
い
返
し
て

く
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。こ
の
た
め
、短
時
間
で

の
手
作
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
、非
常
に
丁
寧

で
心
の
こ
も
っ
た
応
援
グ
ッ
ズ
が
出
来
上
が

っ
た
。

　
選
手
に
直
接
渡
す
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、作
業
す
る
住
民
の
様
子
を
撮
影
し
た

数
々
の
写
真
を
贈
呈
コ
ー
ナ
ー
に
設
置
す
る

な
ど
し
て
、住
民
の
気
持
ち
を
で
き
る
限
り

伝
え
る
こ
と
に
努
め
た
。選
手
団
は
そ
の
写

真
を
代
わ
る
代
わ
る
見
つ
め
て
、贈
呈
さ
れ

た
グ
ッ
ズ
を
手
に
し
て
い
た
。ま
た
、グ
ッ
ズ

作
り
の
様
子
や
住
民
か
ら
の
声
援
は
、選
手

団
を
は
じ
め
、同
国
と
中
津
江
村
、そ
し
て
あ

ら
ゆ
る
人
々
が
世
界
各
地
で
ど
ん
な
時
間
も

自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
、動
画
編
集
さ
れ

て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

中
津
江
村
に
と
っ
て
の

地
域
振
興

　
地
域
振
興
は
、人
と
地
域
に
よ
っ
て
様
々

だ
。一
人
ひ
と
り
が
相
手
を
労
わ
る
小
さ
な

思
い
や
り
も
、な
か
な
か
来
な
い
相
手
を
信

じ
て
待
つ
と
い
う
こ
と
も
、時
に
文
化
の
異

な
る
相
手
や
国
中
の
人
々
の
心
も
動
か
す
立

派
な
地
域
振
興
と
な
る
。中
津
江
村
の
人
々

の
自
宅
に
は
、今
で
も
カ
メ
ル
ー
ン
に
ち
な

ん
だ
応
援
グ
ッ
ズ
が
必
ず
あ
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。特
別
な
こ
と
は
必
要
で
は

な
く
、日
々
の
暮
ら
し
の
再
評
価
や
、別
の
視

点
に
よ
る
新
た
な
価
値
付
け
が
、そ
の
地
域

振
興
に
つ
な
が
る
最
良
の
道
だ
と
い
う
こ
と

を
、今
で
も
続
く
こ
の
カ
メ
ル
ー
ン
と
の
交

流
が
物
語
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、地
域
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
で

あ
る「
人
」「
心
」。こ
れ
か
ら
も
大
事
に
引
き

継
い
で
い
き
た
い
。

友
好
の
軌
跡

　
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
と
中
津
江
村
の
交
流

は
、キ
ャ
ン
プ
受
け
入
れ
決
定
の
翌
年
か
ら

始
ま
っ
た
。

　
ま
ず
、2
0
0
3
年
。当
時
の
坂
本
休
村
長

が
同
国
を
訪
れ
、親
善
を
深
め
た
こ
と
を
皮

切
り
に
、メ
ヨ
メ
サ
ラ
市
と
中
津
江
村
の
友

好
親
善
協
定
を
締
結
し
た
。ま
た
、キ
ャ
ン
プ

誘
致
を
主
導
し
て
き
た
功
労
者
と
し
て
、坂

本
氏
に
同
国
最
高
位
の
シ
ュ
バ
リ
エ
勲
章
が

大
統
領
か
ら
授
与
さ
れ
た
。ま
た
、同
年
に
大

分
市
で
開
催
さ
れ
た
キ
リ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ

ッ
プ
の
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
チ
ー
ム
の
試
合

に
は
、当
時
、人
口
約
1
3
0
0
人
の
中
津
江

村
か
ら
約
4
0
0
人
の
村
民
が
応
援
に
駆
け

付
け
、選
手
に
熱
い
声
援
を
送
っ
た
。そ
の
後

も
、2
0
0
5
年
に
は
、日
本
の
Ｊ
リ
ー
グ
で

も
活
躍
し
、世
界
的
に
著
名
だ
っ
た
同
国
の

パ
ト
リ
ッ
ク
・
エ
ム
ボ
マ
選
手
が
、キ
ャ
ン
プ

地
の
ス
ポ
セ
ン
で
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
し

子
供
た
ち
と
交
流
し
た
。な
お
、同
年
に
中
津

江
村
は
市
町
村
合
併
に
よ
り
日
田
市
に
編
入

合
併
し
て
い
る
。日
田
市
の
一
地
域
と
な
っ

た
中
津
江
村
だ
が
、そ
の
後
も
同
国
と
の
交

流
は
継
続
す
る
。

　
2
0
0
7
年
は
、再
び
大
分
市
で
開
催
さ

れ
た
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
チ
ー
ム
の
試
合
へ

の
応
援
、2
0
0
8
年
は
駐
日
大
使
が
来
村

し
て
記
念
植
樹
の
実
施
。2
0
1
0
年
に
行

わ
れ
た
日
本
代
表
対
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
代

表
の
試
合
は
、村
内
に
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
を
設

置
し
て
村
民
一
丸
と
な
っ
て
応
援
し
た
。こ

の
年
は
、中
津
江
村
の
子
供
た
ち
が
応
援
フ

ラ
ッ
グ
を
作
っ
て
同
国
へ
贈
り
、現
地
の
子

供
た
ち
が
そ
の
フ
ラ
ッ
グ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
書
き
し
た
。こ
れ
を
、駐
日
大
使
が
預
か

り
、再
び
中
津
江
村
の
子
供
た
ち
へ
返
還
す

る
交
流
を
行
っ
た
。2
0
1
2
年
は
キ
ャ
ン

プ
か
ら
10
周
年
を
迎
え
、再
び
駐
日
大
使
が

村
を
訪
れ
記
念
植
樹
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、村
内
に
は
か
つ
て
金
の
採
掘
量
が

「
東
洋
一
」と
も
称
さ
れ
た
鯛
生
金
山
が
あ

り
、そ
の
遺
構
は
1
9
8
3
年
か
ら
観
光
施

設
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。2
0
1
3
年

は
、そ
の
金
山
で
施
設
開
業
30
周
年
を
迎
え

る
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、駐
日
大
使
が
足
を

運
ん
で
く
れ
た
。な
お
、元
村
長
の
坂
本
氏
に

お
い
て
は
、2
0
1
0
年
か
ら
2
0
1
7
年

に
か
け
て
、カ
メ
ル
ー
ン
代
表
チ
ー
ム
が
参

戦
す
る
国
際
試
合
を
応
援
す
る
た
め
に
、同

国
や
大
会
開
催
国
を
合
計
6
回
に
わ
た
っ
て

自
ら
訪
れ
、選
手
団
や
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国

と
の
交
流
に
尽
力
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、駐
日
大
使
館
が
例
年
、東
京
で
行

っ
て
い
た
同
国
の
建
国
祝
賀
会
を
、2
0
1
8

年
に
お
い
て
は
、友
好
の
意
を
改
め
て
表
す
た

め
に
中
津
江
村
で
実
施
し
た
。

　
そ
し
て
、2
0
2
1
年
。東
京
2
0
2
0
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
日
本
で
開
催
さ
れ
た
。そ
の

事
前
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
同
国
が
選
ん
だ
地

は
、中
津
江
村
の
あ
る
日
田
市
で
あ
っ
た
。

東
京
2
0
2
0

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

再
び
の
交
流

　
2
0
1
9
年
8
月
に
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国

か
ら
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
団

の
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
日
田
市
で
行
い
た
い
と

打
診
が
あ
っ
た
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
予
選
が
始

ま
っ
て
い
な
い
中
で
、選
手
団
の
規
模
、競
技

種
目
な
ど
分
か
ら
ず
、さ
ら
に
は
使
用
す
る

練
習
会
場
や
宿
泊
施
設
な
ど
、検
討
す
べ
き

課
題
が
多
く
あ
っ
た
が
、2
0
2
0
年
１
月

に
費
用
負
担
等
を
定
め
た
受
入
協
議
書
の
締

結
、2
0
2
1
年
2
月
に
事
前
キ
ャ
ン
プ
に

関
す
る
協
定
書
を
締
結
し
、事
前
キ
ャ
ン
プ

受
入
れ
の
準
備
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
団
体
競
技
種
目
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
予
選
で

敗
退
し
、す
べ
て
個
人
競
技（
陸
上
、ボ
ク
シ

ン
グ
、ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、柔
道
、レ

ス
リ
ン
グ
、水
泳
、卓
球
）と
な
り
、選
手
12
人

を
含
む
総
勢
26
名
が
7
月
5
日
に
日
田
市
に

到
着
し
た
。今
回
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
、

選
手
は
体
育
館
玄
関
で
脱
い
だ
靴
を
自
ら
揃

え
る
、市
職
員
が
準
備
し
て
い
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
容
器
を
自
ら
並
べ
る
、感
染
症
対
策
と
し

て
行
動
が
制
限
さ
れ
た
中
で
狭
い
宿
泊
施
設

内
で
の
自
主
ト
レ
、陽
気
に
市
職
員
と
触
れ

村
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
は

　「
こ
の
小
さ
な
村
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
は
、こ
れ
ま
で
と
違
う
発
想
が
必
要
だ
。」

　
2
0
0
2
年
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ（
以
下「
Ｗ
杯
」）の
事
前
キ
ャ
ン
プ

地
と
し
て
、中
津
江
村
が
名
乗
り
を
上
げ
る

契
機
と
な
っ
た
の
は
、一
人
の
村
職
員
の
発

案
だ
っ
た
。

　
中
津
江
村
は
、日
田
市
の
南
部
に
位
置
し
、

熊
本
県
と
福
岡
県
に
隣
接
す
る
県
境
の
地
域

だ
。2
0
0
5
年
に
市
町
村
合
併
し
、現
在
は

日
田
市
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。合
併
当
時
、

村
の
人
口
は
1
3
0
0
人
を
超
え
て
い
た

が
、現
在
は
約
7
0
0
人
。地
域
の
大
部
分
を

森
林
が
占
め
、人
々
は
そ
の
中
で
の
ど
か
に

暮
ら
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
遡
る
こ
と
今
か
ら
25
年
前
。

1
9
9
6
年
5
月
、W
杯
の
日
韓
共
同
開
催

が
決
定
し
、ア
ジ
ア
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る

Ｗ
杯
に
、日
本
国
中
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
た
。こ
の
と
き
、村
の
社
会
教
育
施
設
の

所
長
を
務
め
て
い
た
職
員
が
、こ
の
大
き
な

国
際
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
活
用
を
考
え

た
の
が
す
べ
て
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

い
る
こ
と
が
、実
は
価
値
あ
る
取

組
み
で
あ
る
こ
と
。些
細
な
こ
と

と
思
っ
て
い
た
小
さ
な
親
切
は
、

相
手
を
思
い
や
る
大
切
な
行
為

で
あ
る
こ
と
。こ
の「
地
方
ら
し

さ
」、「
中
津
江
ら
し
さ
」を
マ
ス
コ

ミ
と
い
う
第
三
者
は
、価
値
あ
る

も
の
と
前
向
き
に
報
道
し
た
。住

民
た
ち
は
そ
の
報
道
に
驚
き
な

が
ら
も
、そ
れ
ら
の
評
価
に
よ
っ

て
自
身
を
肯
定
し
地
域
へ
の
愛

着
を
強
め
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、全
国
的
な
報
道
に
よ
っ

て
国
内
外
で
中
津
江
村
の
知
名

度
は
大
き
く
上
昇
し
た
。こ
れ
に

よ
り
、村
を
訪
れ
る
観
光
客
数
や

ス
ポ
セ
ン
の
利
用
者
数
が
大
幅

に
増
大
し
、村
の
産
業
振
興
に
大

深めてきた交流が地域の自信と誇りに2

り
ょ
く

10



午前3時に村に到着した代表選手団（Ｗ杯）

選手団を嬉しそうに迎える住民たち（Ｗ杯）

ま
ず
、高
齢
者
は
ス
キ
ル
を
生
か
し
て
応
援

手
旗
の
手
作
り
。持
ち
手
は
、地
元
の
竹
を
切

り
出
し
、椎
茸
栽
培
を
し
て
い
る
協
力
者
宅

の
乾
燥
小
屋
で
仕
上
げ
。紙
の
貼
り
付
け
は
、

子
ど
も
達
と
と
も
に
行
っ
た
。

　
ま
た
、女
性
た
ち
の
尽
力
も
大
き
か
っ
た
。

「
中
津
江
村
の
思
い
出
を
持
っ
て
帰
っ
て
ほ

し
い
」「
練
習
で
疲
れ
る
選
手
た
ち
の
癒
し
に

な
る
よ
う
に
」と
、様
々
な
品
物
を
手
作
り
し

た
。歓
迎
や
激
励
の
気
持
ち
を
表
す
言
葉
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
コ
ー
ス
タ
ー
や
タ
ペ
ス
ト
リ

ー
を
は
じ
め
、中
津
江
の
四
季
か
ら
着
想
を

得
た
絵
手
紙
を
子
供
た
ち
と
一
緒
に
作
成

し
、選
手
た
ち
の
部
屋
に
備
え
た
。さ
ら
に
、

幹
線
道
路
の
清
掃
活
動
や
、国
旗
の
色
を
参

考
に
花
苗
を
植
栽
す
る
な
ど
し
て
歓
迎
。合

宿
中
は
、使
用
済
み
の
練
習
着
等
を
仕
分
け

る
作
業
ま
で
毎
日
担
っ
た
。

　
ま
た
、林
業
関
係
者
や
村
の
青
年
団
も
仕

事
の
合
間
を
縫
っ
て
、チ
ー
ム
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る「
不
屈
の
ラ
イ
オ
ン
」を
模
し
た
特
大

看
板
等
を
そ
れ
ぞ
れ
作
り
上
げ
、歓
迎
の
気

持
ち
を
表
現
し
た
。

　
小
・
中
学
校
で
は
、同
国
の
文
化
を
理
解
す

る
一
環
と
し
て
、村
の
国
際
交
流
員
の
指
導

の
も
と
公
用
語
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん

だ
ほ
か
、現
地
の
郷
土
料
理
を
給
食
で
食
し

た
。ま
た
、千
羽
鶴
を
折
っ
て
選
手
団
の
健
闘

を
祈
っ
た
。さ
ら
に
、選
手
団
を
迎
え
て
の
壮

行
会
で
は
、小
学
生
で
結
成
し
て
い
た
踊
り

隊
が
、練
習
を
重
ね
た
花
笠
音
頭
を
披
露
。選

手
た
ち
が
子
供
た
ち
の
輪
に
入
っ
て
一
緒
に

踊
り
出
す
と
い
う
嬉
し
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
起

こ
っ
た
。ま
た
、中
学
生
の
音
楽
部
に
よ
る
カ

メ
ル
ー
ン
国
歌
演
奏
の
際
は
、選
手
た
ち
は

一
斉
に
起
立
し
、演
奏
に
合
わ
せ
て
国
歌
を

斉
唱
し
た
。

　
そ
し
て
保
育
園
児
は
、選
手
団
と
高
校
生

の
交
流
試
合
に
お
い
て
、カ
メ
ル
ー
ン
選
手

た
ち
と
手
を
つ
な
ぎ
、エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ

と
し
て
入
場
。選
手
た
ち
は
、園
児
た
ち
を
膝

に
乗
せ
て
試
合
を
見
せ
る
な
ど
、楽
し
そ
う

に
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
っ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、住
民
た
ち
が
世
代
や
立
場

を
超
え
て
互
い
に
協
力
し
、そ
れ
ぞ
れ
に
出

来
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
。た
だ
、こ
れ
ら
の

お
も
て
な
し
の
数
々
は
、キ
ャ
ン
プ
受
け
入

れ
の
た
め
に
特
別
に
行
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、地
域
で
日
頃
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
原
点
で
あ
っ
た
。例
え
ば
、地
区
に
伝
わ

る
伝
統
行
事
の
継
承
、公
道
の
草
刈
り
。こ
れ

ら
は
、地
区
住
民
が
力
を
合
わ
せ
て
行
っ
て

き
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、日
常
生
活
の
中
で

培
わ
れ
て
い
た
住
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
共
に
助
け
合
う
活
動
の
延
長
に
、中

津
江
流
の
お
も
て
な
し
が
あ
っ
た
。こ
の
た

め
、キ
ャ
ン
プ
や
交
流
の
成
功
の
大
き
な
鍵

は
、住
民
が
平
素
か
ら
培
っ
て
き
た「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
力（
り
ょ
く
）」に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

暮
ら
し
の
再
評
価
と

そ
の
効
果

　
住
民
の
熱
意
を
持
続
で
き
た
の
は
、小
さ

な
成
功
体
験
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
た
こ
と
も

大
き
い
。住
民
が
日
ご
ろ
当
り
前
に
行
っ
て

き
く
寄
与
し
た
。

　
し
か
し
、最
も
大
き
な
効
果
は
、活
動
の
小

さ
な
ス
テ
ッ
プ
を
積
み
重
ね
る
ご
と
に
、住

民
が
中
津
江
村
の
交
流
の
あ
り
方
に
自
信
を

深
め
、誇
り
を
感
じ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
が
キ
ャ
ン
プ
誘
致
の
最
大
の
レ
ガ
シ
ー

で
あ
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
打
開
の

一
助
に

　
キ
ャ
ン
プ
誘
致
の
目
的
に
は
、村
の
知
名

度
を
上
げ
る
こ
と
の
ほ
か
に
、老
朽
化
し
つ

つ
あ
っ
た
施
設
の
大
規
模
な
改
修
も
含
ま
れ

て
い
た
こ
と
も
事
実
だ
。

　
村
が
誘
致
先
の
施
設
に
考
え
て
い
た
の
が

「
鯛
生
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」（
以
下「
ス
ポ
セ

ン
」）だ
っ
た
。こ
の
施
設
は
、県
内
外
の
中
高

生
等
が
ス
ポ
ー
ツ
や
学
習
の
た
め
に
利
用
す

る
合
宿
施
設
と
し
て
、村
が
1
9
9
0
年
に

建
設
し
た
。営
業
先
で
は
村
営
施
設
と
い
う

だ
け
で
、設
備
の
内
容
を
見
て
も
ら
う
ま
で

も
な
く
、利
用
検
討
の
対
象
外
と
な
る
こ
と

も
多
く
、施
設
の
経
営
も
非
常
に
厳
し
い
状

況
だ
っ
た
。ま
た
、施
設
は
大
規
模
な
施
設
改

修
を
は
じ
め
、グ
ラ
ウ
ン
ド
の
再
整
備
や
機

器
設
備
の
更
新
を
迫
ら
れ
る
こ
と
も
憂
慮
さ

れ
る
状
況
に
あ
っ
た
。

　
財
政
状
況
が
厳
し
か
っ
た
村
は
、「
Ｗ
杯
の

公
認
キ
ャ
ン
プ
地
」と
い
う
肩
書
を
得
る
こ

と
で
、こ
の
よ
う
な
問
題
も
解
決
し
、施
設
を

中
長
期
的
に
維
持
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

世
界
で
活
躍
す
る
選
手
た
ち
が
練
習
し
た
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
擁
す
る
施
設
と
な
れ
ば
、そ
の

知
名
度
で
多
く
の
集
客
が
見
込
め
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
が
あ
っ
た
。

〝
誰
も
知
ら
な
い
〞

カ
メ
ル
ー
ン

　
当
時
、W
杯
の
キ
ャ
ン
プ
地
に
立
候
補
し

た
所
は
全
国
で
84
地
区
あ
り
、大
分
県
内
で

は
当
村
を
含
む
4
地
区
が
立
候
補
し
て
い

た
。当
村
も
、当
時
の
坂
本
休
村
長
が
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
と
し
て
精
力
的
に
訪
問
し
、こ
れ

ら
の
努
力
の
結
果
、2
0
0
1
年
11
月
、遂
に

中
津
江
村
は
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
の
サ
ッ
カ

ー
代
表
チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
と
し

て
、Ｗ
杯
日
本
組
織
委
員
会
か
ら
正
式
に
公

認
さ
れ
、調
印
を
交
わ
し
た
。

　
し
か
し
、村
は
こ
こ
で
大
き
な
壁
に
突
き

当
た
る
。

　
議
員
や
職
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、住
民

の
多
く
が「
Ｗ
杯
」と
い
う
言
葉
も
聞
き
慣
れ

ず
、「
カ
メ
ル
ー
ン
」と
い
う
国
の
位
置
す
ら

よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。ま
た
、念
願
だ

っ
た
施
設
改
修
の
目
途
が
立
っ
た
も
の
の
、

〝
一
流
選
手
〞の
合
宿
に
応
え
得
る
施
設
と
は

ど
の
よ
う
な
施
設
な
の
か
、誰
に
も
見
当
が

つ
か
な
か
っ
た
。

　
村
に
前
例
も
な
く
、参
考
に
で
き
る
同
規

模
の
他
町
村
の
例
は
皆
無
に
近
い
。だ
か
ら

と
い
っ
て
事
業
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
き
る
広

告
代
理
店
等
に
業
務
委
託
す
る
こ
と
は
財
政

的
に
余
裕
の
な
い
村
に
は
不
可
能
だ
っ
た
。

こ
の
と
き
、村
に
残
さ
れ
て
い
た
貴
重
な
資

源
。そ
れ
は
、住
民
と
い
う「
人
」だ
っ
た
。

　
ま
た
、こ
の
前
代
未
聞
の
取
組
み
を
、マ
ス

コ
ミ
は「
小
さ
な
村
の
大
き
な
挑
戦
」と
題
し

て
報
道
し
た
の
だ
っ
た
。そ
し
て
、日
を
追
う

ご
と
に
マ
ス
コ
ミ
の
数
は
増
え
続
け
、最
終

的
に
は
選
手
団
の「
遅
刻
騒
動
」が
拍
車
を
掛

け
、
日
本
中
、
そ
し
て
世
界
中
で

「
N
A
K
A
T
S
U
E
‐
M
U
R
A
」が
連
日

報
道
さ
れ
続
け
る
こ
と
は
、こ
の
と
き
誰
も

予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。

住
民
が
主
役
と
な
り
、

行
政
が
伴
走
す
る

　
そ
う
し
て
決
ま
っ
た
事
前
キ
ャ
ン
プ
。村

は
各
方
面
の
協
力
を
得
な
が
ら
、受
け
入
れ

態
勢
を
整
え
た
。関
係
機
関
と
の
連
携
や
人

的
支
援
の
調
整
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、と
り

わ
け
村
が
重
き
を
置
い
た
の
は
、住
民
の
協

力
を
得
る
こ
と
、住
民
に
主
体
性
を
発
揮
し

て
も
ら
う
こ
と
だ
っ
た
。そ
こ
か
ら
、住
民
目

線
に
よ
る「
中
津
江
村
に
で
き
る
こ
と
」の
模

索
が
始
ま
っ
た
。

　「
選
手
た
ち
に
中
津
江
村
で
快
適
に
試
合

の
準
備
を
し
て
も
ら
う
こ
と
」を
行
政
と
住

民
の
共
通
目
標
と
し
て
、住
民
に
自
由
な
提

案
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、年
齢
を
問
わ
ず
様
々

な
ア
イ
デ
ア
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
村
が
採
っ
た
手
法
は「
住
民
の
マ
ン
パ
ワ

ー
を
生
か
し
、村
職
員
が
そ
れ
を
支
援
し
伴

走
す
る
」。そ
う
す
る
こ
と
で
、住
民
の
活
動

意
欲
が
増
し
、各
方
面
で
の
取
組
み
が
相
乗

的
に
効
果
を
上
げ
る
結
果
と
な
っ
た
。

成
功
の
鍵
は

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
」

　
村
は
住
民
の
提
案
を
調
整
し
な
が
ら
、

様
々
な
取
組
み
を
実
行
し
て
い
っ
た
。

合
う
な
ど
、カ
メ
ル
ー
ン
選
手
団
は
ま
じ
め

で
あ
り
、非
常
に
友
好
的
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、当
初
は
Ｗ
杯
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
で

使
用
し
た
ス
ポ
セ
ン
を
練
習
会
場
、宿
舎
の

メ
イ
ン
と
し
て
考
え
て
い
た
が
、団
体
競
技

種
目
が
な
く
な
り
、練
習
会
場
も
分
散
さ
れ

る
た
め
、ス
ポ
セ
ン
の
使
用
を
断
念
し
た
。

　
加
え
て
、折
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
、選
手
団
が
中
津
江
を
訪
問
す
る
こ
と

は
困
難
と
思
わ
れ
た
。し
か
し
な
が
ら
、選
手

団
の
意
向
も
あ
っ
て
、感
染
症
対
策
を
万
全

に
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、Ｗ
杯
で
合
宿
の
地

と
な
っ
た
ス
ポ
セ
ン
を
訪
れ
る
こ
と
が
実
現

し
た
。

　
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、住
民
と
選
手
団

の
直
接
的
な
交
流
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、

中
津
江
の
住
民
は
何
ら
か
の
お
も
て
な
し
が

で
き
な
い
も
の
か
地
域
で
模
索
し
た
。そ
こ

で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
住
民
自

治
組
織 

中
津
江
振
興
協
議
会（
以
下
、愛
称

「
中
津
江
む
ら
づ
く
り
役
場
」）で
あ
っ
た
。こ

の
組
織
は
、人
口
減
少
が
著
し
い
中
津
江
で
、

住
民
が
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
同
地
に
住
み

続
け
ら
れ
る
よ
う
、2
0
1
8
年
に
発
足
し

た
団
体
で
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
の
核
と

な
っ
て
い
る
団
体
で
あ
り
、こ
こ
を
中
心
に

検
討
し
た
結
果
、住
民
た
ち
で
応
援
グ
ッ
ズ

を
手
作
り
し
て
贈
呈
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。女
性
た
ち
を
中
心
に
手
作
り
さ
れ
た
の

は
、2
0
0
2
年
に
サ
ッ
カ
ー
の
選
手
団
に

も
大
変
好
評
を
得
た
コ
ー
ス
タ
ー
で
、こ
の

時
も
再
び
応
援
の
気
持
ち
を
表
す
言
葉
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
。ま
た
、練
習
着
入
れ
な
ど
に
し

て
も
ら
お
う
と
、片
側
に
日
本
特
有
の
和
柄

を
、も
う
片
側
に
は
カ
メ
ル
ー
ン
国
旗
の
色

を
あ
し
ら
っ
た
手
提
げ
バ
ッ
グ
も
制
作
し
、

同
国
と
中
津
江
村
の
一
体
感
を
表
現
し
た
。

ま
た
、両
国
の
国
旗
を
模
し
た
ミ
ニ
ワ
ッ
ペ

ン
も
手
作
り
し
て
バ
ッ
グ
に
取
り
付
け
た
。

　
さ
ら
に
、住
民
有
志
に
よ
っ
て
、勝
負
の
縁

起
を
担
ぐ
ダ
ル
マ
な
ど
を
折
り
紙
で
折
っ
て

も
ら
い
、励
ま
し
の
言
葉
と
と
も
に
色
紙
に

貼
り
付
け
装
飾
し
た
。そ
し
て
、保
育
園
児
が

カ
ラ
フ
ル
な
絵
の
具
を
使
っ
て
、前
述
の
色

紙
に
手
形
を
押
し
て
応
援
に
参
加
し
た
。

　
小
・
中
学
生
も
、同
国
の
国
旗
に
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
丁
寧
に
寄
せ
書
き
し
た
り
、同
国

の
郷
土
料
理
を
給
食
で
食
し
、カ
メ
ル
ー
ン

の
文
化
に
対
し
て
理
解
を
深
め
た
り
し
た
。

　
グ
ッ
ズ
作
り
で
は
、多
く
の
住
民
が
か
つ

て
の「
お
も
て
な
し
」を
す
ぐ
に
思
い
返
し
て

く
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。こ
の
た
め
、短
時
間
で

の
手
作
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
、非
常
に
丁
寧

で
心
の
こ
も
っ
た
応
援
グ
ッ
ズ
が
出
来
上
が

っ
た
。

　
選
手
に
直
接
渡
す
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、作
業
す
る
住
民
の
様
子
を
撮
影
し
た

数
々
の
写
真
を
贈
呈
コ
ー
ナ
ー
に
設
置
す
る

な
ど
し
て
、住
民
の
気
持
ち
を
で
き
る
限
り

伝
え
る
こ
と
に
努
め
た
。選
手
団
は
そ
の
写

真
を
代
わ
る
代
わ
る
見
つ
め
て
、贈
呈
さ
れ

た
グ
ッ
ズ
を
手
に
し
て
い
た
。ま
た
、グ
ッ
ズ

作
り
の
様
子
や
住
民
か
ら
の
声
援
は
、選
手

団
を
は
じ
め
、同
国
と
中
津
江
村
、そ
し
て
あ

ら
ゆ
る
人
々
が
世
界
各
地
で
ど
ん
な
時
間
も

自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
、動
画
編
集
さ
れ

て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

中
津
江
村
に
と
っ
て
の

地
域
振
興

　
地
域
振
興
は
、人
と
地
域
に
よ
っ
て
様
々

だ
。一
人
ひ
と
り
が
相
手
を
労
わ
る
小
さ
な

思
い
や
り
も
、な
か
な
か
来
な
い
相
手
を
信

じ
て
待
つ
と
い
う
こ
と
も
、時
に
文
化
の
異

な
る
相
手
や
国
中
の
人
々
の
心
も
動
か
す
立

派
な
地
域
振
興
と
な
る
。中
津
江
村
の
人
々

の
自
宅
に
は
、今
で
も
カ
メ
ル
ー
ン
に
ち
な

ん
だ
応
援
グ
ッ
ズ
が
必
ず
あ
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。特
別
な
こ
と
は
必
要
で
は

な
く
、日
々
の
暮
ら
し
の
再
評
価
や
、別
の
視

点
に
よ
る
新
た
な
価
値
付
け
が
、そ
の
地
域

振
興
に
つ
な
が
る
最
良
の
道
だ
と
い
う
こ
と

を
、今
で
も
続
く
こ
の
カ
メ
ル
ー
ン
と
の
交

流
が
物
語
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、地
域
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
で

あ
る「
人
」「
心
」。こ
れ
か
ら
も
大
事
に
引
き

継
い
で
い
き
た
い
。

友
好
の
軌
跡

　
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
と
中
津
江
村
の
交
流

は
、キ
ャ
ン
プ
受
け
入
れ
決
定
の
翌
年
か
ら

始
ま
っ
た
。

　
ま
ず
、2
0
0
3
年
。当
時
の
坂
本
休
村
長

が
同
国
を
訪
れ
、親
善
を
深
め
た
こ
と
を
皮

切
り
に
、メ
ヨ
メ
サ
ラ
市
と
中
津
江
村
の
友

好
親
善
協
定
を
締
結
し
た
。ま
た
、キ
ャ
ン
プ

誘
致
を
主
導
し
て
き
た
功
労
者
と
し
て
、坂

本
氏
に
同
国
最
高
位
の
シ
ュ
バ
リ
エ
勲
章
が

大
統
領
か
ら
授
与
さ
れ
た
。ま
た
、同
年
に
大

分
市
で
開
催
さ
れ
た
キ
リ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ

ッ
プ
の
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
チ
ー
ム
の
試
合

に
は
、当
時
、人
口
約
1
3
0
0
人
の
中
津
江

村
か
ら
約
4
0
0
人
の
村
民
が
応
援
に
駆
け

付
け
、選
手
に
熱
い
声
援
を
送
っ
た
。そ
の
後

も
、2
0
0
5
年
に
は
、日
本
の
Ｊ
リ
ー
グ
で

も
活
躍
し
、世
界
的
に
著
名
だ
っ
た
同
国
の

パ
ト
リ
ッ
ク
・
エ
ム
ボ
マ
選
手
が
、キ
ャ
ン
プ

地
の
ス
ポ
セ
ン
で
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
し

子
供
た
ち
と
交
流
し
た
。な
お
、同
年
に
中
津

江
村
は
市
町
村
合
併
に
よ
り
日
田
市
に
編
入

合
併
し
て
い
る
。日
田
市
の
一
地
域
と
な
っ

た
中
津
江
村
だ
が
、そ
の
後
も
同
国
と
の
交

流
は
継
続
す
る
。

　
2
0
0
7
年
は
、再
び
大
分
市
で
開
催
さ

れ
た
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
チ
ー
ム
の
試
合
へ

の
応
援
、2
0
0
8
年
は
駐
日
大
使
が
来
村

し
て
記
念
植
樹
の
実
施
。2
0
1
0
年
に
行

わ
れ
た
日
本
代
表
対
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
代

表
の
試
合
は
、村
内
に
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
を
設

置
し
て
村
民
一
丸
と
な
っ
て
応
援
し
た
。こ

の
年
は
、中
津
江
村
の
子
供
た
ち
が
応
援
フ

ラ
ッ
グ
を
作
っ
て
同
国
へ
贈
り
、現
地
の
子

供
た
ち
が
そ
の
フ
ラ
ッ
グ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
書
き
し
た
。こ
れ
を
、駐
日
大
使
が
預
か

り
、再
び
中
津
江
村
の
子
供
た
ち
へ
返
還
す

る
交
流
を
行
っ
た
。2
0
1
2
年
は
キ
ャ
ン

プ
か
ら
10
周
年
を
迎
え
、再
び
駐
日
大
使
が

村
を
訪
れ
記
念
植
樹
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、村
内
に
は
か
つ
て
金
の
採
掘
量
が

「
東
洋
一
」と
も
称
さ
れ
た
鯛
生
金
山
が
あ

り
、そ
の
遺
構
は
1
9
8
3
年
か
ら
観
光
施

設
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。2
0
1
3
年

は
、そ
の
金
山
で
施
設
開
業
30
周
年
を
迎
え

る
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、駐
日
大
使
が
足
を

運
ん
で
く
れ
た
。な
お
、元
村
長
の
坂
本
氏
に

お
い
て
は
、2
0
1
0
年
か
ら
2
0
1
7
年

に
か
け
て
、カ
メ
ル
ー
ン
代
表
チ
ー
ム
が
参

戦
す
る
国
際
試
合
を
応
援
す
る
た
め
に
、同

国
や
大
会
開
催
国
を
合
計
6
回
に
わ
た
っ
て

自
ら
訪
れ
、選
手
団
や
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国

と
の
交
流
に
尽
力
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、駐
日
大
使
館
が
例
年
、東
京
で
行

っ
て
い
た
同
国
の
建
国
祝
賀
会
を
、2
0
1
8

年
に
お
い
て
は
、友
好
の
意
を
改
め
て
表
す
た

め
に
中
津
江
村
で
実
施
し
た
。

　
そ
し
て
、2
0
2
1
年
。東
京
2
0
2
0
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
日
本
で
開
催
さ
れ
た
。そ
の

事
前
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
同
国
が
選
ん
だ
地

は
、中
津
江
村
の
あ
る
日
田
市
で
あ
っ
た
。

東
京
2
0
2
0

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

再
び
の
交
流

　
2
0
1
9
年
8
月
に
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国

か
ら
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
団

の
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
日
田
市
で
行
い
た
い
と

打
診
が
あ
っ
た
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
予
選
が
始

ま
っ
て
い
な
い
中
で
、選
手
団
の
規
模
、競
技

種
目
な
ど
分
か
ら
ず
、さ
ら
に
は
使
用
す
る

練
習
会
場
や
宿
泊
施
設
な
ど
、検
討
す
べ
き

課
題
が
多
く
あ
っ
た
が
、2
0
2
0
年
１
月

に
費
用
負
担
等
を
定
め
た
受
入
協
議
書
の
締

結
、2
0
2
1
年
2
月
に
事
前
キ
ャ
ン
プ
に

関
す
る
協
定
書
を
締
結
し
、事
前
キ
ャ
ン
プ

受
入
れ
の
準
備
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
団
体
競
技
種
目
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
予
選
で

敗
退
し
、す
べ
て
個
人
競
技（
陸
上
、ボ
ク
シ

ン
グ
、ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、柔
道
、レ

ス
リ
ン
グ
、水
泳
、卓
球
）と
な
り
、選
手
12
人

を
含
む
総
勢
26
名
が
7
月
5
日
に
日
田
市
に

到
着
し
た
。今
回
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
、

選
手
は
体
育
館
玄
関
で
脱
い
だ
靴
を
自
ら
揃

え
る
、市
職
員
が
準
備
し
て
い
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
容
器
を
自
ら
並
べ
る
、感
染
症
対
策
と
し

て
行
動
が
制
限
さ
れ
た
中
で
狭
い
宿
泊
施
設

内
で
の
自
主
ト
レ
、陽
気
に
市
職
員
と
触
れ

村
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
は

　「
こ
の
小
さ
な
村
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
は
、こ
れ
ま
で
と
違
う
発
想
が
必
要
だ
。」

　
2
0
0
2
年
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ（
以
下「
Ｗ
杯
」）の
事
前
キ
ャ
ン
プ

地
と
し
て
、中
津
江
村
が
名
乗
り
を
上
げ
る

契
機
と
な
っ
た
の
は
、一
人
の
村
職
員
の
発

案
だ
っ
た
。

　
中
津
江
村
は
、日
田
市
の
南
部
に
位
置
し
、

熊
本
県
と
福
岡
県
に
隣
接
す
る
県
境
の
地
域

だ
。2
0
0
5
年
に
市
町
村
合
併
し
、現
在
は

日
田
市
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。合
併
当
時
、

村
の
人
口
は
1
3
0
0
人
を
超
え
て
い
た

が
、現
在
は
約
7
0
0
人
。地
域
の
大
部
分
を

森
林
が
占
め
、人
々
は
そ
の
中
で
の
ど
か
に

暮
ら
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
遡
る
こ
と
今
か
ら
25
年
前
。

1
9
9
6
年
5
月
、W
杯
の
日
韓
共
同
開
催

が
決
定
し
、ア
ジ
ア
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る

Ｗ
杯
に
、日
本
国
中
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
た
。こ
の
と
き
、村
の
社
会
教
育
施
設
の

所
長
を
務
め
て
い
た
職
員
が
、こ
の
大
き
な

国
際
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
活
用
を
考
え

た
の
が
す
べ
て
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

い
る
こ
と
が
、実
は
価
値
あ
る
取

組
み
で
あ
る
こ
と
。些
細
な
こ
と

と
思
っ
て
い
た
小
さ
な
親
切
は
、

相
手
を
思
い
や
る
大
切
な
行
為

で
あ
る
こ
と
。こ
の「
地
方
ら
し

さ
」、「
中
津
江
ら
し
さ
」を
マ
ス
コ

ミ
と
い
う
第
三
者
は
、価
値
あ
る

も
の
と
前
向
き
に
報
道
し
た
。住

民
た
ち
は
そ
の
報
道
に
驚
き
な

が
ら
も
、そ
れ
ら
の
評
価
に
よ
っ

て
自
身
を
肯
定
し
地
域
へ
の
愛

着
を
強
め
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、全
国
的
な
報
道
に
よ
っ

て
国
内
外
で
中
津
江
村
の
知
名

度
は
大
き
く
上
昇
し
た
。こ
れ
に

よ
り
、村
を
訪
れ
る
観
光
客
数
や

ス
ポ
セ
ン
の
利
用
者
数
が
大
幅

に
増
大
し
、村
の
産
業
振
興
に
大

深めてきた交流が地域の自信と誇りに2

り
ょ
く
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選手団を迎える住民たち（オリンピック事前キャンプ）

住民が手作りし選手に渡した品 （々オリンピック事前キャンプ）

ま
ず
、高
齢
者
は
ス
キ
ル
を
生
か
し
て
応
援

手
旗
の
手
作
り
。持
ち
手
は
、地
元
の
竹
を
切

り
出
し
、椎
茸
栽
培
を
し
て
い
る
協
力
者
宅

の
乾
燥
小
屋
で
仕
上
げ
。紙
の
貼
り
付
け
は
、

子
ど
も
達
と
と
も
に
行
っ
た
。

　
ま
た
、女
性
た
ち
の
尽
力
も
大
き
か
っ
た
。

「
中
津
江
村
の
思
い
出
を
持
っ
て
帰
っ
て
ほ

し
い
」「
練
習
で
疲
れ
る
選
手
た
ち
の
癒
し
に

な
る
よ
う
に
」と
、様
々
な
品
物
を
手
作
り
し

た
。歓
迎
や
激
励
の
気
持
ち
を
表
す
言
葉
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
コ
ー
ス
タ
ー
や
タ
ペ
ス
ト
リ

ー
を
は
じ
め
、中
津
江
の
四
季
か
ら
着
想
を

得
た
絵
手
紙
を
子
供
た
ち
と
一
緒
に
作
成

し
、選
手
た
ち
の
部
屋
に
備
え
た
。さ
ら
に
、

幹
線
道
路
の
清
掃
活
動
や
、国
旗
の
色
を
参

考
に
花
苗
を
植
栽
す
る
な
ど
し
て
歓
迎
。合

宿
中
は
、使
用
済
み
の
練
習
着
等
を
仕
分
け

る
作
業
ま
で
毎
日
担
っ
た
。

　
ま
た
、林
業
関
係
者
や
村
の
青
年
団
も
仕

事
の
合
間
を
縫
っ
て
、チ
ー
ム
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る「
不
屈
の
ラ
イ
オ
ン
」を
模
し
た
特
大

看
板
等
を
そ
れ
ぞ
れ
作
り
上
げ
、歓
迎
の
気

持
ち
を
表
現
し
た
。

　
小
・
中
学
校
で
は
、同
国
の
文
化
を
理
解
す

る
一
環
と
し
て
、村
の
国
際
交
流
員
の
指
導

の
も
と
公
用
語
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん

だ
ほ
か
、現
地
の
郷
土
料
理
を
給
食
で
食
し

た
。ま
た
、千
羽
鶴
を
折
っ
て
選
手
団
の
健
闘

を
祈
っ
た
。さ
ら
に
、選
手
団
を
迎
え
て
の
壮

行
会
で
は
、小
学
生
で
結
成
し
て
い
た
踊
り

隊
が
、練
習
を
重
ね
た
花
笠
音
頭
を
披
露
。選

手
た
ち
が
子
供
た
ち
の
輪
に
入
っ
て
一
緒
に

踊
り
出
す
と
い
う
嬉
し
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
起

こ
っ
た
。ま
た
、中
学
生
の
音
楽
部
に
よ
る
カ

メ
ル
ー
ン
国
歌
演
奏
の
際
は
、選
手
た
ち
は

一
斉
に
起
立
し
、演
奏
に
合
わ
せ
て
国
歌
を

斉
唱
し
た
。

　
そ
し
て
保
育
園
児
は
、選
手
団
と
高
校
生

の
交
流
試
合
に
お
い
て
、カ
メ
ル
ー
ン
選
手

た
ち
と
手
を
つ
な
ぎ
、エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ

と
し
て
入
場
。選
手
た
ち
は
、園
児
た
ち
を
膝

に
乗
せ
て
試
合
を
見
せ
る
な
ど
、楽
し
そ
う

に
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
っ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、住
民
た
ち
が
世
代
や
立
場

を
超
え
て
互
い
に
協
力
し
、そ
れ
ぞ
れ
に
出

来
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
。た
だ
、こ
れ
ら
の

お
も
て
な
し
の
数
々
は
、キ
ャ
ン
プ
受
け
入

れ
の
た
め
に
特
別
に
行
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、地
域
で
日
頃
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
原
点
で
あ
っ
た
。例
え
ば
、地
区
に
伝
わ

る
伝
統
行
事
の
継
承
、公
道
の
草
刈
り
。こ
れ

ら
は
、地
区
住
民
が
力
を
合
わ
せ
て
行
っ
て

き
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、日
常
生
活
の
中
で

培
わ
れ
て
い
た
住
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
共
に
助
け
合
う
活
動
の
延
長
に
、中

津
江
流
の
お
も
て
な
し
が
あ
っ
た
。こ
の
た

め
、キ
ャ
ン
プ
や
交
流
の
成
功
の
大
き
な
鍵

は
、住
民
が
平
素
か
ら
培
っ
て
き
た「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
力（
り
ょ
く
）」に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

暮
ら
し
の
再
評
価
と

そ
の
効
果

　
住
民
の
熱
意
を
持
続
で
き
た
の
は
、小
さ

な
成
功
体
験
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
た
こ
と
も

大
き
い
。住
民
が
日
ご
ろ
当
り
前
に
行
っ
て

き
く
寄
与
し
た
。

　
し
か
し
、最
も
大
き
な
効
果
は
、活
動
の
小

さ
な
ス
テ
ッ
プ
を
積
み
重
ね
る
ご
と
に
、住

民
が
中
津
江
村
の
交
流
の
あ
り
方
に
自
信
を

深
め
、誇
り
を
感
じ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
が
キ
ャ
ン
プ
誘
致
の
最
大
の
レ
ガ
シ
ー

で
あ
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
打
開
の

一
助
に

　
キ
ャ
ン
プ
誘
致
の
目
的
に
は
、村
の
知
名

度
を
上
げ
る
こ
と
の
ほ
か
に
、老
朽
化
し
つ

つ
あ
っ
た
施
設
の
大
規
模
な
改
修
も
含
ま
れ

て
い
た
こ
と
も
事
実
だ
。

　
村
が
誘
致
先
の
施
設
に
考
え
て
い
た
の
が

「
鯛
生
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」（
以
下「
ス
ポ
セ

ン
」）だ
っ
た
。こ
の
施
設
は
、県
内
外
の
中
高

生
等
が
ス
ポ
ー
ツ
や
学
習
の
た
め
に
利
用
す

る
合
宿
施
設
と
し
て
、村
が
1
9
9
0
年
に

建
設
し
た
。営
業
先
で
は
村
営
施
設
と
い
う

だ
け
で
、設
備
の
内
容
を
見
て
も
ら
う
ま
で

も
な
く
、利
用
検
討
の
対
象
外
と
な
る
こ
と

も
多
く
、施
設
の
経
営
も
非
常
に
厳
し
い
状

況
だ
っ
た
。ま
た
、施
設
は
大
規
模
な
施
設
改

修
を
は
じ
め
、グ
ラ
ウ
ン
ド
の
再
整
備
や
機

器
設
備
の
更
新
を
迫
ら
れ
る
こ
と
も
憂
慮
さ

れ
る
状
況
に
あ
っ
た
。

　
財
政
状
況
が
厳
し
か
っ
た
村
は
、「
Ｗ
杯
の

公
認
キ
ャ
ン
プ
地
」と
い
う
肩
書
を
得
る
こ

と
で
、こ
の
よ
う
な
問
題
も
解
決
し
、施
設
を

中
長
期
的
に
維
持
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

世
界
で
活
躍
す
る
選
手
た
ち
が
練
習
し
た
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
擁
す
る
施
設
と
な
れ
ば
、そ
の

知
名
度
で
多
く
の
集
客
が
見
込
め
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
が
あ
っ
た
。

〝
誰
も
知
ら
な
い
〞

カ
メ
ル
ー
ン

　
当
時
、W
杯
の
キ
ャ
ン
プ
地
に
立
候
補
し

た
所
は
全
国
で
84
地
区
あ
り
、大
分
県
内
で

は
当
村
を
含
む
4
地
区
が
立
候
補
し
て
い

た
。当
村
も
、当
時
の
坂
本
休
村
長
が
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
と
し
て
精
力
的
に
訪
問
し
、こ
れ

ら
の
努
力
の
結
果
、2
0
0
1
年
11
月
、遂
に

中
津
江
村
は
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
の
サ
ッ
カ

ー
代
表
チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
と
し

て
、Ｗ
杯
日
本
組
織
委
員
会
か
ら
正
式
に
公

認
さ
れ
、調
印
を
交
わ
し
た
。

　
し
か
し
、村
は
こ
こ
で
大
き
な
壁
に
突
き

当
た
る
。

　
議
員
や
職
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、住
民

の
多
く
が「
Ｗ
杯
」と
い
う
言
葉
も
聞
き
慣
れ

ず
、「
カ
メ
ル
ー
ン
」と
い
う
国
の
位
置
す
ら

よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。ま
た
、念
願
だ

っ
た
施
設
改
修
の
目
途
が
立
っ
た
も
の
の
、

〝
一
流
選
手
〞の
合
宿
に
応
え
得
る
施
設
と
は

ど
の
よ
う
な
施
設
な
の
か
、誰
に
も
見
当
が

つ
か
な
か
っ
た
。

　
村
に
前
例
も
な
く
、参
考
に
で
き
る
同
規

模
の
他
町
村
の
例
は
皆
無
に
近
い
。だ
か
ら

と
い
っ
て
事
業
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
き
る
広

告
代
理
店
等
に
業
務
委
託
す
る
こ
と
は
財
政

的
に
余
裕
の
な
い
村
に
は
不
可
能
だ
っ
た
。

こ
の
と
き
、村
に
残
さ
れ
て
い
た
貴
重
な
資

源
。そ
れ
は
、住
民
と
い
う「
人
」だ
っ
た
。

　
ま
た
、こ
の
前
代
未
聞
の
取
組
み
を
、マ
ス

コ
ミ
は「
小
さ
な
村
の
大
き
な
挑
戦
」と
題
し

て
報
道
し
た
の
だ
っ
た
。そ
し
て
、日
を
追
う

ご
と
に
マ
ス
コ
ミ
の
数
は
増
え
続
け
、最
終

的
に
は
選
手
団
の「
遅
刻
騒
動
」が
拍
車
を
掛

け
、
日
本
中
、
そ
し
て
世
界
中
で

「
N
A
K
A
T
S
U
E
‐
M
U
R
A
」が
連
日

報
道
さ
れ
続
け
る
こ
と
は
、こ
の
と
き
誰
も

予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。

住
民
が
主
役
と
な
り
、

行
政
が
伴
走
す
る

　
そ
う
し
て
決
ま
っ
た
事
前
キ
ャ
ン
プ
。村

は
各
方
面
の
協
力
を
得
な
が
ら
、受
け
入
れ

態
勢
を
整
え
た
。関
係
機
関
と
の
連
携
や
人

的
支
援
の
調
整
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、と
り

わ
け
村
が
重
き
を
置
い
た
の
は
、住
民
の
協

力
を
得
る
こ
と
、住
民
に
主
体
性
を
発
揮
し

て
も
ら
う
こ
と
だ
っ
た
。そ
こ
か
ら
、住
民
目

線
に
よ
る「
中
津
江
村
に
で
き
る
こ
と
」の
模

索
が
始
ま
っ
た
。

　「
選
手
た
ち
に
中
津
江
村
で
快
適
に
試
合

の
準
備
を
し
て
も
ら
う
こ
と
」を
行
政
と
住

民
の
共
通
目
標
と
し
て
、住
民
に
自
由
な
提

案
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、年
齢
を
問
わ
ず
様
々

な
ア
イ
デ
ア
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
村
が
採
っ
た
手
法
は「
住
民
の
マ
ン
パ
ワ

ー
を
生
か
し
、村
職
員
が
そ
れ
を
支
援
し
伴

走
す
る
」。そ
う
す
る
こ
と
で
、住
民
の
活
動

意
欲
が
増
し
、各
方
面
で
の
取
組
み
が
相
乗

的
に
効
果
を
上
げ
る
結
果
と
な
っ
た
。

成
功
の
鍵
は

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
」

　
村
は
住
民
の
提
案
を
調
整
し
な
が
ら
、

様
々
な
取
組
み
を
実
行
し
て
い
っ
た
。

合
う
な
ど
、カ
メ
ル
ー
ン
選
手
団
は
ま
じ
め

で
あ
り
、非
常
に
友
好
的
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、当
初
は
Ｗ
杯
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
で

使
用
し
た
ス
ポ
セ
ン
を
練
習
会
場
、宿
舎
の

メ
イ
ン
と
し
て
考
え
て
い
た
が
、団
体
競
技

種
目
が
な
く
な
り
、練
習
会
場
も
分
散
さ
れ

る
た
め
、ス
ポ
セ
ン
の
使
用
を
断
念
し
た
。

　
加
え
て
、折
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
、選
手
団
が
中
津
江
を
訪
問
す
る
こ
と

は
困
難
と
思
わ
れ
た
。し
か
し
な
が
ら
、選
手

団
の
意
向
も
あ
っ
て
、感
染
症
対
策
を
万
全

に
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、Ｗ
杯
で
合
宿
の
地

と
な
っ
た
ス
ポ
セ
ン
を
訪
れ
る
こ
と
が
実
現

し
た
。

　
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、住
民
と
選
手
団

の
直
接
的
な
交
流
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、

中
津
江
の
住
民
は
何
ら
か
の
お
も
て
な
し
が

で
き
な
い
も
の
か
地
域
で
模
索
し
た
。そ
こ

で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
住
民
自

治
組
織 

中
津
江
振
興
協
議
会（
以
下
、愛
称

「
中
津
江
む
ら
づ
く
り
役
場
」）で
あ
っ
た
。こ

の
組
織
は
、人
口
減
少
が
著
し
い
中
津
江
で
、

住
民
が
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
同
地
に
住
み

続
け
ら
れ
る
よ
う
、2
0
1
8
年
に
発
足
し

た
団
体
で
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
の
核
と

な
っ
て
い
る
団
体
で
あ
り
、こ
こ
を
中
心
に

検
討
し
た
結
果
、住
民
た
ち
で
応
援
グ
ッ
ズ

を
手
作
り
し
て
贈
呈
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。女
性
た
ち
を
中
心
に
手
作
り
さ
れ
た
の

は
、2
0
0
2
年
に
サ
ッ
カ
ー
の
選
手
団
に

も
大
変
好
評
を
得
た
コ
ー
ス
タ
ー
で
、こ
の

時
も
再
び
応
援
の
気
持
ち
を
表
す
言
葉
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
。ま
た
、練
習
着
入
れ
な
ど
に
し

て
も
ら
お
う
と
、片
側
に
日
本
特
有
の
和
柄

を
、も
う
片
側
に
は
カ
メ
ル
ー
ン
国
旗
の
色

を
あ
し
ら
っ
た
手
提
げ
バ
ッ
グ
も
制
作
し
、

同
国
と
中
津
江
村
の
一
体
感
を
表
現
し
た
。

ま
た
、両
国
の
国
旗
を
模
し
た
ミ
ニ
ワ
ッ
ペ

ン
も
手
作
り
し
て
バ
ッ
グ
に
取
り
付
け
た
。

　
さ
ら
に
、住
民
有
志
に
よ
っ
て
、勝
負
の
縁

起
を
担
ぐ
ダ
ル
マ
な
ど
を
折
り
紙
で
折
っ
て

も
ら
い
、励
ま
し
の
言
葉
と
と
も
に
色
紙
に

貼
り
付
け
装
飾
し
た
。そ
し
て
、保
育
園
児
が

カ
ラ
フ
ル
な
絵
の
具
を
使
っ
て
、前
述
の
色

紙
に
手
形
を
押
し
て
応
援
に
参
加
し
た
。

　
小
・
中
学
生
も
、同
国
の
国
旗
に
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
丁
寧
に
寄
せ
書
き
し
た
り
、同
国

の
郷
土
料
理
を
給
食
で
食
し
、カ
メ
ル
ー
ン

の
文
化
に
対
し
て
理
解
を
深
め
た
り
し
た
。

　
グ
ッ
ズ
作
り
で
は
、多
く
の
住
民
が
か
つ

て
の「
お
も
て
な
し
」を
す
ぐ
に
思
い
返
し
て

く
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。こ
の
た
め
、短
時
間
で

の
手
作
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
、非
常
に
丁
寧

で
心
の
こ
も
っ
た
応
援
グ
ッ
ズ
が
出
来
上
が

っ
た
。

　
選
手
に
直
接
渡
す
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、作
業
す
る
住
民
の
様
子
を
撮
影
し
た

数
々
の
写
真
を
贈
呈
コ
ー
ナ
ー
に
設
置
す
る

な
ど
し
て
、住
民
の
気
持
ち
を
で
き
る
限
り

伝
え
る
こ
と
に
努
め
た
。選
手
団
は
そ
の
写

真
を
代
わ
る
代
わ
る
見
つ
め
て
、贈
呈
さ
れ

た
グ
ッ
ズ
を
手
に
し
て
い
た
。ま
た
、グ
ッ
ズ

作
り
の
様
子
や
住
民
か
ら
の
声
援
は
、選
手

団
を
は
じ
め
、同
国
と
中
津
江
村
、そ
し
て
あ

ら
ゆ
る
人
々
が
世
界
各
地
で
ど
ん
な
時
間
も

自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
、動
画
編
集
さ
れ

て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

中
津
江
村
に
と
っ
て
の

地
域
振
興

　
地
域
振
興
は
、人
と
地
域
に
よ
っ
て
様
々

だ
。一
人
ひ
と
り
が
相
手
を
労
わ
る
小
さ
な

思
い
や
り
も
、な
か
な
か
来
な
い
相
手
を
信

じ
て
待
つ
と
い
う
こ
と
も
、時
に
文
化
の
異

な
る
相
手
や
国
中
の
人
々
の
心
も
動
か
す
立

派
な
地
域
振
興
と
な
る
。中
津
江
村
の
人
々

の
自
宅
に
は
、今
で
も
カ
メ
ル
ー
ン
に
ち
な

ん
だ
応
援
グ
ッ
ズ
が
必
ず
あ
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。特
別
な
こ
と
は
必
要
で
は

な
く
、日
々
の
暮
ら
し
の
再
評
価
や
、別
の
視

点
に
よ
る
新
た
な
価
値
付
け
が
、そ
の
地
域

振
興
に
つ
な
が
る
最
良
の
道
だ
と
い
う
こ
と

を
、今
で
も
続
く
こ
の
カ
メ
ル
ー
ン
と
の
交

流
が
物
語
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、地
域
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
で

あ
る「
人
」「
心
」。こ
れ
か
ら
も
大
事
に
引
き

継
い
で
い
き
た
い
。

友
好
の
軌
跡

　
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
と
中
津
江
村
の
交
流

は
、キ
ャ
ン
プ
受
け
入
れ
決
定
の
翌
年
か
ら

始
ま
っ
た
。

　
ま
ず
、2
0
0
3
年
。当
時
の
坂
本
休
村
長

が
同
国
を
訪
れ
、親
善
を
深
め
た
こ
と
を
皮

切
り
に
、メ
ヨ
メ
サ
ラ
市
と
中
津
江
村
の
友

好
親
善
協
定
を
締
結
し
た
。ま
た
、キ
ャ
ン
プ

誘
致
を
主
導
し
て
き
た
功
労
者
と
し
て
、坂

本
氏
に
同
国
最
高
位
の
シ
ュ
バ
リ
エ
勲
章
が

大
統
領
か
ら
授
与
さ
れ
た
。ま
た
、同
年
に
大

分
市
で
開
催
さ
れ
た
キ
リ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ

ッ
プ
の
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
チ
ー
ム
の
試
合

に
は
、当
時
、人
口
約
1
3
0
0
人
の
中
津
江

村
か
ら
約
4
0
0
人
の
村
民
が
応
援
に
駆
け

付
け
、選
手
に
熱
い
声
援
を
送
っ
た
。そ
の
後

も
、2
0
0
5
年
に
は
、日
本
の
Ｊ
リ
ー
グ
で

も
活
躍
し
、世
界
的
に
著
名
だ
っ
た
同
国
の

パ
ト
リ
ッ
ク
・
エ
ム
ボ
マ
選
手
が
、キ
ャ
ン
プ

地
の
ス
ポ
セ
ン
で
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
し

子
供
た
ち
と
交
流
し
た
。な
お
、同
年
に
中
津

江
村
は
市
町
村
合
併
に
よ
り
日
田
市
に
編
入

合
併
し
て
い
る
。日
田
市
の
一
地
域
と
な
っ

た
中
津
江
村
だ
が
、そ
の
後
も
同
国
と
の
交

流
は
継
続
す
る
。

　
2
0
0
7
年
は
、再
び
大
分
市
で
開
催
さ

れ
た
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
チ
ー
ム
の
試
合
へ

の
応
援
、2
0
0
8
年
は
駐
日
大
使
が
来
村

し
て
記
念
植
樹
の
実
施
。2
0
1
0
年
に
行

わ
れ
た
日
本
代
表
対
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
代

表
の
試
合
は
、村
内
に
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
を
設

置
し
て
村
民
一
丸
と
な
っ
て
応
援
し
た
。こ

の
年
は
、中
津
江
村
の
子
供
た
ち
が
応
援
フ

ラ
ッ
グ
を
作
っ
て
同
国
へ
贈
り
、現
地
の
子

供
た
ち
が
そ
の
フ
ラ
ッ
グ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
書
き
し
た
。こ
れ
を
、駐
日
大
使
が
預
か

り
、再
び
中
津
江
村
の
子
供
た
ち
へ
返
還
す

る
交
流
を
行
っ
た
。2
0
1
2
年
は
キ
ャ
ン

プ
か
ら
10
周
年
を
迎
え
、再
び
駐
日
大
使
が

村
を
訪
れ
記
念
植
樹
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、村
内
に
は
か
つ
て
金
の
採
掘
量
が

「
東
洋
一
」と
も
称
さ
れ
た
鯛
生
金
山
が
あ

り
、そ
の
遺
構
は
1
9
8
3
年
か
ら
観
光
施

設
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。2
0
1
3
年

は
、そ
の
金
山
で
施
設
開
業
30
周
年
を
迎
え

る
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、駐
日
大
使
が
足
を

運
ん
で
く
れ
た
。な
お
、元
村
長
の
坂
本
氏
に

お
い
て
は
、2
0
1
0
年
か
ら
2
0
1
7
年

に
か
け
て
、カ
メ
ル
ー
ン
代
表
チ
ー
ム
が
参

戦
す
る
国
際
試
合
を
応
援
す
る
た
め
に
、同

国
や
大
会
開
催
国
を
合
計
6
回
に
わ
た
っ
て

自
ら
訪
れ
、選
手
団
や
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国

と
の
交
流
に
尽
力
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、駐
日
大
使
館
が
例
年
、東
京
で
行

っ
て
い
た
同
国
の
建
国
祝
賀
会
を
、2
0
1
8

年
に
お
い
て
は
、友
好
の
意
を
改
め
て
表
す
た

め
に
中
津
江
村
で
実
施
し
た
。

　
そ
し
て
、2
0
2
1
年
。東
京
2
0
2
0
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
日
本
で
開
催
さ
れ
た
。そ
の

事
前
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
同
国
が
選
ん
だ
地

は
、中
津
江
村
の
あ
る
日
田
市
で
あ
っ
た
。

東
京
2
0
2
0

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

再
び
の
交
流

　
2
0
1
9
年
8
月
に
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国

か
ら
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
団

の
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
日
田
市
で
行
い
た
い
と

打
診
が
あ
っ
た
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
予
選
が
始

ま
っ
て
い
な
い
中
で
、選
手
団
の
規
模
、競
技

種
目
な
ど
分
か
ら
ず
、さ
ら
に
は
使
用
す
る

練
習
会
場
や
宿
泊
施
設
な
ど
、検
討
す
べ
き

課
題
が
多
く
あ
っ
た
が
、2
0
2
0
年
１
月

に
費
用
負
担
等
を
定
め
た
受
入
協
議
書
の
締

結
、2
0
2
1
年
2
月
に
事
前
キ
ャ
ン
プ
に

関
す
る
協
定
書
を
締
結
し
、事
前
キ
ャ
ン
プ

受
入
れ
の
準
備
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
団
体
競
技
種
目
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
予
選
で

敗
退
し
、す
べ
て
個
人
競
技（
陸
上
、ボ
ク
シ

ン
グ
、ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、柔
道
、レ

ス
リ
ン
グ
、水
泳
、卓
球
）と
な
り
、選
手
12
人

を
含
む
総
勢
26
名
が
7
月
5
日
に
日
田
市
に

到
着
し
た
。今
回
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
、

選
手
は
体
育
館
玄
関
で
脱
い
だ
靴
を
自
ら
揃

え
る
、市
職
員
が
準
備
し
て
い
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
容
器
を
自
ら
並
べ
る
、感
染
症
対
策
と
し

て
行
動
が
制
限
さ
れ
た
中
で
狭
い
宿
泊
施
設

内
で
の
自
主
ト
レ
、陽
気
に
市
職
員
と
触
れ

村
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
は

　「
こ
の
小
さ
な
村
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
は
、こ
れ
ま
で
と
違
う
発
想
が
必
要
だ
。」

　
2
0
0
2
年
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ（
以
下「
Ｗ
杯
」）の
事
前
キ
ャ
ン
プ

地
と
し
て
、中
津
江
村
が
名
乗
り
を
上
げ
る

契
機
と
な
っ
た
の
は
、一
人
の
村
職
員
の
発

案
だ
っ
た
。

　
中
津
江
村
は
、日
田
市
の
南
部
に
位
置
し
、

熊
本
県
と
福
岡
県
に
隣
接
す
る
県
境
の
地
域

だ
。2
0
0
5
年
に
市
町
村
合
併
し
、現
在
は

日
田
市
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。合
併
当
時
、

村
の
人
口
は
1
3
0
0
人
を
超
え
て
い
た

が
、現
在
は
約
7
0
0
人
。地
域
の
大
部
分
を

森
林
が
占
め
、人
々
は
そ
の
中
で
の
ど
か
に

暮
ら
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
遡
る
こ
と
今
か
ら
25
年
前
。

1
9
9
6
年
5
月
、W
杯
の
日
韓
共
同
開
催

が
決
定
し
、ア
ジ
ア
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る

Ｗ
杯
に
、日
本
国
中
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
た
。こ
の
と
き
、村
の
社
会
教
育
施
設
の

所
長
を
務
め
て
い
た
職
員
が
、こ
の
大
き
な

国
際
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
活
用
を
考
え

た
の
が
す
べ
て
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

い
る
こ
と
が
、実
は
価
値
あ
る
取

組
み
で
あ
る
こ
と
。些
細
な
こ
と

と
思
っ
て
い
た
小
さ
な
親
切
は
、

相
手
を
思
い
や
る
大
切
な
行
為

で
あ
る
こ
と
。こ
の「
地
方
ら
し

さ
」、「
中
津
江
ら
し
さ
」を
マ
ス
コ

ミ
と
い
う
第
三
者
は
、価
値
あ
る

も
の
と
前
向
き
に
報
道
し
た
。住

民
た
ち
は
そ
の
報
道
に
驚
き
な

が
ら
も
、そ
れ
ら
の
評
価
に
よ
っ

て
自
身
を
肯
定
し
地
域
へ
の
愛

着
を
強
め
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、全
国
的
な
報
道
に
よ
っ

て
国
内
外
で
中
津
江
村
の
知
名

度
は
大
き
く
上
昇
し
た
。こ
れ
に

よ
り
、村
を
訪
れ
る
観
光
客
数
や

ス
ポ
セ
ン
の
利
用
者
数
が
大
幅

に
増
大
し
、村
の
産
業
振
興
に
大

深めてきた交流が地域の自信と誇りに2
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選手団を迎える住民たち（オリンピック事前キャンプ）

住民が手作りし選手に渡した品 （々オリンピック事前キャンプ）

ま
ず
、高
齢
者
は
ス
キ
ル
を
生
か
し
て
応
援

手
旗
の
手
作
り
。持
ち
手
は
、地
元
の
竹
を
切

り
出
し
、椎
茸
栽
培
を
し
て
い
る
協
力
者
宅

の
乾
燥
小
屋
で
仕
上
げ
。紙
の
貼
り
付
け
は
、

子
ど
も
達
と
と
も
に
行
っ
た
。

　
ま
た
、女
性
た
ち
の
尽
力
も
大
き
か
っ
た
。

「
中
津
江
村
の
思
い
出
を
持
っ
て
帰
っ
て
ほ

し
い
」「
練
習
で
疲
れ
る
選
手
た
ち
の
癒
し
に

な
る
よ
う
に
」と
、様
々
な
品
物
を
手
作
り
し

た
。歓
迎
や
激
励
の
気
持
ち
を
表
す
言
葉
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
コ
ー
ス
タ
ー
や
タ
ペ
ス
ト
リ

ー
を
は
じ
め
、中
津
江
の
四
季
か
ら
着
想
を

得
た
絵
手
紙
を
子
供
た
ち
と
一
緒
に
作
成

し
、選
手
た
ち
の
部
屋
に
備
え
た
。さ
ら
に
、

幹
線
道
路
の
清
掃
活
動
や
、国
旗
の
色
を
参

考
に
花
苗
を
植
栽
す
る
な
ど
し
て
歓
迎
。合

宿
中
は
、使
用
済
み
の
練
習
着
等
を
仕
分
け

る
作
業
ま
で
毎
日
担
っ
た
。

　
ま
た
、林
業
関
係
者
や
村
の
青
年
団
も
仕

事
の
合
間
を
縫
っ
て
、チ
ー
ム
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る「
不
屈
の
ラ
イ
オ
ン
」を
模
し
た
特
大

看
板
等
を
そ
れ
ぞ
れ
作
り
上
げ
、歓
迎
の
気

持
ち
を
表
現
し
た
。

　
小
・
中
学
校
で
は
、同
国
の
文
化
を
理
解
す

る
一
環
と
し
て
、村
の
国
際
交
流
員
の
指
導

の
も
と
公
用
語
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん

だ
ほ
か
、現
地
の
郷
土
料
理
を
給
食
で
食
し

た
。ま
た
、千
羽
鶴
を
折
っ
て
選
手
団
の
健
闘

を
祈
っ
た
。さ
ら
に
、選
手
団
を
迎
え
て
の
壮

行
会
で
は
、小
学
生
で
結
成
し
て
い
た
踊
り

隊
が
、練
習
を
重
ね
た
花
笠
音
頭
を
披
露
。選

手
た
ち
が
子
供
た
ち
の
輪
に
入
っ
て
一
緒
に

踊
り
出
す
と
い
う
嬉
し
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
起

こ
っ
た
。ま
た
、中
学
生
の
音
楽
部
に
よ
る
カ

メ
ル
ー
ン
国
歌
演
奏
の
際
は
、選
手
た
ち
は

一
斉
に
起
立
し
、演
奏
に
合
わ
せ
て
国
歌
を

斉
唱
し
た
。

　
そ
し
て
保
育
園
児
は
、選
手
団
と
高
校
生

の
交
流
試
合
に
お
い
て
、カ
メ
ル
ー
ン
選
手

た
ち
と
手
を
つ
な
ぎ
、エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ

と
し
て
入
場
。選
手
た
ち
は
、園
児
た
ち
を
膝

に
乗
せ
て
試
合
を
見
せ
る
な
ど
、楽
し
そ
う

に
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
っ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、住
民
た
ち
が
世
代
や
立
場

を
超
え
て
互
い
に
協
力
し
、そ
れ
ぞ
れ
に
出

来
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
。た
だ
、こ
れ
ら
の

お
も
て
な
し
の
数
々
は
、キ
ャ
ン
プ
受
け
入

れ
の
た
め
に
特
別
に
行
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、地
域
で
日
頃
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
原
点
で
あ
っ
た
。例
え
ば
、地
区
に
伝
わ

る
伝
統
行
事
の
継
承
、公
道
の
草
刈
り
。こ
れ

ら
は
、地
区
住
民
が
力
を
合
わ
せ
て
行
っ
て

き
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、日
常
生
活
の
中
で

培
わ
れ
て
い
た
住
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
共
に
助
け
合
う
活
動
の
延
長
に
、中

津
江
流
の
お
も
て
な
し
が
あ
っ
た
。こ
の
た

め
、キ
ャ
ン
プ
や
交
流
の
成
功
の
大
き
な
鍵

は
、住
民
が
平
素
か
ら
培
っ
て
き
た「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
力（
り
ょ
く
）」に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

暮
ら
し
の
再
評
価
と

そ
の
効
果

　
住
民
の
熱
意
を
持
続
で
き
た
の
は
、小
さ

な
成
功
体
験
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
た
こ
と
も

大
き
い
。住
民
が
日
ご
ろ
当
り
前
に
行
っ
て

き
く
寄
与
し
た
。

　
し
か
し
、最
も
大
き
な
効
果
は
、活
動
の
小

さ
な
ス
テ
ッ
プ
を
積
み
重
ね
る
ご
と
に
、住

民
が
中
津
江
村
の
交
流
の
あ
り
方
に
自
信
を

深
め
、誇
り
を
感
じ
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
が
キ
ャ
ン
プ
誘
致
の
最
大
の
レ
ガ
シ
ー

で
あ
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
打
開
の

一
助
に

　
キ
ャ
ン
プ
誘
致
の
目
的
に
は
、村
の
知
名

度
を
上
げ
る
こ
と
の
ほ
か
に
、老
朽
化
し
つ

つ
あ
っ
た
施
設
の
大
規
模
な
改
修
も
含
ま
れ

て
い
た
こ
と
も
事
実
だ
。

　
村
が
誘
致
先
の
施
設
に
考
え
て
い
た
の
が

「
鯛
生
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」（
以
下「
ス
ポ
セ

ン
」）だ
っ
た
。こ
の
施
設
は
、県
内
外
の
中
高

生
等
が
ス
ポ
ー
ツ
や
学
習
の
た
め
に
利
用
す

る
合
宿
施
設
と
し
て
、村
が
1
9
9
0
年
に

建
設
し
た
。営
業
先
で
は
村
営
施
設
と
い
う

だ
け
で
、設
備
の
内
容
を
見
て
も
ら
う
ま
で

も
な
く
、利
用
検
討
の
対
象
外
と
な
る
こ
と

も
多
く
、施
設
の
経
営
も
非
常
に
厳
し
い
状

況
だ
っ
た
。ま
た
、施
設
は
大
規
模
な
施
設
改

修
を
は
じ
め
、グ
ラ
ウ
ン
ド
の
再
整
備
や
機

器
設
備
の
更
新
を
迫
ら
れ
る
こ
と
も
憂
慮
さ

れ
る
状
況
に
あ
っ
た
。

　
財
政
状
況
が
厳
し
か
っ
た
村
は
、「
Ｗ
杯
の

公
認
キ
ャ
ン
プ
地
」と
い
う
肩
書
を
得
る
こ

と
で
、こ
の
よ
う
な
問
題
も
解
決
し
、施
設
を

中
長
期
的
に
維
持
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、

世
界
で
活
躍
す
る
選
手
た
ち
が
練
習
し
た
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
擁
す
る
施
設
と
な
れ
ば
、そ
の

知
名
度
で
多
く
の
集
客
が
見
込
め
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
が
あ
っ
た
。

〝
誰
も
知
ら
な
い
〞

カ
メ
ル
ー
ン

　
当
時
、W
杯
の
キ
ャ
ン
プ
地
に
立
候
補
し

た
所
は
全
国
で
84
地
区
あ
り
、大
分
県
内
で

は
当
村
を
含
む
4
地
区
が
立
候
補
し
て
い

た
。当
村
も
、当
時
の
坂
本
休
村
長
が
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
と
し
て
精
力
的
に
訪
問
し
、こ
れ

ら
の
努
力
の
結
果
、2
0
0
1
年
11
月
、遂
に

中
津
江
村
は
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
の
サ
ッ
カ

ー
代
表
チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
と
し

て
、Ｗ
杯
日
本
組
織
委
員
会
か
ら
正
式
に
公

認
さ
れ
、調
印
を
交
わ
し
た
。

　
し
か
し
、村
は
こ
こ
で
大
き
な
壁
に
突
き

当
た
る
。

　
議
員
や
職
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、住
民

の
多
く
が「
Ｗ
杯
」と
い
う
言
葉
も
聞
き
慣
れ

ず
、「
カ
メ
ル
ー
ン
」と
い
う
国
の
位
置
す
ら

よ
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。ま
た
、念
願
だ

っ
た
施
設
改
修
の
目
途
が
立
っ
た
も
の
の
、

〝
一
流
選
手
〞の
合
宿
に
応
え
得
る
施
設
と
は

ど
の
よ
う
な
施
設
な
の
か
、誰
に
も
見
当
が

つ
か
な
か
っ
た
。

　
村
に
前
例
も
な
く
、参
考
に
で
き
る
同
規

模
の
他
町
村
の
例
は
皆
無
に
近
い
。だ
か
ら

と
い
っ
て
事
業
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
き
る
広

告
代
理
店
等
に
業
務
委
託
す
る
こ
と
は
財
政

的
に
余
裕
の
な
い
村
に
は
不
可
能
だ
っ
た
。

こ
の
と
き
、村
に
残
さ
れ
て
い
た
貴
重
な
資

源
。そ
れ
は
、住
民
と
い
う「
人
」だ
っ
た
。

　
ま
た
、こ
の
前
代
未
聞
の
取
組
み
を
、マ
ス

コ
ミ
は「
小
さ
な
村
の
大
き
な
挑
戦
」と
題
し

て
報
道
し
た
の
だ
っ
た
。そ
し
て
、日
を
追
う

ご
と
に
マ
ス
コ
ミ
の
数
は
増
え
続
け
、最
終

的
に
は
選
手
団
の「
遅
刻
騒
動
」が
拍
車
を
掛

け
、
日
本
中
、
そ
し
て
世
界
中
で

「
N
A
K
A
T
S
U
E
‐
M
U
R
A
」が
連
日

報
道
さ
れ
続
け
る
こ
と
は
、こ
の
と
き
誰
も

予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。

住
民
が
主
役
と
な
り
、

行
政
が
伴
走
す
る

　
そ
う
し
て
決
ま
っ
た
事
前
キ
ャ
ン
プ
。村

は
各
方
面
の
協
力
を
得
な
が
ら
、受
け
入
れ

態
勢
を
整
え
た
。関
係
機
関
と
の
連
携
や
人

的
支
援
の
調
整
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、と
り

わ
け
村
が
重
き
を
置
い
た
の
は
、住
民
の
協

力
を
得
る
こ
と
、住
民
に
主
体
性
を
発
揮
し

て
も
ら
う
こ
と
だ
っ
た
。そ
こ
か
ら
、住
民
目

線
に
よ
る「
中
津
江
村
に
で
き
る
こ
と
」の
模

索
が
始
ま
っ
た
。

　「
選
手
た
ち
に
中
津
江
村
で
快
適
に
試
合

の
準
備
を
し
て
も
ら
う
こ
と
」を
行
政
と
住

民
の
共
通
目
標
と
し
て
、住
民
に
自
由
な
提

案
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、年
齢
を
問
わ
ず
様
々

な
ア
イ
デ
ア
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
村
が
採
っ
た
手
法
は「
住
民
の
マ
ン
パ
ワ

ー
を
生
か
し
、村
職
員
が
そ
れ
を
支
援
し
伴

走
す
る
」。そ
う
す
る
こ
と
で
、住
民
の
活
動

意
欲
が
増
し
、各
方
面
で
の
取
組
み
が
相
乗

的
に
効
果
を
上
げ
る
結
果
と
な
っ
た
。

成
功
の
鍵
は

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
」

　
村
は
住
民
の
提
案
を
調
整
し
な
が
ら
、

様
々
な
取
組
み
を
実
行
し
て
い
っ
た
。

合
う
な
ど
、カ
メ
ル
ー
ン
選
手
団
は
ま
じ
め

で
あ
り
、非
常
に
友
好
的
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、当
初
は
Ｗ
杯
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
で

使
用
し
た
ス
ポ
セ
ン
を
練
習
会
場
、宿
舎
の

メ
イ
ン
と
し
て
考
え
て
い
た
が
、団
体
競
技

種
目
が
な
く
な
り
、練
習
会
場
も
分
散
さ
れ

る
た
め
、ス
ポ
セ
ン
の
使
用
を
断
念
し
た
。

　
加
え
て
、折
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
、選
手
団
が
中
津
江
を
訪
問
す
る
こ
と

は
困
難
と
思
わ
れ
た
。し
か
し
な
が
ら
、選
手

団
の
意
向
も
あ
っ
て
、感
染
症
対
策
を
万
全

に
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、Ｗ
杯
で
合
宿
の
地

と
な
っ
た
ス
ポ
セ
ン
を
訪
れ
る
こ
と
が
実
現

し
た
。

　
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、住
民
と
選
手
団

の
直
接
的
な
交
流
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、

中
津
江
の
住
民
は
何
ら
か
の
お
も
て
な
し
が

で
き
な
い
も
の
か
地
域
で
模
索
し
た
。そ
こ

で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
住
民
自

治
組
織 

中
津
江
振
興
協
議
会（
以
下
、愛
称

「
中
津
江
む
ら
づ
く
り
役
場
」）で
あ
っ
た
。こ

の
組
織
は
、人
口
減
少
が
著
し
い
中
津
江
で
、

住
民
が
こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
同
地
に
住
み

続
け
ら
れ
る
よ
う
、2
0
1
8
年
に
発
足
し

た
団
体
で
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
の
核
と

な
っ
て
い
る
団
体
で
あ
り
、こ
こ
を
中
心
に

検
討
し
た
結
果
、住
民
た
ち
で
応
援
グ
ッ
ズ

を
手
作
り
し
て
贈
呈
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。女
性
た
ち
を
中
心
に
手
作
り
さ
れ
た
の

は
、2
0
0
2
年
に
サ
ッ
カ
ー
の
選
手
団
に

も
大
変
好
評
を
得
た
コ
ー
ス
タ
ー
で
、こ
の

時
も
再
び
応
援
の
気
持
ち
を
表
す
言
葉
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
。ま
た
、練
習
着
入
れ
な
ど
に
し

て
も
ら
お
う
と
、片
側
に
日
本
特
有
の
和
柄

を
、も
う
片
側
に
は
カ
メ
ル
ー
ン
国
旗
の
色

を
あ
し
ら
っ
た
手
提
げ
バ
ッ
グ
も
制
作
し
、

同
国
と
中
津
江
村
の
一
体
感
を
表
現
し
た
。

ま
た
、両
国
の
国
旗
を
模
し
た
ミ
ニ
ワ
ッ
ペ

ン
も
手
作
り
し
て
バ
ッ
グ
に
取
り
付
け
た
。

　
さ
ら
に
、住
民
有
志
に
よ
っ
て
、勝
負
の
縁

起
を
担
ぐ
ダ
ル
マ
な
ど
を
折
り
紙
で
折
っ
て

も
ら
い
、励
ま
し
の
言
葉
と
と
も
に
色
紙
に

貼
り
付
け
装
飾
し
た
。そ
し
て
、保
育
園
児
が

カ
ラ
フ
ル
な
絵
の
具
を
使
っ
て
、前
述
の
色

紙
に
手
形
を
押
し
て
応
援
に
参
加
し
た
。

　
小
・
中
学
生
も
、同
国
の
国
旗
に
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
丁
寧
に
寄
せ
書
き
し
た
り
、同
国

の
郷
土
料
理
を
給
食
で
食
し
、カ
メ
ル
ー
ン

の
文
化
に
対
し
て
理
解
を
深
め
た
り
し
た
。

　
グ
ッ
ズ
作
り
で
は
、多
く
の
住
民
が
か
つ

て
の「
お
も
て
な
し
」を
す
ぐ
に
思
い
返
し
て

く
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。こ
の
た
め
、短
時
間
で

の
手
作
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
、非
常
に
丁
寧

で
心
の
こ
も
っ
た
応
援
グ
ッ
ズ
が
出
来
上
が

っ
た
。

　
選
手
に
直
接
渡
す
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、作
業
す
る
住
民
の
様
子
を
撮
影
し
た

数
々
の
写
真
を
贈
呈
コ
ー
ナ
ー
に
設
置
す
る

な
ど
し
て
、住
民
の
気
持
ち
を
で
き
る
限
り

伝
え
る
こ
と
に
努
め
た
。選
手
団
は
そ
の
写

真
を
代
わ
る
代
わ
る
見
つ
め
て
、贈
呈
さ
れ

た
グ
ッ
ズ
を
手
に
し
て
い
た
。ま
た
、グ
ッ
ズ

作
り
の
様
子
や
住
民
か
ら
の
声
援
は
、選
手

団
を
は
じ
め
、同
国
と
中
津
江
村
、そ
し
て
あ

ら
ゆ
る
人
々
が
世
界
各
地
で
ど
ん
な
時
間
も

自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
、動
画
編
集
さ
れ

て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

中
津
江
村
に
と
っ
て
の

地
域
振
興

　
地
域
振
興
は
、人
と
地
域
に
よ
っ
て
様
々

だ
。一
人
ひ
と
り
が
相
手
を
労
わ
る
小
さ
な

思
い
や
り
も
、な
か
な
か
来
な
い
相
手
を
信

じ
て
待
つ
と
い
う
こ
と
も
、時
に
文
化
の
異

な
る
相
手
や
国
中
の
人
々
の
心
も
動
か
す
立

派
な
地
域
振
興
と
な
る
。中
津
江
村
の
人
々

の
自
宅
に
は
、今
で
も
カ
メ
ル
ー
ン
に
ち
な

ん
だ
応
援
グ
ッ
ズ
が
必
ず
あ
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。特
別
な
こ
と
は
必
要
で
は

な
く
、日
々
の
暮
ら
し
の
再
評
価
や
、別
の
視

点
に
よ
る
新
た
な
価
値
付
け
が
、そ
の
地
域

振
興
に
つ
な
が
る
最
良
の
道
だ
と
い
う
こ
と

を
、今
で
も
続
く
こ
の
カ
メ
ル
ー
ン
と
の
交

流
が
物
語
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、地
域
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
で

あ
る「
人
」「
心
」。こ
れ
か
ら
も
大
事
に
引
き

継
い
で
い
き
た
い
。

友
好
の
軌
跡

　
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
と
中
津
江
村
の
交
流

は
、キ
ャ
ン
プ
受
け
入
れ
決
定
の
翌
年
か
ら

始
ま
っ
た
。

　
ま
ず
、2
0
0
3
年
。当
時
の
坂
本
休
村
長

が
同
国
を
訪
れ
、親
善
を
深
め
た
こ
と
を
皮

切
り
に
、メ
ヨ
メ
サ
ラ
市
と
中
津
江
村
の
友

好
親
善
協
定
を
締
結
し
た
。ま
た
、キ
ャ
ン
プ

誘
致
を
主
導
し
て
き
た
功
労
者
と
し
て
、坂

本
氏
に
同
国
最
高
位
の
シ
ュ
バ
リ
エ
勲
章
が

大
統
領
か
ら
授
与
さ
れ
た
。ま
た
、同
年
に
大

分
市
で
開
催
さ
れ
た
キ
リ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ

ッ
プ
の
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
チ
ー
ム
の
試
合

に
は
、当
時
、人
口
約
1
3
0
0
人
の
中
津
江

村
か
ら
約
4
0
0
人
の
村
民
が
応
援
に
駆
け

付
け
、選
手
に
熱
い
声
援
を
送
っ
た
。そ
の
後

も
、2
0
0
5
年
に
は
、日
本
の
Ｊ
リ
ー
グ
で

も
活
躍
し
、世
界
的
に
著
名
だ
っ
た
同
国
の

パ
ト
リ
ッ
ク
・
エ
ム
ボ
マ
選
手
が
、キ
ャ
ン
プ

地
の
ス
ポ
セ
ン
で
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
し

子
供
た
ち
と
交
流
し
た
。な
お
、同
年
に
中
津

江
村
は
市
町
村
合
併
に
よ
り
日
田
市
に
編
入

合
併
し
て
い
る
。日
田
市
の
一
地
域
と
な
っ

た
中
津
江
村
だ
が
、そ
の
後
も
同
国
と
の
交

流
は
継
続
す
る
。

　
2
0
0
7
年
は
、再
び
大
分
市
で
開
催
さ

れ
た
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
チ
ー
ム
の
試
合
へ

の
応
援
、2
0
0
8
年
は
駐
日
大
使
が
来
村

し
て
記
念
植
樹
の
実
施
。2
0
1
0
年
に
行

わ
れ
た
日
本
代
表
対
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
代

表
の
試
合
は
、村
内
に
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
を
設

置
し
て
村
民
一
丸
と
な
っ
て
応
援
し
た
。こ

の
年
は
、中
津
江
村
の
子
供
た
ち
が
応
援
フ

ラ
ッ
グ
を
作
っ
て
同
国
へ
贈
り
、現
地
の
子

供
た
ち
が
そ
の
フ
ラ
ッ
グ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
書
き
し
た
。こ
れ
を
、駐
日
大
使
が
預
か

り
、再
び
中
津
江
村
の
子
供
た
ち
へ
返
還
す

る
交
流
を
行
っ
た
。2
0
1
2
年
は
キ
ャ
ン

プ
か
ら
10
周
年
を
迎
え
、再
び
駐
日
大
使
が

村
を
訪
れ
記
念
植
樹
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、村
内
に
は
か
つ
て
金
の
採
掘
量
が

「
東
洋
一
」と
も
称
さ
れ
た
鯛
生
金
山
が
あ

り
、そ
の
遺
構
は
1
9
8
3
年
か
ら
観
光
施

設
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。2
0
1
3
年

は
、そ
の
金
山
で
施
設
開
業
30
周
年
を
迎
え

る
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、駐
日
大
使
が
足
を

運
ん
で
く
れ
た
。な
お
、元
村
長
の
坂
本
氏
に

お
い
て
は
、2
0
1
0
年
か
ら
2
0
1
7
年

に
か
け
て
、カ
メ
ル
ー
ン
代
表
チ
ー
ム
が
参

戦
す
る
国
際
試
合
を
応
援
す
る
た
め
に
、同

国
や
大
会
開
催
国
を
合
計
6
回
に
わ
た
っ
て

自
ら
訪
れ
、選
手
団
や
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国

と
の
交
流
に
尽
力
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、駐
日
大
使
館
が
例
年
、東
京
で
行

っ
て
い
た
同
国
の
建
国
祝
賀
会
を
、2
0
1
8

年
に
お
い
て
は
、友
好
の
意
を
改
め
て
表
す
た

め
に
中
津
江
村
で
実
施
し
た
。

　
そ
し
て
、2
0
2
1
年
。東
京
2
0
2
0
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
日
本
で
開
催
さ
れ
た
。そ
の

事
前
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
同
国
が
選
ん
だ
地

は
、中
津
江
村
の
あ
る
日
田
市
で
あ
っ
た
。

東
京
2
0
2
0

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

再
び
の
交
流

　
2
0
1
9
年
8
月
に
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国

か
ら
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
団

の
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
日
田
市
で
行
い
た
い
と

打
診
が
あ
っ
た
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
予
選
が
始

ま
っ
て
い
な
い
中
で
、選
手
団
の
規
模
、競
技

種
目
な
ど
分
か
ら
ず
、さ
ら
に
は
使
用
す
る

練
習
会
場
や
宿
泊
施
設
な
ど
、検
討
す
べ
き

課
題
が
多
く
あ
っ
た
が
、2
0
2
0
年
１
月

に
費
用
負
担
等
を
定
め
た
受
入
協
議
書
の
締

結
、2
0
2
1
年
2
月
に
事
前
キ
ャ
ン
プ
に

関
す
る
協
定
書
を
締
結
し
、事
前
キ
ャ
ン
プ

受
入
れ
の
準
備
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
団
体
競
技
種
目
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
予
選
で

敗
退
し
、す
べ
て
個
人
競
技（
陸
上
、ボ
ク
シ

ン
グ
、ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、柔
道
、レ

ス
リ
ン
グ
、水
泳
、卓
球
）と
な
り
、選
手
12
人

を
含
む
総
勢
26
名
が
7
月
5
日
に
日
田
市
に

到
着
し
た
。今
回
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
、

選
手
は
体
育
館
玄
関
で
脱
い
だ
靴
を
自
ら
揃

え
る
、市
職
員
が
準
備
し
て
い
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
容
器
を
自
ら
並
べ
る
、感
染
症
対
策
と
し

て
行
動
が
制
限
さ
れ
た
中
で
狭
い
宿
泊
施
設

内
で
の
自
主
ト
レ
、陽
気
に
市
職
員
と
触
れ

村
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
は

　「
こ
の
小
さ
な
村
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
は
、こ
れ
ま
で
と
違
う
発
想
が
必
要
だ
。」

　
2
0
0
2
年
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ（
以
下「
Ｗ
杯
」）の
事
前
キ
ャ
ン
プ

地
と
し
て
、中
津
江
村
が
名
乗
り
を
上
げ
る

契
機
と
な
っ
た
の
は
、一
人
の
村
職
員
の
発

案
だ
っ
た
。

　
中
津
江
村
は
、日
田
市
の
南
部
に
位
置
し
、

熊
本
県
と
福
岡
県
に
隣
接
す
る
県
境
の
地
域

だ
。2
0
0
5
年
に
市
町
村
合
併
し
、現
在
は

日
田
市
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。合
併
当
時
、

村
の
人
口
は
1
3
0
0
人
を
超
え
て
い
た

が
、現
在
は
約
7
0
0
人
。地
域
の
大
部
分
を

森
林
が
占
め
、人
々
は
そ
の
中
で
の
ど
か
に

暮
ら
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
遡
る
こ
と
今
か
ら
25
年
前
。

1
9
9
6
年
5
月
、W
杯
の
日
韓
共
同
開
催

が
決
定
し
、ア
ジ
ア
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る

Ｗ
杯
に
、日
本
国
中
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
た
。こ
の
と
き
、村
の
社
会
教
育
施
設
の

所
長
を
務
め
て
い
た
職
員
が
、こ
の
大
き
な

国
際
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
活
用
を
考
え

た
の
が
す
べ
て
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

い
る
こ
と
が
、実
は
価
値
あ
る
取

組
み
で
あ
る
こ
と
。些
細
な
こ
と

と
思
っ
て
い
た
小
さ
な
親
切
は
、

相
手
を
思
い
や
る
大
切
な
行
為

で
あ
る
こ
と
。こ
の「
地
方
ら
し

さ
」、「
中
津
江
ら
し
さ
」を
マ
ス
コ

ミ
と
い
う
第
三
者
は
、価
値
あ
る

も
の
と
前
向
き
に
報
道
し
た
。住

民
た
ち
は
そ
の
報
道
に
驚
き
な

が
ら
も
、そ
れ
ら
の
評
価
に
よ
っ

て
自
身
を
肯
定
し
地
域
へ
の
愛

着
を
強
め
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、全
国
的
な
報
道
に
よ
っ

て
国
内
外
で
中
津
江
村
の
知
名

度
は
大
き
く
上
昇
し
た
。こ
れ
に

よ
り
、村
を
訪
れ
る
観
光
客
数
や

ス
ポ
セ
ン
の
利
用
者
数
が
大
幅

に
増
大
し
、村
の
産
業
振
興
に
大

深めてきた交流が地域の自信と誇りに2
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合
が
間
違
い
な
く
最
高
の
試
合
で
あ
り
誇
り

に
な
っ
た
日
。」と
述
べ
た
。当
市
の
震
災
復

興
と
し
て
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
誘

致
・
開
催
し
た
事
が
世
界
的
に
評
価
さ
れ
、12

の
開
催
都
市
の
中
で
は
一
番
小
さ
な
試
合
会

場
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、と
て
も
大

き
な
開
催
レ
ガ
シ
ー（
遺
産
）を
得
る
事
が
で

き
た
。そ
れ
は
物
と
言
う
よ
り
も
心
の
レ
ガ

シ
ー
。チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
れ
ば
何
事
も
成

し
遂
げ
ら
れ
る
と
い
う
希
望
。最
初
は
小
さ

な
ワ
ン
チ
ー
ム
も
、諦
め
な
け
れ
ば
大
き
な

ワ
ン
チ
ー
ム
に
な
っ
て
ゆ
く
。子
供
達
に
も

大
切
な
事
を
伝
え
ら
れ
た
釜
石
開
催
と
な
っ

た
。東

京
2
0
2
0
大
会

　

「
復
興『
あ
り
が
と
う
』

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」の
取
組
み

　
当
市
は
、平
成
29（
2
0
1
7
）年
11
月
に
、

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
て
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の「
復
興『
あ
り
が
と
う
』ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
」に
登
録
し
た
。

　
登
録
の
き
っ
か
け
は
、東
日
本
大
震
災
の

時
に
、釜
石
の
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
、釜
石
シ
ー

ウ
ェ
イ
ブ
ス
R
F
C
に
所
属
し
て
い
た
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
の
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ァ
ー
デ

ィ
ー
選
手
が
、帰
国
せ
ず
に
チ
ー
ム
メ
イ
ト

と
一
緒
に
市
民
の
為
に
支
援
活
動
を
行
い
、

フ
ァ
ー
デ
ィ
ー
選
手
か
ら
た
く
さ
ん
の
勇
気

と
感
動
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、も
う
一
つ
は
、

2
0
1
5
年
か
ら
当
市
の
中
学
生
が
海
外
体

験
学
習
事
業
で
ビ
ク
ト
リ
ア
州
の
学
校
に
受

け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

　「
復
興『
あ
り
が
と
う
』ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」事

業
で
の
取
組
み
と
し
て
は
、
平
成
30

（
2
0
1
8
）年
3
月
、ス
コ
ッ
ト
・
フ
ァ
ー

デ
ィ
ー
選
手
を
釜
石
に
招
い
て
、市
民
と
の

交
流
を
行
っ
た「“W

e
lc

o
m

e
 H

o
m

e
 

S
c
o

tt F
a

r
d

y
!”

お
か
え
り
フ
ァ
ー

デ
ィ
ー
！
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」を
開
催
し
、市
民
と
と
も
に
東
日
本
大

震
災
当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
釜
石
の
今
後

に
つ
い
て
の
語
り
合
い
の
他
、市
内
の
小
学

校
で
は
東
日
本
大
震
災
時
の
経
験
の
話
と
タ

グ
ラ
グ
ビ
ー
で
交
流
し
、ま
た
、市
内
高
校
の

ラ
グ
ビ
ー
部
で
は
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
指

導
に
よ
り
参
加
し
た
生
徒
か
ら
た
く
さ
ん
の

歓
び
の
声
が
あ
が
っ
た
。

　
2
0
1
8
年
と
翌
2
0
1
9
年
の
秋
に

は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
小
学
生
を
招
待
し
、

市
内
の
小
学
校
と
の
国
際
交
流
や
、タ
グ
ラ

グ
ビ
ー
大
会
等
で
の
交
流
を
行
い
、国
境
を

超
え
た
友
情
を
育
む
こ
と
が
で
き
た
。

　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日

本
大
会
釜
石
開
催
で
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
高
校
生
と
、地
元
の
高
校
生
が
市
内
で
ラ

グ
ビ
ー
の
交
流
、両
国
の
食
材
を
使
っ
た
お

む
す
び
を
握
り
、一
緒
に
食
べ
る
な
ど
、ス
ポ

ー
ツ
と
食
文
化
の
交
流
も
行
っ
た
。

　
平
成
31（
2
0
1
9
）年
9
月
に
発
生
し
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
森
林
火
災
の
災
害
支
援
の

た
め
、1
月
か
ら
3
月
ま
で
の
約
2
カ
月
間

に
わ
た
り
募
金
活
動
を
行
い
、市
内
の
小
中

学
生
で
構
成
す
る「
か
ま
い
し
絆
会
議
」や
市

民
か
ら
の
募
金
、市
外
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
約
1
3
0
万
円
を
、在
日
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
商
工
会
議
所

（
A
N
Z
C
C
J
）を
通
じ
て
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
赤
十
字
社
に
届
け
る
活
動
を
行
っ
た
。

　
2
0
2
0
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

（
ハ
ギ
ビ
ス
）が
日
本
に
来
襲
し
、東
日
本
を

北
上
。公
共
交
通
機
関
の
乱
れ
や
土
砂
災
害

の
可
能
性
な
ど
、観
客
の
皆
様
、選
手
、大
会

を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

全
て
の
関
係
者
の
安
全
を
確
保
す
る
事
が
困

難
で
あ
る
と
判
断
し
、残
念
な
が
ら
、10
月
13

日
開
催
予
定
だ
っ
た「
ナ
ミ
ビ
ア
対
カ
ナ
ダ

戦
」の
中
止
が
決
定
さ
れ
た
。し
か
し
、物
語

に
は
続
き
が
あ
っ
た
。試
合
を
見
る
事
が
出

来
な
い
、ス
タ
ジ
ア
ム
に
も
入
る
事
が
出
来

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、鵜
住
居
駅
周
辺
に

は
大
勢
の
人
々
が
集
ま
っ
て
き
た
。

　「
み
ん
な
で
大
漁
旗
を
持
っ
て
ス
タ
ジ
ア

ム
ま
で
行
進
し
よ
う
。」

　
キ
ッ
ク
オ
フ
の
12
時
15
分
に
あ
わ
せ
て
、

台
風
一
過
の
青
空
の
下
1
0
0
旗
以
上
の
大

漁
旗
が
振
ら
れ
た
。何
か
を
応
援
す
る
よ
う

に
。

　
一
方
、洪
水
に
襲
わ
れ
た
地
区
で
は
、土
砂

の
除
去
作
業
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
従
事

す
る
カ
ナ
ダ
選
手
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
。試

合
以
上
の
大
切
な
プ
レ
ー
を
私
た
ち
に
魅
せ

て
く
れ
た
。も
し
か
し
た
ら
、こ
れ
こ
そ
が
ラ

グ
ビ
ー
精
神
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
2
0
1
9
年
11
月
2
日
、南
ア
フ
リ
カ
が

優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
で
あ
る
ウ
ェ
ブ
・
エ
リ
ス
・

カ
ッ
プ
を
掲
げ
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
2
0
1
9
日
本
大
会
は
幕
を
閉
じ
た
。翌

日
に
行
わ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
ラ
グ
ビ
ー
ア
ワ
ー

ド
2
0
1
9
に
お
い
て
、ラ
グ
ビ
ー
の
価
値

を
社
会
的
に
高
め
た
と
し
て
、12
の
開
催
都

市
の
中
で
唯
一
、当
市
が「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

（
品
格
）賞
」を
受
賞
し
た
。

　
ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
日
本
大
会
の
統
括
責
任
者
で
あ
る

ア
ラ
ン
・
ギ
ル
ピ
ン
氏
は
、「
こ
れ
ま
で

2
0
0
試
合
以
上
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
の
試
合
を
観
て
き
た
中
で
、釜
石
の
試

　
多
く
の
被
災
者
は
、住
み
慣
れ
た
地
域
か

ら
離
れ
た
場
所
へ
と
移
り
住
み
、家
族
や
親

類
の
ほ
か
、仕
事
や
そ
れ
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、普
段
の
生
活
そ
の
も
の
ま
で
も
が
失

わ
れ
た
。

　
震
災
直
後
か
ら
、国
内
外
の
多
く
の
支
援

者
に
よ
る
救
援
物
資
や
震
災
関
連
の
見
舞
金

が
寄
せ
ら
れ
、多
団
体
に
よ
る
復
興
支
援
の

イ
ベ
ン
ト
や
国
か
ら
の
生
活
保
障
制
度
が
充

実
し
て
く
る
一
方
で
、癒
え
る
こ
と
の
な
い

心
の
傷
を
抱
え
た
ま
ま
、夢
や
希
望
を
失
っ

た
多
く
の
市
民
が
苦
し
い
生
活
を
し
て
い

た
。

　
こ
の
様
な
状
況
に
お
い
て
、日
本
で
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本
大
会

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
ラ
グ
ビ
ー
を
応
援
し
支
え
て
き
た

と
な
り
、や
が
て
大
き
な
希
望
と
な
っ
た
。

　
釜
石
市
は
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
日
本
大
会
を
誘
致
・
開
催
す
る
こ

ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち

釜
石

　〝
北
の
鉄
人
〞と
呼
ば
れ
、日
本
の
ラ
グ
ビ

ー
史
に
偉
大
な
足
跡
を
残
し
た
新
日
鐵
釜
石

製
鐵
所
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
昭
和
54
年

（
1
9
7
9
年
）か
ら
昭
和
60
年（
1
9
8
5

年
）ま
で
の
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
7
連
覇
を
含
む
、通
算
8
度
の

日
本
一
に
輝
い
た
。

　
当
時
、誰
一
人
と
し
て
大
学
出
身
の
F
W 

は
お
ら
ず
、B
K
を
含
め
、そ
の
ほ
と
ん
ど
は

高
校
時
代
は
無
名
だ
っ
た
選
手
。偉
業
の
陰

に
は
、東
北
人
特
有
の
忍
耐
強
さ
と
、地
域
、

社
会
を
挙
げ
て
の
温
か
い
声
援
が
あ
っ
た
。

同
部
が
連
覇
を
重
ね
る
ご
と
に
、市
内
の
ラ

グ
ビ
ー
熱
は
さ
ら
に
上
昇
し
、選
手
団
が
選

手
権
大
会
で
優
勝
後
に
帰
郷
し
た
際
は
漁
師

町
な
ら
で
は
の
、色
と
り
ど
り
の
大
漁
旗
に

迎
え
ら
れ
、市
内
で
凱
旋
パ
レ
ー
ド
ま
で
開

催
さ
れ
る
ほ
ど
の
人
気
と
な
っ
た
。釜
石
市

民
が
ラ
グ
ビ
ー
を
応
援
し
支
え
る
文
化
が
始

ま
っ
た
の
が
こ
の
頃
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の〝
北
の
鉄
人
〞の
誇
り
を
受
け
継
ぎ
、

新
た
な
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
、釜
石
シ
ー
ウ
ェ
イ

ブ
ス
R
F
C
が
平
成
13
年（
2
0
0
1
年
） 

4
月
25
日
に
設
立
さ
れ
た
。釜
石
シ
ー
ウ
ェ

イ
ブ
ス
R
F
C
は
岩
手
県
、釜
石
市
、そ
し

て
東
北
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
普
及
に
貢
献

す
る
地
域
に
根
付
い
た
ク
ラ
ブ
作
り
を
目

標
と
し
た
。新
日
鐵
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
部
時
代

か
ら
続
く
釜
石
伝
統
の
大
漁
旗
に
よ
る
応

援
は
今
も
健
在
。〝
北
の
鉄
人
〞が
残
し
た
足

跡
に
よ
り
、釜
石
市
民
の
生
活
に
は
、ラ
グ

ビ
ー
が
地
域
の
誇
り
と
し
て
受
け
継
が
れ
、

企
業
ク
ラ
ブ
が
、市
民
を
始
め
と
し
た
多
く

の
人
々
に
支
え
ら
れ
る
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
で
、

「
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
」と
し
て
広
く
認

知
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

被
災
地
で
の

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本
大
会

開
催

　
当
市
は
、2
0
1
1
年
3
月
11
日
、東
日
本

大
震
災
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。こ

の
被
災
に
よ
り
市
民
1
0
0
0
名
以
上
が
犠

牲
と
な
っ
た
ほ
か
今
な
お
行
方
不
明
の
市
民

も
い
る
。

津波（2011年。写真提供：釜石市（浦山文男氏撮影））

Ｖ
7
戦
士
松
尾
さ
ん
胴
上
げ（
1
9
8
5
年
。写
真
提
供
：
釜
石
市
）

3

特
集

岩
手
県
釜
石
市

夢
の
続
き

表
に
は
現
れ
な
い
、

「
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
」
の

レ
ガ
シ
ー

新
日
鐵
釜
石
時
代
か
ら
続
く
釜
石
と
ラ
グ
ビ
ー
の
熱
愛
関
係
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本
大
会
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
か
と
思
い
き
や
、

さ
ら
に
世
界
と
つ
な
が
ろ
う
と
し
て
い
る
。釜
石
の
夢
は
続
く
。

釜
石
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

平
成
21
年（
2
0
0
9
年
）

　
　
　
7
月
…
国
際
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ド（
当
時
）理
事
会
に
て
日
本
が
R
W
C
2
0
1
9
開
催
国
に
決
定

平
成
23
年（
2
0
1
1
年
）

　
　
　
3
月
…
東
日
本
大
震
災
津
波
発
災

　
　
　
12
月
…
釜
石
市
民
有
志
に
よ
る「
釜
石
R
W
C
2
0
1
9
を
語
る
会
」を
開
催

　
　
　
　
　
　
釜
石
市
復
興
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
に
R
W
C
2
0
1
9
誘
致
を
記
載

平
成
24
年（
2
0
1
2
年
）

　
　
　
7
月
…
岩
手
県
議
会
議
員「
2
巡
目
国
体
を
成
功
さ
せ
、そ
の
後
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
試
合
を

　
　
　
　
　
　
岩
手
県（
釜
石
市
）で
開
催
し
、沿
岸
地
域
の
復
興
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、

　
　
　
　
　
　
次
の
世
代
に
夢
を
与
え
る
議
員
連
盟（
通
称
）復
興
ス
ク
ラ
ム
議
員
連
盟
」設
立

　
　
　
　
　
　
釜
石
市
教
育
委
員
会
事
務
局
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
に「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
誘
致
推
進
室
」設
置

　
　
　
9
月
…
県
議
会
復
興
ス
ク
ラ
ム
議
員
連
盟
、ス
ク
ラ
ム
釜
石
、

　
　
　
　
　
　
釜
石
市
等
か
ら
R
W
C
2
0
1
9 

釜
石
開
催
を
平
野
復
興
大
臣（
当
時
）へ
要
望

平
成
25
年（
2
0
1
3
年
）

　
　
　
10
月
…
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
森
喜
朗
会
長（
当
時
）が

　
　
　
　
　
　
釜
石
シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
R
F
C
の
地
元
戦
を
観
戦
、釜
石
市
内
視
察

平
成
26
年（
2
0
1
4
年
）

　
　
　
5
月
…
市
民
有
志
に
よ
る「
R
W
C
2
0
1
9
釜
石
誘
致
推
進
会
」発
足

　
　
　
6
月
…
R
W
C
2
0
1
9
釜
石
誘
致
推
進
会
が
釜
石
市
長
に
開
催
都
市
立
候
補
を
要
望

　
　
　
7
月
…
釜
石
市
が
開
催
都
市
へ
の
立
候
補
を
表
明

　
　
　
10
月
…
岩
手
県
が
、釜
石
市
と
共
同
で
開
催
都
市
に
立
候
補
す
る
こ
と
を
公
表

　
　
　
　
　
　
岩
手
県
・
釜
石
市
共
同
で
R
W
C
2
0
1
9
開
催
都
市
希
望
申
請
書
を
組
織
委
員
会
へ
提
出

平
成
27
年（
2
0
1
5
年
）

　
　
　
3
月
…
岩
手
県
・
釜
石
市
が
国
内
開
催
都
市
の
一
つ
に
決
定

復
興
に
伴
う
基
盤
整
備
事
業
の
加
速
と
、大

会
開
催
を
契
機
と
し
た
市
民
の
心
の
復
興
を

目
指
す
こ
と
を
開
催
の
意
義
と
し
た
。

　
誘
致
決
定
と
同
時
に
、ス
タ
ジ
ア
ム
を
有

し
て
い
な
い
釜
石
市
は
、ス
タ
ジ
ア
ム
の
設

計
・
施
工
に
取
り
か
か
り
平
成
30
年

（
2
0
1
8
年
）7
月
30
日
に
釜
石
鵜
住
居

（
う
の
す
ま
い
）復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
を
完
成
さ

せ
た
。

　
誘
致
決
定
と
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
に
つ
い
て

は
、当
時
、市
民
の
中
に
も
賛
否
の
声
が
あ

り
、「
ス
タ
ジ
ア
ム
を
建
設
す
る
財
源
が
あ
っ

た
ら
生
活
再
建
に
使
う
べ
き
」と
い
う
声
が

多
々
あ
り
、特
に
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
場
所
で

あ
る
鵜
住
居（
う
の
す
ま
い
）地
区
で
は
反
対

す
る
被
災
者
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。こ
の

た
め
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
誘
致
・

開
催
を
進
め
る
市
民
団
体
は
、鵜
住
居
地
区

で
の
座
談
会
の
開
催
や
、被
災
者
が
入
居
す

る
仮
設
住
宅
を
１
軒
ず
つ
訪
ね
て
は
、ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本
大
会

釜
石
開
催
へ
の
誘
致
・
開
催
の
意
義
と
そ
の

効
果
を
丁
寧
に
説
明
し
て
ま
わ
っ
た
。ス
タ

ジ
ア
ム
の
完
成
と
そ
の
後
の
テ
ス
ト
イ
ベ
ン

ト
開
催
時
に
は
、当
初
反
対
し
た
市
民
が「
ど

う
せ
や
る
な
ら
最
高
の
雰
囲
気
で
。」と
積
極

的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
ま
で
に

な
っ
た
。

　

平

成

31

年

（
2
0
1
9
年
）9
月
25

日
、
観
客
数
１
万

4
0
2
5
人
を
迎
え
た

こ
の
日
、ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー

ル

ド

カ

ッ

プ

2
0
1
9
日
本
大
会
釜

石
開
催「
フ
ィ
ジ
ー
対

ウ
ル
グ
ア
イ
」が
開
催

さ
れ
、市
民
の
悲
願
は

達
成
さ
れ
た
。秋
晴
れ

の
上
空
を
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
が
展
示
飛
行

し
、市
内
全
小
中
学
校

14
校
の
約
2
2
0
0
人

が
震
災
復
興
支
援
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
歌

に
し
た「
あ
り
が
と
う

の
手
紙「T

h
an

k yo
u
 

F
ro

m
 K

A
M

A
IS

H
I

」

を
合
唱
。両
国
の
国
歌

斉
唱
の
前
に
は
東
日
本

大
震
災
犠
牲
者
へ
黙

禱
を
捧
げ
る
な
ど
、感

動
の
空
間
を
創
出
す

る
事
が
で
き
た
。

　
同
年
10
月
12
日
、令

和
元
年
台
風
第
19
号

東
日
本
大
震
災
か
ら

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
誘
致
ま
で
の
動
き

被
災
市
民
は
、「
釜
石
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
ら
夢
の
よ
う
な
の

に
。」と
想
う
よ
う
に
な
り
、そ
の
想
い
が
声

と
に
よ
り
、釜
石
市
民
の
元
気
を
世
界
に
向

け
て
発
信
し
、こ
れ
ま
で
の
復
興
支
援
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

夢の続き3

ク
競
技
大
会
の
延
期
や
、予
定
し
て
い
た
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
交
流
活
動
も
残
念
な

が
ら
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
く

中
、今
ま
で
の
取
り
組
み
や
、育
ん
で
き
た
友

情
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
を

通
じ
た
交
流
を
取
り
入
れ
事
業
を
実
施
し

た
。

　
1
つ
目
は
、2
0
1
9
年
9
月
か
ら
同
年

11
月
ま
で
の
2
カ
月
間
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
主
催
の「
と
も
だ
ち

2
0
2
0
」パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
、南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
中
学
生
約

10
名
と
、市
内
の
中
学
生
が
2
週
間
に
一
回

程
度
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
と
、お
互
い

の
文
化
や
日
常
生
活
、学
校
生
活
、防
災
学
習

な
ど
を
紹
介
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
と
し

た
。

　
2
つ
目
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使
館
等

と
連
携
し
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
各
地
と
東

京
、釜
石
市
の
各
地
を
W
e
b
で
つ
な
ぎ
、文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
音
楽
・
食
等
を
通
じ
た
オ
ン

ラ
イ
ン
交
流
を
行
う
「
K
O
A
L
A 

C
A
M
P（
コ
ア
ラ
キ
ャ
ン
プ
）」を
実
施
、

メ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
の
在
日
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
大
使
館
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
体
験
、ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー
の
製

作
、ワ
イ
ン
講
座
、サ
テ
ラ
イ
ト
ポ
イ
ン
ト
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
シ
ド
ニ
ー
か
ら
は
ヨ
ガ

体
験
と
菓
子
作
り
、ハ
ン
タ
ー
・
バ
レ
ー
か
ら

ワ
イ
ナ
リ
ー
紹
介
、ゴ
ー
ル
ド
・
コ
ー
ス
ト
か

ら
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
実
演
、メ
ル
ボ
ル
ン
か

ら
ジ
ャ
ズ
演
奏
、釜
石
ス
タ
ジ
オ
の
根
浜
海

岸
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
実
演
を
行

う
な
ど
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
様
々

な
交
流
体
験
を
し
た
。

　
ま
た
、オ
ン
ラ
イ
ン
以
外
に
は
、ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
を
紹
介
す
る
取
組
み
と
し
て
、令
和
元

（
2
0
2
0
）年
10
月
に
釜
石
鵜
住
居
復
興
ス

タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
た「
い
わ
て
・
か
ま
い

し
ラ
グ
ビ
ー
メ
モ
リ
ア
ル
マ
ッ
チ
」の
会
場

内
に
お
い
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
紹
介
交
流
事

業
を
行
っ
た
。会
場
で
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
ス
ポ
ー

ツ
体
験
、ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
伝
統
楽
器
デ
ィ
ジ

ュ
リ
ド
ゥ
の
演
奏
、ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー
の

制
作
体
験
、ミ
ー
ト
パ
イ
、コ
ー
ヒ
ー
、ワ
イ

ン
な
ど
の
食
を
紹
介
し
、来
場
者
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
を
満
喫
し
て
も
ら
っ
た
。

　
2
0
2
1
年
1
月
に
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
テ
ィ
ー
ツ
リ
ー
ハ
ニ
ー
と
マ
カ
ダ
ミ
ア

ナ
ッ
ツ
、釜
石
の
ミ
ル
ク
ジ
ェ
ラ
ー
ト
と
当
市

の
特
産
品
で
あ
る
甲
子
柿
を
掛
け
合
わ
せ
た

ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
開
発
し
た
。試
食
会
で
好
評

い
た
だ
き
、同
年
9
月
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
終
了
ま
で
市
内
の
観
光

施
設
の
店
頭
で
販
売
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
に
も
、新
聞
紙
面
広
告
、ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
交
流
の
映
像
制
作
、そ
し
て
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
周
知
グ
ッ
ズ
の
作
成
や
装
飾
を
行
う
な

ど
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
醸
成
に
努
め

た
。

　
今
夏
開
催
さ
れ
た
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開

催
期
間
中
に
は
、7
人
制
ラ
グ
ビ
ー
の
試
合

が
行
わ
れ
た
7
月
26
日
か
ら
31
日
ま
で
、釜

石
市
民
ホ
ー
ル
T
E
T
T
O
で
、パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
行
い
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
チ
ー
ム
を
応
援
す
る
こ
と
で
、東
日
本
大

震
災
の
時
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
方
々
を
は

じ
め
、世
界
中
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た
ご

支
援
に
対
す
る
感
謝
と
、復
興
し
た
元
気
な

釜
石
の
状
況
を
発
信
し
た
。

　
い
ま
だ
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、直
接
の
交
流
は
難

し
い
状
況
で
は
あ
る
も
の
の
、オ
ン
ラ
イ
ン

交
流
も
行
い
な
が
ら
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と

の
継
続
し
た
交
流
を
行
い
な
が
ら
、ラ
グ
ビ

ー
の
ま
ち
釜
石
は
、国
際
大
会
を
契
機
と
し

た
子
ど
も
た
ち
へ
の
レ
ガ
シ
ー
を
伝
え
続
け

て
ゆ
く
。

今
後
の
取
組
み

　
今
年
度
、当
市
は
、令
和
3
年
度
か
ら
令
和

12
年
度
ま
で
の
10
ヶ
年
を
計
画
期
間
と
す

る
第
六
次
釜
石
市
総
合
計
画
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。計
画
に
は
、10
年
後
の
ま
ち
の
あ
る

べ
き
状
態
を
表
す
将
来
像
を『
一
人
ひ
と
り

が
学
び
あ
い
、世
界
と
つ
な
が
り
未
来
を
創

る
ま
ち
か
ま
い
し
』と
し
、こ
の
姿
を
実
現
す

る
た
め
の
姿
勢
を
表
す
将
来
像
を〝
多
様
性

を
認
め
合
い
な
が
ら
、ト
ラ
イ
し
続
け
る
不

屈
の
ま
ち
〞と
し
て
い
る
。

　
そ
こ
に
は
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

や
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9

日
本
大
会
釜
石
開
催
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
、日
本
中
・
世
界
中
と
の
つ
な
が
り
を
育
む

機
会
に
恵
ま
れ
た
経
験
を
生
か
し
、更
に
新

た
な
世
界
を
広
げ
る
こ
と
で
、一
人
ひ
と
り

の
可
能
性
、地
域
の
可
能
性
を
広
げ
、希
望
が

連
鎖
し
、活
力
あ
る
未
来
を
創
り
続
け
る
姿

を
重
ね
た
。

　
今
後
、こ
の
将
来
像
を
実
現
し
て
い
く
中

で
欠
か
せ
な
い
こ
と
の
一
つ
と
し
て
、国
際

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
地
域
振
興

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、こ
れ
に
は
、課
題
が
山
積

し
て
お
り
、行
政
施
策
各
般
か
ら
の
ア
プ
ロ

ー
チ
が
不
可
欠
だ
が
、そ
の
一
つ
に
多
文
化

共
生
社
会
の
実
現
も
あ
る
と
考
え
る
。

　
当
市
で
は
、第
六
次
釜
石
市
総
合
計
画
と

歩
調
を
合
わ
せ
、多
様
な
国
際
交
流
活
動
の
実

践
に
よ
り「
海
外
か
ら
訪
れ
た
人
を
や
さ
し
く

受
け
入
れ
る
ま
ち
」「
世
界
と
つ
な
が
る
人
材

が
育
つ
ま
ち
」「
違
い
を
認
め
合
え
る
市
民
が

暮
ら
す
ま
ち
」で
あ
り
た
い
と
の
強
い
思
い
か

ら
、釜
石
市
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、「
世
界
と
つ
な
が
る
K
A
M
A
I
S
H
I
」

を
目
指
し
て
取
組
ん
で
い
く
。

　
10
年
後
に
は
、国
内
外
を
問
わ
ず
当
市
に

お
い
て
ラ
グ
ビ
ー
を
は
じ
め
各
種
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
が
盛
ん
に
開
催
さ
れ
、ス
ポ
ー

ツ
の「
す
る
・
み
る
・
さ
さ
え
る
」が
一
体
と
な

り
市
民
が
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
り
参
画
し
て

い
る
姿
の
夢
を
み
る
。

夢
の
続
き

　
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
の
夢
は
苦
難
の

路
で
も
あ
る
。

　
新
日
鐡
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
部
は
無
名
選
手

の
集
ま
り
で
あ
っ
た
が
、ぶ
つ
か
っ
て
倒
さ

れ
て
も
、直
ぐ
に
立
ち
上
が
り
前
へ
進
む
。

　
倒
さ
れ
て
も
倒
さ
れ
て
も
、な
お
も
立
ち

上
が
り
、ま
た
倒
さ
れ
続
け
た
あ
る
瞬
間
、

「
諦
め
る
な
！
」

　
誰
か
が
言
っ
た
そ
の
声
に
、倒
さ
れ
な
が

ら
も
パ
ス
を
出
す
。

　
そ
の
パ
ス
は
大
き
な
波
と
な
り
、日
本
一

に
向
か
っ
て
走
り
出
す
。

　
未
曽
有
の
震
災
を
経
験
す
る
も
、

　「
釜
石
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。」

　
誰
か
が
言
っ
た
そ
の
声
は
、多
く
の
人
の

心
に
響
き
、や
が
て
、大
き
な
う
ね
り
と
な
っ

て
広
が
り
大
成
功
を
収
め
る
。震
災
か
ら
の

絆
の
パ
ス
は
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

を
経
て
、そ
の
後
の
東
京
2
0
2
0
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
交
流
事
業
へ
と
つ
な
が
り
続
け
る
。

釜
石
で
組
ま
れ
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
は
、開
催
12
都
市
の
中
で
最
も
少
な
い
2

試
合
だ
っ
た
が
、そ
の
う
ち
の
1
試
合
、ナ
ミ

ビ
ア
対
カ
ナ
ダ
戦
は
、台
風
19
号（
ハ
ギ
ビ

ス
）の
来
襲
に
よ
り
中
止
と
な
る
と
、

　「
釜
石
の
力
に
な
り
た
い
。」

　
カ
ナ
ダ
代
表
の
誰
か
が
言
っ
た
そ
の
声

で
、

道
路
や
民
家
に
流
れ
込
ん
だ
土
砂
を
掻
き
出

す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
が
行
わ
れ
、そ
れ
は
、

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本

大
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
に
な
っ
た
。

　
声
、そ
れ
は
、見
え
な
い
心
の
絆
。

　
声
と
共
に
立
ち
上
が
り
、声
に
勇
気
づ
け

ら
れ
て
進
ん
で
き
た
夢
の
路
。

そ
し
て
、ま
た
、希
望
を
灯
す
誰
か
の
声
。

　「
ナ
ミ
ビ
ア
と
カ
ナ
ダ
に
ま
た
釜
石
に
来

て
も
ら
っ
て
、試
合
を
し
て
も
ら
え
た
ら
い

い
な
」

　
そ
の
声
は
、ど
ん
ど
ん
大
き
く
広
が
り
、ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
レ
ガ
シ
ー
を
、

次
の
世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
の
企
画
が
生
ま
れ

た
。

　
2
0
2
0
年
10
月
10
日
、釜
石
が
、世
界
の

『
K
A
M
A
I
S
H
I
』に
な
っ
た
あ
の
日
か

ら
１
年
。

　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日

本
大
会
開
催
1
周
年
記
念「
い
わ
て
・
か
ま
い

し
ラ
グ
ビ
ー
メ
モ
リ
ア
ル
マ
ッ
チ
」開
催
。

　
ナ
ミ
ビ
ア
対
カ
ナ
ダ
の
再
試
合
実
現
が
ほ

ぼ
決
ま
っ
た
矢
先
、世
界
を
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

が
襲
い
、両
チ
ー
ム
の
来
日
は
不
可
能
に
な

っ
た
。

　「
そ
れ
で
も
、メ
モ
リ
ア
ル
マ
ッ
チ
は
や
り

ま
し
ょ
う
！
」

　
釜
石
の
復
興
を
支
え
て
き
た
釜
石
シ
ー
ウ

ェ
イ
ブ
ス
R
F
C
と
、震
災
直
後
か
ら
釜
石

を
訪
れ
、ラ
グ
ビ
ー
や
復
興
支
援
活
動
を
通

し
て
釜
石
を
勇
気
づ
け
て
き
た
ク
ボ
タ
ス
ピ

ア
ー
ズ
か
ら
の
心
強
い
声
が
届
き
、未
来
へ

の
希
望
を
つ
な
い
で
く
れ
た
。

　
観
客
の
数
は
、収
容
人
数
の
半
分
以
下
に

設
定
さ
れ
、歓
声
も
、子
ど
も
達
の
歌
声
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
も
無
い
。し
か

し
、釜
石
と
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、静
か
な
熱
気
と

期
待
に
包
ま
れ
な
が
ら
輝
い
た
。

　
新
し
い
生
活
様
式
に
合
わ
せ
た
様
々
な
取

組
み
も
行
わ
れ
た
。

●
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
応
援
団
設
立

●Y
ouT
ube

ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち

　釜
石
チ
ャ
ン
ネ
ル
開
設
・
ラ
グ
ビ
ー
試
合

の
無
料
配
信

●
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
誘
致

●
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
神
社
移
設

●
小
中
学
校
で
の
ラ
グ
ビ
ー
教
室
開
催
や
、

小
学
校
対
抗
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
大
会
開
催

　
な
ど
、様
々
な
子
ど
も
達
向
け
の
企
画
も

開
催
さ
れ
、県
内
の
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
人

数
や
釜
石
シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
Jr.
の
人
数
は

増
加
し
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本

大
会
を
き
っ
か
け
に
生
ま
れ
た
熱
は
、こ
れ

か
ら
を
担
う
子
ど
も
達
の
中
に
し
っ
か
り

と
息
づ
い
て
い
る
。

　
声
、そ
れ
は
、想
い
と
想
い
を
つ
な
い
で
い

く
希
望
の
証
。

　
そ
し
て
、釜
石
ラ
グ
ビ
ー
を
愛
す
る
み
ん

な
の
声
。

　「
ナ
ミ
ビ
ア
対
カ
ナ
ダ
戦
の
実
現
は
諦
め

な
い
！
」

　
そ
れ
は
、た
く
さ
ん
の
人
々
の
心
の
声
で

あ
り
、表
に
は
現
れ
な
い
釜
石
の
レ
ガ
シ
ー
。

無
数
の
声
を
チ
カ
ラ
に
、一
歩
一
歩
、歩
み
続

け
な
が
ら
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

レ
ガ
シ
ー
を
誇
り
に
。

　『
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
』の
夢
に
終
わ
り

は
な
い
。

14



合
が
間
違
い
な
く
最
高
の
試
合
で
あ
り
誇
り

に
な
っ
た
日
。」と
述
べ
た
。当
市
の
震
災
復

興
と
し
て
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
誘

致
・
開
催
し
た
事
が
世
界
的
に
評
価
さ
れ
、12

の
開
催
都
市
の
中
で
は
一
番
小
さ
な
試
合
会

場
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、と
て
も
大

き
な
開
催
レ
ガ
シ
ー（
遺
産
）を
得
る
事
が
で

き
た
。そ
れ
は
物
と
言
う
よ
り
も
心
の
レ
ガ

シ
ー
。チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
れ
ば
何
事
も
成

し
遂
げ
ら
れ
る
と
い
う
希
望
。最
初
は
小
さ

な
ワ
ン
チ
ー
ム
も
、諦
め
な
け
れ
ば
大
き
な

ワ
ン
チ
ー
ム
に
な
っ
て
ゆ
く
。子
供
達
に
も

大
切
な
事
を
伝
え
ら
れ
た
釜
石
開
催
と
な
っ

た
。東

京
2
0
2
0
大
会

　

「
復
興『
あ
り
が
と
う
』

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」の
取
組
み

　
当
市
は
、平
成
29（
2
0
1
7
）年
11
月
に
、

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
て
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の「
復
興『
あ
り
が
と
う
』ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
」に
登
録
し
た
。

　
登
録
の
き
っ
か
け
は
、東
日
本
大
震
災
の

時
に
、釜
石
の
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
、釜
石
シ
ー

ウ
ェ
イ
ブ
ス
R
F
C
に
所
属
し
て
い
た
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
の
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ァ
ー
デ

ィ
ー
選
手
が
、帰
国
せ
ず
に
チ
ー
ム
メ
イ
ト

と
一
緒
に
市
民
の
為
に
支
援
活
動
を
行
い
、

フ
ァ
ー
デ
ィ
ー
選
手
か
ら
た
く
さ
ん
の
勇
気

と
感
動
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、も
う
一
つ
は
、

2
0
1
5
年
か
ら
当
市
の
中
学
生
が
海
外
体

験
学
習
事
業
で
ビ
ク
ト
リ
ア
州
の
学
校
に
受

け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

　「
復
興『
あ
り
が
と
う
』ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」事

業
で
の
取
組
み
と
し
て
は
、
平
成
30

（
2
0
1
8
）年
3
月
、ス
コ
ッ
ト
・
フ
ァ
ー

デ
ィ
ー
選
手
を
釜
石
に
招
い
て
、市
民
と
の

交
流
を
行
っ
た「“W

e
lc

o
m

e
 H

o
m

e
 

S
c
o

tt F
a

r
d

y
!”

お
か
え
り
フ
ァ
ー

デ
ィ
ー
！
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」を
開
催
し
、市
民
と
と
も
に
東
日
本
大

震
災
当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
釜
石
の
今
後

に
つ
い
て
の
語
り
合
い
の
他
、市
内
の
小
学

校
で
は
東
日
本
大
震
災
時
の
経
験
の
話
と
タ

グ
ラ
グ
ビ
ー
で
交
流
し
、ま
た
、市
内
高
校
の

ラ
グ
ビ
ー
部
で
は
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
指

導
に
よ
り
参
加
し
た
生
徒
か
ら
た
く
さ
ん
の

歓
び
の
声
が
あ
が
っ
た
。

　
2
0
1
8
年
と
翌
2
0
1
9
年
の
秋
に

は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
小
学
生
を
招
待
し
、

市
内
の
小
学
校
と
の
国
際
交
流
や
、タ
グ
ラ

グ
ビ
ー
大
会
等
で
の
交
流
を
行
い
、国
境
を

超
え
た
友
情
を
育
む
こ
と
が
で
き
た
。

　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日

本
大
会
釜
石
開
催
で
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
高
校
生
と
、地
元
の
高
校
生
が
市
内
で
ラ

グ
ビ
ー
の
交
流
、両
国
の
食
材
を
使
っ
た
お

む
す
び
を
握
り
、一
緒
に
食
べ
る
な
ど
、ス
ポ

ー
ツ
と
食
文
化
の
交
流
も
行
っ
た
。

　
平
成
31（
2
0
1
9
）年
9
月
に
発
生
し
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
森
林
火
災
の
災
害
支
援
の

た
め
、1
月
か
ら
3
月
ま
で
の
約
2
カ
月
間

に
わ
た
り
募
金
活
動
を
行
い
、市
内
の
小
中

学
生
で
構
成
す
る「
か
ま
い
し
絆
会
議
」や
市

民
か
ら
の
募
金
、市
外
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
約
1
3
0
万
円
を
、在
日
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
商
工
会
議
所

（
A
N
Z
C
C
J
）を
通
じ
て
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
赤
十
字
社
に
届
け
る
活
動
を
行
っ
た
。

　
2
0
2
0
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

（
ハ
ギ
ビ
ス
）が
日
本
に
来
襲
し
、東
日
本
を

北
上
。公
共
交
通
機
関
の
乱
れ
や
土
砂
災
害

の
可
能
性
な
ど
、観
客
の
皆
様
、選
手
、大
会

を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

全
て
の
関
係
者
の
安
全
を
確
保
す
る
事
が
困

難
で
あ
る
と
判
断
し
、残
念
な
が
ら
、10
月
13

日
開
催
予
定
だ
っ
た「
ナ
ミ
ビ
ア
対
カ
ナ
ダ

戦
」の
中
止
が
決
定
さ
れ
た
。し
か
し
、物
語

に
は
続
き
が
あ
っ
た
。試
合
を
見
る
事
が
出

来
な
い
、ス
タ
ジ
ア
ム
に
も
入
る
事
が
出
来

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、鵜
住
居
駅
周
辺
に

は
大
勢
の
人
々
が
集
ま
っ
て
き
た
。

　「
み
ん
な
で
大
漁
旗
を
持
っ
て
ス
タ
ジ
ア

ム
ま
で
行
進
し
よ
う
。」

　
キ
ッ
ク
オ
フ
の
12
時
15
分
に
あ
わ
せ
て
、

台
風
一
過
の
青
空
の
下
1
0
0
旗
以
上
の
大

漁
旗
が
振
ら
れ
た
。何
か
を
応
援
す
る
よ
う

に
。

　
一
方
、洪
水
に
襲
わ
れ
た
地
区
で
は
、土
砂

の
除
去
作
業
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
従
事

す
る
カ
ナ
ダ
選
手
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
。試

合
以
上
の
大
切
な
プ
レ
ー
を
私
た
ち
に
魅
せ

て
く
れ
た
。も
し
か
し
た
ら
、こ
れ
こ
そ
が
ラ

グ
ビ
ー
精
神
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
2
0
1
9
年
11
月
2
日
、南
ア
フ
リ
カ
が

優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
で
あ
る
ウ
ェ
ブ
・
エ
リ
ス
・

カ
ッ
プ
を
掲
げ
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
2
0
1
9
日
本
大
会
は
幕
を
閉
じ
た
。翌

日
に
行
わ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
ラ
グ
ビ
ー
ア
ワ
ー

ド
2
0
1
9
に
お
い
て
、ラ
グ
ビ
ー
の
価
値

を
社
会
的
に
高
め
た
と
し
て
、12
の
開
催
都

市
の
中
で
唯
一
、当
市
が「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

（
品
格
）賞
」を
受
賞
し
た
。

　
ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
日
本
大
会
の
統
括
責
任
者
で
あ
る

ア
ラ
ン
・
ギ
ル
ピ
ン
氏
は
、「
こ
れ
ま
で

2
0
0
試
合
以
上
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
の
試
合
を
観
て
き
た
中
で
、釜
石
の
試

　
多
く
の
被
災
者
は
、住
み
慣
れ
た
地
域
か

ら
離
れ
た
場
所
へ
と
移
り
住
み
、家
族
や
親

類
の
ほ
か
、仕
事
や
そ
れ
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、普
段
の
生
活
そ
の
も
の
ま
で
も
が
失

わ
れ
た
。

　
震
災
直
後
か
ら
、国
内
外
の
多
く
の
支
援

者
に
よ
る
救
援
物
資
や
震
災
関
連
の
見
舞
金

が
寄
せ
ら
れ
、多
団
体
に
よ
る
復
興
支
援
の

イ
ベ
ン
ト
や
国
か
ら
の
生
活
保
障
制
度
が
充

実
し
て
く
る
一
方
で
、癒
え
る
こ
と
の
な
い

心
の
傷
を
抱
え
た
ま
ま
、夢
や
希
望
を
失
っ

た
多
く
の
市
民
が
苦
し
い
生
活
を
し
て
い

た
。

　
こ
の
様
な
状
況
に
お
い
て
、日
本
で
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本
大
会

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
ラ
グ
ビ
ー
を
応
援
し
支
え
て
き
た

と
な
り
、や
が
て
大
き
な
希
望
と
な
っ
た
。

　
釜
石
市
は
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
日
本
大
会
を
誘
致
・
開
催
す
る
こ

ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち

釜
石

　〝
北
の
鉄
人
〞と
呼
ば
れ
、日
本
の
ラ
グ
ビ

ー
史
に
偉
大
な
足
跡
を
残
し
た
新
日
鐵
釜
石

製
鐵
所
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
昭
和
54
年

（
1
9
7
9
年
）か
ら
昭
和
60
年（
1
9
8
5

年
）ま
で
の
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
7
連
覇
を
含
む
、通
算
8
度
の

日
本
一
に
輝
い
た
。

　
当
時
、誰
一
人
と
し
て
大
学
出
身
の
F
W 

は
お
ら
ず
、B
K
を
含
め
、そ
の
ほ
と
ん
ど
は

高
校
時
代
は
無
名
だ
っ
た
選
手
。偉
業
の
陰

に
は
、東
北
人
特
有
の
忍
耐
強
さ
と
、地
域
、

社
会
を
挙
げ
て
の
温
か
い
声
援
が
あ
っ
た
。

同
部
が
連
覇
を
重
ね
る
ご
と
に
、市
内
の
ラ

グ
ビ
ー
熱
は
さ
ら
に
上
昇
し
、選
手
団
が
選

手
権
大
会
で
優
勝
後
に
帰
郷
し
た
際
は
漁
師

町
な
ら
で
は
の
、色
と
り
ど
り
の
大
漁
旗
に

迎
え
ら
れ
、市
内
で
凱
旋
パ
レ
ー
ド
ま
で
開

催
さ
れ
る
ほ
ど
の
人
気
と
な
っ
た
。釜
石
市

民
が
ラ
グ
ビ
ー
を
応
援
し
支
え
る
文
化
が
始

ま
っ
た
の
が
こ
の
頃
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の〝
北
の
鉄
人
〞の
誇
り
を
受
け
継
ぎ
、

新
た
な
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
、釜
石
シ
ー
ウ
ェ
イ

ブ
ス
R
F
C
が
平
成
13
年（
2
0
0
1
年
） 

4
月
25
日
に
設
立
さ
れ
た
。釜
石
シ
ー
ウ
ェ

イ
ブ
ス
R
F
C
は
岩
手
県
、釜
石
市
、そ
し

て
東
北
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
普
及
に
貢
献

す
る
地
域
に
根
付
い
た
ク
ラ
ブ
作
り
を
目

標
と
し
た
。新
日
鐵
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
部
時
代

か
ら
続
く
釜
石
伝
統
の
大
漁
旗
に
よ
る
応

援
は
今
も
健
在
。〝
北
の
鉄
人
〞が
残
し
た
足

跡
に
よ
り
、釜
石
市
民
の
生
活
に
は
、ラ
グ

ビ
ー
が
地
域
の
誇
り
と
し
て
受
け
継
が
れ
、

企
業
ク
ラ
ブ
が
、市
民
を
始
め
と
し
た
多
く

の
人
々
に
支
え
ら
れ
る
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
で
、

「
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
」と
し
て
広
く
認

知
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

被
災
地
で
の

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本
大
会

開
催

　
当
市
は
、2
0
1
1
年
3
月
11
日
、東
日
本

大
震
災
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。こ

の
被
災
に
よ
り
市
民
1
0
0
0
名
以
上
が
犠

牲
と
な
っ
た
ほ
か
今
な
お
行
方
不
明
の
市
民

も
い
る
。

津波（2011年。写真提供：釜石市（浦山文男氏撮影））

Ｖ
7
戦
士
松
尾
さ
ん
胴
上
げ（
1
9
8
5
年
。写
真
提
供
：
釜
石
市
）

3

特
集

岩
手
県
釜
石
市

夢
の
続
き

表
に
は
現
れ
な
い
、

「
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
」
の

レ
ガ
シ
ー

新
日
鐵
釜
石
時
代
か
ら
続
く
釜
石
と
ラ
グ
ビ
ー
の
熱
愛
関
係
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本
大
会
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
か
と
思
い
き
や
、

さ
ら
に
世
界
と
つ
な
が
ろ
う
と
し
て
い
る
。釜
石
の
夢
は
続
く
。

釜
石
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

平
成
21
年（
2
0
0
9
年
）

　
　
　
7
月
…
国
際
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ド（
当
時
）理
事
会
に
て
日
本
が
R
W
C
2
0
1
9
開
催
国
に
決
定

平
成
23
年（
2
0
1
1
年
）

　
　
　
3
月
…
東
日
本
大
震
災
津
波
発
災

　
　
　
12
月
…
釜
石
市
民
有
志
に
よ
る「
釜
石
R
W
C
2
0
1
9
を
語
る
会
」を
開
催

　
　
　
　
　
　
釜
石
市
復
興
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
に
R
W
C
2
0
1
9
誘
致
を
記
載

平
成
24
年（
2
0
1
2
年
）

　
　
　
7
月
…
岩
手
県
議
会
議
員「
2
巡
目
国
体
を
成
功
さ
せ
、そ
の
後
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
試
合
を

　
　
　
　
　
　
岩
手
県（
釜
石
市
）で
開
催
し
、沿
岸
地
域
の
復
興
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、

　
　
　
　
　
　
次
の
世
代
に
夢
を
与
え
る
議
員
連
盟（
通
称
）復
興
ス
ク
ラ
ム
議
員
連
盟
」設
立

　
　
　
　
　
　
釜
石
市
教
育
委
員
会
事
務
局
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
に「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
誘
致
推
進
室
」設
置

　
　
　
9
月
…
県
議
会
復
興
ス
ク
ラ
ム
議
員
連
盟
、ス
ク
ラ
ム
釜
石
、

　
　
　
　
　
　
釜
石
市
等
か
ら
R
W
C
2
0
1
9 

釜
石
開
催
を
平
野
復
興
大
臣（
当
時
）へ
要
望

平
成
25
年（
2
0
1
3
年
）

　
　
　
10
月
…
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
森
喜
朗
会
長（
当
時
）が

　
　
　
　
　
　
釜
石
シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
R
F
C
の
地
元
戦
を
観
戦
、釜
石
市
内
視
察

平
成
26
年（
2
0
1
4
年
）

　
　
　
5
月
…
市
民
有
志
に
よ
る「
R
W
C
2
0
1
9
釜
石
誘
致
推
進
会
」発
足

　
　
　
6
月
…
R
W
C
2
0
1
9
釜
石
誘
致
推
進
会
が
釜
石
市
長
に
開
催
都
市
立
候
補
を
要
望

　
　
　
7
月
…
釜
石
市
が
開
催
都
市
へ
の
立
候
補
を
表
明

　
　
　
10
月
…
岩
手
県
が
、釜
石
市
と
共
同
で
開
催
都
市
に
立
候
補
す
る
こ
と
を
公
表

　
　
　
　
　
　
岩
手
県
・
釜
石
市
共
同
で
R
W
C
2
0
1
9
開
催
都
市
希
望
申
請
書
を
組
織
委
員
会
へ
提
出

平
成
27
年（
2
0
1
5
年
）

　
　
　
3
月
…
岩
手
県
・
釜
石
市
が
国
内
開
催
都
市
の
一
つ
に
決
定

復
興
に
伴
う
基
盤
整
備
事
業
の
加
速
と
、大

会
開
催
を
契
機
と
し
た
市
民
の
心
の
復
興
を

目
指
す
こ
と
を
開
催
の
意
義
と
し
た
。

　
誘
致
決
定
と
同
時
に
、ス
タ
ジ
ア
ム
を
有

し
て
い
な
い
釜
石
市
は
、ス
タ
ジ
ア
ム
の
設

計
・
施
工
に
取
り
か
か
り
平
成
30
年

（
2
0
1
8
年
）7
月
30
日
に
釜
石
鵜
住
居

（
う
の
す
ま
い
）復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
を
完
成
さ

せ
た
。

　
誘
致
決
定
と
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
に
つ
い
て

は
、当
時
、市
民
の
中
に
も
賛
否
の
声
が
あ

り
、「
ス
タ
ジ
ア
ム
を
建
設
す
る
財
源
が
あ
っ

た
ら
生
活
再
建
に
使
う
べ
き
」と
い
う
声
が

多
々
あ
り
、特
に
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
場
所
で

あ
る
鵜
住
居（
う
の
す
ま
い
）地
区
で
は
反
対

す
る
被
災
者
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。こ
の

た
め
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
誘
致
・

開
催
を
進
め
る
市
民
団
体
は
、鵜
住
居
地
区

で
の
座
談
会
の
開
催
や
、被
災
者
が
入
居
す

る
仮
設
住
宅
を
１
軒
ず
つ
訪
ね
て
は
、ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本
大
会

釜
石
開
催
へ
の
誘
致
・
開
催
の
意
義
と
そ
の

効
果
を
丁
寧
に
説
明
し
て
ま
わ
っ
た
。ス
タ

ジ
ア
ム
の
完
成
と
そ
の
後
の
テ
ス
ト
イ
ベ
ン

ト
開
催
時
に
は
、当
初
反
対
し
た
市
民
が「
ど

う
せ
や
る
な
ら
最
高
の
雰
囲
気
で
。」と
積
極

的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
ま
で
に

な
っ
た
。

　

平

成

31

年

（
2
0
1
9
年
）9
月
25

日
、
観
客
数
１
万

4
0
2
5
人
を
迎
え
た

こ
の
日
、ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー

ル

ド

カ

ッ

プ

2
0
1
9
日
本
大
会
釜

石
開
催「
フ
ィ
ジ
ー
対

ウ
ル
グ
ア
イ
」が
開
催

さ
れ
、市
民
の
悲
願
は

達
成
さ
れ
た
。秋
晴
れ

の
上
空
を
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
が
展
示
飛
行

し
、市
内
全
小
中
学
校

14
校
の
約
2
2
0
0
人

が
震
災
復
興
支
援
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
歌

に
し
た「
あ
り
が
と
う

の
手
紙「T

h
an

k yo
u
 

F
ro

m
 K

A
M

A
IS

H
I

」

を
合
唱
。両
国
の
国
歌

斉
唱
の
前
に
は
東
日
本

大
震
災
犠
牲
者
へ
黙

禱
を
捧
げ
る
な
ど
、感

動
の
空
間
を
創
出
す

る
事
が
で
き
た
。

　
同
年
10
月
12
日
、令

和
元
年
台
風
第
19
号

東
日
本
大
震
災
か
ら

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
誘
致
ま
で
の
動
き

被
災
市
民
は
、「
釜
石
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
ら
夢
の
よ
う
な
の

に
。」と
想
う
よ
う
に
な
り
、そ
の
想
い
が
声

と
に
よ
り
、釜
石
市
民
の
元
気
を
世
界
に
向

け
て
発
信
し
、こ
れ
ま
で
の
復
興
支
援
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

夢の続き3

ク
競
技
大
会
の
延
期
や
、予
定
し
て
い
た
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
交
流
活
動
も
残
念
な

が
ら
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
く

中
、今
ま
で
の
取
り
組
み
や
、育
ん
で
き
た
友

情
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
を

通
じ
た
交
流
を
取
り
入
れ
事
業
を
実
施
し

た
。

　
1
つ
目
は
、2
0
1
9
年
9
月
か
ら
同
年

11
月
ま
で
の
2
カ
月
間
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
主
催
の「
と
も
だ
ち

2
0
2
0
」パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
、南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
中
学
生
約

10
名
と
、市
内
の
中
学
生
が
2
週
間
に
一
回

程
度
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
と
、お
互
い

の
文
化
や
日
常
生
活
、学
校
生
活
、防
災
学
習

な
ど
を
紹
介
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
と
し

た
。

　
2
つ
目
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使
館
等

と
連
携
し
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
各
地
と
東

京
、釜
石
市
の
各
地
を
W
e
b
で
つ
な
ぎ
、文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
音
楽
・
食
等
を
通
じ
た
オ
ン

ラ
イ
ン
交
流
を
行
う
「
K
O
A
L
A 

C
A
M
P（
コ
ア
ラ
キ
ャ
ン
プ
）」を
実
施
、

メ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
の
在
日
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
大
使
館
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
体
験
、ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー
の
製

作
、ワ
イ
ン
講
座
、サ
テ
ラ
イ
ト
ポ
イ
ン
ト
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
シ
ド
ニ
ー
か
ら
は
ヨ
ガ

体
験
と
菓
子
作
り
、ハ
ン
タ
ー
・
バ
レ
ー
か
ら

ワ
イ
ナ
リ
ー
紹
介
、ゴ
ー
ル
ド
・
コ
ー
ス
ト
か

ら
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
実
演
、メ
ル
ボ
ル
ン
か

ら
ジ
ャ
ズ
演
奏
、釜
石
ス
タ
ジ
オ
の
根
浜
海

岸
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
実
演
を
行

う
な
ど
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
様
々

な
交
流
体
験
を
し
た
。

　
ま
た
、オ
ン
ラ
イ
ン
以
外
に
は
、ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
を
紹
介
す
る
取
組
み
と
し
て
、令
和
元

（
2
0
2
0
）年
10
月
に
釜
石
鵜
住
居
復
興
ス

タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
た「
い
わ
て
・
か
ま
い

し
ラ
グ
ビ
ー
メ
モ
リ
ア
ル
マ
ッ
チ
」の
会
場

内
に
お
い
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
紹
介
交
流
事

業
を
行
っ
た
。会
場
で
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
ス
ポ
ー

ツ
体
験
、ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
伝
統
楽
器
デ
ィ
ジ

ュ
リ
ド
ゥ
の
演
奏
、ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー
の

制
作
体
験
、ミ
ー
ト
パ
イ
、コ
ー
ヒ
ー
、ワ
イ

ン
な
ど
の
食
を
紹
介
し
、来
場
者
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
を
満
喫
し
て
も
ら
っ
た
。

　
2
0
2
1
年
1
月
に
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
テ
ィ
ー
ツ
リ
ー
ハ
ニ
ー
と
マ
カ
ダ
ミ
ア

ナ
ッ
ツ
、釜
石
の
ミ
ル
ク
ジ
ェ
ラ
ー
ト
と
当
市

の
特
産
品
で
あ
る
甲
子
柿
を
掛
け
合
わ
せ
た

ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
開
発
し
た
。試
食
会
で
好
評

い
た
だ
き
、同
年
9
月
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
終
了
ま
で
市
内
の
観
光

施
設
の
店
頭
で
販
売
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
に
も
、新
聞
紙
面
広
告
、ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
交
流
の
映
像
制
作
、そ
し
て
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
周
知
グ
ッ
ズ
の
作
成
や
装
飾
を
行
う
な

ど
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
醸
成
に
努
め

た
。

　
今
夏
開
催
さ
れ
た
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開

催
期
間
中
に
は
、7
人
制
ラ
グ
ビ
ー
の
試
合

が
行
わ
れ
た
7
月
26
日
か
ら
31
日
ま
で
、釜

石
市
民
ホ
ー
ル
T
E
T
T
O
で
、パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
行
い
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
チ
ー
ム
を
応
援
す
る
こ
と
で
、東
日
本
大

震
災
の
時
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
方
々
を
は

じ
め
、世
界
中
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た
ご

支
援
に
対
す
る
感
謝
と
、復
興
し
た
元
気
な

釜
石
の
状
況
を
発
信
し
た
。

　
い
ま
だ
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、直
接
の
交
流
は
難

し
い
状
況
で
は
あ
る
も
の
の
、オ
ン
ラ
イ
ン

交
流
も
行
い
な
が
ら
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と

の
継
続
し
た
交
流
を
行
い
な
が
ら
、ラ
グ
ビ

ー
の
ま
ち
釜
石
は
、国
際
大
会
を
契
機
と
し

た
子
ど
も
た
ち
へ
の
レ
ガ
シ
ー
を
伝
え
続
け

て
ゆ
く
。

今
後
の
取
組
み

　
今
年
度
、当
市
は
、令
和
3
年
度
か
ら
令
和

12
年
度
ま
で
の
10
ヶ
年
を
計
画
期
間
と
す

る
第
六
次
釜
石
市
総
合
計
画
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。計
画
に
は
、10
年
後
の
ま
ち
の
あ
る

べ
き
状
態
を
表
す
将
来
像
を『
一
人
ひ
と
り

が
学
び
あ
い
、世
界
と
つ
な
が
り
未
来
を
創

る
ま
ち
か
ま
い
し
』と
し
、こ
の
姿
を
実
現
す

る
た
め
の
姿
勢
を
表
す
将
来
像
を〝
多
様
性

を
認
め
合
い
な
が
ら
、ト
ラ
イ
し
続
け
る
不

屈
の
ま
ち
〞と
し
て
い
る
。

　
そ
こ
に
は
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

や
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9

日
本
大
会
釜
石
開
催
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
、日
本
中
・
世
界
中
と
の
つ
な
が
り
を
育
む

機
会
に
恵
ま
れ
た
経
験
を
生
か
し
、更
に
新

た
な
世
界
を
広
げ
る
こ
と
で
、一
人
ひ
と
り

の
可
能
性
、地
域
の
可
能
性
を
広
げ
、希
望
が

連
鎖
し
、活
力
あ
る
未
来
を
創
り
続
け
る
姿

を
重
ね
た
。

　
今
後
、こ
の
将
来
像
を
実
現
し
て
い
く
中

で
欠
か
せ
な
い
こ
と
の
一
つ
と
し
て
、国
際

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
地
域
振
興

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、こ
れ
に
は
、課
題
が
山
積

し
て
お
り
、行
政
施
策
各
般
か
ら
の
ア
プ
ロ

ー
チ
が
不
可
欠
だ
が
、そ
の
一
つ
に
多
文
化

共
生
社
会
の
実
現
も
あ
る
と
考
え
る
。

　
当
市
で
は
、第
六
次
釜
石
市
総
合
計
画
と

歩
調
を
合
わ
せ
、多
様
な
国
際
交
流
活
動
の
実

践
に
よ
り「
海
外
か
ら
訪
れ
た
人
を
や
さ
し
く

受
け
入
れ
る
ま
ち
」「
世
界
と
つ
な
が
る
人
材

が
育
つ
ま
ち
」「
違
い
を
認
め
合
え
る
市
民
が

暮
ら
す
ま
ち
」で
あ
り
た
い
と
の
強
い
思
い
か

ら
、釜
石
市
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、「
世
界
と
つ
な
が
る
K
A
M
A
I
S
H
I
」

を
目
指
し
て
取
組
ん
で
い
く
。

　
10
年
後
に
は
、国
内
外
を
問
わ
ず
当
市
に

お
い
て
ラ
グ
ビ
ー
を
は
じ
め
各
種
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
が
盛
ん
に
開
催
さ
れ
、ス
ポ
ー

ツ
の「
す
る
・
み
る
・
さ
さ
え
る
」が
一
体
と
な

り
市
民
が
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
り
参
画
し
て

い
る
姿
の
夢
を
み
る
。

夢
の
続
き

　
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
の
夢
は
苦
難
の

路
で
も
あ
る
。

　
新
日
鐡
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
部
は
無
名
選
手

の
集
ま
り
で
あ
っ
た
が
、ぶ
つ
か
っ
て
倒
さ

れ
て
も
、直
ぐ
に
立
ち
上
が
り
前
へ
進
む
。

　
倒
さ
れ
て
も
倒
さ
れ
て
も
、な
お
も
立
ち

上
が
り
、ま
た
倒
さ
れ
続
け
た
あ
る
瞬
間
、

「
諦
め
る
な
！
」

　
誰
か
が
言
っ
た
そ
の
声
に
、倒
さ
れ
な
が

ら
も
パ
ス
を
出
す
。

　
そ
の
パ
ス
は
大
き
な
波
と
な
り
、日
本
一

に
向
か
っ
て
走
り
出
す
。

　
未
曽
有
の
震
災
を
経
験
す
る
も
、

　「
釜
石
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。」

　
誰
か
が
言
っ
た
そ
の
声
は
、多
く
の
人
の

心
に
響
き
、や
が
て
、大
き
な
う
ね
り
と
な
っ

て
広
が
り
大
成
功
を
収
め
る
。震
災
か
ら
の

絆
の
パ
ス
は
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

を
経
て
、そ
の
後
の
東
京
2
0
2
0
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
交
流
事
業
へ
と
つ
な
が
り
続
け
る
。

釜
石
で
組
ま
れ
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
は
、開
催
12
都
市
の
中
で
最
も
少
な
い
2

試
合
だ
っ
た
が
、そ
の
う
ち
の
1
試
合
、ナ
ミ

ビ
ア
対
カ
ナ
ダ
戦
は
、台
風
19
号（
ハ
ギ
ビ

ス
）の
来
襲
に
よ
り
中
止
と
な
る
と
、

　「
釜
石
の
力
に
な
り
た
い
。」

　
カ
ナ
ダ
代
表
の
誰
か
が
言
っ
た
そ
の
声

で
、

道
路
や
民
家
に
流
れ
込
ん
だ
土
砂
を
掻
き
出

す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
が
行
わ
れ
、そ
れ
は
、

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本

大
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
に
な
っ
た
。

　
声
、そ
れ
は
、見
え
な
い
心
の
絆
。

　
声
と
共
に
立
ち
上
が
り
、声
に
勇
気
づ
け

ら
れ
て
進
ん
で
き
た
夢
の
路
。

そ
し
て
、ま
た
、希
望
を
灯
す
誰
か
の
声
。

　「
ナ
ミ
ビ
ア
と
カ
ナ
ダ
に
ま
た
釜
石
に
来

て
も
ら
っ
て
、試
合
を
し
て
も
ら
え
た
ら
い

い
な
」

　
そ
の
声
は
、ど
ん
ど
ん
大
き
く
広
が
り
、ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
レ
ガ
シ
ー
を
、

次
の
世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
の
企
画
が
生
ま
れ

た
。

　
2
0
2
0
年
10
月
10
日
、釜
石
が
、世
界
の

『
K
A
M
A
I
S
H
I
』に
な
っ
た
あ
の
日
か

ら
１
年
。

　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日

本
大
会
開
催
1
周
年
記
念「
い
わ
て
・
か
ま
い

し
ラ
グ
ビ
ー
メ
モ
リ
ア
ル
マ
ッ
チ
」開
催
。

　
ナ
ミ
ビ
ア
対
カ
ナ
ダ
の
再
試
合
実
現
が
ほ

ぼ
決
ま
っ
た
矢
先
、世
界
を
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

が
襲
い
、両
チ
ー
ム
の
来
日
は
不
可
能
に
な

っ
た
。

　「
そ
れ
で
も
、メ
モ
リ
ア
ル
マ
ッ
チ
は
や
り

ま
し
ょ
う
！
」

　
釜
石
の
復
興
を
支
え
て
き
た
釜
石
シ
ー
ウ

ェ
イ
ブ
ス
R
F
C
と
、震
災
直
後
か
ら
釜
石

を
訪
れ
、ラ
グ
ビ
ー
や
復
興
支
援
活
動
を
通

し
て
釜
石
を
勇
気
づ
け
て
き
た
ク
ボ
タ
ス
ピ

ア
ー
ズ
か
ら
の
心
強
い
声
が
届
き
、未
来
へ

の
希
望
を
つ
な
い
で
く
れ
た
。

　
観
客
の
数
は
、収
容
人
数
の
半
分
以
下
に

設
定
さ
れ
、歓
声
も
、子
ど
も
達
の
歌
声
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
も
無
い
。し
か

し
、釜
石
と
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、静
か
な
熱
気
と

期
待
に
包
ま
れ
な
が
ら
輝
い
た
。

　
新
し
い
生
活
様
式
に
合
わ
せ
た
様
々
な
取

組
み
も
行
わ
れ
た
。

●
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
応
援
団
設
立

●Y
ouT
ube

ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち

　釜
石
チ
ャ
ン
ネ
ル
開
設
・
ラ
グ
ビ
ー
試
合

の
無
料
配
信

●
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
誘
致

●
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
神
社
移
設

●
小
中
学
校
で
の
ラ
グ
ビ
ー
教
室
開
催
や
、

小
学
校
対
抗
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
大
会
開
催

　
な
ど
、様
々
な
子
ど
も
達
向
け
の
企
画
も

開
催
さ
れ
、県
内
の
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
人

数
や
釜
石
シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
Jr.
の
人
数
は

増
加
し
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本

大
会
を
き
っ
か
け
に
生
ま
れ
た
熱
は
、こ
れ

か
ら
を
担
う
子
ど
も
達
の
中
に
し
っ
か
り

と
息
づ
い
て
い
る
。

　
声
、そ
れ
は
、想
い
と
想
い
を
つ
な
い
で
い

く
希
望
の
証
。

　
そ
し
て
、釜
石
ラ
グ
ビ
ー
を
愛
す
る
み
ん

な
の
声
。

　「
ナ
ミ
ビ
ア
対
カ
ナ
ダ
戦
の
実
現
は
諦
め

な
い
！
」

　
そ
れ
は
、た
く
さ
ん
の
人
々
の
心
の
声
で

あ
り
、表
に
は
現
れ
な
い
釜
石
の
レ
ガ
シ
ー
。

無
数
の
声
を
チ
カ
ラ
に
、一
歩
一
歩
、歩
み
続

け
な
が
ら
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

レ
ガ
シ
ー
を
誇
り
に
。

　『
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
』の
夢
に
終
わ
り

は
な
い
。
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合
が
間
違
い
な
く
最
高
の
試
合
で
あ
り
誇
り

に
な
っ
た
日
。」と
述
べ
た
。当
市
の
震
災
復

興
と
し
て
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
誘

致
・
開
催
し
た
事
が
世
界
的
に
評
価
さ
れ
、12

の
開
催
都
市
の
中
で
は
一
番
小
さ
な
試
合
会

場
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、と
て
も
大

き
な
開
催
レ
ガ
シ
ー（
遺
産
）を
得
る
事
が
で

き
た
。そ
れ
は
物
と
言
う
よ
り
も
心
の
レ
ガ

シ
ー
。チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
れ
ば
何
事
も
成

し
遂
げ
ら
れ
る
と
い
う
希
望
。最
初
は
小
さ

な
ワ
ン
チ
ー
ム
も
、諦
め
な
け
れ
ば
大
き
な

ワ
ン
チ
ー
ム
に
な
っ
て
ゆ
く
。子
供
達
に
も

大
切
な
事
を
伝
え
ら
れ
た
釜
石
開
催
と
な
っ

た
。東

京
2
0
2
0
大
会

　

「
復
興『
あ
り
が
と
う
』

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」の
取
組
み

　
当
市
は
、平
成
29（
2
0
1
7
）年
11
月
に
、

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
て
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の「
復
興『
あ
り
が
と
う
』ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
」に
登
録
し
た
。

　
登
録
の
き
っ
か
け
は
、東
日
本
大
震
災
の

時
に
、釜
石
の
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
、釜
石
シ
ー

ウ
ェ
イ
ブ
ス
R
F
C
に
所
属
し
て
い
た
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
の
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ァ
ー
デ

ィ
ー
選
手
が
、帰
国
せ
ず
に
チ
ー
ム
メ
イ
ト

と
一
緒
に
市
民
の
為
に
支
援
活
動
を
行
い
、

フ
ァ
ー
デ
ィ
ー
選
手
か
ら
た
く
さ
ん
の
勇
気

と
感
動
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、も
う
一
つ
は
、

2
0
1
5
年
か
ら
当
市
の
中
学
生
が
海
外
体

験
学
習
事
業
で
ビ
ク
ト
リ
ア
州
の
学
校
に
受

け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

　「
復
興『
あ
り
が
と
う
』ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」事

業
で
の
取
組
み
と
し
て
は
、
平
成
30

（
2
0
1
8
）年
3
月
、ス
コ
ッ
ト
・
フ
ァ
ー

デ
ィ
ー
選
手
を
釜
石
に
招
い
て
、市
民
と
の

交
流
を
行
っ
た「“W

e
lc

o
m

e
 H

o
m

e
 

S
c
o

tt F
a

r
d

y
!”

お
か
え
り
フ
ァ
ー

デ
ィ
ー
！
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」を
開
催
し
、市
民
と
と
も
に
東
日
本
大

震
災
当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
釜
石
の
今
後

に
つ
い
て
の
語
り
合
い
の
他
、市
内
の
小
学

校
で
は
東
日
本
大
震
災
時
の
経
験
の
話
と
タ

グ
ラ
グ
ビ
ー
で
交
流
し
、ま
た
、市
内
高
校
の

ラ
グ
ビ
ー
部
で
は
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
指

導
に
よ
り
参
加
し
た
生
徒
か
ら
た
く
さ
ん
の

歓
び
の
声
が
あ
が
っ
た
。

　
2
0
1
8
年
と
翌
2
0
1
9
年
の
秋
に

は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
小
学
生
を
招
待
し
、

市
内
の
小
学
校
と
の
国
際
交
流
や
、タ
グ
ラ

グ
ビ
ー
大
会
等
で
の
交
流
を
行
い
、国
境
を

超
え
た
友
情
を
育
む
こ
と
が
で
き
た
。

　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日

本
大
会
釜
石
開
催
で
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
高
校
生
と
、地
元
の
高
校
生
が
市
内
で
ラ

グ
ビ
ー
の
交
流
、両
国
の
食
材
を
使
っ
た
お

む
す
び
を
握
り
、一
緒
に
食
べ
る
な
ど
、ス
ポ

ー
ツ
と
食
文
化
の
交
流
も
行
っ
た
。

　
平
成
31（
2
0
1
9
）年
9
月
に
発
生
し
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
森
林
火
災
の
災
害
支
援
の

た
め
、1
月
か
ら
3
月
ま
で
の
約
2
カ
月
間

に
わ
た
り
募
金
活
動
を
行
い
、市
内
の
小
中

学
生
で
構
成
す
る「
か
ま
い
し
絆
会
議
」や
市

民
か
ら
の
募
金
、市
外
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
約
1
3
0
万
円
を
、在
日
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
商
工
会
議
所

（
A
N
Z
C
C
J
）を
通
じ
て
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
赤
十
字
社
に
届
け
る
活
動
を
行
っ
た
。

　
2
0
2
0
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

（
ハ
ギ
ビ
ス
）が
日
本
に
来
襲
し
、東
日
本
を

北
上
。公
共
交
通
機
関
の
乱
れ
や
土
砂
災
害

の
可
能
性
な
ど
、観
客
の
皆
様
、選
手
、大
会

を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

全
て
の
関
係
者
の
安
全
を
確
保
す
る
事
が
困

難
で
あ
る
と
判
断
し
、残
念
な
が
ら
、10
月
13

日
開
催
予
定
だ
っ
た「
ナ
ミ
ビ
ア
対
カ
ナ
ダ

戦
」の
中
止
が
決
定
さ
れ
た
。し
か
し
、物
語

に
は
続
き
が
あ
っ
た
。試
合
を
見
る
事
が
出

来
な
い
、ス
タ
ジ
ア
ム
に
も
入
る
事
が
出
来

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、鵜
住
居
駅
周
辺
に

は
大
勢
の
人
々
が
集
ま
っ
て
き
た
。

　「
み
ん
な
で
大
漁
旗
を
持
っ
て
ス
タ
ジ
ア

ム
ま
で
行
進
し
よ
う
。」

　
キ
ッ
ク
オ
フ
の
12
時
15
分
に
あ
わ
せ
て
、

台
風
一
過
の
青
空
の
下
1
0
0
旗
以
上
の
大

漁
旗
が
振
ら
れ
た
。何
か
を
応
援
す
る
よ
う

に
。

　
一
方
、洪
水
に
襲
わ
れ
た
地
区
で
は
、土
砂

の
除
去
作
業
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
従
事

す
る
カ
ナ
ダ
選
手
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
。試

合
以
上
の
大
切
な
プ
レ
ー
を
私
た
ち
に
魅
せ

て
く
れ
た
。も
し
か
し
た
ら
、こ
れ
こ
そ
が
ラ

グ
ビ
ー
精
神
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
2
0
1
9
年
11
月
2
日
、南
ア
フ
リ
カ
が

優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
で
あ
る
ウ
ェ
ブ
・
エ
リ
ス
・

カ
ッ
プ
を
掲
げ
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
2
0
1
9
日
本
大
会
は
幕
を
閉
じ
た
。翌

日
に
行
わ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
ラ
グ
ビ
ー
ア
ワ
ー

ド
2
0
1
9
に
お
い
て
、ラ
グ
ビ
ー
の
価
値

を
社
会
的
に
高
め
た
と
し
て
、12
の
開
催
都

市
の
中
で
唯
一
、当
市
が「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

（
品
格
）賞
」を
受
賞
し
た
。

　
ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
日
本
大
会
の
統
括
責
任
者
で
あ
る

ア
ラ
ン
・
ギ
ル
ピ
ン
氏
は
、「
こ
れ
ま
で

2
0
0
試
合
以
上
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
の
試
合
を
観
て
き
た
中
で
、釜
石
の
試

　
多
く
の
被
災
者
は
、住
み
慣
れ
た
地
域
か

ら
離
れ
た
場
所
へ
と
移
り
住
み
、家
族
や
親

類
の
ほ
か
、仕
事
や
そ
れ
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、普
段
の
生
活
そ
の
も
の
ま
で
も
が
失

わ
れ
た
。

　
震
災
直
後
か
ら
、国
内
外
の
多
く
の
支
援

者
に
よ
る
救
援
物
資
や
震
災
関
連
の
見
舞
金

が
寄
せ
ら
れ
、多
団
体
に
よ
る
復
興
支
援
の

イ
ベ
ン
ト
や
国
か
ら
の
生
活
保
障
制
度
が
充

実
し
て
く
る
一
方
で
、癒
え
る
こ
と
の
な
い

心
の
傷
を
抱
え
た
ま
ま
、夢
や
希
望
を
失
っ

た
多
く
の
市
民
が
苦
し
い
生
活
を
し
て
い

た
。

　
こ
の
様
な
状
況
に
お
い
て
、日
本
で
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本
大
会

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
ラ
グ
ビ
ー
を
応
援
し
支
え
て
き
た

と
な
り
、や
が
て
大
き
な
希
望
と
な
っ
た
。

　
釜
石
市
は
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
日
本
大
会
を
誘
致
・
開
催
す
る
こ

ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち

釜
石

　〝
北
の
鉄
人
〞と
呼
ば
れ
、日
本
の
ラ
グ
ビ

ー
史
に
偉
大
な
足
跡
を
残
し
た
新
日
鐵
釜
石

製
鐵
所
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
昭
和
54
年

（
1
9
7
9
年
）か
ら
昭
和
60
年（
1
9
8
5

年
）ま
で
の
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
7
連
覇
を
含
む
、通
算
8
度
の

日
本
一
に
輝
い
た
。

　
当
時
、誰
一
人
と
し
て
大
学
出
身
の
F
W 

は
お
ら
ず
、B
K
を
含
め
、そ
の
ほ
と
ん
ど
は

高
校
時
代
は
無
名
だ
っ
た
選
手
。偉
業
の
陰

に
は
、東
北
人
特
有
の
忍
耐
強
さ
と
、地
域
、

社
会
を
挙
げ
て
の
温
か
い
声
援
が
あ
っ
た
。

同
部
が
連
覇
を
重
ね
る
ご
と
に
、市
内
の
ラ

グ
ビ
ー
熱
は
さ
ら
に
上
昇
し
、選
手
団
が
選

手
権
大
会
で
優
勝
後
に
帰
郷
し
た
際
は
漁
師

町
な
ら
で
は
の
、色
と
り
ど
り
の
大
漁
旗
に

迎
え
ら
れ
、市
内
で
凱
旋
パ
レ
ー
ド
ま
で
開

催
さ
れ
る
ほ
ど
の
人
気
と
な
っ
た
。釜
石
市

民
が
ラ
グ
ビ
ー
を
応
援
し
支
え
る
文
化
が
始

ま
っ
た
の
が
こ
の
頃
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の〝
北
の
鉄
人
〞の
誇
り
を
受
け
継
ぎ
、

新
た
な
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
、釜
石
シ
ー
ウ
ェ
イ

ブ
ス
R
F
C
が
平
成
13
年（
2
0
0
1
年
） 

4
月
25
日
に
設
立
さ
れ
た
。釜
石
シ
ー
ウ
ェ

イ
ブ
ス
R
F
C
は
岩
手
県
、釜
石
市
、そ
し

て
東
北
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
普
及
に
貢
献

す
る
地
域
に
根
付
い
た
ク
ラ
ブ
作
り
を
目

標
と
し
た
。新
日
鐵
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
部
時
代

か
ら
続
く
釜
石
伝
統
の
大
漁
旗
に
よ
る
応

援
は
今
も
健
在
。〝
北
の
鉄
人
〞が
残
し
た
足

跡
に
よ
り
、釜
石
市
民
の
生
活
に
は
、ラ
グ

ビ
ー
が
地
域
の
誇
り
と
し
て
受
け
継
が
れ
、

企
業
ク
ラ
ブ
が
、市
民
を
始
め
と
し
た
多
く

の
人
々
に
支
え
ら
れ
る
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
で
、

「
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
」と
し
て
広
く
認

知
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

被
災
地
で
の

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本
大
会

開
催

　
当
市
は
、2
0
1
1
年
3
月
11
日
、東
日
本

大
震
災
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。こ

の
被
災
に
よ
り
市
民
1
0
0
0
名
以
上
が
犠

牲
と
な
っ
た
ほ
か
今
な
お
行
方
不
明
の
市
民

も
い
る
。

RWC2019.10.13カナダ代表ボランティア作業（写真提供：釜石市）

RWC2019.9.25フィジー対ウルグアイ戦での黙禱（2019年。写真提供：釜石市）

復
興
に
伴
う
基
盤
整
備
事
業
の
加
速
と
、大

会
開
催
を
契
機
と
し
た
市
民
の
心
の
復
興
を

目
指
す
こ
と
を
開
催
の
意
義
と
し
た
。

　
誘
致
決
定
と
同
時
に
、ス
タ
ジ
ア
ム
を
有

し
て
い
な
い
釜
石
市
は
、ス
タ
ジ
ア
ム
の
設

計
・
施
工
に
取
り
か
か
り
平
成
30
年

（
2
0
1
8
年
）7
月
30
日
に
釜
石
鵜
住
居

（
う
の
す
ま
い
）復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
を
完
成
さ

せ
た
。

　
誘
致
決
定
と
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
に
つ
い
て

は
、当
時
、市
民
の
中
に
も
賛
否
の
声
が
あ

り
、「
ス
タ
ジ
ア
ム
を
建
設
す
る
財
源
が
あ
っ

た
ら
生
活
再
建
に
使
う
べ
き
」と
い
う
声
が

多
々
あ
り
、特
に
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
場
所
で

あ
る
鵜
住
居（
う
の
す
ま
い
）地
区
で
は
反
対

す
る
被
災
者
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。こ
の

た
め
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
誘
致
・

開
催
を
進
め
る
市
民
団
体
は
、鵜
住
居
地
区

で
の
座
談
会
の
開
催
や
、被
災
者
が
入
居
す

る
仮
設
住
宅
を
１
軒
ず
つ
訪
ね
て
は
、ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本
大
会

釜
石
開
催
へ
の
誘
致
・
開
催
の
意
義
と
そ
の

効
果
を
丁
寧
に
説
明
し
て
ま
わ
っ
た
。ス
タ

ジ
ア
ム
の
完
成
と
そ
の
後
の
テ
ス
ト
イ
ベ
ン

ト
開
催
時
に
は
、当
初
反
対
し
た
市
民
が「
ど

う
せ
や
る
な
ら
最
高
の
雰
囲
気
で
。」と
積
極

的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
ま
で
に

な
っ
た
。

　

平

成

31

年

（
2
0
1
9
年
）9
月
25

日
、
観
客
数
１
万

4
0
2
5
人
を
迎
え
た

こ
の
日
、ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー

ル

ド

カ

ッ

プ

2
0
1
9
日
本
大
会
釜

石
開
催「
フ
ィ
ジ
ー
対

ウ
ル
グ
ア
イ
」が
開
催

さ
れ
、市
民
の
悲
願
は

達
成
さ
れ
た
。秋
晴
れ

の
上
空
を
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
が
展
示
飛
行

し
、市
内
全
小
中
学
校

14
校
の
約
2
2
0
0
人

が
震
災
復
興
支
援
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
歌

に
し
た「
あ
り
が
と
う

の
手
紙「T

h
an

k yo
u
 

F
ro

m
 K

A
M

A
IS

H
I

」

を
合
唱
。両
国
の
国
歌

斉
唱
の
前
に
は
東
日
本

大
震
災
犠
牲
者
へ
黙

禱
を
捧
げ
る
な
ど
、感

動
の
空
間
を
創
出
す

る
事
が
で
き
た
。

　
同
年
10
月
12
日
、令

和
元
年
台
風
第
19
号

被
災
市
民
は
、「
釜
石
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
ら
夢
の
よ
う
な
の

に
。」と
想
う
よ
う
に
な
り
、そ
の
想
い
が
声

と
に
よ
り
、釜
石
市
民
の
元
気
を
世
界
に
向

け
て
発
信
し
、こ
れ
ま
で
の
復
興
支
援
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

写
真
上
）フ
ァ
ー
デ
ィ
ー
選
手
ら
に
よ
る
災
害
支
援
活

動（
2
0
1
1
年
。写
真
提
供
：
釜
石
市
）　

写
真
下
）フ
ァ
ー
デ
ィ
ー
氏
、小
佐
野
小
学
校
で
児
童
た

ち
と
交
流（
2
0
1
8
年
。写
真
提
供
：
釜
石
市
）

夢の続き3

ク
競
技
大
会
の
延
期
や
、予
定
し
て
い
た
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
交
流
活
動
も
残
念
な

が
ら
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
く

中
、今
ま
で
の
取
り
組
み
や
、育
ん
で
き
た
友

情
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
を

通
じ
た
交
流
を
取
り
入
れ
事
業
を
実
施
し

た
。

　
1
つ
目
は
、2
0
1
9
年
9
月
か
ら
同
年

11
月
ま
で
の
2
カ
月
間
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
主
催
の「
と
も
だ
ち

2
0
2
0
」パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
、南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
中
学
生
約

10
名
と
、市
内
の
中
学
生
が
2
週
間
に
一
回

程
度
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
と
、お
互
い

の
文
化
や
日
常
生
活
、学
校
生
活
、防
災
学
習

な
ど
を
紹
介
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
と
し

た
。

　
2
つ
目
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使
館
等

と
連
携
し
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
各
地
と
東

京
、釜
石
市
の
各
地
を
W
e
b
で
つ
な
ぎ
、文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
音
楽
・
食
等
を
通
じ
た
オ
ン

ラ
イ
ン
交
流
を
行
う
「
K
O
A
L
A 

C
A
M
P（
コ
ア
ラ
キ
ャ
ン
プ
）」を
実
施
、

メ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
の
在
日
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
大
使
館
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
体
験
、ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー
の
製

作
、ワ
イ
ン
講
座
、サ
テ
ラ
イ
ト
ポ
イ
ン
ト
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
シ
ド
ニ
ー
か
ら
は
ヨ
ガ

体
験
と
菓
子
作
り
、ハ
ン
タ
ー
・
バ
レ
ー
か
ら

ワ
イ
ナ
リ
ー
紹
介
、ゴ
ー
ル
ド
・
コ
ー
ス
ト
か

ら
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
実
演
、メ
ル
ボ
ル
ン
か

ら
ジ
ャ
ズ
演
奏
、釜
石
ス
タ
ジ
オ
の
根
浜
海

岸
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
実
演
を
行

う
な
ど
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
様
々

な
交
流
体
験
を
し
た
。

　
ま
た
、オ
ン
ラ
イ
ン
以
外
に
は
、ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
を
紹
介
す
る
取
組
み
と
し
て
、令
和
元

（
2
0
2
0
）年
10
月
に
釜
石
鵜
住
居
復
興
ス

タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
た「
い
わ
て
・
か
ま
い

し
ラ
グ
ビ
ー
メ
モ
リ
ア
ル
マ
ッ
チ
」の
会
場

内
に
お
い
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
紹
介
交
流
事

業
を
行
っ
た
。会
場
で
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
ス
ポ
ー

ツ
体
験
、ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
伝
統
楽
器
デ
ィ
ジ

ュ
リ
ド
ゥ
の
演
奏
、ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー
の

制
作
体
験
、ミ
ー
ト
パ
イ
、コ
ー
ヒ
ー
、ワ
イ

ン
な
ど
の
食
を
紹
介
し
、来
場
者
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
を
満
喫
し
て
も
ら
っ
た
。

　
2
0
2
1
年
1
月
に
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
テ
ィ
ー
ツ
リ
ー
ハ
ニ
ー
と
マ
カ
ダ
ミ
ア

ナ
ッ
ツ
、釜
石
の
ミ
ル
ク
ジ
ェ
ラ
ー
ト
と
当
市

の
特
産
品
で
あ
る
甲
子
柿
を
掛
け
合
わ
せ
た

ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
開
発
し
た
。試
食
会
で
好
評

い
た
だ
き
、同
年
9
月
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
終
了
ま
で
市
内
の
観
光

施
設
の
店
頭
で
販
売
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
に
も
、新
聞
紙
面
広
告
、ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
交
流
の
映
像
制
作
、そ
し
て
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
周
知
グ
ッ
ズ
の
作
成
や
装
飾
を
行
う
な

ど
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
醸
成
に
努
め

た
。

　
今
夏
開
催
さ
れ
た
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開

催
期
間
中
に
は
、7
人
制
ラ
グ
ビ
ー
の
試
合

が
行
わ
れ
た
7
月
26
日
か
ら
31
日
ま
で
、釜

石
市
民
ホ
ー
ル
T
E
T
T
O
で
、パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
行
い
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
チ
ー
ム
を
応
援
す
る
こ
と
で
、東
日
本
大

震
災
の
時
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
方
々
を
は

じ
め
、世
界
中
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た
ご

支
援
に
対
す
る
感
謝
と
、復
興
し
た
元
気
な

釜
石
の
状
況
を
発
信
し
た
。

　
い
ま
だ
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、直
接
の
交
流
は
難

し
い
状
況
で
は
あ
る
も
の
の
、オ
ン
ラ
イ
ン

交
流
も
行
い
な
が
ら
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と

の
継
続
し
た
交
流
を
行
い
な
が
ら
、ラ
グ
ビ

ー
の
ま
ち
釜
石
は
、国
際
大
会
を
契
機
と
し

た
子
ど
も
た
ち
へ
の
レ
ガ
シ
ー
を
伝
え
続
け

て
ゆ
く
。

今
後
の
取
組
み

　
今
年
度
、当
市
は
、令
和
3
年
度
か
ら
令
和

12
年
度
ま
で
の
10
ヶ
年
を
計
画
期
間
と
す

る
第
六
次
釜
石
市
総
合
計
画
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。計
画
に
は
、10
年
後
の
ま
ち
の
あ
る

べ
き
状
態
を
表
す
将
来
像
を『
一
人
ひ
と
り

が
学
び
あ
い
、世
界
と
つ
な
が
り
未
来
を
創

る
ま
ち
か
ま
い
し
』と
し
、こ
の
姿
を
実
現
す

る
た
め
の
姿
勢
を
表
す
将
来
像
を〝
多
様
性

を
認
め
合
い
な
が
ら
、ト
ラ
イ
し
続
け
る
不

屈
の
ま
ち
〞と
し
て
い
る
。

　
そ
こ
に
は
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

や
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9

日
本
大
会
釜
石
開
催
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
、日
本
中
・
世
界
中
と
の
つ
な
が
り
を
育
む

機
会
に
恵
ま
れ
た
経
験
を
生
か
し
、更
に
新

た
な
世
界
を
広
げ
る
こ
と
で
、一
人
ひ
と
り

の
可
能
性
、地
域
の
可
能
性
を
広
げ
、希
望
が

連
鎖
し
、活
力
あ
る
未
来
を
創
り
続
け
る
姿

を
重
ね
た
。

　
今
後
、こ
の
将
来
像
を
実
現
し
て
い
く
中

で
欠
か
せ
な
い
こ
と
の
一
つ
と
し
て
、国
際

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
地
域
振
興

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、こ
れ
に
は
、課
題
が
山
積

し
て
お
り
、行
政
施
策
各
般
か
ら
の
ア
プ
ロ

ー
チ
が
不
可
欠
だ
が
、そ
の
一
つ
に
多
文
化

共
生
社
会
の
実
現
も
あ
る
と
考
え
る
。

　
当
市
で
は
、第
六
次
釜
石
市
総
合
計
画
と

歩
調
を
合
わ
せ
、多
様
な
国
際
交
流
活
動
の
実

践
に
よ
り「
海
外
か
ら
訪
れ
た
人
を
や
さ
し
く

受
け
入
れ
る
ま
ち
」「
世
界
と
つ
な
が
る
人
材

が
育
つ
ま
ち
」「
違
い
を
認
め
合
え
る
市
民
が

暮
ら
す
ま
ち
」で
あ
り
た
い
と
の
強
い
思
い
か

ら
、釜
石
市
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、「
世
界
と
つ
な
が
る
K
A
M
A
I
S
H
I
」

を
目
指
し
て
取
組
ん
で
い
く
。

　
10
年
後
に
は
、国
内
外
を
問
わ
ず
当
市
に

お
い
て
ラ
グ
ビ
ー
を
は
じ
め
各
種
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
が
盛
ん
に
開
催
さ
れ
、ス
ポ
ー

ツ
の「
す
る
・
み
る
・
さ
さ
え
る
」が
一
体
と
な

り
市
民
が
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
り
参
画
し
て

い
る
姿
の
夢
を
み
る
。

夢
の
続
き

　
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
の
夢
は
苦
難
の

路
で
も
あ
る
。

　
新
日
鐡
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
部
は
無
名
選
手

の
集
ま
り
で
あ
っ
た
が
、ぶ
つ
か
っ
て
倒
さ

れ
て
も
、直
ぐ
に
立
ち
上
が
り
前
へ
進
む
。

　
倒
さ
れ
て
も
倒
さ
れ
て
も
、な
お
も
立
ち

上
が
り
、ま
た
倒
さ
れ
続
け
た
あ
る
瞬
間
、

「
諦
め
る
な
！
」

　
誰
か
が
言
っ
た
そ
の
声
に
、倒
さ
れ
な
が

ら
も
パ
ス
を
出
す
。

　
そ
の
パ
ス
は
大
き
な
波
と
な
り
、日
本
一

に
向
か
っ
て
走
り
出
す
。

　
未
曽
有
の
震
災
を
経
験
す
る
も
、

　「
釜
石
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。」

　
誰
か
が
言
っ
た
そ
の
声
は
、多
く
の
人
の

心
に
響
き
、や
が
て
、大
き
な
う
ね
り
と
な
っ

て
広
が
り
大
成
功
を
収
め
る
。震
災
か
ら
の

絆
の
パ
ス
は
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

を
経
て
、そ
の
後
の
東
京
2
0
2
0
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
交
流
事
業
へ
と
つ
な
が
り
続
け
る
。

釜
石
で
組
ま
れ
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
は
、開
催
12
都
市
の
中
で
最
も
少
な
い
2

試
合
だ
っ
た
が
、そ
の
う
ち
の
1
試
合
、ナ
ミ

ビ
ア
対
カ
ナ
ダ
戦
は
、台
風
19
号（
ハ
ギ
ビ

ス
）の
来
襲
に
よ
り
中
止
と
な
る
と
、

　「
釜
石
の
力
に
な
り
た
い
。」

　
カ
ナ
ダ
代
表
の
誰
か
が
言
っ
た
そ
の
声

で
、

道
路
や
民
家
に
流
れ
込
ん
だ
土
砂
を
掻
き
出

す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
が
行
わ
れ
、そ
れ
は
、

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本

大
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
に
な
っ
た
。

　
声
、そ
れ
は
、見
え
な
い
心
の
絆
。

　
声
と
共
に
立
ち
上
が
り
、声
に
勇
気
づ
け

ら
れ
て
進
ん
で
き
た
夢
の
路
。

そ
し
て
、ま
た
、希
望
を
灯
す
誰
か
の
声
。

　「
ナ
ミ
ビ
ア
と
カ
ナ
ダ
に
ま
た
釜
石
に
来

て
も
ら
っ
て
、試
合
を
し
て
も
ら
え
た
ら
い

い
な
」

　
そ
の
声
は
、ど
ん
ど
ん
大
き
く
広
が
り
、ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
レ
ガ
シ
ー
を
、

次
の
世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
の
企
画
が
生
ま
れ

た
。

　
2
0
2
0
年
10
月
10
日
、釜
石
が
、世
界
の

『
K
A
M
A
I
S
H
I
』に
な
っ
た
あ
の
日
か

ら
１
年
。

　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日

本
大
会
開
催
1
周
年
記
念「
い
わ
て
・
か
ま
い

し
ラ
グ
ビ
ー
メ
モ
リ
ア
ル
マ
ッ
チ
」開
催
。

　
ナ
ミ
ビ
ア
対
カ
ナ
ダ
の
再
試
合
実
現
が
ほ

ぼ
決
ま
っ
た
矢
先
、世
界
を
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

が
襲
い
、両
チ
ー
ム
の
来
日
は
不
可
能
に
な

っ
た
。

　「
そ
れ
で
も
、メ
モ
リ
ア
ル
マ
ッ
チ
は
や
り

ま
し
ょ
う
！
」

　
釜
石
の
復
興
を
支
え
て
き
た
釜
石
シ
ー
ウ

ェ
イ
ブ
ス
R
F
C
と
、震
災
直
後
か
ら
釜
石

を
訪
れ
、ラ
グ
ビ
ー
や
復
興
支
援
活
動
を
通

し
て
釜
石
を
勇
気
づ
け
て
き
た
ク
ボ
タ
ス
ピ

ア
ー
ズ
か
ら
の
心
強
い
声
が
届
き
、未
来
へ

の
希
望
を
つ
な
い
で
く
れ
た
。

　
観
客
の
数
は
、収
容
人
数
の
半
分
以
下
に

設
定
さ
れ
、歓
声
も
、子
ど
も
達
の
歌
声
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
も
無
い
。し
か

し
、釜
石
と
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、静
か
な
熱
気
と

期
待
に
包
ま
れ
な
が
ら
輝
い
た
。

　
新
し
い
生
活
様
式
に
合
わ
せ
た
様
々
な
取

組
み
も
行
わ
れ
た
。

●
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
応
援
団
設
立

●Y
ouT
ube

ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち

　釜
石
チ
ャ
ン
ネ
ル
開
設
・
ラ
グ
ビ
ー
試
合

の
無
料
配
信

●
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
誘
致

●
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
神
社
移
設

●
小
中
学
校
で
の
ラ
グ
ビ
ー
教
室
開
催
や
、

小
学
校
対
抗
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
大
会
開
催

　
な
ど
、様
々
な
子
ど
も
達
向
け
の
企
画
も

開
催
さ
れ
、県
内
の
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
人

数
や
釜
石
シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
Jr.
の
人
数
は

増
加
し
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本

大
会
を
き
っ
か
け
に
生
ま
れ
た
熱
は
、こ
れ

か
ら
を
担
う
子
ど
も
達
の
中
に
し
っ
か
り

と
息
づ
い
て
い
る
。

　
声
、そ
れ
は
、想
い
と
想
い
を
つ
な
い
で
い

く
希
望
の
証
。

　
そ
し
て
、釜
石
ラ
グ
ビ
ー
を
愛
す
る
み
ん

な
の
声
。

　「
ナ
ミ
ビ
ア
対
カ
ナ
ダ
戦
の
実
現
は
諦
め

な
い
！
」

　
そ
れ
は
、た
く
さ
ん
の
人
々
の
心
の
声
で

あ
り
、表
に
は
現
れ
な
い
釜
石
の
レ
ガ
シ
ー
。

無
数
の
声
を
チ
カ
ラ
に
、一
歩
一
歩
、歩
み
続

け
な
が
ら
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

レ
ガ
シ
ー
を
誇
り
に
。

　『
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
』の
夢
に
終
わ
り

は
な
い
。

16



合
が
間
違
い
な
く
最
高
の
試
合
で
あ
り
誇
り

に
な
っ
た
日
。」と
述
べ
た
。当
市
の
震
災
復

興
と
し
て
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
誘

致
・
開
催
し
た
事
が
世
界
的
に
評
価
さ
れ
、12

の
開
催
都
市
の
中
で
は
一
番
小
さ
な
試
合
会

場
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、と
て
も
大

き
な
開
催
レ
ガ
シ
ー（
遺
産
）を
得
る
事
が
で

き
た
。そ
れ
は
物
と
言
う
よ
り
も
心
の
レ
ガ

シ
ー
。チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
れ
ば
何
事
も
成

し
遂
げ
ら
れ
る
と
い
う
希
望
。最
初
は
小
さ

な
ワ
ン
チ
ー
ム
も
、諦
め
な
け
れ
ば
大
き
な

ワ
ン
チ
ー
ム
に
な
っ
て
ゆ
く
。子
供
達
に
も

大
切
な
事
を
伝
え
ら
れ
た
釜
石
開
催
と
な
っ

た
。東

京
2
0
2
0
大
会

　

「
復
興『
あ
り
が
と
う
』

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」の
取
組
み

　
当
市
は
、平
成
29（
2
0
1
7
）年
11
月
に
、

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
て
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の「
復
興『
あ
り
が
と
う
』ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
」に
登
録
し
た
。

　
登
録
の
き
っ
か
け
は
、東
日
本
大
震
災
の

時
に
、釜
石
の
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
、釜
石
シ
ー

ウ
ェ
イ
ブ
ス
R
F
C
に
所
属
し
て
い
た
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
の
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ァ
ー
デ

ィ
ー
選
手
が
、帰
国
せ
ず
に
チ
ー
ム
メ
イ
ト

と
一
緒
に
市
民
の
為
に
支
援
活
動
を
行
い
、

フ
ァ
ー
デ
ィ
ー
選
手
か
ら
た
く
さ
ん
の
勇
気

と
感
動
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、も
う
一
つ
は
、

2
0
1
5
年
か
ら
当
市
の
中
学
生
が
海
外
体

験
学
習
事
業
で
ビ
ク
ト
リ
ア
州
の
学
校
に
受

け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

　「
復
興『
あ
り
が
と
う
』ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」事

業
で
の
取
組
み
と
し
て
は
、
平
成
30

（
2
0
1
8
）年
3
月
、ス
コ
ッ
ト
・
フ
ァ
ー

デ
ィ
ー
選
手
を
釜
石
に
招
い
て
、市
民
と
の

交
流
を
行
っ
た「“W

e
lc

o
m

e
 H

o
m

e
 

S
c
o

tt F
a

r
d

y
!”

お
か
え
り
フ
ァ
ー

デ
ィ
ー
！
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」を
開
催
し
、市
民
と
と
も
に
東
日
本
大

震
災
当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
釜
石
の
今
後

に
つ
い
て
の
語
り
合
い
の
他
、市
内
の
小
学

校
で
は
東
日
本
大
震
災
時
の
経
験
の
話
と
タ

グ
ラ
グ
ビ
ー
で
交
流
し
、ま
た
、市
内
高
校
の

ラ
グ
ビ
ー
部
で
は
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
指

導
に
よ
り
参
加
し
た
生
徒
か
ら
た
く
さ
ん
の

歓
び
の
声
が
あ
が
っ
た
。

　
2
0
1
8
年
と
翌
2
0
1
9
年
の
秋
に

は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
小
学
生
を
招
待
し
、

市
内
の
小
学
校
と
の
国
際
交
流
や
、タ
グ
ラ

グ
ビ
ー
大
会
等
で
の
交
流
を
行
い
、国
境
を

超
え
た
友
情
を
育
む
こ
と
が
で
き
た
。

　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日

本
大
会
釜
石
開
催
で
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
高
校
生
と
、地
元
の
高
校
生
が
市
内
で
ラ

グ
ビ
ー
の
交
流
、両
国
の
食
材
を
使
っ
た
お

む
す
び
を
握
り
、一
緒
に
食
べ
る
な
ど
、ス
ポ

ー
ツ
と
食
文
化
の
交
流
も
行
っ
た
。

　
平
成
31（
2
0
1
9
）年
9
月
に
発
生
し
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
森
林
火
災
の
災
害
支
援
の

た
め
、1
月
か
ら
3
月
ま
で
の
約
2
カ
月
間

に
わ
た
り
募
金
活
動
を
行
い
、市
内
の
小
中

学
生
で
構
成
す
る「
か
ま
い
し
絆
会
議
」や
市

民
か
ら
の
募
金
、市
外
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
約
1
3
0
万
円
を
、在
日
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
商
工
会
議
所

（
A
N
Z
C
C
J
）を
通
じ
て
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
赤
十
字
社
に
届
け
る
活
動
を
行
っ
た
。

　
2
0
2
0
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

（
ハ
ギ
ビ
ス
）が
日
本
に
来
襲
し
、東
日
本
を

北
上
。公
共
交
通
機
関
の
乱
れ
や
土
砂
災
害

の
可
能
性
な
ど
、観
客
の
皆
様
、選
手
、大
会

を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

全
て
の
関
係
者
の
安
全
を
確
保
す
る
事
が
困

難
で
あ
る
と
判
断
し
、残
念
な
が
ら
、10
月
13

日
開
催
予
定
だ
っ
た「
ナ
ミ
ビ
ア
対
カ
ナ
ダ

戦
」の
中
止
が
決
定
さ
れ
た
。し
か
し
、物
語

に
は
続
き
が
あ
っ
た
。試
合
を
見
る
事
が
出

来
な
い
、ス
タ
ジ
ア
ム
に
も
入
る
事
が
出
来

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、鵜
住
居
駅
周
辺
に

は
大
勢
の
人
々
が
集
ま
っ
て
き
た
。

　「
み
ん
な
で
大
漁
旗
を
持
っ
て
ス
タ
ジ
ア

ム
ま
で
行
進
し
よ
う
。」

　
キ
ッ
ク
オ
フ
の
12
時
15
分
に
あ
わ
せ
て
、

台
風
一
過
の
青
空
の
下
1
0
0
旗
以
上
の
大

漁
旗
が
振
ら
れ
た
。何
か
を
応
援
す
る
よ
う

に
。

　
一
方
、洪
水
に
襲
わ
れ
た
地
区
で
は
、土
砂

の
除
去
作
業
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
従
事

す
る
カ
ナ
ダ
選
手
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
。試

合
以
上
の
大
切
な
プ
レ
ー
を
私
た
ち
に
魅
せ

て
く
れ
た
。も
し
か
し
た
ら
、こ
れ
こ
そ
が
ラ

グ
ビ
ー
精
神
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
2
0
1
9
年
11
月
2
日
、南
ア
フ
リ
カ
が

優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
で
あ
る
ウ
ェ
ブ
・
エ
リ
ス
・

カ
ッ
プ
を
掲
げ
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
2
0
1
9
日
本
大
会
は
幕
を
閉
じ
た
。翌

日
に
行
わ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
ラ
グ
ビ
ー
ア
ワ
ー

ド
2
0
1
9
に
お
い
て
、ラ
グ
ビ
ー
の
価
値

を
社
会
的
に
高
め
た
と
し
て
、12
の
開
催
都

市
の
中
で
唯
一
、当
市
が「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

（
品
格
）賞
」を
受
賞
し
た
。

　
ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
日
本
大
会
の
統
括
責
任
者
で
あ
る

ア
ラ
ン
・
ギ
ル
ピ
ン
氏
は
、「
こ
れ
ま
で

2
0
0
試
合
以
上
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
の
試
合
を
観
て
き
た
中
で
、釜
石
の
試

　
多
く
の
被
災
者
は
、住
み
慣
れ
た
地
域
か

ら
離
れ
た
場
所
へ
と
移
り
住
み
、家
族
や
親

類
の
ほ
か
、仕
事
や
そ
れ
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、普
段
の
生
活
そ
の
も
の
ま
で
も
が
失

わ
れ
た
。

　
震
災
直
後
か
ら
、国
内
外
の
多
く
の
支
援

者
に
よ
る
救
援
物
資
や
震
災
関
連
の
見
舞
金

が
寄
せ
ら
れ
、多
団
体
に
よ
る
復
興
支
援
の

イ
ベ
ン
ト
や
国
か
ら
の
生
活
保
障
制
度
が
充

実
し
て
く
る
一
方
で
、癒
え
る
こ
と
の
な
い

心
の
傷
を
抱
え
た
ま
ま
、夢
や
希
望
を
失
っ

た
多
く
の
市
民
が
苦
し
い
生
活
を
し
て
い

た
。

　
こ
の
様
な
状
況
に
お
い
て
、日
本
で
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本
大
会

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
ラ
グ
ビ
ー
を
応
援
し
支
え
て
き
た

と
な
り
、や
が
て
大
き
な
希
望
と
な
っ
た
。

　
釜
石
市
は
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
日
本
大
会
を
誘
致
・
開
催
す
る
こ

ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち

釜
石

　〝
北
の
鉄
人
〞と
呼
ば
れ
、日
本
の
ラ
グ
ビ

ー
史
に
偉
大
な
足
跡
を
残
し
た
新
日
鐵
釜
石

製
鐵
所
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
昭
和
54
年

（
1
9
7
9
年
）か
ら
昭
和
60
年（
1
9
8
5

年
）ま
で
の
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
7
連
覇
を
含
む
、通
算
8
度
の

日
本
一
に
輝
い
た
。

　
当
時
、誰
一
人
と
し
て
大
学
出
身
の
F
W 

は
お
ら
ず
、B
K
を
含
め
、そ
の
ほ
と
ん
ど
は

高
校
時
代
は
無
名
だ
っ
た
選
手
。偉
業
の
陰

に
は
、東
北
人
特
有
の
忍
耐
強
さ
と
、地
域
、

社
会
を
挙
げ
て
の
温
か
い
声
援
が
あ
っ
た
。

同
部
が
連
覇
を
重
ね
る
ご
と
に
、市
内
の
ラ

グ
ビ
ー
熱
は
さ
ら
に
上
昇
し
、選
手
団
が
選

手
権
大
会
で
優
勝
後
に
帰
郷
し
た
際
は
漁
師

町
な
ら
で
は
の
、色
と
り
ど
り
の
大
漁
旗
に

迎
え
ら
れ
、市
内
で
凱
旋
パ
レ
ー
ド
ま
で
開

催
さ
れ
る
ほ
ど
の
人
気
と
な
っ
た
。釜
石
市

民
が
ラ
グ
ビ
ー
を
応
援
し
支
え
る
文
化
が
始

ま
っ
た
の
が
こ
の
頃
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の〝
北
の
鉄
人
〞の
誇
り
を
受
け
継
ぎ
、

新
た
な
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
、釜
石
シ
ー
ウ
ェ
イ

ブ
ス
R
F
C
が
平
成
13
年（
2
0
0
1
年
） 

4
月
25
日
に
設
立
さ
れ
た
。釜
石
シ
ー
ウ
ェ

イ
ブ
ス
R
F
C
は
岩
手
県
、釜
石
市
、そ
し

て
東
北
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
普
及
に
貢
献

す
る
地
域
に
根
付
い
た
ク
ラ
ブ
作
り
を
目

標
と
し
た
。新
日
鐵
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
部
時
代

か
ら
続
く
釜
石
伝
統
の
大
漁
旗
に
よ
る
応

援
は
今
も
健
在
。〝
北
の
鉄
人
〞が
残
し
た
足

跡
に
よ
り
、釜
石
市
民
の
生
活
に
は
、ラ
グ

ビ
ー
が
地
域
の
誇
り
と
し
て
受
け
継
が
れ
、

企
業
ク
ラ
ブ
が
、市
民
を
始
め
と
し
た
多
く

の
人
々
に
支
え
ら
れ
る
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
で
、

「
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
」と
し
て
広
く
認

知
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

被
災
地
で
の

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本
大
会

開
催

　
当
市
は
、2
0
1
1
年
3
月
11
日
、東
日
本

大
震
災
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。こ

の
被
災
に
よ
り
市
民
1
0
0
0
名
以
上
が
犠

牲
と
な
っ
た
ほ
か
今
な
お
行
方
不
明
の
市
民

も
い
る
。

RWC2019.10.13カナダ代表ボランティア作業（写真提供：釜石市）

RWC2019.9.25フィジー対ウルグアイ戦での黙禱（2019年。写真提供：釜石市）

復
興
に
伴
う
基
盤
整
備
事
業
の
加
速
と
、大

会
開
催
を
契
機
と
し
た
市
民
の
心
の
復
興
を

目
指
す
こ
と
を
開
催
の
意
義
と
し
た
。

　
誘
致
決
定
と
同
時
に
、ス
タ
ジ
ア
ム
を
有

し
て
い
な
い
釜
石
市
は
、ス
タ
ジ
ア
ム
の
設

計
・
施
工
に
取
り
か
か
り
平
成
30
年

（
2
0
1
8
年
）7
月
30
日
に
釜
石
鵜
住
居

（
う
の
す
ま
い
）復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
を
完
成
さ

せ
た
。

　
誘
致
決
定
と
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
に
つ
い
て

は
、当
時
、市
民
の
中
に
も
賛
否
の
声
が
あ

り
、「
ス
タ
ジ
ア
ム
を
建
設
す
る
財
源
が
あ
っ

た
ら
生
活
再
建
に
使
う
べ
き
」と
い
う
声
が

多
々
あ
り
、特
に
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
場
所
で

あ
る
鵜
住
居（
う
の
す
ま
い
）地
区
で
は
反
対

す
る
被
災
者
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。こ
の

た
め
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
誘
致
・

開
催
を
進
め
る
市
民
団
体
は
、鵜
住
居
地
区

で
の
座
談
会
の
開
催
や
、被
災
者
が
入
居
す

る
仮
設
住
宅
を
１
軒
ず
つ
訪
ね
て
は
、ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本
大
会

釜
石
開
催
へ
の
誘
致
・
開
催
の
意
義
と
そ
の

効
果
を
丁
寧
に
説
明
し
て
ま
わ
っ
た
。ス
タ

ジ
ア
ム
の
完
成
と
そ
の
後
の
テ
ス
ト
イ
ベ
ン

ト
開
催
時
に
は
、当
初
反
対
し
た
市
民
が「
ど

う
せ
や
る
な
ら
最
高
の
雰
囲
気
で
。」と
積
極

的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
ま
で
に

な
っ
た
。

　

平

成

31

年

（
2
0
1
9
年
）9
月
25

日
、
観
客
数
１
万

4
0
2
5
人
を
迎
え
た

こ
の
日
、ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー

ル

ド

カ

ッ

プ

2
0
1
9
日
本
大
会
釜

石
開
催「
フ
ィ
ジ
ー
対

ウ
ル
グ
ア
イ
」が
開
催

さ
れ
、市
民
の
悲
願
は

達
成
さ
れ
た
。秋
晴
れ

の
上
空
を
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
が
展
示
飛
行

し
、市
内
全
小
中
学
校

14
校
の
約
2
2
0
0
人

が
震
災
復
興
支
援
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
歌

に
し
た「
あ
り
が
と
う

の
手
紙「T

h
an

k yo
u
 

F
ro

m
 K

A
M

A
IS

H
I

」

を
合
唱
。両
国
の
国
歌

斉
唱
の
前
に
は
東
日
本

大
震
災
犠
牲
者
へ
黙

禱
を
捧
げ
る
な
ど
、感

動
の
空
間
を
創
出
す

る
事
が
で
き
た
。

　
同
年
10
月
12
日
、令

和
元
年
台
風
第
19
号

被
災
市
民
は
、「
釜
石
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
ら
夢
の
よ
う
な
の

に
。」と
想
う
よ
う
に
な
り
、そ
の
想
い
が
声

と
に
よ
り
、釜
石
市
民
の
元
気
を
世
界
に
向

け
て
発
信
し
、こ
れ
ま
で
の
復
興
支
援
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

写
真
上
）フ
ァ
ー
デ
ィ
ー
選
手
ら
に
よ
る
災
害
支
援
活

動（
2
0
1
1
年
。写
真
提
供
：
釜
石
市
）　

写
真
下
）フ
ァ
ー
デ
ィ
ー
氏
、小
佐
野
小
学
校
で
児
童
た

ち
と
交
流（
2
0
1
8
年
。写
真
提
供
：
釜
石
市
）

夢の続き3

ク
競
技
大
会
の
延
期
や
、予
定
し
て
い
た
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
交
流
活
動
も
残
念
な

が
ら
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
く

中
、今
ま
で
の
取
り
組
み
や
、育
ん
で
き
た
友

情
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
を

通
じ
た
交
流
を
取
り
入
れ
事
業
を
実
施
し

た
。

　
1
つ
目
は
、2
0
1
9
年
9
月
か
ら
同
年

11
月
ま
で
の
2
カ
月
間
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
主
催
の「
と
も
だ
ち

2
0
2
0
」パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
、南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
中
学
生
約

10
名
と
、市
内
の
中
学
生
が
2
週
間
に
一
回

程
度
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
と
、お
互
い

の
文
化
や
日
常
生
活
、学
校
生
活
、防
災
学
習

な
ど
を
紹
介
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
と
し

た
。

　
2
つ
目
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使
館
等

と
連
携
し
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
各
地
と
東

京
、釜
石
市
の
各
地
を
W
e
b
で
つ
な
ぎ
、文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
音
楽
・
食
等
を
通
じ
た
オ
ン

ラ
イ
ン
交
流
を
行
う
「
K
O
A
L
A 

C
A
M
P（
コ
ア
ラ
キ
ャ
ン
プ
）」を
実
施
、

メ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
の
在
日
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
大
使
館
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
体
験
、ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー
の
製

作
、ワ
イ
ン
講
座
、サ
テ
ラ
イ
ト
ポ
イ
ン
ト
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
シ
ド
ニ
ー
か
ら
は
ヨ
ガ

体
験
と
菓
子
作
り
、ハ
ン
タ
ー
・
バ
レ
ー
か
ら

ワ
イ
ナ
リ
ー
紹
介
、ゴ
ー
ル
ド
・
コ
ー
ス
ト
か

ら
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
実
演
、メ
ル
ボ
ル
ン
か

ら
ジ
ャ
ズ
演
奏
、釜
石
ス
タ
ジ
オ
の
根
浜
海

岸
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
実
演
を
行

う
な
ど
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
様
々

な
交
流
体
験
を
し
た
。

　
ま
た
、オ
ン
ラ
イ
ン
以
外
に
は
、ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
を
紹
介
す
る
取
組
み
と
し
て
、令
和
元

（
2
0
2
0
）年
10
月
に
釜
石
鵜
住
居
復
興
ス

タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
た「
い
わ
て
・
か
ま
い

し
ラ
グ
ビ
ー
メ
モ
リ
ア
ル
マ
ッ
チ
」の
会
場

内
に
お
い
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
紹
介
交
流
事

業
を
行
っ
た
。会
場
で
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
ス
ポ
ー

ツ
体
験
、ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
伝
統
楽
器
デ
ィ
ジ

ュ
リ
ド
ゥ
の
演
奏
、ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー
の

制
作
体
験
、ミ
ー
ト
パ
イ
、コ
ー
ヒ
ー
、ワ
イ

ン
な
ど
の
食
を
紹
介
し
、来
場
者
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
を
満
喫
し
て
も
ら
っ
た
。

　
2
0
2
1
年
1
月
に
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
テ
ィ
ー
ツ
リ
ー
ハ
ニ
ー
と
マ
カ
ダ
ミ
ア

ナ
ッ
ツ
、釜
石
の
ミ
ル
ク
ジ
ェ
ラ
ー
ト
と
当
市

の
特
産
品
で
あ
る
甲
子
柿
を
掛
け
合
わ
せ
た

ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
開
発
し
た
。試
食
会
で
好
評

い
た
だ
き
、同
年
9
月
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
終
了
ま
で
市
内
の
観
光

施
設
の
店
頭
で
販
売
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
に
も
、新
聞
紙
面
広
告
、ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
交
流
の
映
像
制
作
、そ
し
て
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
周
知
グ
ッ
ズ
の
作
成
や
装
飾
を
行
う
な

ど
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
醸
成
に
努
め

た
。

　
今
夏
開
催
さ
れ
た
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開

催
期
間
中
に
は
、7
人
制
ラ
グ
ビ
ー
の
試
合

が
行
わ
れ
た
7
月
26
日
か
ら
31
日
ま
で
、釜

石
市
民
ホ
ー
ル
T
E
T
T
O
で
、パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
行
い
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
チ
ー
ム
を
応
援
す
る
こ
と
で
、東
日
本
大

震
災
の
時
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
方
々
を
は

じ
め
、世
界
中
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た
ご

支
援
に
対
す
る
感
謝
と
、復
興
し
た
元
気
な

釜
石
の
状
況
を
発
信
し
た
。

　
い
ま
だ
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、直
接
の
交
流
は
難

し
い
状
況
で
は
あ
る
も
の
の
、オ
ン
ラ
イ
ン

交
流
も
行
い
な
が
ら
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と

の
継
続
し
た
交
流
を
行
い
な
が
ら
、ラ
グ
ビ

ー
の
ま
ち
釜
石
は
、国
際
大
会
を
契
機
と
し

た
子
ど
も
た
ち
へ
の
レ
ガ
シ
ー
を
伝
え
続
け

て
ゆ
く
。

今
後
の
取
組
み

　
今
年
度
、当
市
は
、令
和
3
年
度
か
ら
令
和

12
年
度
ま
で
の
10
ヶ
年
を
計
画
期
間
と
す

る
第
六
次
釜
石
市
総
合
計
画
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。計
画
に
は
、10
年
後
の
ま
ち
の
あ
る

べ
き
状
態
を
表
す
将
来
像
を『
一
人
ひ
と
り

が
学
び
あ
い
、世
界
と
つ
な
が
り
未
来
を
創

る
ま
ち
か
ま
い
し
』と
し
、こ
の
姿
を
実
現
す

る
た
め
の
姿
勢
を
表
す
将
来
像
を〝
多
様
性

を
認
め
合
い
な
が
ら
、ト
ラ
イ
し
続
け
る
不

屈
の
ま
ち
〞と
し
て
い
る
。

　
そ
こ
に
は
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

や
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9

日
本
大
会
釜
石
開
催
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
、日
本
中
・
世
界
中
と
の
つ
な
が
り
を
育
む

機
会
に
恵
ま
れ
た
経
験
を
生
か
し
、更
に
新

た
な
世
界
を
広
げ
る
こ
と
で
、一
人
ひ
と
り

の
可
能
性
、地
域
の
可
能
性
を
広
げ
、希
望
が

連
鎖
し
、活
力
あ
る
未
来
を
創
り
続
け
る
姿

を
重
ね
た
。

　
今
後
、こ
の
将
来
像
を
実
現
し
て
い
く
中

で
欠
か
せ
な
い
こ
と
の
一
つ
と
し
て
、国
際

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
地
域
振
興

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、こ
れ
に
は
、課
題
が
山
積

し
て
お
り
、行
政
施
策
各
般
か
ら
の
ア
プ
ロ

ー
チ
が
不
可
欠
だ
が
、そ
の
一
つ
に
多
文
化

共
生
社
会
の
実
現
も
あ
る
と
考
え
る
。

　
当
市
で
は
、第
六
次
釜
石
市
総
合
計
画
と

歩
調
を
合
わ
せ
、多
様
な
国
際
交
流
活
動
の
実

践
に
よ
り「
海
外
か
ら
訪
れ
た
人
を
や
さ
し
く

受
け
入
れ
る
ま
ち
」「
世
界
と
つ
な
が
る
人
材

が
育
つ
ま
ち
」「
違
い
を
認
め
合
え
る
市
民
が

暮
ら
す
ま
ち
」で
あ
り
た
い
と
の
強
い
思
い
か

ら
、釜
石
市
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、「
世
界
と
つ
な
が
る
K
A
M
A
I
S
H
I
」

を
目
指
し
て
取
組
ん
で
い
く
。

　
10
年
後
に
は
、国
内
外
を
問
わ
ず
当
市
に

お
い
て
ラ
グ
ビ
ー
を
は
じ
め
各
種
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
が
盛
ん
に
開
催
さ
れ
、ス
ポ
ー

ツ
の「
す
る
・
み
る
・
さ
さ
え
る
」が
一
体
と
な

り
市
民
が
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
り
参
画
し
て

い
る
姿
の
夢
を
み
る
。

夢
の
続
き

　
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
の
夢
は
苦
難
の

路
で
も
あ
る
。

　
新
日
鐡
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
部
は
無
名
選
手

の
集
ま
り
で
あ
っ
た
が
、ぶ
つ
か
っ
て
倒
さ

れ
て
も
、直
ぐ
に
立
ち
上
が
り
前
へ
進
む
。

　
倒
さ
れ
て
も
倒
さ
れ
て
も
、な
お
も
立
ち

上
が
り
、ま
た
倒
さ
れ
続
け
た
あ
る
瞬
間
、

「
諦
め
る
な
！
」

　
誰
か
が
言
っ
た
そ
の
声
に
、倒
さ
れ
な
が

ら
も
パ
ス
を
出
す
。

　
そ
の
パ
ス
は
大
き
な
波
と
な
り
、日
本
一

に
向
か
っ
て
走
り
出
す
。

　
未
曽
有
の
震
災
を
経
験
す
る
も
、

　「
釜
石
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。」

　
誰
か
が
言
っ
た
そ
の
声
は
、多
く
の
人
の

心
に
響
き
、や
が
て
、大
き
な
う
ね
り
と
な
っ

て
広
が
り
大
成
功
を
収
め
る
。震
災
か
ら
の

絆
の
パ
ス
は
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

を
経
て
、そ
の
後
の
東
京
2
0
2
0
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
交
流
事
業
へ
と
つ
な
が
り
続
け
る
。

釜
石
で
組
ま
れ
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
は
、開
催
12
都
市
の
中
で
最
も
少
な
い
2

試
合
だ
っ
た
が
、そ
の
う
ち
の
1
試
合
、ナ
ミ

ビ
ア
対
カ
ナ
ダ
戦
は
、台
風
19
号（
ハ
ギ
ビ

ス
）の
来
襲
に
よ
り
中
止
と
な
る
と
、

　「
釜
石
の
力
に
な
り
た
い
。」

　
カ
ナ
ダ
代
表
の
誰
か
が
言
っ
た
そ
の
声

で
、

道
路
や
民
家
に
流
れ
込
ん
だ
土
砂
を
掻
き
出

す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
が
行
わ
れ
、そ
れ
は
、

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本

大
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
に
な
っ
た
。

　
声
、そ
れ
は
、見
え
な
い
心
の
絆
。

　
声
と
共
に
立
ち
上
が
り
、声
に
勇
気
づ
け

ら
れ
て
進
ん
で
き
た
夢
の
路
。

そ
し
て
、ま
た
、希
望
を
灯
す
誰
か
の
声
。

　「
ナ
ミ
ビ
ア
と
カ
ナ
ダ
に
ま
た
釜
石
に
来

て
も
ら
っ
て
、試
合
を
し
て
も
ら
え
た
ら
い

い
な
」

　
そ
の
声
は
、ど
ん
ど
ん
大
き
く
広
が
り
、ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
レ
ガ
シ
ー
を
、

次
の
世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
の
企
画
が
生
ま
れ

た
。

　
2
0
2
0
年
10
月
10
日
、釜
石
が
、世
界
の

『
K
A
M
A
I
S
H
I
』に
な
っ
た
あ
の
日
か

ら
１
年
。

　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日

本
大
会
開
催
1
周
年
記
念「
い
わ
て
・
か
ま
い

し
ラ
グ
ビ
ー
メ
モ
リ
ア
ル
マ
ッ
チ
」開
催
。

　
ナ
ミ
ビ
ア
対
カ
ナ
ダ
の
再
試
合
実
現
が
ほ

ぼ
決
ま
っ
た
矢
先
、世
界
を
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

が
襲
い
、両
チ
ー
ム
の
来
日
は
不
可
能
に
な

っ
た
。

　「
そ
れ
で
も
、メ
モ
リ
ア
ル
マ
ッ
チ
は
や
り

ま
し
ょ
う
！
」

　
釜
石
の
復
興
を
支
え
て
き
た
釜
石
シ
ー
ウ

ェ
イ
ブ
ス
R
F
C
と
、震
災
直
後
か
ら
釜
石

を
訪
れ
、ラ
グ
ビ
ー
や
復
興
支
援
活
動
を
通

し
て
釜
石
を
勇
気
づ
け
て
き
た
ク
ボ
タ
ス
ピ

ア
ー
ズ
か
ら
の
心
強
い
声
が
届
き
、未
来
へ

の
希
望
を
つ
な
い
で
く
れ
た
。

　
観
客
の
数
は
、収
容
人
数
の
半
分
以
下
に

設
定
さ
れ
、歓
声
も
、子
ど
も
達
の
歌
声
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
も
無
い
。し
か

し
、釜
石
と
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、静
か
な
熱
気
と

期
待
に
包
ま
れ
な
が
ら
輝
い
た
。

　
新
し
い
生
活
様
式
に
合
わ
せ
た
様
々
な
取

組
み
も
行
わ
れ
た
。

●
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
応
援
団
設
立

●Y
ouT
ube

ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち

　釜
石
チ
ャ
ン
ネ
ル
開
設
・
ラ
グ
ビ
ー
試
合

の
無
料
配
信

●
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
誘
致

●
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
神
社
移
設

●
小
中
学
校
で
の
ラ
グ
ビ
ー
教
室
開
催
や
、

小
学
校
対
抗
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
大
会
開
催

　
な
ど
、様
々
な
子
ど
も
達
向
け
の
企
画
も

開
催
さ
れ
、県
内
の
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
人

数
や
釜
石
シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
Jr.
の
人
数
は

増
加
し
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本

大
会
を
き
っ
か
け
に
生
ま
れ
た
熱
は
、こ
れ

か
ら
を
担
う
子
ど
も
達
の
中
に
し
っ
か
り

と
息
づ
い
て
い
る
。

　
声
、そ
れ
は
、想
い
と
想
い
を
つ
な
い
で
い

く
希
望
の
証
。

　
そ
し
て
、釜
石
ラ
グ
ビ
ー
を
愛
す
る
み
ん

な
の
声
。

　「
ナ
ミ
ビ
ア
対
カ
ナ
ダ
戦
の
実
現
は
諦
め

な
い
！
」

　
そ
れ
は
、た
く
さ
ん
の
人
々
の
心
の
声
で

あ
り
、表
に
は
現
れ
な
い
釜
石
の
レ
ガ
シ
ー
。

無
数
の
声
を
チ
カ
ラ
に
、一
歩
一
歩
、歩
み
続

け
な
が
ら
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

レ
ガ
シ
ー
を
誇
り
に
。

　『
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
』の
夢
に
終
わ
り

は
な
い
。

第251号 November 202117



合
が
間
違
い
な
く
最
高
の
試
合
で
あ
り
誇
り

に
な
っ
た
日
。」と
述
べ
た
。当
市
の
震
災
復

興
と
し
て
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
誘

致
・
開
催
し
た
事
が
世
界
的
に
評
価
さ
れ
、12

の
開
催
都
市
の
中
で
は
一
番
小
さ
な
試
合
会

場
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、と
て
も
大

き
な
開
催
レ
ガ
シ
ー（
遺
産
）を
得
る
事
が
で

き
た
。そ
れ
は
物
と
言
う
よ
り
も
心
の
レ
ガ

シ
ー
。チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
れ
ば
何
事
も
成

し
遂
げ
ら
れ
る
と
い
う
希
望
。最
初
は
小
さ

な
ワ
ン
チ
ー
ム
も
、諦
め
な
け
れ
ば
大
き
な

ワ
ン
チ
ー
ム
に
な
っ
て
ゆ
く
。子
供
達
に
も

大
切
な
事
を
伝
え
ら
れ
た
釜
石
開
催
と
な
っ

た
。東

京
2
0
2
0
大
会

　

「
復
興『
あ
り
が
と
う
』

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」の
取
組
み

　
当
市
は
、平
成
29（
2
0
1
7
）年
11
月
に
、

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
て
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の「
復
興『
あ
り
が
と
う
』ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
」に
登
録
し
た
。

　
登
録
の
き
っ
か
け
は
、東
日
本
大
震
災
の

時
に
、釜
石
の
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
、釜
石
シ
ー

ウ
ェ
イ
ブ
ス
R
F
C
に
所
属
し
て
い
た
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
の
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ァ
ー
デ

ィ
ー
選
手
が
、帰
国
せ
ず
に
チ
ー
ム
メ
イ
ト

と
一
緒
に
市
民
の
為
に
支
援
活
動
を
行
い
、

フ
ァ
ー
デ
ィ
ー
選
手
か
ら
た
く
さ
ん
の
勇
気

と
感
動
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、も
う
一
つ
は
、

2
0
1
5
年
か
ら
当
市
の
中
学
生
が
海
外
体

験
学
習
事
業
で
ビ
ク
ト
リ
ア
州
の
学
校
に
受

け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

　「
復
興『
あ
り
が
と
う
』ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」事

業
で
の
取
組
み
と
し
て
は
、
平
成
30

（
2
0
1
8
）年
3
月
、ス
コ
ッ
ト
・
フ
ァ
ー

デ
ィ
ー
選
手
を
釜
石
に
招
い
て
、市
民
と
の

交
流
を
行
っ
た「“W

e
lc

o
m

e
 H

o
m

e
 

S
c
o

tt F
a

r
d

y
!”

お
か
え
り
フ
ァ
ー

デ
ィ
ー
！
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」を
開
催
し
、市
民
と
と
も
に
東
日
本
大

震
災
当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
釜
石
の
今
後

に
つ
い
て
の
語
り
合
い
の
他
、市
内
の
小
学

校
で
は
東
日
本
大
震
災
時
の
経
験
の
話
と
タ

グ
ラ
グ
ビ
ー
で
交
流
し
、ま
た
、市
内
高
校
の

ラ
グ
ビ
ー
部
で
は
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
指

導
に
よ
り
参
加
し
た
生
徒
か
ら
た
く
さ
ん
の

歓
び
の
声
が
あ
が
っ
た
。

　
2
0
1
8
年
と
翌
2
0
1
9
年
の
秋
に

は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
小
学
生
を
招
待
し
、

市
内
の
小
学
校
と
の
国
際
交
流
や
、タ
グ
ラ

グ
ビ
ー
大
会
等
で
の
交
流
を
行
い
、国
境
を

超
え
た
友
情
を
育
む
こ
と
が
で
き
た
。

　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日

本
大
会
釜
石
開
催
で
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
高
校
生
と
、地
元
の
高
校
生
が
市
内
で
ラ

グ
ビ
ー
の
交
流
、両
国
の
食
材
を
使
っ
た
お

む
す
び
を
握
り
、一
緒
に
食
べ
る
な
ど
、ス
ポ

ー
ツ
と
食
文
化
の
交
流
も
行
っ
た
。

　
平
成
31（
2
0
1
9
）年
9
月
に
発
生
し
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
森
林
火
災
の
災
害
支
援
の

た
め
、1
月
か
ら
3
月
ま
で
の
約
2
カ
月
間

に
わ
た
り
募
金
活
動
を
行
い
、市
内
の
小
中

学
生
で
構
成
す
る「
か
ま
い
し
絆
会
議
」や
市

民
か
ら
の
募
金
、市
外
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
約
1
3
0
万
円
を
、在
日
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
商
工
会
議
所

（
A
N
Z
C
C
J
）を
通
じ
て
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
赤
十
字
社
に
届
け
る
活
動
を
行
っ
た
。

　
2
0
2
0
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

（
ハ
ギ
ビ
ス
）が
日
本
に
来
襲
し
、東
日
本
を

北
上
。公
共
交
通
機
関
の
乱
れ
や
土
砂
災
害

の
可
能
性
な
ど
、観
客
の
皆
様
、選
手
、大
会

を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

全
て
の
関
係
者
の
安
全
を
確
保
す
る
事
が
困

難
で
あ
る
と
判
断
し
、残
念
な
が
ら
、10
月
13

日
開
催
予
定
だ
っ
た「
ナ
ミ
ビ
ア
対
カ
ナ
ダ

戦
」の
中
止
が
決
定
さ
れ
た
。し
か
し
、物
語

に
は
続
き
が
あ
っ
た
。試
合
を
見
る
事
が
出

来
な
い
、ス
タ
ジ
ア
ム
に
も
入
る
事
が
出
来

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、鵜
住
居
駅
周
辺
に

は
大
勢
の
人
々
が
集
ま
っ
て
き
た
。

　「
み
ん
な
で
大
漁
旗
を
持
っ
て
ス
タ
ジ
ア

ム
ま
で
行
進
し
よ
う
。」

　
キ
ッ
ク
オ
フ
の
12
時
15
分
に
あ
わ
せ
て
、

台
風
一
過
の
青
空
の
下
1
0
0
旗
以
上
の
大

漁
旗
が
振
ら
れ
た
。何
か
を
応
援
す
る
よ
う

に
。

　
一
方
、洪
水
に
襲
わ
れ
た
地
区
で
は
、土
砂

の
除
去
作
業
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
従
事

す
る
カ
ナ
ダ
選
手
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
。試

合
以
上
の
大
切
な
プ
レ
ー
を
私
た
ち
に
魅
せ

て
く
れ
た
。も
し
か
し
た
ら
、こ
れ
こ
そ
が
ラ

グ
ビ
ー
精
神
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
2
0
1
9
年
11
月
2
日
、南
ア
フ
リ
カ
が

優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
で
あ
る
ウ
ェ
ブ
・
エ
リ
ス
・

カ
ッ
プ
を
掲
げ
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
2
0
1
9
日
本
大
会
は
幕
を
閉
じ
た
。翌

日
に
行
わ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
ラ
グ
ビ
ー
ア
ワ
ー

ド
2
0
1
9
に
お
い
て
、ラ
グ
ビ
ー
の
価
値

を
社
会
的
に
高
め
た
と
し
て
、12
の
開
催
都

市
の
中
で
唯
一
、当
市
が「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

（
品
格
）賞
」を
受
賞
し
た
。

　
ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
日
本
大
会
の
統
括
責
任
者
で
あ
る

ア
ラ
ン
・
ギ
ル
ピ
ン
氏
は
、「
こ
れ
ま
で

2
0
0
試
合
以
上
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
の
試
合
を
観
て
き
た
中
で
、釜
石
の
試

　
多
く
の
被
災
者
は
、住
み
慣
れ
た
地
域
か

ら
離
れ
た
場
所
へ
と
移
り
住
み
、家
族
や
親

類
の
ほ
か
、仕
事
や
そ
れ
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、普
段
の
生
活
そ
の
も
の
ま
で
も
が
失

わ
れ
た
。

　
震
災
直
後
か
ら
、国
内
外
の
多
く
の
支
援

者
に
よ
る
救
援
物
資
や
震
災
関
連
の
見
舞
金

が
寄
せ
ら
れ
、多
団
体
に
よ
る
復
興
支
援
の

イ
ベ
ン
ト
や
国
か
ら
の
生
活
保
障
制
度
が
充

実
し
て
く
る
一
方
で
、癒
え
る
こ
と
の
な
い

心
の
傷
を
抱
え
た
ま
ま
、夢
や
希
望
を
失
っ

た
多
く
の
市
民
が
苦
し
い
生
活
を
し
て
い

た
。

　
こ
の
様
な
状
況
に
お
い
て
、日
本
で
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本
大
会

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
ラ
グ
ビ
ー
を
応
援
し
支
え
て
き
た

と
な
り
、や
が
て
大
き
な
希
望
と
な
っ
た
。

　
釜
石
市
は
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
日
本
大
会
を
誘
致
・
開
催
す
る
こ

ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち

釜
石

　〝
北
の
鉄
人
〞と
呼
ば
れ
、日
本
の
ラ
グ
ビ

ー
史
に
偉
大
な
足
跡
を
残
し
た
新
日
鐵
釜
石

製
鐵
所
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
昭
和
54
年

（
1
9
7
9
年
）か
ら
昭
和
60
年（
1
9
8
5

年
）ま
で
の
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
7
連
覇
を
含
む
、通
算
8
度
の

日
本
一
に
輝
い
た
。

　
当
時
、誰
一
人
と
し
て
大
学
出
身
の
F
W 

は
お
ら
ず
、B
K
を
含
め
、そ
の
ほ
と
ん
ど
は

高
校
時
代
は
無
名
だ
っ
た
選
手
。偉
業
の
陰

に
は
、東
北
人
特
有
の
忍
耐
強
さ
と
、地
域
、

社
会
を
挙
げ
て
の
温
か
い
声
援
が
あ
っ
た
。

同
部
が
連
覇
を
重
ね
る
ご
と
に
、市
内
の
ラ

グ
ビ
ー
熱
は
さ
ら
に
上
昇
し
、選
手
団
が
選

手
権
大
会
で
優
勝
後
に
帰
郷
し
た
際
は
漁
師

町
な
ら
で
は
の
、色
と
り
ど
り
の
大
漁
旗
に

迎
え
ら
れ
、市
内
で
凱
旋
パ
レ
ー
ド
ま
で
開

催
さ
れ
る
ほ
ど
の
人
気
と
な
っ
た
。釜
石
市

民
が
ラ
グ
ビ
ー
を
応
援
し
支
え
る
文
化
が
始

ま
っ
た
の
が
こ
の
頃
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の〝
北
の
鉄
人
〞の
誇
り
を
受
け
継
ぎ
、

新
た
な
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
、釜
石
シ
ー
ウ
ェ
イ

ブ
ス
R
F
C
が
平
成
13
年（
2
0
0
1
年
） 

4
月
25
日
に
設
立
さ
れ
た
。釜
石
シ
ー
ウ
ェ

イ
ブ
ス
R
F
C
は
岩
手
県
、釜
石
市
、そ
し

て
東
北
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
普
及
に
貢
献

す
る
地
域
に
根
付
い
た
ク
ラ
ブ
作
り
を
目

標
と
し
た
。新
日
鐵
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
部
時
代

か
ら
続
く
釜
石
伝
統
の
大
漁
旗
に
よ
る
応

援
は
今
も
健
在
。〝
北
の
鉄
人
〞が
残
し
た
足

跡
に
よ
り
、釜
石
市
民
の
生
活
に
は
、ラ
グ

ビ
ー
が
地
域
の
誇
り
と
し
て
受
け
継
が
れ
、

企
業
ク
ラ
ブ
が
、市
民
を
始
め
と
し
た
多
く

の
人
々
に
支
え
ら
れ
る
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
で
、

「
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
」と
し
て
広
く
認

知
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

被
災
地
で
の

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本
大
会

開
催

　
当
市
は
、2
0
1
1
年
3
月
11
日
、東
日
本

大
震
災
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。こ

の
被
災
に
よ
り
市
民
1
0
0
0
名
以
上
が
犠

牲
と
な
っ
た
ほ
か
今
な
お
行
方
不
明
の
市
民

も
い
る
。

復
興
に
伴
う
基
盤
整
備
事
業
の
加
速
と
、大

会
開
催
を
契
機
と
し
た
市
民
の
心
の
復
興
を

目
指
す
こ
と
を
開
催
の
意
義
と
し
た
。

　
誘
致
決
定
と
同
時
に
、ス
タ
ジ
ア
ム
を
有

し
て
い
な
い
釜
石
市
は
、ス
タ
ジ
ア
ム
の
設

計
・
施
工
に
取
り
か
か
り
平
成
30
年

（
2
0
1
8
年
）7
月
30
日
に
釜
石
鵜
住
居

（
う
の
す
ま
い
）復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
を
完
成
さ

せ
た
。

　
誘
致
決
定
と
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
に
つ
い
て

は
、当
時
、市
民
の
中
に
も
賛
否
の
声
が
あ

り
、「
ス
タ
ジ
ア
ム
を
建
設
す
る
財
源
が
あ
っ

た
ら
生
活
再
建
に
使
う
べ
き
」と
い
う
声
が

多
々
あ
り
、特
に
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
場
所
で

あ
る
鵜
住
居（
う
の
す
ま
い
）地
区
で
は
反
対

す
る
被
災
者
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。こ
の

た
め
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
誘
致
・

開
催
を
進
め
る
市
民
団
体
は
、鵜
住
居
地
区

で
の
座
談
会
の
開
催
や
、被
災
者
が
入
居
す

る
仮
設
住
宅
を
１
軒
ず
つ
訪
ね
て
は
、ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本
大
会

釜
石
開
催
へ
の
誘
致
・
開
催
の
意
義
と
そ
の

効
果
を
丁
寧
に
説
明
し
て
ま
わ
っ
た
。ス
タ

ジ
ア
ム
の
完
成
と
そ
の
後
の
テ
ス
ト
イ
ベ
ン

ト
開
催
時
に
は
、当
初
反
対
し
た
市
民
が「
ど

う
せ
や
る
な
ら
最
高
の
雰
囲
気
で
。」と
積
極

的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
ま
で
に

な
っ
た
。

　

平

成

31

年

（
2
0
1
9
年
）9
月
25

日
、
観
客
数
１
万

4
0
2
5
人
を
迎
え
た

こ
の
日
、ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー

ル

ド

カ

ッ

プ

2
0
1
9
日
本
大
会
釜

石
開
催「
フ
ィ
ジ
ー
対

ウ
ル
グ
ア
イ
」が
開
催

さ
れ
、市
民
の
悲
願
は

達
成
さ
れ
た
。秋
晴
れ

の
上
空
を
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
が
展
示
飛
行

し
、市
内
全
小
中
学
校

14
校
の
約
2
2
0
0
人

が
震
災
復
興
支
援
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
歌

に
し
た「
あ
り
が
と
う

の
手
紙「T

h
an

k yo
u
 

F
ro

m
 K

A
M

A
IS

H
I

」

を
合
唱
。両
国
の
国
歌

斉
唱
の
前
に
は
東
日
本

大
震
災
犠
牲
者
へ
黙

禱
を
捧
げ
る
な
ど
、感

動
の
空
間
を
創
出
す

る
事
が
で
き
た
。

　
同
年
10
月
12
日
、令

和
元
年
台
風
第
19
号

被
災
市
民
は
、「
釜
石
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
ら
夢
の
よ
う
な
の

に
。」と
想
う
よ
う
に
な
り
、そ
の
想
い
が
声

と
に
よ
り
、釜
石
市
民
の
元
気
を
世
界
に
向

け
て
発
信
し
、こ
れ
ま
で
の
復
興
支
援
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

夢の続き3

ク
競
技
大
会
の
延
期
や
、予
定
し
て
い
た
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
交
流
活
動
も
残
念
な

が
ら
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
く

中
、今
ま
で
の
取
り
組
み
や
、育
ん
で
き
た
友

情
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
を

通
じ
た
交
流
を
取
り
入
れ
事
業
を
実
施
し

た
。

　
1
つ
目
は
、2
0
1
9
年
9
月
か
ら
同
年

11
月
ま
で
の
2
カ
月
間
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
主
催
の「
と
も
だ
ち

2
0
2
0
」パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
、南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
中
学
生
約

10
名
と
、市
内
の
中
学
生
が
2
週
間
に
一
回

程
度
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
と
、お
互
い

の
文
化
や
日
常
生
活
、学
校
生
活
、防
災
学
習

な
ど
を
紹
介
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
と
し

た
。

　
2
つ
目
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使
館
等

と
連
携
し
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
各
地
と
東

京
、釜
石
市
の
各
地
を
W
e
b
で
つ
な
ぎ
、文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
音
楽
・
食
等
を
通
じ
た
オ
ン

ラ
イ
ン
交
流
を
行
う
「
K
O
A
L
A 

C
A
M
P（
コ
ア
ラ
キ
ャ
ン
プ
）」を
実
施
、

メ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
の
在
日
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
大
使
館
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
体
験
、ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー
の
製

作
、ワ
イ
ン
講
座
、サ
テ
ラ
イ
ト
ポ
イ
ン
ト
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
シ
ド
ニ
ー
か
ら
は
ヨ
ガ

体
験
と
菓
子
作
り
、ハ
ン
タ
ー
・
バ
レ
ー
か
ら

ワ
イ
ナ
リ
ー
紹
介
、ゴ
ー
ル
ド
・
コ
ー
ス
ト
か

ら
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
実
演
、メ
ル
ボ
ル
ン
か

ら
ジ
ャ
ズ
演
奏
、釜
石
ス
タ
ジ
オ
の
根
浜
海

岸
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
実
演
を
行

う
な
ど
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
様
々

な
交
流
体
験
を
し
た
。

　
ま
た
、オ
ン
ラ
イ
ン
以
外
に
は
、ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
を
紹
介
す
る
取
組
み
と
し
て
、令
和
元

（
2
0
2
0
）年
10
月
に
釜
石
鵜
住
居
復
興
ス

タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
た「
い
わ
て
・
か
ま
い

し
ラ
グ
ビ
ー
メ
モ
リ
ア
ル
マ
ッ
チ
」の
会
場

内
に
お
い
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
紹
介
交
流
事

業
を
行
っ
た
。会
場
で
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
ス
ポ
ー

ツ
体
験
、ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
伝
統
楽
器
デ
ィ
ジ

ュ
リ
ド
ゥ
の
演
奏
、ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー
の

制
作
体
験
、ミ
ー
ト
パ
イ
、コ
ー
ヒ
ー
、ワ
イ

ン
な
ど
の
食
を
紹
介
し
、来
場
者
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
を
満
喫
し
て
も
ら
っ
た
。

　
2
0
2
1
年
1
月
に
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
テ
ィ
ー
ツ
リ
ー
ハ
ニ
ー
と
マ
カ
ダ
ミ
ア

ナ
ッ
ツ
、釜
石
の
ミ
ル
ク
ジ
ェ
ラ
ー
ト
と
当
市

の
特
産
品
で
あ
る
甲
子
柿
を
掛
け
合
わ
せ
た

ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
開
発
し
た
。試
食
会
で
好
評

い
た
だ
き
、同
年
9
月
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
終
了
ま
で
市
内
の
観
光

施
設
の
店
頭
で
販
売
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
に
も
、新
聞
紙
面
広
告
、ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
交
流
の
映
像
制
作
、そ
し
て
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
周
知
グ
ッ
ズ
の
作
成
や
装
飾
を
行
う
な

ど
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
醸
成
に
努
め

た
。

　
今
夏
開
催
さ
れ
た
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開

催
期
間
中
に
は
、7
人
制
ラ
グ
ビ
ー
の
試
合

が
行
わ
れ
た
7
月
26
日
か
ら
31
日
ま
で
、釜

石
市
民
ホ
ー
ル
T
E
T
T
O
で
、パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
行
い
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
チ
ー
ム
を
応
援
す
る
こ
と
で
、東
日
本
大

震
災
の
時
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
方
々
を
は

じ
め
、世
界
中
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た
ご

支
援
に
対
す
る
感
謝
と
、復
興
し
た
元
気
な

釜
石
の
状
況
を
発
信
し
た
。

　
い
ま
だ
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、直
接
の
交
流
は
難

し
い
状
況
で
は
あ
る
も
の
の
、オ
ン
ラ
イ
ン

交
流
も
行
い
な
が
ら
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と

の
継
続
し
た
交
流
を
行
い
な
が
ら
、ラ
グ
ビ

ー
の
ま
ち
釜
石
は
、国
際
大
会
を
契
機
と
し

た
子
ど
も
た
ち
へ
の
レ
ガ
シ
ー
を
伝
え
続
け

て
ゆ
く
。

今
後
の
取
組
み

　
今
年
度
、当
市
は
、令
和
3
年
度
か
ら
令
和

12
年
度
ま
で
の
10
ヶ
年
を
計
画
期
間
と
す

る
第
六
次
釜
石
市
総
合
計
画
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。計
画
に
は
、10
年
後
の
ま
ち
の
あ
る

べ
き
状
態
を
表
す
将
来
像
を『
一
人
ひ
と
り

が
学
び
あ
い
、世
界
と
つ
な
が
り
未
来
を
創

る
ま
ち
か
ま
い
し
』と
し
、こ
の
姿
を
実
現
す

る
た
め
の
姿
勢
を
表
す
将
来
像
を〝
多
様
性

を
認
め
合
い
な
が
ら
、ト
ラ
イ
し
続
け
る
不

屈
の
ま
ち
〞と
し
て
い
る
。

　
そ
こ
に
は
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

や
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9

日
本
大
会
釜
石
開
催
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
、日
本
中
・
世
界
中
と
の
つ
な
が
り
を
育
む

機
会
に
恵
ま
れ
た
経
験
を
生
か
し
、更
に
新

た
な
世
界
を
広
げ
る
こ
と
で
、一
人
ひ
と
り

の
可
能
性
、地
域
の
可
能
性
を
広
げ
、希
望
が

連
鎖
し
、活
力
あ
る
未
来
を
創
り
続
け
る
姿

を
重
ね
た
。

　
今
後
、こ
の
将
来
像
を
実
現
し
て
い
く
中

で
欠
か
せ
な
い
こ
と
の
一
つ
と
し
て
、国
際

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
地
域
振
興

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、こ
れ
に
は
、課
題
が
山
積

し
て
お
り
、行
政
施
策
各
般
か
ら
の
ア
プ
ロ

ー
チ
が
不
可
欠
だ
が
、そ
の
一
つ
に
多
文
化

共
生
社
会
の
実
現
も
あ
る
と
考
え
る
。

　
当
市
で
は
、第
六
次
釜
石
市
総
合
計
画
と

歩
調
を
合
わ
せ
、多
様
な
国
際
交
流
活
動
の
実

践
に
よ
り「
海
外
か
ら
訪
れ
た
人
を
や
さ
し
く

受
け
入
れ
る
ま
ち
」「
世
界
と
つ
な
が
る
人
材

が
育
つ
ま
ち
」「
違
い
を
認
め
合
え
る
市
民
が

暮
ら
す
ま
ち
」で
あ
り
た
い
と
の
強
い
思
い
か

ら
、釜
石
市
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、「
世
界
と
つ
な
が
る
K
A
M
A
I
S
H
I
」

を
目
指
し
て
取
組
ん
で
い
く
。

　
10
年
後
に
は
、国
内
外
を
問
わ
ず
当
市
に

お
い
て
ラ
グ
ビ
ー
を
は
じ
め
各
種
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
が
盛
ん
に
開
催
さ
れ
、ス
ポ
ー

ツ
の「
す
る
・
み
る
・
さ
さ
え
る
」が
一
体
と
な

り
市
民
が
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
り
参
画
し
て

い
る
姿
の
夢
を
み
る
。

夢
の
続
き

　
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
の
夢
は
苦
難
の

路
で
も
あ
る
。

　
新
日
鐡
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
部
は
無
名
選
手

の
集
ま
り
で
あ
っ
た
が
、ぶ
つ
か
っ
て
倒
さ

れ
て
も
、直
ぐ
に
立
ち
上
が
り
前
へ
進
む
。

　
倒
さ
れ
て
も
倒
さ
れ
て
も
、な
お
も
立
ち

上
が
り
、ま
た
倒
さ
れ
続
け
た
あ
る
瞬
間
、

「
諦
め
る
な
！
」

　
誰
か
が
言
っ
た
そ
の
声
に
、倒
さ
れ
な
が

ら
も
パ
ス
を
出
す
。

　
そ
の
パ
ス
は
大
き
な
波
と
な
り
、日
本
一

に
向
か
っ
て
走
り
出
す
。

　
未
曽
有
の
震
災
を
経
験
す
る
も
、

　「
釜
石
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。」

　
誰
か
が
言
っ
た
そ
の
声
は
、多
く
の
人
の

心
に
響
き
、や
が
て
、大
き
な
う
ね
り
と
な
っ

て
広
が
り
大
成
功
を
収
め
る
。震
災
か
ら
の

絆
の
パ
ス
は
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

を
経
て
、そ
の
後
の
東
京
2
0
2
0
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
交
流
事
業
へ
と
つ
な
が
り
続
け
る
。

釜
石
で
組
ま
れ
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
は
、開
催
12
都
市
の
中
で
最
も
少
な
い
2

試
合
だ
っ
た
が
、そ
の
う
ち
の
1
試
合
、ナ
ミ

ビ
ア
対
カ
ナ
ダ
戦
は
、台
風
19
号（
ハ
ギ
ビ

ス
）の
来
襲
に
よ
り
中
止
と
な
る
と
、

　「
釜
石
の
力
に
な
り
た
い
。」

　
カ
ナ
ダ
代
表
の
誰
か
が
言
っ
た
そ
の
声

で
、

道
路
や
民
家
に
流
れ
込
ん
だ
土
砂
を
掻
き
出

す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
が
行
わ
れ
、そ
れ
は
、

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本

大
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
に
な
っ
た
。

　
声
、そ
れ
は
、見
え
な
い
心
の
絆
。

　
声
と
共
に
立
ち
上
が
り
、声
に
勇
気
づ
け

ら
れ
て
進
ん
で
き
た
夢
の
路
。

そ
し
て
、ま
た
、希
望
を
灯
す
誰
か
の
声
。

　「
ナ
ミ
ビ
ア
と
カ
ナ
ダ
に
ま
た
釜
石
に
来

て
も
ら
っ
て
、試
合
を
し
て
も
ら
え
た
ら
い

い
な
」

　
そ
の
声
は
、ど
ん
ど
ん
大
き
く
広
が
り
、ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
レ
ガ
シ
ー
を
、

次
の
世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
の
企
画
が
生
ま
れ

た
。

　
2
0
2
0
年
10
月
10
日
、釜
石
が
、世
界
の

『
K
A
M
A
I
S
H
I
』に
な
っ
た
あ
の
日
か

ら
１
年
。

　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日

本
大
会
開
催
1
周
年
記
念「
い
わ
て
・
か
ま
い

し
ラ
グ
ビ
ー
メ
モ
リ
ア
ル
マ
ッ
チ
」開
催
。

　
ナ
ミ
ビ
ア
対
カ
ナ
ダ
の
再
試
合
実
現
が
ほ

ぼ
決
ま
っ
た
矢
先
、世
界
を
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

が
襲
い
、両
チ
ー
ム
の
来
日
は
不
可
能
に
な

っ
た
。

　「
そ
れ
で
も
、メ
モ
リ
ア
ル
マ
ッ
チ
は
や
り

ま
し
ょ
う
！
」

　
釜
石
の
復
興
を
支
え
て
き
た
釜
石
シ
ー
ウ

ェ
イ
ブ
ス
R
F
C
と
、震
災
直
後
か
ら
釜
石

を
訪
れ
、ラ
グ
ビ
ー
や
復
興
支
援
活
動
を
通

し
て
釜
石
を
勇
気
づ
け
て
き
た
ク
ボ
タ
ス
ピ

ア
ー
ズ
か
ら
の
心
強
い
声
が
届
き
、未
来
へ

の
希
望
を
つ
な
い
で
く
れ
た
。

　
観
客
の
数
は
、収
容
人
数
の
半
分
以
下
に

設
定
さ
れ
、歓
声
も
、子
ど
も
達
の
歌
声
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
も
無
い
。し
か

し
、釜
石
と
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、静
か
な
熱
気
と

期
待
に
包
ま
れ
な
が
ら
輝
い
た
。

　
新
し
い
生
活
様
式
に
合
わ
せ
た
様
々
な
取

組
み
も
行
わ
れ
た
。

●
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
応
援
団
設
立

●Y
ouT
ube

ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち

　釜
石
チ
ャ
ン
ネ
ル
開
設
・
ラ
グ
ビ
ー
試
合

の
無
料
配
信

●
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
誘
致

●
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
神
社
移
設

●
小
中
学
校
で
の
ラ
グ
ビ
ー
教
室
開
催
や
、

小
学
校
対
抗
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
大
会
開
催

　
な
ど
、様
々
な
子
ど
も
達
向
け
の
企
画
も

開
催
さ
れ
、県
内
の
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
人

数
や
釜
石
シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
Jr.
の
人
数
は

増
加
し
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本

大
会
を
き
っ
か
け
に
生
ま
れ
た
熱
は
、こ
れ

か
ら
を
担
う
子
ど
も
達
の
中
に
し
っ
か
り

と
息
づ
い
て
い
る
。

　
声
、そ
れ
は
、想
い
と
想
い
を
つ
な
い
で
い

く
希
望
の
証
。

　
そ
し
て
、釜
石
ラ
グ
ビ
ー
を
愛
す
る
み
ん

な
の
声
。

　「
ナ
ミ
ビ
ア
対
カ
ナ
ダ
戦
の
実
現
は
諦
め

な
い
！
」

　
そ
れ
は
、た
く
さ
ん
の
人
々
の
心
の
声
で

あ
り
、表
に
は
現
れ
な
い
釜
石
の
レ
ガ
シ
ー
。

無
数
の
声
を
チ
カ
ラ
に
、一
歩
一
歩
、歩
み
続

け
な
が
ら
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

レ
ガ
シ
ー
を
誇
り
に
。

　『
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
』の
夢
に
終
わ
り

は
な
い
。
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合
が
間
違
い
な
く
最
高
の
試
合
で
あ
り
誇
り

に
な
っ
た
日
。」と
述
べ
た
。当
市
の
震
災
復

興
と
し
て
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
誘

致
・
開
催
し
た
事
が
世
界
的
に
評
価
さ
れ
、12

の
開
催
都
市
の
中
で
は
一
番
小
さ
な
試
合
会

場
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、と
て
も
大

き
な
開
催
レ
ガ
シ
ー（
遺
産
）を
得
る
事
が
で

き
た
。そ
れ
は
物
と
言
う
よ
り
も
心
の
レ
ガ

シ
ー
。チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
れ
ば
何
事
も
成

し
遂
げ
ら
れ
る
と
い
う
希
望
。最
初
は
小
さ

な
ワ
ン
チ
ー
ム
も
、諦
め
な
け
れ
ば
大
き
な

ワ
ン
チ
ー
ム
に
な
っ
て
ゆ
く
。子
供
達
に
も

大
切
な
事
を
伝
え
ら
れ
た
釜
石
開
催
と
な
っ

た
。東

京
2
0
2
0
大
会

　

「
復
興『
あ
り
が
と
う
』

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」の
取
組
み

　
当
市
は
、平
成
29（
2
0
1
7
）年
11
月
に
、

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
て
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の「
復
興『
あ
り
が
と
う
』ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
」に
登
録
し
た
。

　
登
録
の
き
っ
か
け
は
、東
日
本
大
震
災
の

時
に
、釜
石
の
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
、釜
石
シ
ー

ウ
ェ
イ
ブ
ス
R
F
C
に
所
属
し
て
い
た
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
の
ス
コ
ッ
ト
・
フ
ァ
ー
デ

ィ
ー
選
手
が
、帰
国
せ
ず
に
チ
ー
ム
メ
イ
ト

と
一
緒
に
市
民
の
為
に
支
援
活
動
を
行
い
、

フ
ァ
ー
デ
ィ
ー
選
手
か
ら
た
く
さ
ん
の
勇
気

と
感
動
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、も
う
一
つ
は
、

2
0
1
5
年
か
ら
当
市
の
中
学
生
が
海
外
体

験
学
習
事
業
で
ビ
ク
ト
リ
ア
州
の
学
校
に
受

け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

　「
復
興『
あ
り
が
と
う
』ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」事

業
で
の
取
組
み
と
し
て
は
、
平
成
30

（
2
0
1
8
）年
3
月
、ス
コ
ッ
ト
・
フ
ァ
ー

デ
ィ
ー
選
手
を
釜
石
に
招
い
て
、市
民
と
の

交
流
を
行
っ
た「“W

e
lc

o
m

e
 H

o
m

e
 

S
c
o

tt F
a

r
d

y
!”

お
か
え
り
フ
ァ
ー

デ
ィ
ー
！
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」を
開
催
し
、市
民
と
と
も
に
東
日
本
大

震
災
当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
釜
石
の
今
後

に
つ
い
て
の
語
り
合
い
の
他
、市
内
の
小
学

校
で
は
東
日
本
大
震
災
時
の
経
験
の
話
と
タ

グ
ラ
グ
ビ
ー
で
交
流
し
、ま
た
、市
内
高
校
の

ラ
グ
ビ
ー
部
で
は
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
指

導
に
よ
り
参
加
し
た
生
徒
か
ら
た
く
さ
ん
の

歓
び
の
声
が
あ
が
っ
た
。

　
2
0
1
8
年
と
翌
2
0
1
9
年
の
秋
に

は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
小
学
生
を
招
待
し
、

市
内
の
小
学
校
と
の
国
際
交
流
や
、タ
グ
ラ

グ
ビ
ー
大
会
等
で
の
交
流
を
行
い
、国
境
を

超
え
た
友
情
を
育
む
こ
と
が
で
き
た
。

　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日

本
大
会
釜
石
開
催
で
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
高
校
生
と
、地
元
の
高
校
生
が
市
内
で
ラ

グ
ビ
ー
の
交
流
、両
国
の
食
材
を
使
っ
た
お

む
す
び
を
握
り
、一
緒
に
食
べ
る
な
ど
、ス
ポ

ー
ツ
と
食
文
化
の
交
流
も
行
っ
た
。

　
平
成
31（
2
0
1
9
）年
9
月
に
発
生
し
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
森
林
火
災
の
災
害
支
援
の

た
め
、1
月
か
ら
3
月
ま
で
の
約
2
カ
月
間

に
わ
た
り
募
金
活
動
を
行
い
、市
内
の
小
中

学
生
で
構
成
す
る「
か
ま
い
し
絆
会
議
」や
市

民
か
ら
の
募
金
、市
外
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
約
1
3
0
万
円
を
、在
日
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
商
工
会
議
所

（
A
N
Z
C
C
J
）を
通
じ
て
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
赤
十
字
社
に
届
け
る
活
動
を
行
っ
た
。

　
2
0
2
0
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

（
ハ
ギ
ビ
ス
）が
日
本
に
来
襲
し
、東
日
本
を

北
上
。公
共
交
通
機
関
の
乱
れ
や
土
砂
災
害

の
可
能
性
な
ど
、観
客
の
皆
様
、選
手
、大
会

を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

全
て
の
関
係
者
の
安
全
を
確
保
す
る
事
が
困

難
で
あ
る
と
判
断
し
、残
念
な
が
ら
、10
月
13

日
開
催
予
定
だ
っ
た「
ナ
ミ
ビ
ア
対
カ
ナ
ダ

戦
」の
中
止
が
決
定
さ
れ
た
。し
か
し
、物
語

に
は
続
き
が
あ
っ
た
。試
合
を
見
る
事
が
出

来
な
い
、ス
タ
ジ
ア
ム
に
も
入
る
事
が
出
来

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、鵜
住
居
駅
周
辺
に

は
大
勢
の
人
々
が
集
ま
っ
て
き
た
。

　「
み
ん
な
で
大
漁
旗
を
持
っ
て
ス
タ
ジ
ア

ム
ま
で
行
進
し
よ
う
。」

　
キ
ッ
ク
オ
フ
の
12
時
15
分
に
あ
わ
せ
て
、

台
風
一
過
の
青
空
の
下
1
0
0
旗
以
上
の
大

漁
旗
が
振
ら
れ
た
。何
か
を
応
援
す
る
よ
う

に
。

　
一
方
、洪
水
に
襲
わ
れ
た
地
区
で
は
、土
砂

の
除
去
作
業
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
従
事

す
る
カ
ナ
ダ
選
手
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
。試

合
以
上
の
大
切
な
プ
レ
ー
を
私
た
ち
に
魅
せ

て
く
れ
た
。も
し
か
し
た
ら
、こ
れ
こ
そ
が
ラ

グ
ビ
ー
精
神
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
2
0
1
9
年
11
月
2
日
、南
ア
フ
リ
カ
が

優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
で
あ
る
ウ
ェ
ブ
・
エ
リ
ス
・

カ
ッ
プ
を
掲
げ
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
2
0
1
9
日
本
大
会
は
幕
を
閉
じ
た
。翌

日
に
行
わ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
ラ
グ
ビ
ー
ア
ワ
ー

ド
2
0
1
9
に
お
い
て
、ラ
グ
ビ
ー
の
価
値

を
社
会
的
に
高
め
た
と
し
て
、12
の
開
催
都

市
の
中
で
唯
一
、当
市
が「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

（
品
格
）賞
」を
受
賞
し
た
。

　
ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
日
本
大
会
の
統
括
責
任
者
で
あ
る

ア
ラ
ン
・
ギ
ル
ピ
ン
氏
は
、「
こ
れ
ま
で

2
0
0
試
合
以
上
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
の
試
合
を
観
て
き
た
中
で
、釜
石
の
試

　
多
く
の
被
災
者
は
、住
み
慣
れ
た
地
域
か

ら
離
れ
た
場
所
へ
と
移
り
住
み
、家
族
や
親

類
の
ほ
か
、仕
事
や
そ
れ
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、普
段
の
生
活
そ
の
も
の
ま
で
も
が
失

わ
れ
た
。

　
震
災
直
後
か
ら
、国
内
外
の
多
く
の
支
援

者
に
よ
る
救
援
物
資
や
震
災
関
連
の
見
舞
金

が
寄
せ
ら
れ
、多
団
体
に
よ
る
復
興
支
援
の

イ
ベ
ン
ト
や
国
か
ら
の
生
活
保
障
制
度
が
充

実
し
て
く
る
一
方
で
、癒
え
る
こ
と
の
な
い

心
の
傷
を
抱
え
た
ま
ま
、夢
や
希
望
を
失
っ

た
多
く
の
市
民
が
苦
し
い
生
活
を
し
て
い

た
。

　
こ
の
様
な
状
況
に
お
い
て
、日
本
で
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本
大
会

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
ラ
グ
ビ
ー
を
応
援
し
支
え
て
き
た

と
な
り
、や
が
て
大
き
な
希
望
と
な
っ
た
。

　
釜
石
市
は
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
日
本
大
会
を
誘
致
・
開
催
す
る
こ

ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち

釜
石

　〝
北
の
鉄
人
〞と
呼
ば
れ
、日
本
の
ラ
グ
ビ

ー
史
に
偉
大
な
足
跡
を
残
し
た
新
日
鐵
釜
石

製
鐵
所
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
昭
和
54
年

（
1
9
7
9
年
）か
ら
昭
和
60
年（
1
9
8
5

年
）ま
で
の
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
7
連
覇
を
含
む
、通
算
8
度
の

日
本
一
に
輝
い
た
。

　
当
時
、誰
一
人
と
し
て
大
学
出
身
の
F
W 

は
お
ら
ず
、B
K
を
含
め
、そ
の
ほ
と
ん
ど
は

高
校
時
代
は
無
名
だ
っ
た
選
手
。偉
業
の
陰

に
は
、東
北
人
特
有
の
忍
耐
強
さ
と
、地
域
、

社
会
を
挙
げ
て
の
温
か
い
声
援
が
あ
っ
た
。

同
部
が
連
覇
を
重
ね
る
ご
と
に
、市
内
の
ラ

グ
ビ
ー
熱
は
さ
ら
に
上
昇
し
、選
手
団
が
選

手
権
大
会
で
優
勝
後
に
帰
郷
し
た
際
は
漁
師

町
な
ら
で
は
の
、色
と
り
ど
り
の
大
漁
旗
に

迎
え
ら
れ
、市
内
で
凱
旋
パ
レ
ー
ド
ま
で
開

催
さ
れ
る
ほ
ど
の
人
気
と
な
っ
た
。釜
石
市

民
が
ラ
グ
ビ
ー
を
応
援
し
支
え
る
文
化
が
始

ま
っ
た
の
が
こ
の
頃
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の〝
北
の
鉄
人
〞の
誇
り
を
受
け
継
ぎ
、

新
た
な
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
、釜
石
シ
ー
ウ
ェ
イ

ブ
ス
R
F
C
が
平
成
13
年（
2
0
0
1
年
） 

4
月
25
日
に
設
立
さ
れ
た
。釜
石
シ
ー
ウ
ェ

イ
ブ
ス
R
F
C
は
岩
手
県
、釜
石
市
、そ
し

て
東
北
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
普
及
に
貢
献

す
る
地
域
に
根
付
い
た
ク
ラ
ブ
作
り
を
目

標
と
し
た
。新
日
鐵
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
部
時
代

か
ら
続
く
釜
石
伝
統
の
大
漁
旗
に
よ
る
応

援
は
今
も
健
在
。〝
北
の
鉄
人
〞が
残
し
た
足

跡
に
よ
り
、釜
石
市
民
の
生
活
に
は
、ラ
グ

ビ
ー
が
地
域
の
誇
り
と
し
て
受
け
継
が
れ
、

企
業
ク
ラ
ブ
が
、市
民
を
始
め
と
し
た
多
く

の
人
々
に
支
え
ら
れ
る
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
で
、

「
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
」と
し
て
広
く
認

知
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

被
災
地
で
の

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本
大
会

開
催

　
当
市
は
、2
0
1
1
年
3
月
11
日
、東
日
本

大
震
災
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。こ

の
被
災
に
よ
り
市
民
1
0
0
0
名
以
上
が
犠

牲
と
な
っ
た
ほ
か
今
な
お
行
方
不
明
の
市
民

も
い
る
。

復
興
に
伴
う
基
盤
整
備
事
業
の
加
速
と
、大

会
開
催
を
契
機
と
し
た
市
民
の
心
の
復
興
を

目
指
す
こ
と
を
開
催
の
意
義
と
し
た
。

　
誘
致
決
定
と
同
時
に
、ス
タ
ジ
ア
ム
を
有

し
て
い
な
い
釜
石
市
は
、ス
タ
ジ
ア
ム
の
設

計
・
施
工
に
取
り
か
か
り
平
成
30
年

（
2
0
1
8
年
）7
月
30
日
に
釜
石
鵜
住
居

（
う
の
す
ま
い
）復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
を
完
成
さ

せ
た
。

　
誘
致
決
定
と
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
に
つ
い
て

は
、当
時
、市
民
の
中
に
も
賛
否
の
声
が
あ

り
、「
ス
タ
ジ
ア
ム
を
建
設
す
る
財
源
が
あ
っ

た
ら
生
活
再
建
に
使
う
べ
き
」と
い
う
声
が

多
々
あ
り
、特
に
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
場
所
で

あ
る
鵜
住
居（
う
の
す
ま
い
）地
区
で
は
反
対

す
る
被
災
者
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。こ
の

た
め
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
誘
致
・

開
催
を
進
め
る
市
民
団
体
は
、鵜
住
居
地
区

で
の
座
談
会
の
開
催
や
、被
災
者
が
入
居
す

る
仮
設
住
宅
を
１
軒
ず
つ
訪
ね
て
は
、ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本
大
会

釜
石
開
催
へ
の
誘
致
・
開
催
の
意
義
と
そ
の

効
果
を
丁
寧
に
説
明
し
て
ま
わ
っ
た
。ス
タ

ジ
ア
ム
の
完
成
と
そ
の
後
の
テ
ス
ト
イ
ベ
ン

ト
開
催
時
に
は
、当
初
反
対
し
た
市
民
が「
ど

う
せ
や
る
な
ら
最
高
の
雰
囲
気
で
。」と
積
極

的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
ま
で
に

な
っ
た
。

　

平

成

31

年

（
2
0
1
9
年
）9
月
25

日
、
観
客
数
１
万

4
0
2
5
人
を
迎
え
た

こ
の
日
、ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー

ル

ド

カ

ッ

プ

2
0
1
9
日
本
大
会
釜

石
開
催「
フ
ィ
ジ
ー
対

ウ
ル
グ
ア
イ
」が
開
催

さ
れ
、市
民
の
悲
願
は

達
成
さ
れ
た
。秋
晴
れ

の
上
空
を
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
が
展
示
飛
行

し
、市
内
全
小
中
学
校

14
校
の
約
2
2
0
0
人

が
震
災
復
興
支
援
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
歌

に
し
た「
あ
り
が
と
う

の
手
紙「T

h
an

k yo
u
 

F
ro

m
 K

A
M

A
IS

H
I

」

を
合
唱
。両
国
の
国
歌

斉
唱
の
前
に
は
東
日
本

大
震
災
犠
牲
者
へ
黙

禱
を
捧
げ
る
な
ど
、感

動
の
空
間
を
創
出
す

る
事
が
で
き
た
。

　
同
年
10
月
12
日
、令

和
元
年
台
風
第
19
号

被
災
市
民
は
、「
釜
石
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
ら
夢
の
よ
う
な
の

に
。」と
想
う
よ
う
に
な
り
、そ
の
想
い
が
声

と
に
よ
り
、釜
石
市
民
の
元
気
を
世
界
に
向

け
て
発
信
し
、こ
れ
ま
で
の
復
興
支
援
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

夢の続き3

ク
競
技
大
会
の
延
期
や
、予
定
し
て
い
た
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
交
流
活
動
も
残
念
な

が
ら
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
続
く

中
、今
ま
で
の
取
り
組
み
や
、育
ん
で
き
た
友

情
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
を

通
じ
た
交
流
を
取
り
入
れ
事
業
を
実
施
し

た
。

　
1
つ
目
は
、2
0
1
9
年
9
月
か
ら
同
年

11
月
ま
で
の
2
カ
月
間
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
主
催
の「
と
も
だ
ち

2
0
2
0
」パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
、南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
中
学
生
約

10
名
と
、市
内
の
中
学
生
が
2
週
間
に
一
回

程
度
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
と
、お
互
い

の
文
化
や
日
常
生
活
、学
校
生
活
、防
災
学
習

な
ど
を
紹
介
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
と
し

た
。

　
2
つ
目
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使
館
等

と
連
携
し
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
各
地
と
東

京
、釜
石
市
の
各
地
を
W
e
b
で
つ
な
ぎ
、文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
音
楽
・
食
等
を
通
じ
た
オ
ン

ラ
イ
ン
交
流
を
行
う
「
K
O
A
L
A 

C
A
M
P（
コ
ア
ラ
キ
ャ
ン
プ
）」を
実
施
、

メ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
の
在
日
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
大
使
館
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
体
験
、ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー
の
製

作
、ワ
イ
ン
講
座
、サ
テ
ラ
イ
ト
ポ
イ
ン
ト
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
シ
ド
ニ
ー
か
ら
は
ヨ
ガ

体
験
と
菓
子
作
り
、ハ
ン
タ
ー
・
バ
レ
ー
か
ら

ワ
イ
ナ
リ
ー
紹
介
、ゴ
ー
ル
ド
・
コ
ー
ス
ト
か

ら
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
実
演
、メ
ル
ボ
ル
ン
か

ら
ジ
ャ
ズ
演
奏
、釜
石
ス
タ
ジ
オ
の
根
浜
海

岸
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
実
演
を
行

う
な
ど
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
様
々

な
交
流
体
験
を
し
た
。

　
ま
た
、オ
ン
ラ
イ
ン
以
外
に
は
、ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
を
紹
介
す
る
取
組
み
と
し
て
、令
和
元

（
2
0
2
0
）年
10
月
に
釜
石
鵜
住
居
復
興
ス

タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
た「
い
わ
て
・
か
ま
い

し
ラ
グ
ビ
ー
メ
モ
リ
ア
ル
マ
ッ
チ
」の
会
場

内
に
お
い
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
紹
介
交
流
事

業
を
行
っ
た
。会
場
で
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
ス
ポ
ー

ツ
体
験
、ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
伝
統
楽
器
デ
ィ
ジ

ュ
リ
ド
ゥ
の
演
奏
、ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー
の

制
作
体
験
、ミ
ー
ト
パ
イ
、コ
ー
ヒ
ー
、ワ
イ

ン
な
ど
の
食
を
紹
介
し
、来
場
者
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
を
満
喫
し
て
も
ら
っ
た
。

　
2
0
2
1
年
1
月
に
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
テ
ィ
ー
ツ
リ
ー
ハ
ニ
ー
と
マ
カ
ダ
ミ
ア

ナ
ッ
ツ
、釜
石
の
ミ
ル
ク
ジ
ェ
ラ
ー
ト
と
当
市

の
特
産
品
で
あ
る
甲
子
柿
を
掛
け
合
わ
せ
た

ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
開
発
し
た
。試
食
会
で
好
評

い
た
だ
き
、同
年
9
月
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
終
了
ま
で
市
内
の
観
光

施
設
の
店
頭
で
販
売
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
に
も
、新
聞
紙
面
広
告
、ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
交
流
の
映
像
制
作
、そ
し
て
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
周
知
グ
ッ
ズ
の
作
成
や
装
飾
を
行
う
な

ど
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
醸
成
に
努
め

た
。

　
今
夏
開
催
さ
れ
た
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開

催
期
間
中
に
は
、7
人
制
ラ
グ
ビ
ー
の
試
合

が
行
わ
れ
た
7
月
26
日
か
ら
31
日
ま
で
、釜

石
市
民
ホ
ー
ル
T
E
T
T
O
で
、パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
行
い
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
チ
ー
ム
を
応
援
す
る
こ
と
で
、東
日
本
大

震
災
の
時
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
方
々
を
は

じ
め
、世
界
中
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た
ご

支
援
に
対
す
る
感
謝
と
、復
興
し
た
元
気
な

釜
石
の
状
況
を
発
信
し
た
。

　
い
ま
だ
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、直
接
の
交
流
は
難

し
い
状
況
で
は
あ
る
も
の
の
、オ
ン
ラ
イ
ン

交
流
も
行
い
な
が
ら
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と

の
継
続
し
た
交
流
を
行
い
な
が
ら
、ラ
グ
ビ

ー
の
ま
ち
釜
石
は
、国
際
大
会
を
契
機
と
し

た
子
ど
も
た
ち
へ
の
レ
ガ
シ
ー
を
伝
え
続
け

て
ゆ
く
。

今
後
の
取
組
み

　
今
年
度
、当
市
は
、令
和
3
年
度
か
ら
令
和

12
年
度
ま
で
の
10
ヶ
年
を
計
画
期
間
と
す

る
第
六
次
釜
石
市
総
合
計
画
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。計
画
に
は
、10
年
後
の
ま
ち
の
あ
る

べ
き
状
態
を
表
す
将
来
像
を『
一
人
ひ
と
り

が
学
び
あ
い
、世
界
と
つ
な
が
り
未
来
を
創

る
ま
ち
か
ま
い
し
』と
し
、こ
の
姿
を
実
現
す

る
た
め
の
姿
勢
を
表
す
将
来
像
を〝
多
様
性

を
認
め
合
い
な
が
ら
、ト
ラ
イ
し
続
け
る
不

屈
の
ま
ち
〞と
し
て
い
る
。

　
そ
こ
に
は
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

や
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9

日
本
大
会
釜
石
開
催
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
、日
本
中
・
世
界
中
と
の
つ
な
が
り
を
育
む

機
会
に
恵
ま
れ
た
経
験
を
生
か
し
、更
に
新

た
な
世
界
を
広
げ
る
こ
と
で
、一
人
ひ
と
り

の
可
能
性
、地
域
の
可
能
性
を
広
げ
、希
望
が

連
鎖
し
、活
力
あ
る
未
来
を
創
り
続
け
る
姿

を
重
ね
た
。

　
今
後
、こ
の
将
来
像
を
実
現
し
て
い
く
中

で
欠
か
せ
な
い
こ
と
の
一
つ
と
し
て
、国
際

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
地
域
振
興

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、こ
れ
に
は
、課
題
が
山
積

し
て
お
り
、行
政
施
策
各
般
か
ら
の
ア
プ
ロ

ー
チ
が
不
可
欠
だ
が
、そ
の
一
つ
に
多
文
化

共
生
社
会
の
実
現
も
あ
る
と
考
え
る
。

　
当
市
で
は
、第
六
次
釜
石
市
総
合
計
画
と

歩
調
を
合
わ
せ
、多
様
な
国
際
交
流
活
動
の
実

践
に
よ
り「
海
外
か
ら
訪
れ
た
人
を
や
さ
し
く

受
け
入
れ
る
ま
ち
」「
世
界
と
つ
な
が
る
人
材

が
育
つ
ま
ち
」「
違
い
を
認
め
合
え
る
市
民
が

暮
ら
す
ま
ち
」で
あ
り
た
い
と
の
強
い
思
い
か

ら
、釜
石
市
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、「
世
界
と
つ
な
が
る
K
A
M
A
I
S
H
I
」

を
目
指
し
て
取
組
ん
で
い
く
。

　
10
年
後
に
は
、国
内
外
を
問
わ
ず
当
市
に

お
い
て
ラ
グ
ビ
ー
を
は
じ
め
各
種
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
が
盛
ん
に
開
催
さ
れ
、ス
ポ
ー

ツ
の「
す
る
・
み
る
・
さ
さ
え
る
」が
一
体
と
な

り
市
民
が
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
り
参
画
し
て

い
る
姿
の
夢
を
み
る
。

夢
の
続
き

　
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
の
夢
は
苦
難
の

路
で
も
あ
る
。

　
新
日
鐡
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
部
は
無
名
選
手

の
集
ま
り
で
あ
っ
た
が
、ぶ
つ
か
っ
て
倒
さ

れ
て
も
、直
ぐ
に
立
ち
上
が
り
前
へ
進
む
。

　
倒
さ
れ
て
も
倒
さ
れ
て
も
、な
お
も
立
ち

上
が
り
、ま
た
倒
さ
れ
続
け
た
あ
る
瞬
間
、

「
諦
め
る
な
！
」

　
誰
か
が
言
っ
た
そ
の
声
に
、倒
さ
れ
な
が

ら
も
パ
ス
を
出
す
。

　
そ
の
パ
ス
は
大
き
な
波
と
な
り
、日
本
一

に
向
か
っ
て
走
り
出
す
。

　
未
曽
有
の
震
災
を
経
験
す
る
も
、

　「
釜
石
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。」

　
誰
か
が
言
っ
た
そ
の
声
は
、多
く
の
人
の

心
に
響
き
、や
が
て
、大
き
な
う
ね
り
と
な
っ

て
広
が
り
大
成
功
を
収
め
る
。震
災
か
ら
の

絆
の
パ
ス
は
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

を
経
て
、そ
の
後
の
東
京
2
0
2
0
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
交
流
事
業
へ
と
つ
な
が
り
続
け
る
。

釜
石
で
組
ま
れ
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
は
、開
催
12
都
市
の
中
で
最
も
少
な
い
2

試
合
だ
っ
た
が
、そ
の
う
ち
の
1
試
合
、ナ
ミ

ビ
ア
対
カ
ナ
ダ
戦
は
、台
風
19
号（
ハ
ギ
ビ

ス
）の
来
襲
に
よ
り
中
止
と
な
る
と
、

　「
釜
石
の
力
に
な
り
た
い
。」

　
カ
ナ
ダ
代
表
の
誰
か
が
言
っ
た
そ
の
声

で
、

道
路
や
民
家
に
流
れ
込
ん
だ
土
砂
を
掻
き
出

す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
が
行
わ
れ
、そ
れ
は
、

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日
本

大
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
に
な
っ
た
。

　
声
、そ
れ
は
、見
え
な
い
心
の
絆
。

　
声
と
共
に
立
ち
上
が
り
、声
に
勇
気
づ
け

ら
れ
て
進
ん
で
き
た
夢
の
路
。

そ
し
て
、ま
た
、希
望
を
灯
す
誰
か
の
声
。

　「
ナ
ミ
ビ
ア
と
カ
ナ
ダ
に
ま
た
釜
石
に
来

て
も
ら
っ
て
、試
合
を
し
て
も
ら
え
た
ら
い

い
な
」

　
そ
の
声
は
、ど
ん
ど
ん
大
き
く
広
が
り
、ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
レ
ガ
シ
ー
を
、

次
の
世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
の
企
画
が
生
ま
れ

た
。

　
2
0
2
0
年
10
月
10
日
、釜
石
が
、世
界
の

『
K
A
M
A
I
S
H
I
』に
な
っ
た
あ
の
日
か

ら
１
年
。

　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
日

本
大
会
開
催
1
周
年
記
念「
い
わ
て
・
か
ま
い

し
ラ
グ
ビ
ー
メ
モ
リ
ア
ル
マ
ッ
チ
」開
催
。

　
ナ
ミ
ビ
ア
対
カ
ナ
ダ
の
再
試
合
実
現
が
ほ

ぼ
決
ま
っ
た
矢
先
、世
界
を
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

が
襲
い
、両
チ
ー
ム
の
来
日
は
不
可
能
に
な

っ
た
。

　「
そ
れ
で
も
、メ
モ
リ
ア
ル
マ
ッ
チ
は
や
り

ま
し
ょ
う
！
」

　
釜
石
の
復
興
を
支
え
て
き
た
釜
石
シ
ー
ウ

ェ
イ
ブ
ス
R
F
C
と
、震
災
直
後
か
ら
釜
石

を
訪
れ
、ラ
グ
ビ
ー
や
復
興
支
援
活
動
を
通

し
て
釜
石
を
勇
気
づ
け
て
き
た
ク
ボ
タ
ス
ピ

ア
ー
ズ
か
ら
の
心
強
い
声
が
届
き
、未
来
へ

の
希
望
を
つ
な
い
で
く
れ
た
。

　
観
客
の
数
は
、収
容
人
数
の
半
分
以
下
に

設
定
さ
れ
、歓
声
も
、子
ど
も
達
の
歌
声
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
も
無
い
。し
か

し
、釜
石
と
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、静
か
な
熱
気
と

期
待
に
包
ま
れ
な
が
ら
輝
い
た
。

　
新
し
い
生
活
様
式
に
合
わ
せ
た
様
々
な
取

組
み
も
行
わ
れ
た
。

●
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
応
援
団
設
立

●Y
ouT
ube

ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち

　釜
石
チ
ャ
ン
ネ
ル
開
設
・
ラ
グ
ビ
ー
試
合

の
無
料
配
信

●
ス
タ
ジ
ア
ム
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
誘
致

●
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
神
社
移
設

●
小
中
学
校
で
の
ラ
グ
ビ
ー
教
室
開
催
や
、

小
学
校
対
抗
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
大
会
開
催

　
な
ど
、様
々
な
子
ど
も
達
向
け
の
企
画
も

開
催
さ
れ
、県
内
の
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
人

数
や
釜
石
シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
Jr.
の
人
数
は

増
加
し
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本

大
会
を
き
っ
か
け
に
生
ま
れ
た
熱
は
、こ
れ

か
ら
を
担
う
子
ど
も
達
の
中
に
し
っ
か
り

と
息
づ
い
て
い
る
。

　
声
、そ
れ
は
、想
い
と
想
い
を
つ
な
い
で
い

く
希
望
の
証
。

　
そ
し
て
、釜
石
ラ
グ
ビ
ー
を
愛
す
る
み
ん

な
の
声
。

　「
ナ
ミ
ビ
ア
対
カ
ナ
ダ
戦
の
実
現
は
諦
め

な
い
！
」

　
そ
れ
は
、た
く
さ
ん
の
人
々
の
心
の
声
で

あ
り
、表
に
は
現
れ
な
い
釜
石
の
レ
ガ
シ
ー
。

無
数
の
声
を
チ
カ
ラ
に
、一
歩
一
歩
、歩
み
続

け
な
が
ら
、ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

レ
ガ
シ
ー
を
誇
り
に
。

　『
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
』の
夢
に
終
わ
り

は
な
い
。
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1
9
9
0
年
10
月
28
日
、秋
篠
宮
同
妃
両
殿

下
の
ご
臨
席
の
も
と
、世
界
37
カ
国
地
域
か

ら
大
会
史
上
最
多
と
な
る
4
4
1
名
の
選
手

が
出
場
し
、第
10
回
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
、

マ
ラ
ソ
ン
女
子
で
オ
ラ
ン
ダ
の
ジ
ャ
ネ
ッ

ト
・
ジ
ャ
ン
セ
ン
選
手
が
世
界
最
高
記
録
で

優
勝
し
ま
し
た
。レ
ー
ス
に
先
立
ち
10
回
連

続
出
場
と
な
る
選
手
を
表
彰
す
る
と
と
も

に
、歴
代
優
勝
者
を
招
待
す
る
な
ど
、節
目
の

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
1
9
9
3
年
の
第
13
回
大
会
で
は
、マ
ラ

ソ
ン
男
子
で
ス
イ
ス
の
ハ
イ
ン
ツ
・
フ
ラ
イ

選
手
が
大
会
新
記
録
で
2
年
ぶ
り
3
度
目
の

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。車
い
す
の
鉄
人
と

い
わ
れ
、今
で
は
ス
ー
パ
ー
レ
ジ
ェ
ン
ド
で

あ
る
ハ
イ
ン
ツ
選
手
は
、こ
の
後
10
連
覇
を

達
成
し
、通
算
で
も
最
多
の
14
回
の
優
勝
を

誇
る
な
ど「
大
分
国
際
の
顔
」と
し
て
長
く
王

者
に
君
臨
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
1
9
9
8
年
の
第
18
回
大
会
か
ら
、O
B
S

大
分
放
送
に
よ
る
ラ
ジ
オ
実
況
中
継
が
開
始

さ
れ
る
と
と
も
に
、翌
年
の
第
19
回
大
会
で

は
、ハ
イ
ン
ツ
・
フ
ラ
イ
選
手
が
1
時
間
20
分

14
秒
の
世
界
最
高
記
録
で
7
連
覇
を
達
成
し

ま
し
た
。こ
の
記
録
は
今
な
お
男
子
マ
ラ
ソ
ン

T
53
／
54
ク
ラ
ス
の
世
界
記
録
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
2
0
0
0
年
11
月
12
日
、

寛
仁
親
王
殿
下
の
ご
臨
席
の
も
と
、世
界
30

カ
国
・
地
域
か
ら
4
1
7
名
の
選
手
が
出
場

し
、第
20
回
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
の
み
な
ら
ず
羽
田
や
関
西
国
際
空
港
で

の
歴
代
大
会
の
ポ
ス
タ
ー
・
写
真
展
の
開
催

や
20
回
連
続
出
場
選
手
の
表
彰
等
の
記
念
行

事
を
実
施
し
ま
し
た
。8
連
覇
を
達
成
し
た

ハ
イ
ン
ツ
・
フ
ラ
イ
選
手
に
は
初
と
な
る
外

国
人
名
誉
県
民
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
0
2
年
の
第
22
回
大
会
は
、大
会
史

上
初
の
雨
の
中
で
の
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し

た
。信
じ
ら
れ
な
い
話
で
す
が
、こ
こ
ま
で
21

年
間
雨
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
が
な
く
、雨
天

時
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
存
在
し
な
い
中
で

臨
機
の
対
応
と
な
り
ま
し
た
が
、幸
い
に
も

全
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
つ
つ
が
な
く
こ
な

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
年
以
降
数
度

の
雨
の
レ
ー
ス
を
経
験
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、事
前
に
準
備
し
た
雨
天
時
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
よ
り
、大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
円

滑
な
大
会
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
6
年
の
第
26
回
大
会
は
、国
際
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
公
認
大
会
と
な
る

と
と
も
に
、T
53
／
54
ク
ラ
ス
で
本
県
の
笹

原
廣
喜
選
手
が
日
本
人
と
し
て
初
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

　
2
0
1
0
年
11
月
14
日
、皇
太
子
殿
下（
現

天
皇
陛
下
）の
ご
臨
席
の
も
と
、世
界
20
カ

国
・
地
域
か
ら
3
0
7
名
の
選
手
が
出
場
し
、

第
30
回
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。節

目
の
大
会
と
し
て
、大
会
功
労
者
や
連
続
出

場
者
を
表
彰
す
る
記
念
式
典
を
行
事
と
し
て

独
立
さ
せ
た
こ
と
を
は
じ
め
、数
々
の
記
念

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。新
た
に
賞
金
制
を

導
入
し
た
レ
ー
ス
で
は
、後
に
絶
対
王
者
と

な
る
ス
イ
ス
の
マ
ル
セ
ル
・
フ
グ
選
手
が
T

34
／
53
／
54
で
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
2
0
1
6
年
の
第
36
回
大
会
で
、

つ
い
に
大
会
関
係
者
の
長
年
の
悲
願
で
あ
っ

た
テ
レ
ビ
の
実
況
生
中
継
が
実
現
し
ま
す
。

こ
こ
ま
で
幾
度
と
な
く
各
放
送
局
等
へ
実
現

に
向
け
た
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、一
部
コ
ー
ス
の
狭
小
さ
等
も
あ
っ
て
技
術

的
に
困
難
と
さ
れ
て
お
り
、録
画
で
の
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
放
送
に
止
ま
っ
て
い
ま
し
た
。空
か

ら
の
映
像
等
に
よ
り
困
難
を
克
服
し
、生
中

継
の
実
現
に
尽
力
い
た
だ
い
た
地
元
の
大
分

放
送
や
T
B
S
テ
レ
ビ
、大
会
の
協
賛
企
業

で
も
あ
る
本
田
技
研
工
業
を
は
じ
め
多
く
の

関
係
の
皆
さ
ま
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
ま

す
。レ
ー
ス
は
7
連
覇
を
狙
っ
た
マ
ル
セ
ル
・

フ
グ
選
手
が
ま
さ
か
の
ク
ラ
ッ
シ
ュ
で
リ
タ

イ
ヤ
と
な
り
、福
岡
県
の
山
本
浩
之
選
手
が

初
優
勝
、千
葉
県
の
鈴
木
朋
樹
選
手
も
2
位

に
入
り
、大
会
史
上
初
め
て
日
本
人
の
ワ
ン
・

ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と
な
り
ま
し
た
。

リ
カ
車
椅
子
大
会
」が
そ
の
起
源
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、距
離
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
わ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、翌
年
伝
統
あ
る
ボ

ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
で
常
識
を
覆
す
出
来
事
が

起
こ
り
ま
す
。

　
24
歳
の
青
年
、ボ
ブ
・
ホ
ー
ル
が
参
加
資
格

を
巡
り
訴
訟
を
起
こ
し
て
ま
で
車
い
す
で
参

加
し
、42
・
1
9
5
㎞
を
完
走
し
ま
し
た
。記

録
は
男
子
優
勝
者
に
遅
れ
る
こ
と
約
49
分
の

2
時
間
58
分
で
し
た
が
、彼
の
勇
気
が
世
界

中
の
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー
の
闘
争
心
に
火
を
つ

け
ま
し
た
。こ
う
し
た
動
き
は
当
然
我
が
国

に
も
伝
わ
り
、県
内
で
も
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
高
ま
り
ま
す
。

　
当
県
に
は
、国
内
で
も
歴
史
と
伝
統
を
誇

る
別
府
大
分
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
が
あ
り
ま
す
。

　
1
9
7
8
年
の
第
27
回
大
会
で
は
、県
出

身
の
宗
茂
、猛
の
双
子
の
ラ
ン
ナ
ー
が
ワ
ン
・

ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
を
果
た
し
、優
勝
し
た
茂

選
手
は
当
時
の
世
界
歴
代
２
位
の
記
録
を
マ

ー
ク
す
る
な
ど
、大
会
は
黄
金
時
代
を
迎
え

て
お
り
、県
内
の
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー
が
そ
こ

に
出
場
し
た
い
と
願
う
の
は
必
然
で
し
た
。

　「
ボ
ス
ト
ン
の
よ
う
に
健
常
者
と
共
に
走

ら
せ
た
い
」と
の
思
い
か
ら
、中
村
博
士
は
大

分
陸
上
競
技
協
会
な
ど
へ
車
い
す
で
の
参
加

を
正
式
に
申
し
入
れ
ま
す
が
、「
足
で
走
る
」

と
い
う
ル
ー
ル
上
の
問
題
か
ら
実
現
に
は
至

り
ま
せ
ん
。し
か
し
、「
車
い
す
だ
け
の
大
会

を
開
催
す
る
な
ら
協
力
す
る
」と
の
言
葉
が

次
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　
1
9
8
1
年
は
国
連
総
会
で
国
際
障
害
者

年
と
な
る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、大
分
県

で
は
そ
の
記
念
行
事
を
検
討
し
て
い
ま
し

た
。そ
こ
へ「
世
界
初
と
な
る
車
い
す
単
独
の

大
会
を
」と
い
う
中
村
博
士
の
提
案
が
持
ち

込
ま
れ
、つ
い
に
大
分
国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ

ン
の
開
催
が
決
定
し
ま
す
。

　
当
初
は
風
光
明
媚
な
別
大
マ
ラ
ソ
ン
と
同

じ
海
岸
コ
ー
ス
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、交

通
規
制
上
の
問
題
か
ら
実
現
せ
ず
、国
道

1
9
7
号
の
大
分
県
庁
前
を
ス
タ
ー
ト
、県

道
大
在
大
分
港
線
へ
向
か
い
、こ
こ
を
メ
イ

ン
に
大
分
市
内
を
周
回
、大
分
市
営
陸
上
競

技
場
を
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
地
点
と
す
る
コ
ー
ス

で
決
着
し
ま
し
た
。結
果
的
に
は
こ
れ
が
功

を
奏
し
、市
街
地
を
走
る
こ
と
で
沿
道
か
ら

多
く
の
声
援
が
得
ら
れ
る
と
と
も
に
、高
低

差
の
少
な
い
フ
ラ
ッ
ト
な
地
形
が
好
記
録
を

も
た
ら
す
コ
ー
ス
と
し
て
、大
会
の
知
名
度

向
上
に
一
役
買
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
1
9
8
1
年
11
月
1
日
、爽
や
か
な
秋
晴

れ
の
も
と
号
砲
が
鳴
り
響
き
、世
界
15
カ
国

地
域
か
ら
1
1
7
名
の
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー
が

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
、こ
こ
に
大
分
国
際
車
い

す
マ
ラ
ソ
ン
の
歴
史
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
記
念
す
べ
き
第
1
回
大
会
は
、フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
で
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
き
ま
す
。2
人
の

外
国
人
選
手
が
ゴ
ー
ル
間
際
で
手
を
握
り
合

い
並
ん
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
ン
を
越
え
、

友
情
の
同
時
優
勝
を
主
張
し
ま
し
た
が
、「
大

会
は
競
技
で
あ
っ
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
い
」と
し
て
、1
位
と
2
位
の
順
位
を
明

確
に
し
ま
し
た
。

　
慎
重
論
か
ら
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
み
で
ス

タ
ー
ト
し
た
本
大
会
で
す
が
、第
3
回
か
ら

待
望
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
開
始
し
、国
際
ス

ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
車
椅
子
競
技
連
盟
の

公
認
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
1
9
8
4
年
7
月
23
日
、中
村
裕
博
士
が

急
逝
さ
れ
ま
し
た
。享
年
57
歳
。同
年
の
第
4

回
大
会
は
、こ
れ
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に
朝

か
ら
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、ス
タ
ー
ト

直
前
に
雨
は
止
み
、カ
ナ
ダ
の
ア
ン
ド
レ
・
ビ

ジ
ェ
選
手
が
1
時
間
48
分
25
秒
の
世
界
最
高

記
録
で
後
の
4
連
覇
へ
と
繋
が
る
初
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

　
翌
第
5
回
大
会
は
、皇
太
子
同
妃
両
殿
下

（
現
上
皇
上
皇
后
両
陛
下
）の
ご
臨
席
の
も
と

開
催
さ
れ
、本
県
の
山
本
行
文
選
手
が
マ
ラ

ソ
ン
男
子
で
国
内
1
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
分
県
は「
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
」で
あ
る
九

州
の
北
東
部
に
位
置
し
、北
は
周
防
灘
に
、東

は
伊
予
灘
、豊
後
水
道
に
面
し
て
い
ま
す
。総

人
口
は
約
1
1
2
・
2
万
人（
令
和
3
年
2
月

現
在
）で
、人
口
の
最
も
多
い
市
町
村
が
県
庁

所
在
地
で
あ
る
大
分
市
の
約
47
・
7
万
人
、最

も
少
な
い
姫
島
村
は
約
0
・
17
万
人
で
す
。総

面
積
は
、約
6
3
4
1
㎢
で
、最
も
広
い
市
町

村
で
あ
る
佐
伯
市
の
面
積
約
9
0
3
㎢
は
、

九
州
一
の
広
さ
を
誇
り
ま
す
。

　
歴
史
を
紐
解
く
と
、古
く
は
豊
の
国
と
呼

ば
れ
、7
世
紀
の
終
わ
り
頃
、豊
前
・
豊
後
の

二
国
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。8
世
紀
に
は
宇

佐
神
宮
が
全
国
4
万
社
の
八
幡
の
総
本
宮
と

し
て
栄
え
、国
東
半
島
に
は「
六
郷
満
山
」と

呼
ば
れ
る
独
自
の
仏
教
文
化
が
花
開
き
ま
し

た
。

　
鎌
倉
時
代
、13
世
紀
の
初
め
に
、大
友
氏
が

守
護
と
し
て
豊
後
に
入
国
し
、以
後
4
0
0

年
間
統
治
が
続
き
ま
し
た
。特
に
、キ
リ
シ
タ

ン
大
名
と
し
て
名
高
い
大
友
宗
麟
の
時
代
に

は
、豊
前
を
含
め
北
部
九
州
6
カ
国
を
支
配

す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。宗
麟
は
、キ
リ
ス

ト
教
に
止
ま
ら
ず
西
洋
文
化
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
、府
内（
現
在
の
大
分
市
）や
臼
杵
に

ナ
の
時
代
を
見
据
え
、「
お
ん
せ
ん
県
お
お
い

た
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、優
れ
た

観
光
素
材
に
磨
き
を
か
け
、多
様
化
す
る
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
で
、国
内
は
も
と
よ

り
ア
ジ
ア
、さ
ら
に
は
欧
米
・
大
洋
州
か
ら
の

誘
客
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
我
が
国
に
お
い
て「
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の

父
」と
も
呼
ば
れ
る
中
村
裕
博
士
は
、大
分
県

別
府
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。九
州
大
学
医
学

部
に
学
び
、郷
里
の
国
立
別
府
病
院
で
整
形
外

科
科
長
を
務
め
て
い
た
1
9
6
0
年
5
月
、イ

ギ
リ
ス
の
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
病
院
国
立

脊
髄
損
傷
セ
ン
タ
ー
に
留
学
し
、ル
ー
ド
ウ
ィ

ヒ
・
グ
ッ
ド
マ
ン
博
士
に
学
び
ま
す
。

　
グ
ッ
ド
マ
ン
博
士
は
、第
二
次
大
戦
で
の

傷
痍
軍
人
の
治
療
を
通
じ
、ス
ポ
ー
ツ
を
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
入
れ
る
、当
時

と
し
て
は
画

期
的
な
手
法

を
導
入
し
、

現
在
の
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク

の
ル
ー
ツ
と

な
る
国
際
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
競
技
大

会
を
創
設
し
て
い
ま
し
た
。多
く
の
脊
髄
損

傷
患
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
社
会
復
帰
を

果
た
し
て
い
る
姿
に
衝
撃
を
受
け
た
中
村
博

士
は
、帰
国
後
矢
継
ぎ
早
に
行
動
を
開
始
し

ま
す
。

　
1
9
6
1
年
に
大
分
県
身
体
障
害
者
体
育

協
会
を
設
立
、同
年
第
1
回
大
分
県
身
体
障

害
者
体
育
大
会
を
全
国
で
初
め
て
開
催
し
、

翌
年
に
は
第
11
回
国
際
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ

ビ
ル
競
技
大
会
へ
選
手
２
名
を
派
遣
し
ま

す
。彼
ら
は
、日
本
は
も
と
よ
り
ア
ジ
ア
か
ら

初
の
参
加
選
手
と
な
り
ま
し
た（
こ
の
と
き
、

博
士
が
派
遣
費
用
を
捻
出
す
る
た
め
自
家
用

車
を
売
却
し
た
と
い
う
逸
話
は
つ
と
に
有
名

で
す
）。こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
世
界
に
向
か
っ
て

報
道
さ
れ
る
と
、国
内
で
も
認
識
が
改
め
ら

れ
、障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
が

高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
遡
る
こ
と
2
年
、1
9
6
0
年
の
ロ
ー
マ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
後
に
、同
地
で
国
際
ス

ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
競
技
大
会
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
。（
こ
れ
が
後
に
第
1
回
の
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
さ
れ
ま
す
）次
の
開
催
地

は
東
京
で
す
。博
士
の
行
動
力
が
多
く
の
関

係
者
を
動
か
し
、1
9
6
4
年
、博
士
自
身
が

選
手
団
長
を
務
め
た
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
へ
と
繋
が
り
ま
す
。日
本
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会
の
発
足
と
第
1
回
全
国
身
体
障

害
者
体
育
大
会
の
開
催
は
1
9
6
5 

年
で

あ
り
、中
村
博
士
の
功
績
は
、大
分
県
を
我
が

国
に
お
け
る
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
発
祥
の
地

へ
と
押
し
上
げ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
博
士
は
休
む
こ
と
な
く
進
み
続

け
ま
す
。日
本
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
は
力

強
く
歩
み
始
め
ま
し
た
が
、ア
ジ
ア
を
中
心

と
し
た
太
平
洋
地
域
の
障
が
い
者
の
ス
ポ
ー

ツ
環
境
は
、欧
米
に
比
べ
著
し
く
劣
っ
て
い

ま
し
た
。1
9
7
5
年
、博
士
の
提
唱
で「
第

1
回
極
東
・
南
太
平
洋
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
（F

a
r
 E

a
s
t a

n
d

 S
o

u
th

 

P
acific G

am
es F

ed
eratio

n
 fo

r th
e 

D
isa

b
led

、通
称
：
フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
）」が
大
分
市
・
別
府
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
は
、2
0
0
6
年

ま
で
に
9
回
開
催
さ
れ
、「
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技

大
会
」と
し
て
引
き
継
が
れ
、現
在
に
至
り
ま

す
。

　
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
の
歴
史
は
ア
メ
リ
カ
に

始
ま
り
ま
す
。1
9
7
4
年
に
オ
ハ
イ
オ
州

で
10
名
の
選
手
が
参
加
し
た「
第
１
回
ア
メ

を
得
て
い
ま
す
。

　
競
技
主
管
で
あ
る
大
分
陸
上
競
技
協
会
の

全
面
協
力
は
も
と
よ
り
、運
営
面
で
は
、中
村

博
士
が
設
立
し
た
太
陽
の
家
の
関
連
企
業
で

あ
る
オ
ム
ロ
ン
、ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
、本
田
技

研
工
業
、三
菱
商
事
、デ
ン
ソ
ー
な
ど
を
は
じ

め
と
し
た
多
く
の
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
県

内
外
か
ら
駆
け
つ
け
、観
客
や
交
通
整
理
、会

場
で
の
受
付
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、車
い
す
の
輸
送
な
ど
に
は
自
衛
隊

の
強
力
な
支
援
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、地

元
の
学
生
や
生
徒
、交
通
指
導
員
、さ
ら
に
は

沿
道
の
市
民
ま
で
も
が
レ
ー
ス
当
日
の
朝
に

コ
ー
ス
上
の
清
掃
を
行
う
な
ど
、大
会
事
務

局
も
そ
の
正
確
な
数
を
把
握
で
き
な
い
ほ
ど

多
く
の
方
々
の
協
力
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

　
そ
し
て
い
よ
い
よ
大
会
は
、こ
の
11
月
に

第
40
回
の
記
念
大
会
を
迎
え
ま
す
。記
念
大

会
の
延
期
を
決
定
し
た
昨
年
夏
の
時
点
で

は
、事
務
局
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
が
今

年
こ
そ
盛
大
に
記
念
大
会
を
開
催
で
き
る
も

の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、世

界
中
で
猛
威
を
振
い
続
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
衰
え
る
こ
と
を
知
ら
ず
、年
を
明

け
て
も
国
際
大
会
の
開
催
な
ど
全
く
見
通
せ

な
い
状
況
が
続
き
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
は
2
0
2
0
大
会
で
の
実
績

が
あ
り
、場
面
に
応
じ
た
マ
ス
ク
着
用
、デ
ィ

ス
タ
ン
ス
の
確
保
、手
指
消
毒
と
い
っ
た
ベ

ー
ス
と
な
る
対
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
こ
そ
持
っ
て

い
た
も
の
の
、今
回
は
国
際
大
会
と
し
て
の

対
策
を
実
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
の
U
S
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス

は
、コ
ロ
ナ
禍
で
行
わ
れ
た
最
初
の
国
際
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
一
つ
で
、関
係
者
の
行
動
範

囲
を
バ
ブ
ル
と
呼
ば
れ
る
空
間
に
限
定
し
た

こ
と
や
定
期
的
な
検
査
の
実
施
と
い
っ
た
対

策
を
採
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、2
月
に
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
プ
レ
イ

ブ
ッ
ク
初
版
が
公
開
さ
れ
、お
ぼ
ろ
げ
な
が

ら
も
対
策
の
骨
格
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
次
の
課
題
は
、我
が
国
が
海
外
か
ら
の
入

国
者
に
対
し
厳
重
な
防
疫
対
策
を
採
っ
て
い

る
中
で
の
外
国
人
選
手
の
招
聘
で
す
。オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
海
外
か
ら
の
入

国
を
前
提
と
し
た
国
家
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
、招
聘
手
続
き
の
参
考
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
幸
い
に
も
本
県
で
は
、世
界
的
な
ピ
ア
ニ

ス
ト
で
あ
る
マ
ル
タ
・
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
さ
ん

が
総
監
督
を
務
め
る「
別
府
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ

音
楽
祭
」が
1
9
9
8
年
か
ら
毎
年
開
催
さ

れ
て
お
り
、昨
年
延
期
さ
れ
た
第
22
回
音
楽

祭
は
、5
月
8
日
か
ら
6
月
22
日
に
か
け
て

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。残
念
な

が
ら
第
4
波
の
最
中
、音
楽
祭
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
さ
ん
を
始
め

と
す
る
海
外
か
ら
の
ソ
リ
ス
ト
の
来
日
は
、

入
管
法
に
定
め
る
特
段
の
事
情
に
該
当
す
る

も
の
と
し
て
国
か
ら
事
前
に
認
め
ら
れ
て
い

　
翌
第
37
回
大
会
は
、18
カ
国
・
地
域
か
ら

2
5
8
名
の
選
手
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま

し
た
。開
催
日
に
あ
わ
せ
る
よ
う
に
台
風
第

22
号
が
接
近
す
る
中
、レ
ー
ス
前
日
の
開
会

式
は
実
施
し
、最
後
ま
で
開
催
の
道
を
探
っ

て
い
た
も
の
の
、当
日
未
明
県
内
に
暴
風
警

報
が
発
令
さ
れ
、早
朝
の
コ
ー
ス
チ
ェ
ッ
ク

で
実
施
は
困
難
と
判
断
、大
会
史
上
初
の
中

止
と
決
ま
り
幻
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
2
0
2
0
年
、大
分
国
際
車
い
す

マ
ラ
ソ
ン
は
第
40
回
記
念
大
会
を
迎
え
る
予

定
で
し
た
。ス
イ
ス
の
マ
ニ
ュ
エ
ラ
・
シ
ャ
ー

選
手
が
女
子
T
53
／
54
の
世
界
記
録
を
樹
立

し
た
第
39
回
大
会
終
了
直
後
か
ら
関
連
イ
ベ

ン
ト
等
の
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
が
、1
月

以
降
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
流

行
が
深
刻
化
し
、3
月
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
延
期
が
決
定
、開
催
が

見
通
せ
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
発
祥
の
地
と
し
て
何
ら
か
の
形

で
開
催
で
き
な
い
か
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

40
回
記
念
大
会
は
延
期
し
、国
内
選
手
に
限

定
し
た「
大
分
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
2
0
2
0
」

を
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。国
内
外
の

主
要
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
大
会
が
相
次

い
で
中
止
・
延
期
と
な
る
中
、感
染
拡
大
防
止

と
大
会
開
催
の
両
立
は
困
難
を
極
め
ま
し
た

が
、選
手
全
員
へ
の
P
C
R
検
査
の
実
施
な

ど
で
き
る
限
り
の
対
策
を
講
じ
た
結
果
、大

会
関
係
者
の
感
染
は
ゼ
ロ
で
し
た
。

❶
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
大
会

　
今
日
で
は
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
筆
頭
に
、

車
い
す
の
部
が
設
け
ら
れ
て
い
る
ア
ボ
ッ

ト
・
ワ
ー
ル
ド
マ
ラ
ソ
ン
メ
ジ
ャ
ー
ズ
と
呼

ば
れ
る
世
界
6
大
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
で
一
流
選

手
に
よ
る
最
高
峰
の
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、本
大
会
も
そ
れ
ら
と
並
び
称

さ
れ
て
お
り
、マ
ラ
ソ
ン
T
53
／
54
ク
ラ
ス

の
男
女
を
始
め
、本
大
会
で
マ
ー
ク
さ
れ
た

３
つ
の
記
録
が
現
在
も
公
認
世
界
記
録
と
さ

れ
て
い
ま
す
。（
R
3
・
10
・
1
現
在
）

・
 T

53
／
54
 男
子
：
ハ
イ
ン
ツ
・
フ
ラ
イ

 
1
：
20
：
14
 第

19
回
大
会
1
9
9
9

 
 

女
子
：
マ
ニ
ュ
エ
ラ
・
シ
ャ
ー

 
1
：
35
：
42
 第

39
回
大
会
2
0
1
9

・
 T

52
　
 
女
子
：
八
巻
智
美

 
2
：
07
：
28
 第

28
回
大
会
2
0
0
8

❷
世
界
最
大
規
模
の
大
会

　
参
加
者
数
の
累
計
は
、昨
年
の
2
0
2
0 

大
会
ま
で
、実
に
世
界
78
カ
国
・
地
域
か
ら
述

べ
1
万
1
6
9
7
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。参

加
者
数
に
お
い
て
ピ
ー
ク
に
達
し
た

1
9
9
0
年
代
は
毎
年
4
0
0
人
規
模
の
開

催
が
続
き
、そ
の
後
減
少
し
た
と
は
い
え
、こ

こ
10
年
で
も
毎
年
2
0
0
人
を
超
え
る
選
手

が
参
加
す
る
な
ど
、一
大
会
と
し
て
は
世
界

最
大
規
模
を
誇
り
ま
す
。選
手
が
大
分
県
庁

前
を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
す
る
シ
ー
ン
は
壮
大

で
、大
分
名
物
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、

見
る
者
を
圧
倒
し
ま
す
。

❸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
協
力
体
制

　
本
大
会
の
最
大
と
い
っ
て
も
い
い
特
色
と

し
て
、か
つ
て
3
0
0
0
名
と
も
い
わ
れ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
大
規
模
な
協
力
体

制
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。国
際
大
会
と
し
て
不

可
欠
な
通
訳
は
、当
初
か
ら
大
分
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
・
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
や
大
分
外

国
人
妻
の
会
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、第
15
回
大
会
を
機
に

「
大
分
国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
通
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
アC

an
-d

o

（
キ
ャ
ン
・
ド
ゥ
）」へ
と
発

展
し
ま
し
た
。海
外
選
手
か
ら
は「
O
I
T
A

は
世
界
一
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」と
の
評
価

ま
し
た
。こ
こ
に
来
て
よ
う
や

く
方
向
性
が
見
え
、車
い
す
マ

ラ
ソ
ン
で
の
海
外
選
手
の
招
聘

の
目
処
が
立
ち
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、コ
ロ

ナ
禍
で
課
さ
れ
る
様
々
な
制
限

と
、通
常
大
会
と
は
異
な
る
記

念
大
会
と
の
両
立
に
は
特
に
苦

慮
し
ま
し
た
。準
備
を
進
め
る

中
で
、第
4
波
、5
波
に
見
舞
わ

れ
、開
催
そ
の
も
の
の
可
否
も

問
わ
れ
か
ね
な
い
状
況
で
し
た

が
、東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成

功
も
大
き
な
後
押
し
と
な
り
、

「
感
染
防
止
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」を
医
師
な
ど
専
門
家
で
構

成
し
た「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
委
員
会
」の
技

術
的
助
言
を
受
け
て
作
成
し
、

大
会
実
行
委
員
会
で
当
該
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や

記
念
大
会
と
し
て
の
関
連
行
事
を
含
め
た
大

会
実
施
要
綱
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
執
筆
時
点
で
、大
会
ま
で
1
ヶ
月
余
り
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、大
会
が
無
事
開
催
で
き
、

成
功
裏
に
終
わ
る
よ
う
、事
務
局
一
丸
と
な

っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大分国際車いすマラソン事務局

1981年、「障がい者スポーツの父」中村裕博士の提案によって始まったこの大会は、
コロナ禍を乗り越え、2021年に第40回を迎えた

は
中
国
船
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
入
り
、「
南
蛮

貿
易
」が
盛
ん
に
行
わ
れ
、国
際
都
市
と
し
て

繁
栄
し
ま
し
た
。

　
16
世
紀
末
、豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
大
友
氏

が
除
国
さ
れ
る
と
領
国
は
極
端
に
細
分
化
さ

れ
、そ
の
後
約
3
0
0
年
間
小
藩
分
立
の
時

代
が
続
き
ま
し
た
。一
方
で
、各
地
に
城
下
町

文
化
が
花
開
い
た
こ
と
に
よ
り
、自
主
自
立

の
気
風
を
育
み
、代
表
的
な
と
こ
ろ
で
は
、南

画
家
の
田
能
村
竹
田
や
農
学
者
・
大
蔵
永
常
、

近
代
以
降
で
は
、小
説
家
・
野
上
弥
生
子
や
彫

刻
家
・
朝
倉
文
夫
な
ど
、多
く
の
優
れ
た
人
材

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
当
県
は
ま
た
、温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、海

や
山
な
ど
の
豊
か
な
自
然
、そ
の
中
で
育
ま

れ
た
新
鮮
で
安
全
な
食
材
、前
述
の
宇
佐
神

宮
や
六
郷
満
山
に
加
え
、国
宝
臼
杵
石
仏
や

富
貴
寺
大
堂
な
ど
、多
く
の
豊
か
な
地
域
資

源
が
あ
り
ま
す
。県
内
全
域
に
広
が
る
温
泉

は
、日
本
一
の
湧
出
量
と
源
泉
数
を
誇
り
、地

球
上
に
あ
る
10
種
類
の
泉
質
の
う
ち
8
種
類

を
有
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、「
T
h
e
・
お

お
い
た
」ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、関
あ
じ
・
関
さ

ば
、お
お
い
た
和
牛
な
ど
の
高
級
食
材
を
は

じ
め
、か
ぼ
す
や
し
い
た
け
な
ど
四
季
折
々

の
素
晴
ら
し
い
食
材
も
満
載
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
に
は
冬
の
時
代
が
続
い

て
い
ま
す
が
、い
ず
れ
訪
れ
る
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

2
．中
村
裕
博
士
と

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

発
祥
の
地「
O
I
T
A
」

3
．大
分
国
際

車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
の

誕
生

1
．大
分
県
の
す
が
た

4

特
集

大
分
県

中
村
博
士（
2
回
大
会
）

20



1
9
9
0
年
10
月
28
日
、秋
篠
宮
同
妃
両
殿

下
の
ご
臨
席
の
も
と
、世
界
37
カ
国
地
域
か

ら
大
会
史
上
最
多
と
な
る
4
4
1
名
の
選
手

が
出
場
し
、第
10
回
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
、

マ
ラ
ソ
ン
女
子
で
オ
ラ
ン
ダ
の
ジ
ャ
ネ
ッ

ト
・
ジ
ャ
ン
セ
ン
選
手
が
世
界
最
高
記
録
で

優
勝
し
ま
し
た
。レ
ー
ス
に
先
立
ち
10
回
連

続
出
場
と
な
る
選
手
を
表
彰
す
る
と
と
も

に
、歴
代
優
勝
者
を
招
待
す
る
な
ど
、節
目
の

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
1
9
9
3
年
の
第
13
回
大
会
で
は
、マ
ラ

ソ
ン
男
子
で
ス
イ
ス
の
ハ
イ
ン
ツ
・
フ
ラ
イ

選
手
が
大
会
新
記
録
で
2
年
ぶ
り
3
度
目
の

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。車
い
す
の
鉄
人
と

い
わ
れ
、今
で
は
ス
ー
パ
ー
レ
ジ
ェ
ン
ド
で

あ
る
ハ
イ
ン
ツ
選
手
は
、こ
の
後
10
連
覇
を

達
成
し
、通
算
で
も
最
多
の
14
回
の
優
勝
を

誇
る
な
ど「
大
分
国
際
の
顔
」と
し
て
長
く
王

者
に
君
臨
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
1
9
9
8
年
の
第
18
回
大
会
か
ら
、O
B
S

大
分
放
送
に
よ
る
ラ
ジ
オ
実
況
中
継
が
開
始

さ
れ
る
と
と
も
に
、翌
年
の
第
19
回
大
会
で

は
、ハ
イ
ン
ツ
・
フ
ラ
イ
選
手
が
1
時
間
20
分

14
秒
の
世
界
最
高
記
録
で
7
連
覇
を
達
成
し

ま
し
た
。こ
の
記
録
は
今
な
お
男
子
マ
ラ
ソ
ン

T
53
／
54
ク
ラ
ス
の
世
界
記
録
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
2
0
0
0
年
11
月
12
日
、

寛
仁
親
王
殿
下
の
ご
臨
席
の
も
と
、世
界
30

カ
国
・
地
域
か
ら
4
1
7
名
の
選
手
が
出
場

し
、第
20
回
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
の
み
な
ら
ず
羽
田
や
関
西
国
際
空
港
で

の
歴
代
大
会
の
ポ
ス
タ
ー
・
写
真
展
の
開
催

や
20
回
連
続
出
場
選
手
の
表
彰
等
の
記
念
行

事
を
実
施
し
ま
し
た
。8
連
覇
を
達
成
し
た

ハ
イ
ン
ツ
・
フ
ラ
イ
選
手
に
は
初
と
な
る
外

国
人
名
誉
県
民
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
0
2
年
の
第
22
回
大
会
は
、大
会
史

上
初
の
雨
の
中
で
の
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し

た
。信
じ
ら
れ
な
い
話
で
す
が
、こ
こ
ま
で
21

年
間
雨
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
が
な
く
、雨
天

時
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
存
在
し
な
い
中
で

臨
機
の
対
応
と
な
り
ま
し
た
が
、幸
い
に
も

全
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
つ
つ
が
な
く
こ
な

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
年
以
降
数
度

の
雨
の
レ
ー
ス
を
経
験
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、事
前
に
準
備
し
た
雨
天
時
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
よ
り
、大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
円

滑
な
大
会
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
6
年
の
第
26
回
大
会
は
、国
際
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
公
認
大
会
と
な
る

と
と
も
に
、T
53
／
54
ク
ラ
ス
で
本
県
の
笹

原
廣
喜
選
手
が
日
本
人
と
し
て
初
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

　
2
0
1
0
年
11
月
14
日
、皇
太
子
殿
下（
現

天
皇
陛
下
）の
ご
臨
席
の
も
と
、世
界
20
カ

国
・
地
域
か
ら
3
0
7
名
の
選
手
が
出
場
し
、

第
30
回
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。節

目
の
大
会
と
し
て
、大
会
功
労
者
や
連
続
出

場
者
を
表
彰
す
る
記
念
式
典
を
行
事
と
し
て

独
立
さ
せ
た
こ
と
を
は
じ
め
、数
々
の
記
念

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。新
た
に
賞
金
制
を

導
入
し
た
レ
ー
ス
で
は
、後
に
絶
対
王
者
と

な
る
ス
イ
ス
の
マ
ル
セ
ル
・
フ
グ
選
手
が
T

34
／
53
／
54
で
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
2
0
1
6
年
の
第
36
回
大
会
で
、

つ
い
に
大
会
関
係
者
の
長
年
の
悲
願
で
あ
っ

た
テ
レ
ビ
の
実
況
生
中
継
が
実
現
し
ま
す
。

こ
こ
ま
で
幾
度
と
な
く
各
放
送
局
等
へ
実
現

に
向
け
た
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、一
部
コ
ー
ス
の
狭
小
さ
等
も
あ
っ
て
技
術

的
に
困
難
と
さ
れ
て
お
り
、録
画
で
の
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
放
送
に
止
ま
っ
て
い
ま
し
た
。空
か

ら
の
映
像
等
に
よ
り
困
難
を
克
服
し
、生
中

継
の
実
現
に
尽
力
い
た
だ
い
た
地
元
の
大
分

放
送
や
T
B
S
テ
レ
ビ
、大
会
の
協
賛
企
業

で
も
あ
る
本
田
技
研
工
業
を
は
じ
め
多
く
の

関
係
の
皆
さ
ま
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
ま

す
。レ
ー
ス
は
7
連
覇
を
狙
っ
た
マ
ル
セ
ル
・

フ
グ
選
手
が
ま
さ
か
の
ク
ラ
ッ
シ
ュ
で
リ
タ

イ
ヤ
と
な
り
、福
岡
県
の
山
本
浩
之
選
手
が

初
優
勝
、千
葉
県
の
鈴
木
朋
樹
選
手
も
2
位

に
入
り
、大
会
史
上
初
め
て
日
本
人
の
ワ
ン
・

ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と
な
り
ま
し
た
。

リ
カ
車
椅
子
大
会
」が
そ
の
起
源
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、距
離
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
わ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、翌
年
伝
統
あ
る
ボ

ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
で
常
識
を
覆
す
出
来
事
が

起
こ
り
ま
す
。

　
24
歳
の
青
年
、ボ
ブ
・
ホ
ー
ル
が
参
加
資
格

を
巡
り
訴
訟
を
起
こ
し
て
ま
で
車
い
す
で
参

加
し
、42
・
1
9
5
㎞
を
完
走
し
ま
し
た
。記

録
は
男
子
優
勝
者
に
遅
れ
る
こ
と
約
49
分
の

2
時
間
58
分
で
し
た
が
、彼
の
勇
気
が
世
界

中
の
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー
の
闘
争
心
に
火
を
つ

け
ま
し
た
。こ
う
し
た
動
き
は
当
然
我
が
国

に
も
伝
わ
り
、県
内
で
も
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
高
ま
り
ま
す
。

　
当
県
に
は
、国
内
で
も
歴
史
と
伝
統
を
誇

る
別
府
大
分
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
が
あ
り
ま
す
。

　
1
9
7
8
年
の
第
27
回
大
会
で
は
、県
出

身
の
宗
茂
、猛
の
双
子
の
ラ
ン
ナ
ー
が
ワ
ン
・

ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
を
果
た
し
、優
勝
し
た
茂

選
手
は
当
時
の
世
界
歴
代
２
位
の
記
録
を
マ

ー
ク
す
る
な
ど
、大
会
は
黄
金
時
代
を
迎
え

て
お
り
、県
内
の
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー
が
そ
こ

に
出
場
し
た
い
と
願
う
の
は
必
然
で
し
た
。

　「
ボ
ス
ト
ン
の
よ
う
に
健
常
者
と
共
に
走

ら
せ
た
い
」と
の
思
い
か
ら
、中
村
博
士
は
大

分
陸
上
競
技
協
会
な
ど
へ
車
い
す
で
の
参
加

を
正
式
に
申
し
入
れ
ま
す
が
、「
足
で
走
る
」

と
い
う
ル
ー
ル
上
の
問
題
か
ら
実
現
に
は
至

り
ま
せ
ん
。し
か
し
、「
車
い
す
だ
け
の
大
会

を
開
催
す
る
な
ら
協
力
す
る
」と
の
言
葉
が

次
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　
1
9
8
1
年
は
国
連
総
会
で
国
際
障
害
者

年
と
な
る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、大
分
県

で
は
そ
の
記
念
行
事
を
検
討
し
て
い
ま
し

た
。そ
こ
へ「
世
界
初
と
な
る
車
い
す
単
独
の

大
会
を
」と
い
う
中
村
博
士
の
提
案
が
持
ち

込
ま
れ
、つ
い
に
大
分
国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ

ン
の
開
催
が
決
定
し
ま
す
。

　
当
初
は
風
光
明
媚
な
別
大
マ
ラ
ソ
ン
と
同

じ
海
岸
コ
ー
ス
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、交

通
規
制
上
の
問
題
か
ら
実
現
せ
ず
、国
道

1
9
7
号
の
大
分
県
庁
前
を
ス
タ
ー
ト
、県

道
大
在
大
分
港
線
へ
向
か
い
、こ
こ
を
メ
イ

ン
に
大
分
市
内
を
周
回
、大
分
市
営
陸
上
競

技
場
を
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
地
点
と
す
る
コ
ー
ス

で
決
着
し
ま
し
た
。結
果
的
に
は
こ
れ
が
功

を
奏
し
、市
街
地
を
走
る
こ
と
で
沿
道
か
ら

多
く
の
声
援
が
得
ら
れ
る
と
と
も
に
、高
低

差
の
少
な
い
フ
ラ
ッ
ト
な
地
形
が
好
記
録
を

も
た
ら
す
コ
ー
ス
と
し
て
、大
会
の
知
名
度

向
上
に
一
役
買
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
1
9
8
1
年
11
月
1
日
、爽
や
か
な
秋
晴

れ
の
も
と
号
砲
が
鳴
り
響
き
、世
界
15
カ
国

地
域
か
ら
1
1
7
名
の
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー
が

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
、こ
こ
に
大
分
国
際
車
い

す
マ
ラ
ソ
ン
の
歴
史
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
記
念
す
べ
き
第
1
回
大
会
は
、フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
で
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
き
ま
す
。2
人
の

外
国
人
選
手
が
ゴ
ー
ル
間
際
で
手
を
握
り
合

い
並
ん
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
ン
を
越
え
、

友
情
の
同
時
優
勝
を
主
張
し
ま
し
た
が
、「
大

会
は
競
技
で
あ
っ
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
い
」と
し
て
、1
位
と
2
位
の
順
位
を
明

確
に
し
ま
し
た
。

　
慎
重
論
か
ら
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
み
で
ス

タ
ー
ト
し
た
本
大
会
で
す
が
、第
3
回
か
ら

待
望
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
開
始
し
、国
際
ス

ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
車
椅
子
競
技
連
盟
の

公
認
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
1
9
8
4
年
7
月
23
日
、中
村
裕
博
士
が

急
逝
さ
れ
ま
し
た
。享
年
57
歳
。同
年
の
第
4

回
大
会
は
、こ
れ
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に
朝

か
ら
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、ス
タ
ー
ト

直
前
に
雨
は
止
み
、カ
ナ
ダ
の
ア
ン
ド
レ
・
ビ

ジ
ェ
選
手
が
1
時
間
48
分
25
秒
の
世
界
最
高

記
録
で
後
の
4
連
覇
へ
と
繋
が
る
初
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

　
翌
第
5
回
大
会
は
、皇
太
子
同
妃
両
殿
下

（
現
上
皇
上
皇
后
両
陛
下
）の
ご
臨
席
の
も
と

開
催
さ
れ
、本
県
の
山
本
行
文
選
手
が
マ
ラ

ソ
ン
男
子
で
国
内
1
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
分
県
は「
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
」で
あ
る
九

州
の
北
東
部
に
位
置
し
、北
は
周
防
灘
に
、東

は
伊
予
灘
、豊
後
水
道
に
面
し
て
い
ま
す
。総

人
口
は
約
1
1
2
・
2
万
人（
令
和
3
年
2
月

現
在
）で
、人
口
の
最
も
多
い
市
町
村
が
県
庁

所
在
地
で
あ
る
大
分
市
の
約
47
・
7
万
人
、最

も
少
な
い
姫
島
村
は
約
0
・
17
万
人
で
す
。総

面
積
は
、約
6
3
4
1
㎢
で
、最
も
広
い
市
町

村
で
あ
る
佐
伯
市
の
面
積
約
9
0
3
㎢
は
、

九
州
一
の
広
さ
を
誇
り
ま
す
。

　
歴
史
を
紐
解
く
と
、古
く
は
豊
の
国
と
呼

ば
れ
、7
世
紀
の
終
わ
り
頃
、豊
前
・
豊
後
の

二
国
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。8
世
紀
に
は
宇

佐
神
宮
が
全
国
4
万
社
の
八
幡
の
総
本
宮
と

し
て
栄
え
、国
東
半
島
に
は「
六
郷
満
山
」と

呼
ば
れ
る
独
自
の
仏
教
文
化
が
花
開
き
ま
し

た
。

　
鎌
倉
時
代
、13
世
紀
の
初
め
に
、大
友
氏
が

守
護
と
し
て
豊
後
に
入
国
し
、以
後
4
0
0

年
間
統
治
が
続
き
ま
し
た
。特
に
、キ
リ
シ
タ

ン
大
名
と
し
て
名
高
い
大
友
宗
麟
の
時
代
に

は
、豊
前
を
含
め
北
部
九
州
6
カ
国
を
支
配

す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。宗
麟
は
、キ
リ
ス

ト
教
に
止
ま
ら
ず
西
洋
文
化
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
、府
内（
現
在
の
大
分
市
）や
臼
杵
に

ナ
の
時
代
を
見
据
え
、「
お
ん
せ
ん
県
お
お
い

た
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、優
れ
た

観
光
素
材
に
磨
き
を
か
け
、多
様
化
す
る
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
で
、国
内
は
も
と
よ

り
ア
ジ
ア
、さ
ら
に
は
欧
米
・
大
洋
州
か
ら
の

誘
客
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
我
が
国
に
お
い
て「
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の

父
」と
も
呼
ば
れ
る
中
村
裕
博
士
は
、大
分
県

別
府
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。九
州
大
学
医
学

部
に
学
び
、郷
里
の
国
立
別
府
病
院
で
整
形
外

科
科
長
を
務
め
て
い
た
1
9
6
0
年
5
月
、イ

ギ
リ
ス
の
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
病
院
国
立

脊
髄
損
傷
セ
ン
タ
ー
に
留
学
し
、ル
ー
ド
ウ
ィ

ヒ
・
グ
ッ
ド
マ
ン
博
士
に
学
び
ま
す
。

　
グ
ッ
ド
マ
ン
博
士
は
、第
二
次
大
戦
で
の

傷
痍
軍
人
の
治
療
を
通
じ
、ス
ポ
ー
ツ
を
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
入
れ
る
、当
時

と
し
て
は
画

期
的
な
手
法

を
導
入
し
、

現
在
の
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク

の
ル
ー
ツ
と

な
る
国
際
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
競
技
大

会
を
創
設
し
て
い
ま
し
た
。多
く
の
脊
髄
損

傷
患
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
社
会
復
帰
を

果
た
し
て
い
る
姿
に
衝
撃
を
受
け
た
中
村
博

士
は
、帰
国
後
矢
継
ぎ
早
に
行
動
を
開
始
し

ま
す
。

　
1
9
6
1
年
に
大
分
県
身
体
障
害
者
体
育

協
会
を
設
立
、同
年
第
1
回
大
分
県
身
体
障

害
者
体
育
大
会
を
全
国
で
初
め
て
開
催
し
、

翌
年
に
は
第
11
回
国
際
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ

ビ
ル
競
技
大
会
へ
選
手
２
名
を
派
遣
し
ま

す
。彼
ら
は
、日
本
は
も
と
よ
り
ア
ジ
ア
か
ら

初
の
参
加
選
手
と
な
り
ま
し
た（
こ
の
と
き
、

博
士
が
派
遣
費
用
を
捻
出
す
る
た
め
自
家
用

車
を
売
却
し
た
と
い
う
逸
話
は
つ
と
に
有
名

で
す
）。こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
世
界
に
向
か
っ
て

報
道
さ
れ
る
と
、国
内
で
も
認
識
が
改
め
ら

れ
、障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
が

高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
遡
る
こ
と
2
年
、1
9
6
0
年
の
ロ
ー
マ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
後
に
、同
地
で
国
際
ス

ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
競
技
大
会
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
。（
こ
れ
が
後
に
第
1
回
の
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
さ
れ
ま
す
）次
の
開
催
地

は
東
京
で
す
。博
士
の
行
動
力
が
多
く
の
関

係
者
を
動
か
し
、1
9
6
4
年
、博
士
自
身
が

選
手
団
長
を
務
め
た
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
へ
と
繋
が
り
ま
す
。日
本
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会
の
発
足
と
第
1
回
全
国
身
体
障

害
者
体
育
大
会
の
開
催
は
1
9
6
5 

年
で

あ
り
、中
村
博
士
の
功
績
は
、大
分
県
を
我
が

国
に
お
け
る
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
発
祥
の
地

へ
と
押
し
上
げ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
博
士
は
休
む
こ
と
な
く
進
み
続

け
ま
す
。日
本
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
は
力

強
く
歩
み
始
め
ま
し
た
が
、ア
ジ
ア
を
中
心

と
し
た
太
平
洋
地
域
の
障
が
い
者
の
ス
ポ
ー

ツ
環
境
は
、欧
米
に
比
べ
著
し
く
劣
っ
て
い

ま
し
た
。1
9
7
5
年
、博
士
の
提
唱
で「
第

1
回
極
東
・
南
太
平
洋
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
（F

a
r
 E

a
s
t a

n
d

 S
o

u
th

 

P
acific G

am
es F

ed
eratio

n
 fo

r th
e 

D
isa

b
led

、通
称
：
フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
）」が
大
分
市
・
別
府
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
は
、2
0
0
6
年

ま
で
に
9
回
開
催
さ
れ
、「
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技

大
会
」と
し
て
引
き
継
が
れ
、現
在
に
至
り
ま

す
。

　
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
の
歴
史
は
ア
メ
リ
カ
に

始
ま
り
ま
す
。1
9
7
4
年
に
オ
ハ
イ
オ
州

で
10
名
の
選
手
が
参
加
し
た「
第
１
回
ア
メ

を
得
て
い
ま
す
。

　
競
技
主
管
で
あ
る
大
分
陸
上
競
技
協
会
の

全
面
協
力
は
も
と
よ
り
、運
営
面
で
は
、中
村

博
士
が
設
立
し
た
太
陽
の
家
の
関
連
企
業
で

あ
る
オ
ム
ロ
ン
、ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
、本
田
技

研
工
業
、三
菱
商
事
、デ
ン
ソ
ー
な
ど
を
は
じ

め
と
し
た
多
く
の
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
県

内
外
か
ら
駆
け
つ
け
、観
客
や
交
通
整
理
、会

場
で
の
受
付
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、車
い
す
の
輸
送
な
ど
に
は
自
衛
隊

の
強
力
な
支
援
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、地

元
の
学
生
や
生
徒
、交
通
指
導
員
、さ
ら
に
は

沿
道
の
市
民
ま
で
も
が
レ
ー
ス
当
日
の
朝
に

コ
ー
ス
上
の
清
掃
を
行
う
な
ど
、大
会
事
務

局
も
そ
の
正
確
な
数
を
把
握
で
き
な
い
ほ
ど

多
く
の
方
々
の
協
力
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

　
そ
し
て
い
よ
い
よ
大
会
は
、こ
の
11
月
に

第
40
回
の
記
念
大
会
を
迎
え
ま
す
。記
念
大

会
の
延
期
を
決
定
し
た
昨
年
夏
の
時
点
で

は
、事
務
局
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
が
今

年
こ
そ
盛
大
に
記
念
大
会
を
開
催
で
き
る
も

の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、世

界
中
で
猛
威
を
振
い
続
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
衰
え
る
こ
と
を
知
ら
ず
、年
を
明

け
て
も
国
際
大
会
の
開
催
な
ど
全
く
見
通
せ

な
い
状
況
が
続
き
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
は
2
0
2
0
大
会
で
の
実
績

が
あ
り
、場
面
に
応
じ
た
マ
ス
ク
着
用
、デ
ィ

ス
タ
ン
ス
の
確
保
、手
指
消
毒
と
い
っ
た
ベ

ー
ス
と
な
る
対
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
こ
そ
持
っ
て

い
た
も
の
の
、今
回
は
国
際
大
会
と
し
て
の

対
策
を
実
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
の
U
S
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス

は
、コ
ロ
ナ
禍
で
行
わ
れ
た
最
初
の
国
際
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
一
つ
で
、関
係
者
の
行
動
範

囲
を
バ
ブ
ル
と
呼
ば
れ
る
空
間
に
限
定
し
た

こ
と
や
定
期
的
な
検
査
の
実
施
と
い
っ
た
対

策
を
採
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、2
月
に
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
プ
レ
イ

ブ
ッ
ク
初
版
が
公
開
さ
れ
、お
ぼ
ろ
げ
な
が

ら
も
対
策
の
骨
格
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
次
の
課
題
は
、我
が
国
が
海
外
か
ら
の
入

国
者
に
対
し
厳
重
な
防
疫
対
策
を
採
っ
て
い

る
中
で
の
外
国
人
選
手
の
招
聘
で
す
。オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
海
外
か
ら
の
入

国
を
前
提
と
し
た
国
家
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
、招
聘
手
続
き
の
参
考
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
幸
い
に
も
本
県
で
は
、世
界
的
な
ピ
ア
ニ

ス
ト
で
あ
る
マ
ル
タ
・
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
さ
ん

が
総
監
督
を
務
め
る「
別
府
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ

音
楽
祭
」が
1
9
9
8
年
か
ら
毎
年
開
催
さ

れ
て
お
り
、昨
年
延
期
さ
れ
た
第
22
回
音
楽

祭
は
、5
月
8
日
か
ら
6
月
22
日
に
か
け
て

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。残
念
な

が
ら
第
4
波
の
最
中
、音
楽
祭
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
さ
ん
を
始
め

と
す
る
海
外
か
ら
の
ソ
リ
ス
ト
の
来
日
は
、

入
管
法
に
定
め
る
特
段
の
事
情
に
該
当
す
る

も
の
と
し
て
国
か
ら
事
前
に
認
め
ら
れ
て
い

　
翌
第
37
回
大
会
は
、18
カ
国
・
地
域
か
ら

2
5
8
名
の
選
手
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま

し
た
。開
催
日
に
あ
わ
せ
る
よ
う
に
台
風
第

22
号
が
接
近
す
る
中
、レ
ー
ス
前
日
の
開
会

式
は
実
施
し
、最
後
ま
で
開
催
の
道
を
探
っ

て
い
た
も
の
の
、当
日
未
明
県
内
に
暴
風
警

報
が
発
令
さ
れ
、早
朝
の
コ
ー
ス
チ
ェ
ッ
ク

で
実
施
は
困
難
と
判
断
、大
会
史
上
初
の
中

止
と
決
ま
り
幻
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
2
0
2
0
年
、大
分
国
際
車
い
す

マ
ラ
ソ
ン
は
第
40
回
記
念
大
会
を
迎
え
る
予

定
で
し
た
。ス
イ
ス
の
マ
ニ
ュ
エ
ラ
・
シ
ャ
ー

選
手
が
女
子
T
53
／
54
の
世
界
記
録
を
樹
立

し
た
第
39
回
大
会
終
了
直
後
か
ら
関
連
イ
ベ

ン
ト
等
の
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
が
、1
月

以
降
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
流

行
が
深
刻
化
し
、3
月
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
延
期
が
決
定
、開
催
が

見
通
せ
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
発
祥
の
地
と
し
て
何
ら
か
の
形

で
開
催
で
き
な
い
か
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

40
回
記
念
大
会
は
延
期
し
、国
内
選
手
に
限

定
し
た「
大
分
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
2
0
2
0
」

を
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。国
内
外
の

主
要
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
大
会
が
相
次

い
で
中
止
・
延
期
と
な
る
中
、感
染
拡
大
防
止

と
大
会
開
催
の
両
立
は
困
難
を
極
め
ま
し
た

が
、選
手
全
員
へ
の
P
C
R
検
査
の
実
施
な

ど
で
き
る
限
り
の
対
策
を
講
じ
た
結
果
、大

会
関
係
者
の
感
染
は
ゼ
ロ
で
し
た
。

❶
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
大
会

　
今
日
で
は
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
筆
頭
に
、

車
い
す
の
部
が
設
け
ら
れ
て
い
る
ア
ボ
ッ

ト
・
ワ
ー
ル
ド
マ
ラ
ソ
ン
メ
ジ
ャ
ー
ズ
と
呼

ば
れ
る
世
界
6
大
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
で
一
流
選

手
に
よ
る
最
高
峰
の
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、本
大
会
も
そ
れ
ら
と
並
び
称

さ
れ
て
お
り
、マ
ラ
ソ
ン
T
53
／
54
ク
ラ
ス

の
男
女
を
始
め
、本
大
会
で
マ
ー
ク
さ
れ
た

３
つ
の
記
録
が
現
在
も
公
認
世
界
記
録
と
さ

れ
て
い
ま
す
。（
R
3
・
10
・
1
現
在
）

・
 T

53
／
54
 男
子
：
ハ
イ
ン
ツ
・
フ
ラ
イ

 
1
：
20
：
14
 第

19
回
大
会
1
9
9
9

 
 

女
子
：
マ
ニ
ュ
エ
ラ
・
シ
ャ
ー

 
1
：
35
：
42
 第

39
回
大
会
2
0
1
9

・
 T

52
　
 
女
子
：
八
巻
智
美

 
2
：
07
：
28
 第

28
回
大
会
2
0
0
8

❷
世
界
最
大
規
模
の
大
会

　
参
加
者
数
の
累
計
は
、昨
年
の
2
0
2
0 

大
会
ま
で
、実
に
世
界
78
カ
国
・
地
域
か
ら
述

べ
1
万
1
6
9
7
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。参

加
者
数
に
お
い
て
ピ
ー
ク
に
達
し
た

1
9
9
0
年
代
は
毎
年
4
0
0
人
規
模
の
開

催
が
続
き
、そ
の
後
減
少
し
た
と
は
い
え
、こ

こ
10
年
で
も
毎
年
2
0
0
人
を
超
え
る
選
手

が
参
加
す
る
な
ど
、一
大
会
と
し
て
は
世
界

最
大
規
模
を
誇
り
ま
す
。選
手
が
大
分
県
庁

前
を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
す
る
シ
ー
ン
は
壮
大

で
、大
分
名
物
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、

見
る
者
を
圧
倒
し
ま
す
。

❸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
協
力
体
制

　
本
大
会
の
最
大
と
い
っ
て
も
い
い
特
色
と

し
て
、か
つ
て
3
0
0
0
名
と
も
い
わ
れ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
大
規
模
な
協
力
体

制
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。国
際
大
会
と
し
て
不

可
欠
な
通
訳
は
、当
初
か
ら
大
分
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
・
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
や
大
分
外

国
人
妻
の
会
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、第
15
回
大
会
を
機
に

「
大
分
国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
通
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
アC

an
-d

o

（
キ
ャ
ン
・
ド
ゥ
）」へ
と
発

展
し
ま
し
た
。海
外
選
手
か
ら
は「
O
I
T
A

は
世
界
一
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」と
の
評
価

ま
し
た
。こ
こ
に
来
て
よ
う
や

く
方
向
性
が
見
え
、車
い
す
マ

ラ
ソ
ン
で
の
海
外
選
手
の
招
聘

の
目
処
が
立
ち
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、コ
ロ

ナ
禍
で
課
さ
れ
る
様
々
な
制
限

と
、通
常
大
会
と
は
異
な
る
記

念
大
会
と
の
両
立
に
は
特
に
苦

慮
し
ま
し
た
。準
備
を
進
め
る

中
で
、第
4
波
、5
波
に
見
舞
わ

れ
、開
催
そ
の
も
の
の
可
否
も

問
わ
れ
か
ね
な
い
状
況
で
し
た

が
、東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成

功
も
大
き
な
後
押
し
と
な
り
、

「
感
染
防
止
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」を
医
師
な
ど
専
門
家
で
構

成
し
た「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
委
員
会
」の
技

術
的
助
言
を
受
け
て
作
成
し
、

大
会
実
行
委
員
会
で
当
該
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や

記
念
大
会
と
し
て
の
関
連
行
事
を
含
め
た
大

会
実
施
要
綱
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
執
筆
時
点
で
、大
会
ま
で
1
ヶ
月
余
り
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、大
会
が
無
事
開
催
で
き
、

成
功
裏
に
終
わ
る
よ
う
、事
務
局
一
丸
と
な

っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大分国際車いすマラソン事務局

1981年、「障がい者スポーツの父」中村裕博士の提案によって始まったこの大会は、
コロナ禍を乗り越え、2021年に第40回を迎えた

は
中
国
船
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
入
り
、「
南
蛮

貿
易
」が
盛
ん
に
行
わ
れ
、国
際
都
市
と
し
て

繁
栄
し
ま
し
た
。

　
16
世
紀
末
、豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
大
友
氏

が
除
国
さ
れ
る
と
領
国
は
極
端
に
細
分
化
さ

れ
、そ
の
後
約
3
0
0
年
間
小
藩
分
立
の
時

代
が
続
き
ま
し
た
。一
方
で
、各
地
に
城
下
町

文
化
が
花
開
い
た
こ
と
に
よ
り
、自
主
自
立

の
気
風
を
育
み
、代
表
的
な
と
こ
ろ
で
は
、南

画
家
の
田
能
村
竹
田
や
農
学
者
・
大
蔵
永
常
、

近
代
以
降
で
は
、小
説
家
・
野
上
弥
生
子
や
彫

刻
家
・
朝
倉
文
夫
な
ど
、多
く
の
優
れ
た
人
材

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
当
県
は
ま
た
、温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、海

や
山
な
ど
の
豊
か
な
自
然
、そ
の
中
で
育
ま

れ
た
新
鮮
で
安
全
な
食
材
、前
述
の
宇
佐
神

宮
や
六
郷
満
山
に
加
え
、国
宝
臼
杵
石
仏
や

富
貴
寺
大
堂
な
ど
、多
く
の
豊
か
な
地
域
資

源
が
あ
り
ま
す
。県
内
全
域
に
広
が
る
温
泉

は
、日
本
一
の
湧
出
量
と
源
泉
数
を
誇
り
、地

球
上
に
あ
る
10
種
類
の
泉
質
の
う
ち
8
種
類

を
有
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、「
T
h
e
・
お

お
い
た
」ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、関
あ
じ
・
関
さ

ば
、お
お
い
た
和
牛
な
ど
の
高
級
食
材
を
は

じ
め
、か
ぼ
す
や
し
い
た
け
な
ど
四
季
折
々

の
素
晴
ら
し
い
食
材
も
満
載
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
に
は
冬
の
時
代
が
続
い

て
い
ま
す
が
、い
ず
れ
訪
れ
る
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

2
．中
村
裕
博
士
と

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

発
祥
の
地「
O
I
T
A
」

3
．大
分
国
際

車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
の

誕
生

1
．大
分
県
の
す
が
た

4

特
集

大
分
県

中
村
博
士（
2
回
大
会
）
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1
9
9
0
年
10
月
28
日
、秋
篠
宮
同
妃
両
殿

下
の
ご
臨
席
の
も
と
、世
界
37
カ
国
地
域
か

ら
大
会
史
上
最
多
と
な
る
4
4
1
名
の
選
手

が
出
場
し
、第
10
回
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
、

マ
ラ
ソ
ン
女
子
で
オ
ラ
ン
ダ
の
ジ
ャ
ネ
ッ

ト
・
ジ
ャ
ン
セ
ン
選
手
が
世
界
最
高
記
録
で

優
勝
し
ま
し
た
。レ
ー
ス
に
先
立
ち
10
回
連

続
出
場
と
な
る
選
手
を
表
彰
す
る
と
と
も

に
、歴
代
優
勝
者
を
招
待
す
る
な
ど
、節
目
の

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
1
9
9
3
年
の
第
13
回
大
会
で
は
、マ
ラ

ソ
ン
男
子
で
ス
イ
ス
の
ハ
イ
ン
ツ
・
フ
ラ
イ

選
手
が
大
会
新
記
録
で
2
年
ぶ
り
3
度
目
の

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。車
い
す
の
鉄
人
と

い
わ
れ
、今
で
は
ス
ー
パ
ー
レ
ジ
ェ
ン
ド
で

あ
る
ハ
イ
ン
ツ
選
手
は
、こ
の
後
10
連
覇
を

達
成
し
、通
算
で
も
最
多
の
14
回
の
優
勝
を

誇
る
な
ど「
大
分
国
際
の
顔
」と
し
て
長
く
王

者
に
君
臨
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
1
9
9
8
年
の
第
18
回
大
会
か
ら
、O
B
S

大
分
放
送
に
よ
る
ラ
ジ
オ
実
況
中
継
が
開
始

さ
れ
る
と
と
も
に
、翌
年
の
第
19
回
大
会
で

は
、ハ
イ
ン
ツ
・
フ
ラ
イ
選
手
が
1
時
間
20
分

14
秒
の
世
界
最
高
記
録
で
7
連
覇
を
達
成
し

ま
し
た
。こ
の
記
録
は
今
な
お
男
子
マ
ラ
ソ
ン

T
53
／
54
ク
ラ
ス
の
世
界
記
録
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
2
0
0
0
年
11
月
12
日
、

寛
仁
親
王
殿
下
の
ご
臨
席
の
も
と
、世
界
30

カ
国
・
地
域
か
ら
4
1
7
名
の
選
手
が
出
場

し
、第
20
回
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
の
み
な
ら
ず
羽
田
や
関
西
国
際
空
港
で

の
歴
代
大
会
の
ポ
ス
タ
ー
・
写
真
展
の
開
催

や
20
回
連
続
出
場
選
手
の
表
彰
等
の
記
念
行

事
を
実
施
し
ま
し
た
。8
連
覇
を
達
成
し
た

ハ
イ
ン
ツ
・
フ
ラ
イ
選
手
に
は
初
と
な
る
外

国
人
名
誉
県
民
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
0
2
年
の
第
22
回
大
会
は
、大
会
史

上
初
の
雨
の
中
で
の
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し

た
。信
じ
ら
れ
な
い
話
で
す
が
、こ
こ
ま
で
21

年
間
雨
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
が
な
く
、雨
天

時
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
存
在
し
な
い
中
で

臨
機
の
対
応
と
な
り
ま
し
た
が
、幸
い
に
も

全
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
つ
つ
が
な
く
こ
な

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
年
以
降
数
度

の
雨
の
レ
ー
ス
を
経
験
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、事
前
に
準
備
し
た
雨
天
時
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
よ
り
、大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
円

滑
な
大
会
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
6
年
の
第
26
回
大
会
は
、国
際
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
公
認
大
会
と
な
る

と
と
も
に
、T
53
／
54
ク
ラ
ス
で
本
県
の
笹

原
廣
喜
選
手
が
日
本
人
と
し
て
初
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

　
2
0
1
0
年
11
月
14
日
、皇
太
子
殿
下（
現

天
皇
陛
下
）の
ご
臨
席
の
も
と
、世
界
20
カ

国
・
地
域
か
ら
3
0
7
名
の
選
手
が
出
場
し
、

第
30
回
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。節

目
の
大
会
と
し
て
、大
会
功
労
者
や
連
続
出

場
者
を
表
彰
す
る
記
念
式
典
を
行
事
と
し
て

独
立
さ
せ
た
こ
と
を
は
じ
め
、数
々
の
記
念

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。新
た
に
賞
金
制
を

導
入
し
た
レ
ー
ス
で
は
、後
に
絶
対
王
者
と

な
る
ス
イ
ス
の
マ
ル
セ
ル
・
フ
グ
選
手
が
T

34
／
53
／
54
で
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
2
0
1
6
年
の
第
36
回
大
会
で
、

つ
い
に
大
会
関
係
者
の
長
年
の
悲
願
で
あ
っ

た
テ
レ
ビ
の
実
況
生
中
継
が
実
現
し
ま
す
。

こ
こ
ま
で
幾
度
と
な
く
各
放
送
局
等
へ
実
現

に
向
け
た
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、一
部
コ
ー
ス
の
狭
小
さ
等
も
あ
っ
て
技
術

的
に
困
難
と
さ
れ
て
お
り
、録
画
で
の
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
放
送
に
止
ま
っ
て
い
ま
し
た
。空
か

ら
の
映
像
等
に
よ
り
困
難
を
克
服
し
、生
中

継
の
実
現
に
尽
力
い
た
だ
い
た
地
元
の
大
分

放
送
や
T
B
S
テ
レ
ビ
、大
会
の
協
賛
企
業

で
も
あ
る
本
田
技
研
工
業
を
は
じ
め
多
く
の

関
係
の
皆
さ
ま
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
ま

す
。レ
ー
ス
は
7
連
覇
を
狙
っ
た
マ
ル
セ
ル
・

フ
グ
選
手
が
ま
さ
か
の
ク
ラ
ッ
シ
ュ
で
リ
タ

イ
ヤ
と
な
り
、福
岡
県
の
山
本
浩
之
選
手
が

初
優
勝
、千
葉
県
の
鈴
木
朋
樹
選
手
も
2
位

に
入
り
、大
会
史
上
初
め
て
日
本
人
の
ワ
ン
・

ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と
な
り
ま
し
た
。

リ
カ
車
椅
子
大
会
」が
そ
の
起
源
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、距
離
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
わ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、翌
年
伝
統
あ
る
ボ

ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
で
常
識
を
覆
す
出
来
事
が

起
こ
り
ま
す
。

　
24
歳
の
青
年
、ボ
ブ
・
ホ
ー
ル
が
参
加
資
格

を
巡
り
訴
訟
を
起
こ
し
て
ま
で
車
い
す
で
参

加
し
、42
・
1
9
5
㎞
を
完
走
し
ま
し
た
。記

録
は
男
子
優
勝
者
に
遅
れ
る
こ
と
約
49
分
の

2
時
間
58
分
で
し
た
が
、彼
の
勇
気
が
世
界

中
の
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー
の
闘
争
心
に
火
を
つ

け
ま
し
た
。こ
う
し
た
動
き
は
当
然
我
が
国

に
も
伝
わ
り
、県
内
で
も
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
高
ま
り
ま
す
。

　
当
県
に
は
、国
内
で
も
歴
史
と
伝
統
を
誇

る
別
府
大
分
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
が
あ
り
ま
す
。

　
1
9
7
8
年
の
第
27
回
大
会
で
は
、県
出

身
の
宗
茂
、猛
の
双
子
の
ラ
ン
ナ
ー
が
ワ
ン
・

ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
を
果
た
し
、優
勝
し
た
茂

選
手
は
当
時
の
世
界
歴
代
２
位
の
記
録
を
マ

ー
ク
す
る
な
ど
、大
会
は
黄
金
時
代
を
迎
え

て
お
り
、県
内
の
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー
が
そ
こ

に
出
場
し
た
い
と
願
う
の
は
必
然
で
し
た
。

　「
ボ
ス
ト
ン
の
よ
う
に
健
常
者
と
共
に
走

ら
せ
た
い
」と
の
思
い
か
ら
、中
村
博
士
は
大

分
陸
上
競
技
協
会
な
ど
へ
車
い
す
で
の
参
加

を
正
式
に
申
し
入
れ
ま
す
が
、「
足
で
走
る
」

と
い
う
ル
ー
ル
上
の
問
題
か
ら
実
現
に
は
至

り
ま
せ
ん
。し
か
し
、「
車
い
す
だ
け
の
大
会

を
開
催
す
る
な
ら
協
力
す
る
」と
の
言
葉
が

次
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　
1
9
8
1
年
は
国
連
総
会
で
国
際
障
害
者

年
と
な
る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、大
分
県

で
は
そ
の
記
念
行
事
を
検
討
し
て
い
ま
し

た
。そ
こ
へ「
世
界
初
と
な
る
車
い
す
単
独
の

大
会
を
」と
い
う
中
村
博
士
の
提
案
が
持
ち

込
ま
れ
、つ
い
に
大
分
国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ

ン
の
開
催
が
決
定
し
ま
す
。

　
当
初
は
風
光
明
媚
な
別
大
マ
ラ
ソ
ン
と
同

じ
海
岸
コ
ー
ス
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、交

通
規
制
上
の
問
題
か
ら
実
現
せ
ず
、国
道

1
9
7
号
の
大
分
県
庁
前
を
ス
タ
ー
ト
、県

道
大
在
大
分
港
線
へ
向
か
い
、こ
こ
を
メ
イ

ン
に
大
分
市
内
を
周
回
、大
分
市
営
陸
上
競

技
場
を
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
地
点
と
す
る
コ
ー
ス

で
決
着
し
ま
し
た
。結
果
的
に
は
こ
れ
が
功

を
奏
し
、市
街
地
を
走
る
こ
と
で
沿
道
か
ら

多
く
の
声
援
が
得
ら
れ
る
と
と
も
に
、高
低

差
の
少
な
い
フ
ラ
ッ
ト
な
地
形
が
好
記
録
を

も
た
ら
す
コ
ー
ス
と
し
て
、大
会
の
知
名
度

向
上
に
一
役
買
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
1
9
8
1
年
11
月
1
日
、爽
や
か
な
秋
晴

れ
の
も
と
号
砲
が
鳴
り
響
き
、世
界
15
カ
国

地
域
か
ら
1
1
7
名
の
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー
が

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
、こ
こ
に
大
分
国
際
車
い

す
マ
ラ
ソ
ン
の
歴
史
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
記
念
す
べ
き
第
1
回
大
会
は
、フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
で
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
き
ま
す
。2
人
の

外
国
人
選
手
が
ゴ
ー
ル
間
際
で
手
を
握
り
合

い
並
ん
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
ン
を
越
え
、

友
情
の
同
時
優
勝
を
主
張
し
ま
し
た
が
、「
大

会
は
競
技
で
あ
っ
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
い
」と
し
て
、1
位
と
2
位
の
順
位
を
明

確
に
し
ま
し
た
。

　
慎
重
論
か
ら
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
み
で
ス

タ
ー
ト
し
た
本
大
会
で
す
が
、第
3
回
か
ら

待
望
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
開
始
し
、国
際
ス

ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
車
椅
子
競
技
連
盟
の

公
認
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
1
9
8
4
年
7
月
23
日
、中
村
裕
博
士
が

急
逝
さ
れ
ま
し
た
。享
年
57
歳
。同
年
の
第
4

回
大
会
は
、こ
れ
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に
朝

か
ら
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、ス
タ
ー
ト

直
前
に
雨
は
止
み
、カ
ナ
ダ
の
ア
ン
ド
レ
・
ビ

ジ
ェ
選
手
が
1
時
間
48
分
25
秒
の
世
界
最
高

記
録
で
後
の
4
連
覇
へ
と
繋
が
る
初
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

　
翌
第
5
回
大
会
は
、皇
太
子
同
妃
両
殿
下

（
現
上
皇
上
皇
后
両
陛
下
）の
ご
臨
席
の
も
と

開
催
さ
れ
、本
県
の
山
本
行
文
選
手
が
マ
ラ

ソ
ン
男
子
で
国
内
1
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
分
県
は「
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
」で
あ
る
九

州
の
北
東
部
に
位
置
し
、北
は
周
防
灘
に
、東

は
伊
予
灘
、豊
後
水
道
に
面
し
て
い
ま
す
。総

人
口
は
約
1
1
2
・
2
万
人（
令
和
3
年
2
月

現
在
）で
、人
口
の
最
も
多
い
市
町
村
が
県
庁

所
在
地
で
あ
る
大
分
市
の
約
47
・
7
万
人
、最

も
少
な
い
姫
島
村
は
約
0
・
17
万
人
で
す
。総

面
積
は
、約
6
3
4
1
㎢
で
、最
も
広
い
市
町

村
で
あ
る
佐
伯
市
の
面
積
約
9
0
3
㎢
は
、

九
州
一
の
広
さ
を
誇
り
ま
す
。

　
歴
史
を
紐
解
く
と
、古
く
は
豊
の
国
と
呼

ば
れ
、7
世
紀
の
終
わ
り
頃
、豊
前
・
豊
後
の

二
国
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。8
世
紀
に
は
宇

佐
神
宮
が
全
国
4
万
社
の
八
幡
の
総
本
宮
と

し
て
栄
え
、国
東
半
島
に
は「
六
郷
満
山
」と

呼
ば
れ
る
独
自
の
仏
教
文
化
が
花
開
き
ま
し

た
。

　
鎌
倉
時
代
、13
世
紀
の
初
め
に
、大
友
氏
が

守
護
と
し
て
豊
後
に
入
国
し
、以
後
4
0
0

年
間
統
治
が
続
き
ま
し
た
。特
に
、キ
リ
シ
タ

ン
大
名
と
し
て
名
高
い
大
友
宗
麟
の
時
代
に

は
、豊
前
を
含
め
北
部
九
州
6
カ
国
を
支
配

す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。宗
麟
は
、キ
リ
ス

ト
教
に
止
ま
ら
ず
西
洋
文
化
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
、府
内（
現
在
の
大
分
市
）や
臼
杵
に

ナ
の
時
代
を
見
据
え
、「
お
ん
せ
ん
県
お
お
い

た
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、優
れ
た

観
光
素
材
に
磨
き
を
か
け
、多
様
化
す
る
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
で
、国
内
は
も
と
よ

り
ア
ジ
ア
、さ
ら
に
は
欧
米
・
大
洋
州
か
ら
の

誘
客
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
我
が
国
に
お
い
て「
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の

父
」と
も
呼
ば
れ
る
中
村
裕
博
士
は
、大
分
県

別
府
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。九
州
大
学
医
学

部
に
学
び
、郷
里
の
国
立
別
府
病
院
で
整
形
外

科
科
長
を
務
め
て
い
た
1
9
6
0
年
5
月
、イ

ギ
リ
ス
の
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
病
院
国
立

脊
髄
損
傷
セ
ン
タ
ー
に
留
学
し
、ル
ー
ド
ウ
ィ

ヒ
・
グ
ッ
ド
マ
ン
博
士
に
学
び
ま
す
。

　
グ
ッ
ド
マ
ン
博
士
は
、第
二
次
大
戦
で
の

傷
痍
軍
人
の
治
療
を
通
じ
、ス
ポ
ー
ツ
を
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
入
れ
る
、当
時

と
し
て
は
画

期
的
な
手
法

を
導
入
し
、

現
在
の
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク

の
ル
ー
ツ
と

な
る
国
際
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
競
技
大

会
を
創
設
し
て
い
ま
し
た
。多
く
の
脊
髄
損

傷
患
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
社
会
復
帰
を

果
た
し
て
い
る
姿
に
衝
撃
を
受
け
た
中
村
博

士
は
、帰
国
後
矢
継
ぎ
早
に
行
動
を
開
始
し

ま
す
。

　
1
9
6
1
年
に
大
分
県
身
体
障
害
者
体
育

協
会
を
設
立
、同
年
第
1
回
大
分
県
身
体
障

害
者
体
育
大
会
を
全
国
で
初
め
て
開
催
し
、

翌
年
に
は
第
11
回
国
際
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ

ビ
ル
競
技
大
会
へ
選
手
２
名
を
派
遣
し
ま

す
。彼
ら
は
、日
本
は
も
と
よ
り
ア
ジ
ア
か
ら

初
の
参
加
選
手
と
な
り
ま
し
た（
こ
の
と
き
、

博
士
が
派
遣
費
用
を
捻
出
す
る
た
め
自
家
用

車
を
売
却
し
た
と
い
う
逸
話
は
つ
と
に
有
名

で
す
）。こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
世
界
に
向
か
っ
て

報
道
さ
れ
る
と
、国
内
で
も
認
識
が
改
め
ら

れ
、障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
が

高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
遡
る
こ
と
2
年
、1
9
6
0
年
の
ロ
ー
マ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
後
に
、同
地
で
国
際
ス

ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
競
技
大
会
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
。（
こ
れ
が
後
に
第
1
回
の
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
さ
れ
ま
す
）次
の
開
催
地

は
東
京
で
す
。博
士
の
行
動
力
が
多
く
の
関

係
者
を
動
か
し
、1
9
6
4
年
、博
士
自
身
が

選
手
団
長
を
務
め
た
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
へ
と
繋
が
り
ま
す
。日
本
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会
の
発
足
と
第
1
回
全
国
身
体
障

害
者
体
育
大
会
の
開
催
は
1
9
6
5 

年
で

あ
り
、中
村
博
士
の
功
績
は
、大
分
県
を
我
が

国
に
お
け
る
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
発
祥
の
地

へ
と
押
し
上
げ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
博
士
は
休
む
こ
と
な
く
進
み
続

け
ま
す
。日
本
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
は
力

強
く
歩
み
始
め
ま
し
た
が
、ア
ジ
ア
を
中
心

と
し
た
太
平
洋
地
域
の
障
が
い
者
の
ス
ポ
ー

ツ
環
境
は
、欧
米
に
比
べ
著
し
く
劣
っ
て
い

ま
し
た
。1
9
7
5
年
、博
士
の
提
唱
で「
第

1
回
極
東
・
南
太
平
洋
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
（F

a
r
 E

a
s
t a

n
d

 S
o

u
th
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n
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D
isa

b
led

、通
称
：
フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
）」が
大
分
市
・
別
府
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
は
、2
0
0
6
年

ま
で
に
9
回
開
催
さ
れ
、「
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技

大
会
」と
し
て
引
き
継
が
れ
、現
在
に
至
り
ま

す
。

　
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
の
歴
史
は
ア
メ
リ
カ
に

始
ま
り
ま
す
。1
9
7
4
年
に
オ
ハ
イ
オ
州

で
10
名
の
選
手
が
参
加
し
た「
第
１
回
ア
メ

を
得
て
い
ま
す
。

　
競
技
主
管
で
あ
る
大
分
陸
上
競
技
協
会
の

全
面
協
力
は
も
と
よ
り
、運
営
面
で
は
、中
村

博
士
が
設
立
し
た
太
陽
の
家
の
関
連
企
業
で

あ
る
オ
ム
ロ
ン
、ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
、本
田
技

研
工
業
、三
菱
商
事
、デ
ン
ソ
ー
な
ど
を
は
じ

め
と
し
た
多
く
の
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
県

内
外
か
ら
駆
け
つ
け
、観
客
や
交
通
整
理
、会

場
で
の
受
付
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、車
い
す
の
輸
送
な
ど
に
は
自
衛
隊

の
強
力
な
支
援
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、地

元
の
学
生
や
生
徒
、交
通
指
導
員
、さ
ら
に
は

沿
道
の
市
民
ま
で
も
が
レ
ー
ス
当
日
の
朝
に

コ
ー
ス
上
の
清
掃
を
行
う
な
ど
、大
会
事
務

局
も
そ
の
正
確
な
数
を
把
握
で
き
な
い
ほ
ど

多
く
の
方
々
の
協
力
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

　
そ
し
て
い
よ
い
よ
大
会
は
、こ
の
11
月
に

第
40
回
の
記
念
大
会
を
迎
え
ま
す
。記
念
大

会
の
延
期
を
決
定
し
た
昨
年
夏
の
時
点
で

は
、事
務
局
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
が
今

年
こ
そ
盛
大
に
記
念
大
会
を
開
催
で
き
る
も

の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、世

界
中
で
猛
威
を
振
い
続
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
衰
え
る
こ
と
を
知
ら
ず
、年
を
明

け
て
も
国
際
大
会
の
開
催
な
ど
全
く
見
通
せ

な
い
状
況
が
続
き
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
は
2
0
2
0
大
会
で
の
実
績

が
あ
り
、場
面
に
応
じ
た
マ
ス
ク
着
用
、デ
ィ

ス
タ
ン
ス
の
確
保
、手
指
消
毒
と
い
っ
た
ベ

ー
ス
と
な
る
対
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
こ
そ
持
っ
て

い
た
も
の
の
、今
回
は
国
際
大
会
と
し
て
の

対
策
を
実
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
の
U
S
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス

は
、コ
ロ
ナ
禍
で
行
わ
れ
た
最
初
の
国
際
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
一
つ
で
、関
係
者
の
行
動
範

囲
を
バ
ブ
ル
と
呼
ば
れ
る
空
間
に
限
定
し
た

こ
と
や
定
期
的
な
検
査
の
実
施
と
い
っ
た
対

策
を
採
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、2
月
に
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
プ
レ
イ

ブ
ッ
ク
初
版
が
公
開
さ
れ
、お
ぼ
ろ
げ
な
が

ら
も
対
策
の
骨
格
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
次
の
課
題
は
、我
が
国
が
海
外
か
ら
の
入

国
者
に
対
し
厳
重
な
防
疫
対
策
を
採
っ
て
い

る
中
で
の
外
国
人
選
手
の
招
聘
で
す
。オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
海
外
か
ら
の
入

国
を
前
提
と
し
た
国
家
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
、招
聘
手
続
き
の
参
考
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
幸
い
に
も
本
県
で
は
、世
界
的
な
ピ
ア
ニ

ス
ト
で
あ
る
マ
ル
タ
・
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
さ
ん

が
総
監
督
を
務
め
る「
別
府
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ

音
楽
祭
」が
1
9
9
8
年
か
ら
毎
年
開
催
さ

れ
て
お
り
、昨
年
延
期
さ
れ
た
第
22
回
音
楽

祭
は
、5
月
8
日
か
ら
6
月
22
日
に
か
け
て

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。残
念
な

が
ら
第
4
波
の
最
中
、音
楽
祭
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
さ
ん
を
始
め

と
す
る
海
外
か
ら
の
ソ
リ
ス
ト
の
来
日
は
、

入
管
法
に
定
め
る
特
段
の
事
情
に
該
当
す
る

も
の
と
し
て
国
か
ら
事
前
に
認
め
ら
れ
て
い

　
翌
第
37
回
大
会
は
、18
カ
国
・
地
域
か
ら

2
5
8
名
の
選
手
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま

し
た
。開
催
日
に
あ
わ
せ
る
よ
う
に
台
風
第

22
号
が
接
近
す
る
中
、レ
ー
ス
前
日
の
開
会

式
は
実
施
し
、最
後
ま
で
開
催
の
道
を
探
っ

て
い
た
も
の
の
、当
日
未
明
県
内
に
暴
風
警

報
が
発
令
さ
れ
、早
朝
の
コ
ー
ス
チ
ェ
ッ
ク

で
実
施
は
困
難
と
判
断
、大
会
史
上
初
の
中

止
と
決
ま
り
幻
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
2
0
2
0
年
、大
分
国
際
車
い
す

マ
ラ
ソ
ン
は
第
40
回
記
念
大
会
を
迎
え
る
予

定
で
し
た
。ス
イ
ス
の
マ
ニ
ュ
エ
ラ
・
シ
ャ
ー

選
手
が
女
子
T
53
／
54
の
世
界
記
録
を
樹
立

し
た
第
39
回
大
会
終
了
直
後
か
ら
関
連
イ
ベ

ン
ト
等
の
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
が
、1
月

以
降
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
流

行
が
深
刻
化
し
、3
月
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
延
期
が
決
定
、開
催
が

見
通
せ
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
発
祥
の
地
と
し
て
何
ら
か
の
形

で
開
催
で
き
な
い
か
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

40
回
記
念
大
会
は
延
期
し
、国
内
選
手
に
限

定
し
た「
大
分
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
2
0
2
0
」

を
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。国
内
外
の

主
要
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
大
会
が
相
次

い
で
中
止
・
延
期
と
な
る
中
、感
染
拡
大
防
止

と
大
会
開
催
の
両
立
は
困
難
を
極
め
ま
し
た

が
、選
手
全
員
へ
の
P
C
R
検
査
の
実
施
な

ど
で
き
る
限
り
の
対
策
を
講
じ
た
結
果
、大

会
関
係
者
の
感
染
は
ゼ
ロ
で
し
た
。

❶
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
大
会

　
今
日
で
は
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
筆
頭
に
、

車
い
す
の
部
が
設
け
ら
れ
て
い
る
ア
ボ
ッ

ト
・
ワ
ー
ル
ド
マ
ラ
ソ
ン
メ
ジ
ャ
ー
ズ
と
呼

ば
れ
る
世
界
6
大
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
で
一
流
選

手
に
よ
る
最
高
峰
の
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、本
大
会
も
そ
れ
ら
と
並
び
称

さ
れ
て
お
り
、マ
ラ
ソ
ン
T
53
／
54
ク
ラ
ス

の
男
女
を
始
め
、本
大
会
で
マ
ー
ク
さ
れ
た

３
つ
の
記
録
が
現
在
も
公
認
世
界
記
録
と
さ

れ
て
い
ま
す
。（
R
3
・
10
・
1
現
在
）

・
 T

53
／
54
 男
子
：
ハ
イ
ン
ツ
・
フ
ラ
イ

 
1
：
20
：
14
 第

19
回
大
会
1
9
9
9

 
 

女
子
：
マ
ニ
ュ
エ
ラ
・
シ
ャ
ー

 
1
：
35
：
42
 第

39
回
大
会
2
0
1
9

・
 T

52
　
 
女
子
：
八
巻
智
美

 
2
：
07
：
28
 第

28
回
大
会
2
0
0
8

❷
世
界
最
大
規
模
の
大
会

　
参
加
者
数
の
累
計
は
、昨
年
の
2
0
2
0 

大
会
ま
で
、実
に
世
界
78
カ
国
・
地
域
か
ら
述

べ
1
万
1
6
9
7
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。参

加
者
数
に
お
い
て
ピ
ー
ク
に
達
し
た

1
9
9
0
年
代
は
毎
年
4
0
0
人
規
模
の
開

催
が
続
き
、そ
の
後
減
少
し
た
と
は
い
え
、こ

こ
10
年
で
も
毎
年
2
0
0
人
を
超
え
る
選
手

が
参
加
す
る
な
ど
、一
大
会
と
し
て
は
世
界

最
大
規
模
を
誇
り
ま
す
。選
手
が
大
分
県
庁

前
を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
す
る
シ
ー
ン
は
壮
大

で
、大
分
名
物
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、

見
る
者
を
圧
倒
し
ま
す
。

❸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
協
力
体
制

　
本
大
会
の
最
大
と
い
っ
て
も
い
い
特
色
と

し
て
、か
つ
て
3
0
0
0
名
と
も
い
わ
れ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
大
規
模
な
協
力
体

制
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。国
際
大
会
と
し
て
不

可
欠
な
通
訳
は
、当
初
か
ら
大
分
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
・
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
や
大
分
外

国
人
妻
の
会
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、第
15
回
大
会
を
機
に

「
大
分
国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
通
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
アC

an
-d

o

（
キ
ャ
ン
・
ド
ゥ
）」へ
と
発

展
し
ま
し
た
。海
外
選
手
か
ら
は「
O
I
T
A

は
世
界
一
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」と
の
評
価

ま
し
た
。こ
こ
に
来
て
よ
う
や

く
方
向
性
が
見
え
、車
い
す
マ

ラ
ソ
ン
で
の
海
外
選
手
の
招
聘

の
目
処
が
立
ち
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、コ
ロ

ナ
禍
で
課
さ
れ
る
様
々
な
制
限

と
、通
常
大
会
と
は
異
な
る
記

念
大
会
と
の
両
立
に
は
特
に
苦

慮
し
ま
し
た
。準
備
を
進
め
る

中
で
、第
4
波
、5
波
に
見
舞
わ

れ
、開
催
そ
の
も
の
の
可
否
も

問
わ
れ
か
ね
な
い
状
況
で
し
た

が
、東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成

功
も
大
き
な
後
押
し
と
な
り
、

「
感
染
防
止
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」を
医
師
な
ど
専
門
家
で
構

成
し
た「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
委
員
会
」の
技

術
的
助
言
を
受
け
て
作
成
し
、

大
会
実
行
委
員
会
で
当
該
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や

記
念
大
会
と
し
て
の
関
連
行
事
を
含
め
た
大

会
実
施
要
綱
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
執
筆
時
点
で
、大
会
ま
で
1
ヶ
月
余
り
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、大
会
が
無
事
開
催
で
き
、

成
功
裏
に
終
わ
る
よ
う
、事
務
局
一
丸
と
な

っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

は
中
国
船
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
入
り
、「
南
蛮

貿
易
」が
盛
ん
に
行
わ
れ
、国
際
都
市
と
し
て

繁
栄
し
ま
し
た
。

　
16
世
紀
末
、豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
大
友
氏

が
除
国
さ
れ
る
と
領
国
は
極
端
に
細
分
化
さ

れ
、そ
の
後
約
3
0
0
年
間
小
藩
分
立
の
時

代
が
続
き
ま
し
た
。一
方
で
、各
地
に
城
下
町

文
化
が
花
開
い
た
こ
と
に
よ
り
、自
主
自
立

の
気
風
を
育
み
、代
表
的
な
と
こ
ろ
で
は
、南

画
家
の
田
能
村
竹
田
や
農
学
者
・
大
蔵
永
常
、

近
代
以
降
で
は
、小
説
家
・
野
上
弥
生
子
や
彫

刻
家
・
朝
倉
文
夫
な
ど
、多
く
の
優
れ
た
人
材

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
当
県
は
ま
た
、温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、海

や
山
な
ど
の
豊
か
な
自
然
、そ
の
中
で
育
ま

れ
た
新
鮮
で
安
全
な
食
材
、前
述
の
宇
佐
神

宮
や
六
郷
満
山
に
加
え
、国
宝
臼
杵
石
仏
や

富
貴
寺
大
堂
な
ど
、多
く
の
豊
か
な
地
域
資

源
が
あ
り
ま
す
。県
内
全
域
に
広
が
る
温
泉

は
、日
本
一
の
湧
出
量
と
源
泉
数
を
誇
り
、地

球
上
に
あ
る
10
種
類
の
泉
質
の
う
ち
8
種
類

を
有
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、「
T
h
e
・
お

お
い
た
」ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、関
あ
じ
・
関
さ

ば
、お
お
い
た
和
牛
な
ど
の
高
級
食
材
を
は

じ
め
、か
ぼ
す
や
し
い
た
け
な
ど
四
季
折
々

の
素
晴
ら
し
い
食
材
も
満
載
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
に
は
冬
の
時
代
が
続
い

て
い
ま
す
が
、い
ず
れ
訪
れ
る
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

4
．大
会
の
軌
跡

第
18
回
大
会（
1
9
9
8
）記
念
誌

第
3
回
大
会（
1
9
8
3
）記
念
誌（
表
紙
）

第
10
回
大
会（
1
9
9
0
）記
念
誌

第
13
回
大
会（
1
9
9
3
）記
念
誌

第
30
回
大
会（
2
0
1
0
）記
念
誌

第
19
回
大
会（
1
9
9
9
）記
念
誌

第
22
回
大
会（
2
0
0
2
）記
念
誌

第
24
回
大
会（
2
0
0
4
）記
念
誌

22



1
9
9
0
年
10
月
28
日
、秋
篠
宮
同
妃
両
殿

下
の
ご
臨
席
の
も
と
、世
界
37
カ
国
地
域
か

ら
大
会
史
上
最
多
と
な
る
4
4
1
名
の
選
手

が
出
場
し
、第
10
回
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
、

マ
ラ
ソ
ン
女
子
で
オ
ラ
ン
ダ
の
ジ
ャ
ネ
ッ

ト
・
ジ
ャ
ン
セ
ン
選
手
が
世
界
最
高
記
録
で

優
勝
し
ま
し
た
。レ
ー
ス
に
先
立
ち
10
回
連

続
出
場
と
な
る
選
手
を
表
彰
す
る
と
と
も

に
、歴
代
優
勝
者
を
招
待
す
る
な
ど
、節
目
の

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
1
9
9
3
年
の
第
13
回
大
会
で
は
、マ
ラ

ソ
ン
男
子
で
ス
イ
ス
の
ハ
イ
ン
ツ
・
フ
ラ
イ

選
手
が
大
会
新
記
録
で
2
年
ぶ
り
3
度
目
の

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。車
い
す
の
鉄
人
と

い
わ
れ
、今
で
は
ス
ー
パ
ー
レ
ジ
ェ
ン
ド
で

あ
る
ハ
イ
ン
ツ
選
手
は
、こ
の
後
10
連
覇
を

達
成
し
、通
算
で
も
最
多
の
14
回
の
優
勝
を

誇
る
な
ど「
大
分
国
際
の
顔
」と
し
て
長
く
王

者
に
君
臨
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
1
9
9
8
年
の
第
18
回
大
会
か
ら
、O
B
S

大
分
放
送
に
よ
る
ラ
ジ
オ
実
況
中
継
が
開
始

さ
れ
る
と
と
も
に
、翌
年
の
第
19
回
大
会
で

は
、ハ
イ
ン
ツ
・
フ
ラ
イ
選
手
が
1
時
間
20
分

14
秒
の
世
界
最
高
記
録
で
7
連
覇
を
達
成
し

ま
し
た
。こ
の
記
録
は
今
な
お
男
子
マ
ラ
ソ
ン

T
53
／
54
ク
ラ
ス
の
世
界
記
録
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
2
0
0
0
年
11
月
12
日
、

寛
仁
親
王
殿
下
の
ご
臨
席
の
も
と
、世
界
30

カ
国
・
地
域
か
ら
4
1
7
名
の
選
手
が
出
場

し
、第
20
回
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
の
み
な
ら
ず
羽
田
や
関
西
国
際
空
港
で

の
歴
代
大
会
の
ポ
ス
タ
ー
・
写
真
展
の
開
催

や
20
回
連
続
出
場
選
手
の
表
彰
等
の
記
念
行

事
を
実
施
し
ま
し
た
。8
連
覇
を
達
成
し
た

ハ
イ
ン
ツ
・
フ
ラ
イ
選
手
に
は
初
と
な
る
外

国
人
名
誉
県
民
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
0
2
年
の
第
22
回
大
会
は
、大
会
史

上
初
の
雨
の
中
で
の
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し

た
。信
じ
ら
れ
な
い
話
で
す
が
、こ
こ
ま
で
21

年
間
雨
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
が
な
く
、雨
天

時
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
存
在
し
な
い
中
で

臨
機
の
対
応
と
な
り
ま
し
た
が
、幸
い
に
も

全
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
つ
つ
が
な
く
こ
な

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
年
以
降
数
度

の
雨
の
レ
ー
ス
を
経
験
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、事
前
に
準
備
し
た
雨
天
時
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
よ
り
、大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
円

滑
な
大
会
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
6
年
の
第
26
回
大
会
は
、国
際
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
公
認
大
会
と
な
る

と
と
も
に
、T
53
／
54
ク
ラ
ス
で
本
県
の
笹

原
廣
喜
選
手
が
日
本
人
と
し
て
初
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

　
2
0
1
0
年
11
月
14
日
、皇
太
子
殿
下（
現

天
皇
陛
下
）の
ご
臨
席
の
も
と
、世
界
20
カ

国
・
地
域
か
ら
3
0
7
名
の
選
手
が
出
場
し
、

第
30
回
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。節

目
の
大
会
と
し
て
、大
会
功
労
者
や
連
続
出

場
者
を
表
彰
す
る
記
念
式
典
を
行
事
と
し
て

独
立
さ
せ
た
こ
と
を
は
じ
め
、数
々
の
記
念

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。新
た
に
賞
金
制
を

導
入
し
た
レ
ー
ス
で
は
、後
に
絶
対
王
者
と

な
る
ス
イ
ス
の
マ
ル
セ
ル
・
フ
グ
選
手
が
T

34
／
53
／
54
で
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
2
0
1
6
年
の
第
36
回
大
会
で
、

つ
い
に
大
会
関
係
者
の
長
年
の
悲
願
で
あ
っ

た
テ
レ
ビ
の
実
況
生
中
継
が
実
現
し
ま
す
。

こ
こ
ま
で
幾
度
と
な
く
各
放
送
局
等
へ
実
現

に
向
け
た
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、一
部
コ
ー
ス
の
狭
小
さ
等
も
あ
っ
て
技
術

的
に
困
難
と
さ
れ
て
お
り
、録
画
で
の
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
放
送
に
止
ま
っ
て
い
ま
し
た
。空
か

ら
の
映
像
等
に
よ
り
困
難
を
克
服
し
、生
中

継
の
実
現
に
尽
力
い
た
だ
い
た
地
元
の
大
分

放
送
や
T
B
S
テ
レ
ビ
、大
会
の
協
賛
企
業

で
も
あ
る
本
田
技
研
工
業
を
は
じ
め
多
く
の

関
係
の
皆
さ
ま
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
ま

す
。レ
ー
ス
は
7
連
覇
を
狙
っ
た
マ
ル
セ
ル
・

フ
グ
選
手
が
ま
さ
か
の
ク
ラ
ッ
シ
ュ
で
リ
タ

イ
ヤ
と
な
り
、福
岡
県
の
山
本
浩
之
選
手
が

初
優
勝
、千
葉
県
の
鈴
木
朋
樹
選
手
も
2
位

に
入
り
、大
会
史
上
初
め
て
日
本
人
の
ワ
ン
・

ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と
な
り
ま
し
た
。

リ
カ
車
椅
子
大
会
」が
そ
の
起
源
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、距
離
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
わ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、翌
年
伝
統
あ
る
ボ

ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
で
常
識
を
覆
す
出
来
事
が

起
こ
り
ま
す
。

　
24
歳
の
青
年
、ボ
ブ
・
ホ
ー
ル
が
参
加
資
格

を
巡
り
訴
訟
を
起
こ
し
て
ま
で
車
い
す
で
参

加
し
、42
・
1
9
5
㎞
を
完
走
し
ま
し
た
。記

録
は
男
子
優
勝
者
に
遅
れ
る
こ
と
約
49
分
の

2
時
間
58
分
で
し
た
が
、彼
の
勇
気
が
世
界

中
の
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー
の
闘
争
心
に
火
を
つ

け
ま
し
た
。こ
う
し
た
動
き
は
当
然
我
が
国

に
も
伝
わ
り
、県
内
で
も
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
高
ま
り
ま
す
。

　
当
県
に
は
、国
内
で
も
歴
史
と
伝
統
を
誇

る
別
府
大
分
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
が
あ
り
ま
す
。

　
1
9
7
8
年
の
第
27
回
大
会
で
は
、県
出

身
の
宗
茂
、猛
の
双
子
の
ラ
ン
ナ
ー
が
ワ
ン
・

ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
を
果
た
し
、優
勝
し
た
茂

選
手
は
当
時
の
世
界
歴
代
２
位
の
記
録
を
マ

ー
ク
す
る
な
ど
、大
会
は
黄
金
時
代
を
迎
え

て
お
り
、県
内
の
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー
が
そ
こ

に
出
場
し
た
い
と
願
う
の
は
必
然
で
し
た
。

　「
ボ
ス
ト
ン
の
よ
う
に
健
常
者
と
共
に
走

ら
せ
た
い
」と
の
思
い
か
ら
、中
村
博
士
は
大

分
陸
上
競
技
協
会
な
ど
へ
車
い
す
で
の
参
加

を
正
式
に
申
し
入
れ
ま
す
が
、「
足
で
走
る
」

と
い
う
ル
ー
ル
上
の
問
題
か
ら
実
現
に
は
至

り
ま
せ
ん
。し
か
し
、「
車
い
す
だ
け
の
大
会

を
開
催
す
る
な
ら
協
力
す
る
」と
の
言
葉
が

次
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　
1
9
8
1
年
は
国
連
総
会
で
国
際
障
害
者

年
と
な
る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、大
分
県

で
は
そ
の
記
念
行
事
を
検
討
し
て
い
ま
し

た
。そ
こ
へ「
世
界
初
と
な
る
車
い
す
単
独
の

大
会
を
」と
い
う
中
村
博
士
の
提
案
が
持
ち

込
ま
れ
、つ
い
に
大
分
国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ

ン
の
開
催
が
決
定
し
ま
す
。

　
当
初
は
風
光
明
媚
な
別
大
マ
ラ
ソ
ン
と
同

じ
海
岸
コ
ー
ス
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、交

通
規
制
上
の
問
題
か
ら
実
現
せ
ず
、国
道

1
9
7
号
の
大
分
県
庁
前
を
ス
タ
ー
ト
、県

道
大
在
大
分
港
線
へ
向
か
い
、こ
こ
を
メ
イ

ン
に
大
分
市
内
を
周
回
、大
分
市
営
陸
上
競

技
場
を
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
地
点
と
す
る
コ
ー
ス

で
決
着
し
ま
し
た
。結
果
的
に
は
こ
れ
が
功

を
奏
し
、市
街
地
を
走
る
こ
と
で
沿
道
か
ら

多
く
の
声
援
が
得
ら
れ
る
と
と
も
に
、高
低

差
の
少
な
い
フ
ラ
ッ
ト
な
地
形
が
好
記
録
を

も
た
ら
す
コ
ー
ス
と
し
て
、大
会
の
知
名
度

向
上
に
一
役
買
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
1
9
8
1
年
11
月
1
日
、爽
や
か
な
秋
晴

れ
の
も
と
号
砲
が
鳴
り
響
き
、世
界
15
カ
国

地
域
か
ら
1
1
7
名
の
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー
が

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
、こ
こ
に
大
分
国
際
車
い

す
マ
ラ
ソ
ン
の
歴
史
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
記
念
す
べ
き
第
1
回
大
会
は
、フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
で
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
き
ま
す
。2
人
の

外
国
人
選
手
が
ゴ
ー
ル
間
際
で
手
を
握
り
合

い
並
ん
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
ン
を
越
え
、

友
情
の
同
時
優
勝
を
主
張
し
ま
し
た
が
、「
大

会
は
競
技
で
あ
っ
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
い
」と
し
て
、1
位
と
2
位
の
順
位
を
明

確
に
し
ま
し
た
。

　
慎
重
論
か
ら
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
み
で
ス

タ
ー
ト
し
た
本
大
会
で
す
が
、第
3
回
か
ら

待
望
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
開
始
し
、国
際
ス

ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
車
椅
子
競
技
連
盟
の

公
認
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
1
9
8
4
年
7
月
23
日
、中
村
裕
博
士
が

急
逝
さ
れ
ま
し
た
。享
年
57
歳
。同
年
の
第
4

回
大
会
は
、こ
れ
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に
朝

か
ら
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、ス
タ
ー
ト

直
前
に
雨
は
止
み
、カ
ナ
ダ
の
ア
ン
ド
レ
・
ビ

ジ
ェ
選
手
が
1
時
間
48
分
25
秒
の
世
界
最
高

記
録
で
後
の
4
連
覇
へ
と
繋
が
る
初
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

　
翌
第
5
回
大
会
は
、皇
太
子
同
妃
両
殿
下

（
現
上
皇
上
皇
后
両
陛
下
）の
ご
臨
席
の
も
と

開
催
さ
れ
、本
県
の
山
本
行
文
選
手
が
マ
ラ

ソ
ン
男
子
で
国
内
1
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
分
県
は「
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
」で
あ
る
九

州
の
北
東
部
に
位
置
し
、北
は
周
防
灘
に
、東

は
伊
予
灘
、豊
後
水
道
に
面
し
て
い
ま
す
。総

人
口
は
約
1
1
2
・
2
万
人（
令
和
3
年
2
月

現
在
）で
、人
口
の
最
も
多
い
市
町
村
が
県
庁

所
在
地
で
あ
る
大
分
市
の
約
47
・
7
万
人
、最

も
少
な
い
姫
島
村
は
約
0
・
17
万
人
で
す
。総

面
積
は
、約
6
3
4
1
㎢
で
、最
も
広
い
市
町

村
で
あ
る
佐
伯
市
の
面
積
約
9
0
3
㎢
は
、

九
州
一
の
広
さ
を
誇
り
ま
す
。

　
歴
史
を
紐
解
く
と
、古
く
は
豊
の
国
と
呼

ば
れ
、7
世
紀
の
終
わ
り
頃
、豊
前
・
豊
後
の

二
国
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。8
世
紀
に
は
宇

佐
神
宮
が
全
国
4
万
社
の
八
幡
の
総
本
宮
と

し
て
栄
え
、国
東
半
島
に
は「
六
郷
満
山
」と

呼
ば
れ
る
独
自
の
仏
教
文
化
が
花
開
き
ま
し

た
。

　
鎌
倉
時
代
、13
世
紀
の
初
め
に
、大
友
氏
が

守
護
と
し
て
豊
後
に
入
国
し
、以
後
4
0
0

年
間
統
治
が
続
き
ま
し
た
。特
に
、キ
リ
シ
タ

ン
大
名
と
し
て
名
高
い
大
友
宗
麟
の
時
代
に

は
、豊
前
を
含
め
北
部
九
州
6
カ
国
を
支
配

す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。宗
麟
は
、キ
リ
ス

ト
教
に
止
ま
ら
ず
西
洋
文
化
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
、府
内（
現
在
の
大
分
市
）や
臼
杵
に

ナ
の
時
代
を
見
据
え
、「
お
ん
せ
ん
県
お
お
い

た
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、優
れ
た

観
光
素
材
に
磨
き
を
か
け
、多
様
化
す
る
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
で
、国
内
は
も
と
よ

り
ア
ジ
ア
、さ
ら
に
は
欧
米
・
大
洋
州
か
ら
の

誘
客
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
我
が
国
に
お
い
て「
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の

父
」と
も
呼
ば
れ
る
中
村
裕
博
士
は
、大
分
県

別
府
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。九
州
大
学
医
学

部
に
学
び
、郷
里
の
国
立
別
府
病
院
で
整
形
外

科
科
長
を
務
め
て
い
た
1
9
6
0
年
5
月
、イ

ギ
リ
ス
の
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
病
院
国
立

脊
髄
損
傷
セ
ン
タ
ー
に
留
学
し
、ル
ー
ド
ウ
ィ

ヒ
・
グ
ッ
ド
マ
ン
博
士
に
学
び
ま
す
。

　
グ
ッ
ド
マ
ン
博
士
は
、第
二
次
大
戦
で
の

傷
痍
軍
人
の
治
療
を
通
じ
、ス
ポ
ー
ツ
を
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
入
れ
る
、当
時

と
し
て
は
画

期
的
な
手
法

を
導
入
し
、

現
在
の
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク

の
ル
ー
ツ
と

な
る
国
際
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
競
技
大

会
を
創
設
し
て
い
ま
し
た
。多
く
の
脊
髄
損

傷
患
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
社
会
復
帰
を

果
た
し
て
い
る
姿
に
衝
撃
を
受
け
た
中
村
博

士
は
、帰
国
後
矢
継
ぎ
早
に
行
動
を
開
始
し

ま
す
。

　
1
9
6
1
年
に
大
分
県
身
体
障
害
者
体
育

協
会
を
設
立
、同
年
第
1
回
大
分
県
身
体
障

害
者
体
育
大
会
を
全
国
で
初
め
て
開
催
し
、

翌
年
に
は
第
11
回
国
際
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ

ビ
ル
競
技
大
会
へ
選
手
２
名
を
派
遣
し
ま

す
。彼
ら
は
、日
本
は
も
と
よ
り
ア
ジ
ア
か
ら

初
の
参
加
選
手
と
な
り
ま
し
た（
こ
の
と
き
、

博
士
が
派
遣
費
用
を
捻
出
す
る
た
め
自
家
用

車
を
売
却
し
た
と
い
う
逸
話
は
つ
と
に
有
名

で
す
）。こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
世
界
に
向
か
っ
て

報
道
さ
れ
る
と
、国
内
で
も
認
識
が
改
め
ら

れ
、障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
が

高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
遡
る
こ
と
2
年
、1
9
6
0
年
の
ロ
ー
マ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
後
に
、同
地
で
国
際
ス

ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
競
技
大
会
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
。（
こ
れ
が
後
に
第
1
回
の
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
さ
れ
ま
す
）次
の
開
催
地

は
東
京
で
す
。博
士
の
行
動
力
が
多
く
の
関

係
者
を
動
か
し
、1
9
6
4
年
、博
士
自
身
が

選
手
団
長
を
務
め
た
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
へ
と
繋
が
り
ま
す
。日
本
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会
の
発
足
と
第
1
回
全
国
身
体
障

害
者
体
育
大
会
の
開
催
は
1
9
6
5 

年
で

あ
り
、中
村
博
士
の
功
績
は
、大
分
県
を
我
が

国
に
お
け
る
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
発
祥
の
地

へ
と
押
し
上
げ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
博
士
は
休
む
こ
と
な
く
進
み
続

け
ま
す
。日
本
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
は
力

強
く
歩
み
始
め
ま
し
た
が
、ア
ジ
ア
を
中
心

と
し
た
太
平
洋
地
域
の
障
が
い
者
の
ス
ポ
ー

ツ
環
境
は
、欧
米
に
比
べ
著
し
く
劣
っ
て
い

ま
し
た
。1
9
7
5
年
、博
士
の
提
唱
で「
第

1
回
極
東
・
南
太
平
洋
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
（F

a
r
 E

a
s
t a

n
d

 S
o

u
th
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e 

D
isa

b
led

、通
称
：
フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
）」が
大
分
市
・
別
府
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
は
、2
0
0
6
年

ま
で
に
9
回
開
催
さ
れ
、「
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技

大
会
」と
し
て
引
き
継
が
れ
、現
在
に
至
り
ま

す
。

　
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
の
歴
史
は
ア
メ
リ
カ
に

始
ま
り
ま
す
。1
9
7
4
年
に
オ
ハ
イ
オ
州

で
10
名
の
選
手
が
参
加
し
た「
第
１
回
ア
メ

を
得
て
い
ま
す
。

　
競
技
主
管
で
あ
る
大
分
陸
上
競
技
協
会
の

全
面
協
力
は
も
と
よ
り
、運
営
面
で
は
、中
村

博
士
が
設
立
し
た
太
陽
の
家
の
関
連
企
業
で

あ
る
オ
ム
ロ
ン
、ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
、本
田
技

研
工
業
、三
菱
商
事
、デ
ン
ソ
ー
な
ど
を
は
じ

め
と
し
た
多
く
の
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
県

内
外
か
ら
駆
け
つ
け
、観
客
や
交
通
整
理
、会

場
で
の
受
付
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、車
い
す
の
輸
送
な
ど
に
は
自
衛
隊

の
強
力
な
支
援
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、地

元
の
学
生
や
生
徒
、交
通
指
導
員
、さ
ら
に
は

沿
道
の
市
民
ま
で
も
が
レ
ー
ス
当
日
の
朝
に

コ
ー
ス
上
の
清
掃
を
行
う
な
ど
、大
会
事
務

局
も
そ
の
正
確
な
数
を
把
握
で
き
な
い
ほ
ど

多
く
の
方
々
の
協
力
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

　
そ
し
て
い
よ
い
よ
大
会
は
、こ
の
11
月
に

第
40
回
の
記
念
大
会
を
迎
え
ま
す
。記
念
大

会
の
延
期
を
決
定
し
た
昨
年
夏
の
時
点
で

は
、事
務
局
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
が
今

年
こ
そ
盛
大
に
記
念
大
会
を
開
催
で
き
る
も

の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、世

界
中
で
猛
威
を
振
い
続
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
衰
え
る
こ
と
を
知
ら
ず
、年
を
明

け
て
も
国
際
大
会
の
開
催
な
ど
全
く
見
通
せ

な
い
状
況
が
続
き
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
は
2
0
2
0
大
会
で
の
実
績

が
あ
り
、場
面
に
応
じ
た
マ
ス
ク
着
用
、デ
ィ

ス
タ
ン
ス
の
確
保
、手
指
消
毒
と
い
っ
た
ベ

ー
ス
と
な
る
対
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
こ
そ
持
っ
て

い
た
も
の
の
、今
回
は
国
際
大
会
と
し
て
の

対
策
を
実
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
の
U
S
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス

は
、コ
ロ
ナ
禍
で
行
わ
れ
た
最
初
の
国
際
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
一
つ
で
、関
係
者
の
行
動
範

囲
を
バ
ブ
ル
と
呼
ば
れ
る
空
間
に
限
定
し
た

こ
と
や
定
期
的
な
検
査
の
実
施
と
い
っ
た
対

策
を
採
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、2
月
に
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
プ
レ
イ

ブ
ッ
ク
初
版
が
公
開
さ
れ
、お
ぼ
ろ
げ
な
が

ら
も
対
策
の
骨
格
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
次
の
課
題
は
、我
が
国
が
海
外
か
ら
の
入

国
者
に
対
し
厳
重
な
防
疫
対
策
を
採
っ
て
い

る
中
で
の
外
国
人
選
手
の
招
聘
で
す
。オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
海
外
か
ら
の
入

国
を
前
提
と
し
た
国
家
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
、招
聘
手
続
き
の
参
考
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
幸
い
に
も
本
県
で
は
、世
界
的
な
ピ
ア
ニ

ス
ト
で
あ
る
マ
ル
タ
・
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
さ
ん

が
総
監
督
を
務
め
る「
別
府
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ

音
楽
祭
」が
1
9
9
8
年
か
ら
毎
年
開
催
さ

れ
て
お
り
、昨
年
延
期
さ
れ
た
第
22
回
音
楽

祭
は
、5
月
8
日
か
ら
6
月
22
日
に
か
け
て

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。残
念
な

が
ら
第
4
波
の
最
中
、音
楽
祭
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
さ
ん
を
始
め

と
す
る
海
外
か
ら
の
ソ
リ
ス
ト
の
来
日
は
、

入
管
法
に
定
め
る
特
段
の
事
情
に
該
当
す
る

も
の
と
し
て
国
か
ら
事
前
に
認
め
ら
れ
て
い

　
翌
第
37
回
大
会
は
、18
カ
国
・
地
域
か
ら

2
5
8
名
の
選
手
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま

し
た
。開
催
日
に
あ
わ
せ
る
よ
う
に
台
風
第

22
号
が
接
近
す
る
中
、レ
ー
ス
前
日
の
開
会

式
は
実
施
し
、最
後
ま
で
開
催
の
道
を
探
っ

て
い
た
も
の
の
、当
日
未
明
県
内
に
暴
風
警

報
が
発
令
さ
れ
、早
朝
の
コ
ー
ス
チ
ェ
ッ
ク

で
実
施
は
困
難
と
判
断
、大
会
史
上
初
の
中

止
と
決
ま
り
幻
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
2
0
2
0
年
、大
分
国
際
車
い
す

マ
ラ
ソ
ン
は
第
40
回
記
念
大
会
を
迎
え
る
予

定
で
し
た
。ス
イ
ス
の
マ
ニ
ュ
エ
ラ
・
シ
ャ
ー

選
手
が
女
子
T
53
／
54
の
世
界
記
録
を
樹
立

し
た
第
39
回
大
会
終
了
直
後
か
ら
関
連
イ
ベ

ン
ト
等
の
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
が
、1
月

以
降
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
流

行
が
深
刻
化
し
、3
月
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
延
期
が
決
定
、開
催
が

見
通
せ
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
発
祥
の
地
と
し
て
何
ら
か
の
形

で
開
催
で
き
な
い
か
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

40
回
記
念
大
会
は
延
期
し
、国
内
選
手
に
限

定
し
た「
大
分
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
2
0
2
0
」

を
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。国
内
外
の

主
要
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
大
会
が
相
次

い
で
中
止
・
延
期
と
な
る
中
、感
染
拡
大
防
止

と
大
会
開
催
の
両
立
は
困
難
を
極
め
ま
し
た

が
、選
手
全
員
へ
の
P
C
R
検
査
の
実
施
な

ど
で
き
る
限
り
の
対
策
を
講
じ
た
結
果
、大

会
関
係
者
の
感
染
は
ゼ
ロ
で
し
た
。

❶
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
大
会

　
今
日
で
は
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
筆
頭
に
、

車
い
す
の
部
が
設
け
ら
れ
て
い
る
ア
ボ
ッ

ト
・
ワ
ー
ル
ド
マ
ラ
ソ
ン
メ
ジ
ャ
ー
ズ
と
呼

ば
れ
る
世
界
6
大
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
で
一
流
選

手
に
よ
る
最
高
峰
の
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、本
大
会
も
そ
れ
ら
と
並
び
称

さ
れ
て
お
り
、マ
ラ
ソ
ン
T
53
／
54
ク
ラ
ス

の
男
女
を
始
め
、本
大
会
で
マ
ー
ク
さ
れ
た

３
つ
の
記
録
が
現
在
も
公
認
世
界
記
録
と
さ

れ
て
い
ま
す
。（
R
3
・
10
・
1
現
在
）

・
 T

53
／
54
 男
子
：
ハ
イ
ン
ツ
・
フ
ラ
イ

 
1
：
20
：
14
 第

19
回
大
会
1
9
9
9

 
 

女
子
：
マ
ニ
ュ
エ
ラ
・
シ
ャ
ー

 
1
：
35
：
42
 第

39
回
大
会
2
0
1
9

・
 T

52
　
 
女
子
：
八
巻
智
美

 
2
：
07
：
28
 第

28
回
大
会
2
0
0
8

❷
世
界
最
大
規
模
の
大
会

　
参
加
者
数
の
累
計
は
、昨
年
の
2
0
2
0 

大
会
ま
で
、実
に
世
界
78
カ
国
・
地
域
か
ら
述

べ
1
万
1
6
9
7
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。参

加
者
数
に
お
い
て
ピ
ー
ク
に
達
し
た

1
9
9
0
年
代
は
毎
年
4
0
0
人
規
模
の
開

催
が
続
き
、そ
の
後
減
少
し
た
と
は
い
え
、こ

こ
10
年
で
も
毎
年
2
0
0
人
を
超
え
る
選
手

が
参
加
す
る
な
ど
、一
大
会
と
し
て
は
世
界

最
大
規
模
を
誇
り
ま
す
。選
手
が
大
分
県
庁

前
を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
す
る
シ
ー
ン
は
壮
大

で
、大
分
名
物
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、

見
る
者
を
圧
倒
し
ま
す
。

❸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
協
力
体
制

　
本
大
会
の
最
大
と
い
っ
て
も
い
い
特
色
と

し
て
、か
つ
て
3
0
0
0
名
と
も
い
わ
れ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
大
規
模
な
協
力
体

制
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。国
際
大
会
と
し
て
不

可
欠
な
通
訳
は
、当
初
か
ら
大
分
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
・
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
や
大
分
外

国
人
妻
の
会
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、第
15
回
大
会
を
機
に

「
大
分
国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
通
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
アC

an
-d

o

（
キ
ャ
ン
・
ド
ゥ
）」へ
と
発

展
し
ま
し
た
。海
外
選
手
か
ら
は「
O
I
T
A

は
世
界
一
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」と
の
評
価

ま
し
た
。こ
こ
に
来
て
よ
う
や

く
方
向
性
が
見
え
、車
い
す
マ

ラ
ソ
ン
で
の
海
外
選
手
の
招
聘

の
目
処
が
立
ち
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、コ
ロ

ナ
禍
で
課
さ
れ
る
様
々
な
制
限

と
、通
常
大
会
と
は
異
な
る
記

念
大
会
と
の
両
立
に
は
特
に
苦

慮
し
ま
し
た
。準
備
を
進
め
る

中
で
、第
4
波
、5
波
に
見
舞
わ

れ
、開
催
そ
の
も
の
の
可
否
も

問
わ
れ
か
ね
な
い
状
況
で
し
た

が
、東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成

功
も
大
き
な
後
押
し
と
な
り
、

「
感
染
防
止
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」を
医
師
な
ど
専
門
家
で
構

成
し
た「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
委
員
会
」の
技

術
的
助
言
を
受
け
て
作
成
し
、

大
会
実
行
委
員
会
で
当
該
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や

記
念
大
会
と
し
て
の
関
連
行
事
を
含
め
た
大

会
実
施
要
綱
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
執
筆
時
点
で
、大
会
ま
で
1
ヶ
月
余
り
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、大
会
が
無
事
開
催
で
き
、

成
功
裏
に
終
わ
る
よ
う
、事
務
局
一
丸
と
な

っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

は
中
国
船
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
入
り
、「
南
蛮

貿
易
」が
盛
ん
に
行
わ
れ
、国
際
都
市
と
し
て

繁
栄
し
ま
し
た
。

　
16
世
紀
末
、豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
大
友
氏

が
除
国
さ
れ
る
と
領
国
は
極
端
に
細
分
化
さ

れ
、そ
の
後
約
3
0
0
年
間
小
藩
分
立
の
時

代
が
続
き
ま
し
た
。一
方
で
、各
地
に
城
下
町

文
化
が
花
開
い
た
こ
と
に
よ
り
、自
主
自
立

の
気
風
を
育
み
、代
表
的
な
と
こ
ろ
で
は
、南

画
家
の
田
能
村
竹
田
や
農
学
者
・
大
蔵
永
常
、

近
代
以
降
で
は
、小
説
家
・
野
上
弥
生
子
や
彫

刻
家
・
朝
倉
文
夫
な
ど
、多
く
の
優
れ
た
人
材

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
当
県
は
ま
た
、温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、海

や
山
な
ど
の
豊
か
な
自
然
、そ
の
中
で
育
ま

れ
た
新
鮮
で
安
全
な
食
材
、前
述
の
宇
佐
神

宮
や
六
郷
満
山
に
加
え
、国
宝
臼
杵
石
仏
や

富
貴
寺
大
堂
な
ど
、多
く
の
豊
か
な
地
域
資

源
が
あ
り
ま
す
。県
内
全
域
に
広
が
る
温
泉

は
、日
本
一
の
湧
出
量
と
源
泉
数
を
誇
り
、地

球
上
に
あ
る
10
種
類
の
泉
質
の
う
ち
8
種
類

を
有
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、「
T
h
e
・
お

お
い
た
」ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、関
あ
じ
・
関
さ

ば
、お
お
い
た
和
牛
な
ど
の
高
級
食
材
を
は

じ
め
、か
ぼ
す
や
し
い
た
け
な
ど
四
季
折
々

の
素
晴
ら
し
い
食
材
も
満
載
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
に
は
冬
の
時
代
が
続
い

て
い
ま
す
が
、い
ず
れ
訪
れ
る
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

4
．大
会
の
軌
跡

第
18
回
大
会（
1
9
9
8
）記
念
誌

第
3
回
大
会（
1
9
8
3
）記
念
誌（
表
紙
）

第
10
回
大
会（
1
9
9
0
）記
念
誌

第
13
回
大
会（
1
9
9
3
）記
念
誌

第
30
回
大
会（
2
0
1
0
）記
念
誌

第
19
回
大
会（
1
9
9
9
）記
念
誌

第
22
回
大
会（
2
0
0
2
）記
念
誌

第
24
回
大
会（
2
0
0
4
）記
念
誌
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1
9
9
0
年
10
月
28
日
、秋
篠
宮
同
妃
両
殿

下
の
ご
臨
席
の
も
と
、世
界
37
カ
国
地
域
か

ら
大
会
史
上
最
多
と
な
る
4
4
1
名
の
選
手

が
出
場
し
、第
10
回
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
、

マ
ラ
ソ
ン
女
子
で
オ
ラ
ン
ダ
の
ジ
ャ
ネ
ッ

ト
・
ジ
ャ
ン
セ
ン
選
手
が
世
界
最
高
記
録
で

優
勝
し
ま
し
た
。レ
ー
ス
に
先
立
ち
10
回
連

続
出
場
と
な
る
選
手
を
表
彰
す
る
と
と
も

に
、歴
代
優
勝
者
を
招
待
す
る
な
ど
、節
目
の

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
1
9
9
3
年
の
第
13
回
大
会
で
は
、マ
ラ

ソ
ン
男
子
で
ス
イ
ス
の
ハ
イ
ン
ツ
・
フ
ラ
イ

選
手
が
大
会
新
記
録
で
2
年
ぶ
り
3
度
目
の

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。車
い
す
の
鉄
人
と

い
わ
れ
、今
で
は
ス
ー
パ
ー
レ
ジ
ェ
ン
ド
で

あ
る
ハ
イ
ン
ツ
選
手
は
、こ
の
後
10
連
覇
を

達
成
し
、通
算
で
も
最
多
の
14
回
の
優
勝
を

誇
る
な
ど「
大
分
国
際
の
顔
」と
し
て
長
く
王

者
に
君
臨
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
1
9
9
8
年
の
第
18
回
大
会
か
ら
、O
B
S

大
分
放
送
に
よ
る
ラ
ジ
オ
実
況
中
継
が
開
始

さ
れ
る
と
と
も
に
、翌
年
の
第
19
回
大
会
で

は
、ハ
イ
ン
ツ
・
フ
ラ
イ
選
手
が
1
時
間
20
分

14
秒
の
世
界
最
高
記
録
で
7
連
覇
を
達
成
し

ま
し
た
。こ
の
記
録
は
今
な
お
男
子
マ
ラ
ソ
ン

T
53
／
54
ク
ラ
ス
の
世
界
記
録
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
2
0
0
0
年
11
月
12
日
、

寛
仁
親
王
殿
下
の
ご
臨
席
の
も
と
、世
界
30

カ
国
・
地
域
か
ら
4
1
7
名
の
選
手
が
出
場

し
、第
20
回
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
の
み
な
ら
ず
羽
田
や
関
西
国
際
空
港
で

の
歴
代
大
会
の
ポ
ス
タ
ー
・
写
真
展
の
開
催

や
20
回
連
続
出
場
選
手
の
表
彰
等
の
記
念
行

事
を
実
施
し
ま
し
た
。8
連
覇
を
達
成
し
た

ハ
イ
ン
ツ
・
フ
ラ
イ
選
手
に
は
初
と
な
る
外

国
人
名
誉
県
民
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
0
2
年
の
第
22
回
大
会
は
、大
会
史

上
初
の
雨
の
中
で
の
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し

た
。信
じ
ら
れ
な
い
話
で
す
が
、こ
こ
ま
で
21

年
間
雨
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
が
な
く
、雨
天

時
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
存
在
し
な
い
中
で

臨
機
の
対
応
と
な
り
ま
し
た
が
、幸
い
に
も

全
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
つ
つ
が
な
く
こ
な

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
年
以
降
数
度

の
雨
の
レ
ー
ス
を
経
験
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、事
前
に
準
備
し
た
雨
天
時
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
よ
り
、大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
円

滑
な
大
会
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
6
年
の
第
26
回
大
会
は
、国
際
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
公
認
大
会
と
な
る

と
と
も
に
、T
53
／
54
ク
ラ
ス
で
本
県
の
笹

原
廣
喜
選
手
が
日
本
人
と
し
て
初
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

　
2
0
1
0
年
11
月
14
日
、皇
太
子
殿
下（
現

天
皇
陛
下
）の
ご
臨
席
の
も
と
、世
界
20
カ

国
・
地
域
か
ら
3
0
7
名
の
選
手
が
出
場
し
、

第
30
回
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。節

目
の
大
会
と
し
て
、大
会
功
労
者
や
連
続
出

場
者
を
表
彰
す
る
記
念
式
典
を
行
事
と
し
て

独
立
さ
せ
た
こ
と
を
は
じ
め
、数
々
の
記
念

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。新
た
に
賞
金
制
を

導
入
し
た
レ
ー
ス
で
は
、後
に
絶
対
王
者
と

な
る
ス
イ
ス
の
マ
ル
セ
ル
・
フ
グ
選
手
が
T

34
／
53
／
54
で
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
2
0
1
6
年
の
第
36
回
大
会
で
、

つ
い
に
大
会
関
係
者
の
長
年
の
悲
願
で
あ
っ

た
テ
レ
ビ
の
実
況
生
中
継
が
実
現
し
ま
す
。

こ
こ
ま
で
幾
度
と
な
く
各
放
送
局
等
へ
実
現

に
向
け
た
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、一
部
コ
ー
ス
の
狭
小
さ
等
も
あ
っ
て
技
術

的
に
困
難
と
さ
れ
て
お
り
、録
画
で
の
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
放
送
に
止
ま
っ
て
い
ま
し
た
。空
か

ら
の
映
像
等
に
よ
り
困
難
を
克
服
し
、生
中

継
の
実
現
に
尽
力
い
た
だ
い
た
地
元
の
大
分

放
送
や
T
B
S
テ
レ
ビ
、大
会
の
協
賛
企
業

で
も
あ
る
本
田
技
研
工
業
を
は
じ
め
多
く
の

関
係
の
皆
さ
ま
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
ま

す
。レ
ー
ス
は
7
連
覇
を
狙
っ
た
マ
ル
セ
ル
・

フ
グ
選
手
が
ま
さ
か
の
ク
ラ
ッ
シ
ュ
で
リ
タ

イ
ヤ
と
な
り
、福
岡
県
の
山
本
浩
之
選
手
が

初
優
勝
、千
葉
県
の
鈴
木
朋
樹
選
手
も
2
位

に
入
り
、大
会
史
上
初
め
て
日
本
人
の
ワ
ン
・

ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と
な
り
ま
し
た
。

リ
カ
車
椅
子
大
会
」が
そ
の
起
源
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、距
離
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
わ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、翌
年
伝
統
あ
る
ボ

ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
で
常
識
を
覆
す
出
来
事
が

起
こ
り
ま
す
。

　
24
歳
の
青
年
、ボ
ブ
・
ホ
ー
ル
が
参
加
資
格

を
巡
り
訴
訟
を
起
こ
し
て
ま
で
車
い
す
で
参

加
し
、42
・
1
9
5
㎞
を
完
走
し
ま
し
た
。記

録
は
男
子
優
勝
者
に
遅
れ
る
こ
と
約
49
分
の

2
時
間
58
分
で
し
た
が
、彼
の
勇
気
が
世
界

中
の
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー
の
闘
争
心
に
火
を
つ

け
ま
し
た
。こ
う
し
た
動
き
は
当
然
我
が
国

に
も
伝
わ
り
、県
内
で
も
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
高
ま
り
ま
す
。

　
当
県
に
は
、国
内
で
も
歴
史
と
伝
統
を
誇

る
別
府
大
分
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
が
あ
り
ま
す
。

　
1
9
7
8
年
の
第
27
回
大
会
で
は
、県
出

身
の
宗
茂
、猛
の
双
子
の
ラ
ン
ナ
ー
が
ワ
ン
・

ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
を
果
た
し
、優
勝
し
た
茂

選
手
は
当
時
の
世
界
歴
代
２
位
の
記
録
を
マ

ー
ク
す
る
な
ど
、大
会
は
黄
金
時
代
を
迎
え

て
お
り
、県
内
の
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー
が
そ
こ

に
出
場
し
た
い
と
願
う
の
は
必
然
で
し
た
。

　「
ボ
ス
ト
ン
の
よ
う
に
健
常
者
と
共
に
走

ら
せ
た
い
」と
の
思
い
か
ら
、中
村
博
士
は
大

分
陸
上
競
技
協
会
な
ど
へ
車
い
す
で
の
参
加

を
正
式
に
申
し
入
れ
ま
す
が
、「
足
で
走
る
」

と
い
う
ル
ー
ル
上
の
問
題
か
ら
実
現
に
は
至

り
ま
せ
ん
。し
か
し
、「
車
い
す
だ
け
の
大
会

を
開
催
す
る
な
ら
協
力
す
る
」と
の
言
葉
が

次
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　
1
9
8
1
年
は
国
連
総
会
で
国
際
障
害
者

年
と
な
る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、大
分
県

で
は
そ
の
記
念
行
事
を
検
討
し
て
い
ま
し

た
。そ
こ
へ「
世
界
初
と
な
る
車
い
す
単
独
の

大
会
を
」と
い
う
中
村
博
士
の
提
案
が
持
ち

込
ま
れ
、つ
い
に
大
分
国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ

ン
の
開
催
が
決
定
し
ま
す
。

　
当
初
は
風
光
明
媚
な
別
大
マ
ラ
ソ
ン
と
同

じ
海
岸
コ
ー
ス
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、交

通
規
制
上
の
問
題
か
ら
実
現
せ
ず
、国
道

1
9
7
号
の
大
分
県
庁
前
を
ス
タ
ー
ト
、県

道
大
在
大
分
港
線
へ
向
か
い
、こ
こ
を
メ
イ

ン
に
大
分
市
内
を
周
回
、大
分
市
営
陸
上
競

技
場
を
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
地
点
と
す
る
コ
ー
ス

で
決
着
し
ま
し
た
。結
果
的
に
は
こ
れ
が
功

を
奏
し
、市
街
地
を
走
る
こ
と
で
沿
道
か
ら

多
く
の
声
援
が
得
ら
れ
る
と
と
も
に
、高
低

差
の
少
な
い
フ
ラ
ッ
ト
な
地
形
が
好
記
録
を

も
た
ら
す
コ
ー
ス
と
し
て
、大
会
の
知
名
度

向
上
に
一
役
買
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
1
9
8
1
年
11
月
1
日
、爽
や
か
な
秋
晴

れ
の
も
と
号
砲
が
鳴
り
響
き
、世
界
15
カ
国

地
域
か
ら
1
1
7
名
の
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー
が

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
、こ
こ
に
大
分
国
際
車
い

す
マ
ラ
ソ
ン
の
歴
史
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
記
念
す
べ
き
第
1
回
大
会
は
、フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
で
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
き
ま
す
。2
人
の

外
国
人
選
手
が
ゴ
ー
ル
間
際
で
手
を
握
り
合

い
並
ん
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
ン
を
越
え
、

友
情
の
同
時
優
勝
を
主
張
し
ま
し
た
が
、「
大

会
は
競
技
で
あ
っ
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
い
」と
し
て
、1
位
と
2
位
の
順
位
を
明

確
に
し
ま
し
た
。

　
慎
重
論
か
ら
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
み
で
ス

タ
ー
ト
し
た
本
大
会
で
す
が
、第
3
回
か
ら

待
望
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
開
始
し
、国
際
ス

ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
車
椅
子
競
技
連
盟
の

公
認
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
1
9
8
4
年
7
月
23
日
、中
村
裕
博
士
が

急
逝
さ
れ
ま
し
た
。享
年
57
歳
。同
年
の
第
4

回
大
会
は
、こ
れ
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に
朝

か
ら
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、ス
タ
ー
ト

直
前
に
雨
は
止
み
、カ
ナ
ダ
の
ア
ン
ド
レ
・
ビ

ジ
ェ
選
手
が
1
時
間
48
分
25
秒
の
世
界
最
高

記
録
で
後
の
4
連
覇
へ
と
繋
が
る
初
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

　
翌
第
5
回
大
会
は
、皇
太
子
同
妃
両
殿
下

（
現
上
皇
上
皇
后
両
陛
下
）の
ご
臨
席
の
も
と

開
催
さ
れ
、本
県
の
山
本
行
文
選
手
が
マ
ラ

ソ
ン
男
子
で
国
内
1
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
分
県
は「
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
」で
あ
る
九

州
の
北
東
部
に
位
置
し
、北
は
周
防
灘
に
、東

は
伊
予
灘
、豊
後
水
道
に
面
し
て
い
ま
す
。総

人
口
は
約
1
1
2
・
2
万
人（
令
和
3
年
2
月

現
在
）で
、人
口
の
最
も
多
い
市
町
村
が
県
庁

所
在
地
で
あ
る
大
分
市
の
約
47
・
7
万
人
、最

も
少
な
い
姫
島
村
は
約
0
・
17
万
人
で
す
。総

面
積
は
、約
6
3
4
1
㎢
で
、最
も
広
い
市
町

村
で
あ
る
佐
伯
市
の
面
積
約
9
0
3
㎢
は
、

九
州
一
の
広
さ
を
誇
り
ま
す
。

　
歴
史
を
紐
解
く
と
、古
く
は
豊
の
国
と
呼

ば
れ
、7
世
紀
の
終
わ
り
頃
、豊
前
・
豊
後
の

二
国
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。8
世
紀
に
は
宇

佐
神
宮
が
全
国
4
万
社
の
八
幡
の
総
本
宮
と

し
て
栄
え
、国
東
半
島
に
は「
六
郷
満
山
」と

呼
ば
れ
る
独
自
の
仏
教
文
化
が
花
開
き
ま
し

た
。

　
鎌
倉
時
代
、13
世
紀
の
初
め
に
、大
友
氏
が

守
護
と
し
て
豊
後
に
入
国
し
、以
後
4
0
0

年
間
統
治
が
続
き
ま
し
た
。特
に
、キ
リ
シ
タ

ン
大
名
と
し
て
名
高
い
大
友
宗
麟
の
時
代
に

は
、豊
前
を
含
め
北
部
九
州
6
カ
国
を
支
配

す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。宗
麟
は
、キ
リ
ス

ト
教
に
止
ま
ら
ず
西
洋
文
化
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
、府
内（
現
在
の
大
分
市
）や
臼
杵
に

ナ
の
時
代
を
見
据
え
、「
お
ん
せ
ん
県
お
お
い

た
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、優
れ
た

観
光
素
材
に
磨
き
を
か
け
、多
様
化
す
る
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
で
、国
内
は
も
と
よ

り
ア
ジ
ア
、さ
ら
に
は
欧
米
・
大
洋
州
か
ら
の

誘
客
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
我
が
国
に
お
い
て「
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の

父
」と
も
呼
ば
れ
る
中
村
裕
博
士
は
、大
分
県

別
府
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。九
州
大
学
医
学

部
に
学
び
、郷
里
の
国
立
別
府
病
院
で
整
形
外

科
科
長
を
務
め
て
い
た
1
9
6
0
年
5
月
、イ

ギ
リ
ス
の
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
病
院
国
立

脊
髄
損
傷
セ
ン
タ
ー
に
留
学
し
、ル
ー
ド
ウ
ィ

ヒ
・
グ
ッ
ド
マ
ン
博
士
に
学
び
ま
す
。

　
グ
ッ
ド
マ
ン
博
士
は
、第
二
次
大
戦
で
の

傷
痍
軍
人
の
治
療
を
通
じ
、ス
ポ
ー
ツ
を
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
入
れ
る
、当
時

と
し
て
は
画

期
的
な
手
法

を
導
入
し
、

現
在
の
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク

の
ル
ー
ツ
と

な
る
国
際
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
競
技
大

会
を
創
設
し
て
い
ま
し
た
。多
く
の
脊
髄
損

傷
患
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
社
会
復
帰
を

果
た
し
て
い
る
姿
に
衝
撃
を
受
け
た
中
村
博

士
は
、帰
国
後
矢
継
ぎ
早
に
行
動
を
開
始
し

ま
す
。

　
1
9
6
1
年
に
大
分
県
身
体
障
害
者
体
育

協
会
を
設
立
、同
年
第
1
回
大
分
県
身
体
障

害
者
体
育
大
会
を
全
国
で
初
め
て
開
催
し
、

翌
年
に
は
第
11
回
国
際
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ

ビ
ル
競
技
大
会
へ
選
手
２
名
を
派
遣
し
ま

す
。彼
ら
は
、日
本
は
も
と
よ
り
ア
ジ
ア
か
ら

初
の
参
加
選
手
と
な
り
ま
し
た（
こ
の
と
き
、

博
士
が
派
遣
費
用
を
捻
出
す
る
た
め
自
家
用

車
を
売
却
し
た
と
い
う
逸
話
は
つ
と
に
有
名

で
す
）。こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
世
界
に
向
か
っ
て

報
道
さ
れ
る
と
、国
内
で
も
認
識
が
改
め
ら

れ
、障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
が

高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
遡
る
こ
と
2
年
、1
9
6
0
年
の
ロ
ー
マ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
後
に
、同
地
で
国
際
ス

ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
競
技
大
会
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
。（
こ
れ
が
後
に
第
1
回
の
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
さ
れ
ま
す
）次
の
開
催
地

は
東
京
で
す
。博
士
の
行
動
力
が
多
く
の
関

係
者
を
動
か
し
、1
9
6
4
年
、博
士
自
身
が

選
手
団
長
を
務
め
た
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
へ
と
繋
が
り
ま
す
。日
本
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会
の
発
足
と
第
1
回
全
国
身
体
障

害
者
体
育
大
会
の
開
催
は
1
9
6
5 

年
で

あ
り
、中
村
博
士
の
功
績
は
、大
分
県
を
我
が

国
に
お
け
る
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
発
祥
の
地

へ
と
押
し
上
げ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
博
士
は
休
む
こ
と
な
く
進
み
続

け
ま
す
。日
本
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
は
力

強
く
歩
み
始
め
ま
し
た
が
、ア
ジ
ア
を
中
心

と
し
た
太
平
洋
地
域
の
障
が
い
者
の
ス
ポ
ー

ツ
環
境
は
、欧
米
に
比
べ
著
し
く
劣
っ
て
い

ま
し
た
。1
9
7
5
年
、博
士
の
提
唱
で「
第

1
回
極
東
・
南
太
平
洋
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
（F

a
r
 E

a
s
t a

n
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b
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、通
称
：
フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
）」が
大
分
市
・
別
府
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
は
、2
0
0
6
年

ま
で
に
9
回
開
催
さ
れ
、「
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技

大
会
」と
し
て
引
き
継
が
れ
、現
在
に
至
り
ま

す
。

　
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
の
歴
史
は
ア
メ
リ
カ
に

始
ま
り
ま
す
。1
9
7
4
年
に
オ
ハ
イ
オ
州

で
10
名
の
選
手
が
参
加
し
た「
第
１
回
ア
メ

を
得
て
い
ま
す
。

　
競
技
主
管
で
あ
る
大
分
陸
上
競
技
協
会
の

全
面
協
力
は
も
と
よ
り
、運
営
面
で
は
、中
村

博
士
が
設
立
し
た
太
陽
の
家
の
関
連
企
業
で

あ
る
オ
ム
ロ
ン
、ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
、本
田
技

研
工
業
、三
菱
商
事
、デ
ン
ソ
ー
な
ど
を
は
じ

め
と
し
た
多
く
の
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
県

内
外
か
ら
駆
け
つ
け
、観
客
や
交
通
整
理
、会

場
で
の
受
付
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、車
い
す
の
輸
送
な
ど
に
は
自
衛
隊

の
強
力
な
支
援
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、地

元
の
学
生
や
生
徒
、交
通
指
導
員
、さ
ら
に
は

沿
道
の
市
民
ま
で
も
が
レ
ー
ス
当
日
の
朝
に

コ
ー
ス
上
の
清
掃
を
行
う
な
ど
、大
会
事
務

局
も
そ
の
正
確
な
数
を
把
握
で
き
な
い
ほ
ど

多
く
の
方
々
の
協
力
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

　
そ
し
て
い
よ
い
よ
大
会
は
、こ
の
11
月
に

第
40
回
の
記
念
大
会
を
迎
え
ま
す
。記
念
大

会
の
延
期
を
決
定
し
た
昨
年
夏
の
時
点
で

は
、事
務
局
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
が
今

年
こ
そ
盛
大
に
記
念
大
会
を
開
催
で
き
る
も

の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、世

界
中
で
猛
威
を
振
い
続
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
衰
え
る
こ
と
を
知
ら
ず
、年
を
明

け
て
も
国
際
大
会
の
開
催
な
ど
全
く
見
通
せ

な
い
状
況
が
続
き
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
は
2
0
2
0
大
会
で
の
実
績

が
あ
り
、場
面
に
応
じ
た
マ
ス
ク
着
用
、デ
ィ

ス
タ
ン
ス
の
確
保
、手
指
消
毒
と
い
っ
た
ベ

ー
ス
と
な
る
対
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
こ
そ
持
っ
て

い
た
も
の
の
、今
回
は
国
際
大
会
と
し
て
の

対
策
を
実
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
の
U
S
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス

は
、コ
ロ
ナ
禍
で
行
わ
れ
た
最
初
の
国
際
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
一
つ
で
、関
係
者
の
行
動
範

囲
を
バ
ブ
ル
と
呼
ば
れ
る
空
間
に
限
定
し
た

こ
と
や
定
期
的
な
検
査
の
実
施
と
い
っ
た
対

策
を
採
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、2
月
に
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
プ
レ
イ

ブ
ッ
ク
初
版
が
公
開
さ
れ
、お
ぼ
ろ
げ
な
が

ら
も
対
策
の
骨
格
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
次
の
課
題
は
、我
が
国
が
海
外
か
ら
の
入

国
者
に
対
し
厳
重
な
防
疫
対
策
を
採
っ
て
い

る
中
で
の
外
国
人
選
手
の
招
聘
で
す
。オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
海
外
か
ら
の
入

国
を
前
提
と
し
た
国
家
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
、招
聘
手
続
き
の
参
考
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
幸
い
に
も
本
県
で
は
、世
界
的
な
ピ
ア
ニ

ス
ト
で
あ
る
マ
ル
タ
・
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
さ
ん

が
総
監
督
を
務
め
る「
別
府
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ

音
楽
祭
」が
1
9
9
8
年
か
ら
毎
年
開
催
さ

れ
て
お
り
、昨
年
延
期
さ
れ
た
第
22
回
音
楽

祭
は
、5
月
8
日
か
ら
6
月
22
日
に
か
け
て

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。残
念
な

が
ら
第
4
波
の
最
中
、音
楽
祭
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
さ
ん
を
始
め

と
す
る
海
外
か
ら
の
ソ
リ
ス
ト
の
来
日
は
、

入
管
法
に
定
め
る
特
段
の
事
情
に
該
当
す
る

も
の
と
し
て
国
か
ら
事
前
に
認
め
ら
れ
て
い

　
翌
第
37
回
大
会
は
、18
カ
国
・
地
域
か
ら

2
5
8
名
の
選
手
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま

し
た
。開
催
日
に
あ
わ
せ
る
よ
う
に
台
風
第

22
号
が
接
近
す
る
中
、レ
ー
ス
前
日
の
開
会

式
は
実
施
し
、最
後
ま
で
開
催
の
道
を
探
っ

て
い
た
も
の
の
、当
日
未
明
県
内
に
暴
風
警

報
が
発
令
さ
れ
、早
朝
の
コ
ー
ス
チ
ェ
ッ
ク

で
実
施
は
困
難
と
判
断
、大
会
史
上
初
の
中

止
と
決
ま
り
幻
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
2
0
2
0
年
、大
分
国
際
車
い
す

マ
ラ
ソ
ン
は
第
40
回
記
念
大
会
を
迎
え
る
予

定
で
し
た
。ス
イ
ス
の
マ
ニ
ュ
エ
ラ
・
シ
ャ
ー

選
手
が
女
子
T
53
／
54
の
世
界
記
録
を
樹
立

し
た
第
39
回
大
会
終
了
直
後
か
ら
関
連
イ
ベ

ン
ト
等
の
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
が
、1
月

以
降
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
流

行
が
深
刻
化
し
、3
月
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
延
期
が
決
定
、開
催
が

見
通
せ
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
発
祥
の
地
と
し
て
何
ら
か
の
形

で
開
催
で
き
な
い
か
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

40
回
記
念
大
会
は
延
期
し
、国
内
選
手
に
限

定
し
た「
大
分
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
2
0
2
0
」

を
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。国
内
外
の

主
要
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
大
会
が
相
次

い
で
中
止
・
延
期
と
な
る
中
、感
染
拡
大
防
止

と
大
会
開
催
の
両
立
は
困
難
を
極
め
ま
し
た

が
、選
手
全
員
へ
の
P
C
R
検
査
の
実
施
な

ど
で
き
る
限
り
の
対
策
を
講
じ
た
結
果
、大

会
関
係
者
の
感
染
は
ゼ
ロ
で
し
た
。

❶
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
大
会

　
今
日
で
は
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
筆
頭
に
、

車
い
す
の
部
が
設
け
ら
れ
て
い
る
ア
ボ
ッ

ト
・
ワ
ー
ル
ド
マ
ラ
ソ
ン
メ
ジ
ャ
ー
ズ
と
呼

ば
れ
る
世
界
6
大
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
で
一
流
選

手
に
よ
る
最
高
峰
の
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、本
大
会
も
そ
れ
ら
と
並
び
称

さ
れ
て
お
り
、マ
ラ
ソ
ン
T
53
／
54
ク
ラ
ス

の
男
女
を
始
め
、本
大
会
で
マ
ー
ク
さ
れ
た

３
つ
の
記
録
が
現
在
も
公
認
世
界
記
録
と
さ

れ
て
い
ま
す
。（
R
3
・
10
・
1
現
在
）

・
 T

53
／
54
 男
子
：
ハ
イ
ン
ツ
・
フ
ラ
イ

 
1
：
20
：
14
 第

19
回
大
会
1
9
9
9

 
 

女
子
：
マ
ニ
ュ
エ
ラ
・
シ
ャ
ー

 
1
：
35
：
42
 第

39
回
大
会
2
0
1
9

・
 T

52
　
 
女
子
：
八
巻
智
美

 
2
：
07
：
28
 第

28
回
大
会
2
0
0
8

❷
世
界
最
大
規
模
の
大
会

　
参
加
者
数
の
累
計
は
、昨
年
の
2
0
2
0 

大
会
ま
で
、実
に
世
界
78
カ
国
・
地
域
か
ら
述

べ
1
万
1
6
9
7
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。参

加
者
数
に
お
い
て
ピ
ー
ク
に
達
し
た

1
9
9
0
年
代
は
毎
年
4
0
0
人
規
模
の
開

催
が
続
き
、そ
の
後
減
少
し
た
と
は
い
え
、こ

こ
10
年
で
も
毎
年
2
0
0
人
を
超
え
る
選
手

が
参
加
す
る
な
ど
、一
大
会
と
し
て
は
世
界

最
大
規
模
を
誇
り
ま
す
。選
手
が
大
分
県
庁

前
を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
す
る
シ
ー
ン
は
壮
大

で
、大
分
名
物
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、

見
る
者
を
圧
倒
し
ま
す
。

❸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
協
力
体
制

　
本
大
会
の
最
大
と
い
っ
て
も
い
い
特
色
と

し
て
、か
つ
て
3
0
0
0
名
と
も
い
わ
れ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
大
規
模
な
協
力
体

制
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。国
際
大
会
と
し
て
不

可
欠
な
通
訳
は
、当
初
か
ら
大
分
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
・
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
や
大
分
外

国
人
妻
の
会
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、第
15
回
大
会
を
機
に

「
大
分
国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
通
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
アC

an
-d

o
（
キ
ャ
ン
・
ド
ゥ
）」へ
と
発

展
し
ま
し
た
。海
外
選
手
か
ら
は「
O
I
T
A

は
世
界
一
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」と
の
評
価

ま
し
た
。こ
こ
に
来
て
よ
う
や

く
方
向
性
が
見
え
、車
い
す
マ

ラ
ソ
ン
で
の
海
外
選
手
の
招
聘

の
目
処
が
立
ち
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、コ
ロ

ナ
禍
で
課
さ
れ
る
様
々
な
制
限

と
、通
常
大
会
と
は
異
な
る
記

念
大
会
と
の
両
立
に
は
特
に
苦

慮
し
ま
し
た
。準
備
を
進
め
る

中
で
、第
4
波
、5
波
に
見
舞
わ

れ
、開
催
そ
の
も
の
の
可
否
も

問
わ
れ
か
ね
な
い
状
況
で
し
た

が
、東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成

功
も
大
き
な
後
押
し
と
な
り
、

「
感
染
防
止
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」を
医
師
な
ど
専
門
家
で
構

成
し
た「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
委
員
会
」の
技

術
的
助
言
を
受
け
て
作
成
し
、

大
会
実
行
委
員
会
で
当
該
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や

記
念
大
会
と
し
て
の
関
連
行
事
を
含
め
た
大

会
実
施
要
綱
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
執
筆
時
点
で
、大
会
ま
で
1
ヶ
月
余
り
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、大
会
が
無
事
開
催
で
き
、

成
功
裏
に
終
わ
る
よ
う
、事
務
局
一
丸
と
な

っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

は
中
国
船
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
入
り
、「
南
蛮

貿
易
」が
盛
ん
に
行
わ
れ
、国
際
都
市
と
し
て

繁
栄
し
ま
し
た
。

　
16
世
紀
末
、豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
大
友
氏

が
除
国
さ
れ
る
と
領
国
は
極
端
に
細
分
化
さ

れ
、そ
の
後
約
3
0
0
年
間
小
藩
分
立
の
時

代
が
続
き
ま
し
た
。一
方
で
、各
地
に
城
下
町

文
化
が
花
開
い
た
こ
と
に
よ
り
、自
主
自
立

の
気
風
を
育
み
、代
表
的
な
と
こ
ろ
で
は
、南

画
家
の
田
能
村
竹
田
や
農
学
者
・
大
蔵
永
常
、

近
代
以
降
で
は
、小
説
家
・
野
上
弥
生
子
や
彫

刻
家
・
朝
倉
文
夫
な
ど
、多
く
の
優
れ
た
人
材

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
当
県
は
ま
た
、温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、海

や
山
な
ど
の
豊
か
な
自
然
、そ
の
中
で
育
ま

れ
た
新
鮮
で
安
全
な
食
材
、前
述
の
宇
佐
神

宮
や
六
郷
満
山
に
加
え
、国
宝
臼
杵
石
仏
や

富
貴
寺
大
堂
な
ど
、多
く
の
豊
か
な
地
域
資

源
が
あ
り
ま
す
。県
内
全
域
に
広
が
る
温
泉

は
、日
本
一
の
湧
出
量
と
源
泉
数
を
誇
り
、地

球
上
に
あ
る
10
種
類
の
泉
質
の
う
ち
8
種
類

を
有
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、「
T
h
e
・
お

お
い
た
」ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、関
あ
じ
・
関
さ

ば
、お
お
い
た
和
牛
な
ど
の
高
級
食
材
を
は

じ
め
、か
ぼ
す
や
し
い
た
け
な
ど
四
季
折
々

の
素
晴
ら
し
い
食
材
も
満
載
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
に
は
冬
の
時
代
が
続
い

て
い
ま
す
が
、い
ず
れ
訪
れ
る
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

6
．第
40
回
記
念
大
会
の

開
催
に
向
け
て

5
．大
分
国
際

車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
の

特
色

2
0
2
0
大
会
記
念
誌（
国
内
参
加
者
の
み
で
開
催
）

第
40
回
記
念
大
会（
2
0
2
1
）交
通
規
制
チ
ラ
シ

第
31
回
大
会（
2
0
1
1
）記
念
誌

第
36
回
大
会（
2
0
1
6
）記
念
誌

第
39
回
大
会（
2
0
1
9
）記
念
誌

24



1
9
9
0
年
10
月
28
日
、秋
篠
宮
同
妃
両
殿

下
の
ご
臨
席
の
も
と
、世
界
37
カ
国
地
域
か

ら
大
会
史
上
最
多
と
な
る
4
4
1
名
の
選
手

が
出
場
し
、第
10
回
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
、

マ
ラ
ソ
ン
女
子
で
オ
ラ
ン
ダ
の
ジ
ャ
ネ
ッ

ト
・
ジ
ャ
ン
セ
ン
選
手
が
世
界
最
高
記
録
で

優
勝
し
ま
し
た
。レ
ー
ス
に
先
立
ち
10
回
連

続
出
場
と
な
る
選
手
を
表
彰
す
る
と
と
も

に
、歴
代
優
勝
者
を
招
待
す
る
な
ど
、節
目
の

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
1
9
9
3
年
の
第
13
回
大
会
で
は
、マ
ラ

ソ
ン
男
子
で
ス
イ
ス
の
ハ
イ
ン
ツ
・
フ
ラ
イ

選
手
が
大
会
新
記
録
で
2
年
ぶ
り
3
度
目
の

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。車
い
す
の
鉄
人
と

い
わ
れ
、今
で
は
ス
ー
パ
ー
レ
ジ
ェ
ン
ド
で

あ
る
ハ
イ
ン
ツ
選
手
は
、こ
の
後
10
連
覇
を

達
成
し
、通
算
で
も
最
多
の
14
回
の
優
勝
を

誇
る
な
ど「
大
分
国
際
の
顔
」と
し
て
長
く
王

者
に
君
臨
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
1
9
9
8
年
の
第
18
回
大
会
か
ら
、O
B
S

大
分
放
送
に
よ
る
ラ
ジ
オ
実
況
中
継
が
開
始

さ
れ
る
と
と
も
に
、翌
年
の
第
19
回
大
会
で

は
、ハ
イ
ン
ツ
・
フ
ラ
イ
選
手
が
1
時
間
20
分

14
秒
の
世
界
最
高
記
録
で
7
連
覇
を
達
成
し

ま
し
た
。こ
の
記
録
は
今
な
お
男
子
マ
ラ
ソ
ン

T
53
／
54
ク
ラ
ス
の
世
界
記
録
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
2
0
0
0
年
11
月
12
日
、

寛
仁
親
王
殿
下
の
ご
臨
席
の
も
と
、世
界
30

カ
国
・
地
域
か
ら
4
1
7
名
の
選
手
が
出
場

し
、第
20
回
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
の
み
な
ら
ず
羽
田
や
関
西
国
際
空
港
で

の
歴
代
大
会
の
ポ
ス
タ
ー
・
写
真
展
の
開
催

や
20
回
連
続
出
場
選
手
の
表
彰
等
の
記
念
行

事
を
実
施
し
ま
し
た
。8
連
覇
を
達
成
し
た

ハ
イ
ン
ツ
・
フ
ラ
イ
選
手
に
は
初
と
な
る
外

国
人
名
誉
県
民
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
0
2
年
の
第
22
回
大
会
は
、大
会
史

上
初
の
雨
の
中
で
の
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し

た
。信
じ
ら
れ
な
い
話
で
す
が
、こ
こ
ま
で
21

年
間
雨
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
が
な
く
、雨
天

時
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
存
在
し
な
い
中
で

臨
機
の
対
応
と
な
り
ま
し
た
が
、幸
い
に
も

全
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
つ
つ
が
な
く
こ
な

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
年
以
降
数
度

の
雨
の
レ
ー
ス
を
経
験
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、事
前
に
準
備
し
た
雨
天
時
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
よ
り
、大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
円

滑
な
大
会
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
6
年
の
第
26
回
大
会
は
、国
際
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
公
認
大
会
と
な
る

と
と
も
に
、T
53
／
54
ク
ラ
ス
で
本
県
の
笹

原
廣
喜
選
手
が
日
本
人
と
し
て
初
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

　
2
0
1
0
年
11
月
14
日
、皇
太
子
殿
下（
現

天
皇
陛
下
）の
ご
臨
席
の
も
と
、世
界
20
カ

国
・
地
域
か
ら
3
0
7
名
の
選
手
が
出
場
し
、

第
30
回
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。節

目
の
大
会
と
し
て
、大
会
功
労
者
や
連
続
出

場
者
を
表
彰
す
る
記
念
式
典
を
行
事
と
し
て

独
立
さ
せ
た
こ
と
を
は
じ
め
、数
々
の
記
念

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。新
た
に
賞
金
制
を

導
入
し
た
レ
ー
ス
で
は
、後
に
絶
対
王
者
と

な
る
ス
イ
ス
の
マ
ル
セ
ル
・
フ
グ
選
手
が
T

34
／
53
／
54
で
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
2
0
1
6
年
の
第
36
回
大
会
で
、

つ
い
に
大
会
関
係
者
の
長
年
の
悲
願
で
あ
っ

た
テ
レ
ビ
の
実
況
生
中
継
が
実
現
し
ま
す
。

こ
こ
ま
で
幾
度
と
な
く
各
放
送
局
等
へ
実
現

に
向
け
た
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、一
部
コ
ー
ス
の
狭
小
さ
等
も
あ
っ
て
技
術

的
に
困
難
と
さ
れ
て
お
り
、録
画
で
の
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
放
送
に
止
ま
っ
て
い
ま
し
た
。空
か

ら
の
映
像
等
に
よ
り
困
難
を
克
服
し
、生
中

継
の
実
現
に
尽
力
い
た
だ
い
た
地
元
の
大
分

放
送
や
T
B
S
テ
レ
ビ
、大
会
の
協
賛
企
業

で
も
あ
る
本
田
技
研
工
業
を
は
じ
め
多
く
の

関
係
の
皆
さ
ま
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
ま

す
。レ
ー
ス
は
7
連
覇
を
狙
っ
た
マ
ル
セ
ル
・

フ
グ
選
手
が
ま
さ
か
の
ク
ラ
ッ
シ
ュ
で
リ
タ

イ
ヤ
と
な
り
、福
岡
県
の
山
本
浩
之
選
手
が

初
優
勝
、千
葉
県
の
鈴
木
朋
樹
選
手
も
2
位

に
入
り
、大
会
史
上
初
め
て
日
本
人
の
ワ
ン
・

ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と
な
り
ま
し
た
。

リ
カ
車
椅
子
大
会
」が
そ
の
起
源
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、距
離
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
わ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、翌
年
伝
統
あ
る
ボ

ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
で
常
識
を
覆
す
出
来
事
が

起
こ
り
ま
す
。

　
24
歳
の
青
年
、ボ
ブ
・
ホ
ー
ル
が
参
加
資
格

を
巡
り
訴
訟
を
起
こ
し
て
ま
で
車
い
す
で
参

加
し
、42
・
1
9
5
㎞
を
完
走
し
ま
し
た
。記

録
は
男
子
優
勝
者
に
遅
れ
る
こ
と
約
49
分
の

2
時
間
58
分
で
し
た
が
、彼
の
勇
気
が
世
界

中
の
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー
の
闘
争
心
に
火
を
つ

け
ま
し
た
。こ
う
し
た
動
き
は
当
然
我
が
国

に
も
伝
わ
り
、県
内
で
も
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
高
ま
り
ま
す
。

　
当
県
に
は
、国
内
で
も
歴
史
と
伝
統
を
誇

る
別
府
大
分
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
が
あ
り
ま
す
。

　
1
9
7
8
年
の
第
27
回
大
会
で
は
、県
出

身
の
宗
茂
、猛
の
双
子
の
ラ
ン
ナ
ー
が
ワ
ン
・

ツ
ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
を
果
た
し
、優
勝
し
た
茂

選
手
は
当
時
の
世
界
歴
代
２
位
の
記
録
を
マ

ー
ク
す
る
な
ど
、大
会
は
黄
金
時
代
を
迎
え

て
お
り
、県
内
の
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー
が
そ
こ

に
出
場
し
た
い
と
願
う
の
は
必
然
で
し
た
。

　「
ボ
ス
ト
ン
の
よ
う
に
健
常
者
と
共
に
走

ら
せ
た
い
」と
の
思
い
か
ら
、中
村
博
士
は
大

分
陸
上
競
技
協
会
な
ど
へ
車
い
す
で
の
参
加

を
正
式
に
申
し
入
れ
ま
す
が
、「
足
で
走
る
」

と
い
う
ル
ー
ル
上
の
問
題
か
ら
実
現
に
は
至

り
ま
せ
ん
。し
か
し
、「
車
い
す
だ
け
の
大
会

を
開
催
す
る
な
ら
協
力
す
る
」と
の
言
葉
が

次
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　
1
9
8
1
年
は
国
連
総
会
で
国
際
障
害
者

年
と
な
る
こ
と
が
決
定
し
て
お
り
、大
分
県

で
は
そ
の
記
念
行
事
を
検
討
し
て
い
ま
し

た
。そ
こ
へ「
世
界
初
と
な
る
車
い
す
単
独
の

大
会
を
」と
い
う
中
村
博
士
の
提
案
が
持
ち

込
ま
れ
、つ
い
に
大
分
国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ

ン
の
開
催
が
決
定
し
ま
す
。

　
当
初
は
風
光
明
媚
な
別
大
マ
ラ
ソ
ン
と
同

じ
海
岸
コ
ー
ス
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、交

通
規
制
上
の
問
題
か
ら
実
現
せ
ず
、国
道

1
9
7
号
の
大
分
県
庁
前
を
ス
タ
ー
ト
、県

道
大
在
大
分
港
線
へ
向
か
い
、こ
こ
を
メ
イ

ン
に
大
分
市
内
を
周
回
、大
分
市
営
陸
上
競

技
場
を
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
地
点
と
す
る
コ
ー
ス

で
決
着
し
ま
し
た
。結
果
的
に
は
こ
れ
が
功

を
奏
し
、市
街
地
を
走
る
こ
と
で
沿
道
か
ら

多
く
の
声
援
が
得
ら
れ
る
と
と
も
に
、高
低

差
の
少
な
い
フ
ラ
ッ
ト
な
地
形
が
好
記
録
を

も
た
ら
す
コ
ー
ス
と
し
て
、大
会
の
知
名
度

向
上
に
一
役
買
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
1
9
8
1
年
11
月
1
日
、爽
や
か
な
秋
晴

れ
の
も
と
号
砲
が
鳴
り
響
き
、世
界
15
カ
国

地
域
か
ら
1
1
7
名
の
車
い
す
ラ
ン
ナ
ー
が

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
、こ
こ
に
大
分
国
際
車
い

す
マ
ラ
ソ
ン
の
歴
史
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
記
念
す
べ
き
第
1
回
大
会
は
、フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
で
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
き
ま
す
。2
人
の

外
国
人
選
手
が
ゴ
ー
ル
間
際
で
手
を
握
り
合

い
並
ん
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
ン
を
越
え
、

友
情
の
同
時
優
勝
を
主
張
し
ま
し
た
が
、「
大

会
は
競
技
で
あ
っ
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
い
」と
し
て
、1
位
と
2
位
の
順
位
を
明

確
に
し
ま
し
た
。

　
慎
重
論
か
ら
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
み
で
ス

タ
ー
ト
し
た
本
大
会
で
す
が
、第
3
回
か
ら

待
望
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
開
始
し
、国
際
ス

ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
車
椅
子
競
技
連
盟
の

公
認
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
1
9
8
4
年
7
月
23
日
、中
村
裕
博
士
が

急
逝
さ
れ
ま
し
た
。享
年
57
歳
。同
年
の
第
4

回
大
会
は
、こ
れ
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に
朝

か
ら
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、ス
タ
ー
ト

直
前
に
雨
は
止
み
、カ
ナ
ダ
の
ア
ン
ド
レ
・
ビ

ジ
ェ
選
手
が
1
時
間
48
分
25
秒
の
世
界
最
高

記
録
で
後
の
4
連
覇
へ
と
繋
が
る
初
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

　
翌
第
5
回
大
会
は
、皇
太
子
同
妃
両
殿
下

（
現
上
皇
上
皇
后
両
陛
下
）の
ご
臨
席
の
も
と

開
催
さ
れ
、本
県
の
山
本
行
文
選
手
が
マ
ラ

ソ
ン
男
子
で
国
内
1
位
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
分
県
は「
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
」で
あ
る
九

州
の
北
東
部
に
位
置
し
、北
は
周
防
灘
に
、東

は
伊
予
灘
、豊
後
水
道
に
面
し
て
い
ま
す
。総

人
口
は
約
1
1
2
・
2
万
人（
令
和
3
年
2
月

現
在
）で
、人
口
の
最
も
多
い
市
町
村
が
県
庁

所
在
地
で
あ
る
大
分
市
の
約
47
・
7
万
人
、最

も
少
な
い
姫
島
村
は
約
0
・
17
万
人
で
す
。総

面
積
は
、約
6
3
4
1
㎢
で
、最
も
広
い
市
町

村
で
あ
る
佐
伯
市
の
面
積
約
9
0
3
㎢
は
、

九
州
一
の
広
さ
を
誇
り
ま
す
。

　
歴
史
を
紐
解
く
と
、古
く
は
豊
の
国
と
呼

ば
れ
、7
世
紀
の
終
わ
り
頃
、豊
前
・
豊
後
の

二
国
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。8
世
紀
に
は
宇

佐
神
宮
が
全
国
4
万
社
の
八
幡
の
総
本
宮
と

し
て
栄
え
、国
東
半
島
に
は「
六
郷
満
山
」と

呼
ば
れ
る
独
自
の
仏
教
文
化
が
花
開
き
ま
し

た
。

　
鎌
倉
時
代
、13
世
紀
の
初
め
に
、大
友
氏
が

守
護
と
し
て
豊
後
に
入
国
し
、以
後
4
0
0

年
間
統
治
が
続
き
ま
し
た
。特
に
、キ
リ
シ
タ

ン
大
名
と
し
て
名
高
い
大
友
宗
麟
の
時
代
に

は
、豊
前
を
含
め
北
部
九
州
6
カ
国
を
支
配

す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。宗
麟
は
、キ
リ
ス

ト
教
に
止
ま
ら
ず
西
洋
文
化
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
、府
内（
現
在
の
大
分
市
）や
臼
杵
に

ナ
の
時
代
を
見
据
え
、「
お
ん
せ
ん
県
お
お
い

た
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、優
れ
た

観
光
素
材
に
磨
き
を
か
け
、多
様
化
す
る
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
で
、国
内
は
も
と
よ

り
ア
ジ
ア
、さ
ら
に
は
欧
米
・
大
洋
州
か
ら
の

誘
客
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
我
が
国
に
お
い
て「
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の

父
」と
も
呼
ば
れ
る
中
村
裕
博
士
は
、大
分
県

別
府
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。九
州
大
学
医
学

部
に
学
び
、郷
里
の
国
立
別
府
病
院
で
整
形
外

科
科
長
を
務
め
て
い
た
1
9
6
0
年
5
月
、イ

ギ
リ
ス
の
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
病
院
国
立

脊
髄
損
傷
セ
ン
タ
ー
に
留
学
し
、ル
ー
ド
ウ
ィ

ヒ
・
グ
ッ
ド
マ
ン
博
士
に
学
び
ま
す
。

　
グ
ッ
ド
マ
ン
博
士
は
、第
二
次
大
戦
で
の

傷
痍
軍
人
の
治
療
を
通
じ
、ス
ポ
ー
ツ
を
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
入
れ
る
、当
時

と
し
て
は
画

期
的
な
手
法

を
導
入
し
、

現
在
の
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク

の
ル
ー
ツ
と

な
る
国
際
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
競
技
大

会
を
創
設
し
て
い
ま
し
た
。多
く
の
脊
髄
損

傷
患
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
社
会
復
帰
を

果
た
し
て
い
る
姿
に
衝
撃
を
受
け
た
中
村
博

士
は
、帰
国
後
矢
継
ぎ
早
に
行
動
を
開
始
し

ま
す
。

　
1
9
6
1
年
に
大
分
県
身
体
障
害
者
体
育

協
会
を
設
立
、同
年
第
1
回
大
分
県
身
体
障

害
者
体
育
大
会
を
全
国
で
初
め
て
開
催
し
、

翌
年
に
は
第
11
回
国
際
ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ

ビ
ル
競
技
大
会
へ
選
手
２
名
を
派
遣
し
ま

す
。彼
ら
は
、日
本
は
も
と
よ
り
ア
ジ
ア
か
ら

初
の
参
加
選
手
と
な
り
ま
し
た（
こ
の
と
き
、

博
士
が
派
遣
費
用
を
捻
出
す
る
た
め
自
家
用

車
を
売
却
し
た
と
い
う
逸
話
は
つ
と
に
有
名

で
す
）。こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
世
界
に
向
か
っ
て

報
道
さ
れ
る
と
、国
内
で
も
認
識
が
改
め
ら

れ
、障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関
心
が

高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
遡
る
こ
と
2
年
、1
9
6
0
年
の
ロ
ー
マ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
後
に
、同
地
で
国
際
ス

ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
競
技
大
会
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
。（
こ
れ
が
後
に
第
1
回
の
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
さ
れ
ま
す
）次
の
開
催
地

は
東
京
で
す
。博
士
の
行
動
力
が
多
く
の
関

係
者
を
動
か
し
、1
9
6
4
年
、博
士
自
身
が

選
手
団
長
を
務
め
た
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
へ
と
繋
が
り
ま
す
。日
本
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会
の
発
足
と
第
1
回
全
国
身
体
障

害
者
体
育
大
会
の
開
催
は
1
9
6
5 

年
で

あ
り
、中
村
博
士
の
功
績
は
、大
分
県
を
我
が

国
に
お
け
る
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
発
祥
の
地

へ
と
押
し
上
げ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
博
士
は
休
む
こ
と
な
く
進
み
続

け
ま
す
。日
本
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
は
力

強
く
歩
み
始
め
ま
し
た
が
、ア
ジ
ア
を
中
心

と
し
た
太
平
洋
地
域
の
障
が
い
者
の
ス
ポ
ー

ツ
環
境
は
、欧
米
に
比
べ
著
し
く
劣
っ
て
い

ま
し
た
。1
9
7
5
年
、博
士
の
提
唱
で「
第

1
回
極
東
・
南
太
平
洋
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
（F

a
r
 E

a
s
t a

n
d
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b
led

、通
称
：
フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
）」が
大
分
市
・
別
府
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
は
、2
0
0
6
年

ま
で
に
9
回
開
催
さ
れ
、「
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技

大
会
」と
し
て
引
き
継
が
れ
、現
在
に
至
り
ま

す
。

　
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
の
歴
史
は
ア
メ
リ
カ
に

始
ま
り
ま
す
。1
9
7
4
年
に
オ
ハ
イ
オ
州

で
10
名
の
選
手
が
参
加
し
た「
第
１
回
ア
メ

を
得
て
い
ま
す
。

　
競
技
主
管
で
あ
る
大
分
陸
上
競
技
協
会
の

全
面
協
力
は
も
と
よ
り
、運
営
面
で
は
、中
村

博
士
が
設
立
し
た
太
陽
の
家
の
関
連
企
業
で

あ
る
オ
ム
ロ
ン
、ソ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
、本
田
技

研
工
業
、三
菱
商
事
、デ
ン
ソ
ー
な
ど
を
は
じ

め
と
し
た
多
く
の
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
県

内
外
か
ら
駆
け
つ
け
、観
客
や
交
通
整
理
、会

場
で
の
受
付
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、車
い
す
の
輸
送
な
ど
に
は
自
衛
隊

の
強
力
な
支
援
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、地

元
の
学
生
や
生
徒
、交
通
指
導
員
、さ
ら
に
は

沿
道
の
市
民
ま
で
も
が
レ
ー
ス
当
日
の
朝
に

コ
ー
ス
上
の
清
掃
を
行
う
な
ど
、大
会
事
務

局
も
そ
の
正
確
な
数
を
把
握
で
き
な
い
ほ
ど

多
く
の
方
々
の
協
力
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

　
そ
し
て
い
よ
い
よ
大
会
は
、こ
の
11
月
に

第
40
回
の
記
念
大
会
を
迎
え
ま
す
。記
念
大

会
の
延
期
を
決
定
し
た
昨
年
夏
の
時
点
で

は
、事
務
局
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
が
今

年
こ
そ
盛
大
に
記
念
大
会
を
開
催
で
き
る
も

の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、世

界
中
で
猛
威
を
振
い
続
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
衰
え
る
こ
と
を
知
ら
ず
、年
を
明

け
て
も
国
際
大
会
の
開
催
な
ど
全
く
見
通
せ

な
い
状
況
が
続
き
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
は
2
0
2
0
大
会
で
の
実
績

が
あ
り
、場
面
に
応
じ
た
マ
ス
ク
着
用
、デ
ィ

ス
タ
ン
ス
の
確
保
、手
指
消
毒
と
い
っ
た
ベ

ー
ス
と
な
る
対
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
こ
そ
持
っ
て

い
た
も
の
の
、今
回
は
国
際
大
会
と
し
て
の

対
策
を
実
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
2
0
2
0
年
の
U
S
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス

は
、コ
ロ
ナ
禍
で
行
わ
れ
た
最
初
の
国
際
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
一
つ
で
、関
係
者
の
行
動
範

囲
を
バ
ブ
ル
と
呼
ば
れ
る
空
間
に
限
定
し
た

こ
と
や
定
期
的
な
検
査
の
実
施
と
い
っ
た
対

策
を
採
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、2
月
に
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
プ
レ
イ

ブ
ッ
ク
初
版
が
公
開
さ
れ
、お
ぼ
ろ
げ
な
が

ら
も
対
策
の
骨
格
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
次
の
課
題
は
、我
が
国
が
海
外
か
ら
の
入

国
者
に
対
し
厳
重
な
防
疫
対
策
を
採
っ
て
い

る
中
で
の
外
国
人
選
手
の
招
聘
で
す
。オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
海
外
か
ら
の
入

国
を
前
提
と
し
た
国
家
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
、招
聘
手
続
き
の
参
考
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
幸
い
に
も
本
県
で
は
、世
界
的
な
ピ
ア
ニ

ス
ト
で
あ
る
マ
ル
タ
・
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
さ
ん

が
総
監
督
を
務
め
る「
別
府
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ

音
楽
祭
」が
1
9
9
8
年
か
ら
毎
年
開
催
さ

れ
て
お
り
、昨
年
延
期
さ
れ
た
第
22
回
音
楽

祭
は
、5
月
8
日
か
ら
6
月
22
日
に
か
け
て

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。残
念
な

が
ら
第
4
波
の
最
中
、音
楽
祭
は
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
さ
ん
を
始
め

と
す
る
海
外
か
ら
の
ソ
リ
ス
ト
の
来
日
は
、

入
管
法
に
定
め
る
特
段
の
事
情
に
該
当
す
る

も
の
と
し
て
国
か
ら
事
前
に
認
め
ら
れ
て
い

　
翌
第
37
回
大
会
は
、18
カ
国
・
地
域
か
ら

2
5
8
名
の
選
手
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま

し
た
。開
催
日
に
あ
わ
せ
る
よ
う
に
台
風
第

22
号
が
接
近
す
る
中
、レ
ー
ス
前
日
の
開
会

式
は
実
施
し
、最
後
ま
で
開
催
の
道
を
探
っ

て
い
た
も
の
の
、当
日
未
明
県
内
に
暴
風
警

報
が
発
令
さ
れ
、早
朝
の
コ
ー
ス
チ
ェ
ッ
ク

で
実
施
は
困
難
と
判
断
、大
会
史
上
初
の
中

止
と
決
ま
り
幻
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
2
0
2
0
年
、大
分
国
際
車
い
す

マ
ラ
ソ
ン
は
第
40
回
記
念
大
会
を
迎
え
る
予

定
で
し
た
。ス
イ
ス
の
マ
ニ
ュ
エ
ラ
・
シ
ャ
ー

選
手
が
女
子
T
53
／
54
の
世
界
記
録
を
樹
立

し
た
第
39
回
大
会
終
了
直
後
か
ら
関
連
イ
ベ

ン
ト
等
の
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
が
、1
月

以
降
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
流

行
が
深
刻
化
し
、3
月
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
延
期
が
決
定
、開
催
が

見
通
せ
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
発
祥
の
地
と
し
て
何
ら
か
の
形

で
開
催
で
き
な
い
か
検
討
を
重
ね
た
結
果
、

40
回
記
念
大
会
は
延
期
し
、国
内
選
手
に
限

定
し
た「
大
分
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
2
0
2
0
」

を
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。国
内
外
の

主
要
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
大
会
が
相
次

い
で
中
止
・
延
期
と
な
る
中
、感
染
拡
大
防
止

と
大
会
開
催
の
両
立
は
困
難
を
極
め
ま
し
た

が
、選
手
全
員
へ
の
P
C
R
検
査
の
実
施
な

ど
で
き
る
限
り
の
対
策
を
講
じ
た
結
果
、大

会
関
係
者
の
感
染
は
ゼ
ロ
で
し
た
。

❶
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
大
会

　
今
日
で
は
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
筆
頭
に
、

車
い
す
の
部
が
設
け
ら
れ
て
い
る
ア
ボ
ッ

ト
・
ワ
ー
ル
ド
マ
ラ
ソ
ン
メ
ジ
ャ
ー
ズ
と
呼

ば
れ
る
世
界
6
大
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
で
一
流
選

手
に
よ
る
最
高
峰
の
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、本
大
会
も
そ
れ
ら
と
並
び
称

さ
れ
て
お
り
、マ
ラ
ソ
ン
T
53
／
54
ク
ラ
ス

の
男
女
を
始
め
、本
大
会
で
マ
ー
ク
さ
れ
た

３
つ
の
記
録
が
現
在
も
公
認
世
界
記
録
と
さ

れ
て
い
ま
す
。（
R
3
・
10
・
1
現
在
）

・
 T

53
／
54
 男
子
：
ハ
イ
ン
ツ
・
フ
ラ
イ

 
1
：
20
：
14
 第

19
回
大
会
1
9
9
9

 
 

女
子
：
マ
ニ
ュ
エ
ラ
・
シ
ャ
ー

 
1
：
35
：
42
 第

39
回
大
会
2
0
1
9

・
 T

52
　
 
女
子
：
八
巻
智
美

 
2
：
07
：
28
 第

28
回
大
会
2
0
0
8

❷
世
界
最
大
規
模
の
大
会

　
参
加
者
数
の
累
計
は
、昨
年
の
2
0
2
0 

大
会
ま
で
、実
に
世
界
78
カ
国
・
地
域
か
ら
述

べ
1
万
1
6
9
7
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。参

加
者
数
に
お
い
て
ピ
ー
ク
に
達
し
た

1
9
9
0
年
代
は
毎
年
4
0
0
人
規
模
の
開

催
が
続
き
、そ
の
後
減
少
し
た
と
は
い
え
、こ

こ
10
年
で
も
毎
年
2
0
0
人
を
超
え
る
選
手

が
参
加
す
る
な
ど
、一
大
会
と
し
て
は
世
界

最
大
規
模
を
誇
り
ま
す
。選
手
が
大
分
県
庁

前
を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
す
る
シ
ー
ン
は
壮
大

で
、大
分
名
物
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、

見
る
者
を
圧
倒
し
ま
す
。

❸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
協
力
体
制

　
本
大
会
の
最
大
と
い
っ
て
も
い
い
特
色
と

し
て
、か
つ
て
3
0
0
0
名
と
も
い
わ
れ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
大
規
模
な
協
力
体

制
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。国
際
大
会
と
し
て
不

可
欠
な
通
訳
は
、当
初
か
ら
大
分
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
・
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
や
大
分
外

国
人
妻
の
会
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、第
15
回
大
会
を
機
に

「
大
分
国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
通
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
アC

an
-d

o

（
キ
ャ
ン
・
ド
ゥ
）」へ
と
発

展
し
ま
し
た
。海
外
選
手
か
ら
は「
O
I
T
A

は
世
界
一
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」と
の
評
価

ま
し
た
。こ
こ
に
来
て
よ
う
や

く
方
向
性
が
見
え
、車
い
す
マ

ラ
ソ
ン
で
の
海
外
選
手
の
招
聘

の
目
処
が
立
ち
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、コ
ロ

ナ
禍
で
課
さ
れ
る
様
々
な
制
限

と
、通
常
大
会
と
は
異
な
る
記

念
大
会
と
の
両
立
に
は
特
に
苦

慮
し
ま
し
た
。準
備
を
進
め
る

中
で
、第
4
波
、5
波
に
見
舞
わ

れ
、開
催
そ
の
も
の
の
可
否
も

問
わ
れ
か
ね
な
い
状
況
で
し
た

が
、東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成

功
も
大
き
な
後
押
し
と
な
り
、

「
感
染
防
止
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」を
医
師
な
ど
専
門
家
で
構

成
し
た「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
委
員
会
」の
技

術
的
助
言
を
受
け
て
作
成
し
、

大
会
実
行
委
員
会
で
当
該
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や

記
念
大
会
と
し
て
の
関
連
行
事
を
含
め
た
大

会
実
施
要
綱
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
執
筆
時
点
で
、大
会
ま
で
1
ヶ
月
余
り
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、大
会
が
無
事
開
催
で
き
、

成
功
裏
に
終
わ
る
よ
う
、事
務
局
一
丸
と
な

っ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

は
中
国
船
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
入
り
、「
南
蛮

貿
易
」が
盛
ん
に
行
わ
れ
、国
際
都
市
と
し
て

繁
栄
し
ま
し
た
。

　
16
世
紀
末
、豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
大
友
氏

が
除
国
さ
れ
る
と
領
国
は
極
端
に
細
分
化
さ

れ
、そ
の
後
約
3
0
0
年
間
小
藩
分
立
の
時

代
が
続
き
ま
し
た
。一
方
で
、各
地
に
城
下
町

文
化
が
花
開
い
た
こ
と
に
よ
り
、自
主
自
立

の
気
風
を
育
み
、代
表
的
な
と
こ
ろ
で
は
、南

画
家
の
田
能
村
竹
田
や
農
学
者
・
大
蔵
永
常
、

近
代
以
降
で
は
、小
説
家
・
野
上
弥
生
子
や
彫

刻
家
・
朝
倉
文
夫
な
ど
、多
く
の
優
れ
た
人
材

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　
当
県
は
ま
た
、温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、海

や
山
な
ど
の
豊
か
な
自
然
、そ
の
中
で
育
ま

れ
た
新
鮮
で
安
全
な
食
材
、前
述
の
宇
佐
神

宮
や
六
郷
満
山
に
加
え
、国
宝
臼
杵
石
仏
や

富
貴
寺
大
堂
な
ど
、多
く
の
豊
か
な
地
域
資

源
が
あ
り
ま
す
。県
内
全
域
に
広
が
る
温
泉

は
、日
本
一
の
湧
出
量
と
源
泉
数
を
誇
り
、地

球
上
に
あ
る
10
種
類
の
泉
質
の
う
ち
8
種
類

を
有
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、「
T
h
e
・
お

お
い
た
」ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、関
あ
じ
・
関
さ

ば
、お
お
い
た
和
牛
な
ど
の
高
級
食
材
を
は

じ
め
、か
ぼ
す
や
し
い
た
け
な
ど
四
季
折
々

の
素
晴
ら
し
い
食
材
も
満
載
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
に
は
冬
の
時
代
が
続
い

て
い
ま
す
が
、い
ず
れ
訪
れ
る
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

6
．第
40
回
記
念
大
会
の

開
催
に
向
け
て

5
．大
分
国
際

車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
の

特
色

2
0
2
0
大
会
記
念
誌（
国
内
参
加
者
の
み
で
開
催
）

第
40
回
記
念
大
会（
2
0
2
1
）交
通
規
制
チ
ラ
シ

第
31
回
大
会（
2
0
1
1
）記
念
誌

第
36
回
大
会（
2
0
1
6
）記
念
誌

第
39
回
大
会（
2
0
1
9
）記
念
誌
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の
高
い
サ
ー
ビ
ス
や
、豊
富
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
す
る
こ
と
で
地
域
振
興
や
市
民
の
健
康

な
身
体
づ
く
り
の
促
進
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
ま
た
、オ
ー
プ
ン
以
来
、県
レ
ベ
ル
の
競
技

会
が
続
々
と
開
催
さ
れ
る
中
、全
国
的
な
イ

ベ
ン
ト
と
し
て「
水
泳
の
日
2
0
1
7
・
金

沢
」が
開
催
さ
れ
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、日

本
水
泳
連
盟
が
、水
泳
の
さ
ら
な
る
普
及
と

発
展
、競
技
力
の
向
上
と
競
技
人
口
の
拡
大

を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
お
り
、地
方
に
お

い
て
行
政
と
連
携
し
た
初
の
開
催
と
な
り
、

総
勢
30
人
を
超
え
る
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
や
日
本

代
表
選
手
が
ゲ
ス
ト
で
登
場
し
、参
加
者
と

一
緒
に
泳
ぎ
、レ
ッ
ス
ン
を
行
う
こ
と
で
交

流
を
深
め
た
。ほ
か
、2
0
1
7
年
9
月
の
日

本
選
手
権
水
泳
競
技
大
会（
飛
込
競
技
）や
、

2
0
1
8
年
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体（
飛

込
・
水
球
・
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ
ン

グ
）な
ど
の
大
規
模
大
会
が
開
催
さ
れ
、ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
競
技
を
間
近
に
感
じ
る
こ
と

で
、競
技
力
の
向
上
や
地
域
の
活
性
化
が
期

待
さ
れ
る
。

　
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
は
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
効
果
を
地
方

に
も
波
及
さ
せ
る
た
め
に
国
が
設
け
た
制
度

で
あ
り
、「
参
加
国
と
地
域
の
住
民
が
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
経
済
等
の
多
様
な
分
野
で
交
流
す

る
こ
と
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
に
活
か

し
、末
永
い
交
流
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
」と
説
明
さ
れ
、全
国
で
約
5
3
0
の

自
治
体
・
地
域
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
金
沢
市
は
姉
妹
都
市
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
・

ナ
ン
シ
ー
市
と
ロ
シ
ア
・
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
市

と
の
縁
か
ら
、フ
ラ
ン
ス
と
ロ
シ
ア
の
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
に
登
録
し
、フ
ラ
ン
ス
の
水
泳
3

種
目（
競
泳
、飛
込
、マ
ラ
ソ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
）、

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、パ
ラ
水
泳
と
、ロ

シ
ア
の
飛
込
種
目
の
、計
6
チ
ー
ム
、92
名
の

選
手
団
の
事
前
合
宿
を
受
け
入
れ
た
。

　
実
施
体
制
と
し
て
、平
成
29（
2
0
1
7
）年

に
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連

事
業
推
進
室
を
設
け
、フ
ラ
ン
ス
と
ロ
シ
ア

の
各
競
技
連
盟
に
よ
る
練
習
会
場
や
宿
泊
施

設
等
の
視
察
を
経
て
、事
前
合
宿
を
金
沢
市

で
行
う
旨
の
協
定
を
締
結
し
た
。そ
の
後
、

2
0
2
0
年
の
大
会
直
前
の
事
前
合
宿
に
向

け
た
予
行
練
習
と
し
て
、令
和
元（
2
0
1
9
）

年
度
ま
で
に
延
べ
5
チ
ー
ム
、59
名
が
プ
レ

合
宿
を
行
っ
た
。プ
レ
合
宿
で
は
、練
習
時
間

帯
、食
事
の
素
材
と
分
量
、オ
フ
の
日
の
過
ご

し
方
、好
ま
れ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
文
化
体

運
営
コ
ス
ト
を
考
慮
し
た
施
設
整
備
」と
し
、

気
候
・
風
土
・
施
設
特
性
に
合
致
し
た「
環
境

共
存
型
プ
ー
ル
」の
整
備
。

施
設
の
概
要

　
本
施
設
は
、鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

（
一
部
鉄
骨
造
）、地
上
3
階
、地
下
1
階
、延

床
面
積
1
4
1
4
8
・
42
㎡
の
通
年
屋
内
型

プ
ー
ル
で
、50
ｍ
プ
ー
ル
、飛
び
込
み
プ
ー

ル
、25
ｍ
サ
ブ
プ
ー
ル
及
び
諸
室
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
観
客
席
は
仮
設
を
含
め

2
5
0
0
人
の
収
容
が
可
能
で
あ
り
、日
本

水
泳
連
盟
主
催
の
主
要
な
国
内
大
会
が
開
催

可
能
で
あ
る
。

　
50
ｍ
プ
ー
ル
は
、50
ｍ
×
25
ｍ
×
水
深

2
・
0
ｍ
、10
レ
ー
ン
の
国
際
基
準
プ
ー
ル

で
、可
動
壁
に
よ
り
25
ｍ
プ
ー
ル（
短
水
路

公
認
）及
び
多
目
的
プ
ー
ル
の
2
面
に
区

分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。全
床
が
可
動
床

と
な
っ
て
お
り
、水
深
0
〜
2
・
0
ｍ
に
調

整
す
る
こ
と
が
で
き
、水
球
競
技
に
も
対

応
し
て
い
る
。

　
飛
び
込
み
プ
ー
ル
は
、25
ｍ
×
20
ｍ
×
水

深
5
・
0
ｍ
の
国
際
基
準
プ
ー
ル
で
、高
飛
込

用（
10
ｍ
、7
・
5
ｍ
、5
ｍ
各
1
台
）及
び
飛

板
飛
込
用（
3
ｍ
、1
ｍ
各
2
基
）の
飛
込
台

を
有
す
る
。ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ

ン
グ
に
も
対
応
す
る
ほ
か
、競
泳
大
会
時
に

は
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
用
と
し
て
も
利
用

さ
れ
る
。

　
25
ｍ
サ
ブ
プ
ー
ル
は
、25
ｍ
×
14
ｍ
×
水

深
1
・
1
ｍ
又
は
1
・
35
ｍ（
2
段
オ
ー
バ
ー

フ
ロ
ー
）、7
レ
ー
ン
で
、主
に
一
般
開
放
し

て
利
用
さ
れ
、大
規
模
大
会
時
に
は
ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
用
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
。

施
設
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
本
施
設
は
、大
規
模
屋
内
プ
ー
ル
の
管
理

運
営
実
績
の
あ
る
事
業
者
を
中
心
に
、地
元

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
等
で
構
成
さ
れ
た

「
金
沢
プ
ー
ル
共
同
事
業
体
」が
管
理
運
営
を

行
っ
て
お
り
、民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
質

施
設
整
備
の
経
緯

「
金
沢
市
営
総
合
プ
ー
ル
」は
、金
沢
市
の
大

規
模
プ
ー
ル
と
し
て
金
沢
南
総
合
運
動
公
園

内
に
昭
和
34（
1
9
5
9
）年
に
オ
ー
プ
ン

し
、石
川
国
体
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
な
ど
数
多

く
の
全
国
大
会
の
舞
台
と
な
っ
て
き
た
。ま

た
、こ
れ
ま
で
多
く
の
市
民
や
水
泳
愛
好
者

に
親
し
ま
れ
て
き
た
。し
か
し
な
が
ら
、供
用

か
ら
50
年
以
上
経
過
し
、施
設
設
備
の
老
朽

化
が
顕
在
化
し
て
い
た
。

　
金
沢
市
で
は
平
成
27（
2
0
1
5
）年
3
月

に「
金
沢
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」を
策
定

し
、「
ス
ポ
ー
ツ
で
人
と
ま
ち
を
元
気
に
す
る

ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
し
、ス
ポ
ー
ツ
が
文
化

と
し
て
認
識
さ
れ
る
社
会
の
確
立
を
め
ざ
し

て
い
る
。こ
の
計
画
実
現
の
中
核
を
担
う
の

が
金
沢
城
北
市
民
運
動
公
園
で
、「
市
民
ス
ポ

ー
ツ
の
推
進
及
び
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
拠
点
」

と
し
て
、「
金
沢
市
営
総
合
プ
ー
ル
」を
移
転

新
築
す
る
か
た
ち
で「
金
沢
プ
ー
ル
」が
整
備

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、平
成
29（
2
0
1
7
）年

4
月
9
日
に
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
た
。

施
設
の
整
備
方
針

　
本
施
設
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、次
の
5

つ
の
整
備
方
針
を
基
に
計
画
、施
工
し
て
い

る
。

（
1
）「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
一
般
の
市

民
利
用
の
ニ
ー
ズ
ま
で
幅
広
く
対
応
し
た
、

い
つ
来
て
も
泳
げ
る
プ
ー
ル
」と
し
、屋
内
国

際
公
認
プ
ー
ル
と
し
て
の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
な

品
質
の
確
保
と
、大
会
開
催
・
一
般
利
用
・
併

用
利
用
に
配
慮
し
た
利
便
性
の
高
い「
い
つ

で
も
・
だ
れ
で
も
泳
ぎ
に
来
ら
れ
る
プ
ー
ル
」

を
整
備
。

（
2
）「
公
園
施
設
と
の
連
携
に
よ
る
、新
た
な

「
健
康
」と「
ス
ポ
ー
ツ
」へ
の
架
け
橋
と
な
る

施
設
づ
く
り
」と
し
、屋
内
広
場
を
含
む
公
園

施
設
と
の
連
携
に
よ
り
、健
康
増
進
・
親
水
促

進
の
核
と
な
る
施
設
を
整
備
。

（
3
）「
都
市
公
園
施
設
と
し
て
、公
園
内
外
の

景
観
、周
辺
環
境
と
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
」と

し
、金
沢
の
3
つ
の
台
地
と
、新
た
な
プ
ー
ル

の
屋
根
の
稜
線
が
呼
応
す
る
、金
沢
の
原
風

景
と
調
和
す
る
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
形
成
。

（
4
）「
金
沢
の
歴
史
的
・
文
化
的
文
脈
を
感
じ

る
木
ウ
ォ
ー
ル
に
よ
る
伝
統
工
芸
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
」と
し
、伝
統
工
芸
で
あ

る
指
物（
木
工
）を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
地
場
産

の
木
仕
上
材
に
よ
る
織
物
の
よ
う
な
外
観
デ

ザ
イ
ン
。

（
5
）「
環
境
負
荷
の
低
減
や
自
然
と
の
共
生
、

2017年にオープンした「金沢プール」

合宿開始（フランス選手団）

飛び込みプール。アーティスティックスイミングにも対応。

感
染
さ
せ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、計
画
を
変
更
し
、選
手
団
ご
と
に
専
属
チ

ー
ム
を
編
成
し
、他
の
選
手
団
と
は
接
触
し

な
い
体
制
を
作
る
こ
と
と
し
た
。し
か
し
、こ

の
方
法
で
は
ス
タ
ッ
フ
の
必
要
人
数
は
2
倍

以
上
必
要
と
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、毎
日

の
行
動
を
制
限
で
き
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

バ
ブ
ル
の
中
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、戦
力
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
で
き
な
い
。更

に
、い
ざ
陽
性
者
が
発
生
す
る
と
保
健
所
や

病
院
に
付
き
添
う
通
訳
も
必
要
と
な
る
な

ど
、ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
た
。そ

こ
で
外
部
の
人
材
を「
助
っ
人
」と
し
て
仲
間

に
入
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。こ
の「
助
っ

人
」に
求
め
ら
れ
る
資
質
は
、「
外
国
語
が
話

せ
る
」「
外
国
人
と
接
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
い

る
」「
感
染
防
止
対
策
に
慣
れ
て
い
る
」と
い

う
3
点
で
あ
り
、こ
れ
ら
を
全
て
備
え
て
い

る
国
際
線
客
室
乗
務
員
を
7
名
、日
本
航
空

か
ら
出
向
職
員
と
し
て
迎
え
入
れ
た
。彼
ら

は
選
手
団
が
搭
乗
す
る
航
空
便
の
手
配
や
ま

と
ま
っ
た
客
席
の
確
保
、空
港
内
の
選
手
団

の
導
線
確
保
や
案
内
な
ど
、事
前
合
宿
期
間

中
だ
け
で
な
く
選
手
団
の
母
国
出
発
か
ら
帰

国
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。異
例
づ
く
め
の

東
京
大
会
に
不
安
を
感
じ
る
選
手
団
に
と
っ

て
も
救
世
主
と
な
り
、絶
大
な
信
頼
を
得
る

こ
と
と
な
っ
た
。

③
市
民
と
の
交
流

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、事
前
合
宿
中
は
対

面
で
の
交
流
や
接
触
型
の
文
化
体
験
な
ど
は

で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、距
離
を
確
保
し
て

の
対
話
や
リ
モ
ー
ト
で
の
交
流
の
機
会
を
設

け
、地
元
の
競
技
団
体
や
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
、障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
小
中
学
生
な
ど
が

一
流
選
手
と
交
流
し
た
。ま
た
、練
習
を
一
般

公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、無
観
客
と
な
っ
た

東
京
と
は
異
な
り
、選
手
の
生
の
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
と
多
く
の
市
民
が
練
習
会
場

を
訪
れ
、選
手
団
と
手
を
振
り
合
う
な
ど
心

を
交
わ
し
た
。

　
市
内
12
の
小
中
学
校
か
ら
は
、練
習
会
場

と
宿
泊
施
設
の
往
復
し
か
で
き
な
い
選
手
団

の
ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
よ
う
と
ユ
ニ
ー
ク
な

動
画
が
届
き
、選
手
団
の
食
事
中
に
放
映
し

た
。選
手
団
一
人
ひ
と
り
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ

ー
ド
を
届
け
た
学
校
も
あ
り
、選
手
団
か
ら

感
謝
の
動
画
や
寄
せ
書
き
な
ど
も
届
い
て
い

る
。文
化
体
験
と
し
て
、和
食
や
金
箔
貼
り
、

人
形
の
絵
付
け
な
ど
を
用
意
し
た
ほ
か
、宿

泊
施
設
内
に
土
産
品
を
陳
列
し
て
注
文
を
受

け
付
け
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
味
わ
っ
て
も
ら

っ
た
。な
か
で
も
好
評
だ
っ
た
の
は
小
学
生

が
用
意
し
た
こ
ま
や
折
り
紙
、書
道
な
ど
の

日
本
文
化
体
験
で
あ
り
、選
手
団
が
鉢
巻
き

を
し
な
が
ら
書
道
を
す
る
姿
な
ど
が
彼
ら
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、

金
沢
で
は
事
前
合
宿
の
段
階
か
ら
盛
り
上
が

り
を
見
せ
、東
京
大
会
の
開
幕
を
迎
え
た
。

験
な
ど
、準
備
す
べ
き
事
項
を
確
認
し
な
が

ら
経
験
を
積
み
重
ね
る
と
と
も
に
、相
手
国

選
手
団
と
の
人
間
関
係
も
築
い
て
き
た
。

　
ま
た
、プ
レ
合
宿
に
あ
た
っ
て
は
、地
元
の

競
技
団
体
に
練
習
機
材
の
調
達
や
合
同
練
習

の
相
手
役
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、一

般
市
民
、ス
ポ
ー
ツ
団
体
、通
訳
、学
生
、経
済

団
体
等
か
ら
96
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
登
録

す
る
な
ど
、2
0
2
0
年
の
事
前
合
宿
に
向

け
た
準
備
と
体
制
を
整
え
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
世
界
的
な
拡
大
に
よ
り
、2
0
2
0
年

の
東
京
大
会
は
延
期
と
な
っ
た
。１
年
の
ブ

ラ
ン
ク
に
よ
り「
相
手
国
選
手
団
と
の
人
間

関
係
の
維
持
」と「
東
京
大
会
に
対
す
る
市
民

の
機
運
の
持
続
」に
危
機
感
が
生
じ
た
こ
と

か
ら
始
め
た
の
が
、相
手
国
と
の
動
画
交
流

で
あ
る
。ま
ず
は
、こ
れ
ま
で
の
プ
レ
合
宿
で

選
手
団
と
面
識
の
あ
る
市
職
員
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
が
相
手
国
チ
ー
ム
に
向
け
て

「
2
0
2
1
年
に
待
っ
て
る
よ
！
」と
動
画
を

撮
影
し
て
送
信
し
た
と
こ
ろ
、相
手
国
選
手

団
か
ら
も「
金
沢
に
行
く
の
が
待
ち
遠
し

い
！
」と
い
っ
た
動
画
が
返
信
さ
れ
て
き
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ

ン
グ
選
手
団
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
自
宅
で
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
様
子
を
地
元
の
ジ
ュ
ニ
ア

チ
ー
ム
が
実
践
し
、そ
の
様
子
を
撮
影
し
た

動
画
を
フ
ラ
ン
ス
へ
送
っ
た
と
こ
ろ
、「
か
わ

い
い
」と
の
反
応
が
返
っ
て
き
た
こ
と
も
あ

っ
た
。こ
の
よ
う
な
交
流
が
始
ま
り
、寄
せ
ら

れ
た
動
画
は
60
本
以
上
、参
加
者
は
3
0
0

人
超
に
達
し
た
。こ
の
様
子
を
市
民
に
も
知

っ
て
も
ら
い
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
へ
の
機
運
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、動

画
に
字
幕
を
付
け
て
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。こ
の
動
画
交
流
に

は
、事
前
合
宿
に
直
接
関
係
し
な
い
地
元
の

音
楽
家
、文
化
芸
能
家
、寿
司
職
人
、学
生
な

ど
も
加
わ
り
交
流
の
裾
野
が
拡
大
し
た
ほ

か
、金
沢
市
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
活
動
に
つ
い

て
の
市
民
の
認
知
も
高
ま
る
な
ど
、「
相
手
国

と
の
人
間
関
係
の
維
持
」と「
市
民
の
機
運
の

持
続
」が
解
決
し
た
だ
け
で
な
く
、相
互
の
理

解
が
更
に
深
ま
っ
た
１
年
と
な
っ
た
。

　
さ
て
、2
0
2
1
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、厳
し
い
入
国
制

限
、バ
ブ
ル
方
式
に
よ
る
感
染
防
止
対
策
、無

観
客
な
ど
、前
例
の
な
い
大
会
と
な
り
、ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
の
事
前
合
宿
も
感
染
防
止
対
策
を

徹
底
し
て
の
実
施
と
な
っ
た
。多
く
の
制
約

が
あ
る
中
で
、金
沢
市
が
行
っ
た
取
り
組
み

の
一
部
を
紹
介
す
る
。

①
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

　
国
は
令
和
2（
2
0
2
0
）年
11
月
に「
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
等
に
お
け
る
選
手
等
受
け
入
れ

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
手
引
き
」を
発
表
し
、全

国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
開
始
し
た
。し
か
し
、金

沢
市
で
は
そ
の
4
か
月
前
か
ら
、感
染
リ
ス

ク
の
高
い
パ
ラ
選
手
団
に
も
対
応
で
き
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
着
手
し
て
お
り
、こ
れ

を
ベ
ー
ス
に
、国
や
大
会
組
織
委
員
会
が
発

表
す
る
手
引
き
や
プ
レ
イ
ブ
ッ
ク
等
の
内
容

を
織
り
込
み
な
が
ら
リ
バ
イ
ス
を
重
ね
て
き

た
。ま
た
、相
手
国
選
手
団
と
の
リ
モ
ー
ト
会

議
を
開
催
し
て
選
手
団
の
意
見
や
経
験
を
取

り
入
れ
る
と
と
も
に
、こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

実
効
性
が
あ
る
の
か
、机
上
の
空
論
に
な
っ

て
い
な
い
か
な
ど
の
議
論
も
交
わ
し
た
。更

に
、市
職
員
、通
訳
、練
習
施
設
・
宿
泊
施
設
な

ど
の
関
係
者
が
参
加
し
て
図
上
訓
練
や
実
地

訓
練
な
ど
も
実
施
し
た
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、

選
手
団
は
バ
ブ
ル
方
式
等
に
よ
る
制
約
を
理

解
し
、双
方
の
信
頼
関
係
の
中
で
事
前
合
宿

が
順
調
か
つ
安
全
に
実
施
で
き
た
。

②
合
宿
受
入
体
制
の
見
直
し
と

日
本
航
空
か
ら
の
出
向
職
員
の
活
躍

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
以
前
は
、合
宿
受
入
の

た
め
の
ス
タ
ッ
フ
数
を
最
低
限
と
す
る
た
め

に
、午
前
は
Ａ
選
手
団
、午
後
は
Ｂ
選
手
団
の

サ
ポ
ー
ト
に
入
る
と
い
う
よ
う
な
ア
メ
ー
バ

ー
方
式
で
ス
タ
ッ
フ
が
従
事
す
る
計
画
と
し

て
い
た
が
、そ
の
方
法
で
は
、ど
こ
か
の
選
手

団
に
感
染
が
発
生
し
た
ら
他
の
選
手
団
に
も

　　
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
環
境
が
変
化
す
る

中
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
選
手
団

と
の
交
流
や
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
た
。特

に
今
回
は
、動
画
交
流
に
よ
っ
て
選
手
団
と

合
宿
受
入
ス
タ
ッ
フ
の
人
間
関
係
が
よ
り
深

ま
っ
た
と
と
も
に
、動
画
に
参
加
し
た
市
民

層
が
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
だ
け
で
な
く
多
様
な

分
野
に
拡
が
っ
た
こ
と
や
、小
中
学
生
や
地

元
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
が
動
画
を
作
成
す
る
な
ど

の
時
間
的
余
裕
が
生
ま
れ
た
こ
と
、合
宿
受

入
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
相
手
国
選
手
団
と
議
論
し

な
が
ら
作
成
し
た
こ
と
な
ど
、東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
１
年
延
期
さ

れ
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
成
果
は
数
え
き
れ

な
い
。も
し
、予
定
ど
お
り
2
0
2
0
年
に
大

会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
ら
、こ
こ
ま
で
相
手

国
と
我
々
ス
タ
ッ
フ
や
市
民
と
の
強
い
信
頼

関
係
が
生
ま
れ
ず
に
過
ぎ
去
っ
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。2
0
2
1
年
の
事
前
合
宿
を
振

り
返
る
と
、「
開
催
の
め
ど
が
立
た
な
い
」「
無

観
客
」「
選
手
団
は
自
由
に
外
出
で
き
な
い
」

「
市
民
と
の
対
面
で
の
接
触
が
で
き
な
い
」な

ど
、な
い
も
の
づ
く
し
だ
っ
た
。し
か
し
、そ

ん
な
状
況
下
で
も
与
え
ら
れ
た
条
件
の
な
か

で
工
夫
を
繰
り
返
し
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
こ

と
が
実
を
結
び
、事
前
合
宿
は
成
功
し
た
。パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
父
と
呼
ば
れ
る
ル
ー
ト
ヴ

ィ
ヒ
・
グ
ッ
ト
マ
ン
博
士
の「
失
っ
た
も
の
を

数
え
る
な
、残
さ
れ
た
も
の
を
最
大
限
生
か

せ
」の
教
え
ど
お
り
の
結
果
と
な
っ
た
。

　
今
回
の
事
前
合
宿
を
通
じ
た
国
際
交
流
が

成
功
し
た
理
由
は
、ス
ポ
ー
ツ
だ
け
を
目
的

と
す
る
の
で
は
な
く
、芸
術
・
文
化
・
教
育
・
経

済
な
ど
様
々
な
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
手
法

で
参
加
し
、核
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
を
盛
り
上

げ
る
た
め
に
協
力
し
合
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、我
々
市
民
と
相
手
国
選

手
団
と
の
間
で
、「
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た
ら
、

再
度
、対
面
で
交
流
し
よ
う
」と
の
共
通
認
識

が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。そ
の
結
果
う
れ
し

い
協
議
が
成
立
し
た
。来
年（
2
0
2
2
年
）

５
月
に
福
岡
で
開
催
さ
れ
る
F
I
N
A
世
界

水
泳
選
手
権
の
事
前
合
宿
を
再
び
金
沢
市
で

行
い
、改
め
て
市
民
と
の
交
流
の
場
を
検
討

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。そ
の
際
に

は
、多
様
な
市
民
が
参
加
し
、ス
ポ
ー
ツ
以
外

の
分
野
で
も
草
の
根
の
交
流
が
展
開
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
金
沢
市
で
は
、本
市
の
文
化
に
更
に
厚
み

を
持
た
せ
、発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、新
た

な
価
値
と
し
て
の「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
」 

を
推

進
し
、後
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
、そ
の
決
意
や
、市
、市
民

及
び
事
業
者
な
ど
の
役
割
、基
本
理
念
を
示

し
た「
金
沢
市
ス
ポ
ー
ツ
文
化
推
進
条
例
」を

平
成
30（
2
0
1
8
）年
4
月
に
制
定
し
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
で
人
と
ま
ち
を
元
気
に
す
る
」こ

と
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、活

力
と
魅
力
の
あ
る
ま
ち
と
し
て
い
く
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
こ
と
は
も
と
よ
り
、観
る

こ
と
、支
え
る
こ
と
、応
援
す
る
こ
と
、語
り

合
う
こ
と
な
ど
が
日
常
的
に
行
わ
れ
、こ
れ

ら
が
人
々
の
生
活
の
中
に
溶
け
込
む
と
と
も

に
、そ
の
状
態
が
風
土
と
し
て
根
付
き
、受
け

継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。ま

た
、同
年
7
月
に
は
、金
沢
の
文
化
と
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
地
域
経
済

の
活
性
化
、文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
活
用
・
振

興
、そ
し
て
金
沢
ブ
ラ
ン
ド
の
醸
成
・
発
信
を

目
的
と
し
て「
金
沢
文
化
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」を
設
立
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
中
、金
沢
プ
ー

ル
で
は
、金
沢
市
出
身
に
し
て
日
本
の
飛
込

の
礎
を
築
き
、7
人
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表

選
手
を
育
て
た
中
田
周
三
氏
の
功
績
を
讃
え

る「
中
田
周
三
杯
飛
込
競
技
大
会
」の
開
催
、

金
沢
文
化
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る

「
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
選
手
権
大
会
」の
誘

致
、日
本
代
表
選
手
や
大
学
の
合
宿
・
キ
ャ
ン

プ
で
の
利
用
な
ど
、ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
推
進

を
担
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
金
沢
プ
ー
ル
は
、本
市
に
お
け
る

健
康
づ
く
り
や
体
力
向
上
、ま
た
は
競
技
力

向
上
の
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、屋
内
国
際

公
認
プ
ー
ル
と
い
う
資
源
と
本
市
の
地
域
資

源
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
国
内
外
の
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
に
つ
な
げ
、本
市
の

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
交
流
人
口
の
拡
大
と
地

域
活
性
化
を
図
る
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て

い
く
。

5

特
集

石
川
県
金
沢
市

「
ス
ポ
ー
ツ
で
人
と
ま
ち
を
元
気
に
す
る
」

金
沢
市
が
実
践
し
て
き
た
こ
と

金
沢
が
め
ざ
す
の
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
、支
え
る
、応
援
す
る
、語
り
合
う
な
ど
が

日
常
と
な
り
、受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
。

金
沢
プ
ー
ル
は
、そ
の
シ
ン
ボ
ル
だ
。

金
沢
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

金
沢
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業
推
進
室

金
沢
プ
ー
ル
の

整
備
に
つ
い
て

1
．「
金
沢
プ
ー
ル
」

整
備
の
背
景
と
目
的

さ
し
も
の



の
高
い
サ
ー
ビ
ス
や
、豊
富
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
す
る
こ
と
で
地
域
振
興
や
市
民
の
健
康

な
身
体
づ
く
り
の
促
進
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
ま
た
、オ
ー
プ
ン
以
来
、県
レ
ベ
ル
の
競
技

会
が
続
々
と
開
催
さ
れ
る
中
、全
国
的
な
イ

ベ
ン
ト
と
し
て「
水
泳
の
日
2
0
1
7
・
金

沢
」が
開
催
さ
れ
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、日

本
水
泳
連
盟
が
、水
泳
の
さ
ら
な
る
普
及
と

発
展
、競
技
力
の
向
上
と
競
技
人
口
の
拡
大

を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
お
り
、地
方
に
お

い
て
行
政
と
連
携
し
た
初
の
開
催
と
な
り
、

総
勢
30
人
を
超
え
る
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
や
日
本

代
表
選
手
が
ゲ
ス
ト
で
登
場
し
、参
加
者
と

一
緒
に
泳
ぎ
、レ
ッ
ス
ン
を
行
う
こ
と
で
交

流
を
深
め
た
。ほ
か
、2
0
1
7
年
9
月
の
日

本
選
手
権
水
泳
競
技
大
会（
飛
込
競
技
）や
、

2
0
1
8
年
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体（
飛

込
・
水
球
・
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ
ン

グ
）な
ど
の
大
規
模
大
会
が
開
催
さ
れ
、ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
競
技
を
間
近
に
感
じ
る
こ
と

で
、競
技
力
の
向
上
や
地
域
の
活
性
化
が
期

待
さ
れ
る
。

　
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
は
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
効
果
を
地
方

に
も
波
及
さ
せ
る
た
め
に
国
が
設
け
た
制
度

で
あ
り
、「
参
加
国
と
地
域
の
住
民
が
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
経
済
等
の
多
様
な
分
野
で
交
流
す

る
こ
と
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
に
活
か

し
、末
永
い
交
流
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
」と
説
明
さ
れ
、全
国
で
約
5
3
0
の

自
治
体
・
地
域
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
金
沢
市
は
姉
妹
都
市
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
・

ナ
ン
シ
ー
市
と
ロ
シ
ア
・
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
市

と
の
縁
か
ら
、フ
ラ
ン
ス
と
ロ
シ
ア
の
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
に
登
録
し
、フ
ラ
ン
ス
の
水
泳
3

種
目（
競
泳
、飛
込
、マ
ラ
ソ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
）、

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、パ
ラ
水
泳
と
、ロ

シ
ア
の
飛
込
種
目
の
、計
6
チ
ー
ム
、92
名
の

選
手
団
の
事
前
合
宿
を
受
け
入
れ
た
。

　
実
施
体
制
と
し
て
、平
成
29（
2
0
1
7
）年

に
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連

事
業
推
進
室
を
設
け
、フ
ラ
ン
ス
と
ロ
シ
ア

の
各
競
技
連
盟
に
よ
る
練
習
会
場
や
宿
泊
施

設
等
の
視
察
を
経
て
、事
前
合
宿
を
金
沢
市

で
行
う
旨
の
協
定
を
締
結
し
た
。そ
の
後
、

2
0
2
0
年
の
大
会
直
前
の
事
前
合
宿
に
向

け
た
予
行
練
習
と
し
て
、令
和
元（
2
0
1
9
）

年
度
ま
で
に
延
べ
5
チ
ー
ム
、59
名
が
プ
レ

合
宿
を
行
っ
た
。プ
レ
合
宿
で
は
、練
習
時
間

帯
、食
事
の
素
材
と
分
量
、オ
フ
の
日
の
過
ご

し
方
、好
ま
れ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
文
化
体

運
営
コ
ス
ト
を
考
慮
し
た
施
設
整
備
」と
し
、

気
候
・
風
土
・
施
設
特
性
に
合
致
し
た「
環
境

共
存
型
プ
ー
ル
」の
整
備
。

施
設
の
概
要

　
本
施
設
は
、鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

（
一
部
鉄
骨
造
）、地
上
3
階
、地
下
1
階
、延

床
面
積
1
4
1
4
8
・
42
㎡
の
通
年
屋
内
型

プ
ー
ル
で
、50
ｍ
プ
ー
ル
、飛
び
込
み
プ
ー

ル
、25
ｍ
サ
ブ
プ
ー
ル
及
び
諸
室
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
観
客
席
は
仮
設
を
含
め

2
5
0
0
人
の
収
容
が
可
能
で
あ
り
、日
本

水
泳
連
盟
主
催
の
主
要
な
国
内
大
会
が
開
催

可
能
で
あ
る
。

　
50
ｍ
プ
ー
ル
は
、50
ｍ
×
25
ｍ
×
水
深

2
・
0
ｍ
、10
レ
ー
ン
の
国
際
基
準
プ
ー
ル

で
、可
動
壁
に
よ
り
25
ｍ
プ
ー
ル（
短
水
路

公
認
）及
び
多
目
的
プ
ー
ル
の
2
面
に
区

分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。全
床
が
可
動
床

と
な
っ
て
お
り
、水
深
0
〜
2
・
0
ｍ
に
調

整
す
る
こ
と
が
で
き
、水
球
競
技
に
も
対

応
し
て
い
る
。

　
飛
び
込
み
プ
ー
ル
は
、25
ｍ
×
20
ｍ
×
水

深
5
・
0
ｍ
の
国
際
基
準
プ
ー
ル
で
、高
飛
込

用（
10
ｍ
、7
・
5
ｍ
、5
ｍ
各
1
台
）及
び
飛

板
飛
込
用（
3
ｍ
、1
ｍ
各
2
基
）の
飛
込
台

を
有
す
る
。ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ

ン
グ
に
も
対
応
す
る
ほ
か
、競
泳
大
会
時
に

は
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
用
と
し
て
も
利
用

さ
れ
る
。

　
25
ｍ
サ
ブ
プ
ー
ル
は
、25
ｍ
×
14
ｍ
×
水

深
1
・
1
ｍ
又
は
1
・
35
ｍ（
2
段
オ
ー
バ
ー

フ
ロ
ー
）、7
レ
ー
ン
で
、主
に
一
般
開
放
し

て
利
用
さ
れ
、大
規
模
大
会
時
に
は
ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
用
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
。

施
設
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
本
施
設
は
、大
規
模
屋
内
プ
ー
ル
の
管
理

運
営
実
績
の
あ
る
事
業
者
を
中
心
に
、地
元

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
等
で
構
成
さ
れ
た

「
金
沢
プ
ー
ル
共
同
事
業
体
」が
管
理
運
営
を

行
っ
て
お
り
、民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
質

施
設
整
備
の
経
緯

「
金
沢
市
営
総
合
プ
ー
ル
」は
、金
沢
市
の
大

規
模
プ
ー
ル
と
し
て
金
沢
南
総
合
運
動
公
園

内
に
昭
和
34（
1
9
5
9
）年
に
オ
ー
プ
ン

し
、石
川
国
体
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
な
ど
数
多

く
の
全
国
大
会
の
舞
台
と
な
っ
て
き
た
。ま

た
、こ
れ
ま
で
多
く
の
市
民
や
水
泳
愛
好
者

に
親
し
ま
れ
て
き
た
。し
か
し
な
が
ら
、供
用

か
ら
50
年
以
上
経
過
し
、施
設
設
備
の
老
朽

化
が
顕
在
化
し
て
い
た
。

　
金
沢
市
で
は
平
成
27（
2
0
1
5
）年
3
月

に「
金
沢
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」を
策
定

し
、「
ス
ポ
ー
ツ
で
人
と
ま
ち
を
元
気
に
す
る

ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
し
、ス
ポ
ー
ツ
が
文
化

と
し
て
認
識
さ
れ
る
社
会
の
確
立
を
め
ざ
し

て
い
る
。こ
の
計
画
実
現
の
中
核
を
担
う
の

が
金
沢
城
北
市
民
運
動
公
園
で
、「
市
民
ス
ポ

ー
ツ
の
推
進
及
び
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
拠
点
」

と
し
て
、「
金
沢
市
営
総
合
プ
ー
ル
」を
移
転

新
築
す
る
か
た
ち
で「
金
沢
プ
ー
ル
」が
整
備

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、平
成
29（
2
0
1
7
）年

4
月
9
日
に
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
た
。

施
設
の
整
備
方
針

　
本
施
設
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、次
の
5

つ
の
整
備
方
針
を
基
に
計
画
、施
工
し
て
い

る
。

（
1
）「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
一
般
の
市

民
利
用
の
ニ
ー
ズ
ま
で
幅
広
く
対
応
し
た
、

い
つ
来
て
も
泳
げ
る
プ
ー
ル
」と
し
、屋
内
国

際
公
認
プ
ー
ル
と
し
て
の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
な

品
質
の
確
保
と
、大
会
開
催
・
一
般
利
用
・
併

用
利
用
に
配
慮
し
た
利
便
性
の
高
い「
い
つ

で
も
・
だ
れ
で
も
泳
ぎ
に
来
ら
れ
る
プ
ー
ル
」

を
整
備
。

（
2
）「
公
園
施
設
と
の
連
携
に
よ
る
、新
た
な

「
健
康
」と「
ス
ポ
ー
ツ
」へ
の
架
け
橋
と
な
る

施
設
づ
く
り
」と
し
、屋
内
広
場
を
含
む
公
園

施
設
と
の
連
携
に
よ
り
、健
康
増
進
・
親
水
促

進
の
核
と
な
る
施
設
を
整
備
。

（
3
）「
都
市
公
園
施
設
と
し
て
、公
園
内
外
の

景
観
、周
辺
環
境
と
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
」と

し
、金
沢
の
3
つ
の
台
地
と
、新
た
な
プ
ー
ル

の
屋
根
の
稜
線
が
呼
応
す
る
、金
沢
の
原
風

景
と
調
和
す
る
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
形
成
。

（
4
）「
金
沢
の
歴
史
的
・
文
化
的
文
脈
を
感
じ

る
木
ウ
ォ
ー
ル
に
よ
る
伝
統
工
芸
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
」と
し
、伝
統
工
芸
で
あ

る
指
物（
木
工
）を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
地
場
産

の
木
仕
上
材
に
よ
る
織
物
の
よ
う
な
外
観
デ

ザ
イ
ン
。

（
5
）「
環
境
負
荷
の
低
減
や
自
然
と
の
共
生
、

2017年にオープンした「金沢プール」

合宿開始（フランス選手団）

飛び込みプール。アーティスティックスイミングにも対応。

感
染
さ
せ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、計
画
を
変
更
し
、選
手
団
ご
と
に
専
属
チ

ー
ム
を
編
成
し
、他
の
選
手
団
と
は
接
触
し

な
い
体
制
を
作
る
こ
と
と
し
た
。し
か
し
、こ

の
方
法
で
は
ス
タ
ッ
フ
の
必
要
人
数
は
2
倍

以
上
必
要
と
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、毎
日

の
行
動
を
制
限
で
き
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

バ
ブ
ル
の
中
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、戦
力
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
で
き
な
い
。更

に
、い
ざ
陽
性
者
が
発
生
す
る
と
保
健
所
や

病
院
に
付
き
添
う
通
訳
も
必
要
と
な
る
な

ど
、ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
た
。そ

こ
で
外
部
の
人
材
を「
助
っ
人
」と
し
て
仲
間

に
入
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。こ
の「
助
っ

人
」に
求
め
ら
れ
る
資
質
は
、「
外
国
語
が
話

せ
る
」「
外
国
人
と
接
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
い

る
」「
感
染
防
止
対
策
に
慣
れ
て
い
る
」と
い

う
3
点
で
あ
り
、こ
れ
ら
を
全
て
備
え
て
い

る
国
際
線
客
室
乗
務
員
を
7
名
、日
本
航
空

か
ら
出
向
職
員
と
し
て
迎
え
入
れ
た
。彼
ら

は
選
手
団
が
搭
乗
す
る
航
空
便
の
手
配
や
ま

と
ま
っ
た
客
席
の
確
保
、空
港
内
の
選
手
団

の
導
線
確
保
や
案
内
な
ど
、事
前
合
宿
期
間

中
だ
け
で
な
く
選
手
団
の
母
国
出
発
か
ら
帰

国
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。異
例
づ
く
め
の

東
京
大
会
に
不
安
を
感
じ
る
選
手
団
に
と
っ

て
も
救
世
主
と
な
り
、絶
大
な
信
頼
を
得
る

こ
と
と
な
っ
た
。

③
市
民
と
の
交
流

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、事
前
合
宿
中
は
対

面
で
の
交
流
や
接
触
型
の
文
化
体
験
な
ど
は

で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、距
離
を
確
保
し
て

の
対
話
や
リ
モ
ー
ト
で
の
交
流
の
機
会
を
設

け
、地
元
の
競
技
団
体
や
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
、障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
小
中
学
生
な
ど
が

一
流
選
手
と
交
流
し
た
。ま
た
、練
習
を
一
般

公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、無
観
客
と
な
っ
た

東
京
と
は
異
な
り
、選
手
の
生
の
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
と
多
く
の
市
民
が
練
習
会
場

を
訪
れ
、選
手
団
と
手
を
振
り
合
う
な
ど
心

を
交
わ
し
た
。

　
市
内
12
の
小
中
学
校
か
ら
は
、練
習
会
場

と
宿
泊
施
設
の
往
復
し
か
で
き
な
い
選
手
団

の
ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
よ
う
と
ユ
ニ
ー
ク
な

動
画
が
届
き
、選
手
団
の
食
事
中
に
放
映
し

た
。選
手
団
一
人
ひ
と
り
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ

ー
ド
を
届
け
た
学
校
も
あ
り
、選
手
団
か
ら

感
謝
の
動
画
や
寄
せ
書
き
な
ど
も
届
い
て
い

る
。文
化
体
験
と
し
て
、和
食
や
金
箔
貼
り
、

人
形
の
絵
付
け
な
ど
を
用
意
し
た
ほ
か
、宿

泊
施
設
内
に
土
産
品
を
陳
列
し
て
注
文
を
受

け
付
け
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
味
わ
っ
て
も
ら

っ
た
。な
か
で
も
好
評
だ
っ
た
の
は
小
学
生

が
用
意
し
た
こ
ま
や
折
り
紙
、書
道
な
ど
の

日
本
文
化
体
験
で
あ
り
、選
手
団
が
鉢
巻
き

を
し
な
が
ら
書
道
を
す
る
姿
な
ど
が
彼
ら
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、

金
沢
で
は
事
前
合
宿
の
段
階
か
ら
盛
り
上
が

り
を
見
せ
、東
京
大
会
の
開
幕
を
迎
え
た
。

験
な
ど
、準
備
す
べ
き
事
項
を
確
認
し
な
が

ら
経
験
を
積
み
重
ね
る
と
と
も
に
、相
手
国

選
手
団
と
の
人
間
関
係
も
築
い
て
き
た
。

　
ま
た
、プ
レ
合
宿
に
あ
た
っ
て
は
、地
元
の

競
技
団
体
に
練
習
機
材
の
調
達
や
合
同
練
習

の
相
手
役
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、一

般
市
民
、ス
ポ
ー
ツ
団
体
、通
訳
、学
生
、経
済

団
体
等
か
ら
96
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
登
録

す
る
な
ど
、2
0
2
0
年
の
事
前
合
宿
に
向

け
た
準
備
と
体
制
を
整
え
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
世
界
的
な
拡
大
に
よ
り
、2
0
2
0
年

の
東
京
大
会
は
延
期
と
な
っ
た
。１
年
の
ブ

ラ
ン
ク
に
よ
り「
相
手
国
選
手
団
と
の
人
間

関
係
の
維
持
」と「
東
京
大
会
に
対
す
る
市
民

の
機
運
の
持
続
」に
危
機
感
が
生
じ
た
こ
と

か
ら
始
め
た
の
が
、相
手
国
と
の
動
画
交
流

で
あ
る
。ま
ず
は
、こ
れ
ま
で
の
プ
レ
合
宿
で

選
手
団
と
面
識
の
あ
る
市
職
員
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
が
相
手
国
チ
ー
ム
に
向
け
て

「
2
0
2
1
年
に
待
っ
て
る
よ
！
」と
動
画
を

撮
影
し
て
送
信
し
た
と
こ
ろ
、相
手
国
選
手

団
か
ら
も「
金
沢
に
行
く
の
が
待
ち
遠
し

い
！
」と
い
っ
た
動
画
が
返
信
さ
れ
て
き
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ

ン
グ
選
手
団
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
自
宅
で
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
様
子
を
地
元
の
ジ
ュ
ニ
ア

チ
ー
ム
が
実
践
し
、そ
の
様
子
を
撮
影
し
た

動
画
を
フ
ラ
ン
ス
へ
送
っ
た
と
こ
ろ
、「
か
わ

い
い
」と
の
反
応
が
返
っ
て
き
た
こ
と
も
あ

っ
た
。こ
の
よ
う
な
交
流
が
始
ま
り
、寄
せ
ら

れ
た
動
画
は
60
本
以
上
、参
加
者
は
3
0
0

人
超
に
達
し
た
。こ
の
様
子
を
市
民
に
も
知

っ
て
も
ら
い
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
へ
の
機
運
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、動

画
に
字
幕
を
付
け
て
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。こ
の
動
画
交
流
に

は
、事
前
合
宿
に
直
接
関
係
し
な
い
地
元
の

音
楽
家
、文
化
芸
能
家
、寿
司
職
人
、学
生
な

ど
も
加
わ
り
交
流
の
裾
野
が
拡
大
し
た
ほ

か
、金
沢
市
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
活
動
に
つ
い

て
の
市
民
の
認
知
も
高
ま
る
な
ど
、「
相
手
国

と
の
人
間
関
係
の
維
持
」と「
市
民
の
機
運
の

持
続
」が
解
決
し
た
だ
け
で
な
く
、相
互
の
理

解
が
更
に
深
ま
っ
た
１
年
と
な
っ
た
。

　
さ
て
、2
0
2
1
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、厳
し
い
入
国
制

限
、バ
ブ
ル
方
式
に
よ
る
感
染
防
止
対
策
、無

観
客
な
ど
、前
例
の
な
い
大
会
と
な
り
、ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
の
事
前
合
宿
も
感
染
防
止
対
策
を

徹
底
し
て
の
実
施
と
な
っ
た
。多
く
の
制
約

が
あ
る
中
で
、金
沢
市
が
行
っ
た
取
り
組
み

の
一
部
を
紹
介
す
る
。

①
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

　
国
は
令
和
2（
2
0
2
0
）年
11
月
に「
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
等
に
お
け
る
選
手
等
受
け
入
れ

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
手
引
き
」を
発
表
し
、全

国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
開
始
し
た
。し
か
し
、金

沢
市
で
は
そ
の
4
か
月
前
か
ら
、感
染
リ
ス

ク
の
高
い
パ
ラ
選
手
団
に
も
対
応
で
き
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
着
手
し
て
お
り
、こ
れ

を
ベ
ー
ス
に
、国
や
大
会
組
織
委
員
会
が
発

表
す
る
手
引
き
や
プ
レ
イ
ブ
ッ
ク
等
の
内
容

を
織
り
込
み
な
が
ら
リ
バ
イ
ス
を
重
ね
て
き

た
。ま
た
、相
手
国
選
手
団
と
の
リ
モ
ー
ト
会

議
を
開
催
し
て
選
手
団
の
意
見
や
経
験
を
取

り
入
れ
る
と
と
も
に
、こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

実
効
性
が
あ
る
の
か
、机
上
の
空
論
に
な
っ

て
い
な
い
か
な
ど
の
議
論
も
交
わ
し
た
。更

に
、市
職
員
、通
訳
、練
習
施
設
・
宿
泊
施
設
な

ど
の
関
係
者
が
参
加
し
て
図
上
訓
練
や
実
地

訓
練
な
ど
も
実
施
し
た
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、

選
手
団
は
バ
ブ
ル
方
式
等
に
よ
る
制
約
を
理

解
し
、双
方
の
信
頼
関
係
の
中
で
事
前
合
宿

が
順
調
か
つ
安
全
に
実
施
で
き
た
。

②
合
宿
受
入
体
制
の
見
直
し
と

日
本
航
空
か
ら
の
出
向
職
員
の
活
躍

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
以
前
は
、合
宿
受
入
の

た
め
の
ス
タ
ッ
フ
数
を
最
低
限
と
す
る
た
め

に
、午
前
は
Ａ
選
手
団
、午
後
は
Ｂ
選
手
団
の

サ
ポ
ー
ト
に
入
る
と
い
う
よ
う
な
ア
メ
ー
バ

ー
方
式
で
ス
タ
ッ
フ
が
従
事
す
る
計
画
と
し

て
い
た
が
、そ
の
方
法
で
は
、ど
こ
か
の
選
手

団
に
感
染
が
発
生
し
た
ら
他
の
選
手
団
に
も

　　
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
環
境
が
変
化
す
る

中
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
選
手
団

と
の
交
流
や
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
た
。特

に
今
回
は
、動
画
交
流
に
よ
っ
て
選
手
団
と

合
宿
受
入
ス
タ
ッ
フ
の
人
間
関
係
が
よ
り
深

ま
っ
た
と
と
も
に
、動
画
に
参
加
し
た
市
民

層
が
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
だ
け
で
な
く
多
様
な

分
野
に
拡
が
っ
た
こ
と
や
、小
中
学
生
や
地

元
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
が
動
画
を
作
成
す
る
な
ど

の
時
間
的
余
裕
が
生
ま
れ
た
こ
と
、合
宿
受

入
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
相
手
国
選
手
団
と
議
論
し

な
が
ら
作
成
し
た
こ
と
な
ど
、東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
１
年
延
期
さ

れ
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
成
果
は
数
え
き
れ

な
い
。も
し
、予
定
ど
お
り
2
0
2
0
年
に
大

会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
ら
、こ
こ
ま
で
相
手

国
と
我
々
ス
タ
ッ
フ
や
市
民
と
の
強
い
信
頼

関
係
が
生
ま
れ
ず
に
過
ぎ
去
っ
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。2
0
2
1
年
の
事
前
合
宿
を
振

り
返
る
と
、「
開
催
の
め
ど
が
立
た
な
い
」「
無

観
客
」「
選
手
団
は
自
由
に
外
出
で
き
な
い
」

「
市
民
と
の
対
面
で
の
接
触
が
で
き
な
い
」な

ど
、な
い
も
の
づ
く
し
だ
っ
た
。し
か
し
、そ

ん
な
状
況
下
で
も
与
え
ら
れ
た
条
件
の
な
か

で
工
夫
を
繰
り
返
し
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
こ

と
が
実
を
結
び
、事
前
合
宿
は
成
功
し
た
。パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
父
と
呼
ば
れ
る
ル
ー
ト
ヴ

ィ
ヒ
・
グ
ッ
ト
マ
ン
博
士
の「
失
っ
た
も
の
を

数
え
る
な
、残
さ
れ
た
も
の
を
最
大
限
生
か

せ
」の
教
え
ど
お
り
の
結
果
と
な
っ
た
。

　
今
回
の
事
前
合
宿
を
通
じ
た
国
際
交
流
が

成
功
し
た
理
由
は
、ス
ポ
ー
ツ
だ
け
を
目
的

と
す
る
の
で
は
な
く
、芸
術
・
文
化
・
教
育
・
経

済
な
ど
様
々
な
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
手
法

で
参
加
し
、核
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
を
盛
り
上

げ
る
た
め
に
協
力
し
合
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、我
々
市
民
と
相
手
国
選

手
団
と
の
間
で
、「
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た
ら
、

再
度
、対
面
で
交
流
し
よ
う
」と
の
共
通
認
識

が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。そ
の
結
果
う
れ
し

い
協
議
が
成
立
し
た
。来
年（
2
0
2
2
年
）

５
月
に
福
岡
で
開
催
さ
れ
る
F
I
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水
泳
選
手
権
の
事
前
合
宿
を
再
び
金
沢
市
で

行
い
、改
め
て
市
民
と
の
交
流
の
場
を
検
討

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。そ
の
際
に

は
、多
様
な
市
民
が
参
加
し
、ス
ポ
ー
ツ
以
外

の
分
野
で
も
草
の
根
の
交
流
が
展
開
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
金
沢
市
で
は
、本
市
の
文
化
に
更
に
厚
み

を
持
た
せ
、発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、新
た

な
価
値
と
し
て
の「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
」 

を
推

進
し
、後
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
、そ
の
決
意
や
、市
、市
民

及
び
事
業
者
な
ど
の
役
割
、基
本
理
念
を
示

し
た「
金
沢
市
ス
ポ
ー
ツ
文
化
推
進
条
例
」を

平
成
30（
2
0
1
8
）年
4
月
に
制
定
し
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
で
人
と
ま
ち
を
元
気
に
す
る
」こ

と
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、活

力
と
魅
力
の
あ
る
ま
ち
と
し
て
い
く
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
こ
と
は
も
と
よ
り
、観
る

こ
と
、支
え
る
こ
と
、応
援
す
る
こ
と
、語
り

合
う
こ
と
な
ど
が
日
常
的
に
行
わ
れ
、こ
れ

ら
が
人
々
の
生
活
の
中
に
溶
け
込
む
と
と
も

に
、そ
の
状
態
が
風
土
と
し
て
根
付
き
、受
け

継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。ま

た
、同
年
7
月
に
は
、金
沢
の
文
化
と
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
地
域
経
済

の
活
性
化
、文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
活
用
・
振

興
、そ
し
て
金
沢
ブ
ラ
ン
ド
の
醸
成
・
発
信
を

目
的
と
し
て「
金
沢
文
化
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」を
設
立
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
中
、金
沢
プ
ー

ル
で
は
、金
沢
市
出
身
に
し
て
日
本
の
飛
込

の
礎
を
築
き
、7
人
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表

選
手
を
育
て
た
中
田
周
三
氏
の
功
績
を
讃
え

る「
中
田
周
三
杯
飛
込
競
技
大
会
」の
開
催
、

金
沢
文
化
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る

「
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
選
手
権
大
会
」の
誘

致
、日
本
代
表
選
手
や
大
学
の
合
宿
・
キ
ャ
ン

プ
で
の
利
用
な
ど
、ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
推
進

を
担
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
金
沢
プ
ー
ル
は
、本
市
に
お
け
る

健
康
づ
く
り
や
体
力
向
上
、ま
た
は
競
技
力

向
上
の
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、屋
内
国
際

公
認
プ
ー
ル
と
い
う
資
源
と
本
市
の
地
域
資

源
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
国
内
外
の
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
に
つ
な
げ
、本
市
の

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
交
流
人
口
の
拡
大
と
地

域
活
性
化
を
図
る
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て

い
く
。

5

特
集

石
川
県
金
沢
市

「
ス
ポ
ー
ツ
で
人
と
ま
ち
を
元
気
に
す
る
」

金
沢
市
が
実
践
し
て
き
た
こ
と

金
沢
が
め
ざ
す
の
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
、支
え
る
、応
援
す
る
、語
り
合
う
な
ど
が

日
常
と
な
り
、受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
。

金
沢
プ
ー
ル
は
、そ
の
シ
ン
ボ
ル
だ
。

金
沢
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

金
沢
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業
推
進
室

金
沢
プ
ー
ル
の

整
備
に
つ
い
て

1
．「
金
沢
プ
ー
ル
」

整
備
の
背
景
と
目
的

さ
し
も
の



の
高
い
サ
ー
ビ
ス
や
、豊
富
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
す
る
こ
と
で
地
域
振
興
や
市
民
の
健
康

な
身
体
づ
く
り
の
促
進
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
ま
た
、オ
ー
プ
ン
以
来
、県
レ
ベ
ル
の
競
技

会
が
続
々
と
開
催
さ
れ
る
中
、全
国
的
な
イ

ベ
ン
ト
と
し
て「
水
泳
の
日
2
0
1
7
・
金

沢
」が
開
催
さ
れ
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、日

本
水
泳
連
盟
が
、水
泳
の
さ
ら
な
る
普
及
と

発
展
、競
技
力
の
向
上
と
競
技
人
口
の
拡
大

を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
お
り
、地
方
に
お

い
て
行
政
と
連
携
し
た
初
の
開
催
と
な
り
、

総
勢
30
人
を
超
え
る
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
や
日
本

代
表
選
手
が
ゲ
ス
ト
で
登
場
し
、参
加
者
と

一
緒
に
泳
ぎ
、レ
ッ
ス
ン
を
行
う
こ
と
で
交

流
を
深
め
た
。ほ
か
、2
0
1
7
年
9
月
の
日

本
選
手
権
水
泳
競
技
大
会（
飛
込
競
技
）や
、

2
0
1
8
年
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体（
飛

込
・
水
球
・
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ
ン

グ
）な
ど
の
大
規
模
大
会
が
開
催
さ
れ
、ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
競
技
を
間
近
に
感
じ
る
こ
と

で
、競
技
力
の
向
上
や
地
域
の
活
性
化
が
期

待
さ
れ
る
。

　
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
は
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
効
果
を
地
方

に
も
波
及
さ
せ
る
た
め
に
国
が
設
け
た
制
度

で
あ
り
、「
参
加
国
と
地
域
の
住
民
が
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
経
済
等
の
多
様
な
分
野
で
交
流
す

る
こ
と
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
に
活
か

し
、末
永
い
交
流
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
」と
説
明
さ
れ
、全
国
で
約
5
3
0
の

自
治
体
・
地
域
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
金
沢
市
は
姉
妹
都
市
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
・

ナ
ン
シ
ー
市
と
ロ
シ
ア
・
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
市

と
の
縁
か
ら
、フ
ラ
ン
ス
と
ロ
シ
ア
の
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
に
登
録
し
、フ
ラ
ン
ス
の
水
泳
3

種
目（
競
泳
、飛
込
、マ
ラ
ソ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
）、

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、パ
ラ
水
泳
と
、ロ

シ
ア
の
飛
込
種
目
の
、計
6
チ
ー
ム
、92
名
の

選
手
団
の
事
前
合
宿
を
受
け
入
れ
た
。

　
実
施
体
制
と
し
て
、平
成
29（
2
0
1
7
）年

に
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連

事
業
推
進
室
を
設
け
、フ
ラ
ン
ス
と
ロ
シ
ア

の
各
競
技
連
盟
に
よ
る
練
習
会
場
や
宿
泊
施

設
等
の
視
察
を
経
て
、事
前
合
宿
を
金
沢
市

で
行
う
旨
の
協
定
を
締
結
し
た
。そ
の
後
、

2
0
2
0
年
の
大
会
直
前
の
事
前
合
宿
に
向

け
た
予
行
練
習
と
し
て
、令
和
元（
2
0
1
9
）

年
度
ま
で
に
延
べ
5
チ
ー
ム
、59
名
が
プ
レ

合
宿
を
行
っ
た
。プ
レ
合
宿
で
は
、練
習
時
間

帯
、食
事
の
素
材
と
分
量
、オ
フ
の
日
の
過
ご

し
方
、好
ま
れ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
文
化
体

運
営
コ
ス
ト
を
考
慮
し
た
施
設
整
備
」と
し
、

気
候
・
風
土
・
施
設
特
性
に
合
致
し
た「
環
境

共
存
型
プ
ー
ル
」の
整
備
。

施
設
の
概
要

　
本
施
設
は
、鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

（
一
部
鉄
骨
造
）、地
上
3
階
、地
下
1
階
、延

床
面
積
1
4
1
4
8
・
42
㎡
の
通
年
屋
内
型

プ
ー
ル
で
、50
ｍ
プ
ー
ル
、飛
び
込
み
プ
ー

ル
、25
ｍ
サ
ブ
プ
ー
ル
及
び
諸
室
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
観
客
席
は
仮
設
を
含
め

2
5
0
0
人
の
収
容
が
可
能
で
あ
り
、日
本

水
泳
連
盟
主
催
の
主
要
な
国
内
大
会
が
開
催

可
能
で
あ
る
。

　
50
ｍ
プ
ー
ル
は
、50
ｍ
×
25
ｍ
×
水
深

2
・
0
ｍ
、10
レ
ー
ン
の
国
際
基
準
プ
ー
ル

で
、可
動
壁
に
よ
り
25
ｍ
プ
ー
ル（
短
水
路

公
認
）及
び
多
目
的
プ
ー
ル
の
2
面
に
区

分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。全
床
が
可
動
床

と
な
っ
て
お
り
、水
深
0
〜
2
・
0
ｍ
に
調

整
す
る
こ
と
が
で
き
、水
球
競
技
に
も
対

応
し
て
い
る
。

　
飛
び
込
み
プ
ー
ル
は
、25
ｍ
×
20
ｍ
×
水

深
5
・
0
ｍ
の
国
際
基
準
プ
ー
ル
で
、高
飛
込

用（
10
ｍ
、7
・
5
ｍ
、5
ｍ
各
1
台
）及
び
飛

板
飛
込
用（
3
ｍ
、1
ｍ
各
2
基
）の
飛
込
台

を
有
す
る
。ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ

ン
グ
に
も
対
応
す
る
ほ
か
、競
泳
大
会
時
に

は
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
用
と
し
て
も
利
用

さ
れ
る
。

　
25
ｍ
サ
ブ
プ
ー
ル
は
、25
ｍ
×
14
ｍ
×
水

深
1
・
1
ｍ
又
は
1
・
35
ｍ（
2
段
オ
ー
バ
ー

フ
ロ
ー
）、7
レ
ー
ン
で
、主
に
一
般
開
放
し

て
利
用
さ
れ
、大
規
模
大
会
時
に
は
ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
用
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
。

施
設
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
本
施
設
は
、大
規
模
屋
内
プ
ー
ル
の
管
理

運
営
実
績
の
あ
る
事
業
者
を
中
心
に
、地
元

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
等
で
構
成
さ
れ
た

「
金
沢
プ
ー
ル
共
同
事
業
体
」が
管
理
運
営
を

行
っ
て
お
り
、民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
質

施
設
整
備
の
経
緯

「
金
沢
市
営
総
合
プ
ー
ル
」は
、金
沢
市
の
大

規
模
プ
ー
ル
と
し
て
金
沢
南
総
合
運
動
公
園

内
に
昭
和
34（
1
9
5
9
）年
に
オ
ー
プ
ン

し
、石
川
国
体
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
な
ど
数
多

く
の
全
国
大
会
の
舞
台
と
な
っ
て
き
た
。ま

た
、こ
れ
ま
で
多
く
の
市
民
や
水
泳
愛
好
者

に
親
し
ま
れ
て
き
た
。し
か
し
な
が
ら
、供
用

か
ら
50
年
以
上
経
過
し
、施
設
設
備
の
老
朽

化
が
顕
在
化
し
て
い
た
。

　
金
沢
市
で
は
平
成
27（
2
0
1
5
）年
3
月

に「
金
沢
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」を
策
定

し
、「
ス
ポ
ー
ツ
で
人
と
ま
ち
を
元
気
に
す
る

ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
し
、ス
ポ
ー
ツ
が
文
化

と
し
て
認
識
さ
れ
る
社
会
の
確
立
を
め
ざ
し

て
い
る
。こ
の
計
画
実
現
の
中
核
を
担
う
の

が
金
沢
城
北
市
民
運
動
公
園
で
、「
市
民
ス
ポ

ー
ツ
の
推
進
及
び
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
拠
点
」

と
し
て
、「
金
沢
市
営
総
合
プ
ー
ル
」を
移
転

新
築
す
る
か
た
ち
で「
金
沢
プ
ー
ル
」が
整
備

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、平
成
29（
2
0
1
7
）年

4
月
9
日
に
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
た
。

施
設
の
整
備
方
針

　
本
施
設
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、次
の
5

つ
の
整
備
方
針
を
基
に
計
画
、施
工
し
て
い

る
。

（
1
）「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
一
般
の
市

民
利
用
の
ニ
ー
ズ
ま
で
幅
広
く
対
応
し
た
、

い
つ
来
て
も
泳
げ
る
プ
ー
ル
」と
し
、屋
内
国

際
公
認
プ
ー
ル
と
し
て
の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
な

品
質
の
確
保
と
、大
会
開
催
・
一
般
利
用
・
併

用
利
用
に
配
慮
し
た
利
便
性
の
高
い「
い
つ

で
も
・
だ
れ
で
も
泳
ぎ
に
来
ら
れ
る
プ
ー
ル
」

を
整
備
。

（
2
）「
公
園
施
設
と
の
連
携
に
よ
る
、新
た
な

「
健
康
」と「
ス
ポ
ー
ツ
」へ
の
架
け
橋
と
な
る

施
設
づ
く
り
」と
し
、屋
内
広
場
を
含
む
公
園

施
設
と
の
連
携
に
よ
り
、健
康
増
進
・
親
水
促

進
の
核
と
な
る
施
設
を
整
備
。

（
3
）「
都
市
公
園
施
設
と
し
て
、公
園
内
外
の

景
観
、周
辺
環
境
と
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
」と

し
、金
沢
の
3
つ
の
台
地
と
、新
た
な
プ
ー
ル

の
屋
根
の
稜
線
が
呼
応
す
る
、金
沢
の
原
風

景
と
調
和
す
る
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
形
成
。

（
4
）「
金
沢
の
歴
史
的
・
文
化
的
文
脈
を
感
じ

る
木
ウ
ォ
ー
ル
に
よ
る
伝
統
工
芸
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
」と
し
、伝
統
工
芸
で
あ

る
指
物（
木
工
）を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
地
場
産

の
木
仕
上
材
に
よ
る
織
物
の
よ
う
な
外
観
デ

ザ
イ
ン
。

（
5
）「
環
境
負
荷
の
低
減
や
自
然
と
の
共
生
、

可動壁、可動床の50mプール。

モニターで練習公開

フランスのアーティスティックスイミング選手と金沢のジュニアチーム選手が
それぞれの自宅でトレーニング

感
染
さ
せ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、計
画
を
変
更
し
、選
手
団
ご
と
に
専
属
チ

ー
ム
を
編
成
し
、他
の
選
手
団
と
は
接
触
し

な
い
体
制
を
作
る
こ
と
と
し
た
。し
か
し
、こ

の
方
法
で
は
ス
タ
ッ
フ
の
必
要
人
数
は
2
倍

以
上
必
要
と
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、毎
日

の
行
動
を
制
限
で
き
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

バ
ブ
ル
の
中
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、戦
力
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
で
き
な
い
。更

に
、い
ざ
陽
性
者
が
発
生
す
る
と
保
健
所
や

病
院
に
付
き
添
う
通
訳
も
必
要
と
な
る
な

ど
、ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
た
。そ

こ
で
外
部
の
人
材
を「
助
っ
人
」と
し
て
仲
間

に
入
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。こ
の「
助
っ

人
」に
求
め
ら
れ
る
資
質
は
、「
外
国
語
が
話

せ
る
」「
外
国
人
と
接
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
い

る
」「
感
染
防
止
対
策
に
慣
れ
て
い
る
」と
い

う
3
点
で
あ
り
、こ
れ
ら
を
全
て
備
え
て
い

る
国
際
線
客
室
乗
務
員
を
7
名
、日
本
航
空

か
ら
出
向
職
員
と
し
て
迎
え
入
れ
た
。彼
ら

は
選
手
団
が
搭
乗
す
る
航
空
便
の
手
配
や
ま

と
ま
っ
た
客
席
の
確
保
、空
港
内
の
選
手
団

の
導
線
確
保
や
案
内
な
ど
、事
前
合
宿
期
間

中
だ
け
で
な
く
選
手
団
の
母
国
出
発
か
ら
帰

国
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。異
例
づ
く
め
の

東
京
大
会
に
不
安
を
感
じ
る
選
手
団
に
と
っ

て
も
救
世
主
と
な
り
、絶
大
な
信
頼
を
得
る

こ
と
と
な
っ
た
。

③
市
民
と
の
交
流

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、事
前
合
宿
中
は
対

面
で
の
交
流
や
接
触
型
の
文
化
体
験
な
ど
は

で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、距
離
を
確
保
し
て

の
対
話
や
リ
モ
ー
ト
で
の
交
流
の
機
会
を
設

け
、地
元
の
競
技
団
体
や
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
、障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
小
中
学
生
な
ど
が

一
流
選
手
と
交
流
し
た
。ま
た
、練
習
を
一
般

公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、無
観
客
と
な
っ
た

東
京
と
は
異
な
り
、選
手
の
生
の
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
と
多
く
の
市
民
が
練
習
会
場

を
訪
れ
、選
手
団
と
手
を
振
り
合
う
な
ど
心

を
交
わ
し
た
。

　
市
内
12
の
小
中
学
校
か
ら
は
、練
習
会
場

と
宿
泊
施
設
の
往
復
し
か
で
き
な
い
選
手
団

の
ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
よ
う
と
ユ
ニ
ー
ク
な

動
画
が
届
き
、選
手
団
の
食
事
中
に
放
映
し

た
。選
手
団
一
人
ひ
と
り
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ

ー
ド
を
届
け
た
学
校
も
あ
り
、選
手
団
か
ら

感
謝
の
動
画
や
寄
せ
書
き
な
ど
も
届
い
て
い

る
。文
化
体
験
と
し
て
、和
食
や
金
箔
貼
り
、

人
形
の
絵
付
け
な
ど
を
用
意
し
た
ほ
か
、宿

泊
施
設
内
に
土
産
品
を
陳
列
し
て
注
文
を
受

け
付
け
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
味
わ
っ
て
も
ら

っ
た
。な
か
で
も
好
評
だ
っ
た
の
は
小
学
生

が
用
意
し
た
こ
ま
や
折
り
紙
、書
道
な
ど
の

日
本
文
化
体
験
で
あ
り
、選
手
団
が
鉢
巻
き

を
し
な
が
ら
書
道
を
す
る
姿
な
ど
が
彼
ら
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、

金
沢
で
は
事
前
合
宿
の
段
階
か
ら
盛
り
上
が

り
を
見
せ
、東
京
大
会
の
開
幕
を
迎
え
た
。

験
な
ど
、準
備
す
べ
き
事
項
を
確
認
し
な
が

ら
経
験
を
積
み
重
ね
る
と
と
も
に
、相
手
国

選
手
団
と
の
人
間
関
係
も
築
い
て
き
た
。

　
ま
た
、プ
レ
合
宿
に
あ
た
っ
て
は
、地
元
の

競
技
団
体
に
練
習
機
材
の
調
達
や
合
同
練
習

の
相
手
役
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、一

般
市
民
、ス
ポ
ー
ツ
団
体
、通
訳
、学
生
、経
済

団
体
等
か
ら
96
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
登
録

す
る
な
ど
、2
0
2
0
年
の
事
前
合
宿
に
向

け
た
準
備
と
体
制
を
整
え
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
世
界
的
な
拡
大
に
よ
り
、2
0
2
0
年

の
東
京
大
会
は
延
期
と
な
っ
た
。１
年
の
ブ

ラ
ン
ク
に
よ
り「
相
手
国
選
手
団
と
の
人
間

関
係
の
維
持
」と「
東
京
大
会
に
対
す
る
市
民

の
機
運
の
持
続
」に
危
機
感
が
生
じ
た
こ
と

か
ら
始
め
た
の
が
、相
手
国
と
の
動
画
交
流

で
あ
る
。ま
ず
は
、こ
れ
ま
で
の
プ
レ
合
宿
で

選
手
団
と
面
識
の
あ
る
市
職
員
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
が
相
手
国
チ
ー
ム
に
向
け
て

「
2
0
2
1
年
に
待
っ
て
る
よ
！
」と
動
画
を

撮
影
し
て
送
信
し
た
と
こ
ろ
、相
手
国
選
手

団
か
ら
も「
金
沢
に
行
く
の
が
待
ち
遠
し

い
！
」と
い
っ
た
動
画
が
返
信
さ
れ
て
き
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ

ン
グ
選
手
団
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
自
宅
で
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
様
子
を
地
元
の
ジ
ュ
ニ
ア

チ
ー
ム
が
実
践
し
、そ
の
様
子
を
撮
影
し
た

動
画
を
フ
ラ
ン
ス
へ
送
っ
た
と
こ
ろ
、「
か
わ

い
い
」と
の
反
応
が
返
っ
て
き
た
こ
と
も
あ

っ
た
。こ
の
よ
う
な
交
流
が
始
ま
り
、寄
せ
ら

れ
た
動
画
は
60
本
以
上
、参
加
者
は
3
0
0

人
超
に
達
し
た
。こ
の
様
子
を
市
民
に
も
知

っ
て
も
ら
い
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
へ
の
機
運
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、動

画
に
字
幕
を
付
け
て
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。こ
の
動
画
交
流
に

は
、事
前
合
宿
に
直
接
関
係
し
な
い
地
元
の

音
楽
家
、文
化
芸
能
家
、寿
司
職
人
、学
生
な

ど
も
加
わ
り
交
流
の
裾
野
が
拡
大
し
た
ほ

か
、金
沢
市
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
活
動
に
つ
い

て
の
市
民
の
認
知
も
高
ま
る
な
ど
、「
相
手
国

と
の
人
間
関
係
の
維
持
」と「
市
民
の
機
運
の

持
続
」が
解
決
し
た
だ
け
で
な
く
、相
互
の
理

解
が
更
に
深
ま
っ
た
１
年
と
な
っ
た
。

　
さ
て
、2
0
2
1
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、厳
し
い
入
国
制

限
、バ
ブ
ル
方
式
に
よ
る
感
染
防
止
対
策
、無

観
客
な
ど
、前
例
の
な
い
大
会
と
な
り
、ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
の
事
前
合
宿
も
感
染
防
止
対
策
を

徹
底
し
て
の
実
施
と
な
っ
た
。多
く
の
制
約

が
あ
る
中
で
、金
沢
市
が
行
っ
た
取
り
組
み

の
一
部
を
紹
介
す
る
。

①
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

　
国
は
令
和
2（
2
0
2
0
）年
11
月
に「
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
等
に
お
け
る
選
手
等
受
け
入
れ

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
手
引
き
」を
発
表
し
、全

国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
開
始
し
た
。し
か
し
、金

沢
市
で
は
そ
の
4
か
月
前
か
ら
、感
染
リ
ス

ク
の
高
い
パ
ラ
選
手
団
に
も
対
応
で
き
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
着
手
し
て
お
り
、こ
れ

を
ベ
ー
ス
に
、国
や
大
会
組
織
委
員
会
が
発

表
す
る
手
引
き
や
プ
レ
イ
ブ
ッ
ク
等
の
内
容

を
織
り
込
み
な
が
ら
リ
バ
イ
ス
を
重
ね
て
き

た
。ま
た
、相
手
国
選
手
団
と
の
リ
モ
ー
ト
会

議
を
開
催
し
て
選
手
団
の
意
見
や
経
験
を
取

り
入
れ
る
と
と
も
に
、こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

実
効
性
が
あ
る
の
か
、机
上
の
空
論
に
な
っ

て
い
な
い
か
な
ど
の
議
論
も
交
わ
し
た
。更

に
、市
職
員
、通
訳
、練
習
施
設
・
宿
泊
施
設
な

ど
の
関
係
者
が
参
加
し
て
図
上
訓
練
や
実
地

訓
練
な
ど
も
実
施
し
た
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、

選
手
団
は
バ
ブ
ル
方
式
等
に
よ
る
制
約
を
理

解
し
、双
方
の
信
頼
関
係
の
中
で
事
前
合
宿

が
順
調
か
つ
安
全
に
実
施
で
き
た
。

②
合
宿
受
入
体
制
の
見
直
し
と

日
本
航
空
か
ら
の
出
向
職
員
の
活
躍

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
以
前
は
、合
宿
受
入
の

た
め
の
ス
タ
ッ
フ
数
を
最
低
限
と
す
る
た
め

に
、午
前
は
Ａ
選
手
団
、午
後
は
Ｂ
選
手
団
の

サ
ポ
ー
ト
に
入
る
と
い
う
よ
う
な
ア
メ
ー
バ

ー
方
式
で
ス
タ
ッ
フ
が
従
事
す
る
計
画
と
し

て
い
た
が
、そ
の
方
法
で
は
、ど
こ
か
の
選
手

団
に
感
染
が
発
生
し
た
ら
他
の
選
手
団
に
も

　　
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
環
境
が
変
化
す
る

中
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
選
手
団

と
の
交
流
や
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
た
。特

に
今
回
は
、動
画
交
流
に
よ
っ
て
選
手
団
と

合
宿
受
入
ス
タ
ッ
フ
の
人
間
関
係
が
よ
り
深

ま
っ
た
と
と
も
に
、動
画
に
参
加
し
た
市
民

層
が
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
だ
け
で
な
く
多
様
な

分
野
に
拡
が
っ
た
こ
と
や
、小
中
学
生
や
地

元
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
が
動
画
を
作
成
す
る
な
ど

の
時
間
的
余
裕
が
生
ま
れ
た
こ
と
、合
宿
受

入
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
相
手
国
選
手
団
と
議
論
し

な
が
ら
作
成
し
た
こ
と
な
ど
、東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
１
年
延
期
さ

れ
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
成
果
は
数
え
き
れ

な
い
。も
し
、予
定
ど
お
り
2
0
2
0
年
に
大

会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
ら
、こ
こ
ま
で
相
手

国
と
我
々
ス
タ
ッ
フ
や
市
民
と
の
強
い
信
頼

関
係
が
生
ま
れ
ず
に
過
ぎ
去
っ
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。2
0
2
1
年
の
事
前
合
宿
を
振

り
返
る
と
、「
開
催
の
め
ど
が
立
た
な
い
」「
無

観
客
」「
選
手
団
は
自
由
に
外
出
で
き
な
い
」

「
市
民
と
の
対
面
で
の
接
触
が
で
き
な
い
」な

ど
、な
い
も
の
づ
く
し
だ
っ
た
。し
か
し
、そ

ん
な
状
況
下
で
も
与
え
ら
れ
た
条
件
の
な
か

で
工
夫
を
繰
り
返
し
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
こ

と
が
実
を
結
び
、事
前
合
宿
は
成
功
し
た
。パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
父
と
呼
ば
れ
る
ル
ー
ト
ヴ

ィ
ヒ
・
グ
ッ
ト
マ
ン
博
士
の「
失
っ
た
も
の
を

数
え
る
な
、残
さ
れ
た
も
の
を
最
大
限
生
か

せ
」の
教
え
ど
お
り
の
結
果
と
な
っ
た
。

　
今
回
の
事
前
合
宿
を
通
じ
た
国
際
交
流
が

成
功
し
た
理
由
は
、ス
ポ
ー
ツ
だ
け
を
目
的

と
す
る
の
で
は
な
く
、芸
術
・
文
化
・
教
育
・
経

済
な
ど
様
々
な
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
手
法

で
参
加
し
、核
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
を
盛
り
上

げ
る
た
め
に
協
力
し
合
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、我
々
市
民
と
相
手
国
選

手
団
と
の
間
で
、「
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た
ら
、

再
度
、対
面
で
交
流
し
よ
う
」と
の
共
通
認
識

が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。そ
の
結
果
う
れ
し

い
協
議
が
成
立
し
た
。来
年（
2
0
2
2
年
）

５
月
に
福
岡
で
開
催
さ
れ
る
F
I
N
A
世
界

水
泳
選
手
権
の
事
前
合
宿
を
再
び
金
沢
市
で

行
い
、改
め
て
市
民
と
の
交
流
の
場
を
検
討

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。そ
の
際
に

は
、多
様
な
市
民
が
参
加
し
、ス
ポ
ー
ツ
以
外

の
分
野
で
も
草
の
根
の
交
流
が
展
開
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
金
沢
市
で
は
、本
市
の
文
化
に
更
に
厚
み

を
持
た
せ
、発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、新
た

な
価
値
と
し
て
の「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
」 

を
推

進
し
、後
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
、そ
の
決
意
や
、市
、市
民

及
び
事
業
者
な
ど
の
役
割
、基
本
理
念
を
示

し
た「
金
沢
市
ス
ポ
ー
ツ
文
化
推
進
条
例
」を

平
成
30（
2
0
1
8
）年
4
月
に
制
定
し
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
で
人
と
ま
ち
を
元
気
に
す
る
」こ

と
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、活

力
と
魅
力
の
あ
る
ま
ち
と
し
て
い
く
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
こ
と
は
も
と
よ
り
、観
る

こ
と
、支
え
る
こ
と
、応
援
す
る
こ
と
、語
り

合
う
こ
と
な
ど
が
日
常
的
に
行
わ
れ
、こ
れ

ら
が
人
々
の
生
活
の
中
に
溶
け
込
む
と
と
も

に
、そ
の
状
態
が
風
土
と
し
て
根
付
き
、受
け

継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。ま

た
、同
年
7
月
に
は
、金
沢
の
文
化
と
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
地
域
経
済

の
活
性
化
、文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
活
用
・
振

興
、そ
し
て
金
沢
ブ
ラ
ン
ド
の
醸
成
・
発
信
を

目
的
と
し
て「
金
沢
文
化
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」を
設
立
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
中
、金
沢
プ
ー

ル
で
は
、金
沢
市
出
身
に
し
て
日
本
の
飛
込

の
礎
を
築
き
、7
人
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表

選
手
を
育
て
た
中
田
周
三
氏
の
功
績
を
讃
え

る「
中
田
周
三
杯
飛
込
競
技
大
会
」の
開
催
、

金
沢
文
化
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る

「
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
選
手
権
大
会
」の
誘

致
、日
本
代
表
選
手
や
大
学
の
合
宿
・
キ
ャ
ン

プ
で
の
利
用
な
ど
、ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
推
進

を
担
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
金
沢
プ
ー
ル
は
、本
市
に
お
け
る

健
康
づ
く
り
や
体
力
向
上
、ま
た
は
競
技
力

向
上
の
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、屋
内
国
際

公
認
プ
ー
ル
と
い
う
資
源
と
本
市
の
地
域
資

源
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
国
内
外
の
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
に
つ
な
げ
、本
市
の

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
交
流
人
口
の
拡
大
と
地

域
活
性
化
を
図
る
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て

い
く
。

2
．東
京
オ
リ
・パ
ラ
の

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の

取
り
組
み

金沢プールの整備について5



の
高
い
サ
ー
ビ
ス
や
、豊
富
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
す
る
こ
と
で
地
域
振
興
や
市
民
の
健
康

な
身
体
づ
く
り
の
促
進
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
ま
た
、オ
ー
プ
ン
以
来
、県
レ
ベ
ル
の
競
技

会
が
続
々
と
開
催
さ
れ
る
中
、全
国
的
な
イ

ベ
ン
ト
と
し
て「
水
泳
の
日
2
0
1
7
・
金

沢
」が
開
催
さ
れ
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、日

本
水
泳
連
盟
が
、水
泳
の
さ
ら
な
る
普
及
と

発
展
、競
技
力
の
向
上
と
競
技
人
口
の
拡
大

を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
お
り
、地
方
に
お

い
て
行
政
と
連
携
し
た
初
の
開
催
と
な
り
、

総
勢
30
人
を
超
え
る
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
や
日
本

代
表
選
手
が
ゲ
ス
ト
で
登
場
し
、参
加
者
と

一
緒
に
泳
ぎ
、レ
ッ
ス
ン
を
行
う
こ
と
で
交

流
を
深
め
た
。ほ
か
、2
0
1
7
年
9
月
の
日

本
選
手
権
水
泳
競
技
大
会（
飛
込
競
技
）や
、

2
0
1
8
年
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体（
飛

込
・
水
球
・
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ
ン

グ
）な
ど
の
大
規
模
大
会
が
開
催
さ
れ
、ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
競
技
を
間
近
に
感
じ
る
こ
と

で
、競
技
力
の
向
上
や
地
域
の
活
性
化
が
期

待
さ
れ
る
。

　
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
は
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
効
果
を
地
方

に
も
波
及
さ
せ
る
た
め
に
国
が
設
け
た
制
度

で
あ
り
、「
参
加
国
と
地
域
の
住
民
が
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
経
済
等
の
多
様
な
分
野
で
交
流
す

る
こ
と
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
に
活
か

し
、末
永
い
交
流
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
」と
説
明
さ
れ
、全
国
で
約
5
3
0
の

自
治
体
・
地
域
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
金
沢
市
は
姉
妹
都
市
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
・

ナ
ン
シ
ー
市
と
ロ
シ
ア
・
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
市

と
の
縁
か
ら
、フ
ラ
ン
ス
と
ロ
シ
ア
の
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
に
登
録
し
、フ
ラ
ン
ス
の
水
泳
3

種
目（
競
泳
、飛
込
、マ
ラ
ソ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
）、

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、パ
ラ
水
泳
と
、ロ

シ
ア
の
飛
込
種
目
の
、計
6
チ
ー
ム
、92
名
の

選
手
団
の
事
前
合
宿
を
受
け
入
れ
た
。

　
実
施
体
制
と
し
て
、平
成
29（
2
0
1
7
）年

に
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連

事
業
推
進
室
を
設
け
、フ
ラ
ン
ス
と
ロ
シ
ア

の
各
競
技
連
盟
に
よ
る
練
習
会
場
や
宿
泊
施

設
等
の
視
察
を
経
て
、事
前
合
宿
を
金
沢
市

で
行
う
旨
の
協
定
を
締
結
し
た
。そ
の
後
、

2
0
2
0
年
の
大
会
直
前
の
事
前
合
宿
に
向

け
た
予
行
練
習
と
し
て
、令
和
元（
2
0
1
9
）

年
度
ま
で
に
延
べ
5
チ
ー
ム
、59
名
が
プ
レ

合
宿
を
行
っ
た
。プ
レ
合
宿
で
は
、練
習
時
間

帯
、食
事
の
素
材
と
分
量
、オ
フ
の
日
の
過
ご

し
方
、好
ま
れ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
文
化
体

運
営
コ
ス
ト
を
考
慮
し
た
施
設
整
備
」と
し
、

気
候
・
風
土
・
施
設
特
性
に
合
致
し
た「
環
境

共
存
型
プ
ー
ル
」の
整
備
。

施
設
の
概
要

　
本
施
設
は
、鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

（
一
部
鉄
骨
造
）、地
上
3
階
、地
下
1
階
、延

床
面
積
1
4
1
4
8
・
42
㎡
の
通
年
屋
内
型

プ
ー
ル
で
、50
ｍ
プ
ー
ル
、飛
び
込
み
プ
ー

ル
、25
ｍ
サ
ブ
プ
ー
ル
及
び
諸
室
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
観
客
席
は
仮
設
を
含
め

2
5
0
0
人
の
収
容
が
可
能
で
あ
り
、日
本

水
泳
連
盟
主
催
の
主
要
な
国
内
大
会
が
開
催

可
能
で
あ
る
。

　
50
ｍ
プ
ー
ル
は
、50
ｍ
×
25
ｍ
×
水
深

2
・
0
ｍ
、10
レ
ー
ン
の
国
際
基
準
プ
ー
ル

で
、可
動
壁
に
よ
り
25
ｍ
プ
ー
ル（
短
水
路

公
認
）及
び
多
目
的
プ
ー
ル
の
2
面
に
区

分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。全
床
が
可
動
床

と
な
っ
て
お
り
、水
深
0
〜
2
・
0
ｍ
に
調

整
す
る
こ
と
が
で
き
、水
球
競
技
に
も
対

応
し
て
い
る
。

　
飛
び
込
み
プ
ー
ル
は
、25
ｍ
×
20
ｍ
×
水

深
5
・
0
ｍ
の
国
際
基
準
プ
ー
ル
で
、高
飛
込

用（
10
ｍ
、7
・
5
ｍ
、5
ｍ
各
1
台
）及
び
飛

板
飛
込
用（
3
ｍ
、1
ｍ
各
2
基
）の
飛
込
台

を
有
す
る
。ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ

ン
グ
に
も
対
応
す
る
ほ
か
、競
泳
大
会
時
に

は
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
用
と
し
て
も
利
用

さ
れ
る
。

　
25
ｍ
サ
ブ
プ
ー
ル
は
、25
ｍ
×
14
ｍ
×
水

深
1
・
1
ｍ
又
は
1
・
35
ｍ（
2
段
オ
ー
バ
ー

フ
ロ
ー
）、7
レ
ー
ン
で
、主
に
一
般
開
放
し

て
利
用
さ
れ
、大
規
模
大
会
時
に
は
ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
用
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
。

施
設
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
本
施
設
は
、大
規
模
屋
内
プ
ー
ル
の
管
理

運
営
実
績
の
あ
る
事
業
者
を
中
心
に
、地
元

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
等
で
構
成
さ
れ
た

「
金
沢
プ
ー
ル
共
同
事
業
体
」が
管
理
運
営
を

行
っ
て
お
り
、民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
質

施
設
整
備
の
経
緯

「
金
沢
市
営
総
合
プ
ー
ル
」は
、金
沢
市
の
大

規
模
プ
ー
ル
と
し
て
金
沢
南
総
合
運
動
公
園

内
に
昭
和
34（
1
9
5
9
）年
に
オ
ー
プ
ン

し
、石
川
国
体
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
な
ど
数
多

く
の
全
国
大
会
の
舞
台
と
な
っ
て
き
た
。ま

た
、こ
れ
ま
で
多
く
の
市
民
や
水
泳
愛
好
者

に
親
し
ま
れ
て
き
た
。し
か
し
な
が
ら
、供
用

か
ら
50
年
以
上
経
過
し
、施
設
設
備
の
老
朽

化
が
顕
在
化
し
て
い
た
。

　
金
沢
市
で
は
平
成
27（
2
0
1
5
）年
3
月

に「
金
沢
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」を
策
定

し
、「
ス
ポ
ー
ツ
で
人
と
ま
ち
を
元
気
に
す
る

ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
し
、ス
ポ
ー
ツ
が
文
化

と
し
て
認
識
さ
れ
る
社
会
の
確
立
を
め
ざ
し

て
い
る
。こ
の
計
画
実
現
の
中
核
を
担
う
の

が
金
沢
城
北
市
民
運
動
公
園
で
、「
市
民
ス
ポ

ー
ツ
の
推
進
及
び
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
拠
点
」

と
し
て
、「
金
沢
市
営
総
合
プ
ー
ル
」を
移
転

新
築
す
る
か
た
ち
で「
金
沢
プ
ー
ル
」が
整
備

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、平
成
29（
2
0
1
7
）年

4
月
9
日
に
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
た
。

施
設
の
整
備
方
針

　
本
施
設
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、次
の
5

つ
の
整
備
方
針
を
基
に
計
画
、施
工
し
て
い

る
。

（
1
）「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
一
般
の
市

民
利
用
の
ニ
ー
ズ
ま
で
幅
広
く
対
応
し
た
、

い
つ
来
て
も
泳
げ
る
プ
ー
ル
」と
し
、屋
内
国

際
公
認
プ
ー
ル
と
し
て
の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
な

品
質
の
確
保
と
、大
会
開
催
・
一
般
利
用
・
併

用
利
用
に
配
慮
し
た
利
便
性
の
高
い「
い
つ

で
も
・
だ
れ
で
も
泳
ぎ
に
来
ら
れ
る
プ
ー
ル
」

を
整
備
。

（
2
）「
公
園
施
設
と
の
連
携
に
よ
る
、新
た
な

「
健
康
」と「
ス
ポ
ー
ツ
」へ
の
架
け
橋
と
な
る

施
設
づ
く
り
」と
し
、屋
内
広
場
を
含
む
公
園

施
設
と
の
連
携
に
よ
り
、健
康
増
進
・
親
水
促

進
の
核
と
な
る
施
設
を
整
備
。

（
3
）「
都
市
公
園
施
設
と
し
て
、公
園
内
外
の

景
観
、周
辺
環
境
と
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
」と

し
、金
沢
の
3
つ
の
台
地
と
、新
た
な
プ
ー
ル

の
屋
根
の
稜
線
が
呼
応
す
る
、金
沢
の
原
風

景
と
調
和
す
る
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
形
成
。

（
4
）「
金
沢
の
歴
史
的
・
文
化
的
文
脈
を
感
じ

る
木
ウ
ォ
ー
ル
に
よ
る
伝
統
工
芸
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
」と
し
、伝
統
工
芸
で
あ

る
指
物（
木
工
）を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
地
場
産

の
木
仕
上
材
に
よ
る
織
物
の
よ
う
な
外
観
デ

ザ
イ
ン
。

（
5
）「
環
境
負
荷
の
低
減
や
自
然
と
の
共
生
、

可動壁、可動床の50mプール。

モニターで練習公開

フランスのアーティスティックスイミング選手と金沢のジュニアチーム選手が
それぞれの自宅でトレーニング

感
染
さ
せ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、計
画
を
変
更
し
、選
手
団
ご
と
に
専
属
チ

ー
ム
を
編
成
し
、他
の
選
手
団
と
は
接
触
し

な
い
体
制
を
作
る
こ
と
と
し
た
。し
か
し
、こ

の
方
法
で
は
ス
タ
ッ
フ
の
必
要
人
数
は
2
倍

以
上
必
要
と
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、毎
日

の
行
動
を
制
限
で
き
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

バ
ブ
ル
の
中
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、戦
力
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
で
き
な
い
。更

に
、い
ざ
陽
性
者
が
発
生
す
る
と
保
健
所
や

病
院
に
付
き
添
う
通
訳
も
必
要
と
な
る
な

ど
、ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
た
。そ

こ
で
外
部
の
人
材
を「
助
っ
人
」と
し
て
仲
間

に
入
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。こ
の「
助
っ

人
」に
求
め
ら
れ
る
資
質
は
、「
外
国
語
が
話

せ
る
」「
外
国
人
と
接
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
い

る
」「
感
染
防
止
対
策
に
慣
れ
て
い
る
」と
い

う
3
点
で
あ
り
、こ
れ
ら
を
全
て
備
え
て
い

る
国
際
線
客
室
乗
務
員
を
7
名
、日
本
航
空

か
ら
出
向
職
員
と
し
て
迎
え
入
れ
た
。彼
ら

は
選
手
団
が
搭
乗
す
る
航
空
便
の
手
配
や
ま

と
ま
っ
た
客
席
の
確
保
、空
港
内
の
選
手
団

の
導
線
確
保
や
案
内
な
ど
、事
前
合
宿
期
間

中
だ
け
で
な
く
選
手
団
の
母
国
出
発
か
ら
帰

国
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。異
例
づ
く
め
の

東
京
大
会
に
不
安
を
感
じ
る
選
手
団
に
と
っ

て
も
救
世
主
と
な
り
、絶
大
な
信
頼
を
得
る

こ
と
と
な
っ
た
。

③
市
民
と
の
交
流

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、事
前
合
宿
中
は
対

面
で
の
交
流
や
接
触
型
の
文
化
体
験
な
ど
は

で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、距
離
を
確
保
し
て

の
対
話
や
リ
モ
ー
ト
で
の
交
流
の
機
会
を
設

け
、地
元
の
競
技
団
体
や
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
、障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
小
中
学
生
な
ど
が

一
流
選
手
と
交
流
し
た
。ま
た
、練
習
を
一
般

公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、無
観
客
と
な
っ
た

東
京
と
は
異
な
り
、選
手
の
生
の
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
と
多
く
の
市
民
が
練
習
会
場

を
訪
れ
、選
手
団
と
手
を
振
り
合
う
な
ど
心

を
交
わ
し
た
。

　
市
内
12
の
小
中
学
校
か
ら
は
、練
習
会
場

と
宿
泊
施
設
の
往
復
し
か
で
き
な
い
選
手
団

の
ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
よ
う
と
ユ
ニ
ー
ク
な

動
画
が
届
き
、選
手
団
の
食
事
中
に
放
映
し

た
。選
手
団
一
人
ひ
と
り
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ

ー
ド
を
届
け
た
学
校
も
あ
り
、選
手
団
か
ら

感
謝
の
動
画
や
寄
せ
書
き
な
ど
も
届
い
て
い

る
。文
化
体
験
と
し
て
、和
食
や
金
箔
貼
り
、

人
形
の
絵
付
け
な
ど
を
用
意
し
た
ほ
か
、宿

泊
施
設
内
に
土
産
品
を
陳
列
し
て
注
文
を
受

け
付
け
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
味
わ
っ
て
も
ら

っ
た
。な
か
で
も
好
評
だ
っ
た
の
は
小
学
生

が
用
意
し
た
こ
ま
や
折
り
紙
、書
道
な
ど
の

日
本
文
化
体
験
で
あ
り
、選
手
団
が
鉢
巻
き

を
し
な
が
ら
書
道
を
す
る
姿
な
ど
が
彼
ら
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、

金
沢
で
は
事
前
合
宿
の
段
階
か
ら
盛
り
上
が

り
を
見
せ
、東
京
大
会
の
開
幕
を
迎
え
た
。

験
な
ど
、準
備
す
べ
き
事
項
を
確
認
し
な
が

ら
経
験
を
積
み
重
ね
る
と
と
も
に
、相
手
国

選
手
団
と
の
人
間
関
係
も
築
い
て
き
た
。

　
ま
た
、プ
レ
合
宿
に
あ
た
っ
て
は
、地
元
の

競
技
団
体
に
練
習
機
材
の
調
達
や
合
同
練
習

の
相
手
役
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、一

般
市
民
、ス
ポ
ー
ツ
団
体
、通
訳
、学
生
、経
済

団
体
等
か
ら
96
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
登
録

す
る
な
ど
、2
0
2
0
年
の
事
前
合
宿
に
向

け
た
準
備
と
体
制
を
整
え
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
世
界
的
な
拡
大
に
よ
り
、2
0
2
0
年

の
東
京
大
会
は
延
期
と
な
っ
た
。１
年
の
ブ

ラ
ン
ク
に
よ
り「
相
手
国
選
手
団
と
の
人
間

関
係
の
維
持
」と「
東
京
大
会
に
対
す
る
市
民

の
機
運
の
持
続
」に
危
機
感
が
生
じ
た
こ
と

か
ら
始
め
た
の
が
、相
手
国
と
の
動
画
交
流

で
あ
る
。ま
ず
は
、こ
れ
ま
で
の
プ
レ
合
宿
で

選
手
団
と
面
識
の
あ
る
市
職
員
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
が
相
手
国
チ
ー
ム
に
向
け
て

「
2
0
2
1
年
に
待
っ
て
る
よ
！
」と
動
画
を

撮
影
し
て
送
信
し
た
と
こ
ろ
、相
手
国
選
手

団
か
ら
も「
金
沢
に
行
く
の
が
待
ち
遠
し

い
！
」と
い
っ
た
動
画
が
返
信
さ
れ
て
き
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ

ン
グ
選
手
団
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
自
宅
で
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
様
子
を
地
元
の
ジ
ュ
ニ
ア

チ
ー
ム
が
実
践
し
、そ
の
様
子
を
撮
影
し
た

動
画
を
フ
ラ
ン
ス
へ
送
っ
た
と
こ
ろ
、「
か
わ

い
い
」と
の
反
応
が
返
っ
て
き
た
こ
と
も
あ

っ
た
。こ
の
よ
う
な
交
流
が
始
ま
り
、寄
せ
ら

れ
た
動
画
は
60
本
以
上
、参
加
者
は
3
0
0

人
超
に
達
し
た
。こ
の
様
子
を
市
民
に
も
知

っ
て
も
ら
い
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
へ
の
機
運
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、動

画
に
字
幕
を
付
け
て
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。こ
の
動
画
交
流
に

は
、事
前
合
宿
に
直
接
関
係
し
な
い
地
元
の

音
楽
家
、文
化
芸
能
家
、寿
司
職
人
、学
生
な

ど
も
加
わ
り
交
流
の
裾
野
が
拡
大
し
た
ほ

か
、金
沢
市
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
活
動
に
つ
い

て
の
市
民
の
認
知
も
高
ま
る
な
ど
、「
相
手
国

と
の
人
間
関
係
の
維
持
」と「
市
民
の
機
運
の

持
続
」が
解
決
し
た
だ
け
で
な
く
、相
互
の
理

解
が
更
に
深
ま
っ
た
１
年
と
な
っ
た
。

　
さ
て
、2
0
2
1
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、厳
し
い
入
国
制

限
、バ
ブ
ル
方
式
に
よ
る
感
染
防
止
対
策
、無

観
客
な
ど
、前
例
の
な
い
大
会
と
な
り
、ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
の
事
前
合
宿
も
感
染
防
止
対
策
を

徹
底
し
て
の
実
施
と
な
っ
た
。多
く
の
制
約

が
あ
る
中
で
、金
沢
市
が
行
っ
た
取
り
組
み

の
一
部
を
紹
介
す
る
。

①
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

　
国
は
令
和
2（
2
0
2
0
）年
11
月
に「
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
等
に
お
け
る
選
手
等
受
け
入
れ

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
手
引
き
」を
発
表
し
、全

国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
開
始
し
た
。し
か
し
、金

沢
市
で
は
そ
の
4
か
月
前
か
ら
、感
染
リ
ス

ク
の
高
い
パ
ラ
選
手
団
に
も
対
応
で
き
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
着
手
し
て
お
り
、こ
れ

を
ベ
ー
ス
に
、国
や
大
会
組
織
委
員
会
が
発

表
す
る
手
引
き
や
プ
レ
イ
ブ
ッ
ク
等
の
内
容

を
織
り
込
み
な
が
ら
リ
バ
イ
ス
を
重
ね
て
き

た
。ま
た
、相
手
国
選
手
団
と
の
リ
モ
ー
ト
会

議
を
開
催
し
て
選
手
団
の
意
見
や
経
験
を
取

り
入
れ
る
と
と
も
に
、こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

実
効
性
が
あ
る
の
か
、机
上
の
空
論
に
な
っ

て
い
な
い
か
な
ど
の
議
論
も
交
わ
し
た
。更

に
、市
職
員
、通
訳
、練
習
施
設
・
宿
泊
施
設
な

ど
の
関
係
者
が
参
加
し
て
図
上
訓
練
や
実
地

訓
練
な
ど
も
実
施
し
た
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、

選
手
団
は
バ
ブ
ル
方
式
等
に
よ
る
制
約
を
理

解
し
、双
方
の
信
頼
関
係
の
中
で
事
前
合
宿

が
順
調
か
つ
安
全
に
実
施
で
き
た
。

②
合
宿
受
入
体
制
の
見
直
し
と

日
本
航
空
か
ら
の
出
向
職
員
の
活
躍

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
以
前
は
、合
宿
受
入
の

た
め
の
ス
タ
ッ
フ
数
を
最
低
限
と
す
る
た
め

に
、午
前
は
Ａ
選
手
団
、午
後
は
Ｂ
選
手
団
の

サ
ポ
ー
ト
に
入
る
と
い
う
よ
う
な
ア
メ
ー
バ

ー
方
式
で
ス
タ
ッ
フ
が
従
事
す
る
計
画
と
し

て
い
た
が
、そ
の
方
法
で
は
、ど
こ
か
の
選
手

団
に
感
染
が
発
生
し
た
ら
他
の
選
手
団
に
も

　　
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
環
境
が
変
化
す
る

中
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
選
手
団

と
の
交
流
や
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
た
。特

に
今
回
は
、動
画
交
流
に
よ
っ
て
選
手
団
と

合
宿
受
入
ス
タ
ッ
フ
の
人
間
関
係
が
よ
り
深

ま
っ
た
と
と
も
に
、動
画
に
参
加
し
た
市
民

層
が
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
だ
け
で
な
く
多
様
な

分
野
に
拡
が
っ
た
こ
と
や
、小
中
学
生
や
地

元
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
が
動
画
を
作
成
す
る
な
ど

の
時
間
的
余
裕
が
生
ま
れ
た
こ
と
、合
宿
受

入
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
相
手
国
選
手
団
と
議
論
し

な
が
ら
作
成
し
た
こ
と
な
ど
、東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
１
年
延
期
さ

れ
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
成
果
は
数
え
き
れ

な
い
。も
し
、予
定
ど
お
り
2
0
2
0
年
に
大

会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
ら
、こ
こ
ま
で
相
手

国
と
我
々
ス
タ
ッ
フ
や
市
民
と
の
強
い
信
頼

関
係
が
生
ま
れ
ず
に
過
ぎ
去
っ
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。2
0
2
1
年
の
事
前
合
宿
を
振

り
返
る
と
、「
開
催
の
め
ど
が
立
た
な
い
」「
無

観
客
」「
選
手
団
は
自
由
に
外
出
で
き
な
い
」

「
市
民
と
の
対
面
で
の
接
触
が
で
き
な
い
」な

ど
、な
い
も
の
づ
く
し
だ
っ
た
。し
か
し
、そ

ん
な
状
況
下
で
も
与
え
ら
れ
た
条
件
の
な
か

で
工
夫
を
繰
り
返
し
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
こ

と
が
実
を
結
び
、事
前
合
宿
は
成
功
し
た
。パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
父
と
呼
ば
れ
る
ル
ー
ト
ヴ

ィ
ヒ
・
グ
ッ
ト
マ
ン
博
士
の「
失
っ
た
も
の
を

数
え
る
な
、残
さ
れ
た
も
の
を
最
大
限
生
か

せ
」の
教
え
ど
お
り
の
結
果
と
な
っ
た
。

　
今
回
の
事
前
合
宿
を
通
じ
た
国
際
交
流
が

成
功
し
た
理
由
は
、ス
ポ
ー
ツ
だ
け
を
目
的

と
す
る
の
で
は
な
く
、芸
術
・
文
化
・
教
育
・
経

済
な
ど
様
々
な
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
手
法

で
参
加
し
、核
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
を
盛
り
上

げ
る
た
め
に
協
力
し
合
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、我
々
市
民
と
相
手
国
選

手
団
と
の
間
で
、「
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た
ら
、

再
度
、対
面
で
交
流
し
よ
う
」と
の
共
通
認
識

が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。そ
の
結
果
う
れ
し

い
協
議
が
成
立
し
た
。来
年（
2
0
2
2
年
）

５
月
に
福
岡
で
開
催
さ
れ
る
F
I
N
A
世
界

水
泳
選
手
権
の
事
前
合
宿
を
再
び
金
沢
市
で

行
い
、改
め
て
市
民
と
の
交
流
の
場
を
検
討

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。そ
の
際
に

は
、多
様
な
市
民
が
参
加
し
、ス
ポ
ー
ツ
以
外

の
分
野
で
も
草
の
根
の
交
流
が
展
開
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
金
沢
市
で
は
、本
市
の
文
化
に
更
に
厚
み

を
持
た
せ
、発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、新
た

な
価
値
と
し
て
の「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
」 

を
推

進
し
、後
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
、そ
の
決
意
や
、市
、市
民

及
び
事
業
者
な
ど
の
役
割
、基
本
理
念
を
示

し
た「
金
沢
市
ス
ポ
ー
ツ
文
化
推
進
条
例
」を

平
成
30（
2
0
1
8
）年
4
月
に
制
定
し
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
で
人
と
ま
ち
を
元
気
に
す
る
」こ

と
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、活

力
と
魅
力
の
あ
る
ま
ち
と
し
て
い
く
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
こ
と
は
も
と
よ
り
、観
る

こ
と
、支
え
る
こ
と
、応
援
す
る
こ
と
、語
り

合
う
こ
と
な
ど
が
日
常
的
に
行
わ
れ
、こ
れ

ら
が
人
々
の
生
活
の
中
に
溶
け
込
む
と
と
も

に
、そ
の
状
態
が
風
土
と
し
て
根
付
き
、受
け

継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。ま

た
、同
年
7
月
に
は
、金
沢
の
文
化
と
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
地
域
経
済

の
活
性
化
、文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
活
用
・
振

興
、そ
し
て
金
沢
ブ
ラ
ン
ド
の
醸
成
・
発
信
を

目
的
と
し
て「
金
沢
文
化
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」を
設
立
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
中
、金
沢
プ
ー

ル
で
は
、金
沢
市
出
身
に
し
て
日
本
の
飛
込

の
礎
を
築
き
、7
人
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表

選
手
を
育
て
た
中
田
周
三
氏
の
功
績
を
讃
え

る「
中
田
周
三
杯
飛
込
競
技
大
会
」の
開
催
、

金
沢
文
化
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る

「
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
選
手
権
大
会
」の
誘

致
、日
本
代
表
選
手
や
大
学
の
合
宿
・
キ
ャ
ン

プ
で
の
利
用
な
ど
、ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
推
進

を
担
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
金
沢
プ
ー
ル
は
、本
市
に
お
け
る

健
康
づ
く
り
や
体
力
向
上
、ま
た
は
競
技
力

向
上
の
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、屋
内
国
際

公
認
プ
ー
ル
と
い
う
資
源
と
本
市
の
地
域
資

源
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
国
内
外
の
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
に
つ
な
げ
、本
市
の

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
交
流
人
口
の
拡
大
と
地

域
活
性
化
を
図
る
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て

い
く
。
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の
高
い
サ
ー
ビ
ス
や
、豊
富
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
す
る
こ
と
で
地
域
振
興
や
市
民
の
健
康

な
身
体
づ
く
り
の
促
進
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
ま
た
、オ
ー
プ
ン
以
来
、県
レ
ベ
ル
の
競
技

会
が
続
々
と
開
催
さ
れ
る
中
、全
国
的
な
イ

ベ
ン
ト
と
し
て「
水
泳
の
日
2
0
1
7
・
金

沢
」が
開
催
さ
れ
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、日

本
水
泳
連
盟
が
、水
泳
の
さ
ら
な
る
普
及
と

発
展
、競
技
力
の
向
上
と
競
技
人
口
の
拡
大

を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
お
り
、地
方
に
お

い
て
行
政
と
連
携
し
た
初
の
開
催
と
な
り
、

総
勢
30
人
を
超
え
る
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
や
日
本

代
表
選
手
が
ゲ
ス
ト
で
登
場
し
、参
加
者
と

一
緒
に
泳
ぎ
、レ
ッ
ス
ン
を
行
う
こ
と
で
交

流
を
深
め
た
。ほ
か
、2
0
1
7
年
9
月
の
日

本
選
手
権
水
泳
競
技
大
会（
飛
込
競
技
）や
、

2
0
1
8
年
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体（
飛

込
・
水
球
・
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ
ン

グ
）な
ど
の
大
規
模
大
会
が
開
催
さ
れ
、ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
競
技
を
間
近
に
感
じ
る
こ
と

で
、競
技
力
の
向
上
や
地
域
の
活
性
化
が
期

待
さ
れ
る
。

　
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
は
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
効
果
を
地
方

に
も
波
及
さ
せ
る
た
め
に
国
が
設
け
た
制
度

で
あ
り
、「
参
加
国
と
地
域
の
住
民
が
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
経
済
等
の
多
様
な
分
野
で
交
流
す

る
こ
と
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
に
活
か

し
、末
永
い
交
流
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
」と
説
明
さ
れ
、全
国
で
約
5
3
0
の

自
治
体
・
地
域
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
金
沢
市
は
姉
妹
都
市
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
・

ナ
ン
シ
ー
市
と
ロ
シ
ア
・
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
市

と
の
縁
か
ら
、フ
ラ
ン
ス
と
ロ
シ
ア
の
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
に
登
録
し
、フ
ラ
ン
ス
の
水
泳
3

種
目（
競
泳
、飛
込
、マ
ラ
ソ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
）、

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、パ
ラ
水
泳
と
、ロ

シ
ア
の
飛
込
種
目
の
、計
6
チ
ー
ム
、92
名
の

選
手
団
の
事
前
合
宿
を
受
け
入
れ
た
。

　
実
施
体
制
と
し
て
、平
成
29（
2
0
1
7
）年

に
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連

事
業
推
進
室
を
設
け
、フ
ラ
ン
ス
と
ロ
シ
ア

の
各
競
技
連
盟
に
よ
る
練
習
会
場
や
宿
泊
施

設
等
の
視
察
を
経
て
、事
前
合
宿
を
金
沢
市

で
行
う
旨
の
協
定
を
締
結
し
た
。そ
の
後
、

2
0
2
0
年
の
大
会
直
前
の
事
前
合
宿
に
向

け
た
予
行
練
習
と
し
て
、令
和
元（
2
0
1
9
）

年
度
ま
で
に
延
べ
5
チ
ー
ム
、59
名
が
プ
レ

合
宿
を
行
っ
た
。プ
レ
合
宿
で
は
、練
習
時
間

帯
、食
事
の
素
材
と
分
量
、オ
フ
の
日
の
過
ご

し
方
、好
ま
れ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
文
化
体

運
営
コ
ス
ト
を
考
慮
し
た
施
設
整
備
」と
し
、

気
候
・
風
土
・
施
設
特
性
に
合
致
し
た「
環
境

共
存
型
プ
ー
ル
」の
整
備
。

施
設
の
概
要

　
本
施
設
は
、鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

（
一
部
鉄
骨
造
）、地
上
3
階
、地
下
1
階
、延

床
面
積
1
4
1
4
8
・
42
㎡
の
通
年
屋
内
型

プ
ー
ル
で
、50
ｍ
プ
ー
ル
、飛
び
込
み
プ
ー

ル
、25
ｍ
サ
ブ
プ
ー
ル
及
び
諸
室
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
観
客
席
は
仮
設
を
含
め

2
5
0
0
人
の
収
容
が
可
能
で
あ
り
、日
本

水
泳
連
盟
主
催
の
主
要
な
国
内
大
会
が
開
催

可
能
で
あ
る
。

　
50
ｍ
プ
ー
ル
は
、50
ｍ
×
25
ｍ
×
水
深

2
・
0
ｍ
、10
レ
ー
ン
の
国
際
基
準
プ
ー
ル

で
、可
動
壁
に
よ
り
25
ｍ
プ
ー
ル（
短
水
路

公
認
）及
び
多
目
的
プ
ー
ル
の
2
面
に
区

分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。全
床
が
可
動
床

と
な
っ
て
お
り
、水
深
0
〜
2
・
0
ｍ
に
調

整
す
る
こ
と
が
で
き
、水
球
競
技
に
も
対

応
し
て
い
る
。

　
飛
び
込
み
プ
ー
ル
は
、25
ｍ
×
20
ｍ
×
水

深
5
・
0
ｍ
の
国
際
基
準
プ
ー
ル
で
、高
飛
込

用（
10
ｍ
、7
・
5
ｍ
、5
ｍ
各
1
台
）及
び
飛

板
飛
込
用（
3
ｍ
、1
ｍ
各
2
基
）の
飛
込
台

を
有
す
る
。ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ

ン
グ
に
も
対
応
す
る
ほ
か
、競
泳
大
会
時
に

は
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
用
と
し
て
も
利
用

さ
れ
る
。

　
25
ｍ
サ
ブ
プ
ー
ル
は
、25
ｍ
×
14
ｍ
×
水

深
1
・
1
ｍ
又
は
1
・
35
ｍ（
2
段
オ
ー
バ
ー

フ
ロ
ー
）、7
レ
ー
ン
で
、主
に
一
般
開
放
し

て
利
用
さ
れ
、大
規
模
大
会
時
に
は
ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
用
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
。

施
設
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
本
施
設
は
、大
規
模
屋
内
プ
ー
ル
の
管
理

運
営
実
績
の
あ
る
事
業
者
を
中
心
に
、地
元

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
等
で
構
成
さ
れ
た

「
金
沢
プ
ー
ル
共
同
事
業
体
」が
管
理
運
営
を

行
っ
て
お
り
、民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
質

施
設
整
備
の
経
緯

「
金
沢
市
営
総
合
プ
ー
ル
」は
、金
沢
市
の
大

規
模
プ
ー
ル
と
し
て
金
沢
南
総
合
運
動
公
園

内
に
昭
和
34（
1
9
5
9
）年
に
オ
ー
プ
ン

し
、石
川
国
体
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
な
ど
数
多

く
の
全
国
大
会
の
舞
台
と
な
っ
て
き
た
。ま

た
、こ
れ
ま
で
多
く
の
市
民
や
水
泳
愛
好
者

に
親
し
ま
れ
て
き
た
。し
か
し
な
が
ら
、供
用

か
ら
50
年
以
上
経
過
し
、施
設
設
備
の
老
朽

化
が
顕
在
化
し
て
い
た
。

　
金
沢
市
で
は
平
成
27（
2
0
1
5
）年
3
月

に「
金
沢
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」を
策
定

し
、「
ス
ポ
ー
ツ
で
人
と
ま
ち
を
元
気
に
す
る

ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
し
、ス
ポ
ー
ツ
が
文
化

と
し
て
認
識
さ
れ
る
社
会
の
確
立
を
め
ざ
し

て
い
る
。こ
の
計
画
実
現
の
中
核
を
担
う
の

が
金
沢
城
北
市
民
運
動
公
園
で
、「
市
民
ス
ポ

ー
ツ
の
推
進
及
び
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
拠
点
」

と
し
て
、「
金
沢
市
営
総
合
プ
ー
ル
」を
移
転

新
築
す
る
か
た
ち
で「
金
沢
プ
ー
ル
」が
整
備

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、平
成
29（
2
0
1
7
）年

4
月
9
日
に
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
た
。

施
設
の
整
備
方
針

　
本
施
設
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、次
の
5

つ
の
整
備
方
針
を
基
に
計
画
、施
工
し
て
い

る
。

（
1
）「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
一
般
の
市

民
利
用
の
ニ
ー
ズ
ま
で
幅
広
く
対
応
し
た
、

い
つ
来
て
も
泳
げ
る
プ
ー
ル
」と
し
、屋
内
国

際
公
認
プ
ー
ル
と
し
て
の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
な

品
質
の
確
保
と
、大
会
開
催
・
一
般
利
用
・
併

用
利
用
に
配
慮
し
た
利
便
性
の
高
い「
い
つ

で
も
・
だ
れ
で
も
泳
ぎ
に
来
ら
れ
る
プ
ー
ル
」

を
整
備
。

（
2
）「
公
園
施
設
と
の
連
携
に
よ
る
、新
た
な

「
健
康
」と「
ス
ポ
ー
ツ
」へ
の
架
け
橋
と
な
る

施
設
づ
く
り
」と
し
、屋
内
広
場
を
含
む
公
園

施
設
と
の
連
携
に
よ
り
、健
康
増
進
・
親
水
促

進
の
核
と
な
る
施
設
を
整
備
。

（
3
）「
都
市
公
園
施
設
と
し
て
、公
園
内
外
の

景
観
、周
辺
環
境
と
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
」と

し
、金
沢
の
3
つ
の
台
地
と
、新
た
な
プ
ー
ル

の
屋
根
の
稜
線
が
呼
応
す
る
、金
沢
の
原
風

景
と
調
和
す
る
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
形
成
。

（
4
）「
金
沢
の
歴
史
的
・
文
化
的
文
脈
を
感
じ

る
木
ウ
ォ
ー
ル
に
よ
る
伝
統
工
芸
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
」と
し
、伝
統
工
芸
で
あ

る
指
物（
木
工
）を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
地
場
産

の
木
仕
上
材
に
よ
る
織
物
の
よ
う
な
外
観
デ

ザ
イ
ン
。

（
5
）「
環
境
負
荷
の
低
減
や
自
然
と
の
共
生
、

練習の合間に 日本航空からの助っ人7名

感
染
さ
せ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、計
画
を
変
更
し
、選
手
団
ご
と
に
専
属
チ

ー
ム
を
編
成
し
、他
の
選
手
団
と
は
接
触
し

な
い
体
制
を
作
る
こ
と
と
し
た
。し
か
し
、こ

の
方
法
で
は
ス
タ
ッ
フ
の
必
要
人
数
は
2
倍

以
上
必
要
と
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、毎
日

の
行
動
を
制
限
で
き
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

バ
ブ
ル
の
中
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、戦
力
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
で
き
な
い
。更

に
、い
ざ
陽
性
者
が
発
生
す
る
と
保
健
所
や

病
院
に
付
き
添
う
通
訳
も
必
要
と
な
る
な

ど
、ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
た
。そ

こ
で
外
部
の
人
材
を「
助
っ
人
」と
し
て
仲
間

に
入
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。こ
の「
助
っ

人
」に
求
め
ら
れ
る
資
質
は
、「
外
国
語
が
話

せ
る
」「
外
国
人
と
接
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
い

る
」「
感
染
防
止
対
策
に
慣
れ
て
い
る
」と
い

う
3
点
で
あ
り
、こ
れ
ら
を
全
て
備
え
て
い

る
国
際
線
客
室
乗
務
員
を
7
名
、日
本
航
空

か
ら
出
向
職
員
と
し
て
迎
え
入
れ
た
。彼
ら

は
選
手
団
が
搭
乗
す
る
航
空
便
の
手
配
や
ま

と
ま
っ
た
客
席
の
確
保
、空
港
内
の
選
手
団

の
導
線
確
保
や
案
内
な
ど
、事
前
合
宿
期
間

中
だ
け
で
な
く
選
手
団
の
母
国
出
発
か
ら
帰

国
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。異
例
づ
く
め
の

東
京
大
会
に
不
安
を
感
じ
る
選
手
団
に
と
っ

て
も
救
世
主
と
な
り
、絶
大
な
信
頼
を
得
る

こ
と
と
な
っ
た
。

③
市
民
と
の
交
流

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、事
前
合
宿
中
は
対

面
で
の
交
流
や
接
触
型
の
文
化
体
験
な
ど
は

で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、距
離
を
確
保
し
て

の
対
話
や
リ
モ
ー
ト
で
の
交
流
の
機
会
を
設

け
、地
元
の
競
技
団
体
や
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
、障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
小
中
学
生
な
ど
が

一
流
選
手
と
交
流
し
た
。ま
た
、練
習
を
一
般

公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、無
観
客
と
な
っ
た

東
京
と
は
異
な
り
、選
手
の
生
の
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
と
多
く
の
市
民
が
練
習
会
場

を
訪
れ
、選
手
団
と
手
を
振
り
合
う
な
ど
心

を
交
わ
し
た
。

　
市
内
12
の
小
中
学
校
か
ら
は
、練
習
会
場

と
宿
泊
施
設
の
往
復
し
か
で
き
な
い
選
手
団

の
ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
よ
う
と
ユ
ニ
ー
ク
な

動
画
が
届
き
、選
手
団
の
食
事
中
に
放
映
し

た
。選
手
団
一
人
ひ
と
り
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ

ー
ド
を
届
け
た
学
校
も
あ
り
、選
手
団
か
ら

感
謝
の
動
画
や
寄
せ
書
き
な
ど
も
届
い
て
い

る
。文
化
体
験
と
し
て
、和
食
や
金
箔
貼
り
、

人
形
の
絵
付
け
な
ど
を
用
意
し
た
ほ
か
、宿

泊
施
設
内
に
土
産
品
を
陳
列
し
て
注
文
を
受

け
付
け
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
味
わ
っ
て
も
ら

っ
た
。な
か
で
も
好
評
だ
っ
た
の
は
小
学
生

が
用
意
し
た
こ
ま
や
折
り
紙
、書
道
な
ど
の

日
本
文
化
体
験
で
あ
り
、選
手
団
が
鉢
巻
き

を
し
な
が
ら
書
道
を
す
る
姿
な
ど
が
彼
ら
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、

金
沢
で
は
事
前
合
宿
の
段
階
か
ら
盛
り
上
が

り
を
見
せ
、東
京
大
会
の
開
幕
を
迎
え
た
。

験
な
ど
、準
備
す
べ
き
事
項
を
確
認
し
な
が

ら
経
験
を
積
み
重
ね
る
と
と
も
に
、相
手
国

選
手
団
と
の
人
間
関
係
も
築
い
て
き
た
。

　
ま
た
、プ
レ
合
宿
に
あ
た
っ
て
は
、地
元
の

競
技
団
体
に
練
習
機
材
の
調
達
や
合
同
練
習

の
相
手
役
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、一

般
市
民
、ス
ポ
ー
ツ
団
体
、通
訳
、学
生
、経
済

団
体
等
か
ら
96
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
登
録

す
る
な
ど
、2
0
2
0
年
の
事
前
合
宿
に
向

け
た
準
備
と
体
制
を
整
え
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
世
界
的
な
拡
大
に
よ
り
、2
0
2
0
年

の
東
京
大
会
は
延
期
と
な
っ
た
。１
年
の
ブ

ラ
ン
ク
に
よ
り「
相
手
国
選
手
団
と
の
人
間

関
係
の
維
持
」と「
東
京
大
会
に
対
す
る
市
民

の
機
運
の
持
続
」に
危
機
感
が
生
じ
た
こ
と

か
ら
始
め
た
の
が
、相
手
国
と
の
動
画
交
流

で
あ
る
。ま
ず
は
、こ
れ
ま
で
の
プ
レ
合
宿
で

選
手
団
と
面
識
の
あ
る
市
職
員
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
が
相
手
国
チ
ー
ム
に
向
け
て

「
2
0
2
1
年
に
待
っ
て
る
よ
！
」と
動
画
を

撮
影
し
て
送
信
し
た
と
こ
ろ
、相
手
国
選
手

団
か
ら
も「
金
沢
に
行
く
の
が
待
ち
遠
し

い
！
」と
い
っ
た
動
画
が
返
信
さ
れ
て
き
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ

ン
グ
選
手
団
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
自
宅
で
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
様
子
を
地
元
の
ジ
ュ
ニ
ア

チ
ー
ム
が
実
践
し
、そ
の
様
子
を
撮
影
し
た

動
画
を
フ
ラ
ン
ス
へ
送
っ
た
と
こ
ろ
、「
か
わ

い
い
」と
の
反
応
が
返
っ
て
き
た
こ
と
も
あ

っ
た
。こ
の
よ
う
な
交
流
が
始
ま
り
、寄
せ
ら

れ
た
動
画
は
60
本
以
上
、参
加
者
は
3
0
0

人
超
に
達
し
た
。こ
の
様
子
を
市
民
に
も
知

っ
て
も
ら
い
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
へ
の
機
運
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、動

画
に
字
幕
を
付
け
て
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。こ
の
動
画
交
流
に

は
、事
前
合
宿
に
直
接
関
係
し
な
い
地
元
の

音
楽
家
、文
化
芸
能
家
、寿
司
職
人
、学
生
な

ど
も
加
わ
り
交
流
の
裾
野
が
拡
大
し
た
ほ

か
、金
沢
市
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
活
動
に
つ
い

て
の
市
民
の
認
知
も
高
ま
る
な
ど
、「
相
手
国

と
の
人
間
関
係
の
維
持
」と「
市
民
の
機
運
の

持
続
」が
解
決
し
た
だ
け
で
な
く
、相
互
の
理

解
が
更
に
深
ま
っ
た
１
年
と
な
っ
た
。

　
さ
て
、2
0
2
1
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、厳
し
い
入
国
制

限
、バ
ブ
ル
方
式
に
よ
る
感
染
防
止
対
策
、無

観
客
な
ど
、前
例
の
な
い
大
会
と
な
り
、ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
の
事
前
合
宿
も
感
染
防
止
対
策
を

徹
底
し
て
の
実
施
と
な
っ
た
。多
く
の
制
約

が
あ
る
中
で
、金
沢
市
が
行
っ
た
取
り
組
み

の
一
部
を
紹
介
す
る
。

①
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

　
国
は
令
和
2（
2
0
2
0
）年
11
月
に「
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
等
に
お
け
る
選
手
等
受
け
入
れ

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
手
引
き
」を
発
表
し
、全

国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
開
始
し
た
。し
か
し
、金

沢
市
で
は
そ
の
4
か
月
前
か
ら
、感
染
リ
ス

ク
の
高
い
パ
ラ
選
手
団
に
も
対
応
で
き
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
着
手
し
て
お
り
、こ
れ

を
ベ
ー
ス
に
、国
や
大
会
組
織
委
員
会
が
発

表
す
る
手
引
き
や
プ
レ
イ
ブ
ッ
ク
等
の
内
容

を
織
り
込
み
な
が
ら
リ
バ
イ
ス
を
重
ね
て
き

た
。ま
た
、相
手
国
選
手
団
と
の
リ
モ
ー
ト
会

議
を
開
催
し
て
選
手
団
の
意
見
や
経
験
を
取

り
入
れ
る
と
と
も
に
、こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

実
効
性
が
あ
る
の
か
、机
上
の
空
論
に
な
っ

て
い
な
い
か
な
ど
の
議
論
も
交
わ
し
た
。更

に
、市
職
員
、通
訳
、練
習
施
設
・
宿
泊
施
設
な

ど
の
関
係
者
が
参
加
し
て
図
上
訓
練
や
実
地

訓
練
な
ど
も
実
施
し
た
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、

選
手
団
は
バ
ブ
ル
方
式
等
に
よ
る
制
約
を
理

解
し
、双
方
の
信
頼
関
係
の
中
で
事
前
合
宿

が
順
調
か
つ
安
全
に
実
施
で
き
た
。

②
合
宿
受
入
体
制
の
見
直
し
と

日
本
航
空
か
ら
の
出
向
職
員
の
活
躍

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
以
前
は
、合
宿
受
入
の

た
め
の
ス
タ
ッ
フ
数
を
最
低
限
と
す
る
た
め

に
、午
前
は
Ａ
選
手
団
、午
後
は
Ｂ
選
手
団
の

サ
ポ
ー
ト
に
入
る
と
い
う
よ
う
な
ア
メ
ー
バ

ー
方
式
で
ス
タ
ッ
フ
が
従
事
す
る
計
画
と
し

て
い
た
が
、そ
の
方
法
で
は
、ど
こ
か
の
選
手

団
に
感
染
が
発
生
し
た
ら
他
の
選
手
団
に
も

　　
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
環
境
が
変
化
す
る

中
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
選
手
団

と
の
交
流
や
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
た
。特

に
今
回
は
、動
画
交
流
に
よ
っ
て
選
手
団
と

合
宿
受
入
ス
タ
ッ
フ
の
人
間
関
係
が
よ
り
深

ま
っ
た
と
と
も
に
、動
画
に
参
加
し
た
市
民

層
が
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
だ
け
で
な
く
多
様
な

分
野
に
拡
が
っ
た
こ
と
や
、小
中
学
生
や
地

元
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
が
動
画
を
作
成
す
る
な
ど

の
時
間
的
余
裕
が
生
ま
れ
た
こ
と
、合
宿
受

入
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
相
手
国
選
手
団
と
議
論
し

な
が
ら
作
成
し
た
こ
と
な
ど
、東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
１
年
延
期
さ

れ
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
成
果
は
数
え
き
れ

な
い
。も
し
、予
定
ど
お
り
2
0
2
0
年
に
大

会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
ら
、こ
こ
ま
で
相
手

国
と
我
々
ス
タ
ッ
フ
や
市
民
と
の
強
い
信
頼

関
係
が
生
ま
れ
ず
に
過
ぎ
去
っ
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。2
0
2
1
年
の
事
前
合
宿
を
振

り
返
る
と
、「
開
催
の
め
ど
が
立
た
な
い
」「
無

観
客
」「
選
手
団
は
自
由
に
外
出
で
き
な
い
」

「
市
民
と
の
対
面
で
の
接
触
が
で
き
な
い
」な

ど
、な
い
も
の
づ
く
し
だ
っ
た
。し
か
し
、そ

ん
な
状
況
下
で
も
与
え
ら
れ
た
条
件
の
な
か

で
工
夫
を
繰
り
返
し
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
こ

と
が
実
を
結
び
、事
前
合
宿
は
成
功
し
た
。パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
父
と
呼
ば
れ
る
ル
ー
ト
ヴ

ィ
ヒ
・
グ
ッ
ト
マ
ン
博
士
の「
失
っ
た
も
の
を

数
え
る
な
、残
さ
れ
た
も
の
を
最
大
限
生
か

せ
」の
教
え
ど
お
り
の
結
果
と
な
っ
た
。

　
今
回
の
事
前
合
宿
を
通
じ
た
国
際
交
流
が

成
功
し
た
理
由
は
、ス
ポ
ー
ツ
だ
け
を
目
的

と
す
る
の
で
は
な
く
、芸
術
・
文
化
・
教
育
・
経

済
な
ど
様
々
な
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
手
法

で
参
加
し
、核
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
を
盛
り
上

げ
る
た
め
に
協
力
し
合
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、我
々
市
民
と
相
手
国
選

手
団
と
の
間
で
、「
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た
ら
、

再
度
、対
面
で
交
流
し
よ
う
」と
の
共
通
認
識

が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。そ
の
結
果
う
れ
し

い
協
議
が
成
立
し
た
。来
年（
2
0
2
2
年
）

５
月
に
福
岡
で
開
催
さ
れ
る
F
I
N
A
世
界

水
泳
選
手
権
の
事
前
合
宿
を
再
び
金
沢
市
で

行
い
、改
め
て
市
民
と
の
交
流
の
場
を
検
討

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。そ
の
際
に

は
、多
様
な
市
民
が
参
加
し
、ス
ポ
ー
ツ
以
外

の
分
野
で
も
草
の
根
の
交
流
が
展
開
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
金
沢
市
で
は
、本
市
の
文
化
に
更
に
厚
み

を
持
た
せ
、発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、新
た

な
価
値
と
し
て
の「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
」 

を
推

進
し
、後
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
、そ
の
決
意
や
、市
、市
民

及
び
事
業
者
な
ど
の
役
割
、基
本
理
念
を
示

し
た「
金
沢
市
ス
ポ
ー
ツ
文
化
推
進
条
例
」を

平
成
30（
2
0
1
8
）年
4
月
に
制
定
し
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
で
人
と
ま
ち
を
元
気
に
す
る
」こ

と
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、活

力
と
魅
力
の
あ
る
ま
ち
と
し
て
い
く
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
こ
と
は
も
と
よ
り
、観
る

こ
と
、支
え
る
こ
と
、応
援
す
る
こ
と
、語
り

合
う
こ
と
な
ど
が
日
常
的
に
行
わ
れ
、こ
れ

ら
が
人
々
の
生
活
の
中
に
溶
け
込
む
と
と
も

に
、そ
の
状
態
が
風
土
と
し
て
根
付
き
、受
け

継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。ま

た
、同
年
7
月
に
は
、金
沢
の
文
化
と
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
地
域
経
済

の
活
性
化
、文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
活
用
・
振

興
、そ
し
て
金
沢
ブ
ラ
ン
ド
の
醸
成
・
発
信
を

目
的
と
し
て「
金
沢
文
化
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」を
設
立
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
中
、金
沢
プ
ー

ル
で
は
、金
沢
市
出
身
に
し
て
日
本
の
飛
込

の
礎
を
築
き
、7
人
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表

選
手
を
育
て
た
中
田
周
三
氏
の
功
績
を
讃
え

る「
中
田
周
三
杯
飛
込
競
技
大
会
」の
開
催
、

金
沢
文
化
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る

「
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
選
手
権
大
会
」の
誘

致
、日
本
代
表
選
手
や
大
学
の
合
宿
・
キ
ャ
ン

プ
で
の
利
用
な
ど
、ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
推
進

を
担
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
金
沢
プ
ー
ル
は
、本
市
に
お
け
る

健
康
づ
く
り
や
体
力
向
上
、ま
た
は
競
技
力

向
上
の
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、屋
内
国
際

公
認
プ
ー
ル
と
い
う
資
源
と
本
市
の
地
域
資

源
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
国
内
外
の
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
に
つ
な
げ
、本
市
の

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
交
流
人
口
の
拡
大
と
地

域
活
性
化
を
図
る
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て

い
く
。

写真左上）選手の手作り　写真右上）小学生が用
意した日本文化を体験　写真下）通訳さんへの
バースデープレゼント

金沢プールの整備について5

3
．ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
国
際
交
流
を

成
功
さ
せ
る
に
は

4
．今
後
の
取
り
組
み

30



の
高
い
サ
ー
ビ
ス
や
、豊
富
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

展
開
す
る
こ
と
で
地
域
振
興
や
市
民
の
健
康

な
身
体
づ
く
り
の
促
進
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
ま
た
、オ
ー
プ
ン
以
来
、県
レ
ベ
ル
の
競
技

会
が
続
々
と
開
催
さ
れ
る
中
、全
国
的
な
イ

ベ
ン
ト
と
し
て「
水
泳
の
日
2
0
1
7
・
金

沢
」が
開
催
さ
れ
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、日

本
水
泳
連
盟
が
、水
泳
の
さ
ら
な
る
普
及
と

発
展
、競
技
力
の
向
上
と
競
技
人
口
の
拡
大

を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
お
り
、地
方
に
お

い
て
行
政
と
連
携
し
た
初
の
開
催
と
な
り
、

総
勢
30
人
を
超
え
る
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
や
日
本

代
表
選
手
が
ゲ
ス
ト
で
登
場
し
、参
加
者
と

一
緒
に
泳
ぎ
、レ
ッ
ス
ン
を
行
う
こ
と
で
交

流
を
深
め
た
。ほ
か
、2
0
1
7
年
9
月
の
日

本
選
手
権
水
泳
競
技
大
会（
飛
込
競
技
）や
、

2
0
1
8
年
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体（
飛

込
・
水
球
・
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ
ン

グ
）な
ど
の
大
規
模
大
会
が
開
催
さ
れ
、ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
競
技
を
間
近
に
感
じ
る
こ
と

で
、競
技
力
の
向
上
や
地
域
の
活
性
化
が
期

待
さ
れ
る
。

　
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
は
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
効
果
を
地
方

に
も
波
及
さ
せ
る
た
め
に
国
が
設
け
た
制
度

で
あ
り
、「
参
加
国
と
地
域
の
住
民
が
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
・
経
済
等
の
多
様
な
分
野
で
交
流
す

る
こ
と
を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
に
活
か

し
、末
永
い
交
流
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
」と
説
明
さ
れ
、全
国
で
約
5
3
0
の

自
治
体
・
地
域
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
金
沢
市
は
姉
妹
都
市
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
・

ナ
ン
シ
ー
市
と
ロ
シ
ア
・
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
市

と
の
縁
か
ら
、フ
ラ
ン
ス
と
ロ
シ
ア
の
ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
に
登
録
し
、フ
ラ
ン
ス
の
水
泳
3

種
目（
競
泳
、飛
込
、マ
ラ
ソ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
）、

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、パ
ラ
水
泳
と
、ロ

シ
ア
の
飛
込
種
目
の
、計
6
チ
ー
ム
、92
名
の

選
手
団
の
事
前
合
宿
を
受
け
入
れ
た
。

　
実
施
体
制
と
し
て
、平
成
29（
2
0
1
7
）年

に
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連

事
業
推
進
室
を
設
け
、フ
ラ
ン
ス
と
ロ
シ
ア

の
各
競
技
連
盟
に
よ
る
練
習
会
場
や
宿
泊
施

設
等
の
視
察
を
経
て
、事
前
合
宿
を
金
沢
市

で
行
う
旨
の
協
定
を
締
結
し
た
。そ
の
後
、

2
0
2
0
年
の
大
会
直
前
の
事
前
合
宿
に
向

け
た
予
行
練
習
と
し
て
、令
和
元（
2
0
1
9
）

年
度
ま
で
に
延
べ
5
チ
ー
ム
、59
名
が
プ
レ

合
宿
を
行
っ
た
。プ
レ
合
宿
で
は
、練
習
時
間

帯
、食
事
の
素
材
と
分
量
、オ
フ
の
日
の
過
ご

し
方
、好
ま
れ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
文
化
体

運
営
コ
ス
ト
を
考
慮
し
た
施
設
整
備
」と
し
、

気
候
・
風
土
・
施
設
特
性
に
合
致
し
た「
環
境

共
存
型
プ
ー
ル
」の
整
備
。

施
設
の
概
要

　
本
施
設
は
、鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

（
一
部
鉄
骨
造
）、地
上
3
階
、地
下
1
階
、延

床
面
積
1
4
1
4
8
・
42
㎡
の
通
年
屋
内
型

プ
ー
ル
で
、50
ｍ
プ
ー
ル
、飛
び
込
み
プ
ー

ル
、25
ｍ
サ
ブ
プ
ー
ル
及
び
諸
室
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
観
客
席
は
仮
設
を
含
め

2
5
0
0
人
の
収
容
が
可
能
で
あ
り
、日
本

水
泳
連
盟
主
催
の
主
要
な
国
内
大
会
が
開
催

可
能
で
あ
る
。

　
50
ｍ
プ
ー
ル
は
、50
ｍ
×
25
ｍ
×
水
深

2
・
0
ｍ
、10
レ
ー
ン
の
国
際
基
準
プ
ー
ル

で
、可
動
壁
に
よ
り
25
ｍ
プ
ー
ル（
短
水
路

公
認
）及
び
多
目
的
プ
ー
ル
の
2
面
に
区

分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。全
床
が
可
動
床

と
な
っ
て
お
り
、水
深
0
〜
2
・
0
ｍ
に
調

整
す
る
こ
と
が
で
き
、水
球
競
技
に
も
対

応
し
て
い
る
。

　
飛
び
込
み
プ
ー
ル
は
、25
ｍ
×
20
ｍ
×
水

深
5
・
0
ｍ
の
国
際
基
準
プ
ー
ル
で
、高
飛
込

用（
10
ｍ
、7
・
5
ｍ
、5
ｍ
各
1
台
）及
び
飛

板
飛
込
用（
3
ｍ
、1
ｍ
各
2
基
）の
飛
込
台

を
有
す
る
。ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ

ン
グ
に
も
対
応
す
る
ほ
か
、競
泳
大
会
時
に

は
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
用
と
し
て
も
利
用

さ
れ
る
。

　
25
ｍ
サ
ブ
プ
ー
ル
は
、25
ｍ
×
14
ｍ
×
水

深
1
・
1
ｍ
又
は
1
・
35
ｍ（
2
段
オ
ー
バ
ー

フ
ロ
ー
）、7
レ
ー
ン
で
、主
に
一
般
開
放
し

て
利
用
さ
れ
、大
規
模
大
会
時
に
は
ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
用
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
。

施
設
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
本
施
設
は
、大
規
模
屋
内
プ
ー
ル
の
管
理

運
営
実
績
の
あ
る
事
業
者
を
中
心
に
、地
元

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
等
で
構
成
さ
れ
た

「
金
沢
プ
ー
ル
共
同
事
業
体
」が
管
理
運
営
を

行
っ
て
お
り
、民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
質

施
設
整
備
の
経
緯

「
金
沢
市
営
総
合
プ
ー
ル
」は
、金
沢
市
の
大

規
模
プ
ー
ル
と
し
て
金
沢
南
総
合
運
動
公
園

内
に
昭
和
34（
1
9
5
9
）年
に
オ
ー
プ
ン

し
、石
川
国
体
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
な
ど
数
多

く
の
全
国
大
会
の
舞
台
と
な
っ
て
き
た
。ま

た
、こ
れ
ま
で
多
く
の
市
民
や
水
泳
愛
好
者

に
親
し
ま
れ
て
き
た
。し
か
し
な
が
ら
、供
用

か
ら
50
年
以
上
経
過
し
、施
設
設
備
の
老
朽

化
が
顕
在
化
し
て
い
た
。

　
金
沢
市
で
は
平
成
27（
2
0
1
5
）年
3
月

に「
金
沢
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」を
策
定

し
、「
ス
ポ
ー
ツ
で
人
と
ま
ち
を
元
気
に
す
る

ま
ち
づ
く
り
」を
推
進
し
、ス
ポ
ー
ツ
が
文
化

と
し
て
認
識
さ
れ
る
社
会
の
確
立
を
め
ざ
し

て
い
る
。こ
の
計
画
実
現
の
中
核
を
担
う
の

が
金
沢
城
北
市
民
運
動
公
園
で
、「
市
民
ス
ポ

ー
ツ
の
推
進
及
び
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
拠
点
」

と
し
て
、「
金
沢
市
営
総
合
プ
ー
ル
」を
移
転

新
築
す
る
か
た
ち
で「
金
沢
プ
ー
ル
」が
整
備

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、平
成
29（
2
0
1
7
）年

4
月
9
日
に
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
た
。

施
設
の
整
備
方
針

　
本
施
設
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、次
の
5

つ
の
整
備
方
針
を
基
に
計
画
、施
工
し
て
い

る
。

（
1
）「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
一
般
の
市

民
利
用
の
ニ
ー
ズ
ま
で
幅
広
く
対
応
し
た
、

い
つ
来
て
も
泳
げ
る
プ
ー
ル
」と
し
、屋
内
国

際
公
認
プ
ー
ル
と
し
て
の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
な

品
質
の
確
保
と
、大
会
開
催
・
一
般
利
用
・
併

用
利
用
に
配
慮
し
た
利
便
性
の
高
い「
い
つ

で
も
・
だ
れ
で
も
泳
ぎ
に
来
ら
れ
る
プ
ー
ル
」

を
整
備
。

（
2
）「
公
園
施
設
と
の
連
携
に
よ
る
、新
た
な

「
健
康
」と「
ス
ポ
ー
ツ
」へ
の
架
け
橋
と
な
る

施
設
づ
く
り
」と
し
、屋
内
広
場
を
含
む
公
園

施
設
と
の
連
携
に
よ
り
、健
康
増
進
・
親
水
促

進
の
核
と
な
る
施
設
を
整
備
。

（
3
）「
都
市
公
園
施
設
と
し
て
、公
園
内
外
の

景
観
、周
辺
環
境
と
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
」と

し
、金
沢
の
3
つ
の
台
地
と
、新
た
な
プ
ー
ル

の
屋
根
の
稜
線
が
呼
応
す
る
、金
沢
の
原
風

景
と
調
和
す
る
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
形
成
。

（
4
）「
金
沢
の
歴
史
的
・
文
化
的
文
脈
を
感
じ

る
木
ウ
ォ
ー
ル
に
よ
る
伝
統
工
芸
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
」と
し
、伝
統
工
芸
で
あ

る
指
物（
木
工
）を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
地
場
産

の
木
仕
上
材
に
よ
る
織
物
の
よ
う
な
外
観
デ

ザ
イ
ン
。

（
5
）「
環
境
負
荷
の
低
減
や
自
然
と
の
共
生
、

練習の合間に 日本航空からの助っ人7名

感
染
さ
せ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、計
画
を
変
更
し
、選
手
団
ご
と
に
専
属
チ

ー
ム
を
編
成
し
、他
の
選
手
団
と
は
接
触
し

な
い
体
制
を
作
る
こ
と
と
し
た
。し
か
し
、こ

の
方
法
で
は
ス
タ
ッ
フ
の
必
要
人
数
は
2
倍

以
上
必
要
と
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、毎
日

の
行
動
を
制
限
で
き
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

バ
ブ
ル
の
中
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、戦
力
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
で
き
な
い
。更

に
、い
ざ
陽
性
者
が
発
生
す
る
と
保
健
所
や

病
院
に
付
き
添
う
通
訳
も
必
要
と
な
る
な

ど
、ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
た
。そ

こ
で
外
部
の
人
材
を「
助
っ
人
」と
し
て
仲
間

に
入
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。こ
の「
助
っ

人
」に
求
め
ら
れ
る
資
質
は
、「
外
国
語
が
話

せ
る
」「
外
国
人
と
接
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
い

る
」「
感
染
防
止
対
策
に
慣
れ
て
い
る
」と
い

う
3
点
で
あ
り
、こ
れ
ら
を
全
て
備
え
て
い

る
国
際
線
客
室
乗
務
員
を
7
名
、日
本
航
空

か
ら
出
向
職
員
と
し
て
迎
え
入
れ
た
。彼
ら

は
選
手
団
が
搭
乗
す
る
航
空
便
の
手
配
や
ま

と
ま
っ
た
客
席
の
確
保
、空
港
内
の
選
手
団

の
導
線
確
保
や
案
内
な
ど
、事
前
合
宿
期
間

中
だ
け
で
な
く
選
手
団
の
母
国
出
発
か
ら
帰

国
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。異
例
づ
く
め
の

東
京
大
会
に
不
安
を
感
じ
る
選
手
団
に
と
っ

て
も
救
世
主
と
な
り
、絶
大
な
信
頼
を
得
る

こ
と
と
な
っ
た
。

③
市
民
と
の
交
流

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、事
前
合
宿
中
は
対

面
で
の
交
流
や
接
触
型
の
文
化
体
験
な
ど
は

で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、距
離
を
確
保
し
て

の
対
話
や
リ
モ
ー
ト
で
の
交
流
の
機
会
を
設

け
、地
元
の
競
技
団
体
や
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
、障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
小
中
学
生
な
ど
が

一
流
選
手
と
交
流
し
た
。ま
た
、練
習
を
一
般

公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、無
観
客
と
な
っ
た

東
京
と
は
異
な
り
、選
手
の
生
の
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
と
多
く
の
市
民
が
練
習
会
場

を
訪
れ
、選
手
団
と
手
を
振
り
合
う
な
ど
心

を
交
わ
し
た
。

　
市
内
12
の
小
中
学
校
か
ら
は
、練
習
会
場

と
宿
泊
施
設
の
往
復
し
か
で
き
な
い
選
手
団

の
ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
よ
う
と
ユ
ニ
ー
ク
な

動
画
が
届
き
、選
手
団
の
食
事
中
に
放
映
し

た
。選
手
団
一
人
ひ
と
り
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ

ー
ド
を
届
け
た
学
校
も
あ
り
、選
手
団
か
ら

感
謝
の
動
画
や
寄
せ
書
き
な
ど
も
届
い
て
い

る
。文
化
体
験
と
し
て
、和
食
や
金
箔
貼
り
、

人
形
の
絵
付
け
な
ど
を
用
意
し
た
ほ
か
、宿

泊
施
設
内
に
土
産
品
を
陳
列
し
て
注
文
を
受

け
付
け
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
味
わ
っ
て
も
ら

っ
た
。な
か
で
も
好
評
だ
っ
た
の
は
小
学
生

が
用
意
し
た
こ
ま
や
折
り
紙
、書
道
な
ど
の

日
本
文
化
体
験
で
あ
り
、選
手
団
が
鉢
巻
き

を
し
な
が
ら
書
道
を
す
る
姿
な
ど
が
彼
ら
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、

金
沢
で
は
事
前
合
宿
の
段
階
か
ら
盛
り
上
が

り
を
見
せ
、東
京
大
会
の
開
幕
を
迎
え
た
。

験
な
ど
、準
備
す
べ
き
事
項
を
確
認
し
な
が

ら
経
験
を
積
み
重
ね
る
と
と
も
に
、相
手
国

選
手
団
と
の
人
間
関
係
も
築
い
て
き
た
。

　
ま
た
、プ
レ
合
宿
に
あ
た
っ
て
は
、地
元
の

競
技
団
体
に
練
習
機
材
の
調
達
や
合
同
練
習

の
相
手
役
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、一

般
市
民
、ス
ポ
ー
ツ
団
体
、通
訳
、学
生
、経
済

団
体
等
か
ら
96
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
登
録

す
る
な
ど
、2
0
2
0
年
の
事
前
合
宿
に
向

け
た
準
備
と
体
制
を
整
え
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
世
界
的
な
拡
大
に
よ
り
、2
0
2
0
年

の
東
京
大
会
は
延
期
と
な
っ
た
。１
年
の
ブ

ラ
ン
ク
に
よ
り「
相
手
国
選
手
団
と
の
人
間

関
係
の
維
持
」と「
東
京
大
会
に
対
す
る
市
民

の
機
運
の
持
続
」に
危
機
感
が
生
じ
た
こ
と

か
ら
始
め
た
の
が
、相
手
国
と
の
動
画
交
流

で
あ
る
。ま
ず
は
、こ
れ
ま
で
の
プ
レ
合
宿
で

選
手
団
と
面
識
の
あ
る
市
職
員
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
が
相
手
国
チ
ー
ム
に
向
け
て

「
2
0
2
1
年
に
待
っ
て
る
よ
！
」と
動
画
を

撮
影
し
て
送
信
し
た
と
こ
ろ
、相
手
国
選
手

団
か
ら
も「
金
沢
に
行
く
の
が
待
ち
遠
し

い
！
」と
い
っ
た
動
画
が
返
信
さ
れ
て
き
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ

ン
グ
選
手
団
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
自
宅
で
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
様
子
を
地
元
の
ジ
ュ
ニ
ア

チ
ー
ム
が
実
践
し
、そ
の
様
子
を
撮
影
し
た

動
画
を
フ
ラ
ン
ス
へ
送
っ
た
と
こ
ろ
、「
か
わ

い
い
」と
の
反
応
が
返
っ
て
き
た
こ
と
も
あ

っ
た
。こ
の
よ
う
な
交
流
が
始
ま
り
、寄
せ
ら

れ
た
動
画
は
60
本
以
上
、参
加
者
は
3
0
0

人
超
に
達
し
た
。こ
の
様
子
を
市
民
に
も
知

っ
て
も
ら
い
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
へ
の
機
運
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、動

画
に
字
幕
を
付
け
て
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
。こ
の
動
画
交
流
に

は
、事
前
合
宿
に
直
接
関
係
し
な
い
地
元
の

音
楽
家
、文
化
芸
能
家
、寿
司
職
人
、学
生
な

ど
も
加
わ
り
交
流
の
裾
野
が
拡
大
し
た
ほ

か
、金
沢
市
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
活
動
に
つ
い

て
の
市
民
の
認
知
も
高
ま
る
な
ど
、「
相
手
国

と
の
人
間
関
係
の
維
持
」と「
市
民
の
機
運
の

持
続
」が
解
決
し
た
だ
け
で
な
く
、相
互
の
理

解
が
更
に
深
ま
っ
た
１
年
と
な
っ
た
。

　
さ
て
、2
0
2
1
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、厳
し
い
入
国
制

限
、バ
ブ
ル
方
式
に
よ
る
感
染
防
止
対
策
、無

観
客
な
ど
、前
例
の
な
い
大
会
と
な
り
、ホ
ス

ト
タ
ウ
ン
の
事
前
合
宿
も
感
染
防
止
対
策
を

徹
底
し
て
の
実
施
と
な
っ
た
。多
く
の
制
約

が
あ
る
中
で
、金
沢
市
が
行
っ
た
取
り
組
み

の
一
部
を
紹
介
す
る
。

①
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

　
国
は
令
和
2（
2
0
2
0
）年
11
月
に「
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
等
に
お
け
る
選
手
等
受
け
入
れ

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
手
引
き
」を
発
表
し
、全

国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
開
始
し
た
。し
か
し
、金

沢
市
で
は
そ
の
4
か
月
前
か
ら
、感
染
リ
ス

ク
の
高
い
パ
ラ
選
手
団
に
も
対
応
で
き
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
着
手
し
て
お
り
、こ
れ

を
ベ
ー
ス
に
、国
や
大
会
組
織
委
員
会
が
発

表
す
る
手
引
き
や
プ
レ
イ
ブ
ッ
ク
等
の
内
容

を
織
り
込
み
な
が
ら
リ
バ
イ
ス
を
重
ね
て
き

た
。ま
た
、相
手
国
選
手
団
と
の
リ
モ
ー
ト
会

議
を
開
催
し
て
選
手
団
の
意
見
や
経
験
を
取

り
入
れ
る
と
と
も
に
、こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

実
効
性
が
あ
る
の
か
、机
上
の
空
論
に
な
っ

て
い
な
い
か
な
ど
の
議
論
も
交
わ
し
た
。更

に
、市
職
員
、通
訳
、練
習
施
設
・
宿
泊
施
設
な

ど
の
関
係
者
が
参
加
し
て
図
上
訓
練
や
実
地

訓
練
な
ど
も
実
施
し
た
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、

選
手
団
は
バ
ブ
ル
方
式
等
に
よ
る
制
約
を
理

解
し
、双
方
の
信
頼
関
係
の
中
で
事
前
合
宿

が
順
調
か
つ
安
全
に
実
施
で
き
た
。

②
合
宿
受
入
体
制
の
見
直
し
と

日
本
航
空
か
ら
の
出
向
職
員
の
活
躍

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
以
前
は
、合
宿
受
入
の

た
め
の
ス
タ
ッ
フ
数
を
最
低
限
と
す
る
た
め

に
、午
前
は
Ａ
選
手
団
、午
後
は
Ｂ
選
手
団
の

サ
ポ
ー
ト
に
入
る
と
い
う
よ
う
な
ア
メ
ー
バ

ー
方
式
で
ス
タ
ッ
フ
が
従
事
す
る
計
画
と
し

て
い
た
が
、そ
の
方
法
で
は
、ど
こ
か
の
選
手

団
に
感
染
が
発
生
し
た
ら
他
の
選
手
団
に
も

　　
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
環
境
が
変
化
す
る

中
、試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
選
手
団

と
の
交
流
や
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
た
。特

に
今
回
は
、動
画
交
流
に
よ
っ
て
選
手
団
と

合
宿
受
入
ス
タ
ッ
フ
の
人
間
関
係
が
よ
り
深

ま
っ
た
と
と
も
に
、動
画
に
参
加
し
た
市
民

層
が
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
だ
け
で
な
く
多
様
な

分
野
に
拡
が
っ
た
こ
と
や
、小
中
学
生
や
地

元
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
が
動
画
を
作
成
す
る
な
ど

の
時
間
的
余
裕
が
生
ま
れ
た
こ
と
、合
宿
受

入
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
相
手
国
選
手
団
と
議
論
し

な
が
ら
作
成
し
た
こ
と
な
ど
、東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
１
年
延
期
さ

れ
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
成
果
は
数
え
き
れ

な
い
。も
し
、予
定
ど
お
り
2
0
2
0
年
に
大

会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
ら
、こ
こ
ま
で
相
手

国
と
我
々
ス
タ
ッ
フ
や
市
民
と
の
強
い
信
頼

関
係
が
生
ま
れ
ず
に
過
ぎ
去
っ
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。2
0
2
1
年
の
事
前
合
宿
を
振

り
返
る
と
、「
開
催
の
め
ど
が
立
た
な
い
」「
無

観
客
」「
選
手
団
は
自
由
に
外
出
で
き
な
い
」

「
市
民
と
の
対
面
で
の
接
触
が
で
き
な
い
」な

ど
、な
い
も
の
づ
く
し
だ
っ
た
。し
か
し
、そ

ん
な
状
況
下
で
も
与
え
ら
れ
た
条
件
の
な
か

で
工
夫
を
繰
り
返
し
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
こ

と
が
実
を
結
び
、事
前
合
宿
は
成
功
し
た
。パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
父
と
呼
ば
れ
る
ル
ー
ト
ヴ

ィ
ヒ
・
グ
ッ
ト
マ
ン
博
士
の「
失
っ
た
も
の
を

数
え
る
な
、残
さ
れ
た
も
の
を
最
大
限
生
か

せ
」の
教
え
ど
お
り
の
結
果
と
な
っ
た
。

　
今
回
の
事
前
合
宿
を
通
じ
た
国
際
交
流
が

成
功
し
た
理
由
は
、ス
ポ
ー
ツ
だ
け
を
目
的

と
す
る
の
で
は
な
く
、芸
術
・
文
化
・
教
育
・
経

済
な
ど
様
々
な
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
手
法

で
参
加
し
、核
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
を
盛
り
上

げ
る
た
め
に
協
力
し
合
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、我
々
市
民
と
相
手
国
選

手
団
と
の
間
で
、「
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
た
ら
、

再
度
、対
面
で
交
流
し
よ
う
」と
の
共
通
認
識

が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。そ
の
結
果
う
れ
し

い
協
議
が
成
立
し
た
。来
年（
2
0
2
2
年
）

５
月
に
福
岡
で
開
催
さ
れ
る
F
I
N
A
世
界

水
泳
選
手
権
の
事
前
合
宿
を
再
び
金
沢
市
で

行
い
、改
め
て
市
民
と
の
交
流
の
場
を
検
討

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。そ
の
際
に

は
、多
様
な
市
民
が
参
加
し
、ス
ポ
ー
ツ
以
外

の
分
野
で
も
草
の
根
の
交
流
が
展
開
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
金
沢
市
で
は
、本
市
の
文
化
に
更
に
厚
み

を
持
た
せ
、発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、新
た

な
価
値
と
し
て
の「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
」 

を
推

進
し
、後
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
、そ
の
決
意
や
、市
、市
民

及
び
事
業
者
な
ど
の
役
割
、基
本
理
念
を
示

し
た「
金
沢
市
ス
ポ
ー
ツ
文
化
推
進
条
例
」を

平
成
30（
2
0
1
8
）年
4
月
に
制
定
し
た
。

「
ス
ポ
ー
ツ
で
人
と
ま
ち
を
元
気
に
す
る
」こ

と
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、活

力
と
魅
力
の
あ
る
ま
ち
と
し
て
い
く
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
こ
と
は
も
と
よ
り
、観
る

こ
と
、支
え
る
こ
と
、応
援
す
る
こ
と
、語
り

合
う
こ
と
な
ど
が
日
常
的
に
行
わ
れ
、こ
れ

ら
が
人
々
の
生
活
の
中
に
溶
け
込
む
と
と
も

に
、そ
の
状
態
が
風
土
と
し
て
根
付
き
、受
け

継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。ま

た
、同
年
7
月
に
は
、金
沢
の
文
化
と
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
地
域
経
済

の
活
性
化
、文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
活
用
・
振

興
、そ
し
て
金
沢
ブ
ラ
ン
ド
の
醸
成
・
発
信
を

目
的
と
し
て「
金
沢
文
化
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」を
設
立
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
中
、金
沢
プ
ー

ル
で
は
、金
沢
市
出
身
に
し
て
日
本
の
飛
込

の
礎
を
築
き
、7
人
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表

選
手
を
育
て
た
中
田
周
三
氏
の
功
績
を
讃
え

る「
中
田
周
三
杯
飛
込
競
技
大
会
」の
開
催
、

金
沢
文
化
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る

「
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
選
手
権
大
会
」の
誘

致
、日
本
代
表
選
手
や
大
学
の
合
宿
・
キ
ャ
ン

プ
で
の
利
用
な
ど
、ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
推
進

を
担
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
金
沢
プ
ー
ル
は
、本
市
に
お
け
る

健
康
づ
く
り
や
体
力
向
上
、ま
た
は
競
技
力

向
上
の
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、屋
内
国
際

公
認
プ
ー
ル
と
い
う
資
源
と
本
市
の
地
域
資

源
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
国
内
外
の
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
に
つ
な
げ
、本
市
の

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
交
流
人
口
の
拡
大
と
地

域
活
性
化
を
図
る
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て

い
く
。

写真左上）選手の手作り　写真右上）小学生が用
意した日本文化を体験　写真下）通訳さんへの
バースデープレゼント

金沢プールの整備について5

3
．ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
国
際
交
流
を

成
功
さ
せ
る
に
は

4
．今
後
の
取
り
組
み
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沢
温
泉
ス
キ
ー
場
も
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、

1
9
9
2
年
の
1
1
0
万
人
か
ら
2
0
0
7

年
に
は
31
・
3
万
人
と
実
に
ピ
ー
ク
時
の
28
・

5
%
ま
で
減
少
し
た
。1
9
9
1
年
に
村
営

企
業
の
売
上
は
過
去
最
高
の
49
億
5
千
万
円

と
な
っ
た
が
、急
激
な
景
気
悪
化
に
対
応
で

き
ず
、た
っ
た
6
年
後
の
1
9
9
7
年
に
は

単
年
度
赤
字
と
な
り
1
9
9
9
年
に
は
累
積

赤
字
が
19
億
円
を
超
え
た
。　
　
　

　
野
沢
温
泉
村
は
坂
道
を
転
が
る
よ
う
な
来

場
客
減
少
と
負
債
の
増
加
を
食
い
止
め
る
べ

く
、村
営
企
業
か
ら
の
脱
却
を
図
っ
た
。

2
0
0
3
年
よ
り
村
内
の
複
数
組
織
に
よ
る

ス
キ
ー
場
経
営
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

2
0
0
5
年
に
村
が
ス
キ
ー
場
資
産
、負
債

及
び
借
地
権
を
所
有
し
、新
設
す
る
運
営
会

社
に
ス
キ
ー
場
資
産
を
貸
し
付
け
る
上
下
分

離
方
式
の
経
営
に
移
行
し
た
。新
設
の
ス
キ

ー
場
運
営
会
社「
㈱
野
沢
温
泉
」は
、温
泉
や

ス
キ
ー
場
を
含
む
山
林
を
管
理
す
る
地
縁
団

体
法
人
野
澤
組
、観
光
協
会
、旅
館
組
合
、民

宿
組
合
、宿
泊
業
組
合
、商
工
会
、ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
及
び
地
元
J
A
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。

社
長
に
は
当
時
の
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
河
野

博
明
氏
が
就
任
し
た
。当
初
の
運
営
組
織
は
、

村
営
時
代
の
管
理
職
を
中
心
と
し
た
が
、営

業
や
総
務
を
補
強
し
て
、営
業
力
と
本
部
機

能
の
強
化
を
図
り
2
年
後
に
は
村
か
ら
の
出

向
者
雇
用
を
終
了
さ
せ
た
。様
々
な
改
革
で

日
本
人
ス
キ
ー
場
利
用
者
数
が
下
げ
止
ま
っ

た
事
に
加
え
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
増
加
に

後
押
し
さ
れ
た
ス
キ
ー
場
の
経
営
状
態
は
飛

躍
的
に
改
善
さ
れ
た
。全
国
の
ス
キ
ー
場
入

込
人
数
は
下
降
を
食
い
止
め
ら
れ
ず
に
い
る

が
、野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
入
込
客
数
は

2
0
0
7
年
31
・
3
万
人
↓
2
0
1
9
年
42

万
人
と
順
調
に
増
加
し
た
。組
織
改
編
か
ら

の
7
期
合
計
で「
㈱
野
沢
温
泉
」か
ら「
野
沢

温
泉
村
」へ
の
施
設
使
用
料
支
払
い
は
33
億

円
を
超
え
、村
の
財
政
も
大
幅
に
改
善
さ
れ

た
。現
在
㈱
野
沢
温
泉
の
社
長
は
7
期
務
め

長
野
県
で
の
ス
キ
ー
発
祥
と
な
る
。飯
山
中

学
校
で
の
ス
キ
ー
を
習
得
し
た
中
学
生
が
、

春
休
み
に
帰
宅
し
て
向
林
地
籍
で
滑
っ
た
の

が
野
沢
温
泉
で
の
ス
キ
ー
発
祥
と
な
っ
た
。

　
国
内
で
ス
キ
ー
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、

野
沢
温
泉
に
も
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
訪
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。誘
客
や
ス
キ
ー
ヤ
ー
へ
の
対
応

が
必
要
に
な
り
、そ
の
為
の
組
織
と
し
て

1
9
2
3
年
12
月
に
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
倶
楽

部
が
設
立
さ
れ
た
。設
立
時
の
野
沢
温
泉
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
会
則
に
は『
ス
キ
ー
普
及
心
身

ノ
錬
磨
及
当
温
泉
ノ
発
達
ヲ
図
ル
』と
あ
り
、

明
確
に
地
域
振
興
を
目
的
と
し
た
。
翌

1
9
2
4
年
シ
ー
ズ
ン
よ
り
固
定
の
ジ
ャ
ン

プ
台
を
建
設
し
、大
学
ス
キ
ー
部
合
宿
を
誘

致
す
る
等「
当
温
泉
ノ
発
達
ヲ
図
ル
」事
業
に

着
手
し
て
い
る
。1
9
4
8
年
に
は
国
民
体

育
大
会 

第
1
回
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

を
開
催
し
、既
に
日
本
随
一
の
大
会
運
営
組

織
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
。ス
キ
ー
場
の

発
展
の
切
り
札
と
し
て
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
、

1
9
5
0
年
日
影
ゲ
レ
ン
デ
に
当
時
民
間
で

は
日
本
で
2
番
目
の
ス
キ
ー
リ
フ
ト（
第
１

リ
フ
ト
）を
建
設
し
た
。

　
そ
の
当
時
リ
フ
ト
の
よ
う
な
物
と
言
え

ば
、鉱
山
か
ら
石
を
運
ぶ
為
の
物
が
あ
る
程

度
で
一
般
的
に
は
全
く
普
及
し
て
お
ら
ず
、

銀
行
に
資
金
調
達
の
趣
旨
を
説
明
し
理
解
し

て
も
ら
う
の
は
至
難
の
業
で
あ
っ
た
。ク
ラ

ブ
員
の
家
業
で
旅
館
を
経
営
す
る
者
が
、順

番
に
寝
具
購
入
や
木
炭
購
入
を
口
実
に
資
金

を
借
り
入
れ
る
等
、リ
フ
ト
建
設
や
運
営
に

ま
つ
わ
る
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、現
代
で

は
あ
り
え
な
い
波
乱
万
丈
・
奇
想
天
外
で
、あ

る
意
味
喜
劇
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
も
あ
っ
た
。

鉱
山
に
技
術
者
派
遣
を
何
度
も
断
ら
れ
る

も
、強
引
に
押
し
か
け
何
と
か
日
曜
日
の
み

派
遣
の
許
可
を
も
ら
っ
た
が
、結
局
リ
フ
ト

建
設
の
間
は
野
沢
温
泉
に
閉
じ
込
め
て
お
い

た
話
も
素
晴
ら
し
い
。リ
フ
ト
建
設
を
機
に
、

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
リ
フ
ト
運
営
・
経
営
に
乗

り
出
し
収
益
を
上
げ
て
い
く
。そ
の
収
益
は

更
な
る
リ
フ
ト
建
設
に
充
て
、第
1
リ
フ
ト

か
ら
第
4
リ
フ
ト
ま
で
を
建
設
し
て
い
る
。

そ
の
間
リ
フ
ト
収
益
の
一
部
は
ク
ラ
ブ
選
手

の
用
具
や
遠
征
費
に
も
充
て
ら
れ「
ス
キ
ー

普
及
心
身
ノ
錬
磨
」が
進
め
ら
れ
た
。当
時
の

選
手
は「
酒
も
タ
バ
コ
も
ダ
メ
で
、品
行
方
正

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。村
の
指
導
者
に
な

る
の
が
基
本
だ
。」と
言
わ
れ
、そ
ん
な
ク
ラ

ブ
に
入
れ
て
も
ら
え
る
だ
け
で
感
激
し
た
と

語
っ
て
い
る
。

　
法
人
格
を
持
た
な
い
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
、

借
金
を
し
な
が
ら
ス
キ
ー
リ
フ
ト
を
建
設
す

る
だ
け
で
も
大
変
な
事
だ
が
、
更
に

1
9
6
3
年
ク
ラ
ブ
は
驚
く
べ
き
行
動
に
出

る
。ス
キ
ー
ブ
ー
ム
が
到
来
し
、ク
ラ
ブ
の
経

営
で
は
更
な
る
投
資
が
追
い
付
か
な
い
と
判

断
し
、苦
労
し
て
建
設
し
運
営
し
て
き
た
4

本
の
ス
キ
ー
リ
フ
ト
を
村
に
無
償
移
管
し
た

の
で
あ
る
。移
管
の
覚
書
に
は
そ
の
条
件
が

以
下
の
よ
う
に
あ
る
。「
野
沢
温
泉
村
は
野
沢

温
泉
ス
キ
ー
倶
楽
部
に
毎
年
金
壱
百
万
円
を

そ
の
育
成
と
運
営
の
費
用
と
し
て
助
成
す

る
。但
し
右
の
金
額
は
物
価
の
推
移
に
よ
り

両
者
相
諮
り
改
ら
れ
る
。ま
た
期
間
は
野
沢

温
泉
ス
キ
ー
リ
フ
ト
並
に
野
沢
温
泉
ス
キ
ー

倶
楽
部
の
存
在
の
間
と
す
る
。」ス
キ
ー
場
と

ク
ラ
ブ
が
続
く
限
り
人
材
育
成
と
運
営
の
費

用
を
助
成
す
る
事
を
大
き
な
条
件
に
し
、別

記
と
し
て「
ス
キ
ー
場
か
ら
あ
が
る
収
益
は

ス
キ
ー
場
施
設
あ
る
い
は
地
域
の
観
光
開
発

以
外
に
は
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
」と
の
約

束
も
存
在
す
る
。先
人
た
ち
の
地
域
と
ス
キ

ー
場
、そ
し
て
ク
ラ
ブ
へ
の
愛
情
が
今
日
の

「
温
泉
と
ス
キ
ー
の
街
」の
礎
を
築
い
た
の
で

あ
る
。

バ
ブ
ル
景
気
の

終
焉
か
ら
続
く

苦
難
の
時
代
と

新
た
な
ス
タ
ー
ト

　
1
9
6
3
年
に
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
村
に

移
管
さ
れ
た
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
は
、村
営

企
業
と
し
て
順
調
に
規
模
や
入
込
人
数
を
伸

ば
し
、単
独
の
ス
キ
ー
場
と
し
て
は
日
本
最

大
級
の
規
模
を
誇
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
っ

た
。国
内
の
ス
キ
ー
場
の
多
く
は
、高
度
成
長

期
か
ら
バ
ブ
ル
期
に
か
け
て
利
用
人
数
や
宿

泊
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を
超
え
る
程
の
活
況

を
呈
し
て
い
た
事
は
周
知
の
事
実
。ス
キ
ー

バ
ブ
ル
の
勢
い
は
凄
ま
じ
く
、世
界
の
ス
キ

ー
生
産
台
数
の
半
分
は
日
本
に
輸
出
さ
れ
て

い
た
事
も
あ
っ
た
ほ
ど
だ
。
と
こ
ろ
が

1
9
9
3
年
に
1
8
0
0
万
人
を
越
え
た
日

本
の
ス
キ
ー
人
口
は
、バ
ブ
ル
の
終
焉
と
共

に
縮
小
し
2
0
1
8
年
に
は
5
8
0
万
人
と

ピ
ー
ク
時
の
30
％
程
に
減
少
し
た
。我
が
野

　
長
野
県
野
沢
温
泉
村
は
古
く
か
ら
温
泉
と

ス
キ
ー
の
村
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

日
本
に
ス
キ
ー
が
伝
来
す
る
前
の
雪
深
い
山

村
の
冬
と
言
え
ば
、育
つ
作
物
も
な
く
家
を

押
し
潰
す
ほ
ど
の
雪
に
閉
ざ
さ
れ
、た
だ
春

を
待
つ
毎
日
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
王
様「
ス
キ
ー
」の

到
来
は
、村
人
の
生
活
を
一
変
さ
せ
、現
在
で

は
豊
富
な
積
雪
を
武
器
に
世
界
中
か
ら
ス
キ

ー
ヤ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
を
集
め
る
日
本

有
数
の
ウ
イ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ト
へ
と
成
長
さ

せ
て
く
れ
た
。日
本
の
ス
キ
ー
史
と
共
に
歩

む
野
沢
温
泉
は
、ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

先
駆
け
で
あ
り
、ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
手

掛
け
る
事
で
地
域
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。こ

の
原
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、あ
ら
た
め

て
野
沢
温
泉
の
ス
キ
ー
史
を
紐
解
い
て
み
た

が
、先
人
の
情
熱
と
行
動
力
そ
し
て
愛
情
溢

れ
る
ユ
ー
モ
ア
に
は
感
激
す
る
ば
か
り
で
あ

る
。「
地
域
振
興
は
人
材
育
成
か
ら
」。ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
人
材
を
育
成
し
、そ
の
人
材
を

中
心
に
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
地

域
振
興
を
図
っ
て
き
た
野
沢
温
泉
村
。大
手

資
本
に
開
発
さ
れ
た
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
一

線
を
画
す「
和
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
　
野
沢

温
泉
」の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
の
関
わ
り
、

そ
し
て
そ
の
魅
力
を
お
伝
え
す
る
。

温
泉
と

ス
キ
ー
を
中
心
と
し
た

村
民
主
導
の
地
域
づ
く
り

　
野
沢
温
泉
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の

歴
史
は
、日
本
の
ス
キ
ー
史
と
共
に
歩
ん
で

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。こ
こ
で

は
日
本
と
野
沢
温
泉
の
ス
キ
ー
史
を
少
し
振

り
返
っ
て
み
る
。1
9
1
1
年
1
月
12
日
新

潟
県
高
田
市（
現
・
上
越
市
）で
陸
軍
ス
キ
ー

専
修
将
校
14
名
が
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ

リ
ー
二
重
帝
国 

テ
オ
ド
ー
ル
・
エ
ー
ド
レ

ル
・
フ
ォ
ン
・
レ
ル
ヒ
少
佐
に
一
本
杖
ス
キ
ー

術
の
指
導
を
受
け
た
の
が
日
本
の
ス
キ
ー
史

の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。翌
1
9
1
2

年
に
民
間
に
ス
キ
ー
術
を
広
め
る
為
、長
岡

中
将
が
新
潟
県
高
田
市
に
て
講
習
会
を
開

き
、飯
山
中
学
校（
現
飯
山
高
等
学
校
）の
市

川
達
譲
先
生
が
参
加
し
た
。帰
校
し
た
市
川

氏
が
飯
山
中
学
校
で
ス
キ
ー
指
導
を
行
い
、

　
1
9
9
5
年
に
は
35
か
国
か
ら
1
7
0
0

人
を
超
え
る
関
係
者
が
集
ま
り
、世
界
ス
キ

ー
指
導
者
会
議（
イ
ン
タ
ー
ス
キ
ー
）が
開
か

れ
た
。誘
致
活
動
と
し
て
1
9
9
1
年
に
姉

妹
村
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
サ
ン
ク
ト
・

ア
ン
ト
ン
で
開
か
れ
た
イ
ン
タ
ー
ス
キ
ー
会

場
に
大
招
致
団
を
派
遣
す
る
等
、村
を
あ
げ

て
大
会
成
功
に
取
り
組
ん
だ
。多
く
の
外
国

人
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
に
対
応
す
る
た
め
の
施

設
改
修
や
英
語
の
レ
ッ
ス
ン
な
ど
も
行
わ

れ
、大
き
な
情
熱
を
持
っ
て
村
史
上
最
大
の

国
際
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
た
。

　
当
初
競
技
開
催
地
か
ら
外
れ
て
い
た

1
9
9
8
年
の
長
野
五
輪
で
は
、自
然
環
境

保
護
等
の
絡
み
に
よ
り
、ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
と
射
撃
を
組
み
合
わ
せ
た「
バ
イ
ア

ス
ロ
ン
」種
目
を
開
催
す
る
事
と
な
っ
た
。野

沢
温
泉
は
も
ち
ろ
ん
、国
内
で
も
馴
染
み
の

薄
い
種
目
で
あ
っ
た
為
、様
々
な
困
難
が
あ
っ

た
が
無
事
成
功
さ
せ
る
事
が
出
来
た
。世
界

最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
一
翼
を
担
う

事
が
出
来
た
素
晴
ら
し
い
体
験
で
あ
っ
た
。

　
2
0
0
0
年
に
は
野
沢
温
泉
で
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
複
合
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
か
れ
、

地
元
出
身
選
手
が
3
名
出
場
す
る
と
あ
っ
て

有
料
観
客
は
村
の
人
口
を
凌
ぐ
5
0
0
0
人

を
超
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。地
元
選
手
の

活
躍
と
相
ま
っ
て
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
み

せ
た
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
現
在
野
沢
温
泉
は
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大

会（
通
称
：
全
中
）の
拠
点
開
催
地
と
し
て
11

年
連
続
開
催
の
3
年
目
を
迎
え
て
い
る
。全

国
で
最
も
熱
く
ス
キ
ー
に
打
ち
込
ん
で
い
る

中
学
生
ス
キ
ー
ヤ
ー
達
が
、野
球
の
甲
子
園

の
よ
う
に
野
沢
温
泉
に
憧
れ
を
持
っ
て
日
々

を
過
ご
す
素
晴
ら
し
い
チ
ャ
ン
ス
を
頂
い
て

い
る
。選
手
達
が
大
人
に
な
っ
て
も
野
沢
温

泉
は
昔
憧
れ
た
聖
地
と
し
て
記
憶
に
残
っ
て

い
く
だ
ろ
う
し
、こ
ん
な
優
れ
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
コ
ン
テ
ン
ツ
は
滅
多
に
無
い
と
感

じ
て
い
る
。以
前
は
毎
年
会
場
が
変
わ
っ
て

い
た
が
、全
国
中
体
連
が
6
〜
7
年
前
に
拠

点
開
催
の
公
募
を
行
っ
た
際
、運
営
主
体
の

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
富
井
村
長
に
立
候
補
の
伺

い
を
た
て
た
。村
長
の
答
え
は「
全
種
目
10
年

間
開
催
す
る
と
言
っ
て
立
候
補
し
ろ
」で

あ
っ
た
。全
種
目
10
年
間
を
掲
げ
て
立
候
補

し
た
所
は
他
に
な
く
、す
ん
な
り
と
開
催
地

と
し
て
決
定
し
て
頂
い
た
。そ
の
後
も
村
長

に
は「（
経
費
が
莫
大
な
）ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

以
外
は
ド
ン
ド
ン
持
っ
て
こ
い
」と
発
破
を

か
け
ら
れ
て
い
る
が
、大
会
運
営
は
大
変
な

の
で
そ
ん
な
に
ホ
イ
ホ
イ
招
致
す
る
事
は
出

来
て
い
な
い
…

　
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
地
域
振
興

に
ど
ん
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
の
か
？
　
初
め

て
全
国
規
模
の
ス
キ
ー
大
会
を
誘
致
し
た

1
9
3
0
年
の
明
治
神
宮
大
会
を
皮
切
り

に
、数
々
の
ス
キ
ー
大
会
を
開
催
し
て
き
た

野
沢
温
泉
村
は
歴
史
的
に
国
内
で
最
も
多
く

の
ス
キ
ー
大
会
を
開
催
し
て
き
た
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。し
か
し
野
沢
温
泉
村
の

人
達
は
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
た
だ

単
に
集
客
の
為
の
ツ
ー
ル
と
は
考
え
て
い
な

い
。　
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
集
客
の
為
と

捉
え
る
か
、そ
れ
に
加
え
人
材
育
成
の
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
か
で
、そ
の
後
の
地

域
の
発
展
は
大
き
く
異
な
る
。「
地
域
振
興
は

人
材
育
成
か
ら
」を
是
と
す
る
我
々
は
、ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
人
材
育
成
の
為
の
ツ
ー
ル

と
し
て
も
捉
え
て
い
る
。大
き
な
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
は
関
わ
る
人
間
を
成
長
さ
せ
、そ

の
結
果
次
代
を
担
う
人
材
が
育
つ
と
考
え
て

い
る
。ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
選
手
を
育
成
し
、選

手
引
退
後
は
大
会
運
営
や
次
の
人
材
育
成
に

関
わ
り
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
。そ
ん
な

循
環
が
長
い
間
行
わ
れ
て
き
た
。イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
地
域
収
入
を
あ
げ
る
事
と
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
人
材
を
育
て
地
域
振
興
に
結
び

付
け
る
事
は
、長
い
ス
パ
ン
で
見
れ
ば
大
き

く
違
う
と
い
う
事
を
認
識
し
て
い
る
。

　
最
後
に
野
沢
温
泉
の
ス
キ
ー
を
全
力
で
支

え
て
頂
い
た
偉
人
の
言
葉
を
2
つ
紹
介
し
た

い
。

「
休
診
の 

札
を
か
か
げ
て 

ス
キ
ー
行
」　

富
井
英
士
氏
：
野
沢
温
泉
の
地
で
初
め
て
ス

キ
ー
を
し
た
方
で
、後
に
歯
科
医
院
を
経
営
。

後
進
の
指
導
に
邁
進
さ
れ
た
。（
前
述
の
市
川

達
譲
先
生
と
生
徒
の
写
真
左
端
が
富
井
英
士

氏
）

「
今
日
も
ま
た 

妻
に
託
し
て 

ス
キ
ー
行
」

　
片
桐
匡
氏
：
野
沢
温
泉
第
１
リ
フ
ト
建
設

を
牽
引
し
た
。後
に
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
副

会
長
、長
野
県
ス
キ
ー
連
盟
会
長
を
務
め
た
。

先
人
が
残
し
た
素
晴
ら
し
い
遺
産
を
引
き
継

ぎ
、次
代
の
人
材
を
育
て
て
継
承
し
て
行
く
。

今
ま
さ
に
引
き
継
い
で
い
る
人
の
事
を
野
沢

温
泉
で
は「
時
代（
ト
キ
）の
当
番
」と
呼
ん
で

い
る
。「
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
誘
致
し
経
済

と
人
材
を
育
て
る
」と
い
う
当
番
の
仕
事
は
、

い
つ
の
時
代
も
家
業
そ
っ
ち
の
け
で
取
り
組

む
酔
狂
な
仕
事
で
も
あ
る
。。。

た
河
野
氏
か
ら
、元
五
輪
選
手
で
前
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
会
長
の
片
桐
幹
雄
氏
に
引
き
継
が

れ
、2
0
2
0
年
に
は
設
備
更
新
が
出
来
ず

に
い
た
長
坂
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
を
、国
内
最

新
鋭
の
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
に
架
け
替
え
を
行

う
等
、発
展
を
続
け
て
い
る
。

 

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
振
興

　
野
沢
温
泉
に
と
っ
て
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
と
言
え
ば「
ス
キ
ー
大
会
」と
同
義
語
と
言

え
る
。宿
泊
を
伴
い
、長
期
滞
在
を
見
込
め
る

ス
キ
ー
大
会
は
ス
キ
ー
場
創
世
期
か
ら
頻
繁

に
開
催
さ
れ
、集
客
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て

い
た
。全
国
規
模
の
ス
キ
ー
大
会
を
誘
致
す

る
と
事
前
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
訪
れ
る
選
手

も
多
く
、大
会
期
間
以
外
に
も
集
客
が
見
込

め
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。多
く
の
ス
キ
ー
大

会
を
手
掛
け
る
事
で
ス
キ
ー
場
利
用
者
を
増

や
す
事
は
同
時
に
宿
泊
客
を
増
や
す
事
で
あ

り
、宿
泊
施
設
は
地
域
の
商
店
か
ら
食
材
や

飲
料
を
は
じ
め
様
々
な
物
を
仕
入
れ
、さ
ら

に
雇
用
を
生
み
出
し
て
い
く
。冬
の
野
沢
温

泉
に
と
っ
て
ス
キ
ー
は
ま
さ
に
経
済
の
中
心

だ
。

　
野
沢
温
泉
が
最
初
に
全
国
的
な
大
会
を
手

掛
け
た
の
は
1
9
3
0
年
の
明
治
神
宮
大

会
。距
離
・
飛
躍
・
リ
レ
ー
・
滑
降
・
回
転
の
5

種
目
が
行
わ
れ
、選
手
関
係
者
合
わ
せ
て

2
0
0
0
名
が
集
ま
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
で

あ
っ
た
。1
9
4
8
年
に
国
民
体
育
大
会 

第

1
回
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
を
開
催
し
、

既
に
日
本
随
一
の
大
会
運
営
組
織
と
し
て
認

知
さ
れ
て
い
た
。

　
長
き
に
わ
た
り
国
内
レ
ベ
ル
の
大
会
運
営

を
手
掛
け
て
き
た
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
、

1
9
8
2
年
か
ら
ア
ル
ペ
ン
種
目
の
国
際
大

会
、F
I
S（
国
際
ス
キ
ー
連
盟
）大
会
を
開

催
す
る
に
至
る
。こ
れ
は
集
客
と
言
う
よ
り

も
国
内
選
手
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
主
な
目
的

と
し
た
も
の
で
、採
算
よ
り
も
競
技
会
と
し

て
の
質
が
問
わ
れ
た
。欧
州
や
北
米
か
ら
派

遣
さ
れ
る
F
I
S
‐
T
D（
技
術
代
表
）は
ル

ー
ル
や
安
全
対
策
に
精
通
し
、そ
れ
ま
で
の

国
内
で
行
わ
れ
て
い
た
大
会
運
営
の
常
識
よ

り
高
度
な
要
求
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。こ
の
F
I
S
大
会
は
1
9
8
5
年
か
ら

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
カ
ッ
プ
と
言
う
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
に
準
じ
た
ク
ラ
ス
に
引
き
上
げ
ら

れ
、更
に
高
度
な
大
会
運
営
技
術
を
必
要
と

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
の
大
会
は
白
馬
、

志
賀
高
原
と
い
っ
た
ス
キ
ー
場
で
も
開
催
さ

れ
、長
野
県
内
の
大
会
運
営
能
力
は
飛
躍
的

に
高
ま
る
事
と
な
り
、そ
の
後
の
長
野
五
輪

の
誘
致
と
成
功
の
礎
と
な
っ
た
。

森 晃
野沢温泉スキークラブ理事長

村民主導の
地域づくり、

スノー
リゾート
実現の

「イベントを開催し地域収入をあげることと、
イベントを通じて人材を育て地域振興に結び付けることは、
長いスパンで見れば大きく違う」

日影ジャンプ台と第一リフト（1950年代）

軍服姿の市川達譲先生（中央）と生徒達

6

特
集

長
野
県
野
沢
温
泉
村

村民主導の地域づくり、スノーリゾートの実現6
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沢
温
泉
ス
キ
ー
場
も
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、

1
9
9
2
年
の
1
1
0
万
人
か
ら
2
0
0
7

年
に
は
31
・
3
万
人
と
実
に
ピ
ー
ク
時
の
28
・

5
%
ま
で
減
少
し
た
。1
9
9
1
年
に
村
営

企
業
の
売
上
は
過
去
最
高
の
49
億
5
千
万
円

と
な
っ
た
が
、急
激
な
景
気
悪
化
に
対
応
で

き
ず
、た
っ
た
6
年
後
の
1
9
9
7
年
に
は

単
年
度
赤
字
と
な
り
1
9
9
9
年
に
は
累
積

赤
字
が
19
億
円
を
超
え
た
。　
　
　

　
野
沢
温
泉
村
は
坂
道
を
転
が
る
よ
う
な
来

場
客
減
少
と
負
債
の
増
加
を
食
い
止
め
る
べ

く
、村
営
企
業
か
ら
の
脱
却
を
図
っ
た
。

2
0
0
3
年
よ
り
村
内
の
複
数
組
織
に
よ
る

ス
キ
ー
場
経
営
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

2
0
0
5
年
に
村
が
ス
キ
ー
場
資
産
、負
債

及
び
借
地
権
を
所
有
し
、新
設
す
る
運
営
会

社
に
ス
キ
ー
場
資
産
を
貸
し
付
け
る
上
下
分

離
方
式
の
経
営
に
移
行
し
た
。新
設
の
ス
キ

ー
場
運
営
会
社「
㈱
野
沢
温
泉
」は
、温
泉
や

ス
キ
ー
場
を
含
む
山
林
を
管
理
す
る
地
縁
団

体
法
人
野
澤
組
、観
光
協
会
、旅
館
組
合
、民

宿
組
合
、宿
泊
業
組
合
、商
工
会
、ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
及
び
地
元
J
A
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。

社
長
に
は
当
時
の
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
河
野

博
明
氏
が
就
任
し
た
。当
初
の
運
営
組
織
は
、

村
営
時
代
の
管
理
職
を
中
心
と
し
た
が
、営

業
や
総
務
を
補
強
し
て
、営
業
力
と
本
部
機

能
の
強
化
を
図
り
2
年
後
に
は
村
か
ら
の
出

向
者
雇
用
を
終
了
さ
せ
た
。様
々
な
改
革
で

日
本
人
ス
キ
ー
場
利
用
者
数
が
下
げ
止
ま
っ

た
事
に
加
え
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
増
加
に

後
押
し
さ
れ
た
ス
キ
ー
場
の
経
営
状
態
は
飛

躍
的
に
改
善
さ
れ
た
。全
国
の
ス
キ
ー
場
入

込
人
数
は
下
降
を
食
い
止
め
ら
れ
ず
に
い
る

が
、野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
入
込
客
数
は

2
0
0
7
年
31
・
3
万
人
↓
2
0
1
9
年
42

万
人
と
順
調
に
増
加
し
た
。組
織
改
編
か
ら

の
7
期
合
計
で「
㈱
野
沢
温
泉
」か
ら「
野
沢

温
泉
村
」へ
の
施
設
使
用
料
支
払
い
は
33
億

円
を
超
え
、村
の
財
政
も
大
幅
に
改
善
さ
れ

た
。現
在
㈱
野
沢
温
泉
の
社
長
は
7
期
務
め

長
野
県
で
の
ス
キ
ー
発
祥
と
な
る
。飯
山
中

学
校
で
の
ス
キ
ー
を
習
得
し
た
中
学
生
が
、

春
休
み
に
帰
宅
し
て
向
林
地
籍
で
滑
っ
た
の

が
野
沢
温
泉
で
の
ス
キ
ー
発
祥
と
な
っ
た
。

　
国
内
で
ス
キ
ー
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、

野
沢
温
泉
に
も
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
訪
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。誘
客
や
ス
キ
ー
ヤ
ー
へ
の
対
応

が
必
要
に
な
り
、そ
の
為
の
組
織
と
し
て

1
9
2
3
年
12
月
に
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
倶
楽

部
が
設
立
さ
れ
た
。設
立
時
の
野
沢
温
泉
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
会
則
に
は『
ス
キ
ー
普
及
心
身

ノ
錬
磨
及
当
温
泉
ノ
発
達
ヲ
図
ル
』と
あ
り
、

明
確
に
地
域
振
興
を
目
的
と
し
た
。
翌

1
9
2
4
年
シ
ー
ズ
ン
よ
り
固
定
の
ジ
ャ
ン

プ
台
を
建
設
し
、大
学
ス
キ
ー
部
合
宿
を
誘

致
す
る
等「
当
温
泉
ノ
発
達
ヲ
図
ル
」事
業
に

着
手
し
て
い
る
。1
9
4
8
年
に
は
国
民
体

育
大
会 

第
1
回
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

を
開
催
し
、既
に
日
本
随
一
の
大
会
運
営
組

織
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
。ス
キ
ー
場
の

発
展
の
切
り
札
と
し
て
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
、

1
9
5
0
年
日
影
ゲ
レ
ン
デ
に
当
時
民
間
で

は
日
本
で
2
番
目
の
ス
キ
ー
リ
フ
ト（
第
１

リ
フ
ト
）を
建
設
し
た
。

　
そ
の
当
時
リ
フ
ト
の
よ
う
な
物
と
言
え

ば
、鉱
山
か
ら
石
を
運
ぶ
為
の
物
が
あ
る
程

度
で
一
般
的
に
は
全
く
普
及
し
て
お
ら
ず
、

銀
行
に
資
金
調
達
の
趣
旨
を
説
明
し
理
解
し

て
も
ら
う
の
は
至
難
の
業
で
あ
っ
た
。ク
ラ

ブ
員
の
家
業
で
旅
館
を
経
営
す
る
者
が
、順

番
に
寝
具
購
入
や
木
炭
購
入
を
口
実
に
資
金

を
借
り
入
れ
る
等
、リ
フ
ト
建
設
や
運
営
に

ま
つ
わ
る
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、現
代
で

は
あ
り
え
な
い
波
乱
万
丈
・
奇
想
天
外
で
、あ

る
意
味
喜
劇
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
も
あ
っ
た
。

鉱
山
に
技
術
者
派
遣
を
何
度
も
断
ら
れ
る

も
、強
引
に
押
し
か
け
何
と
か
日
曜
日
の
み

派
遣
の
許
可
を
も
ら
っ
た
が
、結
局
リ
フ
ト

建
設
の
間
は
野
沢
温
泉
に
閉
じ
込
め
て
お
い

た
話
も
素
晴
ら
し
い
。リ
フ
ト
建
設
を
機
に
、

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
リ
フ
ト
運
営
・
経
営
に
乗

り
出
し
収
益
を
上
げ
て
い
く
。そ
の
収
益
は

更
な
る
リ
フ
ト
建
設
に
充
て
、第
1
リ
フ
ト

か
ら
第
4
リ
フ
ト
ま
で
を
建
設
し
て
い
る
。

そ
の
間
リ
フ
ト
収
益
の
一
部
は
ク
ラ
ブ
選
手

の
用
具
や
遠
征
費
に
も
充
て
ら
れ「
ス
キ
ー

普
及
心
身
ノ
錬
磨
」が
進
め
ら
れ
た
。当
時
の

選
手
は「
酒
も
タ
バ
コ
も
ダ
メ
で
、品
行
方
正

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。村
の
指
導
者
に
な

る
の
が
基
本
だ
。」と
言
わ
れ
、そ
ん
な
ク
ラ

ブ
に
入
れ
て
も
ら
え
る
だ
け
で
感
激
し
た
と

語
っ
て
い
る
。

　
法
人
格
を
持
た
な
い
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
、

借
金
を
し
な
が
ら
ス
キ
ー
リ
フ
ト
を
建
設
す

る
だ
け
で
も
大
変
な
事
だ
が
、
更
に

1
9
6
3
年
ク
ラ
ブ
は
驚
く
べ
き
行
動
に
出

る
。ス
キ
ー
ブ
ー
ム
が
到
来
し
、ク
ラ
ブ
の
経

営
で
は
更
な
る
投
資
が
追
い
付
か
な
い
と
判

断
し
、苦
労
し
て
建
設
し
運
営
し
て
き
た
4

本
の
ス
キ
ー
リ
フ
ト
を
村
に
無
償
移
管
し
た

の
で
あ
る
。移
管
の
覚
書
に
は
そ
の
条
件
が

以
下
の
よ
う
に
あ
る
。「
野
沢
温
泉
村
は
野
沢

温
泉
ス
キ
ー
倶
楽
部
に
毎
年
金
壱
百
万
円
を

そ
の
育
成
と
運
営
の
費
用
と
し
て
助
成
す

る
。但
し
右
の
金
額
は
物
価
の
推
移
に
よ
り

両
者
相
諮
り
改
ら
れ
る
。ま
た
期
間
は
野
沢

温
泉
ス
キ
ー
リ
フ
ト
並
に
野
沢
温
泉
ス
キ
ー

倶
楽
部
の
存
在
の
間
と
す
る
。」ス
キ
ー
場
と

ク
ラ
ブ
が
続
く
限
り
人
材
育
成
と
運
営
の
費

用
を
助
成
す
る
事
を
大
き
な
条
件
に
し
、別

記
と
し
て「
ス
キ
ー
場
か
ら
あ
が
る
収
益
は

ス
キ
ー
場
施
設
あ
る
い
は
地
域
の
観
光
開
発

以
外
に
は
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
」と
の
約

束
も
存
在
す
る
。先
人
た
ち
の
地
域
と
ス
キ

ー
場
、そ
し
て
ク
ラ
ブ
へ
の
愛
情
が
今
日
の

「
温
泉
と
ス
キ
ー
の
街
」の
礎
を
築
い
た
の
で

あ
る
。

バ
ブ
ル
景
気
の

終
焉
か
ら
続
く

苦
難
の
時
代
と

新
た
な
ス
タ
ー
ト

　
1
9
6
3
年
に
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
村
に

移
管
さ
れ
た
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
は
、村
営

企
業
と
し
て
順
調
に
規
模
や
入
込
人
数
を
伸

ば
し
、単
独
の
ス
キ
ー
場
と
し
て
は
日
本
最

大
級
の
規
模
を
誇
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
っ

た
。国
内
の
ス
キ
ー
場
の
多
く
は
、高
度
成
長

期
か
ら
バ
ブ
ル
期
に
か
け
て
利
用
人
数
や
宿

泊
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を
超
え
る
程
の
活
況

を
呈
し
て
い
た
事
は
周
知
の
事
実
。ス
キ
ー

バ
ブ
ル
の
勢
い
は
凄
ま
じ
く
、世
界
の
ス
キ

ー
生
産
台
数
の
半
分
は
日
本
に
輸
出
さ
れ
て

い
た
事
も
あ
っ
た
ほ
ど
だ
。
と
こ
ろ
が

1
9
9
3
年
に
1
8
0
0
万
人
を
越
え
た
日

本
の
ス
キ
ー
人
口
は
、バ
ブ
ル
の
終
焉
と
共

に
縮
小
し
2
0
1
8
年
に
は
5
8
0
万
人
と

ピ
ー
ク
時
の
30
％
程
に
減
少
し
た
。我
が
野

　
長
野
県
野
沢
温
泉
村
は
古
く
か
ら
温
泉
と

ス
キ
ー
の
村
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

日
本
に
ス
キ
ー
が
伝
来
す
る
前
の
雪
深
い
山

村
の
冬
と
言
え
ば
、育
つ
作
物
も
な
く
家
を

押
し
潰
す
ほ
ど
の
雪
に
閉
ざ
さ
れ
、た
だ
春

を
待
つ
毎
日
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
王
様「
ス
キ
ー
」の

到
来
は
、村
人
の
生
活
を
一
変
さ
せ
、現
在
で

は
豊
富
な
積
雪
を
武
器
に
世
界
中
か
ら
ス
キ

ー
ヤ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
を
集
め
る
日
本

有
数
の
ウ
イ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ト
へ
と
成
長
さ

せ
て
く
れ
た
。日
本
の
ス
キ
ー
史
と
共
に
歩

む
野
沢
温
泉
は
、ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

先
駆
け
で
あ
り
、ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
手

掛
け
る
事
で
地
域
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。こ

の
原
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、あ
ら
た
め

て
野
沢
温
泉
の
ス
キ
ー
史
を
紐
解
い
て
み
た

が
、先
人
の
情
熱
と
行
動
力
そ
し
て
愛
情
溢

れ
る
ユ
ー
モ
ア
に
は
感
激
す
る
ば
か
り
で
あ

る
。「
地
域
振
興
は
人
材
育
成
か
ら
」。ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
人
材
を
育
成
し
、そ
の
人
材
を

中
心
に
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
地

域
振
興
を
図
っ
て
き
た
野
沢
温
泉
村
。大
手

資
本
に
開
発
さ
れ
た
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
一

線
を
画
す「
和
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
　
野
沢

温
泉
」の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
の
関
わ
り
、

そ
し
て
そ
の
魅
力
を
お
伝
え
す
る
。

温
泉
と

ス
キ
ー
を
中
心
と
し
た

村
民
主
導
の
地
域
づ
く
り

　
野
沢
温
泉
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の

歴
史
は
、日
本
の
ス
キ
ー
史
と
共
に
歩
ん
で

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。こ
こ
で

は
日
本
と
野
沢
温
泉
の
ス
キ
ー
史
を
少
し
振

り
返
っ
て
み
る
。1
9
1
1
年
1
月
12
日
新

潟
県
高
田
市（
現
・
上
越
市
）で
陸
軍
ス
キ
ー

専
修
将
校
14
名
が
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ

リ
ー
二
重
帝
国 

テ
オ
ド
ー
ル
・
エ
ー
ド
レ

ル
・
フ
ォ
ン
・
レ
ル
ヒ
少
佐
に
一
本
杖
ス
キ
ー

術
の
指
導
を
受
け
た
の
が
日
本
の
ス
キ
ー
史

の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。翌
1
9
1
2

年
に
民
間
に
ス
キ
ー
術
を
広
め
る
為
、長
岡

中
将
が
新
潟
県
高
田
市
に
て
講
習
会
を
開

き
、飯
山
中
学
校（
現
飯
山
高
等
学
校
）の
市

川
達
譲
先
生
が
参
加
し
た
。帰
校
し
た
市
川

氏
が
飯
山
中
学
校
で
ス
キ
ー
指
導
を
行
い
、

　
1
9
9
5
年
に
は
35
か
国
か
ら
1
7
0
0

人
を
超
え
る
関
係
者
が
集
ま
り
、世
界
ス
キ

ー
指
導
者
会
議（
イ
ン
タ
ー
ス
キ
ー
）が
開
か

れ
た
。誘
致
活
動
と
し
て
1
9
9
1
年
に
姉

妹
村
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
サ
ン
ク
ト
・

ア
ン
ト
ン
で
開
か
れ
た
イ
ン
タ
ー
ス
キ
ー
会

場
に
大
招
致
団
を
派
遣
す
る
等
、村
を
あ
げ

て
大
会
成
功
に
取
り
組
ん
だ
。多
く
の
外
国

人
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
に
対
応
す
る
た
め
の
施

設
改
修
や
英
語
の
レ
ッ
ス
ン
な
ど
も
行
わ

れ
、大
き
な
情
熱
を
持
っ
て
村
史
上
最
大
の

国
際
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
た
。

　
当
初
競
技
開
催
地
か
ら
外
れ
て
い
た

1
9
9
8
年
の
長
野
五
輪
で
は
、自
然
環
境

保
護
等
の
絡
み
に
よ
り
、ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
と
射
撃
を
組
み
合
わ
せ
た「
バ
イ
ア

ス
ロ
ン
」種
目
を
開
催
す
る
事
と
な
っ
た
。野

沢
温
泉
は
も
ち
ろ
ん
、国
内
で
も
馴
染
み
の

薄
い
種
目
で
あ
っ
た
為
、様
々
な
困
難
が
あ
っ

た
が
無
事
成
功
さ
せ
る
事
が
出
来
た
。世
界

最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
一
翼
を
担
う

事
が
出
来
た
素
晴
ら
し
い
体
験
で
あ
っ
た
。

　
2
0
0
0
年
に
は
野
沢
温
泉
で
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
複
合
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
か
れ
、

地
元
出
身
選
手
が
3
名
出
場
す
る
と
あ
っ
て

有
料
観
客
は
村
の
人
口
を
凌
ぐ
5
0
0
0
人

を
超
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。地
元
選
手
の

活
躍
と
相
ま
っ
て
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
み

せ
た
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
現
在
野
沢
温
泉
は
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大

会（
通
称
：
全
中
）の
拠
点
開
催
地
と
し
て
11

年
連
続
開
催
の
3
年
目
を
迎
え
て
い
る
。全

国
で
最
も
熱
く
ス
キ
ー
に
打
ち
込
ん
で
い
る

中
学
生
ス
キ
ー
ヤ
ー
達
が
、野
球
の
甲
子
園

の
よ
う
に
野
沢
温
泉
に
憧
れ
を
持
っ
て
日
々

を
過
ご
す
素
晴
ら
し
い
チ
ャ
ン
ス
を
頂
い
て

い
る
。選
手
達
が
大
人
に
な
っ
て
も
野
沢
温

泉
は
昔
憧
れ
た
聖
地
と
し
て
記
憶
に
残
っ
て

い
く
だ
ろ
う
し
、こ
ん
な
優
れ
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
コ
ン
テ
ン
ツ
は
滅
多
に
無
い
と
感

じ
て
い
る
。以
前
は
毎
年
会
場
が
変
わ
っ
て

い
た
が
、全
国
中
体
連
が
6
〜
7
年
前
に
拠

点
開
催
の
公
募
を
行
っ
た
際
、運
営
主
体
の

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
富
井
村
長
に
立
候
補
の
伺

い
を
た
て
た
。村
長
の
答
え
は「
全
種
目
10
年

間
開
催
す
る
と
言
っ
て
立
候
補
し
ろ
」で

あ
っ
た
。全
種
目
10
年
間
を
掲
げ
て
立
候
補

し
た
所
は
他
に
な
く
、す
ん
な
り
と
開
催
地

と
し
て
決
定
し
て
頂
い
た
。そ
の
後
も
村
長

に
は「（
経
費
が
莫
大
な
）ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

以
外
は
ド
ン
ド
ン
持
っ
て
こ
い
」と
発
破
を

か
け
ら
れ
て
い
る
が
、大
会
運
営
は
大
変
な

の
で
そ
ん
な
に
ホ
イ
ホ
イ
招
致
す
る
事
は
出

来
て
い
な
い
…

　
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
地
域
振
興

に
ど
ん
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
の
か
？
　
初
め

て
全
国
規
模
の
ス
キ
ー
大
会
を
誘
致
し
た

1
9
3
0
年
の
明
治
神
宮
大
会
を
皮
切
り

に
、数
々
の
ス
キ
ー
大
会
を
開
催
し
て
き
た

野
沢
温
泉
村
は
歴
史
的
に
国
内
で
最
も
多
く

の
ス
キ
ー
大
会
を
開
催
し
て
き
た
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。し
か
し
野
沢
温
泉
村
の

人
達
は
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
た
だ

単
に
集
客
の
為
の
ツ
ー
ル
と
は
考
え
て
い
な

い
。　
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
集
客
の
為
と

捉
え
る
か
、そ
れ
に
加
え
人
材
育
成
の
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
か
で
、そ
の
後
の
地

域
の
発
展
は
大
き
く
異
な
る
。「
地
域
振
興
は

人
材
育
成
か
ら
」を
是
と
す
る
我
々
は
、ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
人
材
育
成
の
為
の
ツ
ー
ル

と
し
て
も
捉
え
て
い
る
。大
き
な
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
は
関
わ
る
人
間
を
成
長
さ
せ
、そ

の
結
果
次
代
を
担
う
人
材
が
育
つ
と
考
え
て

い
る
。ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
選
手
を
育
成
し
、選

手
引
退
後
は
大
会
運
営
や
次
の
人
材
育
成
に

関
わ
り
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
。そ
ん
な

循
環
が
長
い
間
行
わ
れ
て
き
た
。イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
地
域
収
入
を
あ
げ
る
事
と
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
人
材
を
育
て
地
域
振
興
に
結
び

付
け
る
事
は
、長
い
ス
パ
ン
で
見
れ
ば
大
き

く
違
う
と
い
う
事
を
認
識
し
て
い
る
。

　
最
後
に
野
沢
温
泉
の
ス
キ
ー
を
全
力
で
支

え
て
頂
い
た
偉
人
の
言
葉
を
2
つ
紹
介
し
た

い
。

「
休
診
の 

札
を
か
か
げ
て 

ス
キ
ー
行
」　

富
井
英
士
氏
：
野
沢
温
泉
の
地
で
初
め
て
ス

キ
ー
を
し
た
方
で
、後
に
歯
科
医
院
を
経
営
。

後
進
の
指
導
に
邁
進
さ
れ
た
。（
前
述
の
市
川

達
譲
先
生
と
生
徒
の
写
真
左
端
が
富
井
英
士

氏
）

「
今
日
も
ま
た 

妻
に
託
し
て 

ス
キ
ー
行
」

　
片
桐
匡
氏
：
野
沢
温
泉
第
１
リ
フ
ト
建
設

を
牽
引
し
た
。後
に
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
副

会
長
、長
野
県
ス
キ
ー
連
盟
会
長
を
務
め
た
。

先
人
が
残
し
た
素
晴
ら
し
い
遺
産
を
引
き
継

ぎ
、次
代
の
人
材
を
育
て
て
継
承
し
て
行
く
。

今
ま
さ
に
引
き
継
い
で
い
る
人
の
事
を
野
沢

温
泉
で
は「
時
代（
ト
キ
）の
当
番
」と
呼
ん
で

い
る
。「
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
誘
致
し
経
済

と
人
材
を
育
て
る
」と
い
う
当
番
の
仕
事
は
、

い
つ
の
時
代
も
家
業
そ
っ
ち
の
け
で
取
り
組

む
酔
狂
な
仕
事
で
も
あ
る
。。。

た
河
野
氏
か
ら
、元
五
輪
選
手
で
前
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
会
長
の
片
桐
幹
雄
氏
に
引
き
継
が

れ
、2
0
2
0
年
に
は
設
備
更
新
が
出
来
ず

に
い
た
長
坂
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
を
、国
内
最

新
鋭
の
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
に
架
け
替
え
を
行

う
等
、発
展
を
続
け
て
い
る
。

 

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
振
興

　
野
沢
温
泉
に
と
っ
て
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
と
言
え
ば「
ス
キ
ー
大
会
」と
同
義
語
と
言

え
る
。宿
泊
を
伴
い
、長
期
滞
在
を
見
込
め
る

ス
キ
ー
大
会
は
ス
キ
ー
場
創
世
期
か
ら
頻
繁

に
開
催
さ
れ
、集
客
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て

い
た
。全
国
規
模
の
ス
キ
ー
大
会
を
誘
致
す

る
と
事
前
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
訪
れ
る
選
手

も
多
く
、大
会
期
間
以
外
に
も
集
客
が
見
込

め
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。多
く
の
ス
キ
ー
大

会
を
手
掛
け
る
事
で
ス
キ
ー
場
利
用
者
を
増

や
す
事
は
同
時
に
宿
泊
客
を
増
や
す
事
で
あ

り
、宿
泊
施
設
は
地
域
の
商
店
か
ら
食
材
や

飲
料
を
は
じ
め
様
々
な
物
を
仕
入
れ
、さ
ら

に
雇
用
を
生
み
出
し
て
い
く
。冬
の
野
沢
温

泉
に
と
っ
て
ス
キ
ー
は
ま
さ
に
経
済
の
中
心

だ
。

　
野
沢
温
泉
が
最
初
に
全
国
的
な
大
会
を
手

掛
け
た
の
は
1
9
3
0
年
の
明
治
神
宮
大

会
。距
離
・
飛
躍
・
リ
レ
ー
・
滑
降
・
回
転
の
5

種
目
が
行
わ
れ
、選
手
関
係
者
合
わ
せ
て

2
0
0
0
名
が
集
ま
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
で

あ
っ
た
。1
9
4
8
年
に
国
民
体
育
大
会 

第

1
回
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
を
開
催
し
、

既
に
日
本
随
一
の
大
会
運
営
組
織
と
し
て
認

知
さ
れ
て
い
た
。

　
長
き
に
わ
た
り
国
内
レ
ベ
ル
の
大
会
運
営

を
手
掛
け
て
き
た
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
、

1
9
8
2
年
か
ら
ア
ル
ペ
ン
種
目
の
国
際
大

会
、F
I
S（
国
際
ス
キ
ー
連
盟
）大
会
を
開

催
す
る
に
至
る
。こ
れ
は
集
客
と
言
う
よ
り

も
国
内
選
手
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
主
な
目
的

と
し
た
も
の
で
、採
算
よ
り
も
競
技
会
と
し

て
の
質
が
問
わ
れ
た
。欧
州
や
北
米
か
ら
派

遣
さ
れ
る
F
I
S
‐
T
D（
技
術
代
表
）は
ル

ー
ル
や
安
全
対
策
に
精
通
し
、そ
れ
ま
で
の

国
内
で
行
わ
れ
て
い
た
大
会
運
営
の
常
識
よ

り
高
度
な
要
求
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。こ
の
F
I
S
大
会
は
1
9
8
5
年
か
ら

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
カ
ッ
プ
と
言
う
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
に
準
じ
た
ク
ラ
ス
に
引
き
上
げ
ら

れ
、更
に
高
度
な
大
会
運
営
技
術
を
必
要
と

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
の
大
会
は
白
馬
、

志
賀
高
原
と
い
っ
た
ス
キ
ー
場
で
も
開
催
さ

れ
、長
野
県
内
の
大
会
運
営
能
力
は
飛
躍
的

に
高
ま
る
事
と
な
り
、そ
の
後
の
長
野
五
輪

の
誘
致
と
成
功
の
礎
と
な
っ
た
。

森 晃
野沢温泉スキークラブ理事長
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地域づくり、

スノー
リゾート
実現の

「イベントを開催し地域収入をあげることと、
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長いスパンで見れば大きく違う」
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沢
温
泉
ス
キ
ー
場
も
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、

1
9
9
2
年
の
1
1
0
万
人
か
ら
2
0
0
7

年
に
は
31
・
3
万
人
と
実
に
ピ
ー
ク
時
の
28
・

5
%
ま
で
減
少
し
た
。1
9
9
1
年
に
村
営

企
業
の
売
上
は
過
去
最
高
の
49
億
5
千
万
円

と
な
っ
た
が
、急
激
な
景
気
悪
化
に
対
応
で

き
ず
、た
っ
た
6
年
後
の
1
9
9
7
年
に
は

単
年
度
赤
字
と
な
り
1
9
9
9
年
に
は
累
積

赤
字
が
19
億
円
を
超
え
た
。　
　
　

　
野
沢
温
泉
村
は
坂
道
を
転
が
る
よ
う
な
来

場
客
減
少
と
負
債
の
増
加
を
食
い
止
め
る
べ

く
、村
営
企
業
か
ら
の
脱
却
を
図
っ
た
。

2
0
0
3
年
よ
り
村
内
の
複
数
組
織
に
よ
る

ス
キ
ー
場
経
営
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

2
0
0
5
年
に
村
が
ス
キ
ー
場
資
産
、負
債

及
び
借
地
権
を
所
有
し
、新
設
す
る
運
営
会

社
に
ス
キ
ー
場
資
産
を
貸
し
付
け
る
上
下
分

離
方
式
の
経
営
に
移
行
し
た
。新
設
の
ス
キ

ー
場
運
営
会
社「
㈱
野
沢
温
泉
」は
、温
泉
や

ス
キ
ー
場
を
含
む
山
林
を
管
理
す
る
地
縁
団

体
法
人
野
澤
組
、観
光
協
会
、旅
館
組
合
、民

宿
組
合
、宿
泊
業
組
合
、商
工
会
、ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
及
び
地
元
J
A
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。

社
長
に
は
当
時
の
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
河
野

博
明
氏
が
就
任
し
た
。当
初
の
運
営
組
織
は
、

村
営
時
代
の
管
理
職
を
中
心
と
し
た
が
、営

業
や
総
務
を
補
強
し
て
、営
業
力
と
本
部
機

能
の
強
化
を
図
り
2
年
後
に
は
村
か
ら
の
出

向
者
雇
用
を
終
了
さ
せ
た
。様
々
な
改
革
で

日
本
人
ス
キ
ー
場
利
用
者
数
が
下
げ
止
ま
っ

た
事
に
加
え
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
増
加
に

後
押
し
さ
れ
た
ス
キ
ー
場
の
経
営
状
態
は
飛

躍
的
に
改
善
さ
れ
た
。全
国
の
ス
キ
ー
場
入

込
人
数
は
下
降
を
食
い
止
め
ら
れ
ず
に
い
る

が
、野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
入
込
客
数
は

2
0
0
7
年
31
・
3
万
人
↓
2
0
1
9
年
42

万
人
と
順
調
に
増
加
し
た
。組
織
改
編
か
ら

の
7
期
合
計
で「
㈱
野
沢
温
泉
」か
ら「
野
沢

温
泉
村
」へ
の
施
設
使
用
料
支
払
い
は
33
億

円
を
超
え
、村
の
財
政
も
大
幅
に
改
善
さ
れ

た
。現
在
㈱
野
沢
温
泉
の
社
長
は
7
期
務
め

長
野
県
で
の
ス
キ
ー
発
祥
と
な
る
。飯
山
中

学
校
で
の
ス
キ
ー
を
習
得
し
た
中
学
生
が
、

春
休
み
に
帰
宅
し
て
向
林
地
籍
で
滑
っ
た
の

が
野
沢
温
泉
で
の
ス
キ
ー
発
祥
と
な
っ
た
。

　
国
内
で
ス
キ
ー
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、

野
沢
温
泉
に
も
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
訪
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。誘
客
や
ス
キ
ー
ヤ
ー
へ
の
対
応

が
必
要
に
な
り
、そ
の
為
の
組
織
と
し
て

1
9
2
3
年
12
月
に
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
倶
楽

部
が
設
立
さ
れ
た
。設
立
時
の
野
沢
温
泉
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
会
則
に
は『
ス
キ
ー
普
及
心
身

ノ
錬
磨
及
当
温
泉
ノ
発
達
ヲ
図
ル
』と
あ
り
、

明
確
に
地
域
振
興
を
目
的
と
し
た
。
翌

1
9
2
4
年
シ
ー
ズ
ン
よ
り
固
定
の
ジ
ャ
ン

プ
台
を
建
設
し
、大
学
ス
キ
ー
部
合
宿
を
誘

致
す
る
等「
当
温
泉
ノ
発
達
ヲ
図
ル
」事
業
に

着
手
し
て
い
る
。1
9
4
8
年
に
は
国
民
体

育
大
会 

第
1
回
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

を
開
催
し
、既
に
日
本
随
一
の
大
会
運
営
組

織
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
。ス
キ
ー
場
の

発
展
の
切
り
札
と
し
て
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
、

1
9
5
0
年
日
影
ゲ
レ
ン
デ
に
当
時
民
間
で

は
日
本
で
2
番
目
の
ス
キ
ー
リ
フ
ト（
第
１

リ
フ
ト
）を
建
設
し
た
。

　
そ
の
当
時
リ
フ
ト
の
よ
う
な
物
と
言
え

ば
、鉱
山
か
ら
石
を
運
ぶ
為
の
物
が
あ
る
程

度
で
一
般
的
に
は
全
く
普
及
し
て
お
ら
ず
、

銀
行
に
資
金
調
達
の
趣
旨
を
説
明
し
理
解
し

て
も
ら
う
の
は
至
難
の
業
で
あ
っ
た
。ク
ラ

ブ
員
の
家
業
で
旅
館
を
経
営
す
る
者
が
、順

番
に
寝
具
購
入
や
木
炭
購
入
を
口
実
に
資
金

を
借
り
入
れ
る
等
、リ
フ
ト
建
設
や
運
営
に

ま
つ
わ
る
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、現
代
で

は
あ
り
え
な
い
波
乱
万
丈
・
奇
想
天
外
で
、あ

る
意
味
喜
劇
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
も
あ
っ
た
。

鉱
山
に
技
術
者
派
遣
を
何
度
も
断
ら
れ
る

も
、強
引
に
押
し
か
け
何
と
か
日
曜
日
の
み

派
遣
の
許
可
を
も
ら
っ
た
が
、結
局
リ
フ
ト

建
設
の
間
は
野
沢
温
泉
に
閉
じ
込
め
て
お
い

た
話
も
素
晴
ら
し
い
。リ
フ
ト
建
設
を
機
に
、

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
リ
フ
ト
運
営
・
経
営
に
乗

り
出
し
収
益
を
上
げ
て
い
く
。そ
の
収
益
は

更
な
る
リ
フ
ト
建
設
に
充
て
、第
1
リ
フ
ト

か
ら
第
4
リ
フ
ト
ま
で
を
建
設
し
て
い
る
。

そ
の
間
リ
フ
ト
収
益
の
一
部
は
ク
ラ
ブ
選
手

の
用
具
や
遠
征
費
に
も
充
て
ら
れ「
ス
キ
ー

普
及
心
身
ノ
錬
磨
」が
進
め
ら
れ
た
。当
時
の

選
手
は「
酒
も
タ
バ
コ
も
ダ
メ
で
、品
行
方
正

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。村
の
指
導
者
に
な

る
の
が
基
本
だ
。」と
言
わ
れ
、そ
ん
な
ク
ラ

ブ
に
入
れ
て
も
ら
え
る
だ
け
で
感
激
し
た
と

語
っ
て
い
る
。

　
法
人
格
を
持
た
な
い
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
、

借
金
を
し
な
が
ら
ス
キ
ー
リ
フ
ト
を
建
設
す

る
だ
け
で
も
大
変
な
事
だ
が
、
更
に

1
9
6
3
年
ク
ラ
ブ
は
驚
く
べ
き
行
動
に
出

る
。ス
キ
ー
ブ
ー
ム
が
到
来
し
、ク
ラ
ブ
の
経

営
で
は
更
な
る
投
資
が
追
い
付
か
な
い
と
判

断
し
、苦
労
し
て
建
設
し
運
営
し
て
き
た
4

本
の
ス
キ
ー
リ
フ
ト
を
村
に
無
償
移
管
し
た

の
で
あ
る
。移
管
の
覚
書
に
は
そ
の
条
件
が

以
下
の
よ
う
に
あ
る
。「
野
沢
温
泉
村
は
野
沢

温
泉
ス
キ
ー
倶
楽
部
に
毎
年
金
壱
百
万
円
を

そ
の
育
成
と
運
営
の
費
用
と
し
て
助
成
す

る
。但
し
右
の
金
額
は
物
価
の
推
移
に
よ
り

両
者
相
諮
り
改
ら
れ
る
。ま
た
期
間
は
野
沢

温
泉
ス
キ
ー
リ
フ
ト
並
に
野
沢
温
泉
ス
キ
ー

倶
楽
部
の
存
在
の
間
と
す
る
。」ス
キ
ー
場
と

ク
ラ
ブ
が
続
く
限
り
人
材
育
成
と
運
営
の
費

用
を
助
成
す
る
事
を
大
き
な
条
件
に
し
、別

記
と
し
て「
ス
キ
ー
場
か
ら
あ
が
る
収
益
は

ス
キ
ー
場
施
設
あ
る
い
は
地
域
の
観
光
開
発

以
外
に
は
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
」と
の
約

束
も
存
在
す
る
。先
人
た
ち
の
地
域
と
ス
キ

ー
場
、そ
し
て
ク
ラ
ブ
へ
の
愛
情
が
今
日
の

「
温
泉
と
ス
キ
ー
の
街
」の
礎
を
築
い
た
の
で

あ
る
。

バ
ブ
ル
景
気
の

終
焉
か
ら
続
く

苦
難
の
時
代
と

新
た
な
ス
タ
ー
ト

　
1
9
6
3
年
に
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
村
に

移
管
さ
れ
た
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
は
、村
営

企
業
と
し
て
順
調
に
規
模
や
入
込
人
数
を
伸

ば
し
、単
独
の
ス
キ
ー
場
と
し
て
は
日
本
最

大
級
の
規
模
を
誇
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
っ

た
。国
内
の
ス
キ
ー
場
の
多
く
は
、高
度
成
長

期
か
ら
バ
ブ
ル
期
に
か
け
て
利
用
人
数
や
宿

泊
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を
超
え
る
程
の
活
況

を
呈
し
て
い
た
事
は
周
知
の
事
実
。ス
キ
ー

バ
ブ
ル
の
勢
い
は
凄
ま
じ
く
、世
界
の
ス
キ

ー
生
産
台
数
の
半
分
は
日
本
に
輸
出
さ
れ
て

い
た
事
も
あ
っ
た
ほ
ど
だ
。
と
こ
ろ
が

1
9
9
3
年
に
1
8
0
0
万
人
を
越
え
た
日

本
の
ス
キ
ー
人
口
は
、バ
ブ
ル
の
終
焉
と
共

に
縮
小
し
2
0
1
8
年
に
は
5
8
0
万
人
と

ピ
ー
ク
時
の
30
％
程
に
減
少
し
た
。我
が
野

　
長
野
県
野
沢
温
泉
村
は
古
く
か
ら
温
泉
と

ス
キ
ー
の
村
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

日
本
に
ス
キ
ー
が
伝
来
す
る
前
の
雪
深
い
山

村
の
冬
と
言
え
ば
、育
つ
作
物
も
な
く
家
を

押
し
潰
す
ほ
ど
の
雪
に
閉
ざ
さ
れ
、た
だ
春

を
待
つ
毎
日
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
王
様「
ス
キ
ー
」の

到
来
は
、村
人
の
生
活
を
一
変
さ
せ
、現
在
で

は
豊
富
な
積
雪
を
武
器
に
世
界
中
か
ら
ス
キ

ー
ヤ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
を
集
め
る
日
本

有
数
の
ウ
イ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ト
へ
と
成
長
さ

せ
て
く
れ
た
。日
本
の
ス
キ
ー
史
と
共
に
歩

む
野
沢
温
泉
は
、ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

先
駆
け
で
あ
り
、ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
手

掛
け
る
事
で
地
域
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。こ

の
原
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、あ
ら
た
め

て
野
沢
温
泉
の
ス
キ
ー
史
を
紐
解
い
て
み
た

が
、先
人
の
情
熱
と
行
動
力
そ
し
て
愛
情
溢

れ
る
ユ
ー
モ
ア
に
は
感
激
す
る
ば
か
り
で
あ

る
。「
地
域
振
興
は
人
材
育
成
か
ら
」。ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
人
材
を
育
成
し
、そ
の
人
材
を

中
心
に
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
地

域
振
興
を
図
っ
て
き
た
野
沢
温
泉
村
。大
手

資
本
に
開
発
さ
れ
た
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
一

線
を
画
す「
和
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
　
野
沢

温
泉
」の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
の
関
わ
り
、

そ
し
て
そ
の
魅
力
を
お
伝
え
す
る
。

温
泉
と

ス
キ
ー
を
中
心
と
し
た

村
民
主
導
の
地
域
づ
く
り

　
野
沢
温
泉
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の

歴
史
は
、日
本
の
ス
キ
ー
史
と
共
に
歩
ん
で

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。こ
こ
で

は
日
本
と
野
沢
温
泉
の
ス
キ
ー
史
を
少
し
振

り
返
っ
て
み
る
。1
9
1
1
年
1
月
12
日
新

潟
県
高
田
市（
現
・
上
越
市
）で
陸
軍
ス
キ
ー

専
修
将
校
14
名
が
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ

リ
ー
二
重
帝
国 

テ
オ
ド
ー
ル
・
エ
ー
ド
レ

ル
・
フ
ォ
ン
・
レ
ル
ヒ
少
佐
に
一
本
杖
ス
キ
ー

術
の
指
導
を
受
け
た
の
が
日
本
の
ス
キ
ー
史

の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。翌
1
9
1
2

年
に
民
間
に
ス
キ
ー
術
を
広
め
る
為
、長
岡

中
将
が
新
潟
県
高
田
市
に
て
講
習
会
を
開

き
、飯
山
中
学
校（
現
飯
山
高
等
学
校
）の
市

川
達
譲
先
生
が
参
加
し
た
。帰
校
し
た
市
川

氏
が
飯
山
中
学
校
で
ス
キ
ー
指
導
を
行
い
、

　
1
9
9
5
年
に
は
35
か
国
か
ら
1
7
0
0

人
を
超
え
る
関
係
者
が
集
ま
り
、世
界
ス
キ

ー
指
導
者
会
議（
イ
ン
タ
ー
ス
キ
ー
）が
開
か

れ
た
。誘
致
活
動
と
し
て
1
9
9
1
年
に
姉

妹
村
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
サ
ン
ク
ト
・

ア
ン
ト
ン
で
開
か
れ
た
イ
ン
タ
ー
ス
キ
ー
会

場
に
大
招
致
団
を
派
遣
す
る
等
、村
を
あ
げ

て
大
会
成
功
に
取
り
組
ん
だ
。多
く
の
外
国

人
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
に
対
応
す
る
た
め
の
施

設
改
修
や
英
語
の
レ
ッ
ス
ン
な
ど
も
行
わ

れ
、大
き
な
情
熱
を
持
っ
て
村
史
上
最
大
の

国
際
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
た
。

　
当
初
競
技
開
催
地
か
ら
外
れ
て
い
た

1
9
9
8
年
の
長
野
五
輪
で
は
、自
然
環
境

保
護
等
の
絡
み
に
よ
り
、ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
と
射
撃
を
組
み
合
わ
せ
た「
バ
イ
ア

ス
ロ
ン
」種
目
を
開
催
す
る
事
と
な
っ
た
。野

沢
温
泉
は
も
ち
ろ
ん
、国
内
で
も
馴
染
み
の

薄
い
種
目
で
あ
っ
た
為
、様
々
な
困
難
が
あ
っ

た
が
無
事
成
功
さ
せ
る
事
が
出
来
た
。世
界

最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
一
翼
を
担
う

事
が
出
来
た
素
晴
ら
し
い
体
験
で
あ
っ
た
。

　
2
0
0
0
年
に
は
野
沢
温
泉
で
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
複
合
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
か
れ
、

地
元
出
身
選
手
が
3
名
出
場
す
る
と
あ
っ
て

有
料
観
客
は
村
の
人
口
を
凌
ぐ
5
0
0
0
人

を
超
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。地
元
選
手
の

活
躍
と
相
ま
っ
て
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
み

せ
た
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
現
在
野
沢
温
泉
は
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大

会（
通
称
：
全
中
）の
拠
点
開
催
地
と
し
て
11

年
連
続
開
催
の
3
年
目
を
迎
え
て
い
る
。全

国
で
最
も
熱
く
ス
キ
ー
に
打
ち
込
ん
で
い
る

中
学
生
ス
キ
ー
ヤ
ー
達
が
、野
球
の
甲
子
園

の
よ
う
に
野
沢
温
泉
に
憧
れ
を
持
っ
て
日
々

を
過
ご
す
素
晴
ら
し
い
チ
ャ
ン
ス
を
頂
い
て

い
る
。選
手
達
が
大
人
に
な
っ
て
も
野
沢
温

泉
は
昔
憧
れ
た
聖
地
と
し
て
記
憶
に
残
っ
て

い
く
だ
ろ
う
し
、こ
ん
な
優
れ
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
コ
ン
テ
ン
ツ
は
滅
多
に
無
い
と
感

じ
て
い
る
。以
前
は
毎
年
会
場
が
変
わ
っ
て

い
た
が
、全
国
中
体
連
が
6
〜
7
年
前
に
拠

点
開
催
の
公
募
を
行
っ
た
際
、運
営
主
体
の

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
富
井
村
長
に
立
候
補
の
伺

い
を
た
て
た
。村
長
の
答
え
は「
全
種
目
10
年

間
開
催
す
る
と
言
っ
て
立
候
補
し
ろ
」で

あ
っ
た
。全
種
目
10
年
間
を
掲
げ
て
立
候
補

し
た
所
は
他
に
な
く
、す
ん
な
り
と
開
催
地

と
し
て
決
定
し
て
頂
い
た
。そ
の
後
も
村
長

に
は「（
経
費
が
莫
大
な
）ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

以
外
は
ド
ン
ド
ン
持
っ
て
こ
い
」と
発
破
を

か
け
ら
れ
て
い
る
が
、大
会
運
営
は
大
変
な

の
で
そ
ん
な
に
ホ
イ
ホ
イ
招
致
す
る
事
は
出

来
て
い
な
い
…

　
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
地
域
振
興

に
ど
ん
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
の
か
？
　
初
め

て
全
国
規
模
の
ス
キ
ー
大
会
を
誘
致
し
た

1
9
3
0
年
の
明
治
神
宮
大
会
を
皮
切
り

に
、数
々
の
ス
キ
ー
大
会
を
開
催
し
て
き
た

野
沢
温
泉
村
は
歴
史
的
に
国
内
で
最
も
多
く

の
ス
キ
ー
大
会
を
開
催
し
て
き
た
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。し
か
し
野
沢
温
泉
村
の

人
達
は
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
た
だ

単
に
集
客
の
為
の
ツ
ー
ル
と
は
考
え
て
い
な

い
。　
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
集
客
の
為
と

捉
え
る
か
、そ
れ
に
加
え
人
材
育
成
の
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
か
で
、そ
の
後
の
地

域
の
発
展
は
大
き
く
異
な
る
。「
地
域
振
興
は

人
材
育
成
か
ら
」を
是
と
す
る
我
々
は
、ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
人
材
育
成
の
為
の
ツ
ー
ル

と
し
て
も
捉
え
て
い
る
。大
き
な
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
は
関
わ
る
人
間
を
成
長
さ
せ
、そ

の
結
果
次
代
を
担
う
人
材
が
育
つ
と
考
え
て

い
る
。ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
選
手
を
育
成
し
、選

手
引
退
後
は
大
会
運
営
や
次
の
人
材
育
成
に

関
わ
り
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
。そ
ん
な

循
環
が
長
い
間
行
わ
れ
て
き
た
。イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
地
域
収
入
を
あ
げ
る
事
と
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
人
材
を
育
て
地
域
振
興
に
結
び

付
け
る
事
は
、長
い
ス
パ
ン
で
見
れ
ば
大
き

く
違
う
と
い
う
事
を
認
識
し
て
い
る
。

　
最
後
に
野
沢
温
泉
の
ス
キ
ー
を
全
力
で
支

え
て
頂
い
た
偉
人
の
言
葉
を
2
つ
紹
介
し
た

い
。

「
休
診
の 

札
を
か
か
げ
て 

ス
キ
ー
行
」　

富
井
英
士
氏
：
野
沢
温
泉
の
地
で
初
め
て
ス

キ
ー
を
し
た
方
で
、後
に
歯
科
医
院
を
経
営
。

後
進
の
指
導
に
邁
進
さ
れ
た
。（
前
述
の
市
川

達
譲
先
生
と
生
徒
の
写
真
左
端
が
富
井
英
士

氏
）

「
今
日
も
ま
た 

妻
に
託
し
て 

ス
キ
ー
行
」

　
片
桐
匡
氏
：
野
沢
温
泉
第
１
リ
フ
ト
建
設

を
牽
引
し
た
。後
に
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
副

会
長
、長
野
県
ス
キ
ー
連
盟
会
長
を
務
め
た
。

先
人
が
残
し
た
素
晴
ら
し
い
遺
産
を
引
き
継

ぎ
、次
代
の
人
材
を
育
て
て
継
承
し
て
行
く
。

今
ま
さ
に
引
き
継
い
で
い
る
人
の
事
を
野
沢

温
泉
で
は「
時
代（
ト
キ
）の
当
番
」と
呼
ん
で

い
る
。「
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
誘
致
し
経
済

と
人
材
を
育
て
る
」と
い
う
当
番
の
仕
事
は
、

い
つ
の
時
代
も
家
業
そ
っ
ち
の
け
で
取
り
組

む
酔
狂
な
仕
事
で
も
あ
る
。。。

た
河
野
氏
か
ら
、元
五
輪
選
手
で
前
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
会
長
の
片
桐
幹
雄
氏
に
引
き
継
が

れ
、2
0
2
0
年
に
は
設
備
更
新
が
出
来
ず

に
い
た
長
坂
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
を
、国
内
最

新
鋭
の
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
に
架
け
替
え
を
行

う
等
、発
展
を
続
け
て
い
る
。

 

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
振
興

　
野
沢
温
泉
に
と
っ
て
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
と
言
え
ば「
ス
キ
ー
大
会
」と
同
義
語
と
言

え
る
。宿
泊
を
伴
い
、長
期
滞
在
を
見
込
め
る

ス
キ
ー
大
会
は
ス
キ
ー
場
創
世
期
か
ら
頻
繁

に
開
催
さ
れ
、集
客
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て

い
た
。全
国
規
模
の
ス
キ
ー
大
会
を
誘
致
す

る
と
事
前
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
訪
れ
る
選
手

も
多
く
、大
会
期
間
以
外
に
も
集
客
が
見
込

め
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。多
く
の
ス
キ
ー
大

会
を
手
掛
け
る
事
で
ス
キ
ー
場
利
用
者
を
増

や
す
事
は
同
時
に
宿
泊
客
を
増
や
す
事
で
あ

り
、宿
泊
施
設
は
地
域
の
商
店
か
ら
食
材
や

飲
料
を
は
じ
め
様
々
な
物
を
仕
入
れ
、さ
ら

に
雇
用
を
生
み
出
し
て
い
く
。冬
の
野
沢
温

泉
に
と
っ
て
ス
キ
ー
は
ま
さ
に
経
済
の
中
心

だ
。

　
野
沢
温
泉
が
最
初
に
全
国
的
な
大
会
を
手

掛
け
た
の
は
1
9
3
0
年
の
明
治
神
宮
大

会
。距
離
・
飛
躍
・
リ
レ
ー
・
滑
降
・
回
転
の
5

種
目
が
行
わ
れ
、選
手
関
係
者
合
わ
せ
て

2
0
0
0
名
が
集
ま
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
で

あ
っ
た
。1
9
4
8
年
に
国
民
体
育
大
会 

第

1
回
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
を
開
催
し
、

既
に
日
本
随
一
の
大
会
運
営
組
織
と
し
て
認

知
さ
れ
て
い
た
。

　
長
き
に
わ
た
り
国
内
レ
ベ
ル
の
大
会
運
営

を
手
掛
け
て
き
た
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
、

1
9
8
2
年
か
ら
ア
ル
ペ
ン
種
目
の
国
際
大

会
、F
I
S（
国
際
ス
キ
ー
連
盟
）大
会
を
開

催
す
る
に
至
る
。こ
れ
は
集
客
と
言
う
よ
り

も
国
内
選
手
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
主
な
目
的

と
し
た
も
の
で
、採
算
よ
り
も
競
技
会
と
し

て
の
質
が
問
わ
れ
た
。欧
州
や
北
米
か
ら
派

遣
さ
れ
る
F
I
S
‐
T
D（
技
術
代
表
）は
ル

ー
ル
や
安
全
対
策
に
精
通
し
、そ
れ
ま
で
の

国
内
で
行
わ
れ
て
い
た
大
会
運
営
の
常
識
よ

り
高
度
な
要
求
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。こ
の
F
I
S
大
会
は
1
9
8
5
年
か
ら

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
カ
ッ
プ
と
言
う
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
に
準
じ
た
ク
ラ
ス
に
引
き
上
げ
ら

れ
、更
に
高
度
な
大
会
運
営
技
術
を
必
要
と

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
の
大
会
は
白
馬
、

志
賀
高
原
と
い
っ
た
ス
キ
ー
場
で
も
開
催
さ

れ
、長
野
県
内
の
大
会
運
営
能
力
は
飛
躍
的

に
高
ま
る
事
と
な
り
、そ
の
後
の
長
野
五
輪

の
誘
致
と
成
功
の
礎
と
な
っ
た
。

1995年世界スキー指導者会議（インタースキー野沢温泉大会）

2020年に完成した新しい長坂ゴンドラリフト

片
桐
匡
翁
の
碑

村民主導の地域づくり、スノーリゾートの実現6
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沢
温
泉
ス
キ
ー
場
も
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、

1
9
9
2
年
の
1
1
0
万
人
か
ら
2
0
0
7

年
に
は
31
・
3
万
人
と
実
に
ピ
ー
ク
時
の
28
・

5
%
ま
で
減
少
し
た
。1
9
9
1
年
に
村
営

企
業
の
売
上
は
過
去
最
高
の
49
億
5
千
万
円

と
な
っ
た
が
、急
激
な
景
気
悪
化
に
対
応
で

き
ず
、た
っ
た
6
年
後
の
1
9
9
7
年
に
は

単
年
度
赤
字
と
な
り
1
9
9
9
年
に
は
累
積

赤
字
が
19
億
円
を
超
え
た
。　
　
　

　
野
沢
温
泉
村
は
坂
道
を
転
が
る
よ
う
な
来

場
客
減
少
と
負
債
の
増
加
を
食
い
止
め
る
べ

く
、村
営
企
業
か
ら
の
脱
却
を
図
っ
た
。

2
0
0
3
年
よ
り
村
内
の
複
数
組
織
に
よ
る

ス
キ
ー
場
経
営
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

2
0
0
5
年
に
村
が
ス
キ
ー
場
資
産
、負
債

及
び
借
地
権
を
所
有
し
、新
設
す
る
運
営
会

社
に
ス
キ
ー
場
資
産
を
貸
し
付
け
る
上
下
分

離
方
式
の
経
営
に
移
行
し
た
。新
設
の
ス
キ

ー
場
運
営
会
社「
㈱
野
沢
温
泉
」は
、温
泉
や

ス
キ
ー
場
を
含
む
山
林
を
管
理
す
る
地
縁
団

体
法
人
野
澤
組
、観
光
協
会
、旅
館
組
合
、民

宿
組
合
、宿
泊
業
組
合
、商
工
会
、ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
及
び
地
元
J
A
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。

社
長
に
は
当
時
の
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
河
野

博
明
氏
が
就
任
し
た
。当
初
の
運
営
組
織
は
、

村
営
時
代
の
管
理
職
を
中
心
と
し
た
が
、営

業
や
総
務
を
補
強
し
て
、営
業
力
と
本
部
機

能
の
強
化
を
図
り
2
年
後
に
は
村
か
ら
の
出

向
者
雇
用
を
終
了
さ
せ
た
。様
々
な
改
革
で

日
本
人
ス
キ
ー
場
利
用
者
数
が
下
げ
止
ま
っ

た
事
に
加
え
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
増
加
に

後
押
し
さ
れ
た
ス
キ
ー
場
の
経
営
状
態
は
飛

躍
的
に
改
善
さ
れ
た
。全
国
の
ス
キ
ー
場
入

込
人
数
は
下
降
を
食
い
止
め
ら
れ
ず
に
い
る

が
、野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
入
込
客
数
は

2
0
0
7
年
31
・
3
万
人
↓
2
0
1
9
年
42

万
人
と
順
調
に
増
加
し
た
。組
織
改
編
か
ら

の
7
期
合
計
で「
㈱
野
沢
温
泉
」か
ら「
野
沢

温
泉
村
」へ
の
施
設
使
用
料
支
払
い
は
33
億

円
を
超
え
、村
の
財
政
も
大
幅
に
改
善
さ
れ

た
。現
在
㈱
野
沢
温
泉
の
社
長
は
7
期
務
め

長
野
県
で
の
ス
キ
ー
発
祥
と
な
る
。飯
山
中

学
校
で
の
ス
キ
ー
を
習
得
し
た
中
学
生
が
、

春
休
み
に
帰
宅
し
て
向
林
地
籍
で
滑
っ
た
の

が
野
沢
温
泉
で
の
ス
キ
ー
発
祥
と
な
っ
た
。

　
国
内
で
ス
キ
ー
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、

野
沢
温
泉
に
も
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
訪
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。誘
客
や
ス
キ
ー
ヤ
ー
へ
の
対
応

が
必
要
に
な
り
、そ
の
為
の
組
織
と
し
て

1
9
2
3
年
12
月
に
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
倶
楽

部
が
設
立
さ
れ
た
。設
立
時
の
野
沢
温
泉
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
会
則
に
は『
ス
キ
ー
普
及
心
身

ノ
錬
磨
及
当
温
泉
ノ
発
達
ヲ
図
ル
』と
あ
り
、

明
確
に
地
域
振
興
を
目
的
と
し
た
。
翌

1
9
2
4
年
シ
ー
ズ
ン
よ
り
固
定
の
ジ
ャ
ン

プ
台
を
建
設
し
、大
学
ス
キ
ー
部
合
宿
を
誘

致
す
る
等「
当
温
泉
ノ
発
達
ヲ
図
ル
」事
業
に

着
手
し
て
い
る
。1
9
4
8
年
に
は
国
民
体

育
大
会 

第
1
回
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

を
開
催
し
、既
に
日
本
随
一
の
大
会
運
営
組

織
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
。ス
キ
ー
場
の

発
展
の
切
り
札
と
し
て
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
、

1
9
5
0
年
日
影
ゲ
レ
ン
デ
に
当
時
民
間
で

は
日
本
で
2
番
目
の
ス
キ
ー
リ
フ
ト（
第
１

リ
フ
ト
）を
建
設
し
た
。

　
そ
の
当
時
リ
フ
ト
の
よ
う
な
物
と
言
え

ば
、鉱
山
か
ら
石
を
運
ぶ
為
の
物
が
あ
る
程

度
で
一
般
的
に
は
全
く
普
及
し
て
お
ら
ず
、

銀
行
に
資
金
調
達
の
趣
旨
を
説
明
し
理
解
し

て
も
ら
う
の
は
至
難
の
業
で
あ
っ
た
。ク
ラ

ブ
員
の
家
業
で
旅
館
を
経
営
す
る
者
が
、順

番
に
寝
具
購
入
や
木
炭
購
入
を
口
実
に
資
金

を
借
り
入
れ
る
等
、リ
フ
ト
建
設
や
運
営
に

ま
つ
わ
る
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、現
代
で

は
あ
り
え
な
い
波
乱
万
丈
・
奇
想
天
外
で
、あ

る
意
味
喜
劇
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
も
あ
っ
た
。

鉱
山
に
技
術
者
派
遣
を
何
度
も
断
ら
れ
る

も
、強
引
に
押
し
か
け
何
と
か
日
曜
日
の
み

派
遣
の
許
可
を
も
ら
っ
た
が
、結
局
リ
フ
ト

建
設
の
間
は
野
沢
温
泉
に
閉
じ
込
め
て
お
い

た
話
も
素
晴
ら
し
い
。リ
フ
ト
建
設
を
機
に
、

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
リ
フ
ト
運
営
・
経
営
に
乗

り
出
し
収
益
を
上
げ
て
い
く
。そ
の
収
益
は

更
な
る
リ
フ
ト
建
設
に
充
て
、第
1
リ
フ
ト

か
ら
第
4
リ
フ
ト
ま
で
を
建
設
し
て
い
る
。

そ
の
間
リ
フ
ト
収
益
の
一
部
は
ク
ラ
ブ
選
手

の
用
具
や
遠
征
費
に
も
充
て
ら
れ「
ス
キ
ー

普
及
心
身
ノ
錬
磨
」が
進
め
ら
れ
た
。当
時
の

選
手
は「
酒
も
タ
バ
コ
も
ダ
メ
で
、品
行
方
正

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。村
の
指
導
者
に
な

る
の
が
基
本
だ
。」と
言
わ
れ
、そ
ん
な
ク
ラ

ブ
に
入
れ
て
も
ら
え
る
だ
け
で
感
激
し
た
と

語
っ
て
い
る
。

　
法
人
格
を
持
た
な
い
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
、

借
金
を
し
な
が
ら
ス
キ
ー
リ
フ
ト
を
建
設
す

る
だ
け
で
も
大
変
な
事
だ
が
、
更
に

1
9
6
3
年
ク
ラ
ブ
は
驚
く
べ
き
行
動
に
出

る
。ス
キ
ー
ブ
ー
ム
が
到
来
し
、ク
ラ
ブ
の
経

営
で
は
更
な
る
投
資
が
追
い
付
か
な
い
と
判

断
し
、苦
労
し
て
建
設
し
運
営
し
て
き
た
4

本
の
ス
キ
ー
リ
フ
ト
を
村
に
無
償
移
管
し
た

の
で
あ
る
。移
管
の
覚
書
に
は
そ
の
条
件
が

以
下
の
よ
う
に
あ
る
。「
野
沢
温
泉
村
は
野
沢

温
泉
ス
キ
ー
倶
楽
部
に
毎
年
金
壱
百
万
円
を

そ
の
育
成
と
運
営
の
費
用
と
し
て
助
成
す

る
。但
し
右
の
金
額
は
物
価
の
推
移
に
よ
り

両
者
相
諮
り
改
ら
れ
る
。ま
た
期
間
は
野
沢

温
泉
ス
キ
ー
リ
フ
ト
並
に
野
沢
温
泉
ス
キ
ー

倶
楽
部
の
存
在
の
間
と
す
る
。」ス
キ
ー
場
と

ク
ラ
ブ
が
続
く
限
り
人
材
育
成
と
運
営
の
費

用
を
助
成
す
る
事
を
大
き
な
条
件
に
し
、別

記
と
し
て「
ス
キ
ー
場
か
ら
あ
が
る
収
益
は

ス
キ
ー
場
施
設
あ
る
い
は
地
域
の
観
光
開
発

以
外
に
は
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
」と
の
約

束
も
存
在
す
る
。先
人
た
ち
の
地
域
と
ス
キ

ー
場
、そ
し
て
ク
ラ
ブ
へ
の
愛
情
が
今
日
の

「
温
泉
と
ス
キ
ー
の
街
」の
礎
を
築
い
た
の
で

あ
る
。

バ
ブ
ル
景
気
の

終
焉
か
ら
続
く

苦
難
の
時
代
と

新
た
な
ス
タ
ー
ト

　
1
9
6
3
年
に
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
村
に

移
管
さ
れ
た
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
は
、村
営

企
業
と
し
て
順
調
に
規
模
や
入
込
人
数
を
伸

ば
し
、単
独
の
ス
キ
ー
場
と
し
て
は
日
本
最

大
級
の
規
模
を
誇
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
っ

た
。国
内
の
ス
キ
ー
場
の
多
く
は
、高
度
成
長

期
か
ら
バ
ブ
ル
期
に
か
け
て
利
用
人
数
や
宿

泊
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を
超
え
る
程
の
活
況

を
呈
し
て
い
た
事
は
周
知
の
事
実
。ス
キ
ー

バ
ブ
ル
の
勢
い
は
凄
ま
じ
く
、世
界
の
ス
キ

ー
生
産
台
数
の
半
分
は
日
本
に
輸
出
さ
れ
て

い
た
事
も
あ
っ
た
ほ
ど
だ
。
と
こ
ろ
が

1
9
9
3
年
に
1
8
0
0
万
人
を
越
え
た
日

本
の
ス
キ
ー
人
口
は
、バ
ブ
ル
の
終
焉
と
共

に
縮
小
し
2
0
1
8
年
に
は
5
8
0
万
人
と

ピ
ー
ク
時
の
30
％
程
に
減
少
し
た
。我
が
野

　
長
野
県
野
沢
温
泉
村
は
古
く
か
ら
温
泉
と

ス
キ
ー
の
村
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

日
本
に
ス
キ
ー
が
伝
来
す
る
前
の
雪
深
い
山

村
の
冬
と
言
え
ば
、育
つ
作
物
も
な
く
家
を

押
し
潰
す
ほ
ど
の
雪
に
閉
ざ
さ
れ
、た
だ
春

を
待
つ
毎
日
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
王
様「
ス
キ
ー
」の

到
来
は
、村
人
の
生
活
を
一
変
さ
せ
、現
在
で

は
豊
富
な
積
雪
を
武
器
に
世
界
中
か
ら
ス
キ

ー
ヤ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
を
集
め
る
日
本

有
数
の
ウ
イ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ト
へ
と
成
長
さ

せ
て
く
れ
た
。日
本
の
ス
キ
ー
史
と
共
に
歩

む
野
沢
温
泉
は
、ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

先
駆
け
で
あ
り
、ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
手

掛
け
る
事
で
地
域
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。こ

の
原
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、あ
ら
た
め

て
野
沢
温
泉
の
ス
キ
ー
史
を
紐
解
い
て
み
た

が
、先
人
の
情
熱
と
行
動
力
そ
し
て
愛
情
溢

れ
る
ユ
ー
モ
ア
に
は
感
激
す
る
ば
か
り
で
あ

る
。「
地
域
振
興
は
人
材
育
成
か
ら
」。ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
人
材
を
育
成
し
、そ
の
人
材
を

中
心
に
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
地

域
振
興
を
図
っ
て
き
た
野
沢
温
泉
村
。大
手

資
本
に
開
発
さ
れ
た
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
一

線
を
画
す「
和
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
　
野
沢

温
泉
」の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
の
関
わ
り
、

そ
し
て
そ
の
魅
力
を
お
伝
え
す
る
。

温
泉
と

ス
キ
ー
を
中
心
と
し
た

村
民
主
導
の
地
域
づ
く
り

　
野
沢
温
泉
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の

歴
史
は
、日
本
の
ス
キ
ー
史
と
共
に
歩
ん
で

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。こ
こ
で

は
日
本
と
野
沢
温
泉
の
ス
キ
ー
史
を
少
し
振

り
返
っ
て
み
る
。1
9
1
1
年
1
月
12
日
新

潟
県
高
田
市（
現
・
上
越
市
）で
陸
軍
ス
キ
ー

専
修
将
校
14
名
が
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ

リ
ー
二
重
帝
国 

テ
オ
ド
ー
ル
・
エ
ー
ド
レ

ル
・
フ
ォ
ン
・
レ
ル
ヒ
少
佐
に
一
本
杖
ス
キ
ー

術
の
指
導
を
受
け
た
の
が
日
本
の
ス
キ
ー
史

の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。翌
1
9
1
2

年
に
民
間
に
ス
キ
ー
術
を
広
め
る
為
、長
岡

中
将
が
新
潟
県
高
田
市
に
て
講
習
会
を
開

き
、飯
山
中
学
校（
現
飯
山
高
等
学
校
）の
市

川
達
譲
先
生
が
参
加
し
た
。帰
校
し
た
市
川

氏
が
飯
山
中
学
校
で
ス
キ
ー
指
導
を
行
い
、

　
1
9
9
5
年
に
は
35
か
国
か
ら
1
7
0
0

人
を
超
え
る
関
係
者
が
集
ま
り
、世
界
ス
キ

ー
指
導
者
会
議（
イ
ン
タ
ー
ス
キ
ー
）が
開
か

れ
た
。誘
致
活
動
と
し
て
1
9
9
1
年
に
姉

妹
村
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
サ
ン
ク
ト
・

ア
ン
ト
ン
で
開
か
れ
た
イ
ン
タ
ー
ス
キ
ー
会

場
に
大
招
致
団
を
派
遣
す
る
等
、村
を
あ
げ

て
大
会
成
功
に
取
り
組
ん
だ
。多
く
の
外
国

人
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
に
対
応
す
る
た
め
の
施

設
改
修
や
英
語
の
レ
ッ
ス
ン
な
ど
も
行
わ

れ
、大
き
な
情
熱
を
持
っ
て
村
史
上
最
大
の

国
際
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
た
。

　
当
初
競
技
開
催
地
か
ら
外
れ
て
い
た

1
9
9
8
年
の
長
野
五
輪
で
は
、自
然
環
境

保
護
等
の
絡
み
に
よ
り
、ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
と
射
撃
を
組
み
合
わ
せ
た「
バ
イ
ア

ス
ロ
ン
」種
目
を
開
催
す
る
事
と
な
っ
た
。野

沢
温
泉
は
も
ち
ろ
ん
、国
内
で
も
馴
染
み
の

薄
い
種
目
で
あ
っ
た
為
、様
々
な
困
難
が
あ
っ

た
が
無
事
成
功
さ
せ
る
事
が
出
来
た
。世
界

最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
一
翼
を
担
う

事
が
出
来
た
素
晴
ら
し
い
体
験
で
あ
っ
た
。

　
2
0
0
0
年
に
は
野
沢
温
泉
で
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
複
合
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
か
れ
、

地
元
出
身
選
手
が
3
名
出
場
す
る
と
あ
っ
て

有
料
観
客
は
村
の
人
口
を
凌
ぐ
5
0
0
0
人

を
超
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。地
元
選
手
の

活
躍
と
相
ま
っ
て
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
み

せ
た
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
現
在
野
沢
温
泉
は
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大

会（
通
称
：
全
中
）の
拠
点
開
催
地
と
し
て
11

年
連
続
開
催
の
3
年
目
を
迎
え
て
い
る
。全

国
で
最
も
熱
く
ス
キ
ー
に
打
ち
込
ん
で
い
る

中
学
生
ス
キ
ー
ヤ
ー
達
が
、野
球
の
甲
子
園

の
よ
う
に
野
沢
温
泉
に
憧
れ
を
持
っ
て
日
々

を
過
ご
す
素
晴
ら
し
い
チ
ャ
ン
ス
を
頂
い
て

い
る
。選
手
達
が
大
人
に
な
っ
て
も
野
沢
温

泉
は
昔
憧
れ
た
聖
地
と
し
て
記
憶
に
残
っ
て

い
く
だ
ろ
う
し
、こ
ん
な
優
れ
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
コ
ン
テ
ン
ツ
は
滅
多
に
無
い
と
感

じ
て
い
る
。以
前
は
毎
年
会
場
が
変
わ
っ
て

い
た
が
、全
国
中
体
連
が
6
〜
7
年
前
に
拠

点
開
催
の
公
募
を
行
っ
た
際
、運
営
主
体
の

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
富
井
村
長
に
立
候
補
の
伺

い
を
た
て
た
。村
長
の
答
え
は「
全
種
目
10
年

間
開
催
す
る
と
言
っ
て
立
候
補
し
ろ
」で

あ
っ
た
。全
種
目
10
年
間
を
掲
げ
て
立
候
補

し
た
所
は
他
に
な
く
、す
ん
な
り
と
開
催
地

と
し
て
決
定
し
て
頂
い
た
。そ
の
後
も
村
長

に
は「（
経
費
が
莫
大
な
）ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

以
外
は
ド
ン
ド
ン
持
っ
て
こ
い
」と
発
破
を

か
け
ら
れ
て
い
る
が
、大
会
運
営
は
大
変
な

の
で
そ
ん
な
に
ホ
イ
ホ
イ
招
致
す
る
事
は
出

来
て
い
な
い
…

　
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
地
域
振
興

に
ど
ん
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
の
か
？
　
初
め

て
全
国
規
模
の
ス
キ
ー
大
会
を
誘
致
し
た

1
9
3
0
年
の
明
治
神
宮
大
会
を
皮
切
り

に
、数
々
の
ス
キ
ー
大
会
を
開
催
し
て
き
た

野
沢
温
泉
村
は
歴
史
的
に
国
内
で
最
も
多
く

の
ス
キ
ー
大
会
を
開
催
し
て
き
た
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。し
か
し
野
沢
温
泉
村
の

人
達
は
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
た
だ

単
に
集
客
の
為
の
ツ
ー
ル
と
は
考
え
て
い
な

い
。　
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
集
客
の
為
と

捉
え
る
か
、そ
れ
に
加
え
人
材
育
成
の
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
か
で
、そ
の
後
の
地

域
の
発
展
は
大
き
く
異
な
る
。「
地
域
振
興
は

人
材
育
成
か
ら
」を
是
と
す
る
我
々
は
、ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
人
材
育
成
の
為
の
ツ
ー
ル

と
し
て
も
捉
え
て
い
る
。大
き
な
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
は
関
わ
る
人
間
を
成
長
さ
せ
、そ

の
結
果
次
代
を
担
う
人
材
が
育
つ
と
考
え
て

い
る
。ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
選
手
を
育
成
し
、選

手
引
退
後
は
大
会
運
営
や
次
の
人
材
育
成
に

関
わ
り
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
。そ
ん
な

循
環
が
長
い
間
行
わ
れ
て
き
た
。イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
地
域
収
入
を
あ
げ
る
事
と
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
人
材
を
育
て
地
域
振
興
に
結
び

付
け
る
事
は
、長
い
ス
パ
ン
で
見
れ
ば
大
き

く
違
う
と
い
う
事
を
認
識
し
て
い
る
。

　
最
後
に
野
沢
温
泉
の
ス
キ
ー
を
全
力
で
支

え
て
頂
い
た
偉
人
の
言
葉
を
2
つ
紹
介
し
た

い
。

「
休
診
の 

札
を
か
か
げ
て 

ス
キ
ー
行
」　

富
井
英
士
氏
：
野
沢
温
泉
の
地
で
初
め
て
ス

キ
ー
を
し
た
方
で
、後
に
歯
科
医
院
を
経
営
。

後
進
の
指
導
に
邁
進
さ
れ
た
。（
前
述
の
市
川

達
譲
先
生
と
生
徒
の
写
真
左
端
が
富
井
英
士

氏
）

「
今
日
も
ま
た 

妻
に
託
し
て 

ス
キ
ー
行
」

　
片
桐
匡
氏
：
野
沢
温
泉
第
１
リ
フ
ト
建
設

を
牽
引
し
た
。後
に
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
副

会
長
、長
野
県
ス
キ
ー
連
盟
会
長
を
務
め
た
。

先
人
が
残
し
た
素
晴
ら
し
い
遺
産
を
引
き
継

ぎ
、次
代
の
人
材
を
育
て
て
継
承
し
て
行
く
。

今
ま
さ
に
引
き
継
い
で
い
る
人
の
事
を
野
沢

温
泉
で
は「
時
代（
ト
キ
）の
当
番
」と
呼
ん
で

い
る
。「
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
誘
致
し
経
済

と
人
材
を
育
て
る
」と
い
う
当
番
の
仕
事
は
、

い
つ
の
時
代
も
家
業
そ
っ
ち
の
け
で
取
り
組

む
酔
狂
な
仕
事
で
も
あ
る
。。。

た
河
野
氏
か
ら
、元
五
輪
選
手
で
前
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
会
長
の
片
桐
幹
雄
氏
に
引
き
継
が

れ
、2
0
2
0
年
に
は
設
備
更
新
が
出
来
ず

に
い
た
長
坂
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
を
、国
内
最

新
鋭
の
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
に
架
け
替
え
を
行

う
等
、発
展
を
続
け
て
い
る
。

 

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
振
興

　
野
沢
温
泉
に
と
っ
て
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
と
言
え
ば「
ス
キ
ー
大
会
」と
同
義
語
と
言

え
る
。宿
泊
を
伴
い
、長
期
滞
在
を
見
込
め
る

ス
キ
ー
大
会
は
ス
キ
ー
場
創
世
期
か
ら
頻
繁

に
開
催
さ
れ
、集
客
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て

い
た
。全
国
規
模
の
ス
キ
ー
大
会
を
誘
致
す

る
と
事
前
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
訪
れ
る
選
手

も
多
く
、大
会
期
間
以
外
に
も
集
客
が
見
込

め
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。多
く
の
ス
キ
ー
大

会
を
手
掛
け
る
事
で
ス
キ
ー
場
利
用
者
を
増

や
す
事
は
同
時
に
宿
泊
客
を
増
や
す
事
で
あ

り
、宿
泊
施
設
は
地
域
の
商
店
か
ら
食
材
や

飲
料
を
は
じ
め
様
々
な
物
を
仕
入
れ
、さ
ら

に
雇
用
を
生
み
出
し
て
い
く
。冬
の
野
沢
温

泉
に
と
っ
て
ス
キ
ー
は
ま
さ
に
経
済
の
中
心

だ
。

　
野
沢
温
泉
が
最
初
に
全
国
的
な
大
会
を
手

掛
け
た
の
は
1
9
3
0
年
の
明
治
神
宮
大

会
。距
離
・
飛
躍
・
リ
レ
ー
・
滑
降
・
回
転
の
5

種
目
が
行
わ
れ
、選
手
関
係
者
合
わ
せ
て

2
0
0
0
名
が
集
ま
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
で

あ
っ
た
。1
9
4
8
年
に
国
民
体
育
大
会 

第

1
回
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
を
開
催
し
、

既
に
日
本
随
一
の
大
会
運
営
組
織
と
し
て
認

知
さ
れ
て
い
た
。

　
長
き
に
わ
た
り
国
内
レ
ベ
ル
の
大
会
運
営

を
手
掛
け
て
き
た
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
、

1
9
8
2
年
か
ら
ア
ル
ペ
ン
種
目
の
国
際
大

会
、F
I
S（
国
際
ス
キ
ー
連
盟
）大
会
を
開

催
す
る
に
至
る
。こ
れ
は
集
客
と
言
う
よ
り

も
国
内
選
手
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
主
な
目
的

と
し
た
も
の
で
、採
算
よ
り
も
競
技
会
と
し

て
の
質
が
問
わ
れ
た
。欧
州
や
北
米
か
ら
派

遣
さ
れ
る
F
I
S
‐
T
D（
技
術
代
表
）は
ル

ー
ル
や
安
全
対
策
に
精
通
し
、そ
れ
ま
で
の

国
内
で
行
わ
れ
て
い
た
大
会
運
営
の
常
識
よ

り
高
度
な
要
求
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。こ
の
F
I
S
大
会
は
1
9
8
5
年
か
ら

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
カ
ッ
プ
と
言
う
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
に
準
じ
た
ク
ラ
ス
に
引
き
上
げ
ら

れ
、更
に
高
度
な
大
会
運
営
技
術
を
必
要
と

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
の
大
会
は
白
馬
、

志
賀
高
原
と
い
っ
た
ス
キ
ー
場
で
も
開
催
さ

れ
、長
野
県
内
の
大
会
運
営
能
力
は
飛
躍
的

に
高
ま
る
事
と
な
り
、そ
の
後
の
長
野
五
輪

の
誘
致
と
成
功
の
礎
と
な
っ
た
。
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碑
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沢
温
泉
ス
キ
ー
場
も
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、

1
9
9
2
年
の
1
1
0
万
人
か
ら
2
0
0
7

年
に
は
31
・
3
万
人
と
実
に
ピ
ー
ク
時
の
28
・

5
%
ま
で
減
少
し
た
。1
9
9
1
年
に
村
営

企
業
の
売
上
は
過
去
最
高
の
49
億
5
千
万
円

と
な
っ
た
が
、急
激
な
景
気
悪
化
に
対
応
で

き
ず
、た
っ
た
6
年
後
の
1
9
9
7
年
に
は

単
年
度
赤
字
と
な
り
1
9
9
9
年
に
は
累
積

赤
字
が
19
億
円
を
超
え
た
。　
　
　

　
野
沢
温
泉
村
は
坂
道
を
転
が
る
よ
う
な
来

場
客
減
少
と
負
債
の
増
加
を
食
い
止
め
る
べ

く
、村
営
企
業
か
ら
の
脱
却
を
図
っ
た
。

2
0
0
3
年
よ
り
村
内
の
複
数
組
織
に
よ
る

ス
キ
ー
場
経
営
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

2
0
0
5
年
に
村
が
ス
キ
ー
場
資
産
、負
債

及
び
借
地
権
を
所
有
し
、新
設
す
る
運
営
会

社
に
ス
キ
ー
場
資
産
を
貸
し
付
け
る
上
下
分

離
方
式
の
経
営
に
移
行
し
た
。新
設
の
ス
キ

ー
場
運
営
会
社「
㈱
野
沢
温
泉
」は
、温
泉
や

ス
キ
ー
場
を
含
む
山
林
を
管
理
す
る
地
縁
団

体
法
人
野
澤
組
、観
光
協
会
、旅
館
組
合
、民

宿
組
合
、宿
泊
業
組
合
、商
工
会
、ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
及
び
地
元
J
A
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。

社
長
に
は
当
時
の
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
河
野

博
明
氏
が
就
任
し
た
。当
初
の
運
営
組
織
は
、

村
営
時
代
の
管
理
職
を
中
心
と
し
た
が
、営

業
や
総
務
を
補
強
し
て
、営
業
力
と
本
部
機

能
の
強
化
を
図
り
2
年
後
に
は
村
か
ら
の
出

向
者
雇
用
を
終
了
さ
せ
た
。様
々
な
改
革
で

日
本
人
ス
キ
ー
場
利
用
者
数
が
下
げ
止
ま
っ

た
事
に
加
え
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
増
加
に

後
押
し
さ
れ
た
ス
キ
ー
場
の
経
営
状
態
は
飛

躍
的
に
改
善
さ
れ
た
。全
国
の
ス
キ
ー
場
入

込
人
数
は
下
降
を
食
い
止
め
ら
れ
ず
に
い
る

が
、野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
の
入
込
客
数
は

2
0
0
7
年
31
・
3
万
人
↓
2
0
1
9
年
42

万
人
と
順
調
に
増
加
し
た
。組
織
改
編
か
ら

の
7
期
合
計
で「
㈱
野
沢
温
泉
」か
ら「
野
沢

温
泉
村
」へ
の
施
設
使
用
料
支
払
い
は
33
億

円
を
超
え
、村
の
財
政
も
大
幅
に
改
善
さ
れ

た
。現
在
㈱
野
沢
温
泉
の
社
長
は
7
期
務
め

長
野
県
で
の
ス
キ
ー
発
祥
と
な
る
。飯
山
中

学
校
で
の
ス
キ
ー
を
習
得
し
た
中
学
生
が
、

春
休
み
に
帰
宅
し
て
向
林
地
籍
で
滑
っ
た
の

が
野
沢
温
泉
で
の
ス
キ
ー
発
祥
と
な
っ
た
。

　
国
内
で
ス
キ
ー
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
、

野
沢
温
泉
に
も
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
訪
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。誘
客
や
ス
キ
ー
ヤ
ー
へ
の
対
応

が
必
要
に
な
り
、そ
の
為
の
組
織
と
し
て

1
9
2
3
年
12
月
に
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
倶
楽

部
が
設
立
さ
れ
た
。設
立
時
の
野
沢
温
泉
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
会
則
に
は『
ス
キ
ー
普
及
心
身

ノ
錬
磨
及
当
温
泉
ノ
発
達
ヲ
図
ル
』と
あ
り
、

明
確
に
地
域
振
興
を
目
的
と
し
た
。
翌

1
9
2
4
年
シ
ー
ズ
ン
よ
り
固
定
の
ジ
ャ
ン

プ
台
を
建
設
し
、大
学
ス
キ
ー
部
合
宿
を
誘

致
す
る
等「
当
温
泉
ノ
発
達
ヲ
図
ル
」事
業
に

着
手
し
て
い
る
。1
9
4
8
年
に
は
国
民
体

育
大
会 

第
1
回
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

を
開
催
し
、既
に
日
本
随
一
の
大
会
運
営
組

織
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
。ス
キ
ー
場
の

発
展
の
切
り
札
と
し
て
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
、

1
9
5
0
年
日
影
ゲ
レ
ン
デ
に
当
時
民
間
で

は
日
本
で
2
番
目
の
ス
キ
ー
リ
フ
ト（
第
１

リ
フ
ト
）を
建
設
し
た
。

　
そ
の
当
時
リ
フ
ト
の
よ
う
な
物
と
言
え

ば
、鉱
山
か
ら
石
を
運
ぶ
為
の
物
が
あ
る
程

度
で
一
般
的
に
は
全
く
普
及
し
て
お
ら
ず
、

銀
行
に
資
金
調
達
の
趣
旨
を
説
明
し
理
解
し

て
も
ら
う
の
は
至
難
の
業
で
あ
っ
た
。ク
ラ

ブ
員
の
家
業
で
旅
館
を
経
営
す
る
者
が
、順

番
に
寝
具
購
入
や
木
炭
購
入
を
口
実
に
資
金

を
借
り
入
れ
る
等
、リ
フ
ト
建
設
や
運
営
に

ま
つ
わ
る
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、現
代
で

は
あ
り
え
な
い
波
乱
万
丈
・
奇
想
天
外
で
、あ

る
意
味
喜
劇
の
ス
ト
ー
リ
ー
で
も
あ
っ
た
。

鉱
山
に
技
術
者
派
遣
を
何
度
も
断
ら
れ
る

も
、強
引
に
押
し
か
け
何
と
か
日
曜
日
の
み

派
遣
の
許
可
を
も
ら
っ
た
が
、結
局
リ
フ
ト

建
設
の
間
は
野
沢
温
泉
に
閉
じ
込
め
て
お
い

た
話
も
素
晴
ら
し
い
。リ
フ
ト
建
設
を
機
に
、

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
リ
フ
ト
運
営
・
経
営
に
乗

り
出
し
収
益
を
上
げ
て
い
く
。そ
の
収
益
は

更
な
る
リ
フ
ト
建
設
に
充
て
、第
1
リ
フ
ト

か
ら
第
4
リ
フ
ト
ま
で
を
建
設
し
て
い
る
。

そ
の
間
リ
フ
ト
収
益
の
一
部
は
ク
ラ
ブ
選
手

の
用
具
や
遠
征
費
に
も
充
て
ら
れ「
ス
キ
ー

普
及
心
身
ノ
錬
磨
」が
進
め
ら
れ
た
。当
時
の

選
手
は「
酒
も
タ
バ
コ
も
ダ
メ
で
、品
行
方
正

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。村
の
指
導
者
に
な

る
の
が
基
本
だ
。」と
言
わ
れ
、そ
ん
な
ク
ラ

ブ
に
入
れ
て
も
ら
え
る
だ
け
で
感
激
し
た
と

語
っ
て
い
る
。

　
法
人
格
を
持
た
な
い
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
、

借
金
を
し
な
が
ら
ス
キ
ー
リ
フ
ト
を
建
設
す

る
だ
け
で
も
大
変
な
事
だ
が
、
更
に

1
9
6
3
年
ク
ラ
ブ
は
驚
く
べ
き
行
動
に
出

る
。ス
キ
ー
ブ
ー
ム
が
到
来
し
、ク
ラ
ブ
の
経

営
で
は
更
な
る
投
資
が
追
い
付
か
な
い
と
判

断
し
、苦
労
し
て
建
設
し
運
営
し
て
き
た
4

本
の
ス
キ
ー
リ
フ
ト
を
村
に
無
償
移
管
し
た

の
で
あ
る
。移
管
の
覚
書
に
は
そ
の
条
件
が

以
下
の
よ
う
に
あ
る
。「
野
沢
温
泉
村
は
野
沢

温
泉
ス
キ
ー
倶
楽
部
に
毎
年
金
壱
百
万
円
を

そ
の
育
成
と
運
営
の
費
用
と
し
て
助
成
す

る
。但
し
右
の
金
額
は
物
価
の
推
移
に
よ
り

両
者
相
諮
り
改
ら
れ
る
。ま
た
期
間
は
野
沢

温
泉
ス
キ
ー
リ
フ
ト
並
に
野
沢
温
泉
ス
キ
ー

倶
楽
部
の
存
在
の
間
と
す
る
。」ス
キ
ー
場
と

ク
ラ
ブ
が
続
く
限
り
人
材
育
成
と
運
営
の
費

用
を
助
成
す
る
事
を
大
き
な
条
件
に
し
、別

記
と
し
て「
ス
キ
ー
場
か
ら
あ
が
る
収
益
は

ス
キ
ー
場
施
設
あ
る
い
は
地
域
の
観
光
開
発

以
外
に
は
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
」と
の
約

束
も
存
在
す
る
。先
人
た
ち
の
地
域
と
ス
キ

ー
場
、そ
し
て
ク
ラ
ブ
へ
の
愛
情
が
今
日
の

「
温
泉
と
ス
キ
ー
の
街
」の
礎
を
築
い
た
の
で

あ
る
。

バ
ブ
ル
景
気
の

終
焉
か
ら
続
く

苦
難
の
時
代
と

新
た
な
ス
タ
ー
ト

　
1
9
6
3
年
に
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
村
に

移
管
さ
れ
た
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
は
、村
営

企
業
と
し
て
順
調
に
規
模
や
入
込
人
数
を
伸

ば
し
、単
独
の
ス
キ
ー
場
と
し
て
は
日
本
最

大
級
の
規
模
を
誇
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
っ

た
。国
内
の
ス
キ
ー
場
の
多
く
は
、高
度
成
長

期
か
ら
バ
ブ
ル
期
に
か
け
て
利
用
人
数
や
宿

泊
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を
超
え
る
程
の
活
況

を
呈
し
て
い
た
事
は
周
知
の
事
実
。ス
キ
ー

バ
ブ
ル
の
勢
い
は
凄
ま
じ
く
、世
界
の
ス
キ

ー
生
産
台
数
の
半
分
は
日
本
に
輸
出
さ
れ
て

い
た
事
も
あ
っ
た
ほ
ど
だ
。
と
こ
ろ
が

1
9
9
3
年
に
1
8
0
0
万
人
を
越
え
た
日

本
の
ス
キ
ー
人
口
は
、バ
ブ
ル
の
終
焉
と
共

に
縮
小
し
2
0
1
8
年
に
は
5
8
0
万
人
と

ピ
ー
ク
時
の
30
％
程
に
減
少
し
た
。我
が
野

　
長
野
県
野
沢
温
泉
村
は
古
く
か
ら
温
泉
と

ス
キ
ー
の
村
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

日
本
に
ス
キ
ー
が
伝
来
す
る
前
の
雪
深
い
山

村
の
冬
と
言
え
ば
、育
つ
作
物
も
な
く
家
を

押
し
潰
す
ほ
ど
の
雪
に
閉
ざ
さ
れ
、た
だ
春

を
待
つ
毎
日
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
王
様「
ス
キ
ー
」の

到
来
は
、村
人
の
生
活
を
一
変
さ
せ
、現
在
で

は
豊
富
な
積
雪
を
武
器
に
世
界
中
か
ら
ス
キ

ー
ヤ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
を
集
め
る
日
本

有
数
の
ウ
イ
ン
タ
ー
リ
ゾ
ー
ト
へ
と
成
長
さ

せ
て
く
れ
た
。日
本
の
ス
キ
ー
史
と
共
に
歩

む
野
沢
温
泉
は
、ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

先
駆
け
で
あ
り
、ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
手

掛
け
る
事
で
地
域
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。こ

の
原
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、あ
ら
た
め

て
野
沢
温
泉
の
ス
キ
ー
史
を
紐
解
い
て
み
た

が
、先
人
の
情
熱
と
行
動
力
そ
し
て
愛
情
溢

れ
る
ユ
ー
モ
ア
に
は
感
激
す
る
ば
か
り
で
あ

る
。「
地
域
振
興
は
人
材
育
成
か
ら
」。ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
人
材
を
育
成
し
、そ
の
人
材
を

中
心
に
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
地

域
振
興
を
図
っ
て
き
た
野
沢
温
泉
村
。大
手

資
本
に
開
発
さ
れ
た
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
一

線
を
画
す「
和
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
　
野
沢

温
泉
」の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
の
関
わ
り
、

そ
し
て
そ
の
魅
力
を
お
伝
え
す
る
。

温
泉
と

ス
キ
ー
を
中
心
と
し
た

村
民
主
導
の
地
域
づ
く
り

　
野
沢
温
泉
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
の

歴
史
は
、日
本
の
ス
キ
ー
史
と
共
に
歩
ん
で

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。こ
こ
で

は
日
本
と
野
沢
温
泉
の
ス
キ
ー
史
を
少
し
振

り
返
っ
て
み
る
。1
9
1
1
年
1
月
12
日
新

潟
県
高
田
市（
現
・
上
越
市
）で
陸
軍
ス
キ
ー

専
修
将
校
14
名
が
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ

リ
ー
二
重
帝
国 

テ
オ
ド
ー
ル
・
エ
ー
ド
レ

ル
・
フ
ォ
ン
・
レ
ル
ヒ
少
佐
に
一
本
杖
ス
キ
ー

術
の
指
導
を
受
け
た
の
が
日
本
の
ス
キ
ー
史

の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。翌
1
9
1
2

年
に
民
間
に
ス
キ
ー
術
を
広
め
る
為
、長
岡

中
将
が
新
潟
県
高
田
市
に
て
講
習
会
を
開

き
、飯
山
中
学
校（
現
飯
山
高
等
学
校
）の
市

川
達
譲
先
生
が
参
加
し
た
。帰
校
し
た
市
川

氏
が
飯
山
中
学
校
で
ス
キ
ー
指
導
を
行
い
、

　
1
9
9
5
年
に
は
35
か
国
か
ら
1
7
0
0

人
を
超
え
る
関
係
者
が
集
ま
り
、世
界
ス
キ

ー
指
導
者
会
議（
イ
ン
タ
ー
ス
キ
ー
）が
開
か

れ
た
。誘
致
活
動
と
し
て
1
9
9
1
年
に
姉

妹
村
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
サ
ン
ク
ト
・

ア
ン
ト
ン
で
開
か
れ
た
イ
ン
タ
ー
ス
キ
ー
会

場
に
大
招
致
団
を
派
遣
す
る
等
、村
を
あ
げ

て
大
会
成
功
に
取
り
組
ん
だ
。多
く
の
外
国

人
選
手
・
ス
タ
ッ
フ
に
対
応
す
る
た
め
の
施

設
改
修
や
英
語
の
レ
ッ
ス
ン
な
ど
も
行
わ

れ
、大
き
な
情
熱
を
持
っ
て
村
史
上
最
大
の

国
際
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
た
。

　
当
初
競
技
開
催
地
か
ら
外
れ
て
い
た

1
9
9
8
年
の
長
野
五
輪
で
は
、自
然
環
境

保
護
等
の
絡
み
に
よ
り
、ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

ス
キ
ー
と
射
撃
を
組
み
合
わ
せ
た「
バ
イ
ア

ス
ロ
ン
」種
目
を
開
催
す
る
事
と
な
っ
た
。野

沢
温
泉
は
も
ち
ろ
ん
、国
内
で
も
馴
染
み
の

薄
い
種
目
で
あ
っ
た
為
、様
々
な
困
難
が
あ
っ

た
が
無
事
成
功
さ
せ
る
事
が
出
来
た
。世
界

最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
一
翼
を
担
う

事
が
出
来
た
素
晴
ら
し
い
体
験
で
あ
っ
た
。

　
2
0
0
0
年
に
は
野
沢
温
泉
で
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
複
合
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
か
れ
、

地
元
出
身
選
手
が
3
名
出
場
す
る
と
あ
っ
て

有
料
観
客
は
村
の
人
口
を
凌
ぐ
5
0
0
0
人

を
超
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。地
元
選
手
の

活
躍
と
相
ま
っ
て
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
み

せ
た
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
現
在
野
沢
温
泉
は
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大

会（
通
称
：
全
中
）の
拠
点
開
催
地
と
し
て
11

年
連
続
開
催
の
3
年
目
を
迎
え
て
い
る
。全

国
で
最
も
熱
く
ス
キ
ー
に
打
ち
込
ん
で
い
る

中
学
生
ス
キ
ー
ヤ
ー
達
が
、野
球
の
甲
子
園

の
よ
う
に
野
沢
温
泉
に
憧
れ
を
持
っ
て
日
々

を
過
ご
す
素
晴
ら
し
い
チ
ャ
ン
ス
を
頂
い
て

い
る
。選
手
達
が
大
人
に
な
っ
て
も
野
沢
温

泉
は
昔
憧
れ
た
聖
地
と
し
て
記
憶
に
残
っ
て

い
く
だ
ろ
う
し
、こ
ん
な
優
れ
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
コ
ン
テ
ン
ツ
は
滅
多
に
無
い
と
感

じ
て
い
る
。以
前
は
毎
年
会
場
が
変
わ
っ
て

い
た
が
、全
国
中
体
連
が
6
〜
7
年
前
に
拠

点
開
催
の
公
募
を
行
っ
た
際
、運
営
主
体
の

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
富
井
村
長
に
立
候
補
の
伺

い
を
た
て
た
。村
長
の
答
え
は「
全
種
目
10
年

間
開
催
す
る
と
言
っ
て
立
候
補
し
ろ
」で

あ
っ
た
。全
種
目
10
年
間
を
掲
げ
て
立
候
補

し
た
所
は
他
に
な
く
、す
ん
な
り
と
開
催
地

と
し
て
決
定
し
て
頂
い
た
。そ
の
後
も
村
長

に
は「（
経
費
が
莫
大
な
）ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

以
外
は
ド
ン
ド
ン
持
っ
て
こ
い
」と
発
破
を

か
け
ら
れ
て
い
る
が
、大
会
運
営
は
大
変
な

の
で
そ
ん
な
に
ホ
イ
ホ
イ
招
致
す
る
事
は
出

来
て
い
な
い
…

　
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
地
域
振
興

に
ど
ん
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
の
か
？
　
初
め

て
全
国
規
模
の
ス
キ
ー
大
会
を
誘
致
し
た

1
9
3
0
年
の
明
治
神
宮
大
会
を
皮
切
り

に
、数
々
の
ス
キ
ー
大
会
を
開
催
し
て
き
た

野
沢
温
泉
村
は
歴
史
的
に
国
内
で
最
も
多
く

の
ス
キ
ー
大
会
を
開
催
し
て
き
た
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。し
か
し
野
沢
温
泉
村
の

人
達
は
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
た
だ

単
に
集
客
の
為
の
ツ
ー
ル
と
は
考
え
て
い
な

い
。　
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
集
客
の
為
と

捉
え
る
か
、そ
れ
に
加
え
人
材
育
成
の
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
る
か
で
、そ
の
後
の
地

域
の
発
展
は
大
き
く
異
な
る
。「
地
域
振
興
は

人
材
育
成
か
ら
」を
是
と
す
る
我
々
は
、ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
人
材
育
成
の
為
の
ツ
ー
ル

と
し
て
も
捉
え
て
い
る
。大
き
な
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
は
関
わ
る
人
間
を
成
長
さ
せ
、そ

の
結
果
次
代
を
担
う
人
材
が
育
つ
と
考
え
て

い
る
。ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
選
手
を
育
成
し
、選

手
引
退
後
は
大
会
運
営
や
次
の
人
材
育
成
に

関
わ
り
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
。そ
ん
な

循
環
が
長
い
間
行
わ
れ
て
き
た
。イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
地
域
収
入
を
あ
げ
る
事
と
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
人
材
を
育
て
地
域
振
興
に
結
び

付
け
る
事
は
、長
い
ス
パ
ン
で
見
れ
ば
大
き

く
違
う
と
い
う
事
を
認
識
し
て
い
る
。

　
最
後
に
野
沢
温
泉
の
ス
キ
ー
を
全
力
で
支

え
て
頂
い
た
偉
人
の
言
葉
を
2
つ
紹
介
し
た

い
。

「
休
診
の 

札
を
か
か
げ
て 

ス
キ
ー
行
」　

富
井
英
士
氏
：
野
沢
温
泉
の
地
で
初
め
て
ス

キ
ー
を
し
た
方
で
、後
に
歯
科
医
院
を
経
営
。

後
進
の
指
導
に
邁
進
さ
れ
た
。（
前
述
の
市
川

達
譲
先
生
と
生
徒
の
写
真
左
端
が
富
井
英
士

氏
）

「
今
日
も
ま
た 

妻
に
託
し
て 

ス
キ
ー
行
」

　
片
桐
匡
氏
：
野
沢
温
泉
第
１
リ
フ
ト
建
設

を
牽
引
し
た
。後
に
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
副

会
長
、長
野
県
ス
キ
ー
連
盟
会
長
を
務
め
た
。

先
人
が
残
し
た
素
晴
ら
し
い
遺
産
を
引
き
継

ぎ
、次
代
の
人
材
を
育
て
て
継
承
し
て
行
く
。

今
ま
さ
に
引
き
継
い
で
い
る
人
の
事
を
野
沢

温
泉
で
は「
時
代（
ト
キ
）の
当
番
」と
呼
ん
で

い
る
。「
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
誘
致
し
経
済

と
人
材
を
育
て
る
」と
い
う
当
番
の
仕
事
は
、

い
つ
の
時
代
も
家
業
そ
っ
ち
の
け
で
取
り
組

む
酔
狂
な
仕
事
で
も
あ
る
。。。

た
河
野
氏
か
ら
、元
五
輪
選
手
で
前
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
会
長
の
片
桐
幹
雄
氏
に
引
き
継
が

れ
、2
0
2
0
年
に
は
設
備
更
新
が
出
来
ず

に
い
た
長
坂
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
を
、国
内
最

新
鋭
の
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
に
架
け
替
え
を
行

う
等
、発
展
を
続
け
て
い
る
。

 

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
振
興

　
野
沢
温
泉
に
と
っ
て
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
と
言
え
ば「
ス
キ
ー
大
会
」と
同
義
語
と
言

え
る
。宿
泊
を
伴
い
、長
期
滞
在
を
見
込
め
る

ス
キ
ー
大
会
は
ス
キ
ー
場
創
世
期
か
ら
頻
繁

に
開
催
さ
れ
、集
客
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て

い
た
。全
国
規
模
の
ス
キ
ー
大
会
を
誘
致
す

る
と
事
前
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
訪
れ
る
選
手

も
多
く
、大
会
期
間
以
外
に
も
集
客
が
見
込

め
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。多
く
の
ス
キ
ー
大

会
を
手
掛
け
る
事
で
ス
キ
ー
場
利
用
者
を
増

や
す
事
は
同
時
に
宿
泊
客
を
増
や
す
事
で
あ

り
、宿
泊
施
設
は
地
域
の
商
店
か
ら
食
材
や

飲
料
を
は
じ
め
様
々
な
物
を
仕
入
れ
、さ
ら

に
雇
用
を
生
み
出
し
て
い
く
。冬
の
野
沢
温

泉
に
と
っ
て
ス
キ
ー
は
ま
さ
に
経
済
の
中
心

だ
。

　
野
沢
温
泉
が
最
初
に
全
国
的
な
大
会
を
手

掛
け
た
の
は
1
9
3
0
年
の
明
治
神
宮
大

会
。距
離
・
飛
躍
・
リ
レ
ー
・
滑
降
・
回
転
の
5

種
目
が
行
わ
れ
、選
手
関
係
者
合
わ
せ
て

2
0
0
0
名
が
集
ま
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
で

あ
っ
た
。1
9
4
8
年
に
国
民
体
育
大
会 

第

1
回
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
を
開
催
し
、

既
に
日
本
随
一
の
大
会
運
営
組
織
と
し
て
認

知
さ
れ
て
い
た
。

　
長
き
に
わ
た
り
国
内
レ
ベ
ル
の
大
会
運
営

を
手
掛
け
て
き
た
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は
、

1
9
8
2
年
か
ら
ア
ル
ペ
ン
種
目
の
国
際
大

会
、F
I
S（
国
際
ス
キ
ー
連
盟
）大
会
を
開

催
す
る
に
至
る
。こ
れ
は
集
客
と
言
う
よ
り

も
国
内
選
手
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
主
な
目
的

と
し
た
も
の
で
、採
算
よ
り
も
競
技
会
と
し

て
の
質
が
問
わ
れ
た
。欧
州
や
北
米
か
ら
派

遣
さ
れ
る
F
I
S
‐
T
D（
技
術
代
表
）は
ル

ー
ル
や
安
全
対
策
に
精
通
し
、そ
れ
ま
で
の

国
内
で
行
わ
れ
て
い
た
大
会
運
営
の
常
識
よ

り
高
度
な
要
求
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。こ
の
F
I
S
大
会
は
1
9
8
5
年
か
ら

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
カ
ッ
プ
と
言
う
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
に
準
じ
た
ク
ラ
ス
に
引
き
上
げ
ら

れ
、更
に
高
度
な
大
会
運
営
技
術
を
必
要
と

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
の
大
会
は
白
馬
、

志
賀
高
原
と
い
っ
た
ス
キ
ー
場
で
も
開
催
さ

れ
、長
野
県
内
の
大
会
運
営
能
力
は
飛
躍
的

に
高
ま
る
事
と
な
り
、そ
の
後
の
長
野
五
輪

の
誘
致
と
成
功
の
礎
と
な
っ
た
。

森
　晃（
も
り
　あ
き
ら
）

野
沢
温
泉
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
理
事
長
。

1
9
9
2
年
米
国
コ
ロ
ラ
ド・マ
ウ

ン
テ
ン・カ
レ
ッ
ジ 

ス
キ
ー
場
運
営

学
部
卒
。現
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
ア

ル
ペ
ン
委
員
会
副
委
員
長
、長
野
県
ス
キ
ー
連
盟
競

技
本
部
長
。2
0
1
6
・
2
0
2
0
年
ア
ル
ペ
ン
ス

キ
ー
W
杯
苗
場
大
会
競
技
委
員
長
を
務
め
る
等
、ス

キ
ー
大
会
運
営
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
。全
国
旅
館
組
合

青
年
部
副
部
長
、日
本
旅
館
協
会
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
委
員
会
委
員
長
等
を
歴
任
し
た
旅
館
業
界
活
動
の

他
、野
沢
温
泉
観
光
協
会
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
部
会
長
と
し

て
海
外
誘
客
事
業
に
も
従
事
し
て
い
る
。

村民主導の地域づくり、スノーリゾートの実現6
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さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、開
催
国
の
市
民

の
意
識
改
革
に
つ
な
が
り
、旅
行
者
を
受
け

入
れ
る
素
地
が
増
す
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
エ
ポ
ッ
ク

メ
イ
キ
ン
グ
な
大
会
で
し
た
。さ
す
が
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
発
祥
の
国
。パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
注
目
度
が
飛
躍
的
に
高
ま
っ
た
の
で
す
。

大
会
前
の
4
月
、マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
下
見

も
兼
ね
て
貯
ま
っ
た
マ
イ
ル
で
ロ
ン
ド
ン
に

旅
行
へ
行
っ
た
時
の
こ
と
。ヒ
ー
ス
ロ
ー
空

港
に
着
く
と
通
路
の
右
側
の
壁
に
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
ス
タ
ー
選
手
た
ち
が
。そ
し
て
左
側

に
は
同
じ
サ
イ
ズ
で
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選

手
た
ち
。対
等
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
現
地
に

行
き
ま
し
た
が
、2
8
0
万
枚
の
チ
ケ
ッ
ト

は
完
売
し
、競
技
会
場
は
ど
こ
も
満
席
。陸
上

競
技
場
は
8
万
人
を
超
え
る
大
観
衆
で
し

た
。大
会
の
レ
ガ
シ
ー
と
い
う
言
葉
が
頻
繁

に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、ロ
ン
ド

ン
大
会
が
き
っ
か
け
で
す
。

 

日
本
の
魅
力
発
信

　
今
回
の
東
京
大
会
は
海
外
か
ら
の
観
客
受

け
入
れ
を
断
念
し
た
た
め
、経
済
効
果
は
激

減
し
ま
し
た
。来
日
し
た
選
手
た
ち
は
バ
ブ

ル（
隔
離
）方
式
の
た
め
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
で

の
直
接
的
な
市
民
交
流
も
出
来
ず
、当
初
予

定
し
て
い
た
こ
と
の
多
く
が
省
略
さ
れ
、単

な
る
競
技
会
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
側
面
は
否

め
ま
せ
ん
。で
も
リ
モ
ー
ト
で
会
話
し
た
り
、

沿
道
で
選
手
の
乗
る
バ
ス
に
向
か
っ
て
エ
ー

ル
を
送
っ
た
り
、各
地
が
独
自
で
工
夫
し
た

心
温
ま
る
交
流
も
数
多
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
中
継

さ
れ
、マ
ラ
ソ
ン
で
は
五
輪
で
札
幌
、パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
東
京
の
景
色
が
全
世
界
に
発
信

さ
れ
ま
し
た
。ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
で
は
東
京

臨
海
部
の
都
市
美
、自
転
車
の
ロ
ー
ド
競
技

で
は
日
本
の
自
然
の
豊
か
さ
も
。

　
そ
し
て
何
よ
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
発
信
が
注

目
を
集
め
ま
し
た
。選
手
や
メ
デ
ィ
ア
関
係

者
に
よ
る
発
信
が
世
界
中
で
話
題
に
な
っ
た

の
で
す
。自
由
な
行
動
は
出
来
な
か
っ
た
も

の
の
、選
手
村
の
部
屋
か
ら
撮
っ
た
東
京
湾

岸
の
都
市
美
を
は
じ
め
と
す
る
景
色
の
美
し

さ
は
数
多
く
の「
い
い
ね
」を
集
め
て
い
ま
し

た
し
、選
手
村
の
料
理
の
お
い
し
さ
も
話
題

に
。福
島
産
の
桃
が
大
好
評
だ
っ
た
の
は
本

当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。日
本
人
の
親
切
さ

を
紹
介
す
る
も
の
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
デ
ザ
ー
ト

の
充
実
ぶ
り
ま
で
。メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
な
く

個
人
が
情
報
発
信
す
る
時
代
特
有
の
カ
タ
チ

で
日
本
の
魅
力
が
世
界
中
に
発
信
さ
れ
ま
し

た
。世
界
各
地
を
転
戦
し
て
い
る
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
数
多
く
の
人
が
見
て

い
ま
す
。そ
ん
な
人
が
日
本
の
魅
力
を
伝
え

る
こ
と
は「
行
っ
て
み
た
い
」と
い
う
気
持
ち

に
直
結
す
る
で
し
ょ
う
。

　
私
も
日
本
の
魅
力
発
信
に
一
役
買
お
う

と
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
表
彰
式
の
プ
レ
ゼ

ン
タ
ー
を
依
頼
さ
れ
た
の
で
選
手
へ
の
お
持

て
な
し
を
決
意
。朝
か
ら
ヘ
ア
メ
イ
ク
＆
着

付
け
を
し
て
、色
留
袖
姿（
も
ち
ろ
ん
レ
ン
タ

ル
）で
表
彰
式
に
臨
み
ま
し
た
。2
人
一
組
で

行
う
の
で
す
が
、も
う
一
人
が
白
い
布
を
ま

と
っ
た
よ
う
な
正
装
の
ア
ラ
ブ
系
の
男
性
。

王
族
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
そ
の
男
性
と
片
言

の
英
語
で
会
話
し
ま
し
た
が
、「
私
た
ち
は
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ウ
エ
ア
で
い
い
コ
ン
ビ
だ
。あ
な

た
は
キ
レ
イ
、ど
う
だ
、私
の
7
番
目
の
妻
に

な
ら
な
い
か
」と（
も
ち
ろ
ん
冗
談
で
）。爆
笑

で
し
た
。来
年
神
戸
で
世
界
パ
ラ
陸
上
競
技

選
手
権
が
行
わ
れ
ま
す
が
、何
日
か
は
和
装

で
キ
メ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ん
な
い
い
」。金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
言
葉
で

す
。連
日
の
よ
う
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
テ

レ
ビ
で
観
て
い
た
甥
っ
子
は「
車
い
す
テ
ニ

ス
が
面
白
か
っ
た
」「
今
度
一
緒
に
ボ
ッ
チ
ャ

し
よ
う
よ
」と
、パ
ラ
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま

せ
ん
。昭
和
生
ま
れ
の
私
た
ち
よ
り
も
今
の

子
ど
も
た
ち
の
方
が
多
様
性
を
自
然
と
受
け

入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

 

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間

中
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
ク
ラ
ス
タ
ー

も
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。選
手
の
み
な
ら

ず
、審
判
や
運
営
ス
タ
ッ
フ
、メ
デ
ィ
ア
関
係

者
も
全
員
が
2
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
済
ま

せ
、か
つ
頻
繁
に
P
C
R
検
査
を
受
け
ま
し

た
が
、そ
の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。大
会
側
は

宿
泊
療
養
施
設
を
3
0
0
室
用
意
し
て
い
ま

し
た
が
、使
用
し
た
の
は
49
人
で
、余
剰
分
は

都
民
の
感
染
者
用
に
転
用
し
た
そ
う
で
す
。

私
も
毎
日
検
温
し
、3
日
に
1
回
は
P
C
R

検
査
を
受
け
、自
宅
か
ら
国
立
競
技
場
に
地

下
鉄
で
通
い
ま
し
た
。東
京
都
内
で
は
競
技

会
場
の
中
が
一
番
安
全
と
感
じ
た
も
の
で

す
。今
後
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
す
る
国
際
大
会

の
お
手
本
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
さ
っ
そ
く
今
冬
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
観
客
を
自
国
民
に
限

定
す
る
こ
と
で
、世
界
的
な
感
染
拡
大
に
つ

な
が
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。観
戦

ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
る
の
は
お
預
け
で
す

が
、3
年
後
の
パ
リ
を
楽
し
み
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
訪
れ
た

国
際
大
会
で

　
私
が
メ
デ
ィ
ア
の
一
員
と
し
て
参
加
す
る

国
際
大
会
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
世
界
陸
上

競
技
選
手
権
で
す
。現
役
を
引
退
し
て
初
め

て
の
国
際
大
会
は
1
9
9
3
年
の
シ
ュ
ツ
ッ

ト
ガ
ル
ト（
ド
イ
ツ
）世
界
陸
上
で
し
た
。当

時
の
ス
タ
ー
選
手
は
何
と
い
っ
て
も
カ
ー

ル
・
ル
イ
ス
さ
ん
。棒
高
跳
び
の
セ
ル
ゲ
イ
・

ブ
ブ
カ
さ
ん
も
6
m
ジ
ャ
ン
プ
で
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
は
浅
利
純

子
さ
ん
が
日
本
女
子
初
の
世
界
大
会
マ
ラ
ソ

ン
金
メ
ダ
ル
に
輝
き
、解
説
し
た
私
も
注
目

さ
れ
、今
で
も
浅
利
さ
ん
と
は
親
し
く
お
付

き
合
い
し
て
い
ま
す
。た
だ
、初
め
て
の
大
き

な
大
会
の
解
説
で
緊
張
し
て
い
た
せ
い
か
、

町
の
様
子
や
食
べ
物
、観
光
地
な
ど
、何
も
覚

え
て
い
な
い
の
が
残
念
で
す
。あ
、タ
ク
シ
ー

が
ベ
ン
ツ
で
驚
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
96
年
の
ア
ト
ラ
ン
タ
五

輪
か
ら
。そ
の
後
2
年
ご
と
の
世
界
陸
上
と

4
年
ご
と
の
五
輪
に
す
べ
て
解
説
で
現
地
に

行
き
ま
し
た
。野
口
み
ず
き
さ
ん
が
金
メ
ダ

ル
に
輝
い
た
04
年
の
ア
テ
ネ
五
輪
で
は
、レ

ー
ス
1
週
間
前
に
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
下
見

に
出
か
け
る
と
、工
事
中
で
通
れ
な
い
の
で

す
。掘
る
と
遺
跡
が
出
て
き
て
考
古
学
者
が

現
れ
工
事
が
ス
ト
ッ
プ
。間
に
合
う
か
し
ら

と
心
配
し
ま
し
た
が
、何
事
も
な
か
っ
た
か

の
よ
う
に
レ
ー
ス
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
北
京
へ
は
、07
年
の
北
京
国
際

マ
ラ
ソ
ン
、08
年
4
月
の
マ
ラ
ソ
ン
テ
ス
ト

イ
ベ
ン
ト
、8
月
の
五
輪
本
番
、15
年
の
世
界

選
手
権
と
4
回
行
き
ま
し
た
。世
界
的
な
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
地
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
か
、身
を
も
っ
て
感
じ
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。

　
最
初
に
北
京
へ
行
っ
た
時
、ホ
テ
ル
の
近

く
を
朝
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
と
、パ
ジ
ャ
マ
姿

で
散
歩
す
る
人
に
数
多
く
出
会
い
ま
し
た
。

パ
ジ
ャ
マ
が
裕
福
さ
の
象
徴
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し

た
。天
安
門
広
場
に
観
光
に
行
き
ま
し
た
が
、

地
下
鉄
で
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
に
は
閉
口
し
ま

し
た
。乗
降
時
の
割
り
込
み
、大
声
で
話
す
、

席
に
荷
物
を
置
い
て
独
占
す
る
、挙
げ
た
ら

キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。で
も
五
輪
を
き
っ
か

け
に
大
き
く
変
わ
っ
た
の
で
す
。2
0
1
5

年
の
世
界
選
手
権
の
時
に
は
殆
ど
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た（
車
の
運
転
マ
ナ
ー

を
除
き
）。世
界
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を

き
っ
か
け
に
、色
々
な
こ
と
が
洗
練
さ
れ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
2
0
0
0
年
の
シ
ド
ニ
ー
五
輪
で
は
あ
か

ら
さ
ま
に
人
種
差
別
を
受
け
ま
し
た
。レ
ス

ト
ラ
ン
で
は
入
り
口
近
く
や
ト
イ
レ
の
そ
ば

の
席
に
案
内
さ
れ
ま
し
た
。窓
際
や
落
ち
着

い
た
席
が
空
い
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
…
。

そ
れ
が
2
0
1
5
年
に
旅
行
で
シ
ド
ニ
ー
に

行
っ
た
と
き
に
は
全
く
感
じ
な
か
っ
た
の

で
、進
歩
し
ま
し
た
。余
談
で
す
が
、日
本
も

1
9
6
4
年
の
東
京
五
輪
を
き
っ
か
け
に
大

き
く
変
わ
っ
た
そ
う
で
す
。例
え
ば
立
小
便

禁
止
。そ
れ
ま
で
は
道
端
で
用
を
た
す
男
性

は
珍
し
く
な
か
っ
た
そ
う
。途
上
国
で
開
催

東
京
2
0
2
0
大
会

を
振
り
返
っ
て

　
夏
に
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、始
ま
る
前
か
ら
長
い

マ
ラ
ソ
ン
で
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
一
年
延
期

と
な
り
、そ
の
間
も
中
止
を
求
め
る
声
が
あ

り
、選
手
の
中
に
は「
練
習
を
し
て
い
て
い
い

の
だ
ろ
う
か
？
」と
涙
す
る
人
も
。戸
惑
い
な

が
ら
も
前
に
進
み
、心
の
ス
タ
ミ
ナ
を
試
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
本
番
は
無
観
客

で
す
。声
援
が
な
い
中
で
の
競
技
は
な
か
な

か
調
子
に
乗
れ
な
い
も
の
。私
は
選
手
の
頃
、

沿
道
の
声
援
に
ど
れ
ほ
ど
背
中
を
押
さ
れ
た

こ
と
か
。こ
の
環
境
の
中
で
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
選
手
は
本
当
に
凄
い
と
思
い
ま
す
。ま

た
メ
ダ
ル
獲
得
、入
賞
は
出
来
な
く
て
も
、自

己
ベ
ス
ト
を
出
し
た
選
手
は
立
派
で
す
。

　
テ
レ
ビ
観
戦
や
取
材
、解
説
を
し
な
が
ら
、

改
め
て
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
届
く
偉
大
な
力
を
感

じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。ウ
ソ
や

ま
ぐ
れ
が
な
い
か
ら
で
す
。体
で
紡
い
だ
努

力
の
時
間
が
感
じ
ら
れ
る
肉
体
で
、緊
張
し

な
が
ら
も
力
を
出
し
切
る
。ス
タ
ミ
ナ
、ス
ピ

ー
ド
、技
、表
現
力
な
ど
究
極
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
通
し
て
沢
山
の
教
訓
が
あ
り
ま
し

た
。水
谷
隼
さ
ん
、伊
藤
美
誠
さ
ん
の
混
合
ダ

ブ
ル
ス
大
逆
転
の
金
メ
ダ
ル
か
ら「
諦
め
な

け
れ
ば
、最
後
ま
で
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
」と
つ
く
づ
く
思
っ
た
り
、ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
で
の
皆
で
励
ま
し
合
い
、讃
え
合
う
姿

に
、ス
ポ
ー
ツ
の
語
源
、デ
ポ
ル
タ
ー
レ（
戯

れ
る
、楽
し
む
な
ど
）を
思
い
出
し
た
り
。ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
…
感
動
が
蘇
り
ま
す
。

　
そ
し
て
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、母
国
開
催

に
よ
り
毎
日
テ
レ
ビ
で
選
手
達
の
競
技
に
触

れ
ら
れ
た
こ
と
で
、多
く
の
人
の
障
が
い
者

に
対
す
る
感
覚
が
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
も
日
頃
か
ら
陸
上
競
技
の
選
手
と
は
交
流

が
あ
り
ま
し
た
。で
も
、こ
ん
な
に
た
く
さ
ん

の
競
技
を
観
た
の
は
初
め
て
。ラ
ケ
ッ
ト
を

口
に
く
わ
え
て
プ
レ
ー
す
る
卓
球
選
手
や
脚

で
弓
を
ひ
く
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
に
は
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
水
泳
は
水
着
姿
な
の
で
、

両
腕
が
な
か
っ
た
り
、脚
の
長
さ
が
違
っ
た

り
し
て
い
る
の
が
露
わ
に
な
り
ま
す
。そ
れ

で
も
上
手
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
全
力
で
泳

ぐ
姿
に
、「
失
わ
れ
た
も
の
を
数
え
る
な
、今

あ
る
も
の
を
最
大
限
生
か
そ
う
」と
い
う
グ

ッ
ト
マ
ン
博
士（
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
父
）の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
真
っ
す
ぐ
に
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。泳
ぎ
終
わ
っ
て
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
山
田
美
幸
さ
ん
が
亡
き
父
に
向
け
て「
私

も
カ
ッ
パ
に
な
り
ま
し
た
」と
。な
ん
て
可
愛

ら
し
い
選
手
な
の
で
し
ょ
う
。視
覚
障
が
い

の
木
村
敬
一
さ
ん
が
悲
願
の
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
。表
彰
台
で
君
が
代
が
流
れ
た
途
端
に
、身

を
崩
し
て
涙
す
る
姿
に
一
緒
に
泣
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。そ
し
て
最
後
を
飾
る
よ
う
に
マ

ラ
ソ
ン
で
道
下
美
里
さ
ん
が
金
メ
ダ
ル
に
。

競
技
中
は
一
時
雨
も
降
る
曇
り
空
だ
っ
た
の

に
、道
下
さ
ん
の
ゴ
ー
ル
の
瞬
間
だ
け
お
日

様
が
さ
し
ま
し
た
。い
つ
も
笑
顔
の
道
下
さ

ん
は
お
天
道
様
か
ら
も
愛
さ
れ
て
い
る
な
と

感
じ
た
の
で
す
。選
手
の
皆
さ
ん
、沢
山
の
感

動
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

閉
会
式
で
、国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

の
パ
ー
ソ
ン
ズ
会
長
が
、選
手
を「
金
継
ぎ
」

（
日
本
の
伝
統
的
修
復
技
法
）に
例
え
て
ご
挨

拶
さ
れ
た
こ
と
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
1
9
6
4
年
の
東
京
五
輪
で
は
新
幹
線
や

首
都
高
の
開
通
な
ど
ハ
ー
ド
面
で
の
レ
ガ
シ

ー
や
、ソ
フ
ト
面
で
は
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
や
フ

ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
が
誕
生
す
る
な
ど
の

レ
ガ
シ
ー
が
残
り
ま
し
た
。2
0
2
0
東
京

大
会
は
、国
立
競
技
場
な
ど
の
施
設
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、一
番
は
多
様
性
を
尊
重
す
る

気
持
が
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
残
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。正
に
、「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、み

地
の
街
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
が
出
来
ま

し
た
。パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
に
は
社
会
を
変
え
る

力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
関
連
の

新
た
な
旅

　
イ
ベ
ン
ト
か
ら
は
少
し
離
れ
ま
す
が
、ス

ポ
ー
ツ
に
関
係
し
た
旅
と
い
う
面
か
ら
感
じ

て
い
る
こ
と
を
少
々
。ア
ニ
メ
や
ド
ラ
マ
で

は
そ
の
舞
台
を
訪
問
す
る「
聖
地
巡
礼
」の
旅

が
あ
り
ま
す
。じ
ゃ
あ
ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
を

巡
る
旅
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か

と
。例
え
ば
大
リ
ー
グ
で
M
V
P
を
獲
得
し

た
大
谷
翔
平
さ
ん
。エ
ン
ゼ
ル
ス
や
大
谷
さ

ん
の
フ
ァ
ン
で
あ
れ
ば
、幼
少
期
に
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
し
て
い
た
公
園
、ラ
ン
ニ
ン
グ
し

て
い
た
遊
歩
道
、部
活
の
後
に
通
っ
て
い
た

食
堂
な
ど
、訪
れ
て
み
た
い
で
し
ょ
う
ね
。

N
B
A
で
活
躍
す
る
八
村
塁
さ
ん
が
ラ
ン
ニ

ン
グ
し
て
い
た
河
川
敷
、高
校
時
代
に
ダ
ン

ク
を
決
め
て
い
た
県
立
体
育
館
も
ど
う
で
し

ょ
う
。ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
の
歴
史
を
た
ど
る

旅
、マ
ラ
ソ
ン
選
手
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
が

出
て
き
た
ら
、私
が
ツ
ア
ー
に
同
行
し
て
解

説
し
た
い
な
ぁ
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞

台
と
な
っ
た
競
技
会
場
自
体
も
魅
力
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。開
閉
会
式
が
行
わ
れ
た
国
立

競
技
場
を
め
ぐ
る
ツ
ア
ー
、マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
の
コ
ー
ス
を
実
際
に
走
れ
る
ツ
ア
ー
、

そ
し
て
札
幌
に
は
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
に
距
離

表
示
の
銘
板
が
埋
め
込
ま
れ（
歩
道
に
）ま
し

た
。同
じ
コ
ー
ス
を
使
っ
た
メ
モ
リ
ア
ル
マ

ラ
ソ
ン
大
会
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、札
幌
に

行
っ
て
大
通
公
園
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
同

じ
コ
ー
ス
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
だ
け
で
も
、

テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
り
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
ぜ
ひ
訪
れ

て
欲
し
い
聖
地
が
あ
り
ま
す
。別
府
市
の「
太

陽
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」で
す
。日
本
の
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
父
と
言
わ
れ
る
中
村
裕
さ
ん
が
障

が
い
者
の
雇
用
の
た
め
に
創
立
し
た「
太
陽

の
家
」の
歴
史
や
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
が

分
か
り
、車
い
す
の
体
験
な
ど
も
出
来
ま
す
。

見
学
後
は
温
泉
で
ゆ
っ
た
り
。心
も
体
も
充

実
の
旅
に
な
り
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら

　
松
坂
大
輔
さ
ん
が
ス
ー
パ
ー
ル
ー
キ
ー
と

し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
1
9
9
9
年
、5
年
連

続
首
位
打
者
だ
っ
た
イ
チ
ロ
ー
さ
ん
と
初
対

決
す
る
試
合
。一
目
見
よ
う
と
西
武
球
場
は

5
万
人
の
大
観
衆
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。全
英

女
子
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
で
優
勝
し
た
渋
野
日

向
子
さ
ん
の
凱
旋
試
合
は
過
去
最
高
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
が
押
し
寄
せ
た
の
で
す
。ス
ポ
ー
ツ

を
盛
り
上
げ
る
に
は
ス
タ
ー
選
手
が
必
要
で

す
。実
力
は
も
ち
ろ
ん
、メ
デ
ィ
ア
に
も
露
出

し
て
言
動
も
注
目
さ
れ
る
選
手
で
あ
れ
ば
、

競
技
会
場
で「
観
た
い
」と
思
う
も
の
で
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は

じ
め
と
す
る
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
観
戦
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
ス
マ
ホ
で
観
る
人
も

増
え
て
い
ま
す
が
、や
は
り
会
場
に
足
を
運

ん
で
五
感
で
感
じ
て
欲
し
い
。多
く
の
人
が

会
場
に
足
を
運
び
た
く
な
る
よ
う
に
、競
技

団
体
や
選
手
は
じ
め
関
係
者
は
努
力
を
続
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。コ
ロ
ナ
禍
で
無
観

客
だ
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
、こ
れ
か
ら

が
勝
負
で
す
。

加
す
る
こ
と
を
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
は
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
日
本
で
の

大
会
な
ら
ぜ
ひ
応
援
に
行
っ
て
、観
光
も
し

よ
う
と
い
う
家
族
や
友
人
も
多
く
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
、国
内

で
も
全
国
各
地
か
ら
人
が
集
う
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
は
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
ま

す
。経
口
薬
は
じ
め
治
療
薬
が
普
及
し
、コ
ロ

ナ
前
と
同
様
に
大
会
が
開
か
れ
る
こ
と
を
切

に
願
い
ま
す
。な
か
で
も
経
済
効
果
の
面
か

ら
も
注
目
し
て
い
る
の
が
、ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
の
愛
称
を
も
つ
、「
全
国
健
康
福
祉
祭
」（
主

催
：
厚
生
労
働
省
、一
般
財
団
法
人
長
寿
社
会

開
発
セ
ン
タ
ー
）。60
歳
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
文
化
活
動
の
発
表
会
の
目
的
で
開
催
さ

れ
、毎
年
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
を
生

き
が
い
に
し
て
い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。あ
る
程
度
の
経
済
力
と
自
由
な
時
間
が

多
い
元
気
な
60
代
70
代
が
毎
回
約
50
万
人
参

加
し
て
い
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
す
。

　
2
0
0
9
年
の
北
海
道
・
札
幌
大
会
の
期

間
中
に
別
の
仕
事
で
札
幌
を
訪
れ
た
時
、新

千
歳
空
港
で
帰
路
に
つ
く
選
手
団
を
見
か
け

ま
し
た
。メ
モ
を
片
手
に
お
菓
子
を
大
量
に

購
入
。き
っ
と
家
族
や
ご
近
所
さ
ん
な
ど
に

買
っ
て
帰
る
の
で
し
ょ
う
。15
年
の
山
口
大

会
に
は
視
察
に
行
き
ま
し
た
が
、開
会
式
が

始
ま
る
前
か
ら
売
店
に
並
ぶ
選
手
の
皆
さ
ん

が
。「
今
か
ら
開
会
式
で
す
け
ど
大
丈
夫
で
す

か
」と
聞
く
と
、「
フ
グ
セ
ッ
ト
を
宅
配
便
で

送
る
の
よ
。娘
か
ら
頼
ま
れ
た
か
ら
売
り
切

れ
る
前
に
早
く
買
わ
な
い
と
」と
ハ
ツ
ラ
ツ

と
し
た
声
で
。

　
そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
の
国
際
版
が「
ワ
ー
ル

ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
」で
す
。1
9
8
5

年
か
ら
4
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
、前
回
大
会

（
2
0
1
7
年
）は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ

ー
ク
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
1
0
0
か
国
か
ら

2
8
、5
7
8
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

30
歳
以
上
と
銘
打
っ
て
い
ま
す
が
、実
際
は

熟
年
世
代
が
中
心
。し
か
も
選
手
に
加
え
て

家
族
も
一
緒
に
観
光
も
兼
ね
て
訪
問
す
る
こ

と
が
多
い
そ
う
で
す
の
で
、経
済
効
果
は
か

な
り
の
も
の
に
な
り
ま
す
。そ
の
大
会
が

2
0
2
2
年
5
月
に
関
西
で
行
わ
れ
る
の
で

す
。コ
ロ
ナ
前
に
大
阪
に
行
っ
た
と
き
に
ワ

ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
と
万
博
の
ロ

ゴ
は
よ
く
目
に
し
ま
し
た
が
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、パ
ラ
リ
ピ
ッ
ク
の
ポ
ス
タ
ー
を
ほ
と
ん

ど
見
か
け
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

地
か
ら
離
れ
た
地
域
で
は
盛
り
上
が
り
に
欠

け
ま
す
。

　
ぜ
ひ
盛
り
上
げ
た
い
の
が
2
0
2
2
年
夏

に
行
わ
れ
る
神
戸
世
界
パ
ラ
陸
上
競
技
選
手

権（
実
は
私
が
大
会
組
織
委
員
会
会
長
を
拝

命
し
て
い
ま
す
）で
す
。東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
大
き
な
感
動
が
広
が
り
ま
し
た
。パ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
を
実
際
に
観
た
い
人
も
多
く
な
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。こ
の
機
運
を
終

わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
観

る
、す
る
、支
え
る
こ
と
が
日
常
に
な
る
よ
う

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

は
、障
が
い
者
や
高
齢
者
に
優
し
い
街
の
実

現
に
つ
な
が
り
ま
す
。2
0
1
4
年
の
ソ
チ

大
会
で
は
街
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
が
作

成
さ
れ
、そ
の
後
そ
れ
を
真
似
て
ロ
シ
ア
各

増
田
明
美

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

多
様
性
を
尊
重
す
る
気
持
ち
が
、東
京
2
0
2
0
大
会
一
番
の
レ
ガ
シ
ー
だ
。増
田
明
美
さ
ん
の
視
点
で
捉
え
た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
地
に
与
え
る
好
影
響
。

特
別
寄
稿

東
京
2
0
2
0
大
会
か
ら
、
そ
の
先
へ

　
日
本
文
化
は
私
た
ち
が
想
像
す
る
以
上
に

海
外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。私

は「
世
界
！
ニ
ッ
ポ
ン
行
き
た
い
人
応
援
団
」

（
テ
レ
ビ
東
京
系
）の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当

し
て
い
ま
す
が
、世
界
中
に
日
本
文
化
を
尊

敬
し
、愛
し
、学
び
、日
本
に
行
き
た
い
人
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
に
い
つ
も
驚
か
さ
れ
て

い
ま
す
。ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
は
大
規
模
な
盆
踊
り
大
会
が
あ
り
、ポ
ー

ラ
ン
ド
・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
は
毎
年
日
本
祭
り

が
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。2
0
1
9
年

の
ド
バ
イ
世
界
パ
ラ
陸
上
の
時
、日
本
代
表

ジ
ャ
ー
ジ
を
着
て
い
る
と
、数
多
く
の
ア
ス

リ
ー
ト
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
ま
し
た
。「
来

年
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
に
行
く
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」「
東
京
は
憧
れ
の
街

な
ん
で
す
」等
々
目
を
キ
ラ
キ
ラ
し
な
が
ら
。

日
本
で
行
わ
れ
る
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
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さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、開
催
国
の
市
民

の
意
識
改
革
に
つ
な
が
り
、旅
行
者
を
受
け

入
れ
る
素
地
が
増
す
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
エ
ポ
ッ
ク

メ
イ
キ
ン
グ
な
大
会
で
し
た
。さ
す
が
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
発
祥
の
国
。パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
注
目
度
が
飛
躍
的
に
高
ま
っ
た
の
で
す
。

大
会
前
の
4
月
、マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
下
見

も
兼
ね
て
貯
ま
っ
た
マ
イ
ル
で
ロ
ン
ド
ン
に

旅
行
へ
行
っ
た
時
の
こ
と
。ヒ
ー
ス
ロ
ー
空

港
に
着
く
と
通
路
の
右
側
の
壁
に
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
ス
タ
ー
選
手
た
ち
が
。そ
し
て
左
側

に
は
同
じ
サ
イ
ズ
で
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選

手
た
ち
。対
等
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
現
地
に

行
き
ま
し
た
が
、2
8
0
万
枚
の
チ
ケ
ッ
ト

は
完
売
し
、競
技
会
場
は
ど
こ
も
満
席
。陸
上

競
技
場
は
8
万
人
を
超
え
る
大
観
衆
で
し

た
。大
会
の
レ
ガ
シ
ー
と
い
う
言
葉
が
頻
繁

に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、ロ
ン
ド

ン
大
会
が
き
っ
か
け
で
す
。

 

日
本
の
魅
力
発
信

　
今
回
の
東
京
大
会
は
海
外
か
ら
の
観
客
受

け
入
れ
を
断
念
し
た
た
め
、経
済
効
果
は
激

減
し
ま
し
た
。来
日
し
た
選
手
た
ち
は
バ
ブ

ル（
隔
離
）方
式
の
た
め
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
で

の
直
接
的
な
市
民
交
流
も
出
来
ず
、当
初
予

定
し
て
い
た
こ
と
の
多
く
が
省
略
さ
れ
、単

な
る
競
技
会
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
側
面
は
否

め
ま
せ
ん
。で
も
リ
モ
ー
ト
で
会
話
し
た
り
、

沿
道
で
選
手
の
乗
る
バ
ス
に
向
か
っ
て
エ
ー

ル
を
送
っ
た
り
、各
地
が
独
自
で
工
夫
し
た

心
温
ま
る
交
流
も
数
多
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
中
継

さ
れ
、マ
ラ
ソ
ン
で
は
五
輪
で
札
幌
、パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
東
京
の
景
色
が
全
世
界
に
発
信

さ
れ
ま
し
た
。ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
で
は
東
京

臨
海
部
の
都
市
美
、自
転
車
の
ロ
ー
ド
競
技

で
は
日
本
の
自
然
の
豊
か
さ
も
。

　
そ
し
て
何
よ
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
発
信
が
注

目
を
集
め
ま
し
た
。選
手
や
メ
デ
ィ
ア
関
係

者
に
よ
る
発
信
が
世
界
中
で
話
題
に
な
っ
た

の
で
す
。自
由
な
行
動
は
出
来
な
か
っ
た
も

の
の
、選
手
村
の
部
屋
か
ら
撮
っ
た
東
京
湾

岸
の
都
市
美
を
は
じ
め
と
す
る
景
色
の
美
し

さ
は
数
多
く
の「
い
い
ね
」を
集
め
て
い
ま
し

た
し
、選
手
村
の
料
理
の
お
い
し
さ
も
話
題

に
。福
島
産
の
桃
が
大
好
評
だ
っ
た
の
は
本

当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。日
本
人
の
親
切
さ

を
紹
介
す
る
も
の
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
デ
ザ
ー
ト

の
充
実
ぶ
り
ま
で
。メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
な
く

個
人
が
情
報
発
信
す
る
時
代
特
有
の
カ
タ
チ

で
日
本
の
魅
力
が
世
界
中
に
発
信
さ
れ
ま
し

た
。世
界
各
地
を
転
戦
し
て
い
る
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
数
多
く
の
人
が
見
て

い
ま
す
。そ
ん
な
人
が
日
本
の
魅
力
を
伝
え

る
こ
と
は「
行
っ
て
み
た
い
」と
い
う
気
持
ち

に
直
結
す
る
で
し
ょ
う
。

　
私
も
日
本
の
魅
力
発
信
に
一
役
買
お
う

と
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
表
彰
式
の
プ
レ
ゼ

ン
タ
ー
を
依
頼
さ
れ
た
の
で
選
手
へ
の
お
持

て
な
し
を
決
意
。朝
か
ら
ヘ
ア
メ
イ
ク
＆
着

付
け
を
し
て
、色
留
袖
姿（
も
ち
ろ
ん
レ
ン
タ

ル
）で
表
彰
式
に
臨
み
ま
し
た
。2
人
一
組
で

行
う
の
で
す
が
、も
う
一
人
が
白
い
布
を
ま

と
っ
た
よ
う
な
正
装
の
ア
ラ
ブ
系
の
男
性
。

王
族
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
そ
の
男
性
と
片
言

の
英
語
で
会
話
し
ま
し
た
が
、「
私
た
ち
は
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ウ
エ
ア
で
い
い
コ
ン
ビ
だ
。あ
な

た
は
キ
レ
イ
、ど
う
だ
、私
の
7
番
目
の
妻
に

な
ら
な
い
か
」と（
も
ち
ろ
ん
冗
談
で
）。爆
笑

で
し
た
。来
年
神
戸
で
世
界
パ
ラ
陸
上
競
技

選
手
権
が
行
わ
れ
ま
す
が
、何
日
か
は
和
装

で
キ
メ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ん
な
い
い
」。金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
言
葉
で

す
。連
日
の
よ
う
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
テ

レ
ビ
で
観
て
い
た
甥
っ
子
は「
車
い
す
テ
ニ

ス
が
面
白
か
っ
た
」「
今
度
一
緒
に
ボ
ッ
チ
ャ

し
よ
う
よ
」と
、パ
ラ
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま

せ
ん
。昭
和
生
ま
れ
の
私
た
ち
よ
り
も
今
の

子
ど
も
た
ち
の
方
が
多
様
性
を
自
然
と
受
け

入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

 

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間

中
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
ク
ラ
ス
タ
ー

も
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。選
手
の
み
な
ら

ず
、審
判
や
運
営
ス
タ
ッ
フ
、メ
デ
ィ
ア
関
係

者
も
全
員
が
2
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
済
ま

せ
、か
つ
頻
繁
に
P
C
R
検
査
を
受
け
ま
し

た
が
、そ
の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。大
会
側
は

宿
泊
療
養
施
設
を
3
0
0
室
用
意
し
て
い
ま

し
た
が
、使
用
し
た
の
は
49
人
で
、余
剰
分
は

都
民
の
感
染
者
用
に
転
用
し
た
そ
う
で
す
。

私
も
毎
日
検
温
し
、3
日
に
1
回
は
P
C
R

検
査
を
受
け
、自
宅
か
ら
国
立
競
技
場
に
地

下
鉄
で
通
い
ま
し
た
。東
京
都
内
で
は
競
技

会
場
の
中
が
一
番
安
全
と
感
じ
た
も
の
で

す
。今
後
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
す
る
国
際
大
会

の
お
手
本
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
さ
っ
そ
く
今
冬
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
観
客
を
自
国
民
に
限

定
す
る
こ
と
で
、世
界
的
な
感
染
拡
大
に
つ

な
が
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。観
戦

ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
る
の
は
お
預
け
で
す

が
、3
年
後
の
パ
リ
を
楽
し
み
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
訪
れ
た

国
際
大
会
で

　
私
が
メ
デ
ィ
ア
の
一
員
と
し
て
参
加
す
る

国
際
大
会
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
世
界
陸
上

競
技
選
手
権
で
す
。現
役
を
引
退
し
て
初
め

て
の
国
際
大
会
は
1
9
9
3
年
の
シ
ュ
ツ
ッ

ト
ガ
ル
ト（
ド
イ
ツ
）世
界
陸
上
で
し
た
。当

時
の
ス
タ
ー
選
手
は
何
と
い
っ
て
も
カ
ー

ル
・
ル
イ
ス
さ
ん
。棒
高
跳
び
の
セ
ル
ゲ
イ
・

ブ
ブ
カ
さ
ん
も
6
m
ジ
ャ
ン
プ
で
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
は
浅
利
純

子
さ
ん
が
日
本
女
子
初
の
世
界
大
会
マ
ラ
ソ

ン
金
メ
ダ
ル
に
輝
き
、解
説
し
た
私
も
注
目

さ
れ
、今
で
も
浅
利
さ
ん
と
は
親
し
く
お
付

き
合
い
し
て
い
ま
す
。た
だ
、初
め
て
の
大
き

な
大
会
の
解
説
で
緊
張
し
て
い
た
せ
い
か
、

町
の
様
子
や
食
べ
物
、観
光
地
な
ど
、何
も
覚

え
て
い
な
い
の
が
残
念
で
す
。あ
、タ
ク
シ
ー

が
ベ
ン
ツ
で
驚
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
96
年
の
ア
ト
ラ
ン
タ
五

輪
か
ら
。そ
の
後
2
年
ご
と
の
世
界
陸
上
と

4
年
ご
と
の
五
輪
に
す
べ
て
解
説
で
現
地
に

行
き
ま
し
た
。野
口
み
ず
き
さ
ん
が
金
メ
ダ

ル
に
輝
い
た
04
年
の
ア
テ
ネ
五
輪
で
は
、レ

ー
ス
1
週
間
前
に
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
下
見

に
出
か
け
る
と
、工
事
中
で
通
れ
な
い
の
で

す
。掘
る
と
遺
跡
が
出
て
き
て
考
古
学
者
が

現
れ
工
事
が
ス
ト
ッ
プ
。間
に
合
う
か
し
ら

と
心
配
し
ま
し
た
が
、何
事
も
な
か
っ
た
か

の
よ
う
に
レ
ー
ス
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
北
京
へ
は
、07
年
の
北
京
国
際

マ
ラ
ソ
ン
、08
年
4
月
の
マ
ラ
ソ
ン
テ
ス
ト

イ
ベ
ン
ト
、8
月
の
五
輪
本
番
、15
年
の
世
界

選
手
権
と
4
回
行
き
ま
し
た
。世
界
的
な
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
地
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
か
、身
を
も
っ
て
感
じ
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。

　
最
初
に
北
京
へ
行
っ
た
時
、ホ
テ
ル
の
近

く
を
朝
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
と
、パ
ジ
ャ
マ
姿

で
散
歩
す
る
人
に
数
多
く
出
会
い
ま
し
た
。

パ
ジ
ャ
マ
が
裕
福
さ
の
象
徴
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し

た
。天
安
門
広
場
に
観
光
に
行
き
ま
し
た
が
、

地
下
鉄
で
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
に
は
閉
口
し
ま

し
た
。乗
降
時
の
割
り
込
み
、大
声
で
話
す
、

席
に
荷
物
を
置
い
て
独
占
す
る
、挙
げ
た
ら

キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。で
も
五
輪
を
き
っ
か

け
に
大
き
く
変
わ
っ
た
の
で
す
。2
0
1
5

年
の
世
界
選
手
権
の
時
に
は
殆
ど
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た（
車
の
運
転
マ
ナ
ー

を
除
き
）。世
界
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を

き
っ
か
け
に
、色
々
な
こ
と
が
洗
練
さ
れ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
2
0
0
0
年
の
シ
ド
ニ
ー
五
輪
で
は
あ
か

ら
さ
ま
に
人
種
差
別
を
受
け
ま
し
た
。レ
ス

ト
ラ
ン
で
は
入
り
口
近
く
や
ト
イ
レ
の
そ
ば

の
席
に
案
内
さ
れ
ま
し
た
。窓
際
や
落
ち
着

い
た
席
が
空
い
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
…
。

そ
れ
が
2
0
1
5
年
に
旅
行
で
シ
ド
ニ
ー
に

行
っ
た
と
き
に
は
全
く
感
じ
な
か
っ
た
の

で
、進
歩
し
ま
し
た
。余
談
で
す
が
、日
本
も

1
9
6
4
年
の
東
京
五
輪
を
き
っ
か
け
に
大

き
く
変
わ
っ
た
そ
う
で
す
。例
え
ば
立
小
便

禁
止
。そ
れ
ま
で
は
道
端
で
用
を
た
す
男
性

は
珍
し
く
な
か
っ
た
そ
う
。途
上
国
で
開
催

東
京
2
0
2
0
大
会

を
振
り
返
っ
て

　
夏
に
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、始
ま
る
前
か
ら
長
い

マ
ラ
ソ
ン
で
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
一
年
延
期

と
な
り
、そ
の
間
も
中
止
を
求
め
る
声
が
あ

り
、選
手
の
中
に
は「
練
習
を
し
て
い
て
い
い

の
だ
ろ
う
か
？
」と
涙
す
る
人
も
。戸
惑
い
な

が
ら
も
前
に
進
み
、心
の
ス
タ
ミ
ナ
を
試
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
本
番
は
無
観
客

で
す
。声
援
が
な
い
中
で
の
競
技
は
な
か
な

か
調
子
に
乗
れ
な
い
も
の
。私
は
選
手
の
頃
、

沿
道
の
声
援
に
ど
れ
ほ
ど
背
中
を
押
さ
れ
た

こ
と
か
。こ
の
環
境
の
中
で
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
選
手
は
本
当
に
凄
い
と
思
い
ま
す
。ま

た
メ
ダ
ル
獲
得
、入
賞
は
出
来
な
く
て
も
、自

己
ベ
ス
ト
を
出
し
た
選
手
は
立
派
で
す
。

　
テ
レ
ビ
観
戦
や
取
材
、解
説
を
し
な
が
ら
、

改
め
て
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
届
く
偉
大
な
力
を
感

じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。ウ
ソ
や

ま
ぐ
れ
が
な
い
か
ら
で
す
。体
で
紡
い
だ
努

力
の
時
間
が
感
じ
ら
れ
る
肉
体
で
、緊
張
し

な
が
ら
も
力
を
出
し
切
る
。ス
タ
ミ
ナ
、ス
ピ

ー
ド
、技
、表
現
力
な
ど
究
極
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
通
し
て
沢
山
の
教
訓
が
あ
り
ま
し

た
。水
谷
隼
さ
ん
、伊
藤
美
誠
さ
ん
の
混
合
ダ

ブ
ル
ス
大
逆
転
の
金
メ
ダ
ル
か
ら「
諦
め
な

け
れ
ば
、最
後
ま
で
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
」と
つ
く
づ
く
思
っ
た
り
、ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
で
の
皆
で
励
ま
し
合
い
、讃
え
合
う
姿

に
、ス
ポ
ー
ツ
の
語
源
、デ
ポ
ル
タ
ー
レ（
戯

れ
る
、楽
し
む
な
ど
）を
思
い
出
し
た
り
。ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
…
感
動
が
蘇
り
ま
す
。

　
そ
し
て
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、母
国
開
催

に
よ
り
毎
日
テ
レ
ビ
で
選
手
達
の
競
技
に
触

れ
ら
れ
た
こ
と
で
、多
く
の
人
の
障
が
い
者

に
対
す
る
感
覚
が
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
も
日
頃
か
ら
陸
上
競
技
の
選
手
と
は
交
流

が
あ
り
ま
し
た
。で
も
、こ
ん
な
に
た
く
さ
ん

の
競
技
を
観
た
の
は
初
め
て
。ラ
ケ
ッ
ト
を

口
に
く
わ
え
て
プ
レ
ー
す
る
卓
球
選
手
や
脚

で
弓
を
ひ
く
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
に
は
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
水
泳
は
水
着
姿
な
の
で
、

両
腕
が
な
か
っ
た
り
、脚
の
長
さ
が
違
っ
た

り
し
て
い
る
の
が
露
わ
に
な
り
ま
す
。そ
れ

で
も
上
手
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
全
力
で
泳

ぐ
姿
に
、「
失
わ
れ
た
も
の
を
数
え
る
な
、今

あ
る
も
の
を
最
大
限
生
か
そ
う
」と
い
う
グ

ッ
ト
マ
ン
博
士（
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
父
）の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
真
っ
す
ぐ
に
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。泳
ぎ
終
わ
っ
て
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
山
田
美
幸
さ
ん
が
亡
き
父
に
向
け
て「
私

も
カ
ッ
パ
に
な
り
ま
し
た
」と
。な
ん
て
可
愛

ら
し
い
選
手
な
の
で
し
ょ
う
。視
覚
障
が
い

の
木
村
敬
一
さ
ん
が
悲
願
の
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
。表
彰
台
で
君
が
代
が
流
れ
た
途
端
に
、身

を
崩
し
て
涙
す
る
姿
に
一
緒
に
泣
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。そ
し
て
最
後
を
飾
る
よ
う
に
マ

ラ
ソ
ン
で
道
下
美
里
さ
ん
が
金
メ
ダ
ル
に
。

競
技
中
は
一
時
雨
も
降
る
曇
り
空
だ
っ
た
の

に
、道
下
さ
ん
の
ゴ
ー
ル
の
瞬
間
だ
け
お
日

様
が
さ
し
ま
し
た
。い
つ
も
笑
顔
の
道
下
さ

ん
は
お
天
道
様
か
ら
も
愛
さ
れ
て
い
る
な
と

感
じ
た
の
で
す
。選
手
の
皆
さ
ん
、沢
山
の
感

動
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

閉
会
式
で
、国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

の
パ
ー
ソ
ン
ズ
会
長
が
、選
手
を「
金
継
ぎ
」

（
日
本
の
伝
統
的
修
復
技
法
）に
例
え
て
ご
挨

拶
さ
れ
た
こ
と
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
1
9
6
4
年
の
東
京
五
輪
で
は
新
幹
線
や

首
都
高
の
開
通
な
ど
ハ
ー
ド
面
で
の
レ
ガ
シ

ー
や
、ソ
フ
ト
面
で
は
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
や
フ

ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
が
誕
生
す
る
な
ど
の

レ
ガ
シ
ー
が
残
り
ま
し
た
。2
0
2
0
東
京

大
会
は
、国
立
競
技
場
な
ど
の
施
設
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、一
番
は
多
様
性
を
尊
重
す
る

気
持
が
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
残
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。正
に
、「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、み

地
の
街
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
が
出
来
ま

し
た
。パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
に
は
社
会
を
変
え
る

力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
関
連
の

新
た
な
旅

　
イ
ベ
ン
ト
か
ら
は
少
し
離
れ
ま
す
が
、ス

ポ
ー
ツ
に
関
係
し
た
旅
と
い
う
面
か
ら
感
じ

て
い
る
こ
と
を
少
々
。ア
ニ
メ
や
ド
ラ
マ
で

は
そ
の
舞
台
を
訪
問
す
る「
聖
地
巡
礼
」の
旅

が
あ
り
ま
す
。じ
ゃ
あ
ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
を

巡
る
旅
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か

と
。例
え
ば
大
リ
ー
グ
で
M
V
P
を
獲
得
し

た
大
谷
翔
平
さ
ん
。エ
ン
ゼ
ル
ス
や
大
谷
さ

ん
の
フ
ァ
ン
で
あ
れ
ば
、幼
少
期
に
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
し
て
い
た
公
園
、ラ
ン
ニ
ン
グ
し

て
い
た
遊
歩
道
、部
活
の
後
に
通
っ
て
い
た

食
堂
な
ど
、訪
れ
て
み
た
い
で
し
ょ
う
ね
。

N
B
A
で
活
躍
す
る
八
村
塁
さ
ん
が
ラ
ン
ニ

ン
グ
し
て
い
た
河
川
敷
、高
校
時
代
に
ダ
ン

ク
を
決
め
て
い
た
県
立
体
育
館
も
ど
う
で
し

ょ
う
。ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
の
歴
史
を
た
ど
る

旅
、マ
ラ
ソ
ン
選
手
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
が

出
て
き
た
ら
、私
が
ツ
ア
ー
に
同
行
し
て
解

説
し
た
い
な
ぁ
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞

台
と
な
っ
た
競
技
会
場
自
体
も
魅
力
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。開
閉
会
式
が
行
わ
れ
た
国
立

競
技
場
を
め
ぐ
る
ツ
ア
ー
、マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
の
コ
ー
ス
を
実
際
に
走
れ
る
ツ
ア
ー
、

そ
し
て
札
幌
に
は
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
に
距
離

表
示
の
銘
板
が
埋
め
込
ま
れ（
歩
道
に
）ま
し

た
。同
じ
コ
ー
ス
を
使
っ
た
メ
モ
リ
ア
ル
マ

ラ
ソ
ン
大
会
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、札
幌
に

行
っ
て
大
通
公
園
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
同

じ
コ
ー
ス
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
だ
け
で
も
、

テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
り
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
ぜ
ひ
訪
れ

て
欲
し
い
聖
地
が
あ
り
ま
す
。別
府
市
の「
太

陽
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」で
す
。日
本
の
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
父
と
言
わ
れ
る
中
村
裕
さ
ん
が
障

が
い
者
の
雇
用
の
た
め
に
創
立
し
た「
太
陽

の
家
」の
歴
史
や
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
が

分
か
り
、車
い
す
の
体
験
な
ど
も
出
来
ま
す
。

見
学
後
は
温
泉
で
ゆ
っ
た
り
。心
も
体
も
充

実
の
旅
に
な
り
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら

　
松
坂
大
輔
さ
ん
が
ス
ー
パ
ー
ル
ー
キ
ー
と

し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
1
9
9
9
年
、5
年
連

続
首
位
打
者
だ
っ
た
イ
チ
ロ
ー
さ
ん
と
初
対

決
す
る
試
合
。一
目
見
よ
う
と
西
武
球
場
は

5
万
人
の
大
観
衆
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。全
英

女
子
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
で
優
勝
し
た
渋
野
日

向
子
さ
ん
の
凱
旋
試
合
は
過
去
最
高
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
が
押
し
寄
せ
た
の
で
す
。ス
ポ
ー
ツ

を
盛
り
上
げ
る
に
は
ス
タ
ー
選
手
が
必
要
で

す
。実
力
は
も
ち
ろ
ん
、メ
デ
ィ
ア
に
も
露
出

し
て
言
動
も
注
目
さ
れ
る
選
手
で
あ
れ
ば
、

競
技
会
場
で「
観
た
い
」と
思
う
も
の
で
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は

じ
め
と
す
る
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
観
戦
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
ス
マ
ホ
で
観
る
人
も

増
え
て
い
ま
す
が
、や
は
り
会
場
に
足
を
運

ん
で
五
感
で
感
じ
て
欲
し
い
。多
く
の
人
が

会
場
に
足
を
運
び
た
く
な
る
よ
う
に
、競
技

団
体
や
選
手
は
じ
め
関
係
者
は
努
力
を
続
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。コ
ロ
ナ
禍
で
無
観

客
だ
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
、こ
れ
か
ら

が
勝
負
で
す
。

加
す
る
こ
と
を
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
は
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
日
本
で
の

大
会
な
ら
ぜ
ひ
応
援
に
行
っ
て
、観
光
も
し

よ
う
と
い
う
家
族
や
友
人
も
多
く
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
、国
内

で
も
全
国
各
地
か
ら
人
が
集
う
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
は
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
ま

す
。経
口
薬
は
じ
め
治
療
薬
が
普
及
し
、コ
ロ

ナ
前
と
同
様
に
大
会
が
開
か
れ
る
こ
と
を
切

に
願
い
ま
す
。な
か
で
も
経
済
効
果
の
面
か

ら
も
注
目
し
て
い
る
の
が
、ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
の
愛
称
を
も
つ
、「
全
国
健
康
福
祉
祭
」（
主

催
：
厚
生
労
働
省
、一
般
財
団
法
人
長
寿
社
会

開
発
セ
ン
タ
ー
）。60
歳
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
文
化
活
動
の
発
表
会
の
目
的
で
開
催
さ

れ
、毎
年
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
を
生

き
が
い
に
し
て
い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。あ
る
程
度
の
経
済
力
と
自
由
な
時
間
が

多
い
元
気
な
60
代
70
代
が
毎
回
約
50
万
人
参

加
し
て
い
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
す
。

　
2
0
0
9
年
の
北
海
道
・
札
幌
大
会
の
期

間
中
に
別
の
仕
事
で
札
幌
を
訪
れ
た
時
、新

千
歳
空
港
で
帰
路
に
つ
く
選
手
団
を
見
か
け

ま
し
た
。メ
モ
を
片
手
に
お
菓
子
を
大
量
に

購
入
。き
っ
と
家
族
や
ご
近
所
さ
ん
な
ど
に

買
っ
て
帰
る
の
で
し
ょ
う
。15
年
の
山
口
大

会
に
は
視
察
に
行
き
ま
し
た
が
、開
会
式
が

始
ま
る
前
か
ら
売
店
に
並
ぶ
選
手
の
皆
さ
ん

が
。「
今
か
ら
開
会
式
で
す
け
ど
大
丈
夫
で
す

か
」と
聞
く
と
、「
フ
グ
セ
ッ
ト
を
宅
配
便
で

送
る
の
よ
。娘
か
ら
頼
ま
れ
た
か
ら
売
り
切

れ
る
前
に
早
く
買
わ
な
い
と
」と
ハ
ツ
ラ
ツ

と
し
た
声
で
。

　
そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
の
国
際
版
が「
ワ
ー
ル

ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
」で
す
。1
9
8
5

年
か
ら
4
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
、前
回
大
会

（
2
0
1
7
年
）は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ

ー
ク
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
1
0
0
か
国
か
ら

2
8
、5
7
8
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

30
歳
以
上
と
銘
打
っ
て
い
ま
す
が
、実
際
は

熟
年
世
代
が
中
心
。し
か
も
選
手
に
加
え
て

家
族
も
一
緒
に
観
光
も
兼
ね
て
訪
問
す
る
こ

と
が
多
い
そ
う
で
す
の
で
、経
済
効
果
は
か

な
り
の
も
の
に
な
り
ま
す
。そ
の
大
会
が

2
0
2
2
年
5
月
に
関
西
で
行
わ
れ
る
の
で

す
。コ
ロ
ナ
前
に
大
阪
に
行
っ
た
と
き
に
ワ

ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
と
万
博
の
ロ

ゴ
は
よ
く
目
に
し
ま
し
た
が
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、パ
ラ
リ
ピ
ッ
ク
の
ポ
ス
タ
ー
を
ほ
と
ん

ど
見
か
け
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

地
か
ら
離
れ
た
地
域
で
は
盛
り
上
が
り
に
欠

け
ま
す
。

　
ぜ
ひ
盛
り
上
げ
た
い
の
が
2
0
2
2
年
夏

に
行
わ
れ
る
神
戸
世
界
パ
ラ
陸
上
競
技
選
手

権（
実
は
私
が
大
会
組
織
委
員
会
会
長
を
拝

命
し
て
い
ま
す
）で
す
。東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
大
き
な
感
動
が
広
が
り
ま
し
た
。パ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
を
実
際
に
観
た
い
人
も
多
く
な
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。こ
の
機
運
を
終

わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
観

る
、す
る
、支
え
る
こ
と
が
日
常
に
な
る
よ
う

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

は
、障
が
い
者
や
高
齢
者
に
優
し
い
街
の
実

現
に
つ
な
が
り
ま
す
。2
0
1
4
年
の
ソ
チ

大
会
で
は
街
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
が
作

成
さ
れ
、そ
の
後
そ
れ
を
真
似
て
ロ
シ
ア
各

　
日
本
文
化
は
私
た
ち
が
想
像
す
る
以
上
に

海
外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。私

は「
世
界
！
ニ
ッ
ポ
ン
行
き
た
い
人
応
援
団
」

（
テ
レ
ビ
東
京
系
）の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当

し
て
い
ま
す
が
、世
界
中
に
日
本
文
化
を
尊

敬
し
、愛
し
、学
び
、日
本
に
行
き
た
い
人
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
に
い
つ
も
驚
か
さ
れ
て

い
ま
す
。ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
は
大
規
模
な
盆
踊
り
大
会
が
あ
り
、ポ
ー

ラ
ン
ド
・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
は
毎
年
日
本
祭
り

が
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。2
0
1
9
年

の
ド
バ
イ
世
界
パ
ラ
陸
上
の
時
、日
本
代
表

ジ
ャ
ー
ジ
を
着
て
い
る
と
、数
多
く
の
ア
ス

リ
ー
ト
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
ま
し
た
。「
来

年
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
に
行
く
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」「
東
京
は
憧
れ
の
街

な
ん
で
す
」等
々
目
を
キ
ラ
キ
ラ
し
な
が
ら
。

日
本
で
行
わ
れ
る
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参

北京五輪会場前にてヒースロー空港の通路

天安門広場を走る

特別寄稿東京2020大会から、その先へ
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さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、開
催
国
の
市
民

の
意
識
改
革
に
つ
な
が
り
、旅
行
者
を
受
け

入
れ
る
素
地
が
増
す
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
エ
ポ
ッ
ク

メ
イ
キ
ン
グ
な
大
会
で
し
た
。さ
す
が
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
発
祥
の
国
。パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
注
目
度
が
飛
躍
的
に
高
ま
っ
た
の
で
す
。

大
会
前
の
4
月
、マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
下
見

も
兼
ね
て
貯
ま
っ
た
マ
イ
ル
で
ロ
ン
ド
ン
に

旅
行
へ
行
っ
た
時
の
こ
と
。ヒ
ー
ス
ロ
ー
空

港
に
着
く
と
通
路
の
右
側
の
壁
に
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
ス
タ
ー
選
手
た
ち
が
。そ
し
て
左
側

に
は
同
じ
サ
イ
ズ
で
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選

手
た
ち
。対
等
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
現
地
に

行
き
ま
し
た
が
、2
8
0
万
枚
の
チ
ケ
ッ
ト

は
完
売
し
、競
技
会
場
は
ど
こ
も
満
席
。陸
上

競
技
場
は
8
万
人
を
超
え
る
大
観
衆
で
し

た
。大
会
の
レ
ガ
シ
ー
と
い
う
言
葉
が
頻
繁

に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、ロ
ン
ド

ン
大
会
が
き
っ
か
け
で
す
。

 

日
本
の
魅
力
発
信

　
今
回
の
東
京
大
会
は
海
外
か
ら
の
観
客
受

け
入
れ
を
断
念
し
た
た
め
、経
済
効
果
は
激

減
し
ま
し
た
。来
日
し
た
選
手
た
ち
は
バ
ブ

ル（
隔
離
）方
式
の
た
め
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
で

の
直
接
的
な
市
民
交
流
も
出
来
ず
、当
初
予

定
し
て
い
た
こ
と
の
多
く
が
省
略
さ
れ
、単

な
る
競
技
会
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
側
面
は
否

め
ま
せ
ん
。で
も
リ
モ
ー
ト
で
会
話
し
た
り
、

沿
道
で
選
手
の
乗
る
バ
ス
に
向
か
っ
て
エ
ー

ル
を
送
っ
た
り
、各
地
が
独
自
で
工
夫
し
た

心
温
ま
る
交
流
も
数
多
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
中
継

さ
れ
、マ
ラ
ソ
ン
で
は
五
輪
で
札
幌
、パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
東
京
の
景
色
が
全
世
界
に
発
信

さ
れ
ま
し
た
。ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
で
は
東
京

臨
海
部
の
都
市
美
、自
転
車
の
ロ
ー
ド
競
技

で
は
日
本
の
自
然
の
豊
か
さ
も
。

　
そ
し
て
何
よ
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
発
信
が
注

目
を
集
め
ま
し
た
。選
手
や
メ
デ
ィ
ア
関
係

者
に
よ
る
発
信
が
世
界
中
で
話
題
に
な
っ
た

の
で
す
。自
由
な
行
動
は
出
来
な
か
っ
た
も

の
の
、選
手
村
の
部
屋
か
ら
撮
っ
た
東
京
湾

岸
の
都
市
美
を
は
じ
め
と
す
る
景
色
の
美
し

さ
は
数
多
く
の「
い
い
ね
」を
集
め
て
い
ま
し

た
し
、選
手
村
の
料
理
の
お
い
し
さ
も
話
題

に
。福
島
産
の
桃
が
大
好
評
だ
っ
た
の
は
本

当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。日
本
人
の
親
切
さ

を
紹
介
す
る
も
の
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
デ
ザ
ー
ト

の
充
実
ぶ
り
ま
で
。メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
な
く

個
人
が
情
報
発
信
す
る
時
代
特
有
の
カ
タ
チ

で
日
本
の
魅
力
が
世
界
中
に
発
信
さ
れ
ま
し

た
。世
界
各
地
を
転
戦
し
て
い
る
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
数
多
く
の
人
が
見
て

い
ま
す
。そ
ん
な
人
が
日
本
の
魅
力
を
伝
え

る
こ
と
は「
行
っ
て
み
た
い
」と
い
う
気
持
ち

に
直
結
す
る
で
し
ょ
う
。

　
私
も
日
本
の
魅
力
発
信
に
一
役
買
お
う

と
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
表
彰
式
の
プ
レ
ゼ

ン
タ
ー
を
依
頼
さ
れ
た
の
で
選
手
へ
の
お
持

て
な
し
を
決
意
。朝
か
ら
ヘ
ア
メ
イ
ク
＆
着

付
け
を
し
て
、色
留
袖
姿（
も
ち
ろ
ん
レ
ン
タ

ル
）で
表
彰
式
に
臨
み
ま
し
た
。2
人
一
組
で

行
う
の
で
す
が
、も
う
一
人
が
白
い
布
を
ま

と
っ
た
よ
う
な
正
装
の
ア
ラ
ブ
系
の
男
性
。

王
族
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
そ
の
男
性
と
片
言

の
英
語
で
会
話
し
ま
し
た
が
、「
私
た
ち
は
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ウ
エ
ア
で
い
い
コ
ン
ビ
だ
。あ
な

た
は
キ
レ
イ
、ど
う
だ
、私
の
7
番
目
の
妻
に

な
ら
な
い
か
」と（
も
ち
ろ
ん
冗
談
で
）。爆
笑

で
し
た
。来
年
神
戸
で
世
界
パ
ラ
陸
上
競
技

選
手
権
が
行
わ
れ
ま
す
が
、何
日
か
は
和
装

で
キ
メ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ん
な
い
い
」。金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
言
葉
で

す
。連
日
の
よ
う
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
テ

レ
ビ
で
観
て
い
た
甥
っ
子
は「
車
い
す
テ
ニ

ス
が
面
白
か
っ
た
」「
今
度
一
緒
に
ボ
ッ
チ
ャ

し
よ
う
よ
」と
、パ
ラ
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま

せ
ん
。昭
和
生
ま
れ
の
私
た
ち
よ
り
も
今
の

子
ど
も
た
ち
の
方
が
多
様
性
を
自
然
と
受
け

入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

 

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間

中
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
ク
ラ
ス
タ
ー

も
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。選
手
の
み
な
ら

ず
、審
判
や
運
営
ス
タ
ッ
フ
、メ
デ
ィ
ア
関
係

者
も
全
員
が
2
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
済
ま

せ
、か
つ
頻
繁
に
P
C
R
検
査
を
受
け
ま
し

た
が
、そ
の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。大
会
側
は

宿
泊
療
養
施
設
を
3
0
0
室
用
意
し
て
い
ま

し
た
が
、使
用
し
た
の
は
49
人
で
、余
剰
分
は

都
民
の
感
染
者
用
に
転
用
し
た
そ
う
で
す
。

私
も
毎
日
検
温
し
、3
日
に
1
回
は
P
C
R

検
査
を
受
け
、自
宅
か
ら
国
立
競
技
場
に
地

下
鉄
で
通
い
ま
し
た
。東
京
都
内
で
は
競
技

会
場
の
中
が
一
番
安
全
と
感
じ
た
も
の
で

す
。今
後
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
す
る
国
際
大
会

の
お
手
本
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
さ
っ
そ
く
今
冬
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
観
客
を
自
国
民
に
限

定
す
る
こ
と
で
、世
界
的
な
感
染
拡
大
に
つ

な
が
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。観
戦

ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
る
の
は
お
預
け
で
す

が
、3
年
後
の
パ
リ
を
楽
し
み
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
訪
れ
た

国
際
大
会
で

　
私
が
メ
デ
ィ
ア
の
一
員
と
し
て
参
加
す
る

国
際
大
会
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
世
界
陸
上

競
技
選
手
権
で
す
。現
役
を
引
退
し
て
初
め

て
の
国
際
大
会
は
1
9
9
3
年
の
シ
ュ
ツ
ッ

ト
ガ
ル
ト（
ド
イ
ツ
）世
界
陸
上
で
し
た
。当

時
の
ス
タ
ー
選
手
は
何
と
い
っ
て
も
カ
ー

ル
・
ル
イ
ス
さ
ん
。棒
高
跳
び
の
セ
ル
ゲ
イ
・

ブ
ブ
カ
さ
ん
も
6
m
ジ
ャ
ン
プ
で
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
は
浅
利
純

子
さ
ん
が
日
本
女
子
初
の
世
界
大
会
マ
ラ
ソ

ン
金
メ
ダ
ル
に
輝
き
、解
説
し
た
私
も
注
目

さ
れ
、今
で
も
浅
利
さ
ん
と
は
親
し
く
お
付

き
合
い
し
て
い
ま
す
。た
だ
、初
め
て
の
大
き

な
大
会
の
解
説
で
緊
張
し
て
い
た
せ
い
か
、

町
の
様
子
や
食
べ
物
、観
光
地
な
ど
、何
も
覚

え
て
い
な
い
の
が
残
念
で
す
。あ
、タ
ク
シ
ー

が
ベ
ン
ツ
で
驚
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
96
年
の
ア
ト
ラ
ン
タ
五

輪
か
ら
。そ
の
後
2
年
ご
と
の
世
界
陸
上
と

4
年
ご
と
の
五
輪
に
す
べ
て
解
説
で
現
地
に

行
き
ま
し
た
。野
口
み
ず
き
さ
ん
が
金
メ
ダ

ル
に
輝
い
た
04
年
の
ア
テ
ネ
五
輪
で
は
、レ

ー
ス
1
週
間
前
に
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
下
見

に
出
か
け
る
と
、工
事
中
で
通
れ
な
い
の
で

す
。掘
る
と
遺
跡
が
出
て
き
て
考
古
学
者
が

現
れ
工
事
が
ス
ト
ッ
プ
。間
に
合
う
か
し
ら

と
心
配
し
ま
し
た
が
、何
事
も
な
か
っ
た
か

の
よ
う
に
レ
ー
ス
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
北
京
へ
は
、07
年
の
北
京
国
際

マ
ラ
ソ
ン
、08
年
4
月
の
マ
ラ
ソ
ン
テ
ス
ト

イ
ベ
ン
ト
、8
月
の
五
輪
本
番
、15
年
の
世
界

選
手
権
と
4
回
行
き
ま
し
た
。世
界
的
な
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
地
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
か
、身
を
も
っ
て
感
じ
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。

　
最
初
に
北
京
へ
行
っ
た
時
、ホ
テ
ル
の
近

く
を
朝
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
と
、パ
ジ
ャ
マ
姿

で
散
歩
す
る
人
に
数
多
く
出
会
い
ま
し
た
。

パ
ジ
ャ
マ
が
裕
福
さ
の
象
徴
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し

た
。天
安
門
広
場
に
観
光
に
行
き
ま
し
た
が
、

地
下
鉄
で
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
に
は
閉
口
し
ま

し
た
。乗
降
時
の
割
り
込
み
、大
声
で
話
す
、

席
に
荷
物
を
置
い
て
独
占
す
る
、挙
げ
た
ら

キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。で
も
五
輪
を
き
っ
か

け
に
大
き
く
変
わ
っ
た
の
で
す
。2
0
1
5

年
の
世
界
選
手
権
の
時
に
は
殆
ど
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た（
車
の
運
転
マ
ナ
ー

を
除
き
）。世
界
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を

き
っ
か
け
に
、色
々
な
こ
と
が
洗
練
さ
れ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
2
0
0
0
年
の
シ
ド
ニ
ー
五
輪
で
は
あ
か

ら
さ
ま
に
人
種
差
別
を
受
け
ま
し
た
。レ
ス

ト
ラ
ン
で
は
入
り
口
近
く
や
ト
イ
レ
の
そ
ば

の
席
に
案
内
さ
れ
ま
し
た
。窓
際
や
落
ち
着

い
た
席
が
空
い
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
…
。

そ
れ
が
2
0
1
5
年
に
旅
行
で
シ
ド
ニ
ー
に

行
っ
た
と
き
に
は
全
く
感
じ
な
か
っ
た
の

で
、進
歩
し
ま
し
た
。余
談
で
す
が
、日
本
も

1
9
6
4
年
の
東
京
五
輪
を
き
っ
か
け
に
大

き
く
変
わ
っ
た
そ
う
で
す
。例
え
ば
立
小
便

禁
止
。そ
れ
ま
で
は
道
端
で
用
を
た
す
男
性

は
珍
し
く
な
か
っ
た
そ
う
。途
上
国
で
開
催

東
京
2
0
2
0
大
会

を
振
り
返
っ
て

　
夏
に
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、始
ま
る
前
か
ら
長
い

マ
ラ
ソ
ン
で
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
一
年
延
期

と
な
り
、そ
の
間
も
中
止
を
求
め
る
声
が
あ

り
、選
手
の
中
に
は「
練
習
を
し
て
い
て
い
い

の
だ
ろ
う
か
？
」と
涙
す
る
人
も
。戸
惑
い
な

が
ら
も
前
に
進
み
、心
の
ス
タ
ミ
ナ
を
試
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
本
番
は
無
観
客

で
す
。声
援
が
な
い
中
で
の
競
技
は
な
か
な

か
調
子
に
乗
れ
な
い
も
の
。私
は
選
手
の
頃
、

沿
道
の
声
援
に
ど
れ
ほ
ど
背
中
を
押
さ
れ
た

こ
と
か
。こ
の
環
境
の
中
で
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
選
手
は
本
当
に
凄
い
と
思
い
ま
す
。ま

た
メ
ダ
ル
獲
得
、入
賞
は
出
来
な
く
て
も
、自

己
ベ
ス
ト
を
出
し
た
選
手
は
立
派
で
す
。

　
テ
レ
ビ
観
戦
や
取
材
、解
説
を
し
な
が
ら
、

改
め
て
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
届
く
偉
大
な
力
を
感

じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。ウ
ソ
や

ま
ぐ
れ
が
な
い
か
ら
で
す
。体
で
紡
い
だ
努

力
の
時
間
が
感
じ
ら
れ
る
肉
体
で
、緊
張
し

な
が
ら
も
力
を
出
し
切
る
。ス
タ
ミ
ナ
、ス
ピ

ー
ド
、技
、表
現
力
な
ど
究
極
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
通
し
て
沢
山
の
教
訓
が
あ
り
ま
し

た
。水
谷
隼
さ
ん
、伊
藤
美
誠
さ
ん
の
混
合
ダ

ブ
ル
ス
大
逆
転
の
金
メ
ダ
ル
か
ら「
諦
め
な

け
れ
ば
、最
後
ま
で
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
」と
つ
く
づ
く
思
っ
た
り
、ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
で
の
皆
で
励
ま
し
合
い
、讃
え
合
う
姿

に
、ス
ポ
ー
ツ
の
語
源
、デ
ポ
ル
タ
ー
レ（
戯

れ
る
、楽
し
む
な
ど
）を
思
い
出
し
た
り
。ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
…
感
動
が
蘇
り
ま
す
。

　
そ
し
て
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、母
国
開
催

に
よ
り
毎
日
テ
レ
ビ
で
選
手
達
の
競
技
に
触

れ
ら
れ
た
こ
と
で
、多
く
の
人
の
障
が
い
者

に
対
す
る
感
覚
が
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
も
日
頃
か
ら
陸
上
競
技
の
選
手
と
は
交
流

が
あ
り
ま
し
た
。で
も
、こ
ん
な
に
た
く
さ
ん

の
競
技
を
観
た
の
は
初
め
て
。ラ
ケ
ッ
ト
を

口
に
く
わ
え
て
プ
レ
ー
す
る
卓
球
選
手
や
脚

で
弓
を
ひ
く
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
に
は
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
水
泳
は
水
着
姿
な
の
で
、

両
腕
が
な
か
っ
た
り
、脚
の
長
さ
が
違
っ
た

り
し
て
い
る
の
が
露
わ
に
な
り
ま
す
。そ
れ

で
も
上
手
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
全
力
で
泳

ぐ
姿
に
、「
失
わ
れ
た
も
の
を
数
え
る
な
、今

あ
る
も
の
を
最
大
限
生
か
そ
う
」と
い
う
グ

ッ
ト
マ
ン
博
士（
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
父
）の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
真
っ
す
ぐ
に
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。泳
ぎ
終
わ
っ
て
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
山
田
美
幸
さ
ん
が
亡
き
父
に
向
け
て「
私

も
カ
ッ
パ
に
な
り
ま
し
た
」と
。な
ん
て
可
愛

ら
し
い
選
手
な
の
で
し
ょ
う
。視
覚
障
が
い

の
木
村
敬
一
さ
ん
が
悲
願
の
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
。表
彰
台
で
君
が
代
が
流
れ
た
途
端
に
、身

を
崩
し
て
涙
す
る
姿
に
一
緒
に
泣
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。そ
し
て
最
後
を
飾
る
よ
う
に
マ

ラ
ソ
ン
で
道
下
美
里
さ
ん
が
金
メ
ダ
ル
に
。

競
技
中
は
一
時
雨
も
降
る
曇
り
空
だ
っ
た
の

に
、道
下
さ
ん
の
ゴ
ー
ル
の
瞬
間
だ
け
お
日

様
が
さ
し
ま
し
た
。い
つ
も
笑
顔
の
道
下
さ

ん
は
お
天
道
様
か
ら
も
愛
さ
れ
て
い
る
な
と

感
じ
た
の
で
す
。選
手
の
皆
さ
ん
、沢
山
の
感

動
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

閉
会
式
で
、国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

の
パ
ー
ソ
ン
ズ
会
長
が
、選
手
を「
金
継
ぎ
」

（
日
本
の
伝
統
的
修
復
技
法
）に
例
え
て
ご
挨

拶
さ
れ
た
こ
と
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
1
9
6
4
年
の
東
京
五
輪
で
は
新
幹
線
や

首
都
高
の
開
通
な
ど
ハ
ー
ド
面
で
の
レ
ガ
シ

ー
や
、ソ
フ
ト
面
で
は
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
や
フ

ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
が
誕
生
す
る
な
ど
の

レ
ガ
シ
ー
が
残
り
ま
し
た
。2
0
2
0
東
京

大
会
は
、国
立
競
技
場
な
ど
の
施
設
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、一
番
は
多
様
性
を
尊
重
す
る

気
持
が
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
残
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。正
に
、「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、み

地
の
街
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
が
出
来
ま

し
た
。パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
に
は
社
会
を
変
え
る

力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
関
連
の

新
た
な
旅

　
イ
ベ
ン
ト
か
ら
は
少
し
離
れ
ま
す
が
、ス

ポ
ー
ツ
に
関
係
し
た
旅
と
い
う
面
か
ら
感
じ

て
い
る
こ
と
を
少
々
。ア
ニ
メ
や
ド
ラ
マ
で

は
そ
の
舞
台
を
訪
問
す
る「
聖
地
巡
礼
」の
旅

が
あ
り
ま
す
。じ
ゃ
あ
ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
を

巡
る
旅
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か

と
。例
え
ば
大
リ
ー
グ
で
M
V
P
を
獲
得
し

た
大
谷
翔
平
さ
ん
。エ
ン
ゼ
ル
ス
や
大
谷
さ

ん
の
フ
ァ
ン
で
あ
れ
ば
、幼
少
期
に
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
し
て
い
た
公
園
、ラ
ン
ニ
ン
グ
し

て
い
た
遊
歩
道
、部
活
の
後
に
通
っ
て
い
た

食
堂
な
ど
、訪
れ
て
み
た
い
で
し
ょ
う
ね
。

N
B
A
で
活
躍
す
る
八
村
塁
さ
ん
が
ラ
ン
ニ

ン
グ
し
て
い
た
河
川
敷
、高
校
時
代
に
ダ
ン

ク
を
決
め
て
い
た
県
立
体
育
館
も
ど
う
で
し

ょ
う
。ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
の
歴
史
を
た
ど
る

旅
、マ
ラ
ソ
ン
選
手
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
が

出
て
き
た
ら
、私
が
ツ
ア
ー
に
同
行
し
て
解

説
し
た
い
な
ぁ
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞

台
と
な
っ
た
競
技
会
場
自
体
も
魅
力
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。開
閉
会
式
が
行
わ
れ
た
国
立

競
技
場
を
め
ぐ
る
ツ
ア
ー
、マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
の
コ
ー
ス
を
実
際
に
走
れ
る
ツ
ア
ー
、

そ
し
て
札
幌
に
は
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
に
距
離

表
示
の
銘
板
が
埋
め
込
ま
れ（
歩
道
に
）ま
し

た
。同
じ
コ
ー
ス
を
使
っ
た
メ
モ
リ
ア
ル
マ

ラ
ソ
ン
大
会
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、札
幌
に

行
っ
て
大
通
公
園
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
同

じ
コ
ー
ス
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
だ
け
で
も
、

テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
り
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
ぜ
ひ
訪
れ

て
欲
し
い
聖
地
が
あ
り
ま
す
。別
府
市
の「
太

陽
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」で
す
。日
本
の
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
父
と
言
わ
れ
る
中
村
裕
さ
ん
が
障

が
い
者
の
雇
用
の
た
め
に
創
立
し
た「
太
陽

の
家
」の
歴
史
や
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
が

分
か
り
、車
い
す
の
体
験
な
ど
も
出
来
ま
す
。

見
学
後
は
温
泉
で
ゆ
っ
た
り
。心
も
体
も
充

実
の
旅
に
な
り
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら

　
松
坂
大
輔
さ
ん
が
ス
ー
パ
ー
ル
ー
キ
ー
と

し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
1
9
9
9
年
、5
年
連

続
首
位
打
者
だ
っ
た
イ
チ
ロ
ー
さ
ん
と
初
対

決
す
る
試
合
。一
目
見
よ
う
と
西
武
球
場
は

5
万
人
の
大
観
衆
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。全
英

女
子
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
で
優
勝
し
た
渋
野
日

向
子
さ
ん
の
凱
旋
試
合
は
過
去
最
高
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
が
押
し
寄
せ
た
の
で
す
。ス
ポ
ー
ツ

を
盛
り
上
げ
る
に
は
ス
タ
ー
選
手
が
必
要
で

す
。実
力
は
も
ち
ろ
ん
、メ
デ
ィ
ア
に
も
露
出

し
て
言
動
も
注
目
さ
れ
る
選
手
で
あ
れ
ば
、

競
技
会
場
で「
観
た
い
」と
思
う
も
の
で
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は

じ
め
と
す
る
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
観
戦
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
ス
マ
ホ
で
観
る
人
も

増
え
て
い
ま
す
が
、や
は
り
会
場
に
足
を
運

ん
で
五
感
で
感
じ
て
欲
し
い
。多
く
の
人
が

会
場
に
足
を
運
び
た
く
な
る
よ
う
に
、競
技

団
体
や
選
手
は
じ
め
関
係
者
は
努
力
を
続
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。コ
ロ
ナ
禍
で
無
観

客
だ
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
、こ
れ
か
ら

が
勝
負
で
す
。

加
す
る
こ
と
を
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
は
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
日
本
で
の

大
会
な
ら
ぜ
ひ
応
援
に
行
っ
て
、観
光
も
し

よ
う
と
い
う
家
族
や
友
人
も
多
く
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
、国
内

で
も
全
国
各
地
か
ら
人
が
集
う
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
は
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
ま

す
。経
口
薬
は
じ
め
治
療
薬
が
普
及
し
、コ
ロ

ナ
前
と
同
様
に
大
会
が
開
か
れ
る
こ
と
を
切

に
願
い
ま
す
。な
か
で
も
経
済
効
果
の
面
か

ら
も
注
目
し
て
い
る
の
が
、ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
の
愛
称
を
も
つ
、「
全
国
健
康
福
祉
祭
」（
主

催
：
厚
生
労
働
省
、一
般
財
団
法
人
長
寿
社
会

開
発
セ
ン
タ
ー
）。60
歳
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
文
化
活
動
の
発
表
会
の
目
的
で
開
催
さ

れ
、毎
年
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
を
生

き
が
い
に
し
て
い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。あ
る
程
度
の
経
済
力
と
自
由
な
時
間
が

多
い
元
気
な
60
代
70
代
が
毎
回
約
50
万
人
参

加
し
て
い
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
す
。

　
2
0
0
9
年
の
北
海
道
・
札
幌
大
会
の
期

間
中
に
別
の
仕
事
で
札
幌
を
訪
れ
た
時
、新

千
歳
空
港
で
帰
路
に
つ
く
選
手
団
を
見
か
け

ま
し
た
。メ
モ
を
片
手
に
お
菓
子
を
大
量
に

購
入
。き
っ
と
家
族
や
ご
近
所
さ
ん
な
ど
に

買
っ
て
帰
る
の
で
し
ょ
う
。15
年
の
山
口
大

会
に
は
視
察
に
行
き
ま
し
た
が
、開
会
式
が

始
ま
る
前
か
ら
売
店
に
並
ぶ
選
手
の
皆
さ
ん

が
。「
今
か
ら
開
会
式
で
す
け
ど
大
丈
夫
で
す

か
」と
聞
く
と
、「
フ
グ
セ
ッ
ト
を
宅
配
便
で

送
る
の
よ
。娘
か
ら
頼
ま
れ
た
か
ら
売
り
切

れ
る
前
に
早
く
買
わ
な
い
と
」と
ハ
ツ
ラ
ツ

と
し
た
声
で
。

　
そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
の
国
際
版
が「
ワ
ー
ル

ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
」で
す
。1
9
8
5

年
か
ら
4
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
、前
回
大
会

（
2
0
1
7
年
）は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ

ー
ク
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
1
0
0
か
国
か
ら

2
8
、5
7
8
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

30
歳
以
上
と
銘
打
っ
て
い
ま
す
が
、実
際
は

熟
年
世
代
が
中
心
。し
か
も
選
手
に
加
え
て

家
族
も
一
緒
に
観
光
も
兼
ね
て
訪
問
す
る
こ

と
が
多
い
そ
う
で
す
の
で
、経
済
効
果
は
か

な
り
の
も
の
に
な
り
ま
す
。そ
の
大
会
が

2
0
2
2
年
5
月
に
関
西
で
行
わ
れ
る
の
で

す
。コ
ロ
ナ
前
に
大
阪
に
行
っ
た
と
き
に
ワ

ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
と
万
博
の
ロ

ゴ
は
よ
く
目
に
し
ま
し
た
が
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、パ
ラ
リ
ピ
ッ
ク
の
ポ
ス
タ
ー
を
ほ
と
ん

ど
見
か
け
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

地
か
ら
離
れ
た
地
域
で
は
盛
り
上
が
り
に
欠

け
ま
す
。

　
ぜ
ひ
盛
り
上
げ
た
い
の
が
2
0
2
2
年
夏

に
行
わ
れ
る
神
戸
世
界
パ
ラ
陸
上
競
技
選
手

権（
実
は
私
が
大
会
組
織
委
員
会
会
長
を
拝

命
し
て
い
ま
す
）で
す
。東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
大
き
な
感
動
が
広
が
り
ま
し
た
。パ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
を
実
際
に
観
た
い
人
も
多
く
な
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。こ
の
機
運
を
終

わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
観

る
、す
る
、支
え
る
こ
と
が
日
常
に
な
る
よ
う

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

は
、障
が
い
者
や
高
齢
者
に
優
し
い
街
の
実

現
に
つ
な
が
り
ま
す
。2
0
1
4
年
の
ソ
チ

大
会
で
は
街
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
が
作

成
さ
れ
、そ
の
後
そ
れ
を
真
似
て
ロ
シ
ア
各

　
日
本
文
化
は
私
た
ち
が
想
像
す
る
以
上
に

海
外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。私

は「
世
界
！
ニ
ッ
ポ
ン
行
き
た
い
人
応
援
団
」

（
テ
レ
ビ
東
京
系
）の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当

し
て
い
ま
す
が
、世
界
中
に
日
本
文
化
を
尊

敬
し
、愛
し
、学
び
、日
本
に
行
き
た
い
人
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
に
い
つ
も
驚
か
さ
れ
て

い
ま
す
。ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
は
大
規
模
な
盆
踊
り
大
会
が
あ
り
、ポ
ー

ラ
ン
ド
・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
は
毎
年
日
本
祭
り

が
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。2
0
1
9
年

の
ド
バ
イ
世
界
パ
ラ
陸
上
の
時
、日
本
代
表

ジ
ャ
ー
ジ
を
着
て
い
る
と
、数
多
く
の
ア
ス

リ
ー
ト
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
ま
し
た
。「
来

年
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
に
行
く
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」「
東
京
は
憧
れ
の
街

な
ん
で
す
」等
々
目
を
キ
ラ
キ
ラ
し
な
が
ら
。

日
本
で
行
わ
れ
る
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参

北京五輪会場前にてヒースロー空港の通路

天安門広場を走る
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増
田
明
美（
ま
す
だ・あ
け
み
）

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、大
阪
芸
術
大
学
教
授
。

１
９
６
４
年
、千
葉
県
い
す
み
市
生
ま
れ
。成
田
高
校

在
学
中
、長
距
離
種
目
で
次
々
に
日
本
記
録
を
樹
立

す
る
。現
役
引
退
後
、永
六
輔
さ
ん
と
出
会
い
、現
場

に
足
を
運
ぶ〝
取
材
〞の
大
切
さ
を
教
え
ら
れ
大
き
な

影
響
を
受
け
る
。現
在
は
コ
ラ
ム
執
筆
の
他
、新
聞
紙

上
で
の
人
生
相
談
や
テ
レ
ビ
番
組
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
で
も
活
躍
中
。２
０
１
７
年
４
月
〜
９
月
に
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
ひ
よ
っ
こ
」の
語
り
も
務

め
た
。日
本
パ
ラ
陸
上
競
技
連
盟
会
長
、全
国
高
等
学

校
体
育
連
盟
理
事
、日
本
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
協
会
理
事
。

さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、開
催
国
の
市
民

の
意
識
改
革
に
つ
な
が
り
、旅
行
者
を
受
け

入
れ
る
素
地
が
増
す
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
エ
ポ
ッ
ク

メ
イ
キ
ン
グ
な
大
会
で
し
た
。さ
す
が
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
発
祥
の
国
。パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
注
目
度
が
飛
躍
的
に
高
ま
っ
た
の
で
す
。

大
会
前
の
4
月
、マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
下
見

も
兼
ね
て
貯
ま
っ
た
マ
イ
ル
で
ロ
ン
ド
ン
に

旅
行
へ
行
っ
た
時
の
こ
と
。ヒ
ー
ス
ロ
ー
空

港
に
着
く
と
通
路
の
右
側
の
壁
に
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
ス
タ
ー
選
手
た
ち
が
。そ
し
て
左
側

に
は
同
じ
サ
イ
ズ
で
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選

手
た
ち
。対
等
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
現
地
に

行
き
ま
し
た
が
、2
8
0
万
枚
の
チ
ケ
ッ
ト

は
完
売
し
、競
技
会
場
は
ど
こ
も
満
席
。陸
上

競
技
場
は
8
万
人
を
超
え
る
大
観
衆
で
し

た
。大
会
の
レ
ガ
シ
ー
と
い
う
言
葉
が
頻
繁

に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、ロ
ン
ド

ン
大
会
が
き
っ
か
け
で
す
。

 

日
本
の
魅
力
発
信

　
今
回
の
東
京
大
会
は
海
外
か
ら
の
観
客
受

け
入
れ
を
断
念
し
た
た
め
、経
済
効
果
は
激

減
し
ま
し
た
。来
日
し
た
選
手
た
ち
は
バ
ブ

ル（
隔
離
）方
式
の
た
め
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
で

の
直
接
的
な
市
民
交
流
も
出
来
ず
、当
初
予

定
し
て
い
た
こ
と
の
多
く
が
省
略
さ
れ
、単

な
る
競
技
会
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
側
面
は
否

め
ま
せ
ん
。で
も
リ
モ
ー
ト
で
会
話
し
た
り
、

沿
道
で
選
手
の
乗
る
バ
ス
に
向
か
っ
て
エ
ー

ル
を
送
っ
た
り
、各
地
が
独
自
で
工
夫
し
た

心
温
ま
る
交
流
も
数
多
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
中
継

さ
れ
、マ
ラ
ソ
ン
で
は
五
輪
で
札
幌
、パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
東
京
の
景
色
が
全
世
界
に
発
信

さ
れ
ま
し
た
。ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
で
は
東
京

臨
海
部
の
都
市
美
、自
転
車
の
ロ
ー
ド
競
技

で
は
日
本
の
自
然
の
豊
か
さ
も
。

　
そ
し
て
何
よ
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
発
信
が
注

目
を
集
め
ま
し
た
。選
手
や
メ
デ
ィ
ア
関
係

者
に
よ
る
発
信
が
世
界
中
で
話
題
に
な
っ
た

の
で
す
。自
由
な
行
動
は
出
来
な
か
っ
た
も

の
の
、選
手
村
の
部
屋
か
ら
撮
っ
た
東
京
湾

岸
の
都
市
美
を
は
じ
め
と
す
る
景
色
の
美
し

さ
は
数
多
く
の「
い
い
ね
」を
集
め
て
い
ま
し

た
し
、選
手
村
の
料
理
の
お
い
し
さ
も
話
題

に
。福
島
産
の
桃
が
大
好
評
だ
っ
た
の
は
本

当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。日
本
人
の
親
切
さ

を
紹
介
す
る
も
の
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
デ
ザ
ー
ト

の
充
実
ぶ
り
ま
で
。メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
な
く

個
人
が
情
報
発
信
す
る
時
代
特
有
の
カ
タ
チ

で
日
本
の
魅
力
が
世
界
中
に
発
信
さ
れ
ま
し

た
。世
界
各
地
を
転
戦
し
て
い
る
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
数
多
く
の
人
が
見
て

い
ま
す
。そ
ん
な
人
が
日
本
の
魅
力
を
伝
え

る
こ
と
は「
行
っ
て
み
た
い
」と
い
う
気
持
ち

に
直
結
す
る
で
し
ょ
う
。

　
私
も
日
本
の
魅
力
発
信
に
一
役
買
お
う

と
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
表
彰
式
の
プ
レ
ゼ

ン
タ
ー
を
依
頼
さ
れ
た
の
で
選
手
へ
の
お
持

て
な
し
を
決
意
。朝
か
ら
ヘ
ア
メ
イ
ク
＆
着

付
け
を
し
て
、色
留
袖
姿（
も
ち
ろ
ん
レ
ン
タ

ル
）で
表
彰
式
に
臨
み
ま
し
た
。2
人
一
組
で

行
う
の
で
す
が
、も
う
一
人
が
白
い
布
を
ま

と
っ
た
よ
う
な
正
装
の
ア
ラ
ブ
系
の
男
性
。

王
族
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
そ
の
男
性
と
片
言

の
英
語
で
会
話
し
ま
し
た
が
、「
私
た
ち
は
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ウ
エ
ア
で
い
い
コ
ン
ビ
だ
。あ
な

た
は
キ
レ
イ
、ど
う
だ
、私
の
7
番
目
の
妻
に

な
ら
な
い
か
」と（
も
ち
ろ
ん
冗
談
で
）。爆
笑

で
し
た
。来
年
神
戸
で
世
界
パ
ラ
陸
上
競
技

選
手
権
が
行
わ
れ
ま
す
が
、何
日
か
は
和
装

で
キ
メ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ん
な
い
い
」。金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
言
葉
で

す
。連
日
の
よ
う
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
テ

レ
ビ
で
観
て
い
た
甥
っ
子
は「
車
い
す
テ
ニ

ス
が
面
白
か
っ
た
」「
今
度
一
緒
に
ボ
ッ
チ
ャ

し
よ
う
よ
」と
、パ
ラ
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま

せ
ん
。昭
和
生
ま
れ
の
私
た
ち
よ
り
も
今
の

子
ど
も
た
ち
の
方
が
多
様
性
を
自
然
と
受
け

入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

 

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間

中
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
ク
ラ
ス
タ
ー

も
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。選
手
の
み
な
ら

ず
、審
判
や
運
営
ス
タ
ッ
フ
、メ
デ
ィ
ア
関
係

者
も
全
員
が
2
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
済
ま

せ
、か
つ
頻
繁
に
P
C
R
検
査
を
受
け
ま
し

た
が
、そ
の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。大
会
側
は

宿
泊
療
養
施
設
を
3
0
0
室
用
意
し
て
い
ま

し
た
が
、使
用
し
た
の
は
49
人
で
、余
剰
分
は

都
民
の
感
染
者
用
に
転
用
し
た
そ
う
で
す
。

私
も
毎
日
検
温
し
、3
日
に
1
回
は
P
C
R

検
査
を
受
け
、自
宅
か
ら
国
立
競
技
場
に
地

下
鉄
で
通
い
ま
し
た
。東
京
都
内
で
は
競
技

会
場
の
中
が
一
番
安
全
と
感
じ
た
も
の
で

す
。今
後
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
す
る
国
際
大
会

の
お
手
本
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
さ
っ
そ
く
今
冬
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
観
客
を
自
国
民
に
限

定
す
る
こ
と
で
、世
界
的
な
感
染
拡
大
に
つ

な
が
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。観
戦

ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
る
の
は
お
預
け
で
す

が
、3
年
後
の
パ
リ
を
楽
し
み
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
訪
れ
た

国
際
大
会
で

　
私
が
メ
デ
ィ
ア
の
一
員
と
し
て
参
加
す
る

国
際
大
会
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
世
界
陸
上

競
技
選
手
権
で
す
。現
役
を
引
退
し
て
初
め

て
の
国
際
大
会
は
1
9
9
3
年
の
シ
ュ
ツ
ッ

ト
ガ
ル
ト（
ド
イ
ツ
）世
界
陸
上
で
し
た
。当

時
の
ス
タ
ー
選
手
は
何
と
い
っ
て
も
カ
ー

ル
・
ル
イ
ス
さ
ん
。棒
高
跳
び
の
セ
ル
ゲ
イ
・

ブ
ブ
カ
さ
ん
も
6
m
ジ
ャ
ン
プ
で
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
は
浅
利
純

子
さ
ん
が
日
本
女
子
初
の
世
界
大
会
マ
ラ
ソ

ン
金
メ
ダ
ル
に
輝
き
、解
説
し
た
私
も
注
目

さ
れ
、今
で
も
浅
利
さ
ん
と
は
親
し
く
お
付

き
合
い
し
て
い
ま
す
。た
だ
、初
め
て
の
大
き

な
大
会
の
解
説
で
緊
張
し
て
い
た
せ
い
か
、

町
の
様
子
や
食
べ
物
、観
光
地
な
ど
、何
も
覚

え
て
い
な
い
の
が
残
念
で
す
。あ
、タ
ク
シ
ー

が
ベ
ン
ツ
で
驚
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
96
年
の
ア
ト
ラ
ン
タ
五

輪
か
ら
。そ
の
後
2
年
ご
と
の
世
界
陸
上
と

4
年
ご
と
の
五
輪
に
す
べ
て
解
説
で
現
地
に

行
き
ま
し
た
。野
口
み
ず
き
さ
ん
が
金
メ
ダ

ル
に
輝
い
た
04
年
の
ア
テ
ネ
五
輪
で
は
、レ

ー
ス
1
週
間
前
に
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
下
見

に
出
か
け
る
と
、工
事
中
で
通
れ
な
い
の
で

す
。掘
る
と
遺
跡
が
出
て
き
て
考
古
学
者
が

現
れ
工
事
が
ス
ト
ッ
プ
。間
に
合
う
か
し
ら

と
心
配
し
ま
し
た
が
、何
事
も
な
か
っ
た
か

の
よ
う
に
レ
ー
ス
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
北
京
へ
は
、07
年
の
北
京
国
際

マ
ラ
ソ
ン
、08
年
4
月
の
マ
ラ
ソ
ン
テ
ス
ト

イ
ベ
ン
ト
、8
月
の
五
輪
本
番
、15
年
の
世
界

選
手
権
と
4
回
行
き
ま
し
た
。世
界
的
な
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
地
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
か
、身
を
も
っ
て
感
じ
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。

　
最
初
に
北
京
へ
行
っ
た
時
、ホ
テ
ル
の
近

く
を
朝
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
と
、パ
ジ
ャ
マ
姿

で
散
歩
す
る
人
に
数
多
く
出
会
い
ま
し
た
。

パ
ジ
ャ
マ
が
裕
福
さ
の
象
徴
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し

た
。天
安
門
広
場
に
観
光
に
行
き
ま
し
た
が
、

地
下
鉄
で
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
に
は
閉
口
し
ま

し
た
。乗
降
時
の
割
り
込
み
、大
声
で
話
す
、

席
に
荷
物
を
置
い
て
独
占
す
る
、挙
げ
た
ら

キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。で
も
五
輪
を
き
っ
か

け
に
大
き
く
変
わ
っ
た
の
で
す
。2
0
1
5

年
の
世
界
選
手
権
の
時
に
は
殆
ど
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た（
車
の
運
転
マ
ナ
ー

を
除
き
）。世
界
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を

き
っ
か
け
に
、色
々
な
こ
と
が
洗
練
さ
れ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
2
0
0
0
年
の
シ
ド
ニ
ー
五
輪
で
は
あ
か

ら
さ
ま
に
人
種
差
別
を
受
け
ま
し
た
。レ
ス

ト
ラ
ン
で
は
入
り
口
近
く
や
ト
イ
レ
の
そ
ば

の
席
に
案
内
さ
れ
ま
し
た
。窓
際
や
落
ち
着

い
た
席
が
空
い
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
…
。

そ
れ
が
2
0
1
5
年
に
旅
行
で
シ
ド
ニ
ー
に

行
っ
た
と
き
に
は
全
く
感
じ
な
か
っ
た
の

で
、進
歩
し
ま
し
た
。余
談
で
す
が
、日
本
も

1
9
6
4
年
の
東
京
五
輪
を
き
っ
か
け
に
大

き
く
変
わ
っ
た
そ
う
で
す
。例
え
ば
立
小
便

禁
止
。そ
れ
ま
で
は
道
端
で
用
を
た
す
男
性

は
珍
し
く
な
か
っ
た
そ
う
。途
上
国
で
開
催

東
京
2
0
2
0
大
会

を
振
り
返
っ
て

　
夏
に
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、始
ま
る
前
か
ら
長
い

マ
ラ
ソ
ン
で
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
一
年
延
期

と
な
り
、そ
の
間
も
中
止
を
求
め
る
声
が
あ

り
、選
手
の
中
に
は「
練
習
を
し
て
い
て
い
い

の
だ
ろ
う
か
？
」と
涙
す
る
人
も
。戸
惑
い
な

が
ら
も
前
に
進
み
、心
の
ス
タ
ミ
ナ
を
試
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
本
番
は
無
観
客

で
す
。声
援
が
な
い
中
で
の
競
技
は
な
か
な

か
調
子
に
乗
れ
な
い
も
の
。私
は
選
手
の
頃
、

沿
道
の
声
援
に
ど
れ
ほ
ど
背
中
を
押
さ
れ
た

こ
と
か
。こ
の
環
境
の
中
で
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
選
手
は
本
当
に
凄
い
と
思
い
ま
す
。ま

た
メ
ダ
ル
獲
得
、入
賞
は
出
来
な
く
て
も
、自

己
ベ
ス
ト
を
出
し
た
選
手
は
立
派
で
す
。

　
テ
レ
ビ
観
戦
や
取
材
、解
説
を
し
な
が
ら
、

改
め
て
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
届
く
偉
大
な
力
を
感

じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。ウ
ソ
や

ま
ぐ
れ
が
な
い
か
ら
で
す
。体
で
紡
い
だ
努

力
の
時
間
が
感
じ
ら
れ
る
肉
体
で
、緊
張
し

な
が
ら
も
力
を
出
し
切
る
。ス
タ
ミ
ナ
、ス
ピ

ー
ド
、技
、表
現
力
な
ど
究
極
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
通
し
て
沢
山
の
教
訓
が
あ
り
ま
し

た
。水
谷
隼
さ
ん
、伊
藤
美
誠
さ
ん
の
混
合
ダ

ブ
ル
ス
大
逆
転
の
金
メ
ダ
ル
か
ら「
諦
め
な

け
れ
ば
、最
後
ま
で
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
」と
つ
く
づ
く
思
っ
た
り
、ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
で
の
皆
で
励
ま
し
合
い
、讃
え
合
う
姿

に
、ス
ポ
ー
ツ
の
語
源
、デ
ポ
ル
タ
ー
レ（
戯

れ
る
、楽
し
む
な
ど
）を
思
い
出
し
た
り
。ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
…
感
動
が
蘇
り
ま
す
。

　
そ
し
て
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、母
国
開
催

に
よ
り
毎
日
テ
レ
ビ
で
選
手
達
の
競
技
に
触

れ
ら
れ
た
こ
と
で
、多
く
の
人
の
障
が
い
者

に
対
す
る
感
覚
が
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
も
日
頃
か
ら
陸
上
競
技
の
選
手
と
は
交
流

が
あ
り
ま
し
た
。で
も
、こ
ん
な
に
た
く
さ
ん

の
競
技
を
観
た
の
は
初
め
て
。ラ
ケ
ッ
ト
を

口
に
く
わ
え
て
プ
レ
ー
す
る
卓
球
選
手
や
脚

で
弓
を
ひ
く
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
に
は
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
水
泳
は
水
着
姿
な
の
で
、

両
腕
が
な
か
っ
た
り
、脚
の
長
さ
が
違
っ
た

り
し
て
い
る
の
が
露
わ
に
な
り
ま
す
。そ
れ

で
も
上
手
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
全
力
で
泳

ぐ
姿
に
、「
失
わ
れ
た
も
の
を
数
え
る
な
、今

あ
る
も
の
を
最
大
限
生
か
そ
う
」と
い
う
グ

ッ
ト
マ
ン
博
士（
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
父
）の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
真
っ
す
ぐ
に
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。泳
ぎ
終
わ
っ
て
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
山
田
美
幸
さ
ん
が
亡
き
父
に
向
け
て「
私

も
カ
ッ
パ
に
な
り
ま
し
た
」と
。な
ん
て
可
愛

ら
し
い
選
手
な
の
で
し
ょ
う
。視
覚
障
が
い

の
木
村
敬
一
さ
ん
が
悲
願
の
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
。表
彰
台
で
君
が
代
が
流
れ
た
途
端
に
、身

を
崩
し
て
涙
す
る
姿
に
一
緒
に
泣
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。そ
し
て
最
後
を
飾
る
よ
う
に
マ

ラ
ソ
ン
で
道
下
美
里
さ
ん
が
金
メ
ダ
ル
に
。

競
技
中
は
一
時
雨
も
降
る
曇
り
空
だ
っ
た
の

に
、道
下
さ
ん
の
ゴ
ー
ル
の
瞬
間
だ
け
お
日

様
が
さ
し
ま
し
た
。い
つ
も
笑
顔
の
道
下
さ

ん
は
お
天
道
様
か
ら
も
愛
さ
れ
て
い
る
な
と

感
じ
た
の
で
す
。選
手
の
皆
さ
ん
、沢
山
の
感

動
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

閉
会
式
で
、国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

の
パ
ー
ソ
ン
ズ
会
長
が
、選
手
を「
金
継
ぎ
」

（
日
本
の
伝
統
的
修
復
技
法
）に
例
え
て
ご
挨

拶
さ
れ
た
こ
と
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
1
9
6
4
年
の
東
京
五
輪
で
は
新
幹
線
や

首
都
高
の
開
通
な
ど
ハ
ー
ド
面
で
の
レ
ガ
シ

ー
や
、ソ
フ
ト
面
で
は
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
や
フ

ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
が
誕
生
す
る
な
ど
の

レ
ガ
シ
ー
が
残
り
ま
し
た
。2
0
2
0
東
京

大
会
は
、国
立
競
技
場
な
ど
の
施
設
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、一
番
は
多
様
性
を
尊
重
す
る

気
持
が
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
残
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。正
に
、「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、み

地
の
街
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
が
出
来
ま

し
た
。パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
に
は
社
会
を
変
え
る

力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
関
連
の

新
た
な
旅

　
イ
ベ
ン
ト
か
ら
は
少
し
離
れ
ま
す
が
、ス

ポ
ー
ツ
に
関
係
し
た
旅
と
い
う
面
か
ら
感
じ

て
い
る
こ
と
を
少
々
。ア
ニ
メ
や
ド
ラ
マ
で

は
そ
の
舞
台
を
訪
問
す
る「
聖
地
巡
礼
」の
旅

が
あ
り
ま
す
。じ
ゃ
あ
ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
を

巡
る
旅
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か

と
。例
え
ば
大
リ
ー
グ
で
M
V
P
を
獲
得
し

た
大
谷
翔
平
さ
ん
。エ
ン
ゼ
ル
ス
や
大
谷
さ

ん
の
フ
ァ
ン
で
あ
れ
ば
、幼
少
期
に
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
し
て
い
た
公
園
、ラ
ン
ニ
ン
グ
し

て
い
た
遊
歩
道
、部
活
の
後
に
通
っ
て
い
た

食
堂
な
ど
、訪
れ
て
み
た
い
で
し
ょ
う
ね
。

N
B
A
で
活
躍
す
る
八
村
塁
さ
ん
が
ラ
ン
ニ

ン
グ
し
て
い
た
河
川
敷
、高
校
時
代
に
ダ
ン

ク
を
決
め
て
い
た
県
立
体
育
館
も
ど
う
で
し

ょ
う
。ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
の
歴
史
を
た
ど
る

旅
、マ
ラ
ソ
ン
選
手
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
が

出
て
き
た
ら
、私
が
ツ
ア
ー
に
同
行
し
て
解

説
し
た
い
な
ぁ
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞

台
と
な
っ
た
競
技
会
場
自
体
も
魅
力
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。開
閉
会
式
が
行
わ
れ
た
国
立

競
技
場
を
め
ぐ
る
ツ
ア
ー
、マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
の
コ
ー
ス
を
実
際
に
走
れ
る
ツ
ア
ー
、

そ
し
て
札
幌
に
は
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
に
距
離

表
示
の
銘
板
が
埋
め
込
ま
れ（
歩
道
に
）ま
し

た
。同
じ
コ
ー
ス
を
使
っ
た
メ
モ
リ
ア
ル
マ

ラ
ソ
ン
大
会
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、札
幌
に

行
っ
て
大
通
公
園
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
同

じ
コ
ー
ス
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
だ
け
で
も
、

テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
り
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
ぜ
ひ
訪
れ

て
欲
し
い
聖
地
が
あ
り
ま
す
。別
府
市
の「
太

陽
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」で
す
。日
本
の
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
父
と
言
わ
れ
る
中
村
裕
さ
ん
が
障

が
い
者
の
雇
用
の
た
め
に
創
立
し
た「
太
陽

の
家
」の
歴
史
や
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
が

分
か
り
、車
い
す
の
体
験
な
ど
も
出
来
ま
す
。

見
学
後
は
温
泉
で
ゆ
っ
た
り
。心
も
体
も
充

実
の
旅
に
な
り
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら

　
松
坂
大
輔
さ
ん
が
ス
ー
パ
ー
ル
ー
キ
ー
と

し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
1
9
9
9
年
、5
年
連

続
首
位
打
者
だ
っ
た
イ
チ
ロ
ー
さ
ん
と
初
対

決
す
る
試
合
。一
目
見
よ
う
と
西
武
球
場
は

5
万
人
の
大
観
衆
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。全
英

女
子
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
で
優
勝
し
た
渋
野
日

向
子
さ
ん
の
凱
旋
試
合
は
過
去
最
高
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
が
押
し
寄
せ
た
の
で
す
。ス
ポ
ー
ツ

を
盛
り
上
げ
る
に
は
ス
タ
ー
選
手
が
必
要
で

す
。実
力
は
も
ち
ろ
ん
、メ
デ
ィ
ア
に
も
露
出

し
て
言
動
も
注
目
さ
れ
る
選
手
で
あ
れ
ば
、

競
技
会
場
で「
観
た
い
」と
思
う
も
の
で
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は

じ
め
と
す
る
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
観
戦
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
ス
マ
ホ
で
観
る
人
も

増
え
て
い
ま
す
が
、や
は
り
会
場
に
足
を
運

ん
で
五
感
で
感
じ
て
欲
し
い
。多
く
の
人
が

会
場
に
足
を
運
び
た
く
な
る
よ
う
に
、競
技

団
体
や
選
手
は
じ
め
関
係
者
は
努
力
を
続
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。コ
ロ
ナ
禍
で
無
観

客
だ
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
、こ
れ
か
ら

が
勝
負
で
す
。

加
す
る
こ
と
を
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
は
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
日
本
で
の

大
会
な
ら
ぜ
ひ
応
援
に
行
っ
て
、観
光
も
し

よ
う
と
い
う
家
族
や
友
人
も
多
く
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
、国
内

で
も
全
国
各
地
か
ら
人
が
集
う
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
は
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
ま

す
。経
口
薬
は
じ
め
治
療
薬
が
普
及
し
、コ
ロ

ナ
前
と
同
様
に
大
会
が
開
か
れ
る
こ
と
を
切

に
願
い
ま
す
。な
か
で
も
経
済
効
果
の
面
か

ら
も
注
目
し
て
い
る
の
が
、ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
の
愛
称
を
も
つ
、「
全
国
健
康
福
祉
祭
」（
主

催
：
厚
生
労
働
省
、一
般
財
団
法
人
長
寿
社
会

開
発
セ
ン
タ
ー
）。60
歳
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
文
化
活
動
の
発
表
会
の
目
的
で
開
催
さ

れ
、毎
年
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
を
生

き
が
い
に
し
て
い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。あ
る
程
度
の
経
済
力
と
自
由
な
時
間
が

多
い
元
気
な
60
代
70
代
が
毎
回
約
50
万
人
参

加
し
て
い
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
す
。

　
2
0
0
9
年
の
北
海
道
・
札
幌
大
会
の
期

間
中
に
別
の
仕
事
で
札
幌
を
訪
れ
た
時
、新

千
歳
空
港
で
帰
路
に
つ
く
選
手
団
を
見
か
け

ま
し
た
。メ
モ
を
片
手
に
お
菓
子
を
大
量
に

購
入
。き
っ
と
家
族
や
ご
近
所
さ
ん
な
ど
に

買
っ
て
帰
る
の
で
し
ょ
う
。15
年
の
山
口
大

会
に
は
視
察
に
行
き
ま
し
た
が
、開
会
式
が

始
ま
る
前
か
ら
売
店
に
並
ぶ
選
手
の
皆
さ
ん

が
。「
今
か
ら
開
会
式
で
す
け
ど
大
丈
夫
で
す

か
」と
聞
く
と
、「
フ
グ
セ
ッ
ト
を
宅
配
便
で

送
る
の
よ
。娘
か
ら
頼
ま
れ
た
か
ら
売
り
切

れ
る
前
に
早
く
買
わ
な
い
と
」と
ハ
ツ
ラ
ツ

と
し
た
声
で
。

　
そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
の
国
際
版
が「
ワ
ー
ル

ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
」で
す
。1
9
8
5

年
か
ら
4
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
、前
回
大
会

（
2
0
1
7
年
）は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ

ー
ク
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
1
0
0
か
国
か
ら

2
8
、5
7
8
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

30
歳
以
上
と
銘
打
っ
て
い
ま
す
が
、実
際
は

熟
年
世
代
が
中
心
。し
か
も
選
手
に
加
え
て

家
族
も
一
緒
に
観
光
も
兼
ね
て
訪
問
す
る
こ

と
が
多
い
そ
う
で
す
の
で
、経
済
効
果
は
か

な
り
の
も
の
に
な
り
ま
す
。そ
の
大
会
が

2
0
2
2
年
5
月
に
関
西
で
行
わ
れ
る
の
で

す
。コ
ロ
ナ
前
に
大
阪
に
行
っ
た
と
き
に
ワ

ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
と
万
博
の
ロ

ゴ
は
よ
く
目
に
し
ま
し
た
が
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、パ
ラ
リ
ピ
ッ
ク
の
ポ
ス
タ
ー
を
ほ
と
ん

ど
見
か
け
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

地
か
ら
離
れ
た
地
域
で
は
盛
り
上
が
り
に
欠

け
ま
す
。

　
ぜ
ひ
盛
り
上
げ
た
い
の
が
2
0
2
2
年
夏

に
行
わ
れ
る
神
戸
世
界
パ
ラ
陸
上
競
技
選
手

権（
実
は
私
が
大
会
組
織
委
員
会
会
長
を
拝

命
し
て
い
ま
す
）で
す
。東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
大
き
な
感
動
が
広
が
り
ま
し
た
。パ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
を
実
際
に
観
た
い
人
も
多
く
な
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。こ
の
機
運
を
終

わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
観

る
、す
る
、支
え
る
こ
と
が
日
常
に
な
る
よ
う

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

は
、障
が
い
者
や
高
齢
者
に
優
し
い
街
の
実

現
に
つ
な
が
り
ま
す
。2
0
1
4
年
の
ソ
チ

大
会
で
は
街
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
が
作

成
さ
れ
、そ
の
後
そ
れ
を
真
似
て
ロ
シ
ア
各

　
日
本
文
化
は
私
た
ち
が
想
像
す
る
以
上
に

海
外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。私

は「
世
界
！
ニ
ッ
ポ
ン
行
き
た
い
人
応
援
団
」

（
テ
レ
ビ
東
京
系
）の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当

し
て
い
ま
す
が
、世
界
中
に
日
本
文
化
を
尊

敬
し
、愛
し
、学
び
、日
本
に
行
き
た
い
人
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
に
い
つ
も
驚
か
さ
れ
て

い
ま
す
。ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
は
大
規
模
な
盆
踊
り
大
会
が
あ
り
、ポ
ー

ラ
ン
ド
・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
は
毎
年
日
本
祭
り

が
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。2
0
1
9
年

の
ド
バ
イ
世
界
パ
ラ
陸
上
の
時
、日
本
代
表

ジ
ャ
ー
ジ
を
着
て
い
る
と
、数
多
く
の
ア
ス

リ
ー
ト
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
ま
し
た
。「
来

年
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
に
行
く
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」「
東
京
は
憧
れ
の
街

な
ん
で
す
」等
々
目
を
キ
ラ
キ
ラ
し
な
が
ら
。

日
本
で
行
わ
れ
る
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参

パラリンピック表彰式

山口ねんりんピック

そ
の
先
へ

太陽の家 中村 裕さんの銅像前で

特別寄稿東京2020大会から、その先へ

40



増
田
明
美（
ま
す
だ・あ
け
み
）

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、大
阪
芸
術
大
学
教
授
。

１
９
６
４
年
、千
葉
県
い
す
み
市
生
ま
れ
。成
田
高
校

在
学
中
、長
距
離
種
目
で
次
々
に
日
本
記
録
を
樹
立

す
る
。現
役
引
退
後
、永
六
輔
さ
ん
と
出
会
い
、現
場

に
足
を
運
ぶ〝
取
材
〞の
大
切
さ
を
教
え
ら
れ
大
き
な

影
響
を
受
け
る
。現
在
は
コ
ラ
ム
執
筆
の
他
、新
聞
紙

上
で
の
人
生
相
談
や
テ
レ
ビ
番
組
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
で
も
活
躍
中
。２
０
１
７
年
４
月
〜
９
月
に
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
ひ
よ
っ
こ
」の
語
り
も
務

め
た
。日
本
パ
ラ
陸
上
競
技
連
盟
会
長
、全
国
高
等
学

校
体
育
連
盟
理
事
、日
本
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
協
会
理
事
。

さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、開
催
国
の
市
民

の
意
識
改
革
に
つ
な
が
り
、旅
行
者
を
受
け

入
れ
る
素
地
が
増
す
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
エ
ポ
ッ
ク

メ
イ
キ
ン
グ
な
大
会
で
し
た
。さ
す
が
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
発
祥
の
国
。パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
注
目
度
が
飛
躍
的
に
高
ま
っ
た
の
で
す
。

大
会
前
の
4
月
、マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
下
見

も
兼
ね
て
貯
ま
っ
た
マ
イ
ル
で
ロ
ン
ド
ン
に

旅
行
へ
行
っ
た
時
の
こ
と
。ヒ
ー
ス
ロ
ー
空

港
に
着
く
と
通
路
の
右
側
の
壁
に
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
ス
タ
ー
選
手
た
ち
が
。そ
し
て
左
側

に
は
同
じ
サ
イ
ズ
で
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選

手
た
ち
。対
等
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
も
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
現
地
に

行
き
ま
し
た
が
、2
8
0
万
枚
の
チ
ケ
ッ
ト

は
完
売
し
、競
技
会
場
は
ど
こ
も
満
席
。陸
上

競
技
場
は
8
万
人
を
超
え
る
大
観
衆
で
し

た
。大
会
の
レ
ガ
シ
ー
と
い
う
言
葉
が
頻
繁

に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、ロ
ン
ド

ン
大
会
が
き
っ
か
け
で
す
。

 

日
本
の
魅
力
発
信

　
今
回
の
東
京
大
会
は
海
外
か
ら
の
観
客
受

け
入
れ
を
断
念
し
た
た
め
、経
済
効
果
は
激

減
し
ま
し
た
。来
日
し
た
選
手
た
ち
は
バ
ブ

ル（
隔
離
）方
式
の
た
め
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
で

の
直
接
的
な
市
民
交
流
も
出
来
ず
、当
初
予

定
し
て
い
た
こ
と
の
多
く
が
省
略
さ
れ
、単

な
る
競
技
会
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
側
面
は
否

め
ま
せ
ん
。で
も
リ
モ
ー
ト
で
会
話
し
た
り
、

沿
道
で
選
手
の
乗
る
バ
ス
に
向
か
っ
て
エ
ー

ル
を
送
っ
た
り
、各
地
が
独
自
で
工
夫
し
た

心
温
ま
る
交
流
も
数
多
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
中
継

さ
れ
、マ
ラ
ソ
ン
で
は
五
輪
で
札
幌
、パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
東
京
の
景
色
が
全
世
界
に
発
信

さ
れ
ま
し
た
。ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
で
は
東
京

臨
海
部
の
都
市
美
、自
転
車
の
ロ
ー
ド
競
技

で
は
日
本
の
自
然
の
豊
か
さ
も
。

　
そ
し
て
何
よ
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
発
信
が
注

目
を
集
め
ま
し
た
。選
手
や
メ
デ
ィ
ア
関
係

者
に
よ
る
発
信
が
世
界
中
で
話
題
に
な
っ
た

の
で
す
。自
由
な
行
動
は
出
来
な
か
っ
た
も

の
の
、選
手
村
の
部
屋
か
ら
撮
っ
た
東
京
湾

岸
の
都
市
美
を
は
じ
め
と
す
る
景
色
の
美
し

さ
は
数
多
く
の「
い
い
ね
」を
集
め
て
い
ま
し

た
し
、選
手
村
の
料
理
の
お
い
し
さ
も
話
題

に
。福
島
産
の
桃
が
大
好
評
だ
っ
た
の
は
本

当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。日
本
人
の
親
切
さ

を
紹
介
す
る
も
の
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
デ
ザ
ー
ト

の
充
実
ぶ
り
ま
で
。メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
な
く

個
人
が
情
報
発
信
す
る
時
代
特
有
の
カ
タ
チ

で
日
本
の
魅
力
が
世
界
中
に
発
信
さ
れ
ま
し

た
。世
界
各
地
を
転
戦
し
て
い
る
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
数
多
く
の
人
が
見
て

い
ま
す
。そ
ん
な
人
が
日
本
の
魅
力
を
伝
え

る
こ
と
は「
行
っ
て
み
た
い
」と
い
う
気
持
ち

に
直
結
す
る
で
し
ょ
う
。

　
私
も
日
本
の
魅
力
発
信
に
一
役
買
お
う

と
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
表
彰
式
の
プ
レ
ゼ

ン
タ
ー
を
依
頼
さ
れ
た
の
で
選
手
へ
の
お
持

て
な
し
を
決
意
。朝
か
ら
ヘ
ア
メ
イ
ク
＆
着

付
け
を
し
て
、色
留
袖
姿（
も
ち
ろ
ん
レ
ン
タ

ル
）で
表
彰
式
に
臨
み
ま
し
た
。2
人
一
組
で

行
う
の
で
す
が
、も
う
一
人
が
白
い
布
を
ま

と
っ
た
よ
う
な
正
装
の
ア
ラ
ブ
系
の
男
性
。

王
族
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
そ
の
男
性
と
片
言

の
英
語
で
会
話
し
ま
し
た
が
、「
私
た
ち
は
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ウ
エ
ア
で
い
い
コ
ン
ビ
だ
。あ
な

た
は
キ
レ
イ
、ど
う
だ
、私
の
7
番
目
の
妻
に

な
ら
な
い
か
」と（
も
ち
ろ
ん
冗
談
で
）。爆
笑

で
し
た
。来
年
神
戸
で
世
界
パ
ラ
陸
上
競
技

選
手
権
が
行
わ
れ
ま
す
が
、何
日
か
は
和
装

で
キ
メ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ん
な
い
い
」。金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
言
葉
で

す
。連
日
の
よ
う
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
テ

レ
ビ
で
観
て
い
た
甥
っ
子
は「
車
い
す
テ
ニ

ス
が
面
白
か
っ
た
」「
今
度
一
緒
に
ボ
ッ
チ
ャ

し
よ
う
よ
」と
、パ
ラ
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま

せ
ん
。昭
和
生
ま
れ
の
私
た
ち
よ
り
も
今
の

子
ど
も
た
ち
の
方
が
多
様
性
を
自
然
と
受
け

入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

 

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間

中
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
ク
ラ
ス
タ
ー

も
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。選
手
の
み
な
ら

ず
、審
判
や
運
営
ス
タ
ッ
フ
、メ
デ
ィ
ア
関
係

者
も
全
員
が
2
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
済
ま

せ
、か
つ
頻
繁
に
P
C
R
検
査
を
受
け
ま
し

た
が
、そ
の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。大
会
側
は

宿
泊
療
養
施
設
を
3
0
0
室
用
意
し
て
い
ま

し
た
が
、使
用
し
た
の
は
49
人
で
、余
剰
分
は

都
民
の
感
染
者
用
に
転
用
し
た
そ
う
で
す
。

私
も
毎
日
検
温
し
、3
日
に
1
回
は
P
C
R

検
査
を
受
け
、自
宅
か
ら
国
立
競
技
場
に
地

下
鉄
で
通
い
ま
し
た
。東
京
都
内
で
は
競
技

会
場
の
中
が
一
番
安
全
と
感
じ
た
も
の
で

す
。今
後
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
す
る
国
際
大
会

の
お
手
本
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
さ
っ
そ
く
今
冬
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
観
客
を
自
国
民
に
限

定
す
る
こ
と
で
、世
界
的
な
感
染
拡
大
に
つ

な
が
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。観
戦

ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
る
の
は
お
預
け
で
す

が
、3
年
後
の
パ
リ
を
楽
し
み
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
訪
れ
た

国
際
大
会
で

　
私
が
メ
デ
ィ
ア
の
一
員
と
し
て
参
加
す
る

国
際
大
会
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
世
界
陸
上

競
技
選
手
権
で
す
。現
役
を
引
退
し
て
初
め

て
の
国
際
大
会
は
1
9
9
3
年
の
シ
ュ
ツ
ッ

ト
ガ
ル
ト（
ド
イ
ツ
）世
界
陸
上
で
し
た
。当

時
の
ス
タ
ー
選
手
は
何
と
い
っ
て
も
カ
ー

ル
・
ル
イ
ス
さ
ん
。棒
高
跳
び
の
セ
ル
ゲ
イ
・

ブ
ブ
カ
さ
ん
も
6
m
ジ
ャ
ン
プ
で
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
は
浅
利
純

子
さ
ん
が
日
本
女
子
初
の
世
界
大
会
マ
ラ
ソ

ン
金
メ
ダ
ル
に
輝
き
、解
説
し
た
私
も
注
目

さ
れ
、今
で
も
浅
利
さ
ん
と
は
親
し
く
お
付

き
合
い
し
て
い
ま
す
。た
だ
、初
め
て
の
大
き

な
大
会
の
解
説
で
緊
張
し
て
い
た
せ
い
か
、

町
の
様
子
や
食
べ
物
、観
光
地
な
ど
、何
も
覚

え
て
い
な
い
の
が
残
念
で
す
。あ
、タ
ク
シ
ー

が
ベ
ン
ツ
で
驚
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
96
年
の
ア
ト
ラ
ン
タ
五

輪
か
ら
。そ
の
後
2
年
ご
と
の
世
界
陸
上
と

4
年
ご
と
の
五
輪
に
す
べ
て
解
説
で
現
地
に

行
き
ま
し
た
。野
口
み
ず
き
さ
ん
が
金
メ
ダ

ル
に
輝
い
た
04
年
の
ア
テ
ネ
五
輪
で
は
、レ

ー
ス
1
週
間
前
に
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
下
見

に
出
か
け
る
と
、工
事
中
で
通
れ
な
い
の
で

す
。掘
る
と
遺
跡
が
出
て
き
て
考
古
学
者
が

現
れ
工
事
が
ス
ト
ッ
プ
。間
に
合
う
か
し
ら

と
心
配
し
ま
し
た
が
、何
事
も
な
か
っ
た
か

の
よ
う
に
レ
ー
ス
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
北
京
へ
は
、07
年
の
北
京
国
際

マ
ラ
ソ
ン
、08
年
4
月
の
マ
ラ
ソ
ン
テ
ス
ト

イ
ベ
ン
ト
、8
月
の
五
輪
本
番
、15
年
の
世
界

選
手
権
と
4
回
行
き
ま
し
た
。世
界
的
な
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
地
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
か
、身
を
も
っ
て
感
じ
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。

　
最
初
に
北
京
へ
行
っ
た
時
、ホ
テ
ル
の
近

く
を
朝
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
と
、パ
ジ
ャ
マ
姿

で
散
歩
す
る
人
に
数
多
く
出
会
い
ま
し
た
。

パ
ジ
ャ
マ
が
裕
福
さ
の
象
徴
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し

た
。天
安
門
広
場
に
観
光
に
行
き
ま
し
た
が
、

地
下
鉄
で
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
に
は
閉
口
し
ま

し
た
。乗
降
時
の
割
り
込
み
、大
声
で
話
す
、

席
に
荷
物
を
置
い
て
独
占
す
る
、挙
げ
た
ら

キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。で
も
五
輪
を
き
っ
か

け
に
大
き
く
変
わ
っ
た
の
で
す
。2
0
1
5

年
の
世
界
選
手
権
の
時
に
は
殆
ど
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た（
車
の
運
転
マ
ナ
ー

を
除
き
）。世
界
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を

き
っ
か
け
に
、色
々
な
こ
と
が
洗
練
さ
れ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
2
0
0
0
年
の
シ
ド
ニ
ー
五
輪
で
は
あ
か

ら
さ
ま
に
人
種
差
別
を
受
け
ま
し
た
。レ
ス

ト
ラ
ン
で
は
入
り
口
近
く
や
ト
イ
レ
の
そ
ば

の
席
に
案
内
さ
れ
ま
し
た
。窓
際
や
落
ち
着

い
た
席
が
空
い
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
…
。

そ
れ
が
2
0
1
5
年
に
旅
行
で
シ
ド
ニ
ー
に

行
っ
た
と
き
に
は
全
く
感
じ
な
か
っ
た
の

で
、進
歩
し
ま
し
た
。余
談
で
す
が
、日
本
も

1
9
6
4
年
の
東
京
五
輪
を
き
っ
か
け
に
大

き
く
変
わ
っ
た
そ
う
で
す
。例
え
ば
立
小
便

禁
止
。そ
れ
ま
で
は
道
端
で
用
を
た
す
男
性

は
珍
し
く
な
か
っ
た
そ
う
。途
上
国
で
開
催

東
京
2
0
2
0
大
会

を
振
り
返
っ
て

　
夏
に
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、始
ま
る
前
か
ら
長
い

マ
ラ
ソ
ン
で
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
一
年
延
期

と
な
り
、そ
の
間
も
中
止
を
求
め
る
声
が
あ

り
、選
手
の
中
に
は「
練
習
を
し
て
い
て
い
い

の
だ
ろ
う
か
？
」と
涙
す
る
人
も
。戸
惑
い
な

が
ら
も
前
に
進
み
、心
の
ス
タ
ミ
ナ
を
試
さ

れ
た
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
本
番
は
無
観
客

で
す
。声
援
が
な
い
中
で
の
競
技
は
な
か
な

か
調
子
に
乗
れ
な
い
も
の
。私
は
選
手
の
頃
、

沿
道
の
声
援
に
ど
れ
ほ
ど
背
中
を
押
さ
れ
た

こ
と
か
。こ
の
環
境
の
中
で
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
選
手
は
本
当
に
凄
い
と
思
い
ま
す
。ま

た
メ
ダ
ル
獲
得
、入
賞
は
出
来
な
く
て
も
、自

己
ベ
ス
ト
を
出
し
た
選
手
は
立
派
で
す
。

　
テ
レ
ビ
観
戦
や
取
材
、解
説
を
し
な
が
ら
、

改
め
て
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
届
く
偉
大
な
力
を
感

じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。ウ
ソ
や

ま
ぐ
れ
が
な
い
か
ら
で
す
。体
で
紡
い
だ
努

力
の
時
間
が
感
じ
ら
れ
る
肉
体
で
、緊
張
し

な
が
ら
も
力
を
出
し
切
る
。ス
タ
ミ
ナ
、ス
ピ

ー
ド
、技
、表
現
力
な
ど
究
極
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
通
し
て
沢
山
の
教
訓
が
あ
り
ま
し

た
。水
谷
隼
さ
ん
、伊
藤
美
誠
さ
ん
の
混
合
ダ

ブ
ル
ス
大
逆
転
の
金
メ
ダ
ル
か
ら「
諦
め
な

け
れ
ば
、最
後
ま
で
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
」と
つ
く
づ
く
思
っ
た
り
、ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
で
の
皆
で
励
ま
し
合
い
、讃
え
合
う
姿

に
、ス
ポ
ー
ツ
の
語
源
、デ
ポ
ル
タ
ー
レ（
戯

れ
る
、楽
し
む
な
ど
）を
思
い
出
し
た
り
。ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
…
感
動
が
蘇
り
ま
す
。

　
そ
し
て
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、母
国
開
催

に
よ
り
毎
日
テ
レ
ビ
で
選
手
達
の
競
技
に
触

れ
ら
れ
た
こ
と
で
、多
く
の
人
の
障
が
い
者

に
対
す
る
感
覚
が
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
も
日
頃
か
ら
陸
上
競
技
の
選
手
と
は
交
流

が
あ
り
ま
し
た
。で
も
、こ
ん
な
に
た
く
さ
ん

の
競
技
を
観
た
の
は
初
め
て
。ラ
ケ
ッ
ト
を

口
に
く
わ
え
て
プ
レ
ー
す
る
卓
球
選
手
や
脚

で
弓
を
ひ
く
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
に
は
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
水
泳
は
水
着
姿
な
の
で
、

両
腕
が
な
か
っ
た
り
、脚
の
長
さ
が
違
っ
た

り
し
て
い
る
の
が
露
わ
に
な
り
ま
す
。そ
れ

で
も
上
手
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
全
力
で
泳

ぐ
姿
に
、「
失
わ
れ
た
も
の
を
数
え
る
な
、今

あ
る
も
の
を
最
大
限
生
か
そ
う
」と
い
う
グ

ッ
ト
マ
ン
博
士（
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
父
）の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
真
っ
す
ぐ
に
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。泳
ぎ
終
わ
っ
て
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
山
田
美
幸
さ
ん
が
亡
き
父
に
向
け
て「
私

も
カ
ッ
パ
に
な
り
ま
し
た
」と
。な
ん
て
可
愛

ら
し
い
選
手
な
の
で
し
ょ
う
。視
覚
障
が
い

の
木
村
敬
一
さ
ん
が
悲
願
の
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
。表
彰
台
で
君
が
代
が
流
れ
た
途
端
に
、身

を
崩
し
て
涙
す
る
姿
に
一
緒
に
泣
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。そ
し
て
最
後
を
飾
る
よ
う
に
マ

ラ
ソ
ン
で
道
下
美
里
さ
ん
が
金
メ
ダ
ル
に
。

競
技
中
は
一
時
雨
も
降
る
曇
り
空
だ
っ
た
の

に
、道
下
さ
ん
の
ゴ
ー
ル
の
瞬
間
だ
け
お
日

様
が
さ
し
ま
し
た
。い
つ
も
笑
顔
の
道
下
さ

ん
は
お
天
道
様
か
ら
も
愛
さ
れ
て
い
る
な
と

感
じ
た
の
で
す
。選
手
の
皆
さ
ん
、沢
山
の
感

動
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

閉
会
式
で
、国
際
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

の
パ
ー
ソ
ン
ズ
会
長
が
、選
手
を「
金
継
ぎ
」

（
日
本
の
伝
統
的
修
復
技
法
）に
例
え
て
ご
挨

拶
さ
れ
た
こ
と
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
1
9
6
4
年
の
東
京
五
輪
で
は
新
幹
線
や

首
都
高
の
開
通
な
ど
ハ
ー
ド
面
で
の
レ
ガ
シ

ー
や
、ソ
フ
ト
面
で
は
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
や
フ

ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
が
誕
生
す
る
な
ど
の

レ
ガ
シ
ー
が
残
り
ま
し
た
。2
0
2
0
東
京

大
会
は
、国
立
競
技
場
な
ど
の
施
設
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、一
番
は
多
様
性
を
尊
重
す
る

気
持
が
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
残
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。正
に
、「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、み

地
の
街
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
が
出
来
ま

し
た
。パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
に
は
社
会
を
変
え
る

力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
関
連
の

新
た
な
旅

　
イ
ベ
ン
ト
か
ら
は
少
し
離
れ
ま
す
が
、ス

ポ
ー
ツ
に
関
係
し
た
旅
と
い
う
面
か
ら
感
じ

て
い
る
こ
と
を
少
々
。ア
ニ
メ
や
ド
ラ
マ
で

は
そ
の
舞
台
を
訪
問
す
る「
聖
地
巡
礼
」の
旅

が
あ
り
ま
す
。じ
ゃ
あ
ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
を

巡
る
旅
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か

と
。例
え
ば
大
リ
ー
グ
で
M
V
P
を
獲
得
し

た
大
谷
翔
平
さ
ん
。エ
ン
ゼ
ル
ス
や
大
谷
さ

ん
の
フ
ァ
ン
で
あ
れ
ば
、幼
少
期
に
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
し
て
い
た
公
園
、ラ
ン
ニ
ン
グ
し

て
い
た
遊
歩
道
、部
活
の
後
に
通
っ
て
い
た

食
堂
な
ど
、訪
れ
て
み
た
い
で
し
ょ
う
ね
。

N
B
A
で
活
躍
す
る
八
村
塁
さ
ん
が
ラ
ン
ニ

ン
グ
し
て
い
た
河
川
敷
、高
校
時
代
に
ダ
ン

ク
を
決
め
て
い
た
県
立
体
育
館
も
ど
う
で
し

ょ
う
。ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
の
歴
史
を
た
ど
る

旅
、マ
ラ
ソ
ン
選
手
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
が

出
て
き
た
ら
、私
が
ツ
ア
ー
に
同
行
し
て
解

説
し
た
い
な
ぁ
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞

台
と
な
っ
た
競
技
会
場
自
体
も
魅
力
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。開
閉
会
式
が
行
わ
れ
た
国
立

競
技
場
を
め
ぐ
る
ツ
ア
ー
、マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
の
コ
ー
ス
を
実
際
に
走
れ
る
ツ
ア
ー
、

そ
し
て
札
幌
に
は
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
に
距
離

表
示
の
銘
板
が
埋
め
込
ま
れ（
歩
道
に
）ま
し

た
。同
じ
コ
ー
ス
を
使
っ
た
メ
モ
リ
ア
ル
マ

ラ
ソ
ン
大
会
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、札
幌
に

行
っ
て
大
通
公
園
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
同

じ
コ
ー
ス
を
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
だ
け
で
も
、

テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
り
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
ぜ
ひ
訪
れ

て
欲
し
い
聖
地
が
あ
り
ま
す
。別
府
市
の「
太

陽
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」で
す
。日
本
の
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
父
と
言
わ
れ
る
中
村
裕
さ
ん
が
障

が
い
者
の
雇
用
の
た
め
に
創
立
し
た「
太
陽

の
家
」の
歴
史
や
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
が

分
か
り
、車
い
す
の
体
験
な
ど
も
出
来
ま
す
。

見
学
後
は
温
泉
で
ゆ
っ
た
り
。心
も
体
も
充

実
の
旅
に
な
り
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら

　
松
坂
大
輔
さ
ん
が
ス
ー
パ
ー
ル
ー
キ
ー
と

し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
1
9
9
9
年
、5
年
連

続
首
位
打
者
だ
っ
た
イ
チ
ロ
ー
さ
ん
と
初
対

決
す
る
試
合
。一
目
見
よ
う
と
西
武
球
場
は

5
万
人
の
大
観
衆
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。全
英

女
子
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
で
優
勝
し
た
渋
野
日

向
子
さ
ん
の
凱
旋
試
合
は
過
去
最
高
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
が
押
し
寄
せ
た
の
で
す
。ス
ポ
ー
ツ

を
盛
り
上
げ
る
に
は
ス
タ
ー
選
手
が
必
要
で

す
。実
力
は
も
ち
ろ
ん
、メ
デ
ィ
ア
に
も
露
出

し
て
言
動
も
注
目
さ
れ
る
選
手
で
あ
れ
ば
、

競
技
会
場
で「
観
た
い
」と
思
う
も
の
で
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は

じ
め
と
す
る
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
観
戦
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
ス
マ
ホ
で
観
る
人
も

増
え
て
い
ま
す
が
、や
は
り
会
場
に
足
を
運

ん
で
五
感
で
感
じ
て
欲
し
い
。多
く
の
人
が

会
場
に
足
を
運
び
た
く
な
る
よ
う
に
、競
技

団
体
や
選
手
は
じ
め
関
係
者
は
努
力
を
続
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。コ
ロ
ナ
禍
で
無
観

客
だ
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
、こ
れ
か
ら

が
勝
負
で
す
。

加
す
る
こ
と
を
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
は
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
日
本
で
の

大
会
な
ら
ぜ
ひ
応
援
に
行
っ
て
、観
光
も
し

よ
う
と
い
う
家
族
や
友
人
も
多
く
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
、国
内

で
も
全
国
各
地
か
ら
人
が
集
う
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
は
コ
ロ
ナ
禍
で
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
ま

す
。経
口
薬
は
じ
め
治
療
薬
が
普
及
し
、コ
ロ

ナ
前
と
同
様
に
大
会
が
開
か
れ
る
こ
と
を
切

に
願
い
ま
す
。な
か
で
も
経
済
効
果
の
面
か

ら
も
注
目
し
て
い
る
の
が
、ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
の
愛
称
を
も
つ
、「
全
国
健
康
福
祉
祭
」（
主

催
：
厚
生
労
働
省
、一
般
財
団
法
人
長
寿
社
会

開
発
セ
ン
タ
ー
）。60
歳
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
文
化
活
動
の
発
表
会
の
目
的
で
開
催
さ

れ
、毎
年
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
を
生

き
が
い
に
し
て
い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。あ
る
程
度
の
経
済
力
と
自
由
な
時
間
が

多
い
元
気
な
60
代
70
代
が
毎
回
約
50
万
人
参

加
し
て
い
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
す
。

　
2
0
0
9
年
の
北
海
道
・
札
幌
大
会
の
期

間
中
に
別
の
仕
事
で
札
幌
を
訪
れ
た
時
、新

千
歳
空
港
で
帰
路
に
つ
く
選
手
団
を
見
か
け

ま
し
た
。メ
モ
を
片
手
に
お
菓
子
を
大
量
に

購
入
。き
っ
と
家
族
や
ご
近
所
さ
ん
な
ど
に

買
っ
て
帰
る
の
で
し
ょ
う
。15
年
の
山
口
大

会
に
は
視
察
に
行
き
ま
し
た
が
、開
会
式
が

始
ま
る
前
か
ら
売
店
に
並
ぶ
選
手
の
皆
さ
ん

が
。「
今
か
ら
開
会
式
で
す
け
ど
大
丈
夫
で
す

か
」と
聞
く
と
、「
フ
グ
セ
ッ
ト
を
宅
配
便
で

送
る
の
よ
。娘
か
ら
頼
ま
れ
た
か
ら
売
り
切

れ
る
前
に
早
く
買
わ
な
い
と
」と
ハ
ツ
ラ
ツ

と
し
た
声
で
。

　
そ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
の
国
際
版
が「
ワ
ー
ル

ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
」で
す
。1
9
8
5

年
か
ら
4
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
、前
回
大
会

（
2
0
1
7
年
）は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ

ー
ク
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
1
0
0
か
国
か
ら

2
8
、5
7
8
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

30
歳
以
上
と
銘
打
っ
て
い
ま
す
が
、実
際
は

熟
年
世
代
が
中
心
。し
か
も
選
手
に
加
え
て

家
族
も
一
緒
に
観
光
も
兼
ね
て
訪
問
す
る
こ

と
が
多
い
そ
う
で
す
の
で
、経
済
効
果
は
か

な
り
の
も
の
に
な
り
ま
す
。そ
の
大
会
が

2
0
2
2
年
5
月
に
関
西
で
行
わ
れ
る
の
で

す
。コ
ロ
ナ
前
に
大
阪
に
行
っ
た
と
き
に
ワ

ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
と
万
博
の
ロ

ゴ
は
よ
く
目
に
し
ま
し
た
が
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、パ
ラ
リ
ピ
ッ
ク
の
ポ
ス
タ
ー
を
ほ
と
ん

ど
見
か
け
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

地
か
ら
離
れ
た
地
域
で
は
盛
り
上
が
り
に
欠

け
ま
す
。

　
ぜ
ひ
盛
り
上
げ
た
い
の
が
2
0
2
2
年
夏

に
行
わ
れ
る
神
戸
世
界
パ
ラ
陸
上
競
技
選
手

権（
実
は
私
が
大
会
組
織
委
員
会
会
長
を
拝

命
し
て
い
ま
す
）で
す
。東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
大
き
な
感
動
が
広
が
り
ま
し
た
。パ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
を
実
際
に
観
た
い
人
も
多
く
な
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。こ
の
機
運
を
終

わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
観

る
、す
る
、支
え
る
こ
と
が
日
常
に
な
る
よ
う

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

は
、障
が
い
者
や
高
齢
者
に
優
し
い
街
の
実

現
に
つ
な
が
り
ま
す
。2
0
1
4
年
の
ソ
チ

大
会
で
は
街
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
が
作

成
さ
れ
、そ
の
後
そ
れ
を
真
似
て
ロ
シ
ア
各

　
日
本
文
化
は
私
た
ち
が
想
像
す
る
以
上
に

海
外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。私

は「
世
界
！
ニ
ッ
ポ
ン
行
き
た
い
人
応
援
団
」

（
テ
レ
ビ
東
京
系
）の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当

し
て
い
ま
す
が
、世
界
中
に
日
本
文
化
を
尊

敬
し
、愛
し
、学
び
、日
本
に
行
き
た
い
人
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
に
い
つ
も
驚
か
さ
れ
て

い
ま
す
。ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
は
大
規
模
な
盆
踊
り
大
会
が
あ
り
、ポ
ー

ラ
ン
ド
・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
は
毎
年
日
本
祭
り

が
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。2
0
1
9
年

の
ド
バ
イ
世
界
パ
ラ
陸
上
の
時
、日
本
代
表

ジ
ャ
ー
ジ
を
着
て
い
る
と
、数
多
く
の
ア
ス

リ
ー
ト
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
ま
し
た
。「
来

年
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
に
行
く
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」「
東
京
は
憧
れ
の
街

な
ん
で
す
」等
々
目
を
キ
ラ
キ
ラ
し
な
が
ら
。

日
本
で
行
わ
れ
る
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参
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は
、自
負
と
覚
悟
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
事
例
が
、ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
と
地
域
振
興
を
考
え
る
際
に
、忘

れ
て
は
な
ら
な
い
視
点
を
示
唆
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
ス
ポ
ー
ツ
は
、住
民
の
体
力
維
持
・
向
上
に

加
え
て
、青
少
年
の
健
全
な
育
成
や
高
齢
化

社
会
に
お
け
る
社
会
保
障
費
の
削
減
、障
が

い
へ
の
理
解
な
ど
を
促
す
。ま
た
、特
に
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
国
際
舞
台
で
の
活
躍
は
見

る
者
に
大
き
な
活
力
を
も
た
ら
し
、多
様
化
・

複
雑
化
す
る
国
際
社
会
に
お
け
る
相
互
理
解

を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、残
念
な
が

ら
原
則
無
観
客
と
な
っ
た
が
、ア
ス
リ
ー
ト

の
活
躍
に
魅
了
さ
れ
、国
際
交
流
の
重
要
性

を
も
改
め
て
認
識
し
た
人
も
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
よ
う
な
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
ば

か
り
で
は
な
く
て
も
、競
技
会
や
事
前
合
宿

等
の
誘
致
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
期
待

は
、特
に
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
展
す

る
地
方
を
中
心
に
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
る
。地
域
間
競
争
も
激
し
く
な
っ
て
く

る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、そ
の
際
に
は
、い
わ
ゆ
る「
ア
ウ

タ
ー
政
策（
地
域
外
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参

加
者
や
観
戦
者
な
ど
を
呼
び
込
み
、地
域
に

経
済
・
社
会
効
果
を
生
む
こ
と
を
主
た
る
目

的
と
し
た
も
の
）」と
、「
イ
ン
ナ
ー
政
策（
住
民

の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
向
上
や
健
康
増
進
な

ど
、住
民
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ（
※
1
）を
高

め
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
た
も
の
）」の

バ
ラ
ン
ス
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
と
な
る
。

　
巻
頭
言（
国
際
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
観

光
振
興
〜「
無
観
客
」の
レ
ガ
シ
ー
を
考
え

る
）で
、梅
川
氏
は
、「（
ア
ウ
タ
ー
と
イ
ン

ナ
ー
）両
者
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
な
の
だ
が
、

こ
れ
か
ら
は
よ
り
一
層
生
活
の
質
を
向
上
さ

せ
る
と
い
う
点
で
後
者
が
重
要
と
な
っ
て
く

る
。遠
回
り
か
も
し
れ
な
い
が
、身
近
な
ス

ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
が
地
域
の
観
光
振
興
に

も
繋
が
る
レ
ガ
シ
ー
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
た
い
。」と
述
べ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
環
境
が
日
本
全
国
に
広
が
る

こ
と
を
切
に
願
う
。（

よ
し
ざ
わ
　
き
よ
よ
し
）

氏
）で
も
、異
口
同
音
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
梅
川
氏
は
、1
9
6
4
年
に
開
催
さ
れ
た

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」を
例
に
挙
げ
て
、「
高

速
交
通
網
の
整
備
や
東
京
の
都
市
機
能
の
飛

躍
的
発
展
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
だ
け
で
な

く
、観
光
基
本
法
の
制
定
や
海
外
旅
行
の
自

由
化
、都
市
ホ
テ
ル
の
国
民
利
用
の
広
が
り
、

外
食
産
業
の
発
展
、大
学
で
の
観
光
教
育
の

始
動
な
ど
日
本
の
観
光
振
興
に
多
く
の
レ
ガ

シ
ー
を
残
し
た
。」と
記
し
て
い
る
。

　
元
陸
上
・
マ
ラ
ソ
ン
選
手
で
、現
在
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
増
田
氏
は
、今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、「
2
0
2
0
東
京
大

会
は
、国
立
競
技
場
な
ど
の
施
設
は
も
ち
ろ

ん
だ
が
、一
番
は
多
様
性
を
尊
重
す
る
気
持

が
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
残
る
の
で
は
な
い

か
。」、「
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
大
き
な
感

動
が
広
が
っ
た
。こ
の
機
運
を
終
わ
ら
せ
る

こ
と
な
く
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
観
る
、す
る
、支

え
る
こ
と
が
日
常
に
な
る
よ
う
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
の
開
催

は
、障
が
い
者
や
高
齢
者
に
優
し
い
街
の
実

現
に
つ
な
が
る
。」な
ど
と
述
べ
て
い
る
。

地
域
の
事
例
に
学
ぶ
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
振
興
の
要
諦

　
本
号
で
は
、こ
れ
ま
で
長
い
年
月
を
か
け

て
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
国
際
交
流
事
業

に
取
り
組
ん
で
き
た
5
つ
の
地
域
に
、取
り

組
み
の
歴
史
、現
状
と
課
題
、今
後
の
展
開

を
、コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ど
の
よ
う
に

向
き
合
っ
て
き
た
か
な
ど
も
含
め
て
ご
寄
稿

い
た
だ
い
た
。

　
表
2
に
は
、各
特
集
を
振
り
返
り
、筆
者
が

特
に
関
心
を
持
っ
た
事
項
を
整
理
し
て
い
る

が
、今
回
、特
に
感
じ
た
こ
と
は
、い
ず
れ
の

地
域
も
確
固
た
る
信
念
を
持
っ
て
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
や
国
際
交
流
事
業
に
取
り
組

み
、そ
し
て
そ
の
取
り
組
み
の
背
景
に
は
多

く
の
住
民
の
理
解
と
共
感
、参
画
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
特
集
2（
大
分
県
日
田
市
中
津
江
村
）の

「
日
々
の
暮
ら
し
の
再
評
価
や
新
た
な
価
値

付
け
が
、そ
の
地
域
の
振
興
に
つ
な
が
る
最

良
の
道
」と
の
言
葉
は
力
強
い
。東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
合
宿
に
お

け
る
市
民
の
自
発
的
な
取
り
組
み
は
、地
域

へ
の
愛
着
と
誇
り
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。

　
特
集
3（
岩
手
県
釜
石
市
）で
は
、市
民
の

「
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
」と
し
て
の
誇
り
、

住
民
の
ラ
グ
ビ
ー
愛
は
、東
日
本
大
震
災
を

経
て
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、む
し
ろ
広
が
り

と
深
さ
を
も
っ
て
、ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開

催
、そ
の
後
の
東
京
2
0
2
0
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
交
流
事
業
の
実
施
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

　
特
集
4（
大
分
国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
）で

は
、障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
父
と
も
呼
ば
れ

る
故
・
中
村
裕
博
士
の
想
い
が
結
実
し
、今
に

受
け
継
が
れ
、こ
れ
ほ
ど
に
世
界
的
な
大
会

が
、無
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
特
集
5（
石
川
県
金
沢
市
）で
は
、東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
合

宿
を
安
心
・
安
全
な
環
境
下
で
受
け
入
れ
た

ほ
か
、動
画
の
活
用
な
ど
様
々
に
工
夫
を
凝

ら
し
た
交
流
事
業
を
展
開
し
、市
民
、関
係

者
、選
手
団
が
対
面
で
の
交
流
を
誓
う
、深
い

関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　
特
集
6（
長
野
県
野
沢
温
泉
村
）の「『
地
域

振
興
は
人
材
育
成
か
ら
』を
是
と
す
る
我
々

は
、ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
人
材
育
成
の
為

の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
捉
え
て
い
る
。」、「
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
が
選
手
を
育
成
し
、選
手
引
退

後
は
大
会
運
営
や
次
の
人
材
育
成
に
関
わ
り

地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
。そ
ん
な
循
環
が

長
い
間
行
わ
れ
て
き
た
。」と
の
言
葉
か
ら

ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

　
そ
の
中
で
は
、特
に「
地
域
S
C（
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）」の
重
要
性
が
説
か
れ
、

「
地
域
S
C
が
全
国
各
地
に
増
え
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、地
域
な
ら
で
は
の
資
源
の
棚
卸

し
や
磨
き
上
げ
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

た
多
様
な
取
り
組
み
の
推
進
が
図
ら
れ
、ス

ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り

が
活
性
化
し
て
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。」と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
現
在
は
、「
オ
リ
パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー

と
し
て
、全
国
各
地
で
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し

た
特
色
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
創
出
・
定
着

を
促
進
さ
せ
る
た
め
に『
ス
ポ
ー
ツ
×
地
方

創
生
・
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』を
推
進

し
て
い
る
。」と
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
の
関
係
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る

観
光
レ
ガ
シ
ー

　
ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
、観
光
地
と
は
、非
常
に

密
接
な
関
係
に
あ
り
、親
和
性
が
高
い
。身
近

な
例
で
言
え
ば
、山
岳
や
高
原
、海
浜
リ
ゾ
ー

ト
地
に
は
、テ
ニ
ス
や
ゴ
ル
フ
、ス
キ
ー
、マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め

る
環
境
を
整
え
て
い
る
施
設
も
多
い
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

は
じ
め
に

　
規
模
の
大
小
は
あ
る
も
の
の
、全
国
各
地

で
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
競
技
会
が
開
催

さ
れ
、当
該
競
技
の
技
術
力
向
上
や
地
域
の

健
康
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
る
。さ
ら
に
、ス

ポ
ー
ツ
は
地
域
に
人
を
呼
び
込
み
、交
流
人

口
の
拡
大
や
地
域
経
済
の
活
性
化
の
観
点
に

お
い
て
も
、大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。多

く
の
参
加
者
や
観
客
が
集
ま
る
プ
ロ
野
球
や

サ
ッ
カ
ー
、ま
た
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
は
そ
の
好
例
で
あ
る
と
言
え
る
。そ
し
て
、

こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
地
域
を
活
性

化
し
よ
う
と
す
る
地
域
も
多
く
存
在
す
る
。

　
日
本
で
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
に
地
域
づ
く
り

を
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
が
広
ま
る
契
機
と

な
っ
た
の
は
、1
9
9
3
年
の
地
域
密
着
を
掲

げ
た
J
リ
ー
グ
の
発
足
と
、「
2
0
0
2

F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」の
誘
致
活
動
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。近
年
で
は
2
0
1
9

年
に
開
催
さ
れ
た「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
2
0
1
9
日
本
大
会
」で
の
盛
り
上
が
り
が

思
い
出
さ
れ
る
。

　
2
0
2
1
年
に
入
っ
て
も
、コ
ロ
ナ
禍
は

依
然
と
し
て
収
束
の
兆
し
を
見
せ
な
か
っ
た

が
、夏
季
に
は
一
年
延
期
と
な
っ
た「
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」が
開
催
さ

れ
、各
地
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
今
回
の「
観
光
文
化
」で
は
、「
国
際
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
と
地
域
振
興
」を
特
集
テ
ー
マ

と
し
た
。こ
こ
で
は
、各
特
集
を
振
り
返
り
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
地
域
振
興
、そ
の
要

諦
を
考
え
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
、

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
の
流
れ

　
観
光
庁
が「
ス
ポ
ー
ツ
観
光
」と
い
う
方
向

性
を
打
ち
出
し
た
の
は
2
0
1
0
年（
表

1
）。5
月
に
は「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
連
絡
会
議
」が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
観
光
庁
資
料
よ
り「
ス
ポ
ー
ツ
観
光
の
趣

旨
」を
み
る
と
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
と
地
域

活
性
化
の
観
点
か
ら
、ス
ポ
ー
ツ
を「
観
る
ス

ポ
ー
ツ
」、「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」、「
支
え
る
ス
ポ

ー
ツ
」3
つ
に
区
分
し
て
い
る（
図
1
）。ス
ポ

ー
ツ
観
戦
、ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
と
周
辺
地

域
の
観
光
促
進
、観
光
産
業
や
ス
ポ
ー
ツ
・
健

康
産
業
等
の
需
要
喚
起
を
含
め
て
、地
域
活

性
化
を
図
る
こ
と
、ま
た「
支
え
る
ス
ポ
ー

ツ
」で
は
、ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
地
域
経
営
、

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
大
会
支
援
、

国
際
競
技
大
会
・
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
な
ど
に

よ
る
地
域
活
性
化
、地
域
・
国
の
観
光
魅
力
の

発
信
を
目
指
す
と
あ
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、

2
0
1
1
年
6
月
に
策
定
さ
れ
た「
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
基
本
方
針
」の
中
で
、

「
ス
ポ
ー
ツ
を『
観
る
』『
す
る
』た
め
の
旅
行

そ
の
も
の
や
周
辺
地
域
観
光
に
加
え
、ス
ポ

ー
ツ
を『
支
え
る
』人
々
と
の
交
流
、あ
る
い

は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
観
点
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
な

ど
の
多
目
的
で
の
旅
行
者
に
対
し
、旅
行
先

の
地
域
で
も
主
体
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

こ
と
の
で
き
る
環
境
の
整
備
、
そ
し
て

M
I
C
E
推
進
の
要
と
な
る
国
際
競
技
大
会

の
招
致
・
開
催
、合
宿
の
招
致
も
包
含
し
た
、

複
合
的
で
こ
れ
ま
で
に
な
い『
豊
か
な
旅
行

ス
タ
イ
ル
の
創
造
』を
目
指
す
も
の
」と
規
定

さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
1
5
年
10
月
に
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
基
本

法
」及
び「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」に
基
づ
い

た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す

る
た
め
、文
部
科
学
省
の
外
局
と
し
て「
ス
ポ

ー
ツ
庁
」が
設
置
さ
れ
た
。ス
ポ
ー
ツ
基
本
法

の
理
念
で
あ
る「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て『
国
民

が
生
涯
に
わ
た
り
心
身
と
も
に
健
康
で
文
化

的
な
生
活
を
営
む
』こ
と
が
で
き
る
社
会
の

実
現
」を
目
指
し
、ス
ポ
ー
ツ
庁
が
中
核
と
な

り
、他
省
庁
と
も
連
携
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
行
政

の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
本
号
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
庁
よ
り「
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

取
組
」と
題
し
て
、そ
の
取
り
組
み
の
一
端
を

ス
ポ
ーツ
イベン
ト
と

地
域
振
興
の

要
諦
を
考
え
る

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
文
化
振
興
部
長
　

吉
澤
清
良

視座

政府の観光立国推進本部で初めて採り上げられる
「スポーツツーリズム推進連絡会議」設置
「スポーツツーリズム推進基本方針」策定
「観光立国推進基本計画」、「スポーツ基本計画」内で位置付けられる
一般社団法人日本スポーツツーリズム推進機構設立
ビジット・ジャパン事業10周年　訪日外国人1,000万人達成

「観光立国実現に向けたアクション・プログラム」策定
スポーツ庁設置構想「地域スポーツ振興によるまちづくり」
2020年オリンピック・パラリンピック競技大会　東京開催決定
スポーツ庁設置
スポーツ庁・文化庁・観光庁の包括連携協定締結
スポーツ庁「第2期スポーツ基本計画」において、スポーツを通じた地域
活性化の具体的施策として『スポーツツーリズム』が盛り込まれる

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
い
っ
た
国
際
的
な
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
の
関
係
で
は
、イ
ベ
ン

ト
開
催
を
契
機
に
、交
通
、宿
泊
施
設
な
ど
の

観
光
関
連
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
、都
市
の

認
知
度
や
イ
メ
ー
ジ
が
高
ま
る
こ
と
な
ど

は
、巻
頭
言「
国
際
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
観

光
振
興
〜「
無
観
客
」の
レ
ガ
シ
ー
を
考
え

る
」（
梅
川
智
也
氏
）や
特
別
寄
稿「
東
京

2
0
2
0
大
会
か
ら
、そ
の
先
へ
」（
増
田
明
美

表 1 我が国におけるスポーツツーリズム推進の流れ

図 1 スポーツ観光の趣旨

事項年月
2010年
2010年
2011年
2012年
2012年
2013年

2015年
2016年
2017年

1 月
5 月
6 月
3 月
4 月

10月
3 月
3 月

資料：一般社団法人日本スポーツツーリズム推進機構ホームページ
（https://sporttourism.or.jp/sporttourism.html）

資料：国土交通省ホームページ（https://www.mlit.go.jp/common/000128962.pdf）
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は
、自
負
と
覚
悟
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
事
例
が
、ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
と
地
域
振
興
を
考
え
る
際
に
、忘

れ
て
は
な
ら
な
い
視
点
を
示
唆
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
ス
ポ
ー
ツ
は
、住
民
の
体
力
維
持
・
向
上
に

加
え
て
、青
少
年
の
健
全
な
育
成
や
高
齢
化

社
会
に
お
け
る
社
会
保
障
費
の
削
減
、障
が

い
へ
の
理
解
な
ど
を
促
す
。ま
た
、特
に
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
国
際
舞
台
で
の
活
躍
は
見

る
者
に
大
き
な
活
力
を
も
た
ら
し
、多
様
化
・

複
雑
化
す
る
国
際
社
会
に
お
け
る
相
互
理
解

を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、残
念
な
が

ら
原
則
無
観
客
と
な
っ
た
が
、ア
ス
リ
ー
ト

の
活
躍
に
魅
了
さ
れ
、国
際
交
流
の
重
要
性

を
も
改
め
て
認
識
し
た
人
も
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
よ
う
な
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
ば

か
り
で
は
な
く
て
も
、競
技
会
や
事
前
合
宿

等
の
誘
致
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
期
待

は
、特
に
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
展
す

る
地
方
を
中
心
に
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
る
。地
域
間
競
争
も
激
し
く
な
っ
て
く

る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、そ
の
際
に
は
、い
わ
ゆ
る「
ア
ウ

タ
ー
政
策（
地
域
外
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参

加
者
や
観
戦
者
な
ど
を
呼
び
込
み
、地
域
に

経
済
・
社
会
効
果
を
生
む
こ
と
を
主
た
る
目

的
と
し
た
も
の
）」と
、「
イ
ン
ナ
ー
政
策（
住
民

の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
向
上
や
健
康
増
進
な

ど
、住
民
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ（
※
1
）を
高

め
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
た
も
の
）」の

バ
ラ
ン
ス
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
と
な
る
。

　
巻
頭
言（
国
際
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
観

光
振
興
〜「
無
観
客
」の
レ
ガ
シ
ー
を
考
え

る
）で
、梅
川
氏
は
、「（
ア
ウ
タ
ー
と
イ
ン

ナ
ー
）両
者
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
な
の
だ
が
、

こ
れ
か
ら
は
よ
り
一
層
生
活
の
質
を
向
上
さ

せ
る
と
い
う
点
で
後
者
が
重
要
と
な
っ
て
く

る
。遠
回
り
か
も
し
れ
な
い
が
、身
近
な
ス

ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
が
地
域
の
観
光
振
興
に

も
繋
が
る
レ
ガ
シ
ー
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
た
い
。」と
述
べ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
環
境
が
日
本
全
国
に
広
が
る

こ
と
を
切
に
願
う
。（

よ
し
ざ
わ
　
き
よ
よ
し
）

氏
）で
も
、異
口
同
音
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
梅
川
氏
は
、1
9
6
4
年
に
開
催
さ
れ
た

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」を
例
に
挙
げ
て
、「
高

速
交
通
網
の
整
備
や
東
京
の
都
市
機
能
の
飛

躍
的
発
展
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
だ
け
で
な

く
、観
光
基
本
法
の
制
定
や
海
外
旅
行
の
自

由
化
、都
市
ホ
テ
ル
の
国
民
利
用
の
広
が
り
、

外
食
産
業
の
発
展
、大
学
で
の
観
光
教
育
の

始
動
な
ど
日
本
の
観
光
振
興
に
多
く
の
レ
ガ

シ
ー
を
残
し
た
。」と
記
し
て
い
る
。

　
元
陸
上
・
マ
ラ
ソ
ン
選
手
で
、現
在
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
増
田
氏
は
、今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、「
2
0
2
0
東
京
大

会
は
、国
立
競
技
場
な
ど
の
施
設
は
も
ち
ろ

ん
だ
が
、一
番
は
多
様
性
を
尊
重
す
る
気
持

が
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
残
る
の
で
は
な
い

か
。」、「
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
大
き
な
感

動
が
広
が
っ
た
。こ
の
機
運
を
終
わ
ら
せ
る

こ
と
な
く
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
観
る
、す
る
、支

え
る
こ
と
が
日
常
に
な
る
よ
う
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
の
開
催

は
、障
が
い
者
や
高
齢
者
に
優
し
い
街
の
実

現
に
つ
な
が
る
。」な
ど
と
述
べ
て
い
る
。

地
域
の
事
例
に
学
ぶ
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
振
興
の
要
諦

　
本
号
で
は
、こ
れ
ま
で
長
い
年
月
を
か
け

て
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
国
際
交
流
事
業

に
取
り
組
ん
で
き
た
5
つ
の
地
域
に
、取
り

組
み
の
歴
史
、現
状
と
課
題
、今
後
の
展
開

を
、コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ど
の
よ
う
に

向
き
合
っ
て
き
た
か
な
ど
も
含
め
て
ご
寄
稿

い
た
だ
い
た
。

　
表
2
に
は
、各
特
集
を
振
り
返
り
、筆
者
が

特
に
関
心
を
持
っ
た
事
項
を
整
理
し
て
い
る

が
、今
回
、特
に
感
じ
た
こ
と
は
、い
ず
れ
の

地
域
も
確
固
た
る
信
念
を
持
っ
て
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
や
国
際
交
流
事
業
に
取
り
組

み
、そ
し
て
そ
の
取
り
組
み
の
背
景
に
は
多

く
の
住
民
の
理
解
と
共
感
、参
画
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
特
集
2（
大
分
県
日
田
市
中
津
江
村
）の

「
日
々
の
暮
ら
し
の
再
評
価
や
新
た
な
価
値

付
け
が
、そ
の
地
域
の
振
興
に
つ
な
が
る
最

良
の
道
」と
の
言
葉
は
力
強
い
。東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
合
宿
に
お

け
る
市
民
の
自
発
的
な
取
り
組
み
は
、地
域

へ
の
愛
着
と
誇
り
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。

　
特
集
3（
岩
手
県
釜
石
市
）で
は
、市
民
の

「
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
」と
し
て
の
誇
り
、

住
民
の
ラ
グ
ビ
ー
愛
は
、東
日
本
大
震
災
を

経
て
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、む
し
ろ
広
が
り

と
深
さ
を
も
っ
て
、ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開

催
、そ
の
後
の
東
京
2
0
2
0
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
交
流
事
業
の
実
施
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

　
特
集
4（
大
分
国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
）で

は
、障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
父
と
も
呼
ば
れ

る
故
・
中
村
裕
博
士
の
想
い
が
結
実
し
、今
に

受
け
継
が
れ
、こ
れ
ほ
ど
に
世
界
的
な
大
会

が
、無
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
特
集
5（
石
川
県
金
沢
市
）で
は
、東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
合

宿
を
安
心
・
安
全
な
環
境
下
で
受
け
入
れ
た

ほ
か
、動
画
の
活
用
な
ど
様
々
に
工
夫
を
凝

ら
し
た
交
流
事
業
を
展
開
し
、市
民
、関
係

者
、選
手
団
が
対
面
で
の
交
流
を
誓
う
、深
い

関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　
特
集
6（
長
野
県
野
沢
温
泉
村
）の「『
地
域

振
興
は
人
材
育
成
か
ら
』を
是
と
す
る
我
々

は
、ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
人
材
育
成
の
為

の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
捉
え
て
い
る
。」、「
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
が
選
手
を
育
成
し
、選
手
引
退

後
は
大
会
運
営
や
次
の
人
材
育
成
に
関
わ
り

地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
。そ
ん
な
循
環
が

長
い
間
行
わ
れ
て
き
た
。」と
の
言
葉
か
ら

ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

　
そ
の
中
で
は
、特
に「
地
域
S
C（
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）」の
重
要
性
が
説
か
れ
、

「
地
域
S
C
が
全
国
各
地
に
増
え
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、地
域
な
ら
で
は
の
資
源
の
棚
卸

し
や
磨
き
上
げ
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

た
多
様
な
取
り
組
み
の
推
進
が
図
ら
れ
、ス

ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り

が
活
性
化
し
て
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。」と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
現
在
は
、「
オ
リ
パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー

と
し
て
、全
国
各
地
で
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し

た
特
色
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
創
出
・
定
着

を
促
進
さ
せ
る
た
め
に『
ス
ポ
ー
ツ
×
地
方

創
生
・
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』を
推
進

し
て
い
る
。」と
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
の
関
係
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る

観
光
レ
ガ
シ
ー

　
ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
、観
光
地
と
は
、非
常
に

密
接
な
関
係
に
あ
り
、親
和
性
が
高
い
。身
近

な
例
で
言
え
ば
、山
岳
や
高
原
、海
浜
リ
ゾ
ー

ト
地
に
は
、テ
ニ
ス
や
ゴ
ル
フ
、ス
キ
ー
、マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め

る
環
境
を
整
え
て
い
る
施
設
も
多
い
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

は
じ
め
に

　
規
模
の
大
小
は
あ
る
も
の
の
、全
国
各
地

で
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
競
技
会
が
開
催

さ
れ
、当
該
競
技
の
技
術
力
向
上
や
地
域
の

健
康
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
る
。さ
ら
に
、ス

ポ
ー
ツ
は
地
域
に
人
を
呼
び
込
み
、交
流
人

口
の
拡
大
や
地
域
経
済
の
活
性
化
の
観
点
に

お
い
て
も
、大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。多

く
の
参
加
者
や
観
客
が
集
ま
る
プ
ロ
野
球
や

サ
ッ
カ
ー
、ま
た
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
は
そ
の
好
例
で
あ
る
と
言
え
る
。そ
し
て
、

こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
地
域
を
活
性

化
し
よ
う
と
す
る
地
域
も
多
く
存
在
す
る
。

　
日
本
で
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
に
地
域
づ
く
り

を
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
が
広
ま
る
契
機
と

な
っ
た
の
は
、1
9
9
3
年
の
地
域
密
着
を
掲

げ
た
J
リ
ー
グ
の
発
足
と
、「
2
0
0
2

F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」の
誘
致
活
動
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。近
年
で
は
2
0
1
9

年
に
開
催
さ
れ
た「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
2
0
1
9
日
本
大
会
」で
の
盛
り
上
が
り
が

思
い
出
さ
れ
る
。

　
2
0
2
1
年
に
入
っ
て
も
、コ
ロ
ナ
禍
は

依
然
と
し
て
収
束
の
兆
し
を
見
せ
な
か
っ
た

が
、夏
季
に
は
一
年
延
期
と
な
っ
た「
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」が
開
催
さ

れ
、各
地
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
今
回
の「
観
光
文
化
」で
は
、「
国
際
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
と
地
域
振
興
」を
特
集
テ
ー
マ

と
し
た
。こ
こ
で
は
、各
特
集
を
振
り
返
り
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
地
域
振
興
、そ
の
要

諦
を
考
え
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
、

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
の
流
れ

　
観
光
庁
が「
ス
ポ
ー
ツ
観
光
」と
い
う
方
向

性
を
打
ち
出
し
た
の
は
2
0
1
0
年（
表

1
）。5
月
に
は「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
連
絡
会
議
」が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
観
光
庁
資
料
よ
り「
ス
ポ
ー
ツ
観
光
の
趣

旨
」を
み
る
と
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
と
地
域

活
性
化
の
観
点
か
ら
、ス
ポ
ー
ツ
を「
観
る
ス

ポ
ー
ツ
」、「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」、「
支
え
る
ス
ポ

ー
ツ
」3
つ
に
区
分
し
て
い
る（
図
1
）。ス
ポ

ー
ツ
観
戦
、ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
と
周
辺
地

域
の
観
光
促
進
、観
光
産
業
や
ス
ポ
ー
ツ
・
健

康
産
業
等
の
需
要
喚
起
を
含
め
て
、地
域
活

性
化
を
図
る
こ
と
、ま
た「
支
え
る
ス
ポ
ー

ツ
」で
は
、ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
地
域
経
営
、

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
大
会
支
援
、

国
際
競
技
大
会
・
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
な
ど
に

よ
る
地
域
活
性
化
、地
域
・
国
の
観
光
魅
力
の

発
信
を
目
指
す
と
あ
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、

2
0
1
1
年
6
月
に
策
定
さ
れ
た「
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
基
本
方
針
」の
中
で
、

「
ス
ポ
ー
ツ
を『
観
る
』『
す
る
』た
め
の
旅
行

そ
の
も
の
や
周
辺
地
域
観
光
に
加
え
、ス
ポ

ー
ツ
を『
支
え
る
』人
々
と
の
交
流
、あ
る
い

は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
観
点
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
な

ど
の
多
目
的
で
の
旅
行
者
に
対
し
、旅
行
先

の
地
域
で
も
主
体
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

こ
と
の
で
き
る
環
境
の
整
備
、
そ
し
て

M
I
C
E
推
進
の
要
と
な
る
国
際
競
技
大
会

の
招
致
・
開
催
、合
宿
の
招
致
も
包
含
し
た
、

複
合
的
で
こ
れ
ま
で
に
な
い『
豊
か
な
旅
行

ス
タ
イ
ル
の
創
造
』を
目
指
す
も
の
」と
規
定

さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
1
5
年
10
月
に
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
基
本

法
」及
び「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」に
基
づ
い

た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す

る
た
め
、文
部
科
学
省
の
外
局
と
し
て「
ス
ポ

ー
ツ
庁
」が
設
置
さ
れ
た
。ス
ポ
ー
ツ
基
本
法

の
理
念
で
あ
る「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て『
国
民

が
生
涯
に
わ
た
り
心
身
と
も
に
健
康
で
文
化

的
な
生
活
を
営
む
』こ
と
が
で
き
る
社
会
の

実
現
」を
目
指
し
、ス
ポ
ー
ツ
庁
が
中
核
と
な

り
、他
省
庁
と
も
連
携
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
行
政

の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
本
号
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
庁
よ
り「
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

取
組
」と
題
し
て
、そ
の
取
り
組
み
の
一
端
を

ス
ポ
ーツ
イベン
ト
と

地
域
振
興
の

要
諦
を
考
え
る

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
文
化
振
興
部
長
　

吉
澤
清
良

視座

政府の観光立国推進本部で初めて採り上げられる
「スポーツツーリズム推進連絡会議」設置
「スポーツツーリズム推進基本方針」策定
「観光立国推進基本計画」、「スポーツ基本計画」内で位置付けられる
一般社団法人日本スポーツツーリズム推進機構設立
ビジット・ジャパン事業10周年　訪日外国人1,000万人達成

「観光立国実現に向けたアクション・プログラム」策定
スポーツ庁設置構想「地域スポーツ振興によるまちづくり」
2020年オリンピック・パラリンピック競技大会　東京開催決定
スポーツ庁設置
スポーツ庁・文化庁・観光庁の包括連携協定締結
スポーツ庁「第2期スポーツ基本計画」において、スポーツを通じた地域
活性化の具体的施策として『スポーツツーリズム』が盛り込まれる

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
い
っ
た
国
際
的
な
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
の
関
係
で
は
、イ
ベ
ン

ト
開
催
を
契
機
に
、交
通
、宿
泊
施
設
な
ど
の

観
光
関
連
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
、都
市
の

認
知
度
や
イ
メ
ー
ジ
が
高
ま
る
こ
と
な
ど

は
、巻
頭
言「
国
際
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
観

光
振
興
〜「
無
観
客
」の
レ
ガ
シ
ー
を
考
え

る
」（
梅
川
智
也
氏
）や
特
別
寄
稿「
東
京

2
0
2
0
大
会
か
ら
、そ
の
先
へ
」（
増
田
明
美

表 1 我が国におけるスポーツツーリズム推進の流れ

図 1 スポーツ観光の趣旨

事項年月
2010年
2010年
2011年
2012年
2012年
2013年

2015年
2016年
2017年

1 月
5 月
6 月
3 月
4 月

10月
3 月
3 月

資料：一般社団法人日本スポーツツーリズム推進機構ホームページ
（https://sporttourism.or.jp/sporttourism.html）

資料：国土交通省ホームページ（https://www.mlit.go.jp/common/000128962.pdf）
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（注）引用では文意が変わらない範囲で省略、変更等している。

は
、自
負
と
覚
悟
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
事
例
が
、ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
と
地
域
振
興
を
考
え
る
際
に
、忘

れ
て
は
な
ら
な
い
視
点
を
示
唆
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
ス
ポ
ー
ツ
は
、住
民
の
体
力
維
持
・
向
上
に

加
え
て
、青
少
年
の
健
全
な
育
成
や
高
齢
化

社
会
に
お
け
る
社
会
保
障
費
の
削
減
、障
が

い
へ
の
理
解
な
ど
を
促
す
。ま
た
、特
に
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
国
際
舞
台
で
の
活
躍
は
見

る
者
に
大
き
な
活
力
を
も
た
ら
し
、多
様
化
・

複
雑
化
す
る
国
際
社
会
に
お
け
る
相
互
理
解

を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、残
念
な
が

ら
原
則
無
観
客
と
な
っ
た
が
、ア
ス
リ
ー
ト

の
活
躍
に
魅
了
さ
れ
、国
際
交
流
の
重
要
性

を
も
改
め
て
認
識
し
た
人
も
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
よ
う
な
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
ば

か
り
で
は
な
く
て
も
、競
技
会
や
事
前
合
宿

等
の
誘
致
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
期
待

は
、特
に
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
展
す

る
地
方
を
中
心
に
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
る
。地
域
間
競
争
も
激
し
く
な
っ
て
く

る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、そ
の
際
に
は
、い
わ
ゆ
る「
ア
ウ

タ
ー
政
策（
地
域
外
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参

加
者
や
観
戦
者
な
ど
を
呼
び
込
み
、地
域
に

経
済
・
社
会
効
果
を
生
む
こ
と
を
主
た
る
目

的
と
し
た
も
の
）」と
、「
イ
ン
ナ
ー
政
策（
住
民

の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
向
上
や
健
康
増
進
な

ど
、住
民
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ（
※
1
）を
高

め
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
た
も
の
）」の

バ
ラ
ン
ス
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
と
な
る
。

　
巻
頭
言（
国
際
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
観

光
振
興
〜「
無
観
客
」の
レ
ガ
シ
ー
を
考
え

る
）で
、梅
川
氏
は
、「（
ア
ウ
タ
ー
と
イ
ン

ナ
ー
）両
者
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
な
の
だ
が
、

こ
れ
か
ら
は
よ
り
一
層
生
活
の
質
を
向
上
さ

せ
る
と
い
う
点
で
後
者
が
重
要
と
な
っ
て
く

る
。遠
回
り
か
も
し
れ
な
い
が
、身
近
な
ス

ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
が
地
域
の
観
光
振
興
に

も
繋
が
る
レ
ガ
シ
ー
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
た
い
。」と
述
べ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
環
境
が
日
本
全
国
に
広
が
る

こ
と
を
切
に
願
う
。（

よ
し
ざ
わ
　
き
よ
よ
し
）

氏
）で
も
、異
口
同
音
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
梅
川
氏
は
、1
9
6
4
年
に
開
催
さ
れ
た

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」を
例
に
挙
げ
て
、「
高

速
交
通
網
の
整
備
や
東
京
の
都
市
機
能
の
飛

躍
的
発
展
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
だ
け
で
な

く
、観
光
基
本
法
の
制
定
や
海
外
旅
行
の
自

由
化
、都
市
ホ
テ
ル
の
国
民
利
用
の
広
が
り
、

外
食
産
業
の
発
展
、大
学
で
の
観
光
教
育
の

始
動
な
ど
日
本
の
観
光
振
興
に
多
く
の
レ
ガ

シ
ー
を
残
し
た
。」と
記
し
て
い
る
。

　
元
陸
上
・
マ
ラ
ソ
ン
選
手
で
、現
在
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
増
田
氏
は
、今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、「
2
0
2
0
東
京
大

会
は
、国
立
競
技
場
な
ど
の
施
設
は
も
ち
ろ

ん
だ
が
、一
番
は
多
様
性
を
尊
重
す
る
気
持

が
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
残
る
の
で
は
な
い

か
。」、「
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
大
き
な
感

動
が
広
が
っ
た
。こ
の
機
運
を
終
わ
ら
せ
る

こ
と
な
く
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
観
る
、す
る
、支

え
る
こ
と
が
日
常
に
な
る
よ
う
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
の
開
催

は
、障
が
い
者
や
高
齢
者
に
優
し
い
街
の
実

現
に
つ
な
が
る
。」な
ど
と
述
べ
て
い
る
。

地
域
の
事
例
に
学
ぶ
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
振
興
の
要
諦

　
本
号
で
は
、こ
れ
ま
で
長
い
年
月
を
か
け

て
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
国
際
交
流
事
業

に
取
り
組
ん
で
き
た
5
つ
の
地
域
に
、取
り

組
み
の
歴
史
、現
状
と
課
題
、今
後
の
展
開

を
、コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ど
の
よ
う
に

向
き
合
っ
て
き
た
か
な
ど
も
含
め
て
ご
寄
稿

い
た
だ
い
た
。

　
表
2
に
は
、各
特
集
を
振
り
返
り
、筆
者
が

特
に
関
心
を
持
っ
た
事
項
を
整
理
し
て
い
る

が
、今
回
、特
に
感
じ
た
こ
と
は
、い
ず
れ
の

地
域
も
確
固
た
る
信
念
を
持
っ
て
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
や
国
際
交
流
事
業
に
取
り
組

み
、そ
し
て
そ
の
取
り
組
み
の
背
景
に
は
多

く
の
住
民
の
理
解
と
共
感
、参
画
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
特
集
2（
大
分
県
日
田
市
中
津
江
村
）の

「
日
々
の
暮
ら
し
の
再
評
価
や
新
た
な
価
値

付
け
が
、そ
の
地
域
の
振
興
に
つ
な
が
る
最

良
の
道
」と
の
言
葉
は
力
強
い
。東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
合
宿
に
お

け
る
市
民
の
自
発
的
な
取
り
組
み
は
、地
域

へ
の
愛
着
と
誇
り
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。

　
特
集
3（
岩
手
県
釜
石
市
）で
は
、市
民
の

「
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
」と
し
て
の
誇
り
、

住
民
の
ラ
グ
ビ
ー
愛
は
、東
日
本
大
震
災
を

経
て
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、む
し
ろ
広
が
り

と
深
さ
を
も
っ
て
、ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開

催
、そ
の
後
の
東
京
2
0
2
0
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
交
流
事
業
の
実
施
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

　
特
集
4（
大
分
国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
）で

は
、障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
父
と
も
呼
ば
れ

る
故
・
中
村
裕
博
士
の
想
い
が
結
実
し
、今
に

受
け
継
が
れ
、こ
れ
ほ
ど
に
世
界
的
な
大
会

が
、無
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
特
集
5（
石
川
県
金
沢
市
）で
は
、東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
合

宿
を
安
心
・
安
全
な
環
境
下
で
受
け
入
れ
た

ほ
か
、動
画
の
活
用
な
ど
様
々
に
工
夫
を
凝

ら
し
た
交
流
事
業
を
展
開
し
、市
民
、関
係

者
、選
手
団
が
対
面
で
の
交
流
を
誓
う
、深
い

関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　
特
集
6（
長
野
県
野
沢
温
泉
村
）の「『
地
域

振
興
は
人
材
育
成
か
ら
』を
是
と
す
る
我
々

は
、ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
人
材
育
成
の
為

の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
捉
え
て
い
る
。」、「
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
が
選
手
を
育
成
し
、選
手
引
退

後
は
大
会
運
営
や
次
の
人
材
育
成
に
関
わ
り

地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
。そ
ん
な
循
環
が

長
い
間
行
わ
れ
て
き
た
。」と
の
言
葉
か
ら

ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

　
そ
の
中
で
は
、特
に「
地
域
S
C（
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）」の
重
要
性
が
説
か
れ
、

「
地
域
S
C
が
全
国
各
地
に
増
え
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、地
域
な
ら
で
は
の
資
源
の
棚
卸

し
や
磨
き
上
げ
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

た
多
様
な
取
り
組
み
の
推
進
が
図
ら
れ
、ス

ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り

が
活
性
化
し
て
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。」と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
現
在
は
、「
オ
リ
パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー

と
し
て
、全
国
各
地
で
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し

た
特
色
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
創
出
・
定
着

を
促
進
さ
せ
る
た
め
に『
ス
ポ
ー
ツ
×
地
方

創
生
・
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』を
推
進

し
て
い
る
。」と
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
の
関
係
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る

観
光
レ
ガ
シ
ー

　
ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
、観
光
地
と
は
、非
常
に

密
接
な
関
係
に
あ
り
、親
和
性
が
高
い
。身
近

な
例
で
言
え
ば
、山
岳
や
高
原
、海
浜
リ
ゾ
ー

ト
地
に
は
、テ
ニ
ス
や
ゴ
ル
フ
、ス
キ
ー
、マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め

る
環
境
を
整
え
て
い
る
施
設
も
多
い
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

は
じ
め
に

　
規
模
の
大
小
は
あ
る
も
の
の
、全
国
各
地

で
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
競
技
会
が
開
催

さ
れ
、当
該
競
技
の
技
術
力
向
上
や
地
域
の

健
康
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
る
。さ
ら
に
、ス

ポ
ー
ツ
は
地
域
に
人
を
呼
び
込
み
、交
流
人

口
の
拡
大
や
地
域
経
済
の
活
性
化
の
観
点
に

お
い
て
も
、大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。多

く
の
参
加
者
や
観
客
が
集
ま
る
プ
ロ
野
球
や

サ
ッ
カ
ー
、ま
た
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
は
そ
の
好
例
で
あ
る
と
言
え
る
。そ
し
て
、

こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
地
域
を
活
性

化
し
よ
う
と
す
る
地
域
も
多
く
存
在
す
る
。

　
日
本
で
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
に
地
域
づ
く
り

を
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
が
広
ま
る
契
機
と

な
っ
た
の
は
、1
9
9
3
年
の
地
域
密
着
を
掲

げ
た
J
リ
ー
グ
の
発
足
と
、「
2
0
0
2

F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」の
誘
致
活
動
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。近
年
で
は
2
0
1
9

年
に
開
催
さ
れ
た「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
2
0
1
9
日
本
大
会
」で
の
盛
り
上
が
り
が

思
い
出
さ
れ
る
。

　
2
0
2
1
年
に
入
っ
て
も
、コ
ロ
ナ
禍
は

依
然
と
し
て
収
束
の
兆
し
を
見
せ
な
か
っ
た

が
、夏
季
に
は
一
年
延
期
と
な
っ
た「
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」が
開
催
さ

れ
、各
地
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
今
回
の「
観
光
文
化
」で
は
、「
国
際
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
と
地
域
振
興
」を
特
集
テ
ー
マ

と
し
た
。こ
こ
で
は
、各
特
集
を
振
り
返
り
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
地
域
振
興
、そ
の
要

諦
を
考
え
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
、

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
の
流
れ

　
観
光
庁
が「
ス
ポ
ー
ツ
観
光
」と
い
う
方
向

性
を
打
ち
出
し
た
の
は
2
0
1
0
年（
表

1
）。5
月
に
は「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
連
絡
会
議
」が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
観
光
庁
資
料
よ
り「
ス
ポ
ー
ツ
観
光
の
趣

旨
」を
み
る
と
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
と
地
域

活
性
化
の
観
点
か
ら
、ス
ポ
ー
ツ
を「
観
る
ス

ポ
ー
ツ
」、「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」、「
支
え
る
ス
ポ

ー
ツ
」3
つ
に
区
分
し
て
い
る（
図
1
）。ス
ポ

ー
ツ
観
戦
、ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
と
周
辺
地

域
の
観
光
促
進
、観
光
産
業
や
ス
ポ
ー
ツ
・
健

康
産
業
等
の
需
要
喚
起
を
含
め
て
、地
域
活

性
化
を
図
る
こ
と
、ま
た「
支
え
る
ス
ポ
ー

ツ
」で
は
、ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
地
域
経
営
、

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
大
会
支
援
、

国
際
競
技
大
会
・
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
な
ど
に

よ
る
地
域
活
性
化
、地
域
・
国
の
観
光
魅
力
の

発
信
を
目
指
す
と
あ
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、

2
0
1
1
年
6
月
に
策
定
さ
れ
た「
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
基
本
方
針
」の
中
で
、

「
ス
ポ
ー
ツ
を『
観
る
』『
す
る
』た
め
の
旅
行

そ
の
も
の
や
周
辺
地
域
観
光
に
加
え
、ス
ポ

ー
ツ
を『
支
え
る
』人
々
と
の
交
流
、あ
る
い

は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
観
点
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
な

ど
の
多
目
的
で
の
旅
行
者
に
対
し
、旅
行
先

の
地
域
で
も
主
体
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

こ
と
の
で
き
る
環
境
の
整
備
、
そ
し
て

M
I
C
E
推
進
の
要
と
な
る
国
際
競
技
大
会

の
招
致
・
開
催
、合
宿
の
招
致
も
包
含
し
た
、

複
合
的
で
こ
れ
ま
で
に
な
い『
豊
か
な
旅
行

ス
タ
イ
ル
の
創
造
』を
目
指
す
も
の
」と
規
定

さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
1
5
年
10
月
に
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
基
本

法
」及
び「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」に
基
づ
い

た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す

る
た
め
、文
部
科
学
省
の
外
局
と
し
て「
ス
ポ

ー
ツ
庁
」が
設
置
さ
れ
た
。ス
ポ
ー
ツ
基
本
法

の
理
念
で
あ
る「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て『
国
民

が
生
涯
に
わ
た
り
心
身
と
も
に
健
康
で
文
化

的
な
生
活
を
営
む
』こ
と
が
で
き
る
社
会
の

実
現
」を
目
指
し
、ス
ポ
ー
ツ
庁
が
中
核
と
な

り
、他
省
庁
と
も
連
携
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
行
政

の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
本
号
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
庁
よ
り「
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

取
組
」と
題
し
て
、そ
の
取
り
組
み
の
一
端
を

村が取った手法は「住民のマンパワーを生かし、村職員がそれを支援し
伴走する」。
最も大きな効果は、活動の小さなステップを積み重ねるごとに、住民が
中津江らしい交流のあり方に自信を深め、誇りを感じていったこと。こ
れがキャンプ誘致の最大のレガシーである。
特別なことは必要ではなく、日々の暮らしの再評価や、別の視点による
新たな価値付けが、その地域の振興につながる最良の道だということ
を、今でも続くこのカメルーンとの交流が物語っている。
当市の震災復興の取り組みとしてラグビーワールドカップを誘致・開
催した事が世界的に評価され、とても大きな開催レガシー（遺産）を得
る事ができた。それは物と言うよりも心のレガシー。チャレンジし続け
れば何事も成し遂げられるという希望。子供達にも大切な事を伝えら
れた釡石開催となった。
震災からの絆のパスは、ラグビーワールドカップを経て、その後の東京
2020ホストタウン交流事業へとつながり続ける。
アボット・ワールドメジャーズと呼ばれる世界6大マラソンの一角を
占め、本大会でマークされた3つの記録が現在も公認世界記録とされ
ている。
参加者数の累計は、昨年の2020大会まで、実に世界78カ国・地域から
述べ11,697人。ここ10年でも毎年200人を超える選手が参加するな
ど、一大会としては世界最大規模を誇る。
本大会の最大といってもいい特色は、かつて3,000名ともいわれたボ
ランティア等による大規模な協力体制。海外選手からは「OITAは世界
一のホスピタリティ」との評価を得ている。
事前合宿を通じた国際交流が成功した理由は、スポーツだけを目的と
するのではなく、芸術・文化・教育・経済など様々な関係者がそれぞれの
手法で参加し、核となるスポーツを盛り上げるために協力し合ったこ
とにある。
金沢プールは、健康づくりや体力向上、または競技力向上の拠点である
とともに、屋内国際公認プールという資源と本市の地域資源を掛け合
わせることで国内外のスポーツイベントの誘致につなげ、本市のスポ
ーツにおける交流人口の拡大と地域活性化を図る中心的役割を果たし
ていく。
「地域振興は人材育成から」、スポーツを通じて人材を育成し、その人材
を中心にスポーツイベントを成功させ地域振興を図ってきた野沢温泉
村。
スキークラブが選手を育成し、選手引退後は大会運営や次の人材育成
に関わり地域の発展に貢献する。そんな循環が長い間行われてきた。
イベントを開催し地域収入をあげる事とイベントを通じて人材を育て
地域振興に結び付ける事は、長いスパンで見れば大きく違うという事
を認識している。

※
1
:
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
：
個
人
の
権
利
や
自
己
実
現
が
保
障

さ
れ
、身
体
的
・
精
神
的
・
社
会
的
に
良
好
な
状
態
に
あ
る
こ
と

を
意
味
す
る
概
念
。
世
界
保
健
機
構
（
W
H
O
）の
憲
章

（
1
9
4
7
年
）で「
健
康
」を
定
義
す
る
記
述
の
中
で
初
め
て
用

い
ら
れ
た
も
の
。

※
参
考
資
料
：『
国
際
文
化
研
修（
2
0
2
0
年
春
第
1
0
7

号
）』（
全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所
）

特
集
／
研
修
紹
介
　
研
修
１
　
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
の
活
性
化「
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
戦
略
」（
早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科

学
学
術
院
教
授
　
原
田
宗
彦
）

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
い
っ
た
国
際
的
な
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
の
関
係
で
は
、イ
ベ
ン

ト
開
催
を
契
機
に
、交
通
、宿
泊
施
設
な
ど
の

観
光
関
連
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
、都
市
の

認
知
度
や
イ
メ
ー
ジ
が
高
ま
る
こ
と
な
ど

は
、巻
頭
言「
国
際
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
観

光
振
興
〜「
無
観
客
」の
レ
ガ
シ
ー
を
考
え

る
」（
梅
川
智
也
氏
）や
特
別
寄
稿「
東
京

2
0
2
0
大
会
か
ら
、そ
の
先
へ
」（
増
田
明
美

表 2 地域の事例で筆者が関心を持った事項
地域・事例 筆者が関心を持った事項

特集 2 大分県日田市中津江村
"深めてきた交流が地域の自信と誇りに
～2002年サッカーW杯事前合宿の誘致、
深まる交流、その歴史"

特集 3 岩手県釡石市
"夢の続き
～表には現れない、
「ラグビーのまち釡石」のレガシー"

特集 4 大分国際車いすマラソン
大分国際車いすマラソンの40年

特集 5 石川県金沢市
"金沢プールの整備について
～「スポーツで人とまちを元気にする」
金沢市が実践してきたこと"

特集 6 長野県野沢温泉村
村民主導の地域づくり、
スノーリゾートの実現

スポーツイベントと地域振興の要諦を考える視座
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（注）引用では文意が変わらない範囲で省略、変更等している。

は
、自
負
と
覚
悟
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
事
例
が
、ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
と
地
域
振
興
を
考
え
る
際
に
、忘

れ
て
は
な
ら
な
い
視
点
を
示
唆
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
ス
ポ
ー
ツ
は
、住
民
の
体
力
維
持
・
向
上
に

加
え
て
、青
少
年
の
健
全
な
育
成
や
高
齢
化

社
会
に
お
け
る
社
会
保
障
費
の
削
減
、障
が

い
へ
の
理
解
な
ど
を
促
す
。ま
た
、特
に
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
国
際
舞
台
で
の
活
躍
は
見

る
者
に
大
き
な
活
力
を
も
た
ら
し
、多
様
化
・

複
雑
化
す
る
国
際
社
会
に
お
け
る
相
互
理
解

を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、残
念
な
が

ら
原
則
無
観
客
と
な
っ
た
が
、ア
ス
リ
ー
ト

の
活
躍
に
魅
了
さ
れ
、国
際
交
流
の
重
要
性

を
も
改
め
て
認
識
し
た
人
も
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
よ
う
な
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
ば

か
り
で
は
な
く
て
も
、競
技
会
や
事
前
合
宿

等
の
誘
致
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ
の
期
待

は
、特
に
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
展
す

る
地
方
を
中
心
に
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
る
。地
域
間
競
争
も
激
し
く
な
っ
て
く

る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、そ
の
際
に
は
、い
わ
ゆ
る「
ア
ウ

タ
ー
政
策（
地
域
外
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参

加
者
や
観
戦
者
な
ど
を
呼
び
込
み
、地
域
に

経
済
・
社
会
効
果
を
生
む
こ
と
を
主
た
る
目

的
と
し
た
も
の
）」と
、「
イ
ン
ナ
ー
政
策（
住
民

の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
向
上
や
健
康
増
進
な

ど
、住
民
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ（
※
1
）を
高

め
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
た
も
の
）」の

バ
ラ
ン
ス
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
と
な
る
。

　
巻
頭
言（
国
際
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
観

光
振
興
〜「
無
観
客
」の
レ
ガ
シ
ー
を
考
え

る
）で
、梅
川
氏
は
、「（
ア
ウ
タ
ー
と
イ
ン

ナ
ー
）両
者
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
な
の
だ
が
、

こ
れ
か
ら
は
よ
り
一
層
生
活
の
質
を
向
上
さ

せ
る
と
い
う
点
で
後
者
が
重
要
と
な
っ
て
く

る
。遠
回
り
か
も
し
れ
な
い
が
、身
近
な
ス

ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
が
地
域
の
観
光
振
興
に

も
繋
が
る
レ
ガ
シ
ー
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
た
い
。」と
述
べ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
環
境
が
日
本
全
国
に
広
が
る

こ
と
を
切
に
願
う
。（

よ
し
ざ
わ
　
き
よ
よ
し
）

氏
）で
も
、異
口
同
音
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
梅
川
氏
は
、1
9
6
4
年
に
開
催
さ
れ
た

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」を
例
に
挙
げ
て
、「
高

速
交
通
網
の
整
備
や
東
京
の
都
市
機
能
の
飛

躍
的
発
展
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
だ
け
で
な

く
、観
光
基
本
法
の
制
定
や
海
外
旅
行
の
自

由
化
、都
市
ホ
テ
ル
の
国
民
利
用
の
広
が
り
、

外
食
産
業
の
発
展
、大
学
で
の
観
光
教
育
の

始
動
な
ど
日
本
の
観
光
振
興
に
多
く
の
レ
ガ

シ
ー
を
残
し
た
。」と
記
し
て
い
る
。

　
元
陸
上
・
マ
ラ
ソ
ン
選
手
で
、現
在
ス
ポ
ー

ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
増
田
氏
は
、今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、「
2
0
2
0
東
京
大

会
は
、国
立
競
技
場
な
ど
の
施
設
は
も
ち
ろ

ん
だ
が
、一
番
は
多
様
性
を
尊
重
す
る
気
持

が
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
残
る
の
で
は
な
い

か
。」、「
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
大
き
な
感

動
が
広
が
っ
た
。こ
の
機
運
を
終
わ
ら
せ
る

こ
と
な
く
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
観
る
、す
る
、支

え
る
こ
と
が
日
常
に
な
る
よ
う
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
の
開
催

は
、障
が
い
者
や
高
齢
者
に
優
し
い
街
の
実

現
に
つ
な
が
る
。」な
ど
と
述
べ
て
い
る
。

地
域
の
事
例
に
学
ぶ
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と

地
域
振
興
の
要
諦

　
本
号
で
は
、こ
れ
ま
で
長
い
年
月
を
か
け

て
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
国
際
交
流
事
業

に
取
り
組
ん
で
き
た
5
つ
の
地
域
に
、取
り

組
み
の
歴
史
、現
状
と
課
題
、今
後
の
展
開

を
、コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ど
の
よ
う
に

向
き
合
っ
て
き
た
か
な
ど
も
含
め
て
ご
寄
稿

い
た
だ
い
た
。

　
表
2
に
は
、各
特
集
を
振
り
返
り
、筆
者
が

特
に
関
心
を
持
っ
た
事
項
を
整
理
し
て
い
る

が
、今
回
、特
に
感
じ
た
こ
と
は
、い
ず
れ
の

地
域
も
確
固
た
る
信
念
を
持
っ
て
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
や
国
際
交
流
事
業
に
取
り
組

み
、そ
し
て
そ
の
取
り
組
み
の
背
景
に
は
多

く
の
住
民
の
理
解
と
共
感
、参
画
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
特
集
2（
大
分
県
日
田
市
中
津
江
村
）の

「
日
々
の
暮
ら
し
の
再
評
価
や
新
た
な
価
値

付
け
が
、そ
の
地
域
の
振
興
に
つ
な
が
る
最

良
の
道
」と
の
言
葉
は
力
強
い
。東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
合
宿
に
お

け
る
市
民
の
自
発
的
な
取
り
組
み
は
、地
域

へ
の
愛
着
と
誇
り
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。

　
特
集
3（
岩
手
県
釜
石
市
）で
は
、市
民
の

「
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
釜
石
」と
し
て
の
誇
り
、

住
民
の
ラ
グ
ビ
ー
愛
は
、東
日
本
大
震
災
を

経
て
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、む
し
ろ
広
が
り

と
深
さ
を
も
っ
て
、ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開

催
、そ
の
後
の
東
京
2
0
2
0
ホ
ス
ト
タ
ウ

ン
交
流
事
業
の
実
施
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

　
特
集
4（
大
分
国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
）で

は
、障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
父
と
も
呼
ば
れ

る
故
・
中
村
裕
博
士
の
想
い
が
結
実
し
、今
に

受
け
継
が
れ
、こ
れ
ほ
ど
に
世
界
的
な
大
会

が
、無
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
特
集
5（
石
川
県
金
沢
市
）で
は
、東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
事
前
合

宿
を
安
心
・
安
全
な
環
境
下
で
受
け
入
れ
た

ほ
か
、動
画
の
活
用
な
ど
様
々
に
工
夫
を
凝

ら
し
た
交
流
事
業
を
展
開
し
、市
民
、関
係

者
、選
手
団
が
対
面
で
の
交
流
を
誓
う
、深
い

関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　
特
集
6（
長
野
県
野
沢
温
泉
村
）の「『
地
域

振
興
は
人
材
育
成
か
ら
』を
是
と
す
る
我
々

は
、ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
人
材
育
成
の
為

の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
捉
え
て
い
る
。」、「
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
が
選
手
を
育
成
し
、選
手
引
退

後
は
大
会
運
営
や
次
の
人
材
育
成
に
関
わ
り

地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
。そ
ん
な
循
環
が

長
い
間
行
わ
れ
て
き
た
。」と
の
言
葉
か
ら

ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

　
そ
の
中
で
は
、特
に「
地
域
S
C（
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）」の
重
要
性
が
説
か
れ
、

「
地
域
S
C
が
全
国
各
地
に
増
え
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、地
域
な
ら
で
は
の
資
源
の
棚
卸

し
や
磨
き
上
げ
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

た
多
様
な
取
り
組
み
の
推
進
が
図
ら
れ
、ス

ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り

が
活
性
化
し
て
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。」と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
現
在
は
、「
オ
リ
パ
ラ
・
レ
ガ
シ
ー

と
し
て
、全
国
各
地
で
、ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し

た
特
色
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
創
出
・
定
着

を
促
進
さ
せ
る
た
め
に『
ス
ポ
ー
ツ
×
地
方

創
生
・
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』を
推
進

し
て
い
る
。」と
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
の
関
係
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る

観
光
レ
ガ
シ
ー

　
ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
、観
光
地
と
は
、非
常
に

密
接
な
関
係
に
あ
り
、親
和
性
が
高
い
。身
近

な
例
で
言
え
ば
、山
岳
や
高
原
、海
浜
リ
ゾ
ー

ト
地
に
は
、テ
ニ
ス
や
ゴ
ル
フ
、ス
キ
ー
、マ

リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め

る
環
境
を
整
え
て
い
る
施
設
も
多
い
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

は
じ
め
に

　
規
模
の
大
小
は
あ
る
も
の
の
、全
国
各
地

で
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
競
技
会
が
開
催

さ
れ
、当
該
競
技
の
技
術
力
向
上
や
地
域
の

健
康
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
る
。さ
ら
に
、ス

ポ
ー
ツ
は
地
域
に
人
を
呼
び
込
み
、交
流
人

口
の
拡
大
や
地
域
経
済
の
活
性
化
の
観
点
に

お
い
て
も
、大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。多

く
の
参
加
者
や
観
客
が
集
ま
る
プ
ロ
野
球
や

サ
ッ
カ
ー
、ま
た
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
は
そ
の
好
例
で
あ
る
と
言
え
る
。そ
し
て
、

こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
地
域
を
活
性

化
し
よ
う
と
す
る
地
域
も
多
く
存
在
す
る
。

　
日
本
で
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
に
地
域
づ
く
り

を
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
が
広
ま
る
契
機
と

な
っ
た
の
は
、1
9
9
3
年
の
地
域
密
着
を
掲

げ
た
J
リ
ー
グ
の
発
足
と
、「
2
0
0
2

F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」の
誘
致
活
動
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。近
年
で
は
2
0
1
9

年
に
開
催
さ
れ
た「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
2
0
1
9
日
本
大
会
」で
の
盛
り
上
が
り
が

思
い
出
さ
れ
る
。

　
2
0
2
1
年
に
入
っ
て
も
、コ
ロ
ナ
禍
は

依
然
と
し
て
収
束
の
兆
し
を
見
せ
な
か
っ
た

が
、夏
季
に
は
一
年
延
期
と
な
っ
た「
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」が
開
催
さ

れ
、各
地
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
今
回
の「
観
光
文
化
」で
は
、「
国
際
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
と
地
域
振
興
」を
特
集
テ
ー
マ

と
し
た
。こ
こ
で
は
、各
特
集
を
振
り
返
り
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
地
域
振
興
、そ
の
要

諦
を
考
え
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
、

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
の
流
れ

　
観
光
庁
が「
ス
ポ
ー
ツ
観
光
」と
い
う
方
向

性
を
打
ち
出
し
た
の
は
2
0
1
0
年（
表

1
）。5
月
に
は「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
連
絡
会
議
」が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
観
光
庁
資
料
よ
り「
ス
ポ
ー
ツ
観
光
の
趣

旨
」を
み
る
と
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
と
地
域

活
性
化
の
観
点
か
ら
、ス
ポ
ー
ツ
を「
観
る
ス

ポ
ー
ツ
」、「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」、「
支
え
る
ス
ポ

ー
ツ
」3
つ
に
区
分
し
て
い
る（
図
1
）。ス
ポ

ー
ツ
観
戦
、ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
と
周
辺
地

域
の
観
光
促
進
、観
光
産
業
や
ス
ポ
ー
ツ
・
健

康
産
業
等
の
需
要
喚
起
を
含
め
て
、地
域
活

性
化
を
図
る
こ
と
、ま
た「
支
え
る
ス
ポ
ー

ツ
」で
は
、ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
地
域
経
営
、

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
大
会
支
援
、

国
際
競
技
大
会
・
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
な
ど
に

よ
る
地
域
活
性
化
、地
域
・
国
の
観
光
魅
力
の

発
信
を
目
指
す
と
あ
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、

2
0
1
1
年
6
月
に
策
定
さ
れ
た「
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
基
本
方
針
」の
中
で
、

「
ス
ポ
ー
ツ
を『
観
る
』『
す
る
』た
め
の
旅
行

そ
の
も
の
や
周
辺
地
域
観
光
に
加
え
、ス
ポ

ー
ツ
を『
支
え
る
』人
々
と
の
交
流
、あ
る
い

は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
観
点
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
な

ど
の
多
目
的
で
の
旅
行
者
に
対
し
、旅
行
先

の
地
域
で
も
主
体
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

こ
と
の
で
き
る
環
境
の
整
備
、
そ
し
て

M
I
C
E
推
進
の
要
と
な
る
国
際
競
技
大
会

の
招
致
・
開
催
、合
宿
の
招
致
も
包
含
し
た
、

複
合
的
で
こ
れ
ま
で
に
な
い『
豊
か
な
旅
行

ス
タ
イ
ル
の
創
造
』を
目
指
す
も
の
」と
規
定

さ
れ
て
い
る
。

　
2
0
1
5
年
10
月
に
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
基
本

法
」及
び「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」に
基
づ
い

た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す

る
た
め
、文
部
科
学
省
の
外
局
と
し
て「
ス
ポ

ー
ツ
庁
」が
設
置
さ
れ
た
。ス
ポ
ー
ツ
基
本
法

の
理
念
で
あ
る「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て『
国
民

が
生
涯
に
わ
た
り
心
身
と
も
に
健
康
で
文
化

的
な
生
活
を
営
む
』こ
と
が
で
き
る
社
会
の

実
現
」を
目
指
し
、ス
ポ
ー
ツ
庁
が
中
核
と
な

り
、他
省
庁
と
も
連
携
し
て
、ス
ポ
ー
ツ
行
政

の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
本
号
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
庁
よ
り「
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

取
組
」と
題
し
て
、そ
の
取
り
組
み
の
一
端
を

村が取った手法は「住民のマンパワーを生かし、村職員がそれを支援し
伴走する」。
最も大きな効果は、活動の小さなステップを積み重ねるごとに、住民が
中津江らしい交流のあり方に自信を深め、誇りを感じていったこと。こ
れがキャンプ誘致の最大のレガシーである。
特別なことは必要ではなく、日々の暮らしの再評価や、別の視点による
新たな価値付けが、その地域の振興につながる最良の道だということ
を、今でも続くこのカメルーンとの交流が物語っている。
当市の震災復興の取り組みとしてラグビーワールドカップを誘致・開
催した事が世界的に評価され、とても大きな開催レガシー（遺産）を得
る事ができた。それは物と言うよりも心のレガシー。チャレンジし続け
れば何事も成し遂げられるという希望。子供達にも大切な事を伝えら
れた釡石開催となった。
震災からの絆のパスは、ラグビーワールドカップを経て、その後の東京
2020ホストタウン交流事業へとつながり続ける。
アボット・ワールドメジャーズと呼ばれる世界6大マラソンの一角を
占め、本大会でマークされた3つの記録が現在も公認世界記録とされ
ている。
参加者数の累計は、昨年の2020大会まで、実に世界78カ国・地域から
述べ11,697人。ここ10年でも毎年200人を超える選手が参加するな
ど、一大会としては世界最大規模を誇る。
本大会の最大といってもいい特色は、かつて3,000名ともいわれたボ
ランティア等による大規模な協力体制。海外選手からは「OITAは世界
一のホスピタリティ」との評価を得ている。
事前合宿を通じた国際交流が成功した理由は、スポーツだけを目的と
するのではなく、芸術・文化・教育・経済など様々な関係者がそれぞれの
手法で参加し、核となるスポーツを盛り上げるために協力し合ったこ
とにある。
金沢プールは、健康づくりや体力向上、または競技力向上の拠点である
とともに、屋内国際公認プールという資源と本市の地域資源を掛け合
わせることで国内外のスポーツイベントの誘致につなげ、本市のスポ
ーツにおける交流人口の拡大と地域活性化を図る中心的役割を果たし
ていく。
「地域振興は人材育成から」、スポーツを通じて人材を育成し、その人材
を中心にスポーツイベントを成功させ地域振興を図ってきた野沢温泉
村。
スキークラブが選手を育成し、選手引退後は大会運営や次の人材育成
に関わり地域の発展に貢献する。そんな循環が長い間行われてきた。
イベントを開催し地域収入をあげる事とイベントを通じて人材を育て
地域振興に結び付ける事は、長いスパンで見れば大きく違うという事
を認識している。

※
1
:
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
：
個
人
の
権
利
や
自
己
実
現
が
保
障

さ
れ
、身
体
的
・
精
神
的
・
社
会
的
に
良
好
な
状
態
に
あ
る
こ
と

を
意
味
す
る
概
念
。
世
界
保
健
機
構
（
W
H
O
）の
憲
章

（
1
9
4
7
年
）で「
健
康
」を
定
義
す
る
記
述
の
中
で
初
め
て
用

い
ら
れ
た
も
の
。

※
参
考
資
料
：『
国
際
文
化
研
修（
2
0
2
0
年
春
第
1
0
7

号
）』（
全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所
）

特
集
／
研
修
紹
介
　
研
修
１
　
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
の
活
性
化「
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
戦
略
」（
早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科

学
学
術
院
教
授
　
原
田
宗
彦
）

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
い
っ
た
国
際
的
な
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
の
関
係
で
は
、イ
ベ
ン

ト
開
催
を
契
機
に
、交
通
、宿
泊
施
設
な
ど
の

観
光
関
連
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
、都
市
の

認
知
度
や
イ
メ
ー
ジ
が
高
ま
る
こ
と
な
ど

は
、巻
頭
言「
国
際
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
観

光
振
興
〜「
無
観
客
」の
レ
ガ
シ
ー
を
考
え

る
」（
梅
川
智
也
氏
）や
特
別
寄
稿「
東
京

2
0
2
0
大
会
か
ら
、そ
の
先
へ
」（
増
田
明
美

表 2 地域の事例で筆者が関心を持った事項
地域・事例 筆者が関心を持った事項

特集 2 大分県日田市中津江村
"深めてきた交流が地域の自信と誇りに
～2002年サッカーW杯事前合宿の誘致、
深まる交流、その歴史"

特集 3 岩手県釡石市
"夢の続き
～表には現れない、
「ラグビーのまち釡石」のレガシー"

特集 4 大分国際車いすマラソン
大分国際車いすマラソンの40年

特集 5 石川県金沢市
"金沢プールの整備について
～「スポーツで人とまちを元気にする」
金沢市が実践してきたこと"

特集 6 長野県野沢温泉村
村民主導の地域づくり、
スノーリゾートの実現

スポーツイベントと地域振興の要諦を考える視座
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究
が
行
え
る
の
か
を
様
々
な
課
題
を
通
じ
て

学
び
取
っ
て
い
く
こ
と
を
促
し
、さ
ら
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
行
っ
た

が
、成
果
と
し
て
は
や
は
り
教
室
で
の
議
論

に
は
る
か
に
及
ば
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
る
。大
人
数
で
行
動
が
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、2
0
2
0
年
度
、2
0
2
1
年
度
の
ゼ
ミ

合
宿
は
実
施
で
き
て
お
ら
ず
、ま
た
親
睦
の

機
会
が
ほ
ぼ
無
い
状
態
で
あ
る
。学
生
個
々

を
見
る
と
、キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
ら
れ
な
い
こ

と
に
不
満
を
有
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
学
生
が

い
る
一
方
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
受
講
に
慣

れ
む
し
ろ
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
来
学
を
負
担
に

感
じ
る
よ
う
な
学
生
も
生
じ
て
き
た
よ
う
に

思
う
。現
3
年
次
生
の
中
に
は
ゼ
ミ
に
所
属

し
た
当
初
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
が
長
く
続
い
て

き
た
こ
と
か
ら
、ゼ
ミ
活
動
へ
の
参
加
意
欲

を
低
下
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
も
い
た
。パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
状
況
下
で
、そ
れ
で
も
学
生
の
学
修

に
最
善
を
尽
く
す
義
務
が
あ
る
教
員
と
し

て
、十
分
な
対
応
を
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は

大
変
申
し
訳
な
い
思
い
で
あ
る
。ま
た
、改
め

て
、ゼ
ミ
活
動
は
学
問
の
知
識
や
調
査
研
究

の
方
法
を
取
得
す
る
だ
け
で
は
な
く
、二
十

歳
前
後
の
感
受
性
が
豊
か
な
時
に
多
く
の

人
々
と
交
わ
る
こ
と
で
、自
己
を
確
立
し
、社

会
人
と
し
て
巣
立
っ
て
い
く
た
め
の
基
礎
的

な
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
重
要
な
役
割
を
有

し
て
い
る
こ
と
も
再
認
識
し
て
い
る
。

　こ
う
し
た
状
況
下
で
は
あ
る
が
、学
生
達
の

中
に
は
様
々
な
活
動
に
工
夫
し
て
参
加
し
て

い
る
も
の
も
現
れ
て
い
る
。部
活
動
や
ア
ル
バ

イ
ト
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、そ
の
他
に
も
、企

業
が
主
催
す
る
観
光
に
関
す
る
学
生
コ
ン
ク

ー
ル
へ
有
志
グ
ル
ー
プ
で
参
加
す
る
も
の
、旅

館
業
に
興
味
を
持
ち
住
み
込
み
で
働
き
な
が

ら
活
性
化
策
を
模
索
す
る
も
の
、コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
カ
フ
ェ
の
運
営
に
携
わ
ろ
う
と
す
る
も
の
、

友
人
同
士
で
地
域
の
P
R
動
画
作
成
を
行
っ

て
み
る
も
の
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
す
る
も
の
な
ど
が
い
た
。ま
た
、

生
同
士
の
共
同
作
業
を
通
じ
て
自
ら
の
考
え

を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
や
、議
論
の
進
め
方

を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。2

年
、3
年
次
に
は
文
献
調
査
と
現
地
調
査
、個

人
作
業
と
グ
ル
ー
プ
作
業
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
年
間
を
通
じ
て
複
数
の
課
題
に
取
り
組
ん

で
も
ら
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。ま
た
、地
域

の
課
題
発
見
と
解
決
策
の
提
案
に
向
け
て
、

2
年
次
で
は
基
本
的
に「
観
光
地
の
魅
力
要

素
に
つ
い
て
調
査
」を
、3
年
次
で
は「
対
象

地
に
つ
い
て
の
課
題
発
見
、解
決
策
の
提
案
」

を
課
題
と
し
て
い
る
。そ
の
対
象
地
と
し
て

は
、例
年
は
夏
季
休
暇
中
に
実
施
す
る
ゼ
ミ

合
宿
の
訪
問
先
で
あ
る
が
、別
途
、日
帰
り
で

訪
問
が
可
能
な
地
域
を
指
定
し
、グ
ル
ー
プ

で
日
程
調
整
し
調
査
を
実
施
し
て
く
る
こ
と

も
あ
る
。

　特
に
ゼ
ミ
合
宿
で
は
、対
象
地
に
つ
い
て

の
お
お
よ
そ
の
調
査
テ
ー
マ
を
定
め
た
後
、

グ
ル
ー
プ
別
に
調
査
計
画
を
立
案
し
、先
方

に
連
絡
を
入
れ
、実
施
す
る
と
こ
ろ
ま
で
を

学
生
に
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。日
程
的
な

制
約
も
あ
り
、な
か
な
か
深
い
調
査
ま
で
行

え
な
い
の
が
実
状
で
は
あ
る
が
、そ
れ
で
も

準
備
か
ら
調
査
実
施
、成
果
と
り
ま
と
め
ま

で
を
行
う
と
い
う
経
験
は
ゼ
ミ
の
活
動
な
ら

で
は
と
言
え
る
。こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
作
業

を
通
じ
て
行
っ
た
活
動
を
踏
ま
え
、4
年
次

は
個
々
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
、卒
業
研
究
を

行
っ
て
い
る
。

　観
光
学
科
の
教
育
目
標
は
、観
光
が
現
代

社
会
に
果
た
す
役
割
と
あ
り
方
を
理
解
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
や
地
域
社
会
に
お
い
て
活
躍
す
る

人
材
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
が
、自
ら
が「
よ

き
観
光
者
」と
な
り「
責
任
あ
る
観
光
」の
実

践
に
貢
献
す
る
こ
と
も
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。そ
の
た
め
、ゼ
ミ
活
動
に
お
い
て
も
、他

者
の
関
心
や
行
動
を
理
解
し
、さ
ら
に
は
そ

れ
が
ど
の
よ
う
な
場
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
も
目
を
向
け
て
も
ら
う
こ
と
を
心

が
け
て
い
る
。夏
季
や
春
季
の
長
期
休
暇
の

後
に
は
、一
人
一
人
に
ど
の
よ
う
に
長
期
休

暇
を
過
ご
し
て
い
た
か
を
報
告
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。も
ち
ろ
ん
、話
し
づ
ら
そ
う
だ
っ
た

り
、ご
く
簡
単
な
紹
介
で
終
わ
ら
せ
た
り
す

る
学
生
も
い
る
が
、中
に
は
非
常
に
ユ
ニ
ー

ク
な
経
験
を
紹
介
し
て
く
れ
る
も
の
も
い

る
。こ
う
し
た
経
験
談
の「
面
白
い
ポ
イ
ン

ト
」を
深
掘
り
し
て
い
く
こ
と
が
休
み
明
け

の
恒
例
行
事
で
あ
る
。筆
者
に
と
っ
て
は
学

生
ら
世
代
を
理
解
す
る
上
で
重
要
で
あ
る

が
、そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、互
い
の
価
値
観
に

深
く
掘
り
込
も
う
と
し
な
い
学
生
達
に
と
っ

て「
異
な
る
価
値
観
を
理
解
す
る
」「
俯
瞰
的

に
現
象
を
掴
む
」と
い
う
こ
と
に
接
す
る
機

会
と
な
れ
ば
と
思
い
続
け
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

ゼ
ミ
活
動

　さ
て
、本
稿
は
筆
者
の
ゼ
ミ
で
通
常
行
っ

て
い
る
活
動
を
報
告
す
る
の
が
趣
旨
で
は
あ

る
が
、こ
の
2
ヶ
年
に
わ
た
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
で
の
ゼ
ミ
活
動

や
、学
生
の
動
き
に
つ
い
て
記
録
に
留
め
て

お
き
た
い
と
思
う
。

　2
0
2
0
年
度
、本
学
で
は
春
学
期
が
3

週
間
遅
れ
で
、全
面
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ス
タ

ー
ト
と
な
っ
た
。他
学
も
同
様
で
あ
ろ
う
が
、

感
染
拡
大
の
状
況
に
応
じ
て
制
限
が
緩
和
さ

れ
た
り
厳
し
く
な
っ
た
り
し
な
が
ら
も
、

2
0
2
1
年
度
も
ほ
ぼ
同
様
の
状
況
が
続
い

て
い
る
。前
述
の
通
り
ゼ
ミ
に
お
い
て
は
学

生
同
士
の
議
論
や
、実
際
の
観
光
の
現
場
に

赴
き
、そ
こ
で
見
聞
き
し
考
え
る
こ
と
を
重

視
し
て
き
た
が
、こ
う
し
た
活
動
が
大
幅
に

制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。こ
う
し
た
中

で
、ま
ず
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ど
こ
ま
で
調
査
研

（
ポ
ス
タ
ー
作
成
、観
光
マ
ッ
プ
等
へ
の
掲

載
、協
力
店
舗
で
ス
テ
ッ
カ
ー
掲
示
等
）、さ

ら
に
は
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

合
わ
せ
た
情
報
の
発
信
や
、「
台
東
区
」で
は

な
く
著
名
な
エ
リ
ア
別
の
情
報
の
発
信
な
ど

で
あ
る
。す
ぐ
に
で
も
対
応
可
能
な
も
の
も

多
い
、と
い
う
こ
と
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
担
当

者
に
は
提
案
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
た
も
の

と
思
う
。

② 

陸
前
た
か
た

　 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
大
学
へ
の
参
加

　岩
手
県
の
陸
前
高
田
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
、立
教
大
学
の
主
催
に
よ
り

地
元
市
民
の
方
々
へ
提
供
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
ゼ
ミ
合
宿
の
一
環
で
参
加
し
た
も
の
で

あ
る
。本
学
は
2
0
0
3
年
以
降
、陸
前
高
田

市
と
林
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
交
流

を
続
け
て
き
た
が
、東
日
本
大
震
災
後
に
同

市
を
重
点
支
援
地
域
と
し
、災
害
復
旧
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、ス
ポ
ー
ツ
交
流
、ス
タ
デ
ィ
・
ツ

ア
ー
な
ど
の
交
流
事
業
を
行
っ
て
き
た
。

2
0
1
7
年
10
月
に
は
岩
手
大
学
と
共
同

で
、同
市
の
廃
校
を
活
用
し
た「
陸
前
高
田
グ

ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
」を
開
設
し
、本
学
関

係
者
の
活
動
拠
点
と
し
て
、あ
る
い
は
一
般

団
体
の
研
修
の
受
け
入
れ
や
市
民
の
活
動
の

場
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。2
0
1
9
年
の

市
民
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、新
座
市
内
の
企

業
の
方
を
講
師
に
迎
え
、太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
付
L
E
D
を
用
い
た
発
光
装
置
を
工
作

し
、ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
やS

D
G

s

の
重

要
性
に
触
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。学

生
も
こ
れ
に
加
わ
り
、地
元
の
方
々
と
の
交

流
を
深
め
た
。ま
た
合
わ
せ
て
施
設
運
営
を

委
託
さ
れ
て
い
る
N
P
O
法
人
の
職
員
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
、施
設
利
用
の
実
際
や
課

題
を
明
ら
か
に
し
今
後
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
た
。

③ 

立
山
町
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ

　 

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
へ
の
参
加

　富
山
県
立
山
町
が
主
催
す
る
大
学
生
に
よ

る
地
域
活
性
化
策
を
競
う
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
大
会
へ
2
0
1
6
年
に
ゼ
ミ
と
し
て

参
加
し
た
。同
コ
ン
ペ
は
2
0
1
2
年
か
ら

立
山
町
が
力
を
入
れ
て
実
施
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
が
、ゼ
ミ
合
宿
を
兼
ね
て
全

員
で
町
内
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

行
い
、立
山
町
の
地
域
活
性
化
策
を

練
っ
て
い
っ
た
。主
な
課
題
と
し
て

「
町
に
活
気
が
な
い
、人
通
り
が
少
な

い
」「
メ
イ
ン
と
な
る
魅
力
が
な
い
」

を
指
摘
し
、活
性
化
策
と
し
て「
サ
イ

ク
リ
ン
グ
×
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
〜
昼
の

静
閑 

夜
の
囁
き
〜
」と
題
し
て
、町

内
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
星
空
の
下
で
の

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
中
心
と
す
る
提
案

を
行
っ
た
。参
加
し
た
9
大
学
13

チ
ー
ム
の
中
で
上
位
7
チ
ー
ム
に
選

ば
れ
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
も
の
の
、

残
念
な
が
ら
最
優
秀
賞
と
は
な
ら
な

か
っ
た
。表
彰
さ
れ
た
他
の
発
表
と

比
較
す
る
と
、実
現
性
の
観
点
で
の

検
討
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
と
、大
学
と
し

て
立
山
町
へ
参
与
し
て
い
く
と
い
う
面
が
弱

か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。し
か
し
な
が

ら
、立
山
町
が
年
々
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
る
大
学
と
の
連
携
の
一
端
に
触
れ
ら
れ

た
こ
と
、ま
た
他
学
の
学
生
の
成
果
と
自
ら

の
も
の
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

学
生
に
と
っ
て
の
良
い
経
験
と
な
っ
た
。

立
教
大
学
観
光
学
部
に

お
け
る
ゼ
ミ
の
位
置
づ
け

　立
教
大
学
観
光
学
部
で
は
ゼ
ミ
は
2
年
次

か
ら
履
修
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、現
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
は「
演
習（
2
年
）」「
演
習（
3

年
）」「
卒
業
研
究
指
導
」と
い
う
科
目
名
と
な

っ
て
い
る
。科
目
の
位
置
づ
け
と
し
て
は「
学

部
自
由
科
目
」に
含
ま
れ
て
お
り
、必
修
科
目

や
学
科
選
択
科
目
と
比
較
す
る
と
卒
業
の
要

件
単
位
と
し
て
ど
う
し
て
も
取
得
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
。し
か
し
、2
年

次
に
は
全
学
生
の
8
割
程
度
が
履
修
す
る
、

学
部
の
教
育
に
お
い
て
重
要
な
科
目
の
一
つ

で
あ
る
。観
光
学
部
に
所
属
す
る
教
員
の
専

門
は
多
く
の
分
野
に
ま
た
が
っ
て
い
る
が
、

ゼ
ミ
に
お
い
て
は
各
教
員
の
専
門
性
や
独
自

性
が
大
い
に
発
揮
さ
れ
、ま
た
学
生
に
ど
の

よ
う
な
学
び
や
機
会
を
与
え
て
い
く
か
、

個
々
の
考
え
方
に
よ
っ
て
運
営
が
大
き
く
異

な
っ
て
く
る
。本
学
部
に
は
観
光
学
科
・
交
流

文
化
学
科
の
2
学
科
が
あ
る
。筆
者
は
観
光

学
科
の
所
属
で
あ
る
が
、ゼ
ミ
は
い
ず
れ
の

学
科
か
ら
も
参
加
可
能
で
あ
る
。学
部
に
は

一
学
年
3
7
0
名
程
度
の
学
生
が
在
籍
し
、

そ
れ
が
20
数
名
の
教
員
の
ゼ
ミ
に
分
か
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
た
め
、ゼ
ミ
の
一
学
年
は

10
数
名
程
度
が
所
属
し
て
い
る（
こ
の
人
数

は
ゼ
ミ
や
年
度
に
よ
っ
て
も
異
な
る
）。学
生

数
が
多
く
ど
う
し
て
も
講
義
が
大
人
数
と
な

る
本
学
部
に
お
い
て
、ゼ
ミ
に
お
け
る
学
生

一
人
一
人
と
対
話
は
、筆
者
に
と
っ
て
、本
学

の
学
生
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
関
心
を
示
す

の
か
、ま
た
ど
の
よ
う
な
行
動
ス
タ
イ
ル
を

持
ち
、社
会
と
の
接
点
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
理
解
す
る
重
要
な
機
会
に
な

っ
て
い
る
。

ゼ
ミ
テ
ー
マ

「
地
域
の
課
題
発
見
と

解
決
方
法
の
提
案
」

　本
ゼ
ミ
で
は
特
に「
地
域
」側
に
着
目
し
、

観
光
を
通
じ
て
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
に
つ

な
が
る
た
め
の「
課
題
発
見
な
ら
び
に
解
決

策
の
提
案
の
視
点
を
学
ぶ
」と
い
う
こ
と
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
る
。そ
の
た
め
に
、調
査

や
研
究
の
方
法
を
自
ら
考
え
実
施
し
て
い
く

こ
と
や
、観
光
の
現
場
で
自
ら
も
の
を
見
る
・

考
え
る
と
い
っ
た
こ
と
を
身
に
つ
け
る
と
と

も
に
、も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
と
し
て
、ゼ
ミ

ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

立
教
大
学
観
光
学
部

羽
生
ゼ
ミ

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
、

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
状
況
下
で
も
、

学
生
達
の
中
に
は
様
々
な
活
動
に
工
夫
し
て

参
加
し
て
い
る
も
の
も
現
れ
て
い
る
。

教
員
側
の
模
索
も
続
く
。

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

11
回

第

羽
生
冬
佳（
は
に
ゅ
う・ふ
ゆ
か
）

立
教
大
学
観
光
学
部
　教
授
。東
京
工
業
大
学
工
学
部
社
会
工
学

科
卒
、同
大
学
院
理
工
学
研
究
科
社
会
工
学
専
攻
修
士
課
程
修

了
。博
士（
工
学
）。（
財
）日
本
交
通
公
社
、東
京
工
業
大
学
大
学
院

情
報
理
工
学
研
究
科
助
手
、国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
研
究

官
、筑
波
大
学
大
学
院
人
間
総
合
科
学
研
究
科
准
教
授
等
を
経
て
、2
0
1
2
年
立

教
大
学
観
光
学
部
准
教
授
、2
0
1
5
年
よ
り
現
職
。専
門
は
観
光
計
画
、地
域
計

画
。著
書
に『
観
光
の
事
典
』（
共
著
、朝
倉
書
店
、2
0
1
9
年
）、『
観
光
の
新
し
い
潮

流
と
地
域
』（
共
著
、放
送
大
学
教
育
振
興
会
、2
0
1
1
年
）な
ど
。公
益
財
団
法
人

東
京
都
公
園
協
会
理
事
、公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
専
門
委
員
の
他
、自
治
体

の
観
光
振
興
に
関
す
る
委
員
を
歴
任
。

上：岩手県陸前高田市　震災語り部ガイドのお話を伺う。
下：長野県上田市　町中のゲストハウス兼文化活動の施設でお話を伺う

感
染
予
防
を
心
が
け
な
が
ら
の
旅
行
や
余
暇

活
動
と
い
う
こ
と
で
、流
行
り
の
キ
ャ
ン
プ
に

参
加
し
て
み
る
も
の
、徒
歩
で
東
海
道
を
制
覇

す
る
も
の
、一
人
旅
を
試
み
る
も
の
、ジ
ム
で
ひ

た
す
ら
体
を
鍛
え
る
も
の
も
い
た
。コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
観
光
や
消
費
活
動
が
ど
う
変
化
し
、今

後
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
の
か
は
社
会

の
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
が
、ゼ
ミ
内
で
学
生

個
々
の
話
を
聞
い
て
い
る
こ
と
で
、若
者
の
嗜

好
の
変
化
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
う
。

　こ
の
間
、文
献
購
読
の
他
に
課
題
と
し
た

の
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
観
光
地
の
実
状

と
対
応
策
」「
緊
急
事
態
宣
言
下
で
の
人
々
の

余
暇
活
動
」「
東
京
の
水
辺
の
空
間
整
備
と
利

用
状
況
」と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。一
点
目
、

二
点
目
に
つ
い
て
は
、観
光
業
が
苦
境
に
置

か
れ
て
い
る
、人
々
も
制
約
の
中
で
困
難
な

目
に
あ
っ
て
い
る
、と
い
う
一
般
的
表
層
的

な
理
解
で
は
な
く
、観
光
や
余
暇
の
現
状
に

つ
い
て
で
き
る
だ
け
正
確
な
情
報
を
入
手
し

消
化
す
る
と
い
う
こ
と
に
努
め
て
も
ら
っ

た
。ま
だ
制
約
下
で
は
あ
る
の
で
コ
ロ
ナ
禍

に
関
す
る
総
括
は
行
え
て
い
な
い
が
、学
生

達
が
こ
の
逆
境
の
中
で
こ
こ
か
ら
先
に
向
か

っ
て
ど
の
よ
う
な「
学
び
」を
得
た
の
か
、ゼ

ミ
の
中
で
も
ぜ
ひ
確
認
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

こ
れ
ま
で
に
ゼ
ミ
で

参
加
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　最
後
に
、こ
れ
ま
で
ゼ
ミ
活
動
の
中
で
地

域
と
連
携
し
て
行
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
い

く
つ
か
を
紹
介
し
た
い
。

① 「
＃
た
い
と
う
愛
」

　 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
対
す
る
提
案

　2
0
2
0
年
、コ
ロ
ナ
禍
で
区
内
の
商
業

施
設
が
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
中
、台
東

区
が
始
め
た
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
の
情
報
発

信
に
つ
い
て
、S
N
S
世
代
で
あ
る
学
生
達

に
使
い
勝
手
や
改
善
点
に
つ
い
て
の
意
見
を

求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。ち
ょ
う
ど
感
染

状
況
が
落
ち
着
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、グ

ル
ー
プ
ご
と
に「
＃
た
い
と
う
愛
」に
掲
載
さ

れ
て
い
る
情
報
を
見
な
が
ら
実
際
に
現
地
を

訪
れ
て
、店
舗
を
周
り
な
が
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
効
果
を
高
め
る
方
策
提
案
を
行
っ
て
も

ら
っ
た
。

　普
段
か
ら
ツ
ー
ル
を
使
い
こ
な
し
て
い
る

だ
け
あ
り
、非
常
に
具
体
的
な
提
案
が
い
く

つ
も
出
さ
れ
た
。例
え
ば
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

の
機
能
の
一
層
の
活
用（
ス
ト
ー
リ
ー
の
通

常
投
稿
、広
告
投
稿
、リ
ー
ル
の
活
用
、質
問
・

ア
ン
ケ
ー
ト
・
ク
イ
ズ
機
能
の
活
用
）、現
地

に
お
け
る
地
名
度
ア
ッ
プ
の
た
め
の
方
策
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究
が
行
え
る
の
か
を
様
々
な
課
題
を
通
じ
て

学
び
取
っ
て
い
く
こ
と
を
促
し
、さ
ら
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
行
っ
た

が
、成
果
と
し
て
は
や
は
り
教
室
で
の
議
論

に
は
る
か
に
及
ば
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
る
。大
人
数
で
行
動
が
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、2
0
2
0
年
度
、2
0
2
1
年
度
の
ゼ
ミ

合
宿
は
実
施
で
き
て
お
ら
ず
、ま
た
親
睦
の

機
会
が
ほ
ぼ
無
い
状
態
で
あ
る
。学
生
個
々

を
見
る
と
、キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
ら
れ
な
い
こ

と
に
不
満
を
有
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
学
生
が

い
る
一
方
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
受
講
に
慣

れ
む
し
ろ
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
来
学
を
負
担
に

感
じ
る
よ
う
な
学
生
も
生
じ
て
き
た
よ
う
に

思
う
。現
3
年
次
生
の
中
に
は
ゼ
ミ
に
所
属

し
た
当
初
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
が
長
く
続
い
て

き
た
こ
と
か
ら
、ゼ
ミ
活
動
へ
の
参
加
意
欲

を
低
下
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
も
い
た
。パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
状
況
下
で
、そ
れ
で
も
学
生
の
学
修

に
最
善
を
尽
く
す
義
務
が
あ
る
教
員
と
し

て
、十
分
な
対
応
を
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は

大
変
申
し
訳
な
い
思
い
で
あ
る
。ま
た
、改
め

て
、ゼ
ミ
活
動
は
学
問
の
知
識
や
調
査
研
究

の
方
法
を
取
得
す
る
だ
け
で
は
な
く
、二
十

歳
前
後
の
感
受
性
が
豊
か
な
時
に
多
く
の

人
々
と
交
わ
る
こ
と
で
、自
己
を
確
立
し
、社

会
人
と
し
て
巣
立
っ
て
い
く
た
め
の
基
礎
的

な
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
重
要
な
役
割
を
有

し
て
い
る
こ
と
も
再
認
識
し
て
い
る
。

　こ
う
し
た
状
況
下
で
は
あ
る
が
、学
生
達
の

中
に
は
様
々
な
活
動
に
工
夫
し
て
参
加
し
て

い
る
も
の
も
現
れ
て
い
る
。部
活
動
や
ア
ル
バ

イ
ト
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、そ
の
他
に
も
、企

業
が
主
催
す
る
観
光
に
関
す
る
学
生
コ
ン
ク

ー
ル
へ
有
志
グ
ル
ー
プ
で
参
加
す
る
も
の
、旅

館
業
に
興
味
を
持
ち
住
み
込
み
で
働
き
な
が

ら
活
性
化
策
を
模
索
す
る
も
の
、コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
カ
フ
ェ
の
運
営
に
携
わ
ろ
う
と
す
る
も
の
、

友
人
同
士
で
地
域
の
P
R
動
画
作
成
を
行
っ

て
み
る
も
の
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
す
る
も
の
な
ど
が
い
た
。ま
た
、

生
同
士
の
共
同
作
業
を
通
じ
て
自
ら
の
考
え

を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
や
、議
論
の
進
め
方

を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。2

年
、3
年
次
に
は
文
献
調
査
と
現
地
調
査
、個

人
作
業
と
グ
ル
ー
プ
作
業
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
年
間
を
通
じ
て
複
数
の
課
題
に
取
り
組
ん

で
も
ら
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。ま
た
、地
域

の
課
題
発
見
と
解
決
策
の
提
案
に
向
け
て
、

2
年
次
で
は
基
本
的
に「
観
光
地
の
魅
力
要

素
に
つ
い
て
調
査
」を
、3
年
次
で
は「
対
象

地
に
つ
い
て
の
課
題
発
見
、解
決
策
の
提
案
」

を
課
題
と
し
て
い
る
。そ
の
対
象
地
と
し
て

は
、例
年
は
夏
季
休
暇
中
に
実
施
す
る
ゼ
ミ

合
宿
の
訪
問
先
で
あ
る
が
、別
途
、日
帰
り
で

訪
問
が
可
能
な
地
域
を
指
定
し
、グ
ル
ー
プ

で
日
程
調
整
し
調
査
を
実
施
し
て
く
る
こ
と

も
あ
る
。

　特
に
ゼ
ミ
合
宿
で
は
、対
象
地
に
つ
い
て

の
お
お
よ
そ
の
調
査
テ
ー
マ
を
定
め
た
後
、

グ
ル
ー
プ
別
に
調
査
計
画
を
立
案
し
、先
方

に
連
絡
を
入
れ
、実
施
す
る
と
こ
ろ
ま
で
を

学
生
に
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。日
程
的
な

制
約
も
あ
り
、な
か
な
か
深
い
調
査
ま
で
行

え
な
い
の
が
実
状
で
は
あ
る
が
、そ
れ
で
も

準
備
か
ら
調
査
実
施
、成
果
と
り
ま
と
め
ま

で
を
行
う
と
い
う
経
験
は
ゼ
ミ
の
活
動
な
ら

で
は
と
言
え
る
。こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
作
業

を
通
じ
て
行
っ
た
活
動
を
踏
ま
え
、4
年
次

は
個
々
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
、卒
業
研
究
を

行
っ
て
い
る
。

　観
光
学
科
の
教
育
目
標
は
、観
光
が
現
代

社
会
に
果
た
す
役
割
と
あ
り
方
を
理
解
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
や
地
域
社
会
に
お
い
て
活
躍
す
る

人
材
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
が
、自
ら
が「
よ

き
観
光
者
」と
な
り「
責
任
あ
る
観
光
」の
実

践
に
貢
献
す
る
こ
と
も
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。そ
の
た
め
、ゼ
ミ
活
動
に
お
い
て
も
、他

者
の
関
心
や
行
動
を
理
解
し
、さ
ら
に
は
そ

れ
が
ど
の
よ
う
な
場
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
も
目
を
向
け
て
も
ら
う
こ
と
を
心

が
け
て
い
る
。夏
季
や
春
季
の
長
期
休
暇
の

後
に
は
、一
人
一
人
に
ど
の
よ
う
に
長
期
休

暇
を
過
ご
し
て
い
た
か
を
報
告
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。も
ち
ろ
ん
、話
し
づ
ら
そ
う
だ
っ
た

り
、ご
く
簡
単
な
紹
介
で
終
わ
ら
せ
た
り
す

る
学
生
も
い
る
が
、中
に
は
非
常
に
ユ
ニ
ー

ク
な
経
験
を
紹
介
し
て
く
れ
る
も
の
も
い

る
。こ
う
し
た
経
験
談
の「
面
白
い
ポ
イ
ン

ト
」を
深
掘
り
し
て
い
く
こ
と
が
休
み
明
け

の
恒
例
行
事
で
あ
る
。筆
者
に
と
っ
て
は
学

生
ら
世
代
を
理
解
す
る
上
で
重
要
で
あ
る

が
、そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、互
い
の
価
値
観
に

深
く
掘
り
込
も
う
と
し
な
い
学
生
達
に
と
っ

て「
異
な
る
価
値
観
を
理
解
す
る
」「
俯
瞰
的

に
現
象
を
掴
む
」と
い
う
こ
と
に
接
す
る
機

会
と
な
れ
ば
と
思
い
続
け
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

ゼ
ミ
活
動

　さ
て
、本
稿
は
筆
者
の
ゼ
ミ
で
通
常
行
っ

て
い
る
活
動
を
報
告
す
る
の
が
趣
旨
で
は
あ

る
が
、こ
の
2
ヶ
年
に
わ
た
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
で
の
ゼ
ミ
活
動

や
、学
生
の
動
き
に
つ
い
て
記
録
に
留
め
て

お
き
た
い
と
思
う
。

　2
0
2
0
年
度
、本
学
で
は
春
学
期
が
3

週
間
遅
れ
で
、全
面
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ス
タ

ー
ト
と
な
っ
た
。他
学
も
同
様
で
あ
ろ
う
が
、

感
染
拡
大
の
状
況
に
応
じ
て
制
限
が
緩
和
さ

れ
た
り
厳
し
く
な
っ
た
り
し
な
が
ら
も
、

2
0
2
1
年
度
も
ほ
ぼ
同
様
の
状
況
が
続
い

て
い
る
。前
述
の
通
り
ゼ
ミ
に
お
い
て
は
学

生
同
士
の
議
論
や
、実
際
の
観
光
の
現
場
に

赴
き
、そ
こ
で
見
聞
き
し
考
え
る
こ
と
を
重

視
し
て
き
た
が
、こ
う
し
た
活
動
が
大
幅
に

制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。こ
う
し
た
中

で
、ま
ず
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ど
こ
ま
で
調
査
研

（
ポ
ス
タ
ー
作
成
、観
光
マ
ッ
プ
等
へ
の
掲

載
、協
力
店
舗
で
ス
テ
ッ
カ
ー
掲
示
等
）、さ

ら
に
は
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

合
わ
せ
た
情
報
の
発
信
や
、「
台
東
区
」で
は

な
く
著
名
な
エ
リ
ア
別
の
情
報
の
発
信
な
ど

で
あ
る
。す
ぐ
に
で
も
対
応
可
能
な
も
の
も

多
い
、と
い
う
こ
と
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
担
当

者
に
は
提
案
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
た
も
の

と
思
う
。

② 

陸
前
た
か
た

　 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
大
学
へ
の
参
加

　岩
手
県
の
陸
前
高
田
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
、立
教
大
学
の
主
催
に
よ
り

地
元
市
民
の
方
々
へ
提
供
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
ゼ
ミ
合
宿
の
一
環
で
参
加
し
た
も
の
で

あ
る
。本
学
は
2
0
0
3
年
以
降
、陸
前
高
田

市
と
林
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
交
流

を
続
け
て
き
た
が
、東
日
本
大
震
災
後
に
同

市
を
重
点
支
援
地
域
と
し
、災
害
復
旧
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、ス
ポ
ー
ツ
交
流
、ス
タ
デ
ィ
・
ツ

ア
ー
な
ど
の
交
流
事
業
を
行
っ
て
き
た
。

2
0
1
7
年
10
月
に
は
岩
手
大
学
と
共
同

で
、同
市
の
廃
校
を
活
用
し
た「
陸
前
高
田
グ

ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
」を
開
設
し
、本
学
関

係
者
の
活
動
拠
点
と
し
て
、あ
る
い
は
一
般

団
体
の
研
修
の
受
け
入
れ
や
市
民
の
活
動
の

場
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。2
0
1
9
年
の

市
民
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、新
座
市
内
の
企

業
の
方
を
講
師
に
迎
え
、太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
付
L
E
D
を
用
い
た
発
光
装
置
を
工
作

し
、ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
やS

D
G

s

の
重

要
性
に
触
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。学

生
も
こ
れ
に
加
わ
り
、地
元
の
方
々
と
の
交

流
を
深
め
た
。ま
た
合
わ
せ
て
施
設
運
営
を

委
託
さ
れ
て
い
る
N
P
O
法
人
の
職
員
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
、施
設
利
用
の
実
際
や
課

題
を
明
ら
か
に
し
今
後
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
た
。

③ 

立
山
町
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ

　 

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
へ
の
参
加

　富
山
県
立
山
町
が
主
催
す
る
大
学
生
に
よ

る
地
域
活
性
化
策
を
競
う
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
大
会
へ
2
0
1
6
年
に
ゼ
ミ
と
し
て

参
加
し
た
。同
コ
ン
ペ
は
2
0
1
2
年
か
ら

立
山
町
が
力
を
入
れ
て
実
施
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
が
、ゼ
ミ
合
宿
を
兼
ね
て
全

員
で
町
内
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

行
い
、立
山
町
の
地
域
活
性
化
策
を

練
っ
て
い
っ
た
。主
な
課
題
と
し
て

「
町
に
活
気
が
な
い
、人
通
り
が
少
な

い
」「
メ
イ
ン
と
な
る
魅
力
が
な
い
」

を
指
摘
し
、活
性
化
策
と
し
て「
サ
イ

ク
リ
ン
グ
×
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
〜
昼
の

静
閑 

夜
の
囁
き
〜
」と
題
し
て
、町

内
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
星
空
の
下
で
の

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
中
心
と
す
る
提
案

を
行
っ
た
。参
加
し
た
9
大
学
13

チ
ー
ム
の
中
で
上
位
7
チ
ー
ム
に
選

ば
れ
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
も
の
の
、

残
念
な
が
ら
最
優
秀
賞
と
は
な
ら
な

か
っ
た
。表
彰
さ
れ
た
他
の
発
表
と

比
較
す
る
と
、実
現
性
の
観
点
で
の

検
討
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
と
、大
学
と
し

て
立
山
町
へ
参
与
し
て
い
く
と
い
う
面
が
弱

か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。し
か
し
な
が

ら
、立
山
町
が
年
々
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
る
大
学
と
の
連
携
の
一
端
に
触
れ
ら
れ

た
こ
と
、ま
た
他
学
の
学
生
の
成
果
と
自
ら

の
も
の
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

学
生
に
と
っ
て
の
良
い
経
験
と
な
っ
た
。

立
教
大
学
観
光
学
部
に

お
け
る
ゼ
ミ
の
位
置
づ
け

　立
教
大
学
観
光
学
部
で
は
ゼ
ミ
は
2
年
次

か
ら
履
修
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、現
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
は「
演
習（
2
年
）」「
演
習（
3

年
）」「
卒
業
研
究
指
導
」と
い
う
科
目
名
と
な

っ
て
い
る
。科
目
の
位
置
づ
け
と
し
て
は「
学

部
自
由
科
目
」に
含
ま
れ
て
お
り
、必
修
科
目

や
学
科
選
択
科
目
と
比
較
す
る
と
卒
業
の
要

件
単
位
と
し
て
ど
う
し
て
も
取
得
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
。し
か
し
、2
年

次
に
は
全
学
生
の
8
割
程
度
が
履
修
す
る
、

学
部
の
教
育
に
お
い
て
重
要
な
科
目
の
一
つ

で
あ
る
。観
光
学
部
に
所
属
す
る
教
員
の
専

門
は
多
く
の
分
野
に
ま
た
が
っ
て
い
る
が
、

ゼ
ミ
に
お
い
て
は
各
教
員
の
専
門
性
や
独
自

性
が
大
い
に
発
揮
さ
れ
、ま
た
学
生
に
ど
の

よ
う
な
学
び
や
機
会
を
与
え
て
い
く
か
、

個
々
の
考
え
方
に
よ
っ
て
運
営
が
大
き
く
異

な
っ
て
く
る
。本
学
部
に
は
観
光
学
科
・
交
流

文
化
学
科
の
2
学
科
が
あ
る
。筆
者
は
観
光

学
科
の
所
属
で
あ
る
が
、ゼ
ミ
は
い
ず
れ
の

学
科
か
ら
も
参
加
可
能
で
あ
る
。学
部
に
は

一
学
年
3
7
0
名
程
度
の
学
生
が
在
籍
し
、

そ
れ
が
20
数
名
の
教
員
の
ゼ
ミ
に
分
か
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
た
め
、ゼ
ミ
の
一
学
年
は

10
数
名
程
度
が
所
属
し
て
い
る（
こ
の
人
数

は
ゼ
ミ
や
年
度
に
よ
っ
て
も
異
な
る
）。学
生

数
が
多
く
ど
う
し
て
も
講
義
が
大
人
数
と
な

る
本
学
部
に
お
い
て
、ゼ
ミ
に
お
け
る
学
生

一
人
一
人
と
対
話
は
、筆
者
に
と
っ
て
、本
学

の
学
生
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
関
心
を
示
す

の
か
、ま
た
ど
の
よ
う
な
行
動
ス
タ
イ
ル
を

持
ち
、社
会
と
の
接
点
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
理
解
す
る
重
要
な
機
会
に
な

っ
て
い
る
。

ゼ
ミ
テ
ー
マ

「
地
域
の
課
題
発
見
と

解
決
方
法
の
提
案
」

　本
ゼ
ミ
で
は
特
に「
地
域
」側
に
着
目
し
、

観
光
を
通
じ
て
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
に
つ

な
が
る
た
め
の「
課
題
発
見
な
ら
び
に
解
決

策
の
提
案
の
視
点
を
学
ぶ
」と
い
う
こ
と
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
る
。そ
の
た
め
に
、調
査

や
研
究
の
方
法
を
自
ら
考
え
実
施
し
て
い
く

こ
と
や
、観
光
の
現
場
で
自
ら
も
の
を
見
る
・

考
え
る
と
い
っ
た
こ
と
を
身
に
つ
け
る
と
と

も
に
、も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
と
し
て
、ゼ
ミ

ゼ
ミ
を
通
し
て
見
る
大
学
の
今

立
教
大
学
観
光
学
部

羽
生
ゼ
ミ

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
、

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
状
況
下
で
も
、

学
生
達
の
中
に
は
様
々
な
活
動
に
工
夫
し
て

参
加
し
て
い
る
も
の
も
現
れ
て
い
る
。

教
員
側
の
模
索
も
続
く
。

観
光
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

11
回

第

羽
生
冬
佳（
は
に
ゅ
う・ふ
ゆ
か
）

立
教
大
学
観
光
学
部
　教
授
。東
京
工
業
大
学
工
学
部
社
会
工
学

科
卒
、同
大
学
院
理
工
学
研
究
科
社
会
工
学
専
攻
修
士
課
程
修

了
。博
士（
工
学
）。（
財
）日
本
交
通
公
社
、東
京
工
業
大
学
大
学
院

情
報
理
工
学
研
究
科
助
手
、国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
研
究

官
、筑
波
大
学
大
学
院
人
間
総
合
科
学
研
究
科
准
教
授
等
を
経
て
、2
0
1
2
年
立

教
大
学
観
光
学
部
准
教
授
、2
0
1
5
年
よ
り
現
職
。専
門
は
観
光
計
画
、地
域
計

画
。著
書
に『
観
光
の
事
典
』（
共
著
、朝
倉
書
店
、2
0
1
9
年
）、『
観
光
の
新
し
い
潮

流
と
地
域
』（
共
著
、放
送
大
学
教
育
振
興
会
、2
0
1
1
年
）な
ど
。公
益
財
団
法
人

東
京
都
公
園
協
会
理
事
、公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
専
門
委
員
の
他
、自
治
体

の
観
光
振
興
に
関
す
る
委
員
を
歴
任
。

上：岩手県陸前高田市　震災語り部ガイドのお話を伺う。
下：長野県上田市　町中のゲストハウス兼文化活動の施設でお話を伺う

感
染
予
防
を
心
が
け
な
が
ら
の
旅
行
や
余
暇

活
動
と
い
う
こ
と
で
、流
行
り
の
キ
ャ
ン
プ
に

参
加
し
て
み
る
も
の
、徒
歩
で
東
海
道
を
制
覇

す
る
も
の
、一
人
旅
を
試
み
る
も
の
、ジ
ム
で
ひ

た
す
ら
体
を
鍛
え
る
も
の
も
い
た
。コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
観
光
や
消
費
活
動
が
ど
う
変
化
し
、今

後
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
の
か
は
社
会

の
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
が
、ゼ
ミ
内
で
学
生

個
々
の
話
を
聞
い
て
い
る
こ
と
で
、若
者
の
嗜

好
の
変
化
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
う
。

　こ
の
間
、文
献
購
読
の
他
に
課
題
と
し
た

の
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
観
光
地
の
実
状

と
対
応
策
」「
緊
急
事
態
宣
言
下
で
の
人
々
の

余
暇
活
動
」「
東
京
の
水
辺
の
空
間
整
備
と
利

用
状
況
」と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。一
点
目
、

二
点
目
に
つ
い
て
は
、観
光
業
が
苦
境
に
置

か
れ
て
い
る
、人
々
も
制
約
の
中
で
困
難
な

目
に
あ
っ
て
い
る
、と
い
う
一
般
的
表
層
的

な
理
解
で
は
な
く
、観
光
や
余
暇
の
現
状
に

つ
い
て
で
き
る
だ
け
正
確
な
情
報
を
入
手
し

消
化
す
る
と
い
う
こ
と
に
努
め
て
も
ら
っ

た
。ま
だ
制
約
下
で
は
あ
る
の
で
コ
ロ
ナ
禍

に
関
す
る
総
括
は
行
え
て
い
な
い
が
、学
生

達
が
こ
の
逆
境
の
中
で
こ
こ
か
ら
先
に
向
か

っ
て
ど
の
よ
う
な「
学
び
」を
得
た
の
か
、ゼ

ミ
の
中
で
も
ぜ
ひ
確
認
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

こ
れ
ま
で
に
ゼ
ミ
で

参
加
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　最
後
に
、こ
れ
ま
で
ゼ
ミ
活
動
の
中
で
地

域
と
連
携
し
て
行
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
い

く
つ
か
を
紹
介
し
た
い
。

① 「
＃
た
い
と
う
愛
」

　 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
対
す
る
提
案

　2
0
2
0
年
、コ
ロ
ナ
禍
で
区
内
の
商
業

施
設
が
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
中
、台
東

区
が
始
め
た
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
の
情
報
発

信
に
つ
い
て
、S
N
S
世
代
で
あ
る
学
生
達

に
使
い
勝
手
や
改
善
点
に
つ
い
て
の
意
見
を

求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。ち
ょ
う
ど
感
染

状
況
が
落
ち
着
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、グ

ル
ー
プ
ご
と
に「
＃
た
い
と
う
愛
」に
掲
載
さ

れ
て
い
る
情
報
を
見
な
が
ら
実
際
に
現
地
を

訪
れ
て
、店
舗
を
周
り
な
が
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
効
果
を
高
め
る
方
策
提
案
を
行
っ
て
も

ら
っ
た
。

　普
段
か
ら
ツ
ー
ル
を
使
い
こ
な
し
て
い
る

だ
け
あ
り
、非
常
に
具
体
的
な
提
案
が
い
く

つ
も
出
さ
れ
た
。例
え
ば
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

の
機
能
の
一
層
の
活
用（
ス
ト
ー
リ
ー
の
通

常
投
稿
、広
告
投
稿
、リ
ー
ル
の
活
用
、質
問
・

ア
ン
ケ
ー
ト
・
ク
イ
ズ
機
能
の
活
用
）、現
地

に
お
け
る
地
名
度
ア
ッ
プ
の
た
め
の
方
策
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究
が
行
え
る
の
か
を
様
々
な
課
題
を
通
じ
て

学
び
取
っ
て
い
く
こ
と
を
促
し
、さ
ら
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
行
っ
た

が
、成
果
と
し
て
は
や
は
り
教
室
で
の
議
論

に
は
る
か
に
及
ば
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
る
。大
人
数
で
行
動
が
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、2
0
2
0
年
度
、2
0
2
1
年
度
の
ゼ
ミ

合
宿
は
実
施
で
き
て
お
ら
ず
、ま
た
親
睦
の

機
会
が
ほ
ぼ
無
い
状
態
で
あ
る
。学
生
個
々

を
見
る
と
、キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
ら
れ
な
い
こ

と
に
不
満
を
有
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
学
生
が

い
る
一
方
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
受
講
に
慣

れ
む
し
ろ
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
来
学
を
負
担
に

感
じ
る
よ
う
な
学
生
も
生
じ
て
き
た
よ
う
に

思
う
。現
3
年
次
生
の
中
に
は
ゼ
ミ
に
所
属

し
た
当
初
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
が
長
く
続
い
て

き
た
こ
と
か
ら
、ゼ
ミ
活
動
へ
の
参
加
意
欲

を
低
下
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
も
い
た
。パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
状
況
下
で
、そ
れ
で
も
学
生
の
学
修

に
最
善
を
尽
く
す
義
務
が
あ
る
教
員
と
し

て
、十
分
な
対
応
を
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は

大
変
申
し
訳
な
い
思
い
で
あ
る
。ま
た
、改
め

て
、ゼ
ミ
活
動
は
学
問
の
知
識
や
調
査
研
究

の
方
法
を
取
得
す
る
だ
け
で
は
な
く
、二
十

歳
前
後
の
感
受
性
が
豊
か
な
時
に
多
く
の

人
々
と
交
わ
る
こ
と
で
、自
己
を
確
立
し
、社

会
人
と
し
て
巣
立
っ
て
い
く
た
め
の
基
礎
的

な
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
重
要
な
役
割
を
有

し
て
い
る
こ
と
も
再
認
識
し
て
い
る
。

　こ
う
し
た
状
況
下
で
は
あ
る
が
、学
生
達
の

中
に
は
様
々
な
活
動
に
工
夫
し
て
参
加
し
て

い
る
も
の
も
現
れ
て
い
る
。部
活
動
や
ア
ル
バ

イ
ト
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、そ
の
他
に
も
、企

業
が
主
催
す
る
観
光
に
関
す
る
学
生
コ
ン
ク

ー
ル
へ
有
志
グ
ル
ー
プ
で
参
加
す
る
も
の
、旅

館
業
に
興
味
を
持
ち
住
み
込
み
で
働
き
な
が

ら
活
性
化
策
を
模
索
す
る
も
の
、コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
カ
フ
ェ
の
運
営
に
携
わ
ろ
う
と
す
る
も
の
、

友
人
同
士
で
地
域
の
P
R
動
画
作
成
を
行
っ

て
み
る
も
の
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
す
る
も
の
な
ど
が
い
た
。ま
た
、

生
同
士
の
共
同
作
業
を
通
じ
て
自
ら
の
考
え

を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
や
、議
論
の
進
め
方

を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。2

年
、3
年
次
に
は
文
献
調
査
と
現
地
調
査
、個

人
作
業
と
グ
ル
ー
プ
作
業
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
年
間
を
通
じ
て
複
数
の
課
題
に
取
り
組
ん

で
も
ら
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。ま
た
、地
域

の
課
題
発
見
と
解
決
策
の
提
案
に
向
け
て
、

2
年
次
で
は
基
本
的
に「
観
光
地
の
魅
力
要

素
に
つ
い
て
調
査
」を
、3
年
次
で
は「
対
象

地
に
つ
い
て
の
課
題
発
見
、解
決
策
の
提
案
」

を
課
題
と
し
て
い
る
。そ
の
対
象
地
と
し
て

は
、例
年
は
夏
季
休
暇
中
に
実
施
す
る
ゼ
ミ

合
宿
の
訪
問
先
で
あ
る
が
、別
途
、日
帰
り
で

訪
問
が
可
能
な
地
域
を
指
定
し
、グ
ル
ー
プ

で
日
程
調
整
し
調
査
を
実
施
し
て
く
る
こ
と

も
あ
る
。

　特
に
ゼ
ミ
合
宿
で
は
、対
象
地
に
つ
い
て

の
お
お
よ
そ
の
調
査
テ
ー
マ
を
定
め
た
後
、

グ
ル
ー
プ
別
に
調
査
計
画
を
立
案
し
、先
方

に
連
絡
を
入
れ
、実
施
す
る
と
こ
ろ
ま
で
を

学
生
に
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。日
程
的
な

制
約
も
あ
り
、な
か
な
か
深
い
調
査
ま
で
行

え
な
い
の
が
実
状
で
は
あ
る
が
、そ
れ
で
も

準
備
か
ら
調
査
実
施
、成
果
と
り
ま
と
め
ま

で
を
行
う
と
い
う
経
験
は
ゼ
ミ
の
活
動
な
ら

で
は
と
言
え
る
。こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
作
業

を
通
じ
て
行
っ
た
活
動
を
踏
ま
え
、4
年
次

は
個
々
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
、卒
業
研
究
を

行
っ
て
い
る
。

　観
光
学
科
の
教
育
目
標
は
、観
光
が
現
代

社
会
に
果
た
す
役
割
と
あ
り
方
を
理
解
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
や
地
域
社
会
に
お
い
て
活
躍
す
る

人
材
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
が
、自
ら
が「
よ

き
観
光
者
」と
な
り「
責
任
あ
る
観
光
」の
実

践
に
貢
献
す
る
こ
と
も
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。そ
の
た
め
、ゼ
ミ
活
動
に
お
い
て
も
、他

者
の
関
心
や
行
動
を
理
解
し
、さ
ら
に
は
そ

れ
が
ど
の
よ
う
な
場
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
も
目
を
向
け
て
も
ら
う
こ
と
を
心

が
け
て
い
る
。夏
季
や
春
季
の
長
期
休
暇
の

後
に
は
、一
人
一
人
に
ど
の
よ
う
に
長
期
休

暇
を
過
ご
し
て
い
た
か
を
報
告
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。も
ち
ろ
ん
、話
し
づ
ら
そ
う
だ
っ
た

り
、ご
く
簡
単
な
紹
介
で
終
わ
ら
せ
た
り
す

る
学
生
も
い
る
が
、中
に
は
非
常
に
ユ
ニ
ー

ク
な
経
験
を
紹
介
し
て
く
れ
る
も
の
も
い

る
。こ
う
し
た
経
験
談
の「
面
白
い
ポ
イ
ン

ト
」を
深
掘
り
し
て
い
く
こ
と
が
休
み
明
け

の
恒
例
行
事
で
あ
る
。筆
者
に
と
っ
て
は
学

生
ら
世
代
を
理
解
す
る
上
で
重
要
で
あ
る

が
、そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、互
い
の
価
値
観
に

深
く
掘
り
込
も
う
と
し
な
い
学
生
達
に
と
っ

て「
異
な
る
価
値
観
を
理
解
す
る
」「
俯
瞰
的

に
現
象
を
掴
む
」と
い
う
こ
と
に
接
す
る
機

会
と
な
れ
ば
と
思
い
続
け
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

ゼ
ミ
活
動

　さ
て
、本
稿
は
筆
者
の
ゼ
ミ
で
通
常
行
っ

て
い
る
活
動
を
報
告
す
る
の
が
趣
旨
で
は
あ

る
が
、こ
の
2
ヶ
年
に
わ
た
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
で
の
ゼ
ミ
活
動

や
、学
生
の
動
き
に
つ
い
て
記
録
に
留
め
て

お
き
た
い
と
思
う
。

　2
0
2
0
年
度
、本
学
で
は
春
学
期
が
3

週
間
遅
れ
で
、全
面
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ス
タ

ー
ト
と
な
っ
た
。他
学
も
同
様
で
あ
ろ
う
が
、

感
染
拡
大
の
状
況
に
応
じ
て
制
限
が
緩
和
さ

れ
た
り
厳
し
く
な
っ
た
り
し
な
が
ら
も
、

2
0
2
1
年
度
も
ほ
ぼ
同
様
の
状
況
が
続
い

て
い
る
。前
述
の
通
り
ゼ
ミ
に
お
い
て
は
学

生
同
士
の
議
論
や
、実
際
の
観
光
の
現
場
に

赴
き
、そ
こ
で
見
聞
き
し
考
え
る
こ
と
を
重

視
し
て
き
た
が
、こ
う
し
た
活
動
が
大
幅
に

制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。こ
う
し
た
中

で
、ま
ず
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ど
こ
ま
で
調
査
研

（
ポ
ス
タ
ー
作
成
、観
光
マ
ッ
プ
等
へ
の
掲

載
、協
力
店
舗
で
ス
テ
ッ
カ
ー
掲
示
等
）、さ

ら
に
は
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

合
わ
せ
た
情
報
の
発
信
や
、「
台
東
区
」で
は

な
く
著
名
な
エ
リ
ア
別
の
情
報
の
発
信
な
ど

で
あ
る
。す
ぐ
に
で
も
対
応
可
能
な
も
の
も

多
い
、と
い
う
こ
と
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
担
当

者
に
は
提
案
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
た
も
の

と
思
う
。

② 

陸
前
た
か
た

　 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
大
学
へ
の
参
加

　岩
手
県
の
陸
前
高
田
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
、立
教
大
学
の
主
催
に
よ
り

地
元
市
民
の
方
々
へ
提
供
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
ゼ
ミ
合
宿
の
一
環
で
参
加
し
た
も
の
で

あ
る
。本
学
は
2
0
0
3
年
以
降
、陸
前
高
田

市
と
林
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
交
流

を
続
け
て
き
た
が
、東
日
本
大
震
災
後
に
同

市
を
重
点
支
援
地
域
と
し
、災
害
復
旧
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、ス
ポ
ー
ツ
交
流
、ス
タ
デ
ィ
・
ツ

ア
ー
な
ど
の
交
流
事
業
を
行
っ
て
き
た
。

2
0
1
7
年
10
月
に
は
岩
手
大
学
と
共
同

で
、同
市
の
廃
校
を
活
用
し
た「
陸
前
高
田
グ

ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
」を
開
設
し
、本
学
関

係
者
の
活
動
拠
点
と
し
て
、あ
る
い
は
一
般

団
体
の
研
修
の
受
け
入
れ
や
市
民
の
活
動
の

場
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。2
0
1
9
年
の

市
民
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、新
座
市
内
の
企

業
の
方
を
講
師
に
迎
え
、太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
付
L
E
D
を
用
い
た
発
光
装
置
を
工
作

し
、ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
やS

D
G

s

の
重

要
性
に
触
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。学

生
も
こ
れ
に
加
わ
り
、地
元
の
方
々
と
の
交

流
を
深
め
た
。ま
た
合
わ
せ
て
施
設
運
営
を

委
託
さ
れ
て
い
る
N
P
O
法
人
の
職
員
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
、施
設
利
用
の
実
際
や
課

題
を
明
ら
か
に
し
今
後
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
た
。

③ 

立
山
町
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ

　 

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
へ
の
参
加

　富
山
県
立
山
町
が
主
催
す
る
大
学
生
に
よ

る
地
域
活
性
化
策
を
競
う
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
大
会
へ
2
0
1
6
年
に
ゼ
ミ
と
し
て

参
加
し
た
。同
コ
ン
ペ
は
2
0
1
2
年
か
ら

立
山
町
が
力
を
入
れ
て
実
施
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
が
、ゼ
ミ
合
宿
を
兼
ね
て
全

員
で
町
内
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

行
い
、立
山
町
の
地
域
活
性
化
策
を

練
っ
て
い
っ
た
。主
な
課
題
と
し
て

「
町
に
活
気
が
な
い
、人
通
り
が
少
な

い
」「
メ
イ
ン
と
な
る
魅
力
が
な
い
」

を
指
摘
し
、活
性
化
策
と
し
て「
サ
イ

ク
リ
ン
グ
×
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
〜
昼
の

静
閑 

夜
の
囁
き
〜
」と
題
し
て
、町

内
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
星
空
の
下
で
の

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
中
心
と
す
る
提
案

を
行
っ
た
。参
加
し
た
9
大
学
13

チ
ー
ム
の
中
で
上
位
7
チ
ー
ム
に
選

ば
れ
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
も
の
の
、

残
念
な
が
ら
最
優
秀
賞
と
は
な
ら
な

か
っ
た
。表
彰
さ
れ
た
他
の
発
表
と

比
較
す
る
と
、実
現
性
の
観
点
で
の

検
討
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
と
、大
学
と
し

て
立
山
町
へ
参
与
し
て
い
く
と
い
う
面
が
弱

か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。し
か
し
な
が

ら
、立
山
町
が
年
々
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
る
大
学
と
の
連
携
の
一
端
に
触
れ
ら
れ

た
こ
と
、ま
た
他
学
の
学
生
の
成
果
と
自
ら

の
も
の
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

学
生
に
と
っ
て
の
良
い
経
験
と
な
っ
た
。

立
教
大
学
観
光
学
部
に

お
け
る
ゼ
ミ
の
位
置
づ
け

　立
教
大
学
観
光
学
部
で
は
ゼ
ミ
は
2
年
次

か
ら
履
修
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、現
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
は「
演
習（
2
年
）」「
演
習（
3

年
）」「
卒
業
研
究
指
導
」と
い
う
科
目
名
と
な

っ
て
い
る
。科
目
の
位
置
づ
け
と
し
て
は「
学

部
自
由
科
目
」に
含
ま
れ
て
お
り
、必
修
科
目

や
学
科
選
択
科
目
と
比
較
す
る
と
卒
業
の
要

件
単
位
と
し
て
ど
う
し
て
も
取
得
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
。し
か
し
、2
年

次
に
は
全
学
生
の
8
割
程
度
が
履
修
す
る
、

学
部
の
教
育
に
お
い
て
重
要
な
科
目
の
一
つ

で
あ
る
。観
光
学
部
に
所
属
す
る
教
員
の
専

門
は
多
く
の
分
野
に
ま
た
が
っ
て
い
る
が
、

ゼ
ミ
に
お
い
て
は
各
教
員
の
専
門
性
や
独
自

性
が
大
い
に
発
揮
さ
れ
、ま
た
学
生
に
ど
の

よ
う
な
学
び
や
機
会
を
与
え
て
い
く
か
、

個
々
の
考
え
方
に
よ
っ
て
運
営
が
大
き
く
異

な
っ
て
く
る
。本
学
部
に
は
観
光
学
科
・
交
流

文
化
学
科
の
2
学
科
が
あ
る
。筆
者
は
観
光

学
科
の
所
属
で
あ
る
が
、ゼ
ミ
は
い
ず
れ
の

学
科
か
ら
も
参
加
可
能
で
あ
る
。学
部
に
は

一
学
年
3
7
0
名
程
度
の
学
生
が
在
籍
し
、

そ
れ
が
20
数
名
の
教
員
の
ゼ
ミ
に
分
か
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
た
め
、ゼ
ミ
の
一
学
年
は

10
数
名
程
度
が
所
属
し
て
い
る（
こ
の
人
数

は
ゼ
ミ
や
年
度
に
よ
っ
て
も
異
な
る
）。学
生

数
が
多
く
ど
う
し
て
も
講
義
が
大
人
数
と
な

る
本
学
部
に
お
い
て
、ゼ
ミ
に
お
け
る
学
生

一
人
一
人
と
対
話
は
、筆
者
に
と
っ
て
、本
学

の
学
生
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
関
心
を
示
す

の
か
、ま
た
ど
の
よ
う
な
行
動
ス
タ
イ
ル
を

持
ち
、社
会
と
の
接
点
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
理
解
す
る
重
要
な
機
会
に
な

っ
て
い
る
。

ゼ
ミ
テ
ー
マ

「
地
域
の
課
題
発
見
と

解
決
方
法
の
提
案
」

　本
ゼ
ミ
で
は
特
に「
地
域
」側
に
着
目
し
、

観
光
を
通
じ
て
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
に
つ

な
が
る
た
め
の「
課
題
発
見
な
ら
び
に
解
決

策
の
提
案
の
視
点
を
学
ぶ
」と
い
う
こ
と
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
る
。そ
の
た
め
に
、調
査

や
研
究
の
方
法
を
自
ら
考
え
実
施
し
て
い
く

こ
と
や
、観
光
の
現
場
で
自
ら
も
の
を
見
る
・

考
え
る
と
い
っ
た
こ
と
を
身
に
つ
け
る
と
と

も
に
、も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
と
し
て
、ゼ
ミ

立山町インターカレッジコンペティションで優秀賞を獲得

陸前たかたコミュニティ大学で地元の方と交流しながらの作業風景

感
染
予
防
を
心
が
け
な
が
ら
の
旅
行
や
余
暇

活
動
と
い
う
こ
と
で
、流
行
り
の
キ
ャ
ン
プ
に

参
加
し
て
み
る
も
の
、徒
歩
で
東
海
道
を
制
覇

す
る
も
の
、一
人
旅
を
試
み
る
も
の
、ジ
ム
で
ひ

た
す
ら
体
を
鍛
え
る
も
の
も
い
た
。コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
観
光
や
消
費
活
動
が
ど
う
変
化
し
、今

後
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
の
か
は
社
会

の
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
が
、ゼ
ミ
内
で
学
生

個
々
の
話
を
聞
い
て
い
る
こ
と
で
、若
者
の
嗜

好
の
変
化
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
う
。

　こ
の
間
、文
献
購
読
の
他
に
課
題
と
し
た

の
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
観
光
地
の
実
状

と
対
応
策
」「
緊
急
事
態
宣
言
下
で
の
人
々
の

余
暇
活
動
」「
東
京
の
水
辺
の
空
間
整
備
と
利

用
状
況
」と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。一
点
目
、

二
点
目
に
つ
い
て
は
、観
光
業
が
苦
境
に
置

か
れ
て
い
る
、人
々
も
制
約
の
中
で
困
難
な

目
に
あ
っ
て
い
る
、と
い
う
一
般
的
表
層
的

な
理
解
で
は
な
く
、観
光
や
余
暇
の
現
状
に

つ
い
て
で
き
る
だ
け
正
確
な
情
報
を
入
手
し

消
化
す
る
と
い
う
こ
と
に
努
め
て
も
ら
っ

た
。ま
だ
制
約
下
で
は
あ
る
の
で
コ
ロ
ナ
禍

に
関
す
る
総
括
は
行
え
て
い
な
い
が
、学
生

達
が
こ
の
逆
境
の
中
で
こ
こ
か
ら
先
に
向
か

っ
て
ど
の
よ
う
な「
学
び
」を
得
た
の
か
、ゼ

ミ
の
中
で
も
ぜ
ひ
確
認
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

こ
れ
ま
で
に
ゼ
ミ
で

参
加
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　最
後
に
、こ
れ
ま
で
ゼ
ミ
活
動
の
中
で
地

域
と
連
携
し
て
行
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
い

く
つ
か
を
紹
介
し
た
い
。

① 「
＃
た
い
と
う
愛
」

　 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
対
す
る
提
案

　2
0
2
0
年
、コ
ロ
ナ
禍
で
区
内
の
商
業

施
設
が
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
中
、台
東

区
が
始
め
た
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
の
情
報
発

信
に
つ
い
て
、S
N
S
世
代
で
あ
る
学
生
達

に
使
い
勝
手
や
改
善
点
に
つ
い
て
の
意
見
を

求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。ち
ょ
う
ど
感
染

状
況
が
落
ち
着
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、グ

ル
ー
プ
ご
と
に「
＃
た
い
と
う
愛
」に
掲
載
さ

れ
て
い
る
情
報
を
見
な
が
ら
実
際
に
現
地
を

訪
れ
て
、店
舗
を
周
り
な
が
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
効
果
を
高
め
る
方
策
提
案
を
行
っ
て
も

ら
っ
た
。

　普
段
か
ら
ツ
ー
ル
を
使
い
こ
な
し
て
い
る

だ
け
あ
り
、非
常
に
具
体
的
な
提
案
が
い
く

つ
も
出
さ
れ
た
。例
え
ば
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

の
機
能
の
一
層
の
活
用（
ス
ト
ー
リ
ー
の
通

常
投
稿
、広
告
投
稿
、リ
ー
ル
の
活
用
、質
問
・

ア
ン
ケ
ー
ト
・
ク
イ
ズ
機
能
の
活
用
）、現
地

に
お
け
る
地
名
度
ア
ッ
プ
の
た
め
の
方
策

「#たいとう愛」についての学生からの提案例
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究
が
行
え
る
の
か
を
様
々
な
課
題
を
通
じ
て

学
び
取
っ
て
い
く
こ
と
を
促
し
、さ
ら
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
行
っ
た

が
、成
果
と
し
て
は
や
は
り
教
室
で
の
議
論

に
は
る
か
に
及
ば
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考

え
る
。大
人
数
で
行
動
が
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、2
0
2
0
年
度
、2
0
2
1
年
度
の
ゼ
ミ

合
宿
は
実
施
で
き
て
お
ら
ず
、ま
た
親
睦
の

機
会
が
ほ
ぼ
無
い
状
態
で
あ
る
。学
生
個
々

を
見
る
と
、キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
ら
れ
な
い
こ

と
に
不
満
を
有
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
学
生
が

い
る
一
方
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
受
講
に
慣

れ
む
し
ろ
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
来
学
を
負
担
に

感
じ
る
よ
う
な
学
生
も
生
じ
て
き
た
よ
う
に

思
う
。現
3
年
次
生
の
中
に
は
ゼ
ミ
に
所
属

し
た
当
初
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
が
長
く
続
い
て

き
た
こ
と
か
ら
、ゼ
ミ
活
動
へ
の
参
加
意
欲

を
低
下
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
も
い
た
。パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
状
況
下
で
、そ
れ
で
も
学
生
の
学
修

に
最
善
を
尽
く
す
義
務
が
あ
る
教
員
と
し

て
、十
分
な
対
応
を
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は

大
変
申
し
訳
な
い
思
い
で
あ
る
。ま
た
、改
め

て
、ゼ
ミ
活
動
は
学
問
の
知
識
や
調
査
研
究

の
方
法
を
取
得
す
る
だ
け
で
は
な
く
、二
十

歳
前
後
の
感
受
性
が
豊
か
な
時
に
多
く
の

人
々
と
交
わ
る
こ
と
で
、自
己
を
確
立
し
、社

会
人
と
し
て
巣
立
っ
て
い
く
た
め
の
基
礎
的

な
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
重
要
な
役
割
を
有

し
て
い
る
こ
と
も
再
認
識
し
て
い
る
。

　こ
う
し
た
状
況
下
で
は
あ
る
が
、学
生
達
の

中
に
は
様
々
な
活
動
に
工
夫
し
て
参
加
し
て

い
る
も
の
も
現
れ
て
い
る
。部
活
動
や
ア
ル
バ

イ
ト
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、そ
の
他
に
も
、企

業
が
主
催
す
る
観
光
に
関
す
る
学
生
コ
ン
ク

ー
ル
へ
有
志
グ
ル
ー
プ
で
参
加
す
る
も
の
、旅

館
業
に
興
味
を
持
ち
住
み
込
み
で
働
き
な
が

ら
活
性
化
策
を
模
索
す
る
も
の
、コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
カ
フ
ェ
の
運
営
に
携
わ
ろ
う
と
す
る
も
の
、

友
人
同
士
で
地
域
の
P
R
動
画
作
成
を
行
っ

て
み
る
も
の
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
す
る
も
の
な
ど
が
い
た
。ま
た
、

生
同
士
の
共
同
作
業
を
通
じ
て
自
ら
の
考
え

を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
や
、議
論
の
進
め
方

を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。2

年
、3
年
次
に
は
文
献
調
査
と
現
地
調
査
、個

人
作
業
と
グ
ル
ー
プ
作
業
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
年
間
を
通
じ
て
複
数
の
課
題
に
取
り
組
ん

で
も
ら
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。ま
た
、地
域

の
課
題
発
見
と
解
決
策
の
提
案
に
向
け
て
、

2
年
次
で
は
基
本
的
に「
観
光
地
の
魅
力
要

素
に
つ
い
て
調
査
」を
、3
年
次
で
は「
対
象

地
に
つ
い
て
の
課
題
発
見
、解
決
策
の
提
案
」

を
課
題
と
し
て
い
る
。そ
の
対
象
地
と
し
て

は
、例
年
は
夏
季
休
暇
中
に
実
施
す
る
ゼ
ミ

合
宿
の
訪
問
先
で
あ
る
が
、別
途
、日
帰
り
で

訪
問
が
可
能
な
地
域
を
指
定
し
、グ
ル
ー
プ

で
日
程
調
整
し
調
査
を
実
施
し
て
く
る
こ
と

も
あ
る
。

　特
に
ゼ
ミ
合
宿
で
は
、対
象
地
に
つ
い
て

の
お
お
よ
そ
の
調
査
テ
ー
マ
を
定
め
た
後
、

グ
ル
ー
プ
別
に
調
査
計
画
を
立
案
し
、先
方

に
連
絡
を
入
れ
、実
施
す
る
と
こ
ろ
ま
で
を

学
生
に
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。日
程
的
な

制
約
も
あ
り
、な
か
な
か
深
い
調
査
ま
で
行

え
な
い
の
が
実
状
で
は
あ
る
が
、そ
れ
で
も

準
備
か
ら
調
査
実
施
、成
果
と
り
ま
と
め
ま

で
を
行
う
と
い
う
経
験
は
ゼ
ミ
の
活
動
な
ら

で
は
と
言
え
る
。こ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
作
業

を
通
じ
て
行
っ
た
活
動
を
踏
ま
え
、4
年
次

は
個
々
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
、卒
業
研
究
を

行
っ
て
い
る
。

　観
光
学
科
の
教
育
目
標
は
、観
光
が
現
代

社
会
に
果
た
す
役
割
と
あ
り
方
を
理
解
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
や
地
域
社
会
に
お
い
て
活
躍
す
る

人
材
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
が
、自
ら
が「
よ

き
観
光
者
」と
な
り「
責
任
あ
る
観
光
」の
実

践
に
貢
献
す
る
こ
と
も
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。そ
の
た
め
、ゼ
ミ
活
動
に
お
い
て
も
、他

者
の
関
心
や
行
動
を
理
解
し
、さ
ら
に
は
そ

れ
が
ど
の
よ
う
な
場
で
行
わ
れ
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
も
目
を
向
け
て
も
ら
う
こ
と
を
心

が
け
て
い
る
。夏
季
や
春
季
の
長
期
休
暇
の

後
に
は
、一
人
一
人
に
ど
の
よ
う
に
長
期
休

暇
を
過
ご
し
て
い
た
か
を
報
告
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。も
ち
ろ
ん
、話
し
づ
ら
そ
う
だ
っ
た

り
、ご
く
簡
単
な
紹
介
で
終
わ
ら
せ
た
り
す

る
学
生
も
い
る
が
、中
に
は
非
常
に
ユ
ニ
ー

ク
な
経
験
を
紹
介
し
て
く
れ
る
も
の
も
い

る
。こ
う
し
た
経
験
談
の「
面
白
い
ポ
イ
ン

ト
」を
深
掘
り
し
て
い
く
こ
と
が
休
み
明
け

の
恒
例
行
事
で
あ
る
。筆
者
に
と
っ
て
は
学

生
ら
世
代
を
理
解
す
る
上
で
重
要
で
あ
る

が
、そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、互
い
の
価
値
観
に

深
く
掘
り
込
も
う
と
し
な
い
学
生
達
に
と
っ

て「
異
な
る
価
値
観
を
理
解
す
る
」「
俯
瞰
的

に
現
象
を
掴
む
」と
い
う
こ
と
に
接
す
る
機

会
と
な
れ
ば
と
思
い
続
け
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

ゼ
ミ
活
動

　さ
て
、本
稿
は
筆
者
の
ゼ
ミ
で
通
常
行
っ

て
い
る
活
動
を
報
告
す
る
の
が
趣
旨
で
は
あ

る
が
、こ
の
2
ヶ
年
に
わ
た
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
で
の
ゼ
ミ
活
動

や
、学
生
の
動
き
に
つ
い
て
記
録
に
留
め
て

お
き
た
い
と
思
う
。

　2
0
2
0
年
度
、本
学
で
は
春
学
期
が
3

週
間
遅
れ
で
、全
面
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ス
タ

ー
ト
と
な
っ
た
。他
学
も
同
様
で
あ
ろ
う
が
、

感
染
拡
大
の
状
況
に
応
じ
て
制
限
が
緩
和
さ

れ
た
り
厳
し
く
な
っ
た
り
し
な
が
ら
も
、

2
0
2
1
年
度
も
ほ
ぼ
同
様
の
状
況
が
続
い

て
い
る
。前
述
の
通
り
ゼ
ミ
に
お
い
て
は
学

生
同
士
の
議
論
や
、実
際
の
観
光
の
現
場
に

赴
き
、そ
こ
で
見
聞
き
し
考
え
る
こ
と
を
重

視
し
て
き
た
が
、こ
う
し
た
活
動
が
大
幅
に

制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。こ
う
し
た
中

で
、ま
ず
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ど
こ
ま
で
調
査
研

（
ポ
ス
タ
ー
作
成
、観
光
マ
ッ
プ
等
へ
の
掲

載
、協
力
店
舗
で
ス
テ
ッ
カ
ー
掲
示
等
）、さ

ら
に
は
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

合
わ
せ
た
情
報
の
発
信
や
、「
台
東
区
」で
は

な
く
著
名
な
エ
リ
ア
別
の
情
報
の
発
信
な
ど

で
あ
る
。す
ぐ
に
で
も
対
応
可
能
な
も
の
も

多
い
、と
い
う
こ
と
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
担
当

者
に
は
提
案
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
た
も
の

と
思
う
。

② 

陸
前
た
か
た

　 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
大
学
へ
の
参
加

　岩
手
県
の
陸
前
高
田
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
、立
教
大
学
の
主
催
に
よ
り

地
元
市
民
の
方
々
へ
提
供
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
ゼ
ミ
合
宿
の
一
環
で
参
加
し
た
も
の
で

あ
る
。本
学
は
2
0
0
3
年
以
降
、陸
前
高
田

市
と
林
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
交
流

を
続
け
て
き
た
が
、東
日
本
大
震
災
後
に
同

市
を
重
点
支
援
地
域
と
し
、災
害
復
旧
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、ス
ポ
ー
ツ
交
流
、ス
タ
デ
ィ
・
ツ

ア
ー
な
ど
の
交
流
事
業
を
行
っ
て
き
た
。

2
0
1
7
年
10
月
に
は
岩
手
大
学
と
共
同

で
、同
市
の
廃
校
を
活
用
し
た「
陸
前
高
田
グ

ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
」を
開
設
し
、本
学
関

係
者
の
活
動
拠
点
と
し
て
、あ
る
い
は
一
般

団
体
の
研
修
の
受
け
入
れ
や
市
民
の
活
動
の

場
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。2
0
1
9
年
の

市
民
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、新
座
市
内
の
企

業
の
方
を
講
師
に
迎
え
、太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
付
L
E
D
を
用
い
た
発
光
装
置
を
工
作

し
、ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
やS

D
G

s

の
重

要
性
に
触
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。学

生
も
こ
れ
に
加
わ
り
、地
元
の
方
々
と
の
交

流
を
深
め
た
。ま
た
合
わ
せ
て
施
設
運
営
を

委
託
さ
れ
て
い
る
N
P
O
法
人
の
職
員
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
い
、施
設
利
用
の
実
際
や
課

題
を
明
ら
か
に
し
今
後
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
た
。

③ 

立
山
町
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ

　 

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
へ
の
参
加

　富
山
県
立
山
町
が
主
催
す
る
大
学
生
に
よ

る
地
域
活
性
化
策
を
競
う
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
大
会
へ
2
0
1
6
年
に
ゼ
ミ
と
し
て

参
加
し
た
。同
コ
ン
ペ
は
2
0
1
2
年
か
ら

立
山
町
が
力
を
入
れ
て
実
施
し
て
い
る
も
の

で
あ
る
が
、ゼ
ミ
合
宿
を
兼
ね
て
全

員
で
町
内
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

行
い
、立
山
町
の
地
域
活
性
化
策
を

練
っ
て
い
っ
た
。主
な
課
題
と
し
て

「
町
に
活
気
が
な
い
、人
通
り
が
少
な

い
」「
メ
イ
ン
と
な
る
魅
力
が
な
い
」

を
指
摘
し
、活
性
化
策
と
し
て「
サ
イ

ク
リ
ン
グ
×
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
〜
昼
の

静
閑 

夜
の
囁
き
〜
」と
題
し
て
、町

内
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
星
空
の
下
で
の

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
中
心
と
す
る
提
案

を
行
っ
た
。参
加
し
た
9
大
学
13

チ
ー
ム
の
中
で
上
位
7
チ
ー
ム
に
選

ば
れ
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
も
の
の
、

残
念
な
が
ら
最
優
秀
賞
と
は
な
ら
な

か
っ
た
。表
彰
さ
れ
た
他
の
発
表
と

比
較
す
る
と
、実
現
性
の
観
点
で
の

検
討
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
と
、大
学
と
し

て
立
山
町
へ
参
与
し
て
い
く
と
い
う
面
が
弱

か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。し
か
し
な
が

ら
、立
山
町
が
年
々
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
る
大
学
と
の
連
携
の
一
端
に
触
れ
ら
れ

た
こ
と
、ま
た
他
学
の
学
生
の
成
果
と
自
ら

の
も
の
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

学
生
に
と
っ
て
の
良
い
経
験
と
な
っ
た
。

立
教
大
学
観
光
学
部
に

お
け
る
ゼ
ミ
の
位
置
づ
け

　立
教
大
学
観
光
学
部
で
は
ゼ
ミ
は
2
年
次

か
ら
履
修
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、現
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
は「
演
習（
2
年
）」「
演
習（
3

年
）」「
卒
業
研
究
指
導
」と
い
う
科
目
名
と
な

っ
て
い
る
。科
目
の
位
置
づ
け
と
し
て
は「
学

部
自
由
科
目
」に
含
ま
れ
て
お
り
、必
修
科
目

や
学
科
選
択
科
目
と
比
較
す
る
と
卒
業
の
要

件
単
位
と
し
て
ど
う
し
て
も
取
得
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
。し
か
し
、2
年

次
に
は
全
学
生
の
8
割
程
度
が
履
修
す
る
、

学
部
の
教
育
に
お
い
て
重
要
な
科
目
の
一
つ

で
あ
る
。観
光
学
部
に
所
属
す
る
教
員
の
専

門
は
多
く
の
分
野
に
ま
た
が
っ
て
い
る
が
、

ゼ
ミ
に
お
い
て
は
各
教
員
の
専
門
性
や
独
自

性
が
大
い
に
発
揮
さ
れ
、ま
た
学
生
に
ど
の

よ
う
な
学
び
や
機
会
を
与
え
て
い
く
か
、

個
々
の
考
え
方
に
よ
っ
て
運
営
が
大
き
く
異

な
っ
て
く
る
。本
学
部
に
は
観
光
学
科
・
交
流

文
化
学
科
の
2
学
科
が
あ
る
。筆
者
は
観
光

学
科
の
所
属
で
あ
る
が
、ゼ
ミ
は
い
ず
れ
の

学
科
か
ら
も
参
加
可
能
で
あ
る
。学
部
に
は

一
学
年
3
7
0
名
程
度
の
学
生
が
在
籍
し
、

そ
れ
が
20
数
名
の
教
員
の
ゼ
ミ
に
分
か
れ
て

い
く
こ
と
に
な
る
た
め
、ゼ
ミ
の
一
学
年
は

10
数
名
程
度
が
所
属
し
て
い
る（
こ
の
人
数

は
ゼ
ミ
や
年
度
に
よ
っ
て
も
異
な
る
）。学
生

数
が
多
く
ど
う
し
て
も
講
義
が
大
人
数
と
な

る
本
学
部
に
お
い
て
、ゼ
ミ
に
お
け
る
学
生

一
人
一
人
と
対
話
は
、筆
者
に
と
っ
て
、本
学

の
学
生
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
関
心
を
示
す

の
か
、ま
た
ど
の
よ
う
な
行
動
ス
タ
イ
ル
を

持
ち
、社
会
と
の
接
点
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
理
解
す
る
重
要
な
機
会
に
な

っ
て
い
る
。

ゼ
ミ
テ
ー
マ

「
地
域
の
課
題
発
見
と

解
決
方
法
の
提
案
」

　本
ゼ
ミ
で
は
特
に「
地
域
」側
に
着
目
し
、

観
光
を
通
じ
て
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
に
つ

な
が
る
た
め
の「
課
題
発
見
な
ら
び
に
解
決

策
の
提
案
の
視
点
を
学
ぶ
」と
い
う
こ
と
を

テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
る
。そ
の
た
め
に
、調
査

や
研
究
の
方
法
を
自
ら
考
え
実
施
し
て
い
く

こ
と
や
、観
光
の
現
場
で
自
ら
も
の
を
見
る
・

考
え
る
と
い
っ
た
こ
と
を
身
に
つ
け
る
と
と

も
に
、も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
と
し
て
、ゼ
ミ

立山町インターカレッジコンペティションで優秀賞を獲得

陸前たかたコミュニティ大学で地元の方と交流しながらの作業風景

感
染
予
防
を
心
が
け
な
が
ら
の
旅
行
や
余
暇

活
動
と
い
う
こ
と
で
、流
行
り
の
キ
ャ
ン
プ
に

参
加
し
て
み
る
も
の
、徒
歩
で
東
海
道
を
制
覇

す
る
も
の
、一
人
旅
を
試
み
る
も
の
、ジ
ム
で
ひ

た
す
ら
体
を
鍛
え
る
も
の
も
い
た
。コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
観
光
や
消
費
活
動
が
ど
う
変
化
し
、今

後
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
の
か
は
社
会

の
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
が
、ゼ
ミ
内
で
学
生

個
々
の
話
を
聞
い
て
い
る
こ
と
で
、若
者
の
嗜

好
の
変
化
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
う
。

　こ
の
間
、文
献
購
読
の
他
に
課
題
と
し
た

の
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
観
光
地
の
実
状

と
対
応
策
」「
緊
急
事
態
宣
言
下
で
の
人
々
の

余
暇
活
動
」「
東
京
の
水
辺
の
空
間
整
備
と
利

用
状
況
」と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。一
点
目
、

二
点
目
に
つ
い
て
は
、観
光
業
が
苦
境
に
置

か
れ
て
い
る
、人
々
も
制
約
の
中
で
困
難
な

目
に
あ
っ
て
い
る
、と
い
う
一
般
的
表
層
的

な
理
解
で
は
な
く
、観
光
や
余
暇
の
現
状
に

つ
い
て
で
き
る
だ
け
正
確
な
情
報
を
入
手
し

消
化
す
る
と
い
う
こ
と
に
努
め
て
も
ら
っ

た
。ま
だ
制
約
下
で
は
あ
る
の
で
コ
ロ
ナ
禍

に
関
す
る
総
括
は
行
え
て
い
な
い
が
、学
生

達
が
こ
の
逆
境
の
中
で
こ
こ
か
ら
先
に
向
か

っ
て
ど
の
よ
う
な「
学
び
」を
得
た
の
か
、ゼ

ミ
の
中
で
も
ぜ
ひ
確
認
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

こ
れ
ま
で
に
ゼ
ミ
で

参
加
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　最
後
に
、こ
れ
ま
で
ゼ
ミ
活
動
の
中
で
地

域
と
連
携
し
て
行
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
い

く
つ
か
を
紹
介
し
た
い
。

① 「
＃
た
い
と
う
愛
」

　 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
対
す
る
提
案

　2
0
2
0
年
、コ
ロ
ナ
禍
で
区
内
の
商
業

施
設
が
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
中
、台
東

区
が
始
め
た
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
の
情
報
発

信
に
つ
い
て
、S
N
S
世
代
で
あ
る
学
生
達

に
使
い
勝
手
や
改
善
点
に
つ
い
て
の
意
見
を

求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。ち
ょ
う
ど
感
染

状
況
が
落
ち
着
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、グ

ル
ー
プ
ご
と
に「
＃
た
い
と
う
愛
」に
掲
載
さ

れ
て
い
る
情
報
を
見
な
が
ら
実
際
に
現
地
を

訪
れ
て
、店
舗
を
周
り
な
が
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
効
果
を
高
め
る
方
策
提
案
を
行
っ
て
も

ら
っ
た
。

　普
段
か
ら
ツ
ー
ル
を
使
い
こ
な
し
て
い
る

だ
け
あ
り
、非
常
に
具
体
的
な
提
案
が
い
く

つ
も
出
さ
れ
た
。例
え
ば
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

の
機
能
の
一
層
の
活
用（
ス
ト
ー
リ
ー
の
通

常
投
稿
、広
告
投
稿
、リ
ー
ル
の
活
用
、質
問
・

ア
ン
ケ
ー
ト
・
ク
イ
ズ
機
能
の
活
用
）、現
地

に
お
け
る
地
名
度
ア
ッ
プ
の
た
め
の
方
策

「#たいとう愛」についての学生からの提案例
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コ
ロ
ナ
禍
が
常
態
化
し
て
も
う
す
ぐ
２

年
に
な
る
。当
た
り
前
の
日
常
を
取
り
戻
す

ま
で
に
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
り
そ
う

だ
。人
の
往
来
が
制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
観

光
業
界
は
非
常
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
て
い
る
。特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
ア
ウ
ト

バ
ウ
ン
ド
ヘ
の
影
響
は
甚
大
で
完
全
に
時

が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

2
0
2
0
か
ら
黄
金
の
時
が
始
ま
る
と
期

待
し
て
い
た
観
光
業
界
の
失
望
は
計
り
知

れ
な
い
。し
か
し
な
が
ら
、大
交
流
時
代
は

必
ず
復
恬
す
る
は
ず
だ
。な
ぜ
な
ら
、「
旅
は

人
生
、人
生
は
旅
で
あ
る
」か
ら
だ
。こ
の
言

葉
は
、株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
取
締
役
相
談
役
田

川
博
己
氏
が
唱
え
た
言
葉
だ
。

　
田
川
さ
ん
と
は
、お
互
い
駆
け
出
し
の
頃

に
出
会
っ
た
。送
り
手
側
と
受
け
手
側
と
い

う
立
場
で
年
齢
も
違
っ
た
が
不
思
議
と
馬
が

合
い
、観
光
を
基
軸
と
し
た
経
済
成
長
や
日

本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
を
語
り
合
っ
た
。田

川
さ
ん
は
海
外
勤
務
を
経
て
Ｊ
Ｔ
Ｂ
取
締
役

に
就
任
。私
が
宿
の
経
営
を
な
ん
と
か
軌
道

に
乗
せ
た
頃
に
再
会
し
た
。私
は
、中
国
易
経

に
あ
る「
観
光
と
は
国
の
光
を
観
る
こ
と
」と

い
う
概
念
で
観
光
を
考
え
て
い
た
が
、そ
の

頃
の
田
川
さ
ん
は
、そ
れ
を
発
展
さ
せ
た「
ツ

ー
リ
ズ
ム
」と
い
う
概
念
を
も
っ
て
い
た
。

「
観
光
先
進
国
を
め
ざ
し
て
」に
も
書
か
れ
て

い
る
が
、人
の
流
れ（
交
流
）を
創
出
し
て
新

た
な
価
値
観
を
創
り
出
す
と
い
う
考
え
だ
。

レ
ジ
ャ
ー
だ
け
で
は
な
く
、経
済
、人
、文
化

全
て
が
国
の
光
で
あ
り
、そ
れ
を
活
用
し
て

人
の
流
れ
を
創
る
こ
と
で
消
費
を
伴
う
価
値

が
生
ま
れ
る
と
い
う
総
合
的
、複
合
的
な
概

念
だ
。集
客
と
売
上
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て

し
ま
う
自
分
を
反
省
し
、人
の
流
れ
や
文
化

の
交
流
を
創
っ
て
み
た
い
と
志
を
定
め
、歴

史
的
に
日
本
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
台
湾
と

の
ビ
ジ
ネ
ス
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
台
湾
東
南
旅
行
社
の
協
力
に

よ
っ
て
実
現
し
た
台
湾
・
能
登
の
2
Ｗ
Ａ
Ｙ

チ
ャ
ー
タ
ー
は
大
評
判
で
、日
本
の
お
客
様

が
台
湾
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
本
当
に

嬉
し
か
っ
た
。こ
れ
が
縁
で
持
ち
上
が
っ
た

加
賀
屋
の
台
湾
進
出
は
構
想
か
ら
7
年
を
か

け
て
台
湾
北
投
温
泉
で
実
現
し
、「
お
も
て
な

し
の
輸
出
」と
大
々
的
に
報
道
さ
れ
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
に
は
田
川
さ
ん
も
駆
け
つ
け
て
く
れ

た
。日
本
旅
館
の
海
外
進
出
に
は
苦
労
も
多

か
っ
た
が
、今
で
は
台
湾
国
内
の
み
な
ら
ず

近
隣
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
多
く
の
お
客
様
に
ご

利
用
い
た
だ
き
日
本
文
化
の
発
信
に
僅
か
な

が
ら
お
役
に
立
て
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

　
和
倉
、台
湾
両
方
の
加
賀
屋
で
最
も
大
切

に
し
て
い
る
の
は
当
然
な
が
ら「
お
も
て
な

し
」で
あ
る
。お
も
て
な
し
と
は
、「
表
に
は
意

を
表
さ
ず
、心
に
は
意
を
も
っ
て
お
客
様
の

欲
す
る
こ
と
を
し
て
差
し
上
げ
る
術
を
も
つ

こ
と
」と
私
な
り
に
定
義
し
て
い
る
。社
員
に

は「
笑
顔
で
気
働
き
」と
わ
か
り
や
す
い
言
葉

で
伝
え
て
い
る
が
、思
い
や
り
だ
け
で
は
な

く
行
動
が
伴
っ
て
は
じ
め
て
お
も
て
な
し
で

す
よ
と
い
う
意
味
だ
。日
本
人
に
は
生
ま
れ

な
が
ら
に
お
も
て
な
し
力
が
備
わ
っ
て
い

る
。こ
ん
な
国
は
他
に
な
く
、言
い
換
え
れ
ば

「
お
も
て
な
し
大
国
、日
本
」だ
。コ
ロ
ナ
終
息

後
に
は
、オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
お
も
て
な
し

力
と
旅
の
力
、宿
の
力
で
国
内
、そ
し
て
海
外

と
の
交
流
が
大
い
に
盛
り
上
が
る
こ
と
に
期

待
し
て
い
る
。

わたしの１冊
23回第

『観光先進国を
めざして』

株式会社加賀屋相談役

小田禎彦

田川博己・著／中央経済社 2018年

小
田
禎
彦（
お
だ・さ
だ
ひ
こ
）

株
式
会
社
加
賀
屋
相
談
役
。

1
9
4
0
年
石
川
県
生
ま
れ
。立

教
大
学
経
済
学
部
卒
。1
9
6
2

年
株
式
会
社
加
賀
屋
専
務
取
締

役
。そ
の
後
、株
式
会
社
タ
イ
コ
食
産
代
表
取
締
役

社
長
、株
式
会
社
加
賀
屋
代
表
取
締
役
社
長
、同
代

表
取
締
役
会
長
、代
表
取
締
役
相
談
役
を
経
て

2
0
1
7
年
か
ら
現
職
。和
倉
温
泉
旅
館
協
同
組
合

理
事
長
、石
川
県
人
事
委
員
、J
T
B
協
定
旅
館
ホ

テ
ル
連
盟
会
長
、石
川
県
観
光
連
盟
理
事
長
等
を
歴

任
。現
在
、石
川
県
観
光
連
盟
顧
問
、能
登
半
島
広

域
観
光
協
会
名
誉
理
事
長
、株
式
会
社
香
島
津（
能

登
食
祭
市
場
七
尾
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ・ワ
ー
フ
）

代
表
取
締
役
で
も
あ
る
。
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旅の図書館では、
所蔵している本の中から、
今号の特集に関連して、

「スポーツツーリズム」「スポーツと地域（まち）づくり」等を
テーマとしたものをリストアップしました。

【選】大隅一志（「旅の図書館」副館長）
特集関連の蔵書紹介

よくわかる
スポーツ文化論
［改訂版］
井上俊 菊幸一 編著／
ミネルヴァ書房／2020年3月／
B5判232頁
現代のスポーツは、オリンピックやサ
ッカー・ワールドカップから市民マラ
ソンや小中学校の運動会などに至る
まで、政治・経済・教育などを含む私
たちの社会生活の様々な側面と関連
する大きな文化現象となっている。ス
ポーツ界の現況を認識し、そのあり
方や将来について考える楽しさを味
わえる一冊。

スポーツ文化論
（Sports perspective
series 4）
相原正道 谷塚哲 著／
晃洋書房／2019年5月／
A5判150頁
オリンピックにおける文化プログラ
ム、スポーツ振興、企業スポーツ、プ
ロスポーツ、総合型地域スポーツクラ
ブ、学校クラブスポーツ、スポーツ団
体の不祥事、最新のスポーツビジネ
スの動向と問われるスポーツの意味
などについて解説。これからの時代
のスポーツの果たすべき役割や意義
を考える入門書。

スポーツツーリズム入門
ジェームス･ハイアム
トム･ヒンチ 著
伊藤央二 山口志郎 訳／
晃洋書房／2020年6月／
菊判219頁
何がスポーツを観光アトラクションや
観光活動として特有なものにするの
か？スポーツツーリズムは私たちの
空間にどのように現れるのか？競技
者、観戦者、イベント主催者、開催地
域などさまざまなアクターがかかわる
スポーツツーリズムの特有性を理解
するために体系的にまとめられた基
本書。

地域スポーツ論
（Sports perspective
series 7）
相原正道 佐々木達也 田島良輝
ほか著／晃洋書房／
2020年10月／A5判177頁
スポーツイベントを生かしたまちづく
りや地域スポーツクラブのマネジメ
ント、地域のスポーツ振興策などにつ
いて解説。スポーツを地域資源として
活用し、交流人口の拡大や地域産業
の活性化を図る日本の成長戦略に
欠かせない、スポーツによる地域創
生の今とこれからを問う。　

スポーツ地域
マネジメント
持続可能なまちづくりに
向けた課題と戦略
原田宗彦 著／学芸出版社／
2020年8月／四六判246頁
スポーツを活かした持続的なまちづ
くりを目指すには、地域内での人材
育成や環境整備等と、自然や文化な
ど地域資源を最大活用した地域外か
らの誘客を同時展開する戦略的なマ
ネジメントが必要。最新の政策的な
動向、国内外の先進事例からマーケ
ティング手法やビジネスモデルなど
の実践スキームを豊富に紹介。

スポーツレガシーの
探究
スポーツの力を信じて
遠藤利明 馳浩 編著／
ベースボール・マガジン社／
2021年6月／四六判231頁
新型コロナウイルス感染症により、
人々の日常生活は一変した。社会に
おけるスポーツとは、生活とスポーツ
とは、運動とスポーツとの違いは、と
いった本質的なことが問われる状況
の中、新たな「スポーツレガシーの探
求」が求められている。スポーツ立国
推進塾の講義を再編集。
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Sport tourism and
sustainable
destinations
B.D. Moyle, T.D. Hinch,
J.E.S. Higham 著／Routledge／
2018年／225頁
スポーツツーリズムは住民にとっても
意味があり、目的地のコミュニティは、
開発が持続可能であるかどうかによ
って、恩恵を受けたり、コストを吸収し
たりする立場にある。学際的なアプロ
ーチから、スポーツツーリズムとデス
ティネーションの持続可能性をめぐる
問題の概念的理解を深める。

スポーツツーリズム・
ハンドブック

（一社）日本スポーツ
ツーリズム推進機構 編／
学芸出版社／2015年8月／
B5判134頁
スポーツツーリズムとは何か、どんな
人が関わっているのか、どんなお客さ
まか、イベント誘致・主催のために必
要なこと、イベントやツアーのマーケ
ティングやマネジメント、地域振興の
ためのポイントについて、事例も加え
て具体的に解説。誘致・主催に携わ
る地元の方、ツアーを造成する旅行
業の方のための入門書。

スポーツで
地域をつくる
堀繁 木田悟 薄井充裕 編／
東京大学出版会／
2007年7月／A5判286頁
地域社会再生の核のひとつとなる
「スポーツ」。スポーツイベントを活用
した地域づくりをスポーツの振興、青
少年等の人材育成、地域アイデンテ
ィティの醸成、地域コミュニティの形
成、各種の交流促進、情報の発信な
どの社会的効果から捉え、具体事例
を背景にスポーツを活かしたまちづ
くりの方策を示す。

Sport tourism
development 
3rd ed （Aspects of 
Tourism 84）
James Higham, Tom Hinch 著
Channel View Publications
2018年／299頁
スポーツ・ツーリズムの開発に関する
理論的思考と、スポーツ・ツーリズム
の開発におけるローカルな力とグロ
ーバルな力の相互作用に関する批
判的思考を深める。観光学、人文地
理学、スポーツ地理学、スポーツ社会
学、スポーツマネジメント、スポーツマ
ーケティング、スポーツ史の学生や研
究者のための重要テキスト。

スポーツ
まちづくりの
教科書
松橋崇史 高岡敦史 編著／
青弓社／2019年1月／
A5判229頁
スポーツによる地域活性化はどう進
めればいいのか。（1）スポーツまちづ
くりの基盤となるイベント・アスリー
ト・クラブ・施設などの育成・整備、
（2）体制・ネットワークづくり、（3）継
続可能な事業性の3点から全国のス
ポーツまちづくりの事例を整理して紹
介。詳細なFAQや文献・資料紹介も
充実。

地域活性化の
ポリティクス
スポーツによる
地域構想の現実
小林勉 著／中央大学出版部／
2013年11月／A5判255頁
住民による新たな地域活性化の方途
をスポーツの事例に探り、スポーツ実
践の向こう側に描き出される地域を
変えるデザインの理想と現実に迫る。
21世紀のスポーツ思潮を分析し、ス
ポーツの世界から地域活性化の問題
へ一石を投じる、スポーツを「学問」し
たい人にとって必読の書。

スポーツで
地域を拓く
木田悟 高橋義雄 藤口光紀 編／
東京大学出版会／2013年7月／
A5判267頁
「観るスポーツ」から「参加するスポー
ツ」へ。「体育」とは異なるスポーツ像
を提示し、それがもつ多様な効果と
視点を活用した、行政やＮＰＯ・ボラ
ンティア組織と協働して進める地域
活性化のためのデザインを、海外の
事例も含めながら新たに提示する。

スポーツと国際協力
スポーツに秘められた
豊かな可能性
齊藤一彦 岡田千あき
鈴木直文 編著／大修館書店／
2015年3月／A5判239頁
スポーツは紛争、犯罪、貧困、人権侵
害など、地球規模の課題解決の有効
な手段として世界レベルで認知され
つつある。スポーツの意義と具体的
な在り方について豊富な事例と共に
解説する。スポーツを通じた国際協
力を理解するスタンダードテキスト。
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